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BARE COPS OIRO TT, 最も 不便 を 威 ず る こと は 本 
AB- TATE G SS 純正 昆 則 玩 の 雑誌 の な きこ で な 5。 数 年 前 
この 種 の 雑誌 二 三 旨 行 せ られ た る こと あり た れ ど だ db, de ( BA 
と な ちり, DREAMED RBI THAI RS 5。 こ \ に 於 て 本 雑誌 
の 多 行 は 京阪 有志 者 に よ 5 て 計 書 せ 5 れ だ る が 」 幸先 輩 諸 氏 の 
貧 成 せら る ゝ 虎 こ な り , SICHERN SZ HE 7 
Do m LH Ml > ESAO EBS ERS oe Bran, 本 
WORBERETBELLT, BARRE MBLTBSSaR 
Do PC OM CII LT, HRS SAME Sntzap, 
PRONE RKAIHB EAST AI, 大 な る 努力 ぐ 。 KMS 
資力 こ を 要する も の に し て , - RER ROMS 
的 力 を 待 だ ざる べから ざる な 5。 MA THRER BER ICE 


C8AGORECHLC-HOReRA GH, 以 て 本 邦 星 計時 


HORS BAG SAL Seo 一 言 記し て 前 の 鮭 RF 
—-TEBER)J-]J 


— a. 
a fF 注 & 


1. RS BATA RS o 全 父 到着 せ ざ る もの, Fe mh BAR iL 


MRE SEO, AFKMIUNS も の , Ree wT 
CHD IZS SDB S PIE, - 
TEE RER TE RENT RS 
SRS TF ELT, 横 に 左 よ り 書 か れ た し 。 BBB ER 
と, 介 彫 名 は 幼 て 原語 を 以 て 認め られ た 〈, 論説 に ほ 匠 交 の 


A. DEE Be Hi Ma EI Ce, 岳 岡 は 一 箇所 に 集中 せ 5 れ 


HE Eo 
5. 原稿 に は 必ず 氏名 を 明記 せ 6 れ 12 候 。 


外周 区 の 原本 に は これ に 該 言 する 日 本 壇 (LR OME) BF 
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24. Bh Sımperialisınesp/ 22 Nat size. D,. C. japonica 
ass IDO. = N behind, X 10. Ds. Do: ac 

B. Zephyrus nohirae n. sexe Nat. ‘size! D,. Do. Abdom. § 
C,. Plea formosana n. sp. 2, upper side, X 20. D,. C, navitatis 

Ci Dow underside, x 20, D;. C. harmandi 
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A NEW SPECIES OF LYCANIDZ (Rhopalocera) 


FROM JAPAN. 


BY PROF. S. MATSUMURA, RIGAKUHAKUSHI. ‘ 


Zephyrus nohirae n. sp. (Pl. I, Fig. B.) 

6 Allied to Z. attilia Brem., but differs in the following points: 
Terminal 8 joints of the antennae below ferruginous. 
Primaries at the outermargin much more rounded and narrower ; 
near the base at the costal margin with a small pale patch. 
Secondaries with much shorter white fringes, submarginal band 
very small and only visible at the base of the tail; near the base 
of the tail with 2 fuscous spots, lacking the submarginal row of 
white spots; tails somewhat shorter. 
Underside pale grayish, the outer one third of the primaries and 
outer one halves of the secondaries white; a transverse bar in the 
primaries very small, discal bar much nearer to the transverse bar, 
being much straighter and not abruptly ceasing at the third median 
veinlet; at the outer margin with 3 fuscous transverse bands, of 
the middle one consists of 6 dotted spots, the lowest 2 spots each 
with an ochreous spot outwardly, the marginal band broader and 
distinct. 


On the outer halves of the secondaries with 4 fuscous transverse 


トゥ 


bands of the same breadth: at the hind margin with a large, 

inwardly dark lined rectangular ochreous patch, inclosing 2 black 

spots, of which the inner one provided at the end of the first longi- 

tudinal vein (1 b) and the outer at the end of the second marginaj 

cell; in the middle of the inner margin with an oblique white band, 

which being inwardly lined with fuscous. 
5. Legs pale grayish, tibia and metatarsus being not black ringed. 

Expanser & 31 mm, 

Habitat: Mt. Daisen in the Prov. Hoki (Hontö), collected by Mr. 

A. Nohira (July ıoth, 1913). 

Notes: I captured another male specimen of this species on Mt. 

Omine in the Prov. Yamato (Aug. 4th, 1912). I here figure this 

specimen. (A. Nohira.) 

JOFDSE BNE BPA 
Pumvyvsr, キマ ダラ ルリ 3, 以 座 日 本 内 地 よ り 蝶 の 新 
種 の 記載 さん た も の は な い . 高山 地方 か 6 二 三 の 本 邦 未 記録 種 が 矢 
BPR LoS UTR SONI, 基 後 は 綴 え て 其 等 の 事 $ ぁ な 
い . が 本 邦 内 地 に , 殊 に 山岳 地方 に は 稀 未 記名 の ゃ の 乃至 全然 新竹 
の も の が 存在 する ら 6 し いで は , 誰 し ゃ 推測 し 得 た 鹿 で あつ た. AR 
も そん な 考 で 採集 中 も 可 な 5 蝶 類 に 注意 し て 居 た . そし て 本 種 を 大 
正 元 年 人 月 上 旬 , 大 和 大 峰山 に 得 , 更に 一 頭 を 公 二 年 七 月 伯 若 國 大 
山 に 得 た . 最初 は 高々 を ミ ヴ イロ ヲ ラナ が シ ゞ ミ の 一 形 と で ぐら 5 い に 考 へ 
CH), BMRGBMOEO MLDS 4 も の で は 全然 考 へ な か つた が 
大 山 に より 完全 に 近 き も の を 得 て , 新種 な る らし 〈 考 へ た だが, SH 
まで 途 に 研究 せ ず に 大 た . 頃 日 を の -- 頭 を 松村 博 土 に 致し て それ が 
Gee CA. 精査 の 後 博士 は 全然 新 社 な 5 と し て , NDS 
を 附 し , RCSFO RMSE ORME ALT, 基 の 原 記載 を 吾 人 の 
ag fEU CT RISU Chie. こ \ に 博士 に 半 し 満 膝 の 謝意 を 捧げ , 本 
PPM OBRE FSSC BORE LMS sKRBTH SB. 
LTA RIF WY VS COLA ERORACMU TAs BE 
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1. ORT. 前 次 に 於 て 外 三 分 の 一 , FRB RS THER & BRC Hh = 
ヴ グイ ロラ ナ か シド ゞ ヾ ミ の 名 (純白 な 6 ず 征 量 褐 色 を 北 ぶ る 事 . 

2. PEIRBES 其 外 側帯 だ は 後者 が ミ ヅ オロ ラナ ガ シ ャ ミ の 如 〈 外 
側 に 同 つ て 線形 を な さ ず , PABA AAI MB eI thd ick 
5 て 甚だ し 接近 する 事 , 及び 前 者 甚だ 小 な る 事 . 

3. PRXANT fh OPER EBEILAI LTO MEY AA Li vA CI eH 
ヾ ミ に 見 る が 如 〈, BHFERIKBRLYUTENZ EINKAUF 
異 に し , この 呈 最 も 題 著 な 5. 

4. 尾 様 突 起 は 本 種 の 方 人造 か に 短 か き 事 . 

本 種 は 各地 に 産 す る や も 知れ ず , ミ ヅ ヴイ ロ ラナ ガ シ マ ミミ 混同 せ 
Brit, ERFRLOND 2UHES am. 
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LIST OF LIBELLULIDZ (Odonata) OF JAPAN. 


BY K. OGUMA, NOGAKUSHI. 


A ZA e hy i et A Bk 
農學 士 小熊 #8 

本 年 の 春 , AAR S 6 — BC eR LEC ERE RIS 
5 其 の 機 開 誌 な る Deutsche Entomologische Zeitschrift KIT T##a3 
る \ 千 な 5 し が 時 過 々 欧州 戦 負 に 會 し 公表 の 期 を 失せ 5。 数 に 今 其 
原文 よ 5 目 外 の 部 の み を 抜き 本誌 に 寄 す 蓋 し 同好 者 に と 5 THR 
か の 便利 ゎ り で 信 す れ ば な り 。 

本 目 銚 は 余 の 有する 最近 の 知識 に 依り 5 て 編 せ 5 り 故に 原文 姿 附 後 知 
5 得 た ABIL RIAD 

本 目録 中 余 の 命名 に 係る 者 は 次 上 の 論文 中 に 原 記載 文 を 苦 す 。 E 
の 中 テ エゾ トン ボ 亜 科 に 属す る 者 は 世に 邦文 を 以 て 動物 香 難 誌 に 紙 表 
tb), ZLRARAEL TER TO RAÄH ER LEI N BA I 
HOV Id TITBRTAENT bo 

本 目録 中 * 印 を 附 せ る 種 は 文書 の み に ょ 5 て 日 本 産 な る 事 を 知れ 
る も の に し て 余 の 直接 栓 する 事態 は ざり し も の な 5o 

BA Et LD Fp i= Bl UT LE SER A ZB. BPA HE i FR 
14512 SHS LGC MHOR EAT 然 れ ざ も 今後 猫 一 層 深 て 此 の 
方 面 の 研究 を 要 す れ ば 敢 へ て 諸兄 の 助力 を 待つ 。 


Order ODONATA 
Family LIBELLULIDA: 
Subfamily Libellulinge 
Tholymis tillarga FABRICIUS. 
あめ いろ と ん ば 
嘉 格 ) カ メル ン , チ ベツ クト, ボル ネ ラ ヲ ラ , セ モ セレベス, フォ リッ ピン 。 
Zyxomma petiolatum RAMBUR.”“ 
BED nl に へ さき と ん ほ ) 
RZ 7A r- KR); Zr 77,8 #w 47,2 0 20000 
Zyxomma obtusum SELYS. 
re ee 
SEER; ern A, UAH IFT, AYE FO 
Pantala flavescens FABRICIUS. 
Da nen 
日 本 全土 : EB ar a 7, BUSA, TeV QE ン , マ ダ ゲカ スカ ル o 
Tramea chinensis DE GEER. 
Te ana て ん ば (は ね びろ で は) 
九州 ( 鹿 見 島 ), 琉球 , SEH; 支那 
Rhyothemis fuliginosa HaceEn. 
ER 
本 州 , ER, 九州 。 
Rhyothemis Serivini Rıs. 
Ba Ne 
zal ; HRERXHo 
Rhyothemis nebulosa OcuMa. 
GT La SO Ay 
琉球 。 
Rhyothemis variegata Linneus. (= L.Spelndida Rampur). 
(WS で つの の 5 で ん ば) 


II 


14 


15 


16 


17 
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a RK. variegata imperatria SELYS. 
(NOPATA そん ば ) 
琉球 , ilo 
6 R. variegata arria DDRURY. 
の わん NOMS CANT 
zE; トン キン , Ko 
Zygonyx& iris SELYS. 
NNSIG NSCA は 
Bie; py v, 海南 , サ ラフ ワッ ク , ポル ネ ラ 。 
Trithemis pallidinervis Kirsy. 
Sl S sar aval ee 
28; OR ee vy, IE. 
Trithemis aurora BURMEISTER.* 
Si, pve vy, BU, & レベ ス , ジ ャ グ ァ , ホ ンコ フォ リッ ビ 
SANS の 5 
Trithemis festiva RAMBUR. 
SIE 
Be 7 7, EE 2 men ZEN To 
Pseudothemis zonata BURMEISTER, 
NDC ALS 
本 州 , POLY, 九州 , 琉球 , 28; Klo 
Leucorrhinia dubia ILLINDEN. 
DIL AEG 
樺太 , 北海 道 , 本 州 : 西 比 利 部 , RE, 
Leueorrhinia rubicunda Linneus.” 
か を あじ ろ あか で とんぼ (か は し ろ と ん ば ) 
日 本 (マク ラク ラン 氏 ) RAE 
Sympetrum séfticum Donovan. 


IN 青森 ), 樺太 : アム ー ル , RRR, 2 9 FL 


8 Bs 8 et OR ERRENM 


IS Sympetrum pedemontanum ALLIONI. 
a 8. pedemontanum pedemontanum ALLioni. 
る が の みや まあ か ね | 
ERBE; Tamm, スキ ス 。 
の 8. pedemontanum elatum SELYS. 

Segen 
本 州 , 四 國 , 九州 朝鮮 。 

IO Sympetrum flaveolum Linneus. 
る か あか だ 
HEAR, 北海 道 ? アム ー ル , N, RE. 

20 Sympetrum commixtum SELYS.* 
2 まりあ が 
2; 北 印 度 。 

2ı Sympetrum vulgatum LINNEUS. 
We ma 
BEA; 北京 . ア ムー ル , BRE 

22 Sympetrum frequense SELYS. 
あき 8 あか ね , な わ あか ね 
北海 道 , 本 州 , 四 國 , 九州 : 朝鮮 。 

23 Sympetruw Darwinianum SELYS. (SS. sinense SELYS), 
な つ あか ね 
本 州 西部 , 九州 : 中 央 支那 。 

24 Sympetrum baccha SELYS. 
た は の あか が ね 
ze; 編 州 。 

25 Sympetrum infuscatum SELYS. 
の (0 の め の で ん は 
北海 道 , 本 州 , 四 園 , 九州 。 ーー 

26 Sympetrum matutinum Ris. 
Bm © Att 


=F 


28 


29 


30 


31 


32 


33 


34 


35 
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本 州 (追分 , 高 , 大 阪 ) ALM Bel); 朝鮮 。 
Sympetrum eroticum SELYS. 
a S&S. eroticum eroticum OELYS (=S: fastigiata SELYs). 
まゆ の だ た て あか ね 
北海 道 , 本 州 , 四 國 , 九州 : 朝鮮 。 
の 8. eroticum ardens IMcLAcHLAN. 
た は まゆ だ て あか が か わ ね 
Zi; 中 央 支那 。 
Sympetrum eroticoides OGuMA. 
Od FORT あか ね 
本 州 BR 大 阪 )。 
Sympetrum Kunckeli SELyS. 
まい こ あか ね 
AN (京都 大 阪 )) 上 海 。 
Sympetrum cordulegaster SELyvs. * 
HAS アムール 。 
Sympetrum areikum MATSUMURA. 
きた あか ね 
樺太 , 北海 道 。 
Sympetrum gracile Ocuma. 
NN EE 
AN (ABR, 京都 , 高 野 , 美作 )。 
Sympetrum maculatum OGUMA. 
SM が IN ん ば 
本 州 (京都 , 紀伊 )。 
Sympetrum uniforme SEtys. 
BUSSI ん ば 
A, 九州 : 朝鮮 。 
Sympetrum croceolum SE ys. 
a Great 
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北海 道 (札幌 ) 本 州 , 四 國 , 九州 。 
36 Diplacodes trivialis RAMBUR. 
ひめ さん ば ぼ ば 
AN ( 應 ノ 島 ), SER, SEs 馬 夫 群島 o 
37 Diplacodes bipunctata BRAUER. 
LOB と ん ば 
小 穫 原 鳴 > ラー スト ラリ ア , タ モチ バク コー アポ ルオ ョ 大 
iS RP 
38 Brachythemis contaminata FABRICIUS. 
Cee) Se hy は 
aif; モイ ョ ン , FIR WR BMI, 上 海 , ジャ ツァ > 
39 Neurothemis fluctuans Fasrıcıus. 
あか すわ て ふ で ん ば (だ いわ ん は ぐろ CALE) 
Bi; wt vy, シン ボール, Urs, EVERIO 
40 Neurothemis tuilia Drury. 
BI Ck EAEIHTP RAN 
Sl; 香港 . ベナン, シャ ム , 印度 , チ ペッ ト 。 
4! Planiplax okinavensis OGUMA. 
EUER NE 
琉球 (TP HE) o 
42 Deielia phaon SELYS. 
a D. phaon phaon SELYS. 
こ ふ き で ん ば (し は か ら も ざき ) 
AN MEINE), 九州 , 琉球 。 
D. phaon phaon dispar SEryS (=D. fasciata KiRBY). 
2X こん ば (か すり 053 さん ば ) 
AM; FY EV ay F iB 
6 D.phaon brevistigma OGDMA. 
Be Ne A 
ETE 


43 


45 


46 


47 


48 


49 


5O 


SI 
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Crocothemis servilia Drory. 
Pete ay SHAS 
本 州 , 四 國 , 九州 , 琉球 , BH; 支那 , ベ ナン, モイ = ェ ン , シン 
RT RENT SR の 
Potamarcha obscura RAMBUR。 ~ 
ER TER 
剖 洛 チベット , シ ン か ボ ポール, ジャ ゲ ァ , ロ ン ボ ポッ ク , セ レベ ス , 
DAA SZ 6 
Lyriothemis pachygastra SELyS (=L. Lewisi SELyYS). 
は ら 65 びろ こん ぼ ば 
本 州 , 九州 : 朝鮮, 支那 。 
Lyriothemis elegantissima SELYS. 
は は ら び ろ こん ほぼ 
FER; Ho 
Lyriothemis flava Ocuma. 
きい ろ は 6 びろ そん ば ぼ 
= #o 
Neothemis insularis Ocuma. 
EEE (ey ole. oc fl) 
小笠 原 鳴 。 
Agrionoptera insignis RAMBUR. 
(の の の Ans 
EZ ビジ 2 レー oe 
Ortheirum sadina Drory. 
は ら ば そ を さん ば 
九州 (別府 ) BEER, EI, FE, v var K— 1, ie 
ete Fa) ye I, ポル ネイ 7,277, 2773, u, 
Orthetrum albistylum SELYS. 
(し ほや さん ば ) 


a oO. albistylum albistylum SELyS. 


12 Fe it @ 雑誌 第 a 第 Sh 


る の の し を が ら 5 と ん ぱ \ 
EHRE; PEEL | 
の O. albistylum speciosum ÜHLER. 
し を か ら で ん ば 
本 州 , DOE, 九州 , es; 香港 , 南方 支那 。 
52 Orthetrum japonicum UHLER. 
LER る ん ば (しほ から 6 ん) 
北海 道 , 本 州 , IE, 九州 : 支那 (東京 )。 
53 Ortheirum cancellatum LINNEUS. 
も や いろ どん ぼ ば 
el; ベル シャ , yy) IE, 
54 Orthetrum triangulare SELYS. 
a O.triangulare triangulare SELYS. 
MGM 4 は し を 75 Were 
ahh; 印度 , ネ バー ル , シン か ボー ル ぷ 
の の. triangulare melania SELYS. 
(ete を が 5 CALE 
北海 道 , 本 州 , 四 國 , 九州 , Hier Si, 
55 Orthetrum pruinosum BURMEISTER 
En a ) Sls 
za; 印度 , ジャ グ ゲ ァ , モレ ベス , ボ ルネ ラ 。 
56 Libellula quadrimaculata TLLINNEUS. 
Ue) be) Cmca an ee 
RER, 北海 道 , 本 州 : DEG EE, BABEL, eR EB AAS, 
57 Libellula angelina SELYS. 
NDR LEN 
本 州 。 
58 Acisoma panorpoides RAMBUR 
SEEN Ele 
琉球 , BENT 
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59 Nunnophya pygmea RAMBuRr. 
BED DE ek 
本 州 , 九 州 : レシ ン が ポー ルケ , ボル ネ ラ , スマトラ, セレ ベス 。 


w 


Subfamily Cordulinge 


60 Epitheca bimaculata CHARPENTIER. 
た は で ら ふ どん ば 
RER, 北海 道 : 1a LE FI AE, [ik Eg 
Or Epitheca marginata SELYS. 
E.G Bie AWE 
西部 本 州 , JUIN; 支那 っ 
62 Hemicordulia ogasawarensis Ocuma. 
を が さる さ は 65 どん ば 
SEN 
63 Cordulia aenea Linnevs. 
Darke AS 
AN (Sl), HER, ACHES: DEEP. RAR, 
64 Somatochlora borealis BARTENEF. 
a S&S. borealis borealis BARTENEF. 
50 SW ん ば 
樺太 : VE LEAR 
の 8. borealis aureola OGUMA. 
き ば ね も 5 で ん ば 
北海 道 。 
65 Somatochlora Uchidai FORSTER. 
だ か ね で ん ば 
北海 道 , 本 州 。 
66 Somatochlora gratiosa BARTENEF. 
は ほ は を そ み も 5 CAI 
樺太 , 北海 道 , 千 嶋 , 本 州 (日 光 ): WG HE Pluto 


14 im 2 Mm Re eR B R 


67 Somatochlora japonica MATSUMURA. 
S25 © ee 
HER, 北海 道 。 
68 Somatochlora clavata DGUMA. 
AA 20 fA 
BER, 北海 道 。 
69 Somatochlora viridiaenea UHLER. 
a 5. viridiaenea viridiaenea UHLER. 
BO SANS 
の 8. viridinenea magna OGUMA. 
11325 eels 
本 州 (東京 以 北 )。 
70 Macromia amphigena SELYS. 
Ele 
北海 道 , 本 州 , 九州 。 
71 Azuma elegans BRAUER. 
an sen 
A, 九州 。 


附 記 本 目 銚 の 和 名 中 従来 比較 的 普 錦 せり < 思 惨 せ 5 ぁ る \N も の に 
LTBEHTENKOLDOIEHb. PREOEL BO, 小熊 陸士 の 同 
意 を 経て 括弧 内 に 附 記 し た きた 5. 和 名 命名 に 翌 す る 同軸 士 の 意見 
等 は 其 中 忠 表 せ 65 る \ の 機 あ る べし . (ri) 
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DESCRIPTION OF PHRYGANEA IMPERIALIS n. sp., WITH 
REMARKS ON THE GENERIC CHARACTERS OF 
PHRYGANEA AND NEURONIA. 


BY WARO NAKAHARA. 


In a small lot of Trichoptera presented by Mr. Motojiro Suzuki to 
me, there is included one specimen of a Phryganeid which is closely 
allied to these magnificient species such as Phryganea regina (M’ 
Lach.), but is evidently undescribed. As I* have lately revised Japa- 
nese species of this family it is with much interest that I add this 
new species to our fauna. 

Phryganea imperialis n.sp. (Pl. I, Figs.A,, A.) 

Head piceous above, clothed with fluvous hairs on face; ocelli 
shining fuscous yellow ; eyes black; vertex furnished with two large 
tubercles, whence arise tufts of long hairs. Antennae blackish, with 
basal joint somewhat brownish, and several joints near apex marked 
with whitish. Maxillary palpi fuscous yellow, apical two joints nearly 
black. Thorax totally piceous black above; underside yellowish. 
Legs piceous black; coxae and femora yellowish; spurs and spines 
blackish. Abdomen dull black, excepting the Ist segment which is 
piceous ; hind margin of most segments narrowly variegated with 
greyish fuscous. In the female, the hind margin of the 9th abdominal 
segment entire ; seen from behind, the dorsal plate very broad, slightly 
notched at posterior margin, with a deep deltoid impression in the 
middle. 

Fore wing broad, elliptical at apex; brownish yellow in color and 
densely irrorated with minute fuscous or blackish spots, most of which 
are confluent and form fine reticulations; some somewhat larger spots 


* The Caddis-flies (Trichoptera) of Japan, I— Family Phryganeidae. Canadian 
Entomologist, Vol. XLV, No. 10, pp. 323—27. (1913). 
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in the basal area, one large darkish spot at the end of anal vein, and 
another elongated blackish one at pterostigmatic region; fork 4 much 
shorter than its stalk. Hind wing intensely blue-black with an yellow- 
ish band very broad and extended to apex, hence the apical blackish 
band is absent. 


Leneth ‘ofibodyi. (ーー 128 mot. 


is "fore wing Woman ono 40mm. 
Wirith y ofS. 25 9 Hagen sin 
Length of hind wing . . . . 85 mm. 


Habitat: Kyoto, a single female specimen; Mr. M. Suzuki coll. 

This is one of the most magnificient species of caddis flies known in 
the world. It is closely allied to Ph. MacLachlani (White), Ph. regina 
(M'Lachlan), and Ph. reginella (Nakahara), but is distinguishable from 
all these species in its hind wing being devoid of apical blackish band. 

Remarks on the generic characters of Phryganea and Neuronia:— 

After some deliberation I have come to entertain the view that, while 
a total amalgamation of the two genera, Phryganea and Neuronia, 
seems not advisable, several of the species, e.g., Neuronia MacLach- 
lani, N. regina, N. reginella, etc., may be removed altogether from the 
latter genus and annexed to the former with advantage to the system. 

The characters made use of for distinguishing the genus Phryganea 
from Neuronia have hitherto been principally the width of fore wing, 
and length of discal cell in fore wing. These are however of such com- 
parative characters and so gradual in the variation from one species to 
another that they can hardly be utilized for the purpose. Ph. latipennis 
is placed by Banks and Ulmer under the genus Phryganea, which is 
defined so as to include the species with moderately narrow fore wing 
and elongated discal cell in fore wing, butin reality this species has 
rather broad fore wing with the discal cell short. 


However Ithink that Phryganea and Neuronia may be dis- 
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tinguished according to whether the fore wing ofthe female with fork 4 
(Phryganea) or not (Neuronia), and by this the two genera remain, 


but some of the species are transposed from one genus to the other. 
Nov. 15th, 1914. ‘ 


摘 = 

此 所 に 記載 せ し ト ビグ ケラ は 8 鈴木 元治 郎 氏 の 京都 に て 控 集 せ 5 れ だ た 
る も の に し て , 従 奈美 豚 を 以 て 知ら 65 れ た る Phryganea MacLachlani 
(White) (DEZE), Ph. regina (MacLachlan)( ム ラサ キト ゼ グ ゲラ), 及び 
Ph. reginella (Nakahara)( モ ヒメ ムラ サキ トビ ゲ グラ) に 最 も 近 き も る の な 
Vb, 本 種 が や ゝ 大 形 に し て , Big Ria eM ( Bw. zoo 
mia, Sve UC Zz ¥ —- shh € UT Phryganea imperialis. n. sp. Oy 3 
Be, ARADHX PEF TFOHMZEFREN Late bo 

従来 これ 等 の 種 は Neuronia に 編入 さる \ を 常 ど せ し ゃ , 余 は 余 の 
観察 に 基き て, 従来 の Neuronia, Phryganea 二 属 の 定義 を 少し く 〈 北 
更 し て , ZEOHRSLTZE Phryganea に 移す こと ゝ な し た り 5。 著 
し 従来 の 如く 〈, 前 次 の 廣 狭 , 中 室 の 長短 等 に よれ ば , 二 局 の 別 は 甚だ 
AAS A も , WEO MI, 第 四 脈 丸 を 有する や 否や ( 雑 は 過 て 之 を 
Ri を 以 て , 換言 せ ば , 次 に 二 爽 的 性 差 の 存否 ) に よる は むし ろ 党 を 
得 た る も の な る 可 し (Phryganea は 之 を 有 し Neuronia は を 欠く )。 


第 一 彫 版 A」 Phryganea imperialis n. sp. 2 自然 大 
A。 fal 腹部 先端 腹面 ae Ac 


ae \mnasankıny 149100. sors 


ion ace mera OT ees PI ea 


ーー アー と 


IMOHhoi: fi nid peek 4W ぽ ば tenting Sie) ach 05 cn 


eae ae ee atl!’ PH: 


Bier hands Pe eso GUO IT Vi 7 を の 人 


BAM i Me 
BR Pe a 
wa 


nor “gp 
a BEN: Bows itt SST Lites = hr Ke に iP Wate 
ル Era RE Rn N RUE ve Wir 14 DR net ae Lie URN. 

I. 0 ch Bete wee) \< Om ER ee ae 8 4" ) 


el en RB A mea Tene “" 1 2 és 


et K N he BR Te eh Ws ere he 2: Be 
Bi‘ 3 Br: pay Hes oh ye) 2E CN a a コマ Ags | 
4 bees ie Hy かる | 7 prevents | Fg be tt >. re いう 3 は 玖 に let} = “ ki 
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Fr に i sn SR kill i Gh „ii was ; 
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THE CERCERIS (Hymenoptera) OF JAPAN. 


BY S. YANO, RIGAKUSHI. 


内 地産 CERCERIS 属 の 蜂 類 
Bar 矢野 宗 幹 

ASSO FG PIP A LOWBEO He bE 12 6 PAR axl 
BOK d > TAPER eR U HM OR A, EIBALHMTA 
魅 の 研究 を 終り 居れ り . HRB) CRHY-BES L.R EA 
5 再 午 し つ ゝ ある も の に し て 本 邦 の 如 〈 随 穴 的 研究 を も 欠け る 了 國 を 
は 同日 の 論 に あら ず . ZEBLIIIRERBBLII EEE NUM OD 
名 を 知ら ん ぐし て 甚だ 苦し ゅ られ た る 絵 駿 は 標本 に て も 集め 置き て 
其 の 竹 識 の 進歩 を 科 は ん で 心掛け 大 た 5. 其 結 果 少 し づ ゝ 集 5 り た る 
標本 を 基礎 し て 貧 細 な る 姿 考 書 に ょ 5 て 余暇 に 研究 し 見 た る 未定 
稿 の 一 部 宛 に て も , 本 誌上 に 公 に な し 置か ば 他 日 この 類 の 研究 の 大 
Me GSR UR 6 ん か で 順序 も な (記せ 5. 共に 記す も の は 其 
の 最初 の も る の な り 5). Brabant 蜂 類 の 斑紋 は 個体 間 の 差 
異 の 基 だ し き ぁ の な り 5. 従 つ て 正確 な る 結果 を 得 ん ぼ す る に は 多 吉 
の 標本 を 具 へ ざる で か ら す . KRENMOBSCHFOEYETAHO 
も の は , 如何 な る 種 に て も 可 な れ ば , FW CRE 6N LID 
Hin, 了 予 が 研究 を 助け られ ん 事 な 5. 但し 或 部 類 に あり て は 予 の 
研究 を 始め ざる 部分 あり て , EITBALNETZER TS IHR 
か ら 6 ざる 可 し . 其 は 珠 ゅ め 誌 ど せ 6 れ ん 事 を 希望 せ ざ る を 得 ざ 5 な 5 
(東京 府 徒 原 郡 下 目黒 山林 局 林業 試験場 


Cereeris LATREILLE (1805). 
特徴 . 頭 部 の 幅 は , 胸部 < 等 し きか 又は 廣 〈, BAM BP cue 
CL. 複眼 は 椿 財形 な 5. 箇 眼 は 頭頂 に 低 き 三角 形 に 位置 す . hr 
顔面 の 中 央 に 位置 し , 鞭 状 部 は 多少 膨大 す . 大 頼 は 大 に し て 一 歯 叉 
= eAes>. 胸部 は 椿 彫 形 に し て , 前 胸 は 横 位 を な す . 後 胸 の 後 
PRIS CRU, 後 嘩 板 の 後方 に は 三角 形 に 恒 せ られ た る 部 作る 
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b. RR, Mai -ORSREIESMONEE VAT. 第 一 肘 室 
hee ROME Wa e's koa TEE 
MaKe LIReA UPR TB -RERER(. BENECHE 
部 に 近 〈 第 二 反 上 豚 を 受 〈. PRAE ERA Att — we AL MIE 
TIM DH >. 腹部 は 長 〈 各 和 爺 問 は 陰 れ , 第 一 節 は 柚 部 を な す . 

分 布 雨 年 球 

BE 成 寺 は 地面 下 五 寸 乃 至 一 尺 肉 外 の 所 に 巣 を 堀 5, HHOR 
MELT, Ai RAR, Esk, FO DIE Bw Lis Halictus HOME 
Ate’. 面 し て 之 等 は 種 に より て 一 定 せ る が 部 し . 例 へ ば C. cly- 
peata は Balaninus nasicus 多 C. deserta は Conotrachelus posticatus# 
C. labiata は Haltica tabida を C. elizabethae は Downesia brettinghami 
77,3. C. ornata は Halictus sp. を 仔 半 の 食物 さ で な す が 如 し . ALM 
計 の 食物 は 花蜜 な り . 本 邦 の 種 に つき て は 未だ 全く 研究 を 畿 表 し た 
る $ も の な し . 


本 邦 産 種 の 検索 表 多 の 如 し . 

A. LB MTHS STR emo CH KEE 
Se ale hart Dobos os ee. C. quinquecincta 
Beh lek ey Peer CO HE ER . C. navitatis 

B 腹部 第 三節 に は 著 し 〈 大 な 5 RIED 5 
a. RRR EIO BRIG N HEED 5 . . C. japonica 
5. BEER 2 BEGETS L 

a’. AHLRBESRHDDb . . . . . で C. harmandı 
b. 顔面 の 黄斑 は 三 個 に 別 る . . . . C.carinalis 


Cerceris japonica 人 ASHMEAD. 
まる も ん つ ち も す が り 5) 
C. japonica Ashmead, Journ. New York Entom. Soc. Vol. XII, p. 66, 
〒 (1904). 
C, interruptus Matsumura, Thousand Insects of Japan, Supplement IV. 
DOO NB に ITE N -1 A 19 F2). 
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ME. $$ 10-14mm. BAT ha2R I< L TARO BIRR IA TBAT 5. 複 
ARIS AAO PUI CML PA oa BE. PER 
Reb. AMEE Eh, BWHBMM PRS HRA 
し , PURI TR EAROR S Sid Sb AMBIT BARU OH. 
WBEOME SHAT. REBEL THES 5. 顔面 は 鯛 角 雨 側 
ょ 5 以下 額 片 に 至る まで 全部 間 色 な 5. KAHOFHOKFRRELN 
て 先端 黒 宰 な 5. MAaRMH REI CLA RABE. RHA 
黒色 , 潜 部 は 上 面 暴 (下面 褐色 な 5. 複 服 の 後方 に 稀 に 微小 な る 黄 
時 ある こぐ あ 5. 前 胸 の 左右 に 二 転 , 肩 板 の 大 部 分 , BK BRS 
ニ 節 の 前 織 に 近 ミ 分離 又は 合 一 せる 一 判 の 周 紋 , 第 三 腹 節 の 前 方 中 
Re DA, 第 五 節 の 秋 締 に 治 ひ て 十 側 に 廣 が 5 た る 一 紋 は 覧 
色 な 5. 腹部 各 節 の 後 疹 は 黒色 な る 事 黒 福 な ぁ ム こ と あり 5. 腹面 に て 
は 第 二 節 の 後続 に 溢 へ る 一 線 及 び 第 三節 は 黄色 に し て , 後者 の 中 央 
LREBHLRT. 前 中 肢 は 基 節 , HORB LTRBHED AED 
5. RR HEAK TESS >. Ei WSR HEI TBE. 
後肢 は MKT RER OT, WHAM Be AL, ii 
衛 は 黒褐色 な り . MARGE CWA, Seas 

Me. 10 mm. 雌 大 差 な き も , 大 顎 は 全部 黒色 , 前 胸 の 黄斑 を 欠 
き , 用 部 第 五 節 の 黄 班 な きか 又は 微 班 を 有 し , 第 六 節 に 雌 , 第 五 節 ミ 
同様 の 斑紋 あ 5. REKEN bo 

PREM. 東京 , 播磨, 豊前 國 企 表 郡 , 薩摩 園 川 衣 郡 . 

附 記 . 本 邦 に 於 て 普通 な る 一 種 な 5.Ashmead の 記載 に は 致す 
秒 村 博士 の 記載 に は 腹部 第 一 節 に 班 紋 あ りそな むせ ざ も 賠 を 見 る に , 
第 二 節 な れ ば , 本 入 な る こと 明か な 5。 此 属 の も る の は 斑紋 の 大 小 有 
無 の 差異 同一 種 較 に も 著 し き も の に て , 例 へ ば 後頭 , 前 胸 , 其他 の 斑 
炎 の 有無 は , 種 の 還 別 そく な ら ざ る も の な れ ば , 人 研究 者 の 注意 を 要 す 。 


Cerceris navitatis Smirn. 


| あか あわ し つ ち す が 5 A 
C. navitatis Smith, Trans. Ent. Soc. London, (1873), p. 195, 9 
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ig. GEEZ mm. HMB AT 2 AT ORAL T- 後 
胸 三角 形 部 は 中 央 に 深き 縦 線 あ り . TABU ASIC TA AS OPE 
な る 鍛 線 斜 縦 に 走 5 光 澤 あり . 燃 の 下部 に 白色 軟毛 あり . 全面 に は 
吾 九 わり て 淡 褐 毛 を 粗 生 す . 顔面 は 額 片 の 中 央 及び 複眼 に 接 せる 都 
AOA REI b. KER CAML DRED >. oe 
ROR HIS. Me Lm PRET >. 後頭 複眼 の 後方 の 
—BOK EBB. HD —E. 肩 板 の 全部 . Birk RINDE 
Ker. (AVS HRI DO て 雨 側 に 鷹 び がり だ る もの. BOHGE 
95 Fi Bhi OD BREIL YY O22 & ES ABE ED. DER 
な 5. 前 中 肢 は 基 節 , MEH, HABE. MG Ate Fees oe 
褐色 な り . 後肢 は 基 節 の 末端 以下 黄 褐 色 に し て . 踊 節 は 未 端 に 至る 
EO MBAS. WI SMI MT o 

採集 地 . 東京 

HS. Smith は 函 舘 ょ り 標 本 を 得 た 5. BELIZE, 同氏 の 記 
ge POA RHE. IA, RW ROWE - Bi D BED HE 
き が 如 し . 但し 之 は 消失 し 得 ベ ご S も の な れ ば , BPTORARA— 
RZ Bes 6 1 BRETT 5 <5 EN I > SD Th 
券 支 な か る べし ゃ 信 ず 。 


Cerceris quinquecincta ASHMEAD. 
きす む つも すがり) DE. 

—C. quinquecincta Ashmead, Jour. New York Entom. Soc. Vol. XII, 
p. 66, § (1904). 

He. SE 10-12 mm. 顔面 は 前 種 に 類する も , 人 額 片 は 隆起 し , RO 
WARMERS. 後 胸 三 角 上 玖 部 は 中 央 に 深き 縦 線 あり て ・ AM 
に は 深き 鍛 線 ある 事前 種 に 等 し . 人 鯛 角 の 雨 側 以 下 額 片 を 合 サ 顔面 全 
and. KIMI THES BED 5b. MMOME 
色 に て 上 面 の 一 線 及 び 末 端 は 黒色 な 5. BHR, BER 
て 下面 褐色 な り . 牧 眼 の 後方 に 稀 に 微小 な る 黄 点 あり 。 NO, 
肩 板 の 全 部 , 西 板 は 黄色 な り . 腹部 は 第 二 節 万 至 第 六 節 の 後 織 に 凌 
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OT BRED 5 て 十 側 に て は 幅 少 し は 席 し . BABIO SOU HALT 
Weis. 腹面 の 第 三 , 第 四 節 後 線 に 沿 ひ て 黄 班 あ 5。 前 肢 は 基 節 , 博 
Gi, Rent Re, 腸 節 の 未 端 以下 は 黄色 な 5. 中 肢 は 前 者 に 類する も 
Peep 7s >. 後肢 は 基部 の 末端, PGT, REHAU し て 後者 の 後生 
に 黒 斑 あり. (REPRO LAMM IT, APR BE I Bey. 
HGS WEIS SL, : 

採集 地 . 東京 

Wil. Ashmead は 本 種 を C.japonica © MEHEO Rd td oF 
や き 記 せ ざ も C.japonica の 雌雄 は 既に 記せ る 如 し . 故に C. japonica 
を は 別種 な る 事 は 確 な り 。 面 し て 予 は 恐 ら 6〈, 本 種 は 前 記 の C. navi- 
tatis の 雄 な らん さ 信 ず . 殊 に 同時 に 雨 種 を 得 た る 申 ょ 5 り 其 の 然 る ベ 
き を 威 す る こ で 深 し 。 具 信 は 其 開 係 不 明 な る さ . 色彩 に 明か な る 大 
列 語 ある と にょ より 5 別 も て 後 の 研究 を 待 な ん で す 。 Ashmead の 標本 は 
岐阜 産 な る べし 。 


Cerceris harmandi PEREZ. 
つ ち すがり 5 
C. harmandi Perez, Bull. Mus. Hist. Nat. Paris, XI, p. 152 § 2 (1905). 
C. unifasciata Matsumura, #3 8 AF le PRBS —. p. 115, Pl. XXXIX, 
7202 (1911). (nee-Smith). 

Me. Si 10-11mm. 額 片 の 中 央 より 上 は 隆起 する も , 下方 は 局 條 
な り 5. BR TPES. 後 胸 の 三角 部 は 中 央 に 深き 縦 線 通じ , 
基 耳 側 は 殆 で 年 滑 に し て , BÜRO LUD Sho. AR 
RAB th CPR EAT. 鯛 角 の 雨 側 以下 額 片 を 含む 顔面 は 麻 
(Hb. AGS. T SAIC BED >. fF O AES 
FE CRD TBR >. 環 節 は 黒色 な 5. Mp Bw T Pin 
Bad. 肩 板 は 一 小 部 黄色 . PRA (AED ZL HO RAR 
(. 腹 都 第 三節 に は , BRIO TH BED OT, 雨 側 に て 少し く 
KL 第 一 節 , 第 四 節 , 第 五 節 に は 後 紙 に 洛 ひ て 狭 き 黄 色 班 あ 5. 第 五 
人 節 の も の 比較 的 大 な り . 各 節 後 織 は 褐色 な り . 腹面 各 節 の 後 織 は , 黒 
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褐色 に て , 第 三節 の 後 紙 に 洛 ひ て , REED db. 前 肢 の 基 節 , BE. 
服 節 は 黒色 . 腰 節 以下 は 黄色 に て , 膝 人 節 の 下面 に 黒 班 あり. kahl 
肢 に 類する も , AGM. 後肢 は 基 人 節 の 先端 , HA, 服 節 の 坪 
端 は 微 に 黄色 に し て , 寿人 入 ぶ 及び 踊 節 第 一 節 の 前 面 は 臣 福 に し て , & 
部 は 填補 な 5. 次 は 前 種 に 等 し 。 

He. 9mm. 雌 殆 ん ざ 等 し きも , 鯛 角 柄 節 は 黒色 に し て , BEAR 
し . HEEB SSANGH ORI YO TC BED 5。 

PREM. FE: 

Mat. 斑紋 の 一 二 の 部 分 に て Perez OME —-ReL IAB oNS 
も , 種 を 必 別 すべ き 叶 に あら 5 ざる に よぅ 5 ぅ , 本 種 に 同定 し て 可 な る < で 
し . WUT MABE Smith OFS I b 記載 せ し unifasciata € な 
TEL 雌 に て は 多少 一 致す れ ざ も , EL TER 5. 別種 そし て 可 
DAN LEBT MLTAHODZEE Smith の unifasciata € 比 半 する 
iS Ad Smith が 雄 で し て 記せ る も の は , HAMS OPLT, 
雌 な る こ < は Bingham の 原 標本 に 見 て 訂正 せる 所 に て 明か な れ ば な 
5 。Ferez は 此 を 標 演 に 得 た 5 り 記す . 外人 の 記す 横濱 な る 意味 は 香 
人 人 の 云 ふ が 如き 限定 せら れ だ る も の に あら ざる 事 往 を あれ ば , HO 
場合 も 赤 然 る で し 。 松村 博 士 は 本 州 及 び 北 海道 に 産 す ぐせ 5. 


Cerceris carinalis PEREZ. 

ひめ OL Th (HR) 
C. carinalis Perez, Bull. Mus. Hist. Nat. Paris, XI, p. 153,2 (1905). 
ie. 5 9 mm. AUT ILMB AI LCRA CRS. 後 胸 の 三 
FA WEBS, PH LC, RTA ETT AMO BB AOL, PR AA 
AS AAAS >. BATA BRE HR EL TELEF. BAT 
@ Fedo KO PMR IS Pet SMe o. ALAR RAK TA 
pr} bd. BER BRI LCD RERD 5. ARO —-B, 
DE B= GOK O ke STS. TBI = WORM 
(Bie 5. BRAC PRAHA T, heReeS DEAR 
ひび 員 人 節 の 前 面 は 黄色 な 5. 後肢 は 韓 個 黄 色 に し て , 他 は 黒色 な り 5. 
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KEROMTOHKFIRBET b, 

PRE th. 東京 

BUREAU AOR DiS も 全然 別種 な り .Perez ha I 5 
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ON THE NOTONECTIDZ OF JAPAN, LOOCHOO 
(Okinawa), AND FORMOSA. 


BY TEISO ESAKI. 


OR aver ab. avn 
mili tee = 

日 本 産 マ ウ モ ゥ ムシ 科 Notonectide の 研究 は 一 八 五 〇 年 Herrich 
Schäffer が か が 一種 を 記載 せ る を 始 さ L—-AROHK IL Motschulsky Z— 
種 を 記載 せり 、 隆 つて 一 九 〇 四 年 松村 博士 は 日 本 千 如 園 解 に この 二 
種 を 紹介 せら 5 れ , 更に 次 の 年 一 九 〇 年 に は 同 博士 は 琉球 ょ 5 一 新 
MEeRKeoNn MTHS wV CHER L > 一 公知 種 を 公 に せら 6 
れ た 65。 一 九 一 三 年 同 博士 の 新 日 本 千尋 鍋 解 出 づ る や 更に -- 新 種 を 
Sif lL bBRE 6Ni2d, COMPLY ~( 此 の 科 に 就 て 研究 し た 
る を 以 て 次 に 少し (研究 の 結果 を 有紗 表 せん で ぐす, 蓋 し 余 の 研究 は 文 
書 の 不足 及 標 本 の 不 完全 の た め 十 分 その 目的 を 達する を 得 ざ ゅ 5 し が 
取 敢 へ すず 折 報 こし て 彼 表 せん こす る も の な り 5 

松村 博士 の 分 類 に され は マル ミ ヅ ュ シ 利 Pleide マツ モ ム シ 科 ミ 
は 各 一 科せ られ たり 5。 然 も れ ざ も この 二 科 は 互 に 近 織 な る も る の に し 
て , ZOWRRAEEM SAVE). 余 は 此 の 理由 に よ 5 Kirkaldy 
が この 二 科 を 二 亜 科 し て Notonectidee に 隷 せ し ゅ た る 彼 の 條 類 法 
を 適 営 だ 認め これ に 従 ふ こと で せり 5、 以 下 余 の 記さ ん さす る も の は 
即ち 二 科 を 合 む も の な 5。 

マッ モ ュ シ 科 亜 科 検 索 表 
BORBERLOMASER. BRB Ltd $b eR OS. 


BEAT LTIMSH. N... . . . Pleine 
Brite 7 LOW is eh. 眼 部 大 形 に し て 且 題 著 な り . Mt 
節 は 二 節 に LON <. BH. a et. De art Kr Notene chines 


IE SY スム yi Plein 
He (SSRIS UCT, Oi < し て 三節 ょ りな り 5, fe 
NIB OT RARE FTE, 服部 も 赤 小 形 に し て 題 著 な 6 ず . 答 潜 部 は 
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この 亜 科 に 属す る も る の に し て 本 邦 に 産 す る も の 一 属 三種 あり て 中 
ー 種 は 新種 な 5。 

Genus plea LEAci. 

Plea Leach, Tr. Linn. Soc, Lond., XTI, yp. 11, 1817; Fieber, Abh. 
Böhm. Ges. Wiss. (5) 7. p. 207, pl. IV B, 1852; Kirkaldy, Wien. 
dnt, Zeit., p. 126, 1904. 

Ploa Stephens, Cat. Brit. Ins. II, 354, 1829. 

Ploea Douglas Scott, Cat. Brit. Hem., 1871. 

(1) < ルミ ヅ ュ シ 
Plea japonica Horvarn. 

Plea japonica Horvath, Ann. Mus. Nat. Hung., Budapest, p. 594, 
1904; Matsumura, Thous. Ins. Jap., (8 FoR) L p. 183, pl. 
XIV, fig. 12 9, 1004; Matsumura, Jour. Sapporo Agric. Coll., Vol. 
II, p. 55, 1905; Matsumura, Syst. Entom., (Hurra) L p. 125, 
1907 ; Matsumura, Thous. Ins. Jap., Addit., HH rF»REß)L 
PD: 201, pl. XI, fig. 23 2, 1913. 

mit. 雅 形 に し て 背面 膨 超 す 。 

頭 剖 は 黄 褐 色 に し て 極め て 細か き 鷺 烈 を 有 し , 頭頂 よ ょ 5 顔 の 中 央 
部 に か け て 一 個 の 黒色 の 紋 あ り . MER LTHAHL ODOR 
色 を 星 す . 複眼 は 黒褐色 (アル シュー ル 漬 の 標本 に ゎぁ り て は 赤褐色 を 
革 す ) に し て 前 胸 の 前 織 ょ 少し 〈 突 出す 。 

TIT Fa (2 RS Hs 6% 75 ER HS FS (= し て 各個 体 に よ 5 THALES LC. 前 
Peis one SL, BRR L, BARE RET. ERM Rim 2S 
形 に UCmiEe SL MIRE OMY AT SL 2b > RAMA 
す . POMS Res I Le BHT. BOON bt RBE, 各 
FE RARBG O AWWA BAT 5, WT tA REN RB O . 

BR HI bw 
felg --i 9 2—} hh 

分 布 . 本 州 , 九州 . 
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BERABHEOERIL IH TE Sn AB, COMI, 中 
國 地 方 に 普通 な る が 如 し . 余 は 一 九 一 四 年 九 月 大 阪 十 三 附近 に て 約 
二 十 頭 を 得 た 5。 これ は 修 り に 微小 な る 急 普通 な る に も 開 は ら ず る 
まで 人 の 注意 を ひか ざる が 如 し 。 

NR ラマ ルミ ツテ シ 
Piea indistinguenda Marsumura. 

Plea indistinguenda Matsumura, Jour. Sapporo Agric. Coll., Vol. II, 
259, pl. I, fie. 7 8, 1905; Matsumura, Syst. Entom., I, p. 125, fig. 
138, 1907. | 

松村 博士 に よれ ば , この 種 は 極め て 小形 に し て 前 種 の 三 分 の 一 な 
5 さい ょ 。 播州 地方 に 普通 な る 種 な れ ざ も , 余 は 未だ 直接 見 る を 得 
SHUR AMINE TOPO. この 種 に つき て は 李 日 再び 記す べき 
時 ある で し . 

分 布 . 本 州 . 

8) タイ ワン マル ミ ヅ ムシ (新種 新 稀 ) 
Plea formosana n. sp. (Pl.1. Figs. C,, C,.) 

Body pitchy-brown. Head yellow with numerous fine punctures ; a 
small piceous spot on face and on vertex; rostrum short, piceous ; eyes 
also piceous. 

Pronotum yellowish, strongly suffused with fuscous in hind marginal 
area, with minute blackish dots; scutellum yellow, triangular in shape, 
rather closely punctate; hemielytra grayish black, with closely scattered 
black dots, pitchy-brown at the base. Legs yellowish brown, coxe 
piceous. 

Beneth bb REIT A mim. 
WMI Breite”! SEHE mm: 

A single female specimen, captured by Mr. Sonami at Taihoku, 

Formosa, on October Io, rr, I am indebted to the kindness of my friend 


Mr. W, Nakahara. ° 


Remark : This species is closely allied to P. japonica Horv., but differs 
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in the following points: 
1. Body much smaller, pitchy-brown. 
2. Head yellow with a small piceous spot on face and on vertex. 
m Seutellum: yellow. 

aa LCR CWE TS. 

頭 部 は 美 豚 な る 黄色 を 呈し , MO TMP 2s MBeAL, RAR 
MO DUBBED, OBR 6 し て , その 先端 は 凌 色 
b>, 複眼 は 黒色 な り . HEAT. 

前 胸 普 は 廣 く し て , WERE, BER RBE LT CORT 
Red. Kod THs BAOMA LAT. BKM MPs SAV 
を な し , ESL Cho THES DI. MAOMD > Ze AT. 
Ea REE h, その 基部 は 黒褐色 に し て , BEDRMS 
L. kursniäban Lt, 各 基 節 は 黒色 な 5。 腹面 は 胸部 懇 
部 共に 美 褐色 な り 5. 

民 長 グミ WAR RW 

| le, a) オーi ル 2 

分 布 . er) 

Pop AEE LT HOMER 5、 一 ルー 一 年 十 月 士 日 交 南 
仁 博 氏 の 探 集 に 係る る の に し て , STUPRMMRSRORALRE 
られ た る も の 名 。 斉 北 以外 の 地 ミ 難 6 恐 ら ( は 本 種 を 産 す る な ら な ん. 

本 種 は マル ミ ヅ ムシ P.japonica Horv. に 類似 すれ ざ る 次 の 諸 踏 に 
於 て 明か に 必 別 する こそ を 得 . 

ー. Frc bii UC Rhea ace. 
=. 顔 及 頭頂 に 各 一 個 の 黒 紋 を 有する こ て 。 
=. PRWEB OLE. 

= 9x a vmR} Notonectine 

ai Re 2S, Mae, BEL > eS. Mad 
WROD Bet, WR SATE L THREE > BERMURU UTM 
= fits >, BURRS TBE TUK LP RMI RRE 
EEL, Rite atc LTM EMR’. 
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ASNIHET SA OWR= BRD d, 
Genus Anisops SPINOLA. 

Anisops Spinola, Essai Hemipteres, p, 58, 1837; Herrich Schäffer, 
Wanzen. Ins. IX, p. 40, pl. 214 B-D, 1850; Fieber, Abh. Böhm. Ges. 
Wiss. (5) 7, 205, pl. 3 C, and p. 481, 1892; Stal, Hem--Afiny EI, p. 191, 
1865; Kirkaldy, Wien. Ent. Zeit., p. 111, 1904. 

(4) rie: ye ty & 
Anisops scutellaris BırLsc. 

Anisops scutellaris Billbg., Herrich Schäffer, Wanz. Ins. IX, p. 41, 
fig, 906, 1850; Uhler, Proc. Nat. Mus., U.S.A., p. 275, 1896; Matsu- 
mura, Thous. Ins. Jap., I, p. 183, pl. XIV, fig. 7 $, 1904; Matsumura, 
Jour. Sapporo Agric. Coll., vol. II, p. 55, 1905 ; Matsumura, Syst. En- 
Poms. 127, 1907. 

iid ¢ UC RR MEET Db, 

BBURE 複眼 は 褐色 に し て , 腎臓 形 を な す . BIRO il: MD 
FEE DIS SOARES, OBidsin( し て 黄色 な 5. 

WAHRE LTUROPRRELRRUFRETT, BERR 
WEA LC KE Rie. RRMA NE も , AREHOET 
小 に し て 僅 に 前 締 に 深 ふ も の も ゎ り て 幾 化 器 る 多 し 、 IA F 
EHI LT Se Gms 6 を 得 べ し 。 前 肢 は 短 か ( 礎 節 は 側 刷 に し 
て , 中 肢 股 節 の 上 方 及び 後肢 礎 節 の 下方 は 半 色 な 5。 

BE ミリ メー トル 
Bi Zi) z— pw 

産地 . REDNER WAY IE = BRERA) AR HE POR 

BR) 等 の 料 本 を 有 す 。 LILA RAED Wi Ht SP, 
(2) オォ キナ で cep easy 


Pr) 


Anisops niveus (Fabr.) . 
Notonecta niveus F., Ent. Syst., IV, p. 58, 1794. 
Anisops niveus Matsumura, Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., vol. I, 


p. 28, 1905-6. 
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FEO RGD TRIAS. SUC NEC し て , BRB RRA 
i UT URC ES, 腹 背 は 前 種 の 如 〈 黒色 な ら 5 ず し て 僅か に 尾 端 
に 近 き 部 分 の みな り 5, 

BE Ay zp we 
Mi 二 ミ リ メ ヌメ ー ト シル 

余 は 中 原 和 郎 氏 に ょ 5 て 畜 洪 産 の 標本 敷 個 を 得 た 5。 然 れ ぎ も い 
づれ も 不 完全 に し て 精確 に 観察 する 態 は ざる は 最も 遺 地 ど する 所 な 
b. JEDARS scutellaris C HR TEAM L, Biz scutellaris OPES 
の 斑紋 は 北 化 多 ( 基 だ この 種 に 近 き も の ある を 見 れ ば , 此 の 雨 種 は 
果 し て 北 種 以上 の 償 値 あり や 否や は 疑問 な り 。 余 は 此 等 の 重大 な る 
問題 を 解 過 する に 苦 し 。 更 に 研究 の 上 衣 表 すべ し 。 

分 布 . 琉球 , Set, 小笠 原島 : 528 HR 支那 

Genus Enithares SPINOLA. 

Enithares Spinola, Essai Hémipt., p. 60, 1837; Stal, Hem. Afr., III, 
p. 190, 1865 ; Kirkaldy, Win. Ent. Zeit., p. 95, 1904. 

Bothronotus Fieber, Abh. Böhm. Ges. Wiss., (5) 7, p. 206, pl. IV, A, 
anda p4 470, 1852. | 

Enithara Signoret, Ann. Soc. Ent. France (3) VIII, p. 971, 1860. 

(MX 7 ee 7 Se el 
Enithares formosanus Matsumura. 

Enithares rose DIE ee Thous. Ins. Jap:, Addit Fepsr 
Beene. 7 2, 1913. 

ARE BARRE >, DYO SEIS IA TE 

AS REVS URA ESO . M MRO MIA, BR ANF 
色 . RAO Wik SIME >, FORA BEB LT, 多少 
SEDI SPARES, Wn ARAB eT, 

腹面 は 黒色 に し て COMMRURBEAs TE LE BORE YEA. 

mE 九 ミ リサ メー トル 
iis 四 ミ リ メ ー ト ル 
松村 博士 に よれ は ば 恒 礎 , 亭 中 に 産 す る も の に し て , SOBA (HE 
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HRKOERTFENR2A-EBERNISLENd MAR eB HK 
PIAMSNS bMS (ART OSL, 或 は 印度 地方 に 産 す る 一 
fi E. abbreviata (Kirby) な る や も る 知れ ず . 更に 大 宛 を 要する こと で な 
beds, 


Genus Notonecta LINNE. 

Notonecta Linne, Syst. Nat., Ed. X, p. 439, 1758; Fieb., Abh. Böhm. 
Ges. Wiss. (5), XII, p.205 and 472, 1851; Flor, Rhynch, Livl., I, p. 766, 
1860; Kirkaldy, Trans. Ent. Soc. Lond, p. 397, 1897 ; Kirk., Wien. Ent. 
Zeit., p. 93. 1904, 

Dirvear 
Notonecta triguttata MOTScHULSKY. 

Notonecta triguttata Motschulsky, Etudes Ent., X, p. 24, 1861 ; Uhler, 
Proc. Nat. Mus., U.S.A., p. 275, 1896; Kirkaldy, Trans. Ent. Soc. Lond., 
p. 417, 1897; Matsumura, Thous. Ins. Jap.,. Ep: 182, pl XIV; fig. 64, 
1904; Matsumura, Jour. Sapporo Agric, Coll., vol. II, p. 55, 1905 ; 
Matsumura, Syst. Entom., I, p. 126, fig. 139, 1907. 

felt ( し て 黄 褐 色 な 5。 

頭 部 は 英 褐 色 に し て , 複眼 は 淡 褐 色 , RIG IC し て 後部 に 於 て 相 
接近 し , ake Bebe UTRN THES, 頭 下面 は 線 色 を 帯び , 
Yi Sei し て 褐色 な 5 

前 胸 音 は 六角 形 を な し, MR LK RUHT, PRIA SN 
ざる 人 5 ARES. 前 年 は 臣 褐 色 , BERRA S, rm 
三角 形 [ し て 大 な 5。 FIIR RTS >, Bi RER RI 
CRABOHRKDb. RNS ZIG Lb CHD THEIL C, 
真 偶 色 部 非常 に 大 に UTEP CRAB LET 43ADbH5, HE 
KSBEFERATZI, BUI UTI RM UF ZN D Id. 中 
RÄUME , PRET RE, MT, EG HE & Alien 
し て 二 爪 あ 5, 後肢 は 最も 長 〈, EG, MNGi RE RE LOGIC 
LTMER ¢ , 

腹部 は 黒褐色 に し て 雨 側 に 細毛 を 生 す 、 
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BR —Miy A—- bw 
Bi ems Y 2—- bw 

Ei RUHE OP ABR RA), 近江 水口 (山村 正三 郎 氏 ) RK 
Dr, EI GARR) 等 の 標本 わあ 有 す 。 こ の 種 は 東京 附近 に あり て 
(2, 極め て 普通 な れ ざ ぐも, 大阪 際 近 に て は さま で 普通 に は あら 6 ざる が 
ul, 此 は 九州 , 四 國 地方 に も 産 す べし 。 普 く 人 に 知ら れ た る も の に 
LT, LOPROKL 5, 俗 に マツ テラ ゥ シミ 稀 せ ら る 。 

(2)W/ オキ ナー マツ クモ ムシ 
Notonecta bivittata Matsumura. 

Notonecta bivittata Matsumura, Jour. Sapporo Agric. Coll., vol. II, 
p- 59, pl. I, fig. 9 9, 1905 ; Matsumura, Syst. Entom., I, p. 127, fig. 140, 
1907; Thous. Ins. Japan, Addit., I, p. 96, pl. XI, fig. 6 &, 1913. 

余 は 未だ 本 種 を 見 た る こと な し 。 松 村 博 士 に よれ ば 本 種 は 琉球 地 
方 の 池沼 に 普通 な りこ くい ょ . を の triguttata と 異 る 昧 は 大 形 に し て 
KNBELLTARLE AL 後 問 の 基 節 赤色 を 星 す る こと な 5 ミ 
いふ 。 他 日 詳し (記す の 機 あ る べし . 

分 布 . FiEK, 


余 は 未だ 十分 生 完 する の 機 食 を 得 ず 、 具 全 ま で に 研究 し 得 た る 事 ' 

を 記し て , YUTWAHUZRTZHORHRTFATLR AND, B 
5 に , APSA BT, 始め より 5 終り に 至る まで 種々 補助 を 
異 へ 65 れ た る 中 原 和 郎 民 , 及 種々 便宜 を 興 へ られ る 山村 正三 郎 , = 
川又 之 助 の 二 氏 に 深 て 感謝 の 意 を 表す 。 ( 十 一 月 間 日 記 ) 
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oe : 5 


mM HD tes be i wT 


MRM HIT HMO MALY CF LAMP OF, HEPRIZE 
特記 すべ きも の も あり 5. UFTSLIZECICHTÄNA. BOROF 
日 梁 知 り 得 た る も の \ 目 鐘 を 記し , 次 に 三 四 摘 出し て 其 等 の 種 の 特 
ASP A. HMBO LOOM, 本 誌 所 載 の 小熊 届 士 の 目 
EL. 他 は 大 抵 管 て 内 田 克 士 が 博物 の 友 に 載せ られ た だ ぁ る も の に 従 ふ 。 
本 文 を 記す る に 至り だ た る 動機 も , 又 記 する を 得 た る も ゎ , Bt, HRS 
二 の 厚 意 に よる も の な b5. 護 ん で 謝意 を 表す 。 ANZ RZ, 江崎 
B=, 竹内 吉 蔵 鈴木 元治 郎 諸氏 に 併せ て 其 厚 意 を 謝 す 。 


EL © 
ie ee th eS IO MS CAESAR sD HE 
Oe SS AlE KHROMHLE APR 
92 き で WAE IZ せ う なぜ せ う で ん ば 
4 みや まあ か が ね 18 ILK Ske: Aula: 
5 あき あか ね 9 は ら び ろ こ ん ば 
6 な つ あ か ね 20 で つ か ふさ ぐん ば 
7 お は きだ ん ば 21.3 BESAlE 
SISc Alk 22: し ほ は から そ ぐん ば 
9 まゆ た て あか ね 23 し ほや で ん ば 
IO び め まゆ て あか ね 24 PULP STAI 
II まい こ あ か ね 25 は つちや うさ ん ば 
12 な に は どん ば 26. で ら 6 ふだん ば 
13 まだ ら な に は だ ん ば 27 だ が ね だ ん ば 
14 の し めぐ ん ば NP FEMAT 


15 IOLBX AR 29 た は や まで ん ば 


36 Re BH x FEB Ee GB EN 
靖 。 a = | 
Do ann Ay le I2 7 PAS 
2) US OG, tee Ihe CIE 13 SAPS CA 
9 Sil oe at 14 きん や を まほ 
4 ひめ や まで ん ば 5 くろ す ぢ ぎん や ん ま 
5 wile agn~a es IO Anax? sp. 
6 Davidius sp. 17 PARE AS, 
7 Orogomphus sp. IS みる ん どん ぼ ば 
8 wilh SUS Al Meet) 19 さら 5 さや ん ま 
GE 3. DY BHR ERS Y ) 20 あ を と ん ば 
9 めがね どん ば 20 ね あか よし と ん ば (芝川 氏 ) 
10 こ ぉ に や ん ま 22 こし ば ぼ ば を や ん ま 
ty bt © Alt 23 か が RS 5IC ん は ほ 
Fa aes L 
I あ を は だ さん ば ぼ 7 BOSMEAIF 
2 みや ま か が は と ん ば 8 あ を いと さん ぼ ば 
BEIGE HIT 9 いと どん ば ぼ 
の SNSNIG Alt 10 Op Cae 
Bea Ae ane ana I SIG 
DEM LEEWE J2 あか いで ん ば 


本 科 の も の は 他 に 多けれ ざ も, BSRKMRK LROMII IED, 
以上 の 各種 は 大 抵 は 普通 に 産 し 特に 珍 種 ミ 精 す べき な し . 


A. Sympetrum eroticoides Oguma 


B. 


Symp. kunckeli Selys 


ひめ まゆ て あか ね 
まい こ あ か ね 


本 二 種 は 基 に まゆ た て あか ね に 酷似 す 。 前 種 は 大 正二 年 秋 友 人 芝 

川 又 之 助 氏 が 大 坂 の 西 , 西 の 宮 に 於 て 初め て 避 見 せ 5 れ , 小熊 氏 に 
IH TEROM PAE SNI7A SOU LT, 京 坂 の 各地 ょ 5, # 
(fake, 越後 に 分 布 す 、 和 狼 九 十 月 頃 ほ まゆ た て あか ね 混在 す 。 B¥ 
DEAMIL, ひめ まゆ た だ て あか ね が まゆ た だ て あか ね に 比 し 


THE ENTOMOLOG\CAL MAGAZINE 37 


1. 征 小さ き 事 。 
2。 ぁ 尾部 上 附属 器 が 緩 な カープ を な し , まゆ だ た だ あか ね の 各 〈 鋭 
〈 曲 5 ず 且 先端 も , ょ 5 鈍 《 し て 失 ら ぎ AR. 
3.『 陰 板 は まゆ た て あか ね の 如く (環状 な さる ず 雨 片 一 東 < な 5 称 
ik Tet AB. 
4. BU HO HRB RILAIO Flee MENT る 事 . 
KLEE IDRai, 大 坂 ょ 5 記載 せ 5 れれ た る も の に し て 京 坂 地方 
に 秋期 に は 可 な 5 普通 な 5。 AMOR eC OBA Ls, 
I. る の 顔面 美 朋 な る 蒼白 色 を 星 し , 全く 〈 眉 状 斑紋 を 欠 〈 事 . 
2.〒 除 板 は 雨 片 合せ ざる 踊 ひ め ま ゆ た て あか ね で 異 5, Ber 
きず し て , は ゞ 下行 せる 又 状 を な せる 中 まゆ た て あか ね さ ど 異 る . 
本 種 は Sympetrum 中 最小 箇 の 一 に UT, Ri. tZOs OMMEBA ICSE 
部 鮮 紅 な る ぁ る, KAESDALT CON, 且 京 坂 地 方 に 多き を以て , 小熊 
氏 ば , Fi RI RD. KARO TE UT 肉 外 人 の 推 賞 
HIRTEN 20 LOPNOMBLM ont, 
C. Sym. gracile Oguma. な に は で ん ば 
D. Sym. maculatum Oguma. まだら な に は さん ば 
前 者 は 岡山 の 是 界 を 報 ば 5 れ た る , 佐武 氏 の 筆 に , 早く 記さ れ だ る 
事 あ り . ひめ と ん ぼ , か は じ ろ で ん ば , CL (RARER on, BE 
は くろ ひめ と ん ば な る 和 名 の も と に 之 を 知り し が , 大 坂 』 SRO 
標本 を 得 て 小 人 態 氏 は , 乏 に な に は と ん ぼ の 和 名 を 奥 へ られ だ た だ り . さ は 
25 4D HB-B Bie hye ap L, 外観 , し は や で そん ぼ , し は ほか 6 さん ほぼ 
SO S'S. SRA BER FE MISA, 秋季 京 坂 地 
方 に 多 産 すれ ざ ぎ , WH O-PS 5 ER FA DSL. 
まだ ら な に は どん ば は 前 価 に 酷似 する も は 3 魅 の 色彩 を 異 に せ ず 
だ で ヾ 〒 の 四 麹 は 基部 鮮 真 色 な り . 小熊 氏 の 近く 〈 銘 表せ 6 れ だ る 新種 
に し て 紀州 より の 一 ら に ょ より 5 記載 せ 65 れ だ 5. 京 坂 に 秋期 多 産 な ぁ 
事 余 自 5 採 集 し て 知る を 得 た り 5. 
E. Sym. matutinum Ris. この し めぐ ん ば 
信州 追分 に 初め て 得 5 れ た だ る も る の に し て , 余 は 越後 に s 之 を 得 た 
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3 eC 九 月 
Ab, PRA HM SNH 51744, DLBTAFT WER 
TL primate ot» ede ia cio 4 
FLTEFOZORL CRA HL RECAT. 
2. さ 尾部 上 附属 器 は の し めこ ん ば より 弾き カー プ en し , 先端 上 
同 す 。 
8.? 陰 板 は の し めで ぐん ば ぼ ば は ACA TRALAG SS 4, 本 種 は を 
OD i HAF Bet ET 
F. Gomphus suzukii Oguma. を じ ろ さき な へ だ どん ば 
G. Gomphus unifasciata Oguma. ひさ すむ さき な へ だん ば ぼ ば 
凍 種 は 友人 鈴木 元治 郎 民 の 標本 に は ひめ る な へ と ん ぼ ど あぁ ちり 5 惑 
( 松村 博士 の 附 せ 6 られ た る も の な る で し 。 さ れ ざ 未 酸 表 に し て , 小 能 
Ku kmomt Lam Stich MINE AES 
1. 小形 な る 事 . | 
2. 胸 側 の 北條 は y 字形 を な す 事 ( る な へ で ん ば の 二 黒 條 は 催行 す ). 
3. る 尾部 上 附属 器 は 白色 に し て , RMA 水玉 に カー プ を な し て 
先 敵 外 方 に 向 ふ 1 等 に よ 5 過 別 き る ぁ 。 
後 積 は さ な へ で ん ば に 類する MMO REAM oe FDA 
2 
PCD は ほる さる な へ さん ば ぼ ば, めがね で ん ば 及び Orogomphus sp. は 
外観 生類 する STAG ARETE OS. 胸部 の 絞 理 に より て も 一 見 譲 別 
せら る . 京 坂 に 産 す れ ざ 余 ゅ 多 か ら ず お . め が ね ぐ AlFGomphus occula 
tus Selys は 従 秦 本 州 よ り は 知ら れ ざ b し も の な 5 さ 、 他 に 記す べき 
$ の あれ ざ , 智 識 不 完全 な れ ば 後日 を 期す . 
ググ. な か し で ん ば BRR 一 定 了 所 を 速 に 飛翔 する も 多く 
基 所 を 去ら ず , 静止 法 は 全く いさ さん ぼ の 如 し . 本 種 は 昆 是 聖 上 の 珍 
mi? edi BRO eI OR GIER ERNITT, 
16 44 3 & Al¥; 6 Davidius sp. ; 7 Orogomphus sp.; 8 た は さき な へ ざん 
($516 Anax sp は 更に 詳細 に 記す 千 な ゃ し も 都 全 に て 全く 〈 四 し り . 
附 言 . 余 は 各地 の 諸君 で 義 内 詩 本 の 変換 を 希 '* 望 す 。 ara 


free i ERBE. PAWEL IS AERP A 68 OES SKE 
は 等 し か ら ず 。 


A, まい こ あ か ね 側面 C。 ま の た て あか ね 腹面 

A 同上 側面 D, さ な へ で ん ば ぼる 側面 

ae OOF 一般 艇 の 形 に LTE を じ ろ き な へ で ん ば ぼら さぁ 背面 
A。 は 征 異 常 の も ぁ の \ 如 し Fi の し めで ん ば ちる 側面 

B ひめ まゆ の た て あ か が ねら 側 面 F。 同上 3 腹面 

B, HE 側面 G, ZOLBSEAIFTSMUM 

C. ま の た て あか ね 側面 G。 同上 \ 腹面 


C。 同上 側面 
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さっ まし じみ CYANIRIS ALBOCZERULEA MOORE. 


サッ マシ ゞ ミ は Leech KpspE wei THER L WHA ) HER 
NiREBAME HD 7, FM RO BA ae A oho — EI 
種 名 基 記 載 さ いて 居る けれ ざ も , SKOAAMMAR, 松村 氏 の 
日 本 千 自 岡 解 等 に は 何等 の 記載 が な い の で ある か ら , 果して 本 種 を 
確 買 に 本 邦 の fauna に 加 ふ さき か は 不明 で あつ た の で あぁ ある 。 Matz 
ZUBE EIN ee Bie, SNE APB Cyaniris の 他 の 一 
種 ル シリ シ ヾ ミミ を 比較 する さ で 大 体 に 於 て は 似 て 居る けれ ざ も , BB 
表面 が 全部 白色 に 近い の が 最も 著しい 相 和 條 の 点 で ある 。 鹿 見 嶋 で は 
余り 稀 で な いや う で 年 に 二 回 出現 する らし 〈 思 は れる 。 海外 に 於 て 
- は 印度 ヒマ ラ ャ 地方 に 廣 〈 分 布 し て 居 て 乾 混 二 季 に 気候 前 幾 化 が あ 
Ne うに がち (eyez oy 
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KAA EES OD oF 

JL EBD BHA —-HADARUT, 能 《 し 得 べ きも の に あ 
ら ず , 必 ら すず や 多 ( の も の 相 輔 け て , UT ZOBEr ANA 
な 5。 面 し て , WHERKOSK MAARMORM HELE 
及 を 計 つ て , 研究 者 の 疾 出 を 促す , Ac Cope Bd RMS 
な る べき も の な が か る で ご から ず , INCHTBRERLORETE 
Fo AS ASMA Ti Pe .FB#ADRWS45 5 
ht, 之 が 行 ふ 席 の 系 統 的 , 組織 的 事業 を 中 心 し て , BRA 
束 の 進歩 を な し つ ゝ ある な 5o。 KORK: EI Th) REBSH 
の み に 一 の 悪 會 の 現存 を も 見 ざり し は "極め て 奇異 な る 現象 に 
LT, 中 に 剥 界 の 痛 眼 事 な OS. 此 れ 吾 等 同人 自ら 6 揃 ら ず , > 
會 の 設立 を 書 せ ん ぐし , 個人 の 名 に 於 て 先 づ それ が 主事 業 た る 
べら 本 誌 の 散 刊 を 敢 て せる 所 以 な 5。 然 れ 共 個 人 に ょ 5 ぅ て 下行 
262 Bin, ZORMWERATETALEENISO 
みな ら 5 ず , COMME LKUADREEMI ABONd. Ab 
_NLRaHOBL. Br Lund Fnkl > TEFAREN 
MiKIL LT, BROBU LBs Bon Psse~3 eT 
- NEN OKBBA M2 TTKARBRSS IRL | Re 
Must | & を を の 機 開 雑誌 とこ な し た る , 唯一 の 理由 な り 5 BL 
の 答 に 必要 な る も の は , これ が 基礎 た る 全員 と , これ が 行 ぶ 事 
業 こ に ある 事 勿 論 に し て , 會 員 の 多 敷 有力 な る は や が て 事業 の 
盛大 を 致す こと 疑 を 挟む べき 外地 な し 。 故に 香 人 は 世 の 多 《 の 
AER MOTHER AS SHAR yeyHaLTL TST bo 
SKIL ABS SAL LE RMLAMORMSFORS Cle 
す 一 助 セ る の 途 な 5 で 信 す ずれ ば な り 5。 VULAeRUOMUEM 
x, 併せ て 世 の 人 士 に 希望 する こと 此 の 如 し 。 (大 正 相 年 四 月 本 管 設 
立 委員 ) 
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a All 


mse ATA CKAARSSE ESI 
sete AGL OHENBMTETON 
RRR FEN FTRBEIKCEN 
BER KFIRASORBER-E SAU TAN ET 
Sur AAT COBWAET SRAOME RET 
- PP Lee TT 
= ee ORG LT SL 
= WERE S 2 ATT 
HR AGIERE EE PRRT SH HARRIE, BAOER EH (. BA 
は 會 貞 中 事務 を 扱 ふ に 最も 便宜 ある も の これ に 芝 る 
第 大 條 ABZAITREFEANKENEIEN 太 拾 銭 ) を 前 納 す る も の きす 本 
@xAll, 本 功 の 配布 を 受け , MBL: 及び SET 2 SORA 
Rt, AR ARTE TS) OUNGREs BF TH BREGREAM 
に 申込 まき むべ し 
Be 木 會 則 外 の 特 店 の 事件 は 委員 合議 の 上 適 営 所 人 塵 を で る 
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KEY TO GENERA, SPECIES AND SUBSPECIES OF THE 
LIBELLULIDAE OF JAPAN. 


) 
BY K. OGUMA, /Vogakushi, F.E.S. JAP. 


H AR ye thy War PL Bg SG FD te SR 
BB+ HE 押 AAABASEe- BR 

ABA AES — PBR LAF EMME CT ewe A 2S 
倫 め に 作り た る も の な り 。 此 の 目的 の た め に 最初 馬 の 披 索 表 を 記し 
後 二 種 以上 の 種 又は 亜 種 を 合 む 所 の 局 を 撰 び て 其 の 検索 表 を 記せ 5 
概 索 表 は 決し て 自然 分 類 上 の 開 係 示す 者 に 非 ず 唯 過 名 又は 種 名 を 
極め て 見 易 き 標 租 に ょ り て 判定 せん が 師 の 役 を な むす の み , され ば 本 
Rds NABH Se Fs NBN, 

REN b YR RK SY by HERO RI HIRTEN 
HEMLOLACNLCRMROIU), 其 の 中 後者 は 己 に 動物 墨 雑 誌 に 
掲載 し た る が 便宜 上 重ね て 記す 事 こ せ 5. 

ARH ERAT OARS BO GSS Bie eae ev 
る 可 か ら ず 。 今 炊 に 主要 な る 術語 を 解読 すべ し. 

Beh. BARI CME Zee UO ENR, BOR, 下 尽 な 5 複 
AR (2 JCORI > b TIAAOL Hide LT, 相 離 る ゝ 事 (カッ ト 
YRELILIF~ by RGOM() な し . 然 れ ざ ぐも 接着 する 距離 
の 長短 は 局 に ょ 5 て 異な る ARE (Frontal tubercle) さそ は 額 の 頂 に 突 
Ht 6 — ADK Eb, HOTS Lew ern a ih 


= hh Ze Ze Ze HWM R 


LT SEHON DIRT FEN. FERFFR DO - HREHO 
二 訂 より 成 5 前 者 を 中 片 (Middle lobe), 4% 2A] (Lateral lobes) € 
支 ふ 。 中 片 の 色彩 は 磨 々 種 の 特徴 そく なれ 5。 

HOR, HFRS MW ise ( WOR RY SLATS. TH LC 
AD TD & BIH 13 IE D Apa Sb ENT Mr Ti FERRE 
に 於 て 紫 の 点 を 取扱 ふ は 賀 用 に 適 せ す 故 に 本 表 に は 此 れ を 記す 事 な 
し 。 移 部 側面 に 於 ける 二 三 総合 線 の 附近 に ある 條 班 は 應 々 種 の 特徴 
ぐし て 用 ひら 6 る ゐる. 然し 他 科 に 於 ける が 如 〈 重 要 な ら 6 ず すず, 最も 重要 な 
る は 交 及 次 胡 な 5, 此 れ 等 は 種 の 標 散 だ は な ら ざ る も 属 を 機軸 する 
上 に は 必ず 疹 考 せ ざる 可 か ら ず 。 今 彫 に よ 5 て 示せ ば の 如 し 。 


3a lik 7 賠 


ERE 


aN eee (Anal vein) 
At, A? Ao Be KS er 三枝 (1st 2nd and 3rd branch of A) 


Ang. 結節 前 横 豚 (Antenodals) 
AE MM (Arculus) . 


‚SB, RS Jhk (Bridge) 

ial Hi eK (Costal vein) 
er NER (Costal space) 
Cu. 肘 豚 (Cubital vein) . 


Cu',Cu? 肘 豚 第 一 , 二 枝 (1st and 2nd branch of Cu) 
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eu. 肘 室 (Cubital space) 

Cud. 肘 室 横 豚 (Cross nervure of cu) 
ht. 上 三角 室 (Supertriangle ) 

M. 中 豚 (Median vein) 

ma 中 室 (Median space) 


M*, MM’, M?, Mt Bir —, —, = PE (Ist, 2nd, 8rd « 4th branch of M) 
Mspl. 中 補 豚 (Median supplement ) 

Nod. 結節 (Nodus) 

R AS k (Radial vein) 

Rs. FRE (Radial sector) 

Rspl. EE G2 HAP (Radiar sector supplement) 

R+M, WERK FRI 


Sc. BE SUP (Subcostal vein} 
sc. . BEAIRES (Subcostal space ) 
£ 93 (Triangle) 

t! 品 三 角 室 (Subtriangle) 


以上 の 諸 術 語 の 他 交 の 諸語 も 赤 必 要 な り 5. 

tS fink (Bridge supplement). 橋 豚 は 一 端 M' に 他 端 Rs に 連 る 者 
な る が 後者 の 接合 点 に 斜 状 豚 を 見 る 之 ん を 斜 豚 (Oblique vein) © 
Br, 此 の 斜 豚 の 以内 に 通常 一 本 の 横 豚 ゎ り 面 し て 場合 に ょ よれ ば 二 
個 以 上 の 禁 豚 を 有する 事 あ 5, 此 る 場合 に 二 個 以上 の 者 を 名 づけ て 
橋 科 豚 と 云 ふ . 

RX (Fterostigma). 此 れ は 交 端 に 近 《 あ る 長方形 の 紋 に し て 其 の 
周 園 は 豚 を 以 て 包ま # れ だり 。 

Hye (Membranule). AMOR bb 内 織 に 添 ひ て 存する 細長 の 膜 
な 5。 

WE Fh (Anal triangle). =} vy xeHERICOABHA TT 2a#tl 
TRHONHCELTRETZRENWO-—- EN 5. 

絡 室 (Anal loop). En AA 及 人 AM の 二 豚 に よ 5 て 園 ま れ た る 長靴 
形 の 室 な 5, MSMR T ROR ORA ASAI LT KI ER 


4 Bea De HB BR Be RH HB 


nen ee eee ee N. 
SP HE T Bi A BRIER 5。 

小室 (Cells). 此 は 次 の 全面 に 存する 方 形 , 五角 形 或 は 六角 形 の 室 
u», 

腹 都 . 腹部 に て 重要 な る は の 尾 端 に 存する 尾部 附 器 (Anal ap- 
_pendages) な り 5, 紫 れ に 上 下 の 二 種 あ 5. 双 第 二 腹 節 の 下面 に 普通 小 
SS RBH >) TELE, 此 れ 電 分 類 上 重要 な る 標 租 な 5。\ の 
第 八 腹 節 端 即 も 生殖 口 の 開 〈 部分 に 種々 の 形状 を 存 せ る 附 局 物 あ 9 
Snr eek (Vulvar scale) で 云 ょ , ZNKHENIZEBENDA, B 
者 第 二 万 至 第 四 節 に は 往々 題 著 な る 隆起 線 ゎ ゅ て 各 節 を 概 断 せり 5 此 
れ を 隆 線 (Carina) と 名 づく 〈 。 


I koe LIBELLULINE. 


BA GEO SEGA RR HN Er Bt SS 
B 前 超 の 三角 室 は 四角 形 を 星 す ……………| ゆ ド ……… Nannophya (59) 
BB 四 麹 の 三角 室 は 常 形 ( 三 角形 ) な 5 | 
C 形 小 な ROHR Ai HM S 7 --Acisoma(58) 
CC 形 種々 な 5, 腹部 は 以上 の 如く な 6 ず 
D 肘 室 は 二 個 以 上 の 横 豚 ゎ 5 


E BUZBEZEDDERELIRFENTRT 
kalt eb nad sare athe ete spo DEE ER Agrionoptera (49) 


EE BIZEHRZONZUHKE- Ed 


F Brett EP BER 0 ees re Lyriothemis 
ER HAN (odes Ee Berne RL Neothemis (48) 


DD MNzEULUHE—-Rokikd-b 
E Oo te RC 
F PEAR AD 0 nenne een Joes ane Libellula 
BE ee Re Sn aaa cena ee Orthetrum. 
EE PPMOSM MIKA He BAS BRCM 
F OBER BIENEN MER} 5 | 
G FAH = FA EON MR Con' の 間 の 小室 は 少 許 二 


oc. 一 種 名 2Z 下 = 記入 と ル 敷 字 ぇ 本 誌 第 一 級 = 放 載 シ タル 目 鐘 2 番 競 ナ 
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DEREN ER TH Br Planiplax (41) 
GG BZ Sn Kon MB Cu! DMO N= a 
... Deielia. 


FF BEN CL: KB Ri=O WOH oa 

BETS AMES eA... >. .. …Leucorrhinia. 
AUBROHENIRER ER EL ER SF 

B KERZE Erz; 眼 は 短 距 離 に 於 て 左右 相 接 す 

C MF Mt (XHEM ICH TC AUB LAME 2 RIGS 


成す 
D 肘 室 に は 多 敷 の 横 豚 を 有 す .…… ... .… Neurothemis. 
DD 肘 室 に は 唯一 本 の 横 豚 あぁ る のみ, 唯 例外 と し て 二 本 あ 
る 事 あ 5 
E SAB KARE T 


E MS ORR BD ET TTS 
ir Ph (14) 


FF TEM (EAT, HC -BRULRe 


Fee Dan NE EEE LON CLO 
EE 橋 補 豚 を 存在 せ ず 
F 腹部 第 四 衛 に 隆 線 わ 5 ... ...Brachythemis (38) 


FF RBS DO i = ERR TL 
G MAO sh Ei BRKT} b 
H 4234 D Sit HE = AWD BE Ke Ai + Crocothemis(43) 
HH MON I HE— Otek’ AT 
I EDIE, MMPS T....-. Potamarcha (44) 
II SIERT, 二 叉 を な さ ず .… ... Trithemis. 
GG 前 麹 の 結節 前 横 豚 は 十 個 に 着せ ず 
H MER ERBEN DI THEN 


DOTHL CHAT... «0. .. ...Sympetrum. 
HH NIRES-REREIBMBRIEREOTÄLR 
TCHeP, HIER .. ... Diplacodes 


CC MMM RSE ANELT AOR TE 6 ず 


6 Rae 雑誌 FR SE ER UN 


D Hip b= hE t- tele BER. ... .… Rhyothemis. 
DD WWEREMECHMLATS 


E DER 13. — Ty Gi ie Bh AL OER EAS 
.. Pantala (4) 


BE tg TEAST SERRA ー 個 に し て 
二 個 ある 事 な し … … ... ...Tramea (5) 
BB 絡 室 は 先端 開く , 即ち 菅 REED 
を 有 せ ず : KAOHRUREE PK THREE TKRONMT A 

— ORL 
G 腹部 は 基部 著しく 膨大 す ・ 時 


CC PN ( = was 向 つて 細 ま 
.. Tholymis (1) 


1.85 Zyxomma. 


a ARROMMOKMB AM eS -- … … ...Z. obtusum (3) 
aa ARR OMIA BER OF en 人 petiolatum (2) 


の Rhyothemis. 


2 Wins 7 7 Yee BRULMPED 5b ... … ...R. variegata (9) 
b Pee era 


---R. variegata imperatrix. 
bb QO WML RECH MAGS AAR EB TE de 
NO eB Pest RE 7 y Sed RS RRR a 
aa WLW OM IT L | 
Dear akt tie BE RD neben 
bb oa 3 6 + 
c MI KM ME, TERA Lt R- serivini (7) 
cc MERAN, TERI ( GIL-- … …R.fuliginosa (6) 


3. 5 Trithemis. 
a i. YANK I = が h- ae eee eee ... ese T, festival (18) 
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aa KRAGEN OT 


b 用 は 生体 紅色 , MEET, RAD … 
aurora 


bb MARMD= HRN, BROWAMBIL THIMLAT, W 
We IS HTREBO A TF, = = tee ee eee T. pallidinervis (11) 


4. 5 Leucorrhinia. 


a SERENTESTIDOFHORNFEOR SO EFOZUT 
に し て 第 四 及 五 雨 節 の 者 は 特に 小さ し : SEAOROMIAE 
Di D=APO— bd BD GT ee … … … …L. dubia (15) 

aa SIMS OFS LGOAA OMA HOR SD=RO-VE 
[UL CBU RA GIO Bisel CODBE RABI Ls CE 


ER OOO DE 以上 ニ 分 の 一 迄 の 間 に あ 5 
«+ ..eL. rubicunda (16) 


d. B Sy mpetrum. 


a 服 衛 及 膝 節 の 外側 に 一 條 の 黄 線 ゎ り , 面 し て 内 側 は 黒 し . 
b FRA D FLED MBI IR eG Sse … … S.vulgatum (21) 
bb SREADAMUIZEHELENT OPCBRRE, ABORT 
RZEAUIRNEUINKOBZFE LBRO bed 
bh; SiR? oS &fEIRFAPRAL-- oe eS. flaveolum (19) 
aa RG RISEHD OMA I= IE Be EE L 
b RG RIS GHILAM ER, 18 LIF ATR OMAGH ZED cH DH 
BD } 
ce AO Fim the RE eS 
d KG, MO is CB LETS), ISH PER AER & DBF 
に は 少 許 二 列 に 並ぶ 小室 あり 
e 尾部 上 附 器 小さ 〈 其 の 王 角 著 し 〈 膨 大 せ す 且つ 先端 
は 極め て 僅か に 上 同 せ 5j 予 陰 板 甚だ 小さ 〈( 僅 に 第 入 
MDR SDOREME LT ih BDA 


S. infuscatum (25) 


RRS BHU BEM KH 


ee の 尾部 上 附 器 大 き ( HOT AS L (EARL BOF baatd 
ap LAC MH >; 陰 板 は 大 き 〈 第 九 腹 人 節 の 年 大 あ 
5 面 し て 深 〈 二 分 し 各 片 は 鈍 頭 に 終る (AMBRE 
枝 豚 さ 腔 枝 補 豚 と の 間 の 小室 は 唯一 列 の 事 あ り , され 
MMSMN。 
ew a eee eo gt ー . S. matutinum (26) 
dd JB. WMOoBKBERUENTREND, SPL CE € 
の 間 は 全然 唯一 列 に 並ぶ 小室 を 見 る (但し 本 種 は 一 毅 形 
な れ ば 何 cc FBRBERI )…S. eroticum fastigiatum (272) 
cc POMO FMI BES 
d POM seh e oh eB Oh eA DS 
e SERRA DEK LTMOR MILAM ( HOPRICBS TS 2 
BAR e715 3, 北海 道 に 産 す 


S. pede ana ee ( 18a) 
ee pen RIE L CMDR AE (ROMA S 
BE TEL, TLAELASTD BARI 産 す 


5 peden init dud As (183) ) 
dd pair i bLBOM Stes 
e WTA ASC SRR & ER IRE DMO DSH srl 
に 並ぶ 
f Kenia sd, 極め て 大 な る 種 に し て さき の 
ee 〈 次 者 に 似 た 5 


Bibi wee … Pe |.) 
ff nen oa LC ee 

Ape F 

e PERO 中 片 黒 色 な り … 。…" …S. frequense (22) 

ee FTEOHRHRENTDdb oe S. darwinianum (23) 


ee 前 凌 も 後 下 ぁ 共に 腫 枝 豚 く 性 枝 補 豚 さ の 問 に は 唯 AI 
の 小室 ある の み の 

f の 腹部 は 黄色 , BRE MAE LTS 3 RE 
を 有する 事 ゎ 5 
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S) 1:11:01,:1:7 672, 74 992707: 2) 


(SE Ah .. ABI LTE 28 mm 5 dH 5 OR FE 
thar EDER KETTE b.... 5. commixtum (20) 
SO me hh 小形 に し て 腹 長 20mm 許 5: 〆 そ の 腹部 は 共に 

Ay PRA a SS bP AI BLS arcticum(31) 
Momo ge 結節 前 横 胡 は ? 多 又は 夫 和 以上 あう 


Rama. vb ARENA HOA C EAC dhs; ゃ 
(88 ) 」 除 板 は 題 著 な れ ざ . も 決し て 尾 端 を 越 ゆ る 事 な し 
i で 居 部 上 附 器 の 後 角 は 直角 を 成す , 顔 蒼白 色 : 
『 陸 板 は 貢 状 に 分 れ 其 の 各 枝 は 殆 ざ 下行 に 左 
4 。 び 先端 失 る AN ee S-kunkeli (23) 
ii 尾部 上 附 器 の 後 角 は 鈍 角 を な す , BAT 
SLOSS PERAZURC BIA’ も 其 の 各 枝 は 

AK AS HE > 先端 丸 し 
j 小形 に し て 腹部 は 2mm 以下 な 5, 日 本 の 
RAIS ESS ---S. eroticum eroticum (27a) 
(GE) eit II 大 形 に し て 腹部 は 少な を も 27mm FAT, 
(Ob) 」 ni, 5, SEED BET …= +S. eroticummardens (272) 
hh 尾部 上 附 器 は 先端 強く 上 方 に 屈曲 せ ず 殆 ざ 水 
邊 に 伸び だり や 陰 板 は 著 し 〈《 大 形 に し て 尾 敵 

を 超 ゆ 
(も $ よ ) ぉ mo 計 aiySYd b FE A PINTS © OKRA 
(u SB) nosd EmzZE® ・ JO eroticoides (28) 
ung ii F Feat LLIB RIE fC ふり THE 
AB LP oF; \ 陰 板 は 顔 る 長く 尾 端 を 超 へ 
HORSE a BUELET- 
Tu ah a +9. cordulegaster (30) 
ff TOW LA RE し て 小 き き ste 有する 事 あ 5 
g | 顔面 典 色 … …。 oe や 、… や Scotieum (17) 
gg BAM RAL OD, Hic ace 


50 BAe 雑誌 FE EH KM RH 


h pes ee - 
we eS. gracile (32) 


hh Aue 休 に ere LH OMU 


は 小さ きき 黄 班 を 有 す … … S. maculatum (33) 

bb ame, Marika d 
c AULA ETE be ee ee tet ee S. uniforme (34) 
F ice ese 9A NE 9 0 OA 
真 色 な 5。… oes . S. croceolum (85) 


6. j§  Diplacodes. 


a N tees mete OT on is eA os 
+ «+ D. trivialis (37) 


aa mm KOXEE Mauser Le PURE 
ー D. bipunctata (37) 


1 局 Neurothemis. 


ERTEHRET WENREDA I a RA Urs N. fluctuans (39) 
NET, SL NAT see 7 N. tullia (40) 


8. 5 Deielia. 


a ABER ih A 
b RC 8mm ye AS ; BEC HF --- D. phaon brevistigma (42 6) 
bb tee 4mm d b-; BSED BALCH F-D. phaon phaon (42 Z) 
a MIL IA PBEOADED Do vee me … +) D. phaon dispar (42Z) 


9. 属 | Lyriothemis. 


a WISOFUWCERKIZTROEHLAT … +L. flava (47) 
aa BAS D (1) TH (= ABR D A TSU 
b 形 大 な 5 :〆 の 腹部 鮮 赤 色 … …… … L. elegantissima (46) 
bb 形 小 な り :j: の の 腹部 は 黒色 … … cL. pachygastra (45) 
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10. & Orthetrum. 
a, Anm en 
MED SEBEL BAY LE OIE TSI AR Cr 
Do ee onen te ter nee nee O, sabina (50) 
bb REIL | Les 《 な ら ず 
c ROCA ICL TD RMINGEIL AES b 
d REN EEE 
- O. albistylum albistylum (51 a) 
“dd 形 や NE I, mR Ie IBETET- 
O. albistylum speciosum (51 4) 
cc PER PU て の 尾部 附 器 は 黒 し 
ape: Me 


を 有 す … -  …・・  … | ET en eer O. japonicum (58) 
dd NAME SPRL ROE HT 2 ON 
mp ee eC ee Lt … … O. cancellatum (53) 


aa BMDZEHEN MORE At x 
b | HE (itieixbb% Ba) HORS 
4 ce 体 は 紅色 に し て 自 粉 導 し … … … … O. pruinosum (55) 
ee RG LT EEL 
d HMO=HEC—HIKD 》 : WMA BH eB Os 2 exe 


4 BET He 3 O. triangulare triangulare (54 a) 
d WaO= BE ZERO db; OMIM < SL Awe 
het nee vee eee O. triangulare melania (54 2) 

bb ME 
c A IT TEL ee の ee) ete O. pruinosum (55) 


cc We AL AD N 5 
d ceM*€/ Cul ie oe = Kil HE 
- ©. triangulare triangulare (54 a) 
dd MIeCu で の 間 の 小室 は 四 列 に 並ぶ ・ 中 ace 
oe oe O. triangulare melania (54 2) 


52 Ra HG Bee 系 笹 


1. 8 Libellula. 


a 各 次 結節 の 部 に 小黒 班 わ あり … … “LL. quadrimaculata (65 ) 
BERNER AYA び 失 に xt om 


Te ME RE 2 ee 


I. omy bop CORDULINZ. 


A: EEMBRIHERTL, BBY OE ED ABIL DRO N 
HIAED, u. … … BY b va Cordulini. 

B BET LE ECT RITTER 3. 〆 の 尾部 下 
AEE (Ree L, WO SAS iE X=RRMRE 


0: TE ae: Epitheca. 
„BB. a BME (HAIDA RL TRI 
i Ae | 
€ IBYAOD EAA tao N. BT Sl ge ae (62) 


CC HMO BE FAIRIE S (CHET DAIL RR TREND 
D ONES | AMOR EAS. SORM DMS IE 
SEI aa ee . Cordulia (68) 
DD sans Mair hr FORTE 

| DER A Sage na rag ea ee … つ omatochlora. 
AA EERE CHD >, BRIERU 6 =O AARC IOI 
a Re て 作り aka erp, anes … コヤマ トン ボ 族 Macromini. 
B 後 甚 の 三角 室 に は 通常 横 胡 な (, HOMBRE T... 
BB MOSER Bt: BRAK Dd» ROMP BR I HH A 
ORE a ARI ER Wl 2.25 2 h.eaizanee (71) 


1 . = Epitheca. 


a- 胸部 の 側面 に 大 小 不同 の 墨 條 四 個 あり .…. -.. E.marginata (61) 
aa.』 胸部 の 側面 に 二 個 の 廣 き 黒 帯 あ り :… ©... 0... E. bimaculata (60) 
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2 属 Somatochlora. 


a oD, AMES F Ti = HST HOR A Be BT 
Mt: 腹部 第 四 節 よ BAG SF 13 Zea I= B.D BE 
リヤ CI …。 sae ©. viridiaenea (69) 
bb (@ は 未知 ), 腹 部 第 四 爺 よ SORA ICA b CHER L Tau? 
RD Clavatel ( Oe} 
aa 72, Woe FICHE RR IE OF 
rn CORUNA HOES TS Dace roe en eee) 9D. gratiosa (66) 
bb of, ec LSBU TE 5 
c (Pik cc ¥AL) 
d ec ERB PEEL wR OLY 


Hiss Dae Ss 
e 同 附 吉 は 波状 を な し て 中 央 部 少し 〈 高 ま 5 : Mises 
Re 68, 2 5 


f ee ee … 
. --S. borealis borealis (64) 
ff RSS IRRE TAN Rake AT 
・ ーー S. borealis aureola (64 2) 
ec A is. uchiaaices 
dd 尾部 上 附 器 は 全長 殆 ざ 同 幅 を 保ち 唯 先端 に 近 き 部 区 の み 
me UGE TRIB SREP eS. japonica (67) 
cc や (〆 ヅ は c を 見 1) 
d Gide! 5 三角 室 迄 濃 き 棒 黄 色 を 帯 * ぶ 
e Er u ee 
eee ・ S. borealis borealis (64 a) 
ee TERN A TNC ROT 
. - SS. borealis aureola (64 6) 
dd iia cH tL | 
e 。 RB EROBERN 5 ; 陰 板 方 形 を 呈す ・… 


54 BRBEHRE BEER KM 
EMI 


ee 後 親 の 上 三角 室 は 鮮 黄 色 を 呈し (〆 電 然 5 ) 陰 板 は 三 
yA ae. Cie i +- in Yan japonica (67) 


March, 1915. 
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SOME NEW SPECIES AND VARIETIES OF 
BUTTERFLIES FROM JAPAN. 
_ BY PROF. S, MATSUMURA, Rigakuhakushi, F.E.S. JAP. 
Rec. 19th. April, 1915. 

_ Since I have published some new japanese and formosan, butter- 
flies in the Paper “Entomologische Zeitschrift, Stuttgart” (I9g09-1910), 
I have found three more new species and four varieties of butterflies 
from Hokkaido, Saghalin and; Okinawa, so I want here to diagnose 
them. 

1, Polygonia c-album L. 
var. sachalinensis n. (pl: II; Fig. 1.) 

Similar. to var. hamigera Butl(pl. Ub Fig.2.),, but differs in the 
followingpoints : 

1. Wings larger and broader : the indentation of the wings much 
shallower, so that the tail-like projection of the fourth vein much 
shorter. 

"2. Ground color of the upperside paler, a spot at the end of the 
discoidal cell as well as a spot below the same cell (IP and II) larger. 
the base of both wings being infuscated. 

3. Green spots of the under side indistinct, the white c-spot very 
narrow and nearly straight, not being ‘so much curved as that of 
hamigera. 

Exp. — 2 60 mm. 
Hab. — Saghalin; 1, 2 collected. by. Messrs. T..Adachi and S, 
Isshiki in Shiska. ‚This may be a new species and 1 will judge after 


collecting: many ıspecimens. 


2. Precis iphita Cram. 
, ar. Iwasakii n. (pi. IT, Fig. 3.) 


Upperside yellowish brown, submarginal ocellar series of hind 
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wings conspicuous, each being provided with a fuscous pupilla, that 
of the second cell in the center with a bluish white speck. Under- 
side somewhat darker than that of the upperside, bluish white bands 
not being conspicuous, the tail-like projection of tornus much shorter. 
Exp. — の ” 60 mm. 
Hab. 一 Okinawa (Ishigakijima); 1 Y' specimen presented to me 
. Mr. T. Iwasaki. 


3. Argynnis daphne ScHirrF. 

ar. Nakaharae n. (pl.II, Fig. 5.) mts 

Ground color of the upper-side black ja spot in the middle of the 
discoidal cell and a submarginal series of oblong’ ‘spots of primaries 
yellowish, two of the latter (II and III) in the middle being infuscated ; 
inner margin of secondaries and a submarginal series “of fish-shaped 
spots yellowish. Under-side yellowish, primaties in the ‘middle’ in- 
fuscated, secondaries at the basal half much paler, "veins yellowish 
brown, apical half, except the margin, bluish white, with a sub? 
marginal series of fuscous spots,’ two of which (respectively in’ the 
cell, Vi AhdbVT)! being bluish Whitelod © | sbiooatb 


Exp. — の 45 mm. 


Hab. — Asama ; 1 〆 specimen collected (31. July, 1910) by Mr. 
W. Nakahara and kindly presented to my cabinet. 


SIOBIMEN 
4. Argynnis adippe L. 
ar. Kurosawae n. (pl. II, Fig. 4.) 

Under-side of secondaries at the basal half with long silvery spots, 
namely the spots of the subcostal, basal as well as the 2nd; 6th and 
7th cell are fused together. 《 

Hab. — Sapporo; 1 2 specimen collected by Mr. S, Kurosawa 
(August, 1886) and presented to our college. | 
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9 Zephyrus jezoensis n. sp. (pl. IT, Fig. 6.) 

” Closehy resembles to Z, orientalis Murr. (pl. If, Fiv.7.), but differs 
in the following points : 

a の Generally smaller in size. 

"2. Black outer margin of secondaries from the “rd vein to the 
costa much broader, being more than one half the breadth of that of 
tornus, while by orientalis being very narrow ; near tornus without 
a bluish submarginal line ; tails much shorter. 

3. Innermargin of secondaries much shorter and more swollen. 

4. Under-side somewhat yellowish suffused ; discoidal bar in both 
wings nearly indistinct ; ‘submarginal fuscous band of primaries cou- 
tinuous and not being (interrupted at the second vein; transverse 
white band of secondaries broader, internally not margined with 
fuscous ; v-Shaped white line in the middle of the first vein not. con- 
tinuous with the transverse band, so that the W being not complete; 
yellowish ‘spots of the first and second cell continuous, and not being 
interrupted in the cell J>as that of orientalis; yellowish spot in the 
cell 1° with a white speck in the center. 

: Exp. — 40-43 mm. 

Hab. 一 Sapporo (Jözankei) ; 4 (7 collected by the author. I have 


not caught yet the female of this species. 


6. Zephyrus aino n. sp. (pl. II, Fig. 9, 10.) 

Closely resembles to Z, brillatina Stgr., but differs as follows: 
‘of 1. Upper-side : Marginal black bands of both wings somewhat 
Narrower ; veins concolorous with wings, only the subcostal vein of 
secondaries being black ; apicicostal black region much narrower. 

2. Under-side : Somewhat darker, transverse markings narrower, 
innersides of the transverse white bands being not infuscated ; sub- 


marginal fuscous band of primaries scarsely lined with white ; no trace 
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of transverse bar in the middle of subcostal cell of secondaries, dis- 
coidal bar indistinct, tornal yellowish spot much smaller, 2 submar- 
_ ginal white lines placed wider spart, the W much narrower. 

21. Central reddish yellow spot of the upper-side reduced to 2 
small spots, being placed parallel to the axis of primaries, secondaries 
without yellowish spot near the tornal region; tails somewiaal shorter, 

Exp, 25,.mm, ;,.,., 9, 37,mm. 

Hab. 一 Sapporo (Ishiyama) ; 2 (1.9%, 12) specimens Ge 
by the author. This resembles also somewhat to Z, seintellans 
Leech from central China. I doubt whether this species may be a 


hybrid between Z. brillantina and taxila. 


7. Zephyrus jozanus n. sp. (pl Il, Fig: 8.) nis 

@ Similar to the same sex of Z. orientalis Murr., but much smaller ; 
outer spot of primaries somewhat yellowish. — Basal 24 of under 
surface suffused with pale yellowish brown, discoidal bar indistinet, 
submarginal band of primaries at the lower % yellowish ; outer caudal 
yellowish spot with a. very small blackish spot, a spots being ‚united 
at the base of the W; the outer nicision of the W so deep: as that 
of the inner one, by orientalis being much shallower ; tails longer. 

Exp. — 2 32 mm. | 

Hab. — Sapporo (Jözankei); 12 specimen ‘collected (roth. Sep- 
tember, 1914) by the author. 


摘 = 9 
KE AAEM, MA > bo) RNR Bese LVR 
AAI 42, HMOMM eS, MMO PMc CBienil cr. CBR 
すべ し . | 
1. Polygonia c-album L. 
var. sachalinensis n. (pl.II, Fig. 1) 
L—itT i Osh 
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isl —12 T AOMFAF hamigela Butl. (pl. IL, Fig.2. に 酷似 すれ ざ も 
形 天 に UT RR MO ARFTERER EI ( 一 見 別種 の 製 を 呈す 
斑紋 は 概して 大 形 な >, 裏面 の 織 色 紋 は 刊 然 せ ず 。C- 紋 は 生々 端 直 
Da, TABL: 

EURE). ERBE 生 兄 立 ニ 郎 及 一 色 周 知 氏 の 
採集 せる も る の に し て , 稀 な る が 如 し 。 或 は 新種 な る が も 知れ すず 。 他 
日 多 敷 に 採集 し た る そ き を 侯 て 確定 せん 。 


2. Precis iphita Cram. 
var. Iwasakii n. (pl II, Fig. 3.) 
CARTS OS OMB 

APES EL, ABER I PIR, RE RMB 
SC HASOUNPRE PAOD Hed. 慣 汰 突起 短 か し 

産地 一 沖縄 (石垣 島 ) 

RFR SI AR LILA DZS SOIL, RAR 

方 面 に 捕獲 せ し も の ある を 聞か すず . 

x ‘3. Argynnis daphne Scuirr. 
var. Nakaharae n. (pl. II, Fig. 5.) 

ICN 5 BL ADB 

Mit S T PAAR eos ERICA TER LION 59, Rie 
Zar Far Cae ee こ ゝ に 凝 種 ざ し 
CHER A SOW ). 

ICH Argynnis t= fRT A る の に は Melanic form ( 黒 性 ) BS を以て 
共 何 い の 種 に 局 する か を 知る に 困難 を 威 ず る 6 の な る が 先 づ 其 形 
態 に まり で 其 種 を 定 む る を 以 て 最 SRST TF ssorml. 一 匹 の 
PAI. Hb TAR HD, 斑紋 , 色 澤 の 如き は 雨期 乾燥 期 , 
met bb CAEL SA も の な れ ば 注意 を 要 す 、 

OO wei RE, 中 室 の 一 級 及 び 外 織 に 近 き 椿 彫 形 紋 列 は 淡 黄 
9, 但し 第 二 及 び 第 三室 に ゎ る 絞 の 中 央 は 黒色 を 閉 ぶ 、 後 竣 の 外 方 
it 2 RER TR, 前 次 裏面 の 中 央 は 黒色 , BAD REMI 
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© EEE Ab SBS si Me 3 Snap DR PR Rt De RD 
yes, FRIAS, OER ERA HAE, RAE, 但 し 

SERUGBKEILbStORHAE, BOMRITOB. 大 ミ 
EBM ( 七 月 三 十 一 旦 ) a で 


4. Argynnis adippe L. 
var. kurosawae n. (pl. II, Fig. 4.) 
SAC TRASR SR LEM’, 裏面 の 基部 に 於 ける 銀色 炎 は 
KALTE ID TIRE GAS OM FAT. BLUME, E 
室 , 第 二 , BARUBSTEOHERNORPBLTRE ALOE ANETTE RD 
る し. 
産地 一 札幌 。 明 治 年 諾 蜂 士 黒澤 信良 氏 の 党 大 學 に 寄 汰 せる 

に し て , 今日 に 至 も る も の な 5。 


5. Zephyrus jezoensis n. sp (pl. U, Fig 6)。 
RASH LUA 

紫 は 従来 Z. orientalis Murr. (pi. 11 Fig. 7.) た KATH し と み の 生 に 
混 じ 置 きた る も の な る が , 好 て (調査 し だ る 結果 , HERD-ERTS 
も の ある を 哀 見 せる を以て , 新種 さして 欠 表 せる も の な り 5。 Hi 
別 し 得 さき 貴 は | 

se D MS I (, HHERLOFHOFIIR SZ 
E. | 
S-EHOHERNERS. BUMERCH sae SHE RL. (WP 
及び IL 室 に 渉 5 ) 第 一 室 (①) OPREPARERA. Mob 
Fits wo Bh 

産地 一 札幌 Ces). 

Hic iWe Ae, orientalis 2 の 内 に 小形 に し て 其 や に あら 6 る 
ぁ や を 疑 は し むる も の あり で 中 も 質物 を 約 見 し た る 後 引 表 すべ し 


6. Zephyrus aino n.sp. (pl. 1, Figs. 9, 10.) 
紫 は Z. brillantina Ster. めす あか み ざ 5 LIACKBMTALO 
な る が 其 異 な る 要 語 は | | 
第 一 SLED EEREDITÄNE I € 
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第 二 BKUBERBELL TER RIO HIER O AR AT A LE 
第 三 BMOMMOM( RAITNTREOH ERS, WFRROM 
きき こさ 等 な 5. ZMECRS TAO PR ds MARHI UT 
二分 し , 次 の 中 軸 に 下行 し て 排 置 せ 6 る 。 BOR -TtR. 2 — 
寸 九 分 . 2 

産地 一 札幌 (Zul). 余 昨 年 初め て 之 れ を 探 集 せ 5. Rid brillan- 
tina taxila その 混 生 種 に あわら ざる か , 


ay 


‘. Zephyrus jozanus 2. sp. (pl. IL,Fig. 8.) 
じ ま よう ざん を な が し じみ 
JE & 38 orientalis Murr. © 2 に 似る が , BRM bi UT WBA 
DORR L( RARE, 後 次 裏 面 の W 宇 形 紋 の 切 目 は 同 深 な 5. 
orientalis に て は 外側 の 切 目 造 に 浅 し 、 尾 潜 突 起 は 長 し 。 開 張 一 
IR, | | | 
産地 一 札幌 EINS. RITH VBR SS 


a 5 N 


IO. 


Polygonia.c-album L. 
var. sachalinensis n. (p. 55) 
Polygonia c-album L. 


vat. hamigera Butl. 


Precis iphita Cram. 


var. Iwasakii n. (p. 55) 
Argynnis adippe L. 

var. Kurosawae n. (p. 56) 
Argynnis daphne Schiff. 

var. Nakaharae n. (p. 56) 
Zephyrus jezoensis n. sp. (p. 57) 


Zephyrus orientalis Murr. 

Zephyrus jozanus n. sp. (p. 58) 

Zephyrus aino n. sp. Gg” (P- 57) 
3 〒 (P- 57) 
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EI 
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A--w 3 


THE one MAGAZI 


に 
> 
で 
* ぐ 
= 
2 
o 
S 


ASSESS ERR Vor. I, Px. II. 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE 


T. Okuni del. 


ーー 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE 63 


(MICRONESIAN BUTTERFLIES). A: D WAH (= HHT 


BY PROF. s. MATSUMURA, Aigakuhakusht, ¥.E-S. JAP. 
' Ree. 19th. April, 1915. 
札幌 Mat 松村 松 年 OB 

昨年 末 ょ 5 本 年 に 渉 り て , 南洋 (マー ジャ ル , カロ リサ シン, マリ ア 
ー ネ ォ ン 等 の 諸島 ) を 控 集 せる 堂 農 科 大 移 看 生 渡瀬 炊 郎 氏 ょ > Hee 
る 蝶 類 を 得 だ たれ ば , CME BRISL HERBS SERS RMS 
MHRA RL GI AMRLANITH?eCHKE RAT ~Lo 

(1) あげ は の て ょ ふ Papilio xuthus L. 
産地 一 サイ バン wma 
其他 の 産地 一 上 且 本 , 沖縄 , 小笠 原島 , Se. 朝鮮 , 満州 
北方 支那 及 ど ビルマ 。 

新 豆 土 に あり て は 樺 末 を 除く 外 何れ の 地 に も ゃ 普通 な 5。 BERTI RR 
き 面 自 き は 熱帯 に 至る に 従 ひ 其 色 江 の 渡 黄色 を 星 す る に あり も 。 Hie 
小 管 原 島 に 産 す る も の は き あ お げ は を 明々 同色 を 星 す る も の あり 5o 之 
れ に 反し て 北海 道 に 産 す る も の は 淡 黄 人 色 に LTE CH Ro FA 
Y FI BMPS SA? OD MRE eS L, 従 て 全 購 の 斑紋 本 邦 
EDOLDOLELTIL MEN 5 Fo MAR Er HAT ET N 
ぎゃ 其他 の 南洋 に 産 す る も の ある を 聞か ず 。 ER EHEN ET 2B 
WAAR LT, 病 州 に あり て は 稀 な }。 支那 に わり て は 了 既に 
香港 に 産 す る も の ある を 見 すず 。 

(2) を な し を びあ わ ゎ げ は “Papilio polytes L. var alphenor Cram. 
産地 アン シン ゴール , ブルー, 北方 モミ アッ カ | 
* 原種 の 産地 一 沖縄 , 間 漠 , 南方 支那 Br 比 利 質 島 、 ボル ネオ 
セレ マス , ジャ 印度 等 。 

沖縄 及 間 藻 地 方 に 産 す る も の は 線 て 有 尾 な れ ぎ ども アン ゴー ル 島 に 
産 す る も る の は 無 尾 な 5。 同島 に は その 敷 少 か が ら ざ れ ざ も , AHR 
る を 以 て 薄 練 し た る 採集 家 に あら ざれ ば 捕獲 困難 な りさ いふ 。 

(3) VAR, Terias hecabe L. 
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産地 一 ャ ヤップ 
其他 の 産地 一 日 本 , 朝 解 SE 支那 ' モ リビン ER 
NE 其他 南洋 諸島 。 
Ki BO is FIR も 普通 な る 一 種 は 5。 
(4) あん どる CATA Appias ada Cram: var ardens Butl. 
産地 一 アン ゴー ルー バラ 錠 モリ サ ッ セン 
原種 の 産地 一 モア アカ, ジロ モン 島 
雄 た いわ ん し う て ふ に 酷似 すれ ざ も 。 RRTHORHER BIT じ 
TAIRDOEFD- FAN ACH. BB L To 

POLL ta Appias ada Cram. var ella Butl. 
CHT SA~DdD 5。 産地 は ヤッ プ (C カ で リ VHB it 
生 の 探 集 せ ざ る も の な る が , 前 種 よ り も 美肌 な りき い ぁ ぉ 。 

Ca) うう Ira Euploca (Crastia ) abjecta Butl. 

産地 一 ダク ベ で, N 39, アン ゴー ルケ 
RA UCHR AOWORRMeERTN ES bt RB Brei 
《 も の あぁ 5。 BHABCARMPATS DRS ZTZNAMLo 
(6) 忌 は ほ は すむ で ろか が ば まだ ら 6 Danas (Anosia) archippus F. 
(=menippe Hb). 
産地 一 ボノ ラペ, アン デー ル と 
LO Mie Be DERE. BFR e Pe 
53% 印度 , 其他 南洋 諸島 , 漂 州 , 北米 。 | 
バ ノ で ベ 地 方 に は 最も 普通 な る 種類 に し で, ERS, TOR 
産 す る も の で 其 色 彩 異 な る も の ある を 見 ず 。 
(7) さい ば ん だ て. は: も で ざき Precis villida E. var. taitica Fruhs. 
産地 一 ウル ッ タ 。 バ イベ 。 PANY, BSH RTT 
2,29, > U 82, 
原種 の 産地 一 漂 州 , 瓜 吐 。 
た て は も ざき 属 の 内 最も 小形 な る も の に し て , Mnokr si 
な る が 如 し 。 じ や の めで は も ぉ ざき Elemomias 上 に 酷似 すれ ざ も,』 
眼 状 紋 の 周 国 廣 て 赤 初 な る を以て , 地 色 を 異 に せる 和製 お 5o ド 
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BA... 3 Hypolimnus bolina L. 
産地 一 ボノ クベ 
| HWO Ch 2, HAR BK er dvey, 
印度 , 其他 南洋 諸島 。 
此 等 南洋 諸島 に 産 する 艦 種 は 下 の 四 種 な 5o 
EY (a) RAT G & 3 Hypolimnus bolina L. var. jaluita Fruhs。 
Be th--2 vv — b | 
JOE IS BIG O Reet (PRM RA BMD PRIA L 
THER bo HEI TPR SKS BUOPRIGREO 
CEO RAIS ALF CM SMLSOMAC POMS MB 
bo | 
i. ‘(be は 6 ら う むせ. ら 6 きき . .„H. bolina L. var. palauensis' Fruhs: 
産地 一 バラ ウ 。 ヤッ プ 
虎 雌 は 前 種 の 雌 に 似 れ ざ も, 後 超 の 中 央 に ある 自 絞 は 大 に し て , 
ZAMEILRRRLEAETo BK bo 
G66 Gabe Fp: 3-3 H. bolina,L.. var. rarik Eschs. 
fot we eWay e 
此 雌 は 前 種 の 雌 に 似 れ ぎ も , Ro LER EB eto. Bom 
RILARS> TT. 其 下 施 及び 外側 に 購 黄 色 を 星 せる 部 分 わあ 5。 
(dJ』 くら いも (わら 3 3 H.bolina L. var. kraimoku Eschs. 
産地 一 ラリ ッ ク | 
此 は 暗 褐 色 の 種類 に し て , HEROLS LDL (MEE LO, 
MAO Adin! KABOOM LAN, 其 肉 二 個 は 常に 室 間 に 位 す 。 
Wicks MOAN AROS > THA MARSH D do 
409): 。 を き な は ぜ ら さぁ = He antelope Cram. var. truentus Fruhs. 
。 。 産地 一 沖縄 の 南島 ベラ ッ ウ 。 
原種 の 産地 一 ヒモ リ 9 ッ ビ ピン , BR sary, モルツ カ 。 
紫 は や へ や ませ むら 6 さき H. antelope Cram. var. phalkes Fruhs. に une 
MIRSTEN LT HR BAMA LT HURL. BRD | 
ME bo MPAP SU SSAR ELEY RBI ART OWA 
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(10) ば の べ と の ま て ょ ふ © Melanites leda L. var. palliata Fruhs. 
産地 一 クベ,。 ツブ > 790 
原種 の 産地 一 日 本 , 沖縄 , BP SO ETRY, 馬 奈 
印度 , 其他 南洋 諸島 。 We 
Kiki RET SUT. MLB. MAAN tZNe 
産 せ ざる な し 。 MPRA BT SsOI- LT. Bit, MBs 
KIB UTR (TE do 
(11) うら 6 なみ し じみ Polyommatus boeticus L. 
産地 一 ウタ ルック 
KhozEm—RAL Hi EA Eu 支那, war; 
印度 , N mm BRIN, 布 吐 。 
bla PM CAT SDR し て , 小 箋 原島 に は 最も 普通 な る 
SESE) LEAS IR Me pee) ee 
植物 に 大 害 を 加 ふ る や 明 な 5 り 。 
(2): ああ よみ の の あな か 必 lo みあ Nacaduba atrata Horsf. — 
産地 一 アン ゴー ル ⑤ 
其他 の 産地 一 沖縄 (KS) BS. BHR epev 馬 
AE, Erw, JER, 印度 , 其他 南洋 諸島 。 
‘He & PB AB IT He TER \ Aa Fa AE Ba uae 
た ぁ る も の な し , ACMPRAKO MA b> ORT ZELDA 
(13) わた だ せる 5 し じみ Cyamiris puspa Horsf. var. watasei n. 
eit, アン ゴー ルケ た バフ | 
JR PEO ne ie, Sch Er ドリン ie a 
其他 南洋 諸島 
此 原 種 は 癌 に て 最も 普通 な る 種類 な る が : AHO も の を 見 
る に 何れ も 形 小 に し て , PERS SPT sees, 即ち 最も 美 
る 所 , is 
第 一 形 小 な る こさ 。 ot She 
SIENA BORKEN AS こ WKS FM 
= RGR 2 BERGE EK NEN AI 2603. RL 


af 
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'(44) ? つば めし じみ Everes argiades Pall. 
産地 一 アン デー ル 
- 其他 の 産地 一 日 本 (全土 ) 樺 玉 , 沖縄 , SR URE, OCH, 
モリ ビン , BR ere, FIR BER BON, BOM m 
eb Oe BR 6 PAT ANNE NKES TER BRET AT A 
べし 。 HHRERO MA Lo tM rR-AsOUNIS, BORA 
Fit bE RF OT HS eB T~ Lo 
ay wen し Y 、 LA Zizera gaika Irimen. var. horii n. 
産地 一 サイ バン 
| BHozm—E3 FE, ers ram 其他 南洋 
諸島 。 
原種 ミ 異 る 所 は 左 の 如 し 。 
第 WEIGH IC ANTES Ie 
oe — hiss tet DEAN こさ 
, BIMBEMIR SOMOMI ao 6 2 HD, 
AD 開 張 五 分 内 外 , 恐 ら 〈 小 次 蝶 類 の 内 最 ぉ 小形 な ぁ る ぉ も の な る べし 
公 此 他 堀 井 氏 の 通知 に よれ ば 左 の 三種 あり く 云 ふ 。 
1, Danais sp. 
2, Apatura sp. 
3. Polymmatus telicanus ? 
BARRIERE HE AT 5 Danais affinis F. に あら ざる か 
此 者 は と リビン ょ 5 ジャ 地方 迄 分 布 す 。 第 二 は 定め て Apatura pa- 
risatis West. な る で し 。 蓋 し 南洋 に 産 す る も の は 他 二 三種 あれ ざ 
何れ も 稀 な る に 反し 此 も の 最も 普通 に し て 耳 つ 最 も 分 布 の 廣 き も 
な むれ ば な 5。 此 は 香港 ほ リ ビン , Bw, er RA, avr, ree 


』 印度 等 に 分 布 す 。 第 三 の Polymmatus さあ る は 定め て 他 属 に 係る も 


の な る で し 。 ALHEL dD 5 TEE HA d Oidboeticus L. r5 外 
な き が 故 な 5。 Mid Nacaduba な ら 6 ん か が o 兎 に 角 telicanus さ は 如何 な 
る も の か を 知 6 す 。 

今回 南洋 に 於 け る 蝶 類 採集 家 の 探 集 せ る ぉ の は 以上 十 入 種 に 過ぎ 
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Fo BERZENFRERIHKFOH FINE ORME A 
WERT S CUT, 今後 採集 せん と する 人 る ゎ 此 以上 に 探 集 する は 
困難 な 5 で 思 ょ 。 終 に 望み 渡瀬 炊 郎 及び 堀井 条 吉 雨 氏 の 好意 を 公表 
Fo | 


Resume. 
Cyaniris puspa Horsr, 
var. watasei n. 
This variety can be distinguishable from the type by following two 
points: “a 
I. Size smaller. 
2. o Marginal black bands of both wings much narrower. 
3. Patches on the under surface of wings much smaller. | 
Zizera gaika TRIMEN. | 
var. horii n. 
The new variety differs from the typical form in having characters 
mentioned below. | 
I. of Size much* smaller. 
2. Dark brownish band along the outer margin of the wings much 
narrower. 


3. Patches on the under surface of wings much smaller. 
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THE HYDROCORES OF JAPAN. 
BY TEISO ESAKI, F.E,S. JAP. 
| (May, 1915.) 


日 本 産 水 楼 年 次 上 類 に 就 て 
江 崎 Br (FA) 
> SMOKE EMER RR AC LT, RERUBAC HET AEL 
17760, 種々 の 故障 の た め に を の 目前 を 達する を 得 ざ 5 き 。 面 し て 
ooo DEI これ が 研究 を 後日 に 譲ら ん で する に 菅 5 
> Ws り と も 監 表 し た る 方 よわ か らん させ 思ひ , MTREBe LBA 
- BRE UTBRISIOCKOML. 


丈 に 記さ ん と どす る も の は , BR (AS, RVR Ss, BAM BT 
る も の ヽ み ) 産 の 種類 を 軸 げ , 余 が 標本 を 有する も の は その 記載 を 
も ぁ 深 へ ん どす る も の な 5。 人 術 追 て 日 本 全体 に 産 す る 種類 の 目録 を 記 
す を 以 て , SPAWN BT 4b ORHORN THIS, ih 
LTAHREELLTIFT OH TS AOI LT, AHEBICMAT 
BROBRRCSMACRTIDAMSALCT. 以下 直ちに 本 論 に 入 
axl, | 
L Pelogonidae. HR 2k ee PB 
ett OC, BER, DL ER. BARAK LO, 突 
Wt. Oye, md, ee, re 
に し て , IMDb. KABAANAFINBORERLHAT, 

神 沼 等 の 周遊 の 混 地 に 多く 〈, BEN. AND & DL ROA d 
BDA, “ 

1. Pelogonus flavomarginatus Scorr. 
RIS. Ze Orr 

Pelogonus flavomarginatus Scott, Ann. Mag. Nat. Hist., London, p, 
446, 1874; Matsumura, Jour. Sapporo Agric. Coll,, vol. II, pt Fun. 53, 
1905 ; Mats., Syst. Entom., vol. I, p. 148, 1907 ; Mats., Thou. Ins. Jap., 
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Addit., vol. I, p. 100, pl. XI, fig. 11, 2, 1913. 

忠 は 棒 彫 形 , 黒色 な 5. 

BAM IIE REI LT, 三角 形 を な し , Hort, 
IR RS, SHEE AL, 少し BE EHO, BRE ET. ak 
BIBL 6, PRL > AWB. し て 後 胸部 に 達し , 
Al, 

Bila SFB I LT BR, ra L. © OWMWRRUBRIL, I 
Gi UTES >, ARBRE LT, =BBeE RL) ED 5 
TARA MAT SA ANKDIT BRD OM, COMMA Z 
明 な り 。 BUR RO BRIO Th THe sR). BARS 
色 , RAAT. Mies, MEAL, 野 節 は 二 な 5 。 BOTE 
Ci AE eet lL, RBEOKErBT, 

体長 55mm.。 
腹 幅 8 mm. 
品物 の 長き 。.3 mm. 

分 布 本 州 (東京 , 岐阜 , 京都 , 播磨 ) 九州 。 

全 は 井 日 宗 浴 氏 の 採集 せる 播州 産 の 標本 , 例 が ーー ニ 年 東京 に 
TBERZAERLAT. 東京 附近 に あり て は , 田園 の 邊 に 多 @, BH 
駐 は 水面 を 沙 行 し , 若 し 之 を 捕 へ ん と する や , 跳ね て 其 要 を 失 ま ネ 3 
\ 度 な 5.、 余 試 に 水槽 申 に 之 を 入れ 置き だ る に 常に 水面 よ 5 出 で だ 
AR 木片 等 に 静止 し , 捕 ぐ ん です れ ば , 島 に 跳ね て 水面 に 率 :9* る 
BEE RO Daa ee Fa 、 BE hgh th BBA ro 
REN 

I. Aphelocheiridae. {2 uF 007 

@i BEI UT, 極め て 局 た (, MGR LAME (Om 
BRAUT, WRT LISS bn EABR NEIL し 
TIP SBORUE(EHIETZAIDOLDIEH), HiwKoO 
SHIRT LOA, 本 邦 に は 三種 ゎぁ 。 

1. Aphelocheirus Nawae Matsumura... 
トゲ ナベ プ タ ム ジ 
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、 Aphelocheirus Nawae Matsumura, Jour. Sapporo Agric. Coll., vol. 
II, pt. II, p. 56, pl. I, figs. 19,267, 1905 ; Mats., Syst. Entom., ‘vol. J, 
p- 132, 1907; Mats., Thous, Ins. Jap., Addit., vol. I, p. 95, pl. XI, fig. 5, 
% 1913. 
PH RE a PSD, 
| 頭 剖 は 黄 褐 色 , ERBAUT TER Hauke, He 
層 本 園 形 な >, 日 脇 は 細 〈 耳 長 《 し て 中 胸部 に 達し , 少し 〈 濃 色 
TiS |) 3 N 
SRD WOU AIRS TLS CARA LPR IR 
HLT, TOPRIM 5, MAIS L. Ram LT 
Gi, MBE, COMMAS >. FRIES, 2 ORRR 
OPRO—RiLH, ARARR LL, 6 DIM BT Hee SK, 
MP RRB SHARIR OIE. BRB ET. 
GBA RK (MEIC し て , 第 四 及 
| 第 五 節 の 中 央 に は 資 初 紋 を 有 し , MMO MRR. 
- 節 の 両側 は 鋭 き 束 状 突 起 あ な す 。 確 は 腹痛 凌 色 に し て , PARK 
Me HAC WS, 

体長 10mm. 

腹 幅 8 mm. 

分 布 本 州 (岐阜 ) 九州 (REAR) 
FERRER OF SATO SOK, 余 の 標本 は 極め て 不 完 
全 な る テ 肉 に し て 明治 三 十 九 年 十 二 月 岐阜 に て 採集 せ ら 5 むれ だ る も の 
な 5。 七 月 及び 十 二 月 に 採集 せ ら る といふ. 

2. Aphelocheirus vittatus Marsumura. 
AF FST FLY 
> Aphelocheirus vittatus Matsumura, Jour. Sapporo Agric. Coll., vol. II, 
pt. Tl, pi 57, pl. I, figs. 4:67) 5 2, 19053! Matsumura, Syst Entom., vol, 
I, p. 132, fig. 146, 1907. 
_ ARES BFS CGB ES 
TA ewe, 複眼 は 長 椿 周 形 に し て , 黒色 を 呈す , Dita 
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Ri, FOB PHM ILE. HG ARONWO Pit t > ACH 
小 な 5。 | us 

BUFF ILS RBIG ISL, ERS, HIARABAL, MMe L ¢ 
彫 味 を 帯 ぶ 。 BEE MRORBMA 5, (AL INGAAS も 
DEFEIBIDEHH) Air, KEVARBAI) + 
Burst. MARKELAL MROATBETHO, MAR 
BEDDHdb. RAR AN 8 sMMOMW ES IERLU wp 
は 淡 褐 色 に し て , RERBE., Heh, EiTUErBEL He 
二 に し て 二 爪 あ 5, 後 礎 節 及 後肢 の 第 一 踊 島 に は 暴 條 を 有 す |( 前 者 
を 伯 《 ぁ の も あ 5). bh 
Bi Abe Ut, BHAT). BRR OMMES (REL 
一 定 の 形 あ な せ ざ も , COPRSCBItLeL. +2 OBGEICRS 
て 記す で し 。 第 一 , 第 二 及 第 三節 は 凌 褐 色 に し て , 僅か に を の 爾 仙 
DERBDAI RHE OMA eET, 第 更 節 以下 は を の 肉 側 に 二 
の 直視 條 あり て 中 央 に 黒色 の 一 縦 條 を 麺 む 、 前 に も 述べ た る どど 
を の 濃 色 な る も DARE 記す べき A. Shirakii Mats。 む た 類 信 する も 
の おぉ 5. i 


体長 9 一 10 mm. 
腹 幅 6 一 7 mm. 
Am 本 州 


FEIN (FP RB AR), 岐阜 ( ES BB RD, Sch BE BEB BE). er 
(山村 正三 郎 氏 ) 等 の 標本 は 余 の コレ クタ ション の 中 に あり . BEN 
多 季 よ 5 春季 に か け て な る ご も 。 

3. Anphelocheirus Shirakii Matsumura. 
DEI ペダ 多き 

Aphelccheirus Shirakii Matsumura, Jour. Sapporo Agric. Coll., vol 
II, pt. II, p. 58, pl. I, fig. 3 の, 1905 ; Matsumura,System. Entom,, voli, 
I, p. 133, fig. 147, 1907. 

EO MUL ATA BUT re 8, B12 — PEI BE, BIA Au 
RBELE2T. CNM CRU CETS CECSLEWSR 
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+ 全 は 此 の 種 と 前 種 そ の 開 係 に 就き て 多少 疑 は し き 忠 あり 。 を の 研 
seine 2 CT 2 DICH 今 は 優 に 別種 さして 記す 
ご で 上 上 の 如 し . | 
体長 9mm. 肉 外 
SASS REN 165mm; 
am 本 州 
新潟 産 の 雌 雑 の 標本 , 播州 産 の 標本 を 有 す れ ざ も , 後者 は 松村 博士 
の 妃 せ る Shirakii e BHY—-MUS 2H MPSS. 巡 知 の 産地 は 箱 
ka we HERR LBD IEA TS 5 | 

"IM. Nepidae. | AL 4 3 Bh 
ARCANE) MERE U CS ORLSEE BSE MARR 


a ei ait b MA 前肢 


は 捕獲 肢 を な し , SKIS 5 5 Hera AS LTIMDdo Kin & 5 
EIERERrEV na AL し て , NÜTELRBETI KPC 
TAT Oy (L&W (4% ee Jo 日 本 内 地 に 産 す る も の 五 
種 を 算 ふ o 
1. Ranatra chinensis Mayr. 
Ha As, hi! ey Re a ie 
Ranatra chinensis Mayr, Novara Reise, Hem., p: 191, pl. V, fig. 59 ; 
Uhler, Proc. Nat. Mus., U.S.A:, p. 274, 1896 ; Matsumura, Thous. Ins. 
Jap. vol: 1 p. 181, pl: XIV, fig: 47, 1904 ; Matsumura, Jour. Sapporo 
Agric. Coll.,vol: II, pt: II, p. 54, 1905 ; Matsumura, System. Entom , 
vol. I, p. 128, fig. 141, 1907; Shiraki, Extra-reports Agric. Experiment 
Station, Formosa (Sej#t B33 a Sp BEF FR), vol. VIL, p. 176, pl XXV, 
ze “ | 
Ode (BIER b> WBE VET 6 
ed (RIDREAVDIBIZ し て , PEAR ATB, 球状 に し て 著 し 《 側 方 に 
- 突出 す 。 褐色 に し て 不 規則 な る 紅 色 の 斑 絞 を 有 す 。 AA Av 
か (し て , 先端 に 毛 を 生 ず 。 
前 胸部 の 前 生 は 彫 柱状 を な し , 後生 は 膨大 す , WET do Bl 


74 比 tt BM ee BS Be TUR 


— 


DAW EKOMRANZOLAL, MROLBLEO. BRD 
WE AOU ZORA KEES BKDBAUBECE なし, 前端 
は 鈍 〈, 後 端 は 鋭 し 。 MAUER WBE, を の 先 は 尾 端 に 達せ ず 。 
膜 質 部 は 僅か に 和 洪 明 に し て , 豚 は 不 規則 な る 網状 を な す 。 BAR 
(, ARB LUCHA SEM, MER RKEBE, HEE BO. 後 
PA CARe TS HRGR Awe, MGB Lt, を の 下面 
黒色 を 星 し , Khan LT, CORMENIeA DM, その 
中 央 の 内 側 に 一 刺 を 有 し , HELLE ME do PB 
RMR. 肝 節 及 踊 節 の 下方 に は 毛 を 容 生 す 。 Meise LT 
二 爪 あ 5 。 FPR LT, 腹部 の 中 央 は 座 起 す 。 腹部 背面 は 天 
EKO EEE L, SOMA ET Do MENS Tbe Ic PR 3 


- O82 WS eR so EM Id, BRL! (RI-BORRWE 


器 を 有 し , NÜTERFBEL KPILd >) TR-ESLT. 呼吸 
IZ To | 
体長 88 一 45 mm, 
尾 端 附 属 物 の 長き 48 一 50 mm. 
分 布 AN AN Sete 支那 
色 る 所 に 普通 に し て , 魚類 の 大 害 強 と し て 知ら る 。 池沼 , 水田 , 小 
WS, 東京 晴 近 の 小川 に は 最 も 普通 な る も の さす 。 
2. Ranatra pallidenotata Scott. 
Ranatra pallidenotata Scott, Ann. Mag. Nat. Hist., Lond., p. 451, 1874; 
Matsumura, Jour: Sapporo Agric. Coll,, vol. Il, pt. ,p. 54, 1905. 
産地 本 州 (東京 , 高砂 九州 
3. Ranatra unicolor Scott. 1 
Ranatra unicolor Scott, Ann. Mag. Nat. Hist., Lond.,452, oa Matsu- 
mura, Jour. Sapporo Agric. Coll., vol. II, pt: Il, p. 54, 1905. 
産地 北海 道 (札幌 ) 本 州 (青森 ) 
DOMMES Tid, SRAM ALT. 
4. Ranatra brachyura Horvatua. 4}: eK 
ほ は メ ミ アッカ マキ 
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Ranatra brachyura Horvath, Termes. Füzet.. Budapest, p: 10, 1879 ; 
Uhler, Proc. Nat. Muss U.S.A.,°p.2745 £8965 Matsumura, Thous. Ins. 
Jap., vol. I, p. 182, ply X1V, fig. 5-2, 1904; Matsunrara, Jour. Sapporo 
Agric. Coll., vol) H, pt. U, p.i54, 1905 ; Mats., System. Entom., p. 128, 
1907. 

Nepa brachyura Matsumura,. Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc, vol. I, 
‘pt. I, p-28, 1905-6. | 

Werke HERIRLo 

頭 部 は 小形 , 複眼 は 球形 に し て : 黒色 , HEA | wege RH To 
Dit, 四 節 , 先端 に 毛 を 生 ず 。 

。 前 胸 都 は > 前 年 彫 柱 形 に し て , BER 前 端 に 新 肢 の 基 都 を 北 ふ 
FROM Ee AL, RRAF EEC BAL, ZOoRWESLK BE 
起す 。 税 状 部 は 和憲 ろ 卵 形 に 近く , 後 端 は 内 る o MMH, 2 OFF 
MIEHTErD, WET bo WNIT Ra CT 捕獲 肢 に し 


2 ry HR Gia tc BB: Oo Ta: に ane な 〇 膝 節 は 長く り を の 基部 


は 振 む PRI 5 策 先 端 に 近 き 肉 側 に , 一 刺 あ り , Hear 
は 少し ( ME, を の 端 に 一 爪 あり , WK UT, Hr 
> 礎 節 の 一 刺さ 爪 で を以て, 他 の 小動物 を 強く は さ サ こさ を 得 べ 
Lo 中 後 規 肢 は 極め て 細長 《 し て , We OL. Be K EY 
し て * 礎 人 節 は 乏 ょ まり は 少し て ( 長 て , AM EL B EU Hl an し 
て , CMD), BDO TORI (RE 腹部 は , BWR 
その 中 間 は 港 を な し , Bud 5 之 を 見 れ ば 愉 も 山 字 形 を な す 。 Ei 
ょ 5 糸状 の 附属 器 を と 生じ, その 長 さ は 略 購 長 の 三 分 の 二 に し て . 一 
4b, 内 側 に 毛 を 叢 生 し , SLIME LES. 
Die 25 mm. = 
尾 端 附 属 物 の 長き 15 mm. 

分 布 本 州 , 九州 , BEER. 

これ は 條 りり 多 か ら 6 ざる 種類 な 5, 余 は 東京 及 大 阪 産 の 標本 わ 有 す 。 
AK Mis, 小河 等 の 泥 土 の 中 に 多く , CD+ FRc HA LBS 
を 以 て , BATS =I CHC, COFOKMEI-L 5 て , Amor 
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PRD 一定 せ ず < 
4. Laccotrephes flavovenosa DoHRN. 
ユリ ハナ ス jEr (異名: タイ コッ ウチ) 

Laccotrephes favovenosa Dohrn, Matsumura, System. Entom., vol. I, 
p- 128, fig. 142, 1907 ; Shiraki, Extra-reports Agric. Exp. Station, For- 
mosa, vol. VIII, p. 174, pl. XXV, fig. 1, 1913. 

Laccotrephes japonensis Scott, Ann. Mag. Nat. Hist., p. 430, 1874; 
Uhler, Proc. Nat. Mus., U.S.A., p. 274, 1896; Matsumura, Thous/ Ins; 
Jap., vol. I, p: 180, pl. XIV, fig. 3 の ) 1904. x ifs 

MILK, HRULT WBA Oo 

頭 部 は 小形 Bine. ERBE LT DIEBE 
た る が 名 〈, EL MACRHT Bm, 答 が UT ーー ® 
成り 基 節 は 太 し g 

前 胸部 は 策 四 角形 に し て , DLR 中 央 に = wo Reve 
bb, COMBCIMD PRED Oo HRI > 生後 方 に 一 個 の 横 洪 
dbo WARBRLBAT. BRBAVBE LT. PRUBETS 
FUMIE, RAMAMKOR’ GL, BARBUS. 後 
NEN, ABLE WRAL. MRE Bee 
太 《 短 か が で 《, PETS DIG, ERG BAL EM を 有 

し 胡 節 は 細く 〈 且 長 ⑥: 獲 人 秘 は 一 に も て 爪 を 鉄 け ざ ぐも, を の 先端 は 
RECT o Ri Ei NEP SAUTE A OL db, FR 
TS ECS WEIS LT PRR II 2 DA ER 
ERIS Bee LNA ALL CoM} 3 HOP Ms 少し 
(淡色 , AR. MBI PR 二 個 の 突起 あり 5 ば 
腹部 の 上 面 は 賭 紅色 , PIM RE io 平面 は me な 
bo 腹 端 よ 5, ZMOERREHFLE EAMEMLAL: pantie: 
て 内 側 に 毛 を 有 し , 呼吸 系 を な す 。 | 
| 体長 30—36 mm. — 
呼吸 系 の 長き 26—35 mm. If. X HA 
Shan 本 州 , 九州 , AS © \ FRY 
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普通 な る 種類 に し て , 余 は 東京 , 大 阪 , 播州 等 の 標本 を 有 す 。 人 魚類 
VERTIEFT, RO LO rn TV 魚類 を 捕 ふ る も の 
(UC, UMD, FE HEL, slip We HES BAK 
利 ば し て , MAN こと 等 あり 。 

AUEWED LOL LT: COWL. AIBA BARAT O 
MLC, ¢ aberrant form な る で し 。 

IV. Naucoridae. 4> i) rl 

RUB RBI UCR 5 大 形 な 5 ず 。 MG I OE, HR tS» 前 
肢 は 物 を 揚 ひ に 適し , 捕獲 肢 さ な り , BRABL BEL, ME 
KA) MAIL —M} >. WORM RAG Tri Ll. FRHOR 
BE WK GR o ABTETZLOERU MD SDA 
1 1. Naucoris exclamationis Scorr. 

xt Y (Bc iY 
。 Naucoris exclamationis Scott; Ann. Mag. Nat. Hist., London, p. 449, 


_ 4874; Matsumura, Jour. Sapporo Agric, Coil., vol. IL, pt. IL, p. 54, 19 


05; Mats., Syst. Entom., vol. I, p. 130, fig. 1455 Mats., Thous. Ins, 
Jap. 1907, Addit. vol. I, p..95, pl. XL -fig. 46, 1913, 
BRE LSA RHE SHB! Do 

頭 部 は 彫 形 , BACHE, 品物 は 三節 , Aime, 他 は 顔面 
Ar EHE, HARARE, He AL. PBR bo その 下面 に 小 3 
SMAPS, Melos 

RW Bi MAI Tie b, MRADLCEAL, Mar LER 
ER, WRB eT RE WR LT, RET L, 


TOM APE bo See. ERS do 


BEIMUENEN LT Rae, 少し 〈 黒 味 を 帯び た る が 如 し 。 年 
RE, WROD IES NOT, HERE BL, 
ABIES に 従 ひ て 炊 第 に 消失 す 。 BABAR Hor Ew 
に し て 胡 を 飲 〈。 BMA ABA LT, Bei, 他 は 自 
色 に し て , 葛 部 は 黒色 な 5。 前 肢 は 捕獲 に 適し , Wheto. Mi 
形 に し て , RA FORMA BL, AR d IA, 継 
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Beier, -MERN 極め て 鋭利 な 5。 RR FT ARTE 
泳 に 適し , RG. WRG. RGAE 2 ee U, HG 
Ee REL, 二 節 に し て 二 爪 あ 5。 BOT RARE EMO 
(SAT) Maui BER an 
ZEN, EMO pat. 2B eee TO | 
mm 13—14 mm. 
peal MM : 
分 布 本 州 Im SO 
余 は 滋賀 CRA EHER) BADEN FSB 
播州 等 に も 産 す 。 KOKDI TUR HU LTMAKAMBEPK 
一 頭 を 探 集 せ られ し の みな 5 そい ょ ふ 。 THUARHHEEBRSE SE 
な れ ざ ども, RMAC Ba ER Ses) 近 入 の 水村 を 以 て 最 東 
格 限 地 だ な すご で きも の な 5。 これ は か の マツ モ ュ ムシ (Notonecta tri- 
guttata Motsch.) Om HOMEUTRITLUT 探 集 の 時 注意 を 要 
す 。 但し その 痛 は 激 し け れ ざ も , HMC LTH DER SS ZEN 
し 余 は この 種 の 生活 更 を 知ら ん だ し た る が , Bi COBMRET 
る を 得 ざ りき 。 COMI SIE UT RBS MABSZL 
os SOT Sten SR 
多 oe v a Ss 
V. Belostomide. WM & a re HEE 
ithe 1d 5 o TREE > TE OS BIMBO CBRL. vA 
は 二 に し て , 長き 一 爪 あ り , Bil —- HOP anon es $s, 
IER RE SSF o MAGE TSC ee 
1. Belostoma Deyrollei VourrrEERoy. — 
BAB OD 0 AR 
Belostoma Deyrollei Vuillefroy, Ann. Soc. Ent. Fr., p. 141, pl. 1, fig. 
5, 1864; Uhler, Poc. Nat. Mus., U.S.A., p. 274, 1896; Matsumura, Thous 
Ins. Jap., vol. I, p. 179, pl: XIV, fig. 1, 1904 ; Mats., Jour, Sappöro Agric. 
Coll., vol. U, pt. I, p. 54, 1905 ; Mats!, Syst. Efitom:, vol.I, p. 129, fig. 
143, 1907; Shiraki, Extra-reports Agric.. Exp. Station, Formosa, Vol. 
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VII, p. 169, pl. XXV, fig. 3, 1913: | | 

MEME ACC DU AR Kee To 

頭 部 は 小形 に し て , Ee BURKE SEE L, BAR 
BPM DRK SROUTH PER NET oo | 

> FRA ABT RBA), DRAKE MITTE 
TER EEK EN ZROFRUI LK RT BALL, 前 
Pedic SU EINnR AO HD, PREGA EEL Mile 
BA, PRI HED), CDEROLRGECCEBRT 5 - kl 
を 有 し , TOBSU PMA Cs 縦 隆起 で な る 。 PRBS 
近 &V 字 形 の 隆起 紋 , 中 央 部 の 左右 に 不 制 然 な る , WKERAew 
は Fo 机 締 に は 細毛 を 並 生 し 稼 凌 部 肥 年 次 輪 の 基部 を 覆 ふ 。 BAR 
部 は 正三 角形 に し て . 中 央 に は 不明 な る 縦 隆起 線 を 有 しい: BRE 
Re EEK ERBAONELFEL,. 前 総 部 に は 細毛 を 粗 生 
$6 IIEEL ROE 膜 質 部 は 約 の 四 分 の 一 を 占め : INK 
Carus) BEC その 基部 は 閣 汰 に 隆志 す 。 基 真 部 (Cor- 
iam は 畠 三 角形 に し て , INKED EET 2 A ERE LT To BE 
(Cuneus 3 P47 BIBI UC, ARB Lb 幅 廣 〈。 前 者 を 共 に 網状 
VOR ET 前 総 部 は 幅 廣 き FURR CUES AT] RER U 
EM UCMMRORLATN Sd, COMMMBORM STS, RU 
"2! 年 透明 に し て , AOR, HSE L TEL 
EU RIK KABILA) RM ALS he 
WH 短 か ぐ ) 鋭利 に し て 長き 一 爪 を 疾 ふ , ARG, MWRMOAMK RE 
3820, HERB, FREE LT. KA MARKO Tia 
IEBOTPAnAERTENLAT: MG, Mei Rigi tee 
を 叢 生 し , 二 爪 を 具 ふ o | | 

art WO PRE ARTEL, SHOW MW (最初 の 
Bi RBRO GeV) IRE OIE D 2 AEE DD 
5, CHOCO BBA IH EU EMO PIES, 

ol HR 52—67 mm. 

eo 22 一 20 mm. 


ad Bm BH wm 8 Se Ee HF K R 


前 胸部 の 長 さ 9 一 11 mm. 
入 状 部 の 長 3 9 一 -12 mm. 
分 布 ARE AN UN BR Ei X PEE. 
ZOERNHM AR WAM KOIFORAT bo BBS 3 ARD 
Hemi Ut, 全 國 到 る 庶 に 普通 な 5。 RE7TTRCRERTALE 
多 し , 卵子 は 木片 等 に 群生 し て 疾 付 し , Seite te し て , Bi 
に 類似 せ 5。 
2. Appasus Lewisi Scorr. 
| APB ee wy | 
Appasus Lewisi Scott, Ann. Mag. Nat. Hist., London, p. 450, 1874; 
Matsumura, Jour. Sapporo Agric. Coll., vol. I, pt. Ul, p. 55, 1905. 
fot ty IE ZB ll UC KIBTE 5 。 
AR ARTE FOND a BAG PRA し 。 複眼 は 褐色 , ie 
(LU CHEHS 6, IMMER ON, 鋭利 に し て , 三節 より 成る 
AOAC LCs AGRA 2 1 し: PIAL Men 
( 横溝 あり , CORCMIBOKEEM EAT Wk ORE G46 
BAÄBUERBEL し て , 不 刊 然 な る 縮 列 を 有 し , 中 央 に 正志 形 に 
か すか に 隆起 す 。 PUM BE, 爪 状 部 及 基 質 部 は 刊 然 ず BAR 
は 透明 に し て , KAREL 不 規則 な り 。 前 肢 は 服 節 膨大 し 
捕獲 肢 を な し , ABE S25, NR o 中 肢 , 綾 肢 は 渡 泳 肢 に 
LURE. Rai, HMI Be RAL, Dh} > 。 腹部 は 年 卵 形 に 
し て 腹面 は 屋根 状 に 隆起 し TRE «LACH, ERBE Re 
の 生 ぜ る 部 分 あお 5。 
MER 27 mm. 
Klin (BEER AGE (= ART) 11 mm. 
分 布 , 北海 道 (札幌 ) 本 州 (青森 , 京都 ) 
償 は 野 直 安 束 雄 氏 の 貸 筐 せら れ た る 京都 府下 壮 容 山 産 の 一 棟 本 を 
BETA do CNAME TA S I THIRD OSS dm 
Lo Zub KULREN, RRMA BETS も の な ぁ る で し 。 


3.  Appasus japonicus SCOTT. 
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2,7 WAY 
Appasus japonicus Vuillefroy, Ann. Soc. EntoFr.,p- 141, pl. I, fig. 7, 
1864 ; Uhler, Proc, Nat. Mus., U.S.A.,p. 275, 1896; Matsumura, Thous. 
Ins. Jap., vol. I, p. 180, pl. XIV, fig. 2, 1904 ;Mats., Jour. Sapporo Agric. 
Coll:, vol: I, pt. H,:p!54; 1905 ; Mats., Syst. Entom:., vol. I, p. 130, fig. 
144, 1907. 
これ は 前 種 に 酷似 し TOKRSIMBTHLABReEATNES bth 
は 大 同 小 異 な る を 以 て , その 記載 あ は ぶ て 。 
BR 20mm. 
fala (PERKS AED CPUS) 17mm. 
分 布 , 本 州 , AM?) 
東京 , 大 阪 , 播磨 等 の 標本 を 有 す 。 本 邦 各 地 に 普通 に し て , Ak 
DKBRO—-R6ADBBe RA CNIS EK EDS TOME FG 
LIBRE UTIC ADA BT > を の 卵 の 数 は 余 が 大 阪 産 二 豆 
Lo THIS RIO LNT ARATE SRT, 普通 
六 十 個 内 外 な る ぁ で し 。 駐 此 種 に 限 ら す ミダ カマ キリ 7 等 に も , 腹面 及 
肢 等 に 赤色 又は 赤褐色 の 寄生 半 を 見 る こ 多 し 。 St, ダ = の 一 
種 な る べし 。 
VI. Notonectidae. BKEHRR 
この 科 に 開 し て は , Bier 32UYT こ ゝ に 記す こ ミ 
CAL, 具 種 名 及 分 布 の み に 止む さ し 
A.  Notonectinae, ME BiB} 
1. Notonecta triguttata MOTScHULSKY. 
TIERE | 
Notonecta triguttata Motsch,, Etudes Ent., X, p. 24, 1861. 
分 布 , 本 州 九州 , 四 國 
2. Anisops scutellaris BrrLrBc. 
コマ ツモ ムジ 
Anisops scutellaris Billbg., Herrich Schäffer. Wanz. Ins. IX, p. 41, 
fig. 906, 1850. 


2 RBS H fe & 2 @ 8 W R 


分 布 , 本 州 , (東京 , 岐阜 , 大 阪 , 京都 , PRES) 
B. Pleinae. [Bl 2k sk HY 
3. Plea japonica Horvaru. 
wv TVTAY 
Plea japonica Horvath, Ann. Mus. Nat. Hung, ern P. 594; poe 
分 布 , 本 州 , FU 
| 4, Plea indistinguenda Matsumura. 
ヒメ マン ミ ダヴ ムシ 
Plea indistinguenda Mats., Jour. Sap. Agric. Coll., vol. U, II, p. 59, 
pl. 1, fig. "7, 1905. 
分 布 , 本 州 RED 1 kr 
VII. Corixidae. 水 gf # を 
LAH BT SL ORKECR BRITS VER 
RPA CET CE) Me R~ 5 れ た る 次 の 諸氏 に Hits” 
Hs RANE eo BFR AER ZURZEIT petting i> 
山村 正三 郎 氏 。 田村 慶 助 氏 。 以上 。 (GA=T Bis) 
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ae: 


Cerceris. 属 の 利 名 に つき . て 
Bet ke Reo Se /| 


ANGER AE Cerceris JED Wake BH LIZDI- OU TAR 
授 か 6 信書 を 受取 り ま し じ が た 。 中 に は 二 つ の 事柄 が 含ま れ て 居 ま し た 
然し 基 の 一 つ に つい て せ は 慈 に 信 多 べ る 必要 を 説 め ませ ん 。 他 の 一 は 
妹 に 記さ うさ ぐす る 和 名 の 問題 で す 。 - 

博士 は 日 本 徒 起 目 銚 に この 属 の 五 種 の 和 名 を 紙 表 し て 置い た の に 
ざ どう し て 新 に 名 を つけ だ か で いふ 御 譲 論 で す 。 ARB MAAR 
基 だ 不 注意 で 其 を 見 な か つた で 長 の 罪 を 謝 す る 外 あ も あり ませ ん 。 然し 
私 一 邊 て は 和 各 の 統一 を 論じ 大 の 先取 村 を 詩 中 し た 所 の 私 一 を し て 
新 様 な 不 注意 な 自信 の 以前 の 主張 ゞ 一 致し な い 行 動 や ある き ぜ る に 致 つ 
_ 事情 を ふり 返 つ て 見 まし た 。 けれ ぞ も 其 の 事情 な ざ ゝ 云 ふ も る の は 
APTOREB ORD SBC ATS も の で は あり ませ ん 。 まし て 
其 を 書き 立て た 所 で 不愉快 な 感情 を 残す まで ゞ 時 界 に 得る 慶 の 少な 
いも の で すき がら 今 は 書 《 事 を 止め る 事 に し ます 。 

其 ょ りゃ も 私 は 松村 教授 が , 和 名 の Priority PH ER ONS 
事 , BIL AORT OLR -K LURAY ROTK CNB IED 4 
事 の 出来 だ の を 非常 に 満足 に 考 へ ます 。 MLTHOFROBS, 
私 の 小 秒 に つい て も 注意 し て 下さ きつ た 御 好 意 を 感謝 せ す に は 居 ら むれ 
ませ ん 。 面 し て 苦 に た ち 返 つて 此 の 問題 の 根 木 的 な 解雇 を し て 見 だ 
) WERAR EB) 2 Lio NOMRMIMO HHO A Shkkid HAS L 
た 。 Hat, BSAS AMR RMBPCMBELE BRUT Hitu 
CHAT o HIS HAO ff Ad CercerisE OMA TF 

和 名 を 解決 する に は 勢 上 は 和 名 依 な ざか CPO TEN IER OK 
書 乃 至 半 譜 類 の 研究 を 必要 と し ます 。 し か し 基 の 多 〈 は 貴重 な 定本 
で 得難い 事 で 記事 が 簡 田 で 本 解 し 難い 事 と で 一 朝一 に 出 泰 な い 事 
で す 。 X UTHOMRORBMRE UTHER UCH AMZ PRET 


84 Bm Bt jo Be Se AK R 


ee — eee” 


る の も ゎぁ 考 へ も る の で す 。 TIBTETKHCHUEHLZIL ANGE ATL 
た 其 の 結果 遇 名 を 附け 加 ヾ 5 れ だ 玉 行書 に 限 ぁ ゅ ょ し た 。 HT OCHO 
手元 に な いる の ぁ る あり ます か ら 完 全 で は な いと 思ひ ます が Cerceris 
属 を 記し た も る の は 次 の 僅か な も の で す 。 其 の 中 に は 全く な いも の も 
あつ て 其 が 移 名 の 同定 上 確か ゝ 和 否 が の 刊 定 の 出来 な い ぁ の も わ ゎ り 5 ま 
Io KTLATBZFHERELT KOBKZoOLdE Lilto 
1. _Cerceris. unifasciata Mats:, (nec Sm.) 

つ ち も すがり 5 MA HREM 2135 

同 松村 MAA RH = IR ı 

ひと すむ ふし あな ば も 

松村 HAGE 1318 


PR OB harmandi Perez. 
つ ち す が 5 。 矢野 BSH -5 238 
ae OF japonica _ Ash. | 


き は しょ し あな ば も 
松村 AG AI 1308. 


まる も ん つも ち す が 。》5 
矢野 KR 2 208 - 
4. C. interruptus. Mats. 


まる も ん つ ち す が 5 | 
松村 MAAS salle IE 1685 
5. 4C. quinquecincta. Ash. 
いつ すむ ふも あな ば も 
we. HARBRAR 130 頁 
きす むつ も ち も す が 5 ふ 
矢野 Ri 22K 
6...,‚C.. _navitatis Sm. 
ょ すむ ょ し あな ば も 
| 松村 A AGA SR 180 頁 
あか あし つも ち も す が 5 
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| 矢野 Fee BMG 5 21A 
+H 2 Pe instabilis , Sm. 
Suk z あか ふし わな ば も 
松村 BAR HS 130A 
Se < し 。 carinalis Perez. 
ひめ つも ち も す が 5 
矢野 faa Hs 245 
此 表 に つい て 私 は 多少 議論 を 費 る な けれ ば な り ま せん 。 (1) ¢ (2) 
は 同 一 種 で す 。 具 束 名 の 何れ を 取る べき か は 教授 私 その 問題 々 
する 所 で す o RRMARVFAY) FROTLWE ROR To (3) 
き ( ま り は 同種 で す 。 乏 は 数 授 も 同意 せ 6 られ た よう に 思ひ ます 。 和 名 
は 名 授 が 二 つ を 用 ひら むれ た の で すか ら 私 に 南 任 は あり ませ ん 。 人 然し 
散 授 の 主張 に 徒 つ て マル モン ッ チ スガ リ 》 の 名 を 捨て る こと に し ます 
(5) で (6⑥) を に つい で は 私 の 新 名 は 営 然 捨 つ ぐさ きも る のど 思 は れ ま す , 


。 人 然 ら 少し 詳細 に 考 へ て 見 ます で イ オッス チ デ (五條 ), ョ ス デ ヂ ( 四 條 ) さ 去 


ネ 事 は 種 の 全 別 き し て は 適 常 で も あり ませ ん , で いふ の は Cerceris 属 
で は ほ 典 の 腹部 第 五 飾 に 斑 統 あれ ば , 雄 で は 第 五 節 さき 第 六 節 さ に 同様 
の 斑 統 が お ある こそ が 多い ょ ふ に 思 ひま す 。o Hiequinquecincta (44% 
MERMATALTIOUKORHEZIONHE IH BED KLOTHN 
雄 き 多 作 五條 で な けれ ば な り 5 ませ ん 。 Rquinquecincta (Ait MES 
れる で 居 ま す ) の 五條 の 黄 坦 は 雄 だ か ら の 事 で 雌 で は 下條 だ さ 信 じ ま 
Fo 其 貢 適 不適 く 二 る 点 か ら 申 せ ば 私 の 名 の 方 が 適 営 ぶ 信じ ます 。 
即ち 私 の 前 に 際 記 た 様 に 此 の 雨 種 が 同一 種 な ら ば 兎 に 角 別 種 き じ 
た 場合 に 私 の 名 の 方 が 明瞭 に 之 を 外 別 する 割合 が 多い 事 き 信じ ます 
し が し 先 有 権 の 前 に 私 の 名 を 捨て ます 。 (7) さ 8) を は 衝突 し ませ ん 
EREEPRDBATTEERTAE ARES 2 
eee CS Go 

最後 に 残る の は 此 属 の 基 名 と し て ッ チ ス か 7 を 用 の べき か , vv 
アナ マチ を 用 ふ べ きか で す 。 松村 薇 授 は Priority の 見 地 か ら ッ チ ス が 
り を 用 ふる こと ゝ し て フシ アナ バチ を 捨て られ 日 本 答 如 目 銚 再版 の 


96 Rea BH we #F S BH TE N 


際 に は 訂正 せ られ る 由 の 御手 紙 て す 。 MOTMDRHAROMAZD 
フシ アナ バチ は 過 て ツチ ス が リ りさ な され だ も の で 考 て 差 支 あり ませ 
ho 以上 の 様 な 家 第 で 私 の 本 誌 に 掲 ず まし ね 種 に は 炊 の 如き 和 名 を 
用 ひる 事 に し まし たから 6 町 正 じ ます 。 


C. japonica . キ ボ シ ツウ ッ チ スガ リ 
Cmavitatist ap. ヨ ス ヂ デ ッ チ ス が り 
C. quinquecincta AERA デ ガツ チ ス カリ 
C. harmandi ツチ スガ が ガリ 

C, carinalis EAN yee 


和 名 の 一 部 の 改定 は 許す と し て も , WBAKR Priority を 認め る も の 
で し た ら , 種 を な 困難 な 協 合 も 出来 る 事 と 思ひ ます 。 RUSSIA 
不適 の 取捨 を 行 ふ と し て も 其 が 公 邊 か 否 か に 就 て は 人 々 の 見 志 が 凌 
る 事 ょ 思ひ ます 。 し か し 各 に 角 に 私 の 不 注意 が 動機 ほ な つて 和 名 先 
取 槍 が 問題 を な つた こさ を 寛 し ます 。 ACRNZARISHERL OU 
て 熱心 に 哲 行 せ られ や うと です る 事 を 移 つ て 私 の 此 の 問題 に 怪 す る 興 
味 で 努力 と に 新 な 光 を 奥 へ られ た 事 を 威 謝 せき すず に は 居 ら れ ま せん あん 。 
私 は 此 の 威 喜 の 情 に か られ て 疲 に 長 々 と 上 基 末 な 問題 を 捕 へ で 論じ だ 
の で す 。 然し 私 の 此 の 問題 に 習 す る 考 穴 ぐ 貨 行 は 李 量 佐 に ずる 事 
と し た い の で す 。 此 の 記事 の 終り に 一 際 記 し た し こざ が わり 5 ます 
ー は ッ チ スガ 9 の 名 は ら 他 の 種 に も 用 ひら 5 れれ て 居る こそ で す 。 BK 
を 伴 は な いも の に つい て の 事 は 竣 に 人 金 然 霊 する こる で に し て , LHO 
是非 の 論 も 他 量 に 延ばす 事 に し て 第 一 回 全 國 昆 門 展覧 貸出 品目 録 ( 
=+FL4E) IH Elis plumipes の 和 有 名 だ し て ツチ ス が 7 ERS Zi 
Cenvea el Test To 

次 は 本 誌 D 24F| Dharmandiy ELD Fp OMEHED LF AAS 
LTRAICHU TEILE TP SCH OR F MAC ALTO (ZA 
==) HE) | 


| 
| 
t 
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mk HH OD WB ¢ ak 

S63 4S ( BRE EEL BONS ATHS dD, 水中 に も 鳴く 
BOSAIC RSL OAEMENTALY, それ は 極 〈 普 通 な も の 
で よく 小 見 の 玩 表 物 させ る 風 般 庄 則 もち ミグ ゲ ム シ 類 に 外 な ら 5 ぬ の で 
ある 6 水 競 科 (Corixidae) に 属す る 昆 届 は 何れ も 鳴 《 の で ある 。 この 
事 に 就 て 本 邦 の 書物 に 記さ れ た の は 次 の 二 箇 所 の み の 様 で ある“ 

Feat + 水中 の 鳴 〈 wh | 

DMSEHE-IITABEHT-R OPI TR BAAR) 
HS IDOEL IV CRS LMELTAÄRDHOHRRD % 5 
思 は し て な か つが 。 今年 コミ ヅ ぁ ムシ C. substriata Uhl. RT BAB 
LEERE: ORM ( 完全 に 観察 し 得 た の で あぁ る 。 MOD a d3 
則 も 散 昔 器 で あつ て CNPOWEHOT, ZETIOTAAIN 
は 雄 に 限れ て の る の で ある 。 FOPMBAMO—MOW ( MORI 
Fe WEL FRED CHS 英和 人 カー ペン ター 氏 が 臣 州 産 の る の に 


。 よさ つ て 研究 され だ 誠に ょ よる, 多 〈( 夕 方 鳴く を う で ある 。 私 が 管 て 


経験 し た 時 は 他 の も の に 驚か され わ 時 等 に を の 可憐 な 昔 を 本 し た 様 
で あり まし が 。 計 者 諸君 の 中 此 の も の に 就 て 研究 せ 6 れ 方 が あ 5 
まし た ら を その 結果 を 移ら せ て 頂き た いも の で あま す 。 条 詳 し いこ 
EURKPOMRMM MIAH SO ATS 

ARHOHOMKOMOANTH) 37, NORUITLENM, MH 
Git bb SF BWOHRAHBMCS > To, (UMHS) 


88 Rn BH hm FS eR EN 


2 RB 
1, KHARHSRRIRKRIK 其 斐 公式 な 5 LI RS FE 
MHEDAFBEFÄRAUKFOKFETAEND, RVABER 
ZROADOBELFTOLEII- BAR LU 12 ZEIT: MEHR 
a 
MUS BE UABA BRE WiMKLI2 be 時 


(ABc 順 ) 
@ATE (GARR A). | 

RATE ER UY SR ASE @ 田 4 WER 

Fe wee WE ADEN Fe 1 i: ae 2s 用 
Se ait ab Eb Lash wy ABT TE THREES SS 
ARE NEN iL ie OF SRR N 
Sh SAN eo BROS 
RAN MR HE RRS 
AULA KS yh 5 2 ay 
RA BAKE | AAW 
BAER Er gra -ea9 
Ba OD wi Mb ts SEB 岩見 DER … ミ 
ARS = Bs BEATE ae ee >. eee 
He i Oy Be fi EE BY PG 7 — ji tH FF — Fe : 
es LR tea Wt] FB BE oy tk | 敷 井 ERR 
BA AD es wr dae SABE jock 川 & Re BREE 

Bt 421A BST eh 川合 #-E 
ATE +e iH BOE 

Is ADS = ei SE | 三谷 BRE 
=ER— EM fy J) 5 HER 
東京 府 六 郷 村 雑色 三橋 BXEK 
京都 市 寺町 二 條 上 ル ん 松田 良弘 氏 
京都 仁和 小 事 校 | =: mes 
FÄHRE 水野 稚 二 郎 氏 
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京都 市 寺町 二 條 島津 製作 所 内 
東京 府 豊 多摩 部 千 駄 谷町 九 O ニ 
HERR 
京都 愛 岩 郡 一 乗 寺 
REAM FAA 
岐阜 市 大 宮 町 武 丁目 
Wee PAT (a) 
KAR BATE 

A BR AL EF Fe 
BEREKE 

札幌 北 拾 坦 條 東武 丁目 
Heh) AE) Bw Sey 四 四 
ACERS AS BRS 
FUE a es 

京都 府 葛野 郡 衣 党 村 字 等 持 院 
京都 府 花園 村 字 谷口 
RRR EK RTT 
Roh Ra Waa he 7 BUN 
AR = SB 
RAMS = BS Be 

Be AD SS — tes Se BE 
HRERAEN 

FARBE 

A Wi EIER AN HAL 
横濱 市 本 町 四 丁 目 六 

札幌 大 通 西 四 丁 目 信 渡 屋 方 

大 阪 市 東屋 南 久 太郎 町 
京都 堅 科 大 學 
an EY Ss — 

EAS TH ST SS RE 


森本 正太 郎 氏 
ew 田 me 
松村 松 SER 
Bp 2A BK aff FE 
中 山 昌之 助 氏 
名 Fl Me HK 
名 mm ER 
中 i A BBR 
中 江 純 次 郎 氏 
小川 KK 次 氏 
大 國 GK 
i 洪 治 郎 氏 
yy Fe HR 
岡本 年 治郎 氏 
Ki 4 — ME 
鈴木 元治 郎 氏 
芝川 丸 之 助 民 


Le oS Bb tn tO 
MSA awe yy a 
I 
Fa 
a 


m 山 Al ABER 


sg 


90 Rt BHR BD FF 2 BAH MM 


—— oo 


TANS Fk DDR SE HERR TR I] N 山村 正三 郎 氏 』 。 


長野 脆 上 田町 新参 町 八木 oh BOR 
= G8 i i ee 山 A feo BBR 
SEER ED BRAN x Fi Fe RK 


bo 


AGBSHER@: SP RALRERKSHR MEBLOR MIE 
(LNUS ERE し て , RREEO SAREE & AARON? 
を ひ て , 五 月 一 日 , RMAKS EES EI PRR I I BER 
BEE lic), 會 者 拾 名 , 先 づ 小 態 氏 の ERBE AVG A 
気管 費 の 澤 命 "な る 題 下 に 前 に 同氏 の 英文 に て 政 表 せ CSM 
ZEIHUTMS, PRE TSA CHEND HAT SAELON 
& 2 Aaa ERD DB) BAO HT RE RH OER FR SnIZd 
Ric BAN SBSBLIBRCAT ARC DB ZB age し で ., 
TL —NOS ARB BT 6 PBB AGP & st し , MUD 
を の 外界 の 刺激 殊 に 酸素 供給 不足 に より て 或 は 基 因 せら 6 る \ に あ 
Se BER Ome DIE U SINE Fe 
に し ,. ABER TA LTE LIZ bo | 
REED a OM 
HRAPARAKEL BU, HEFAETAFRUO REICHT 
BAT EES eK LAN ST) LET ( 野 卒 記 )5 | 

3 ABI BS 6 -WOBBRRBRK—-fEt られ だ し, ZARRER 
立 の 責任 上 , 営 分 の 問 , ROWSBET | 
EN RED, TERS BARTER, BPR see. 


* Oguma,K. Onthe Rectal Tracheal Gills of a Libellulid-Nymph and Their Fate during 
the Course of Metamorphosis. Berl. Entom. Zeits., Bd. LVIII, 1913, We 211-225. 


CLES RRA 
本 貸 々 員 , STEM ade IRE Lt る 標本 の 現在 目 
Be UTMMUTAMO ak & Re BANS EP UT MEA L174 SO 
に し て 。 SHARIR RRA, BAC ANS EOE UTI 
= OA HIS も の な し 。 RRRO LOI *HMeEHMLTIZEREL 
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eo ーーーーーー- ーーーーーー- — TFT TER 


RAO A’ DALI OT PFN VM RT Amateur Entomologist の 
WEeH LT. 面 も 用 意 周 到 , 注意 綿 審 , 百 頁 の 本 書 想 ふ に , HS 
普通 , 採集 家 備 忘 用 ,. 交換 用 , で し て 又 學 校 標本 整理 用 < し て 其 番 
陳 の み を 用 Oc HEI E EH 6 Wet tees BE DL 
OSPR HERES TS BOBT ZINN HA LTORE e BO- DA 
POee (= TRIMS SSN FEN Ree EL. RARE 
RAD LORSWSMd vB, 同好 諸君 に 充分 の 確信 を 以 て 之 
BU Ar IT 著書 住所 は 會 員 名 簿 中 に お bo (時 下記) 


EXCHANGES. 
en Fellows and subscribers are invited to make use of this column. 
“Not more ted ‘three lines can be allowed for each. 
fl mi 1 

Duplicates. ne ern Pr. ca. IOO sp., 
Heterocera ca. 500 sp.) & Odonata ca. 50 sp., unset, in envelopes. 

Desiderata.—Lepidoptera & Odonata of the world. Akio Nohira, 
Ichijöji, Otagigun, Kyoto, Japan. 


Duplicates—Japanese Hemiptera. 
Desiderata.—Hemiptera of the world. Teiso Esaki, No. r. 
Shin-kawasaki-machi, Kitaku, Osaka, Japan. 


Duplicates — Japanese and Formosan butterflies. 
Desiderata.—Rhopalocera (Papilionidae & Lycaenidae of North 
America). Iwahiko Sugitani, 3rd High School, Kyoto, Japan. 


Duplicates— Japanese and Formosana coleoptera. 
Desiderata— European coleoptera. Motojiro Suzuki, Tani- 


guchi, Hanazono, Kyoto, Japan. 


交 MM 
KREIEREN IAB TO 
fA ROWG BO RM e HAT 


KEHHERRHN TB ZBNRAH 
同 上 


京都 府 愛 岩 郡 一 乗 寺村 BF 2B Se ah oe 
= A Be te eH BT, 
大 坂 市 北條 新川 崎 町 一 江崎 B= 


BF HD Bw © Hr Bl To 

京都 市 東山 通 二 條 南 聞 名 寺内 BA ZE 
HUMOZHEHZE Vo 

京都 府 花 園 村 字 谷 唱 on AK 70 iG BB 


Ze, BERR ML OD RMU DER PIO 4D) OBA 


aC BE 72 Lo に 
KRAMER AZ 中 原 An BR 
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MICRONESIAN BUTTERFLIES. (Supplement) 
BY PROF. S. MATSUMURA, Kıgakuhakusht, F.%-S. JAP. 
Rec. 7th. May, 1915. 


南洋 の 蝶 類 に 就 て Ga re) 
Mar 松村 松 年 Fa 
BHO MOK HT. 34% MAAS, BSR ABER £5 
BAD REWER I2SeUT, 前 出せ ざる も の の み を 記す 
NL, 
(1) を な が だ た て ば Issoria sinha Koll. 
| var. egistina Quoy. 
。 婦 布 一 アン デー ル , グアム >. 
Whid Bi SRIF TE RD 人 Apatura sp.? CHE S&OE SAD, HE 
Sx BHOMMOMS i. ACABcWieshod: Rnr se 


MBE BERORRDSARUT, 容易 に 必 別 する 事 を 得 べ し , 表面 は 


黄 褐 に し て 大 小 あ る 黒 褐 紋 を 打 ふ 。 開 張 一 寸 六 良一 一 す 人 入 分 、 
WEE PL DREAD 5 , | 
(2) ば 5 うた て は も ざき Precis iphita Cram. 
| var. palauensis n. 
RA NY 

此 は 前 測 い は さき た て は も ざき 8 var. Iwasakii Mats: に 酷似 すれ 
Ts, HERUIKOML, 

第 一 _ 表面 は 少し 〈 濃 色 を 呈し ,。 ARCHE SDR RB LT 
一 層 刊 然し , 区 に 前 次 に ある も の 其 然 あ を 見 る . 第 一 室 及 第 二 室 に 
HODUEMISIREREATHS 4, Whe’ CER. 

Bo RAS WP C RECTAL, BO CHRMITIE DS MIS FI 
RT. BBOPRii hb sMBMUMAIK LT, was se TIAS 
SOR Mes, Bike 
 ©@8) あん どー る むら 6 さき Hypolimnus bolina L. 

var. angaurensis.n. 


94 i a 82 eB BP Se A NM MH 


Zh—- FT van 
は む や る 一 を そ む ら きき var. jaluita Fruhs. に 酷 示す れ ざ も, 
を の 異 る 所 は 下 の 如 し 。 
第 一 前 次 の 中 央 (中 室 の 外側 ) に 自 紋別 を 欠 《 ]. 
第 二 後 次 は 全部 景宗 色 に し て , AMPLE. 
開 張 二 す 二 分 . 
(4) 55d T CCA か ば まだ ら Danaida Salatura). 
palauensis n. 
分 布 一 バラ ウ 
す ぢ で ぐろ か ば ぱ ば まだら. に 酷似 すれ ざ d, POMAK I OH LH. 
5 AREA ABRUFE RT, 
第 二 . 第 四 , BR, RBAEZCKY 4 AMI het RER 7 
C=. WUPFOMMROMREC ABER 1: 
EU WIS SWE BEBO EH? FS. Si 
SH. 雄 の 生殖 板 は 長 〈 長 三角 形 を な し て 内 $, ERNE 
RT 
baie Y= 3p tJ ( 雑 ) 償 は 初め 比 種 を す ぢ で ろか ば まだ ちの 
凝 種 な らん か ぐ , 思 び 居り し に , MOAR BO ROR TR 
な る コ を 知り 得 た だ 5. 唯 不 幸 な る は 其 標 本 の 不 完全 に LT AMOR 
如 せ る ] 起 な 5. | | 
(5) ひ ゅ う ら 5 な み し ゞ み Nacaduba ardates Moor. Hi 
分布 一 バラ ウッ | に 
ih DA ER, ES マレ ー, 宛て , PIE. 
唯一 匹 の 不 完全 な る 標本 ある の みな れ ば ,- RLTBHELTER 
すべ き 償 値 も りや は 不明 , Hse l CARMACK RADE 
RIM, BACH BARR RCA I. 他 日 新鮮 な る も の 
を 得 て 改 め て 記載 すべ し 
Resume. 
1. Precis iphita Cram. 
var. palauensis n. 


4 
RD 
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Very near to var. twasakii from Yayeyama Islands, but differs 
from the latter as follows: 

1. Uppersides somewhat, darker, submarginal spots - series . deep 
yellowish brown and conspicuous, their, outer rings not being very 
distinct ; pupillae indistinct except those of first cell (IPand I°). 

2. Undersides fuscous, submarginal spots-series- conspicuous and 
of deep yellowish brown color, mostly not being pupillated ; media] 
fuscous line of secondaries nearly straight, not being geniculated near 
the costa. 

Exp. 一 の 55 mm. 


Hab. — Palau, one male specimen collected by Mr. S. Fujita. 


2. Hypolimnus bolina L. 
var. angaurensis n. 

Very near to var, jaluita Fruhs., but the former species lacks 
medial ‚series of white spots of primaries and the white patch of 
secondaries. 

Exp. — 270 mm. 

Hab. 一 Angaur, one 2 specimen collected by Mr. S. Fujita. 


3. サ Danaida (Salatura) palauensis n. sp. 

Near plexippus L., but differs as follows : 

1. No fuscous bands along the veins. 

2. White spots of 4th, 5th and 6th cells (IV, V & VI) much 
smaller and shorter. 

3. No white spots on the outsides of discoidal cell and in the 
middle of costal region. 

4. Yellowish brown ground color not extending to the base of 
3rd cell. 

5. Genital segment of the male very long, pointed triang ulary 


and at the tip crossing each other. 


96 ha DSH BR 第 室外 第 系 St Br. 


oi り je Ariane ion Iilseawi sv of 1898 msV 


Hab. — Palau, one の lapel le 


"UT thought at first this may be’ at möst a variety of plexippus 
but I en er: ee ¥ 
must be ee TE le Yon ah 


bite Bidudigerios -esitse-etoge isaigrsaidue ,avooeul esbievsba 
fdibacn bsJslgd guied PPP 
«son botslicinse ontod Jon adyiewe ylaben: 29iiAheo っ 9e Yo Sl audoent — 
‚sieod lt 
Ein EEE 735% at SEN I 
Eu. ren hia HSiisiicd nathigsge る rmi ono , usls® re 
FE) RBB Er ri aa FR z 

anilod 


oe een, 1 
sips 5 sigaqa, ny 99 sug. al atinisi,.. Je 


Yo flotsg 3iHw ont brs aoingminig to etoge siriw Io. 


cy の っ TR pe by ; it ie か ash 57 % 
‚iu & ay vd; ys Brigade 8 ano, 


qe 1. ejaaaneisg (BTH は RIS の ) sbisas@ 8 - 
『 ewolsegrsgtihehntik な sm 人 
oy thy ae .eniov 3 中 srnols ebned™ evooe OM. ee 
bem NR AB A RRL A bee a VE 


So a. 


Em Base Also Mr te Wier We EE 


a 
be 


af 


{orsecd sth oh Saibastxs jon roloo mem nword "oo 時 


Resume. > Hiso big 


crici1 thedaiog gu yrovelsor od to Insmyse IDEE? Ve 


ive ee が cradto dose yıla2ord qit set as bas 4 


23 ke - noise A toiGhtin 


a fa 注 & 

1. GROOMS PREAND tDii BRON D aly 
之 を 受 る 事 可 有 之 候 。 

2, tat: RR To ZIP ER SA ORBEUYIN im 
及 せ る もの, 人 身 攻撃 に 渉 れ る も の , RuHHALHMHTIEE 
認め た る も の は 登載 致 き ず 候 > 

9. 区 載せ る 原稿 は 返戻 せ ず 。 但し 賠 版 原書 は 希望 に よ 5 返戻 す 
(Ko 

4. 原稿 は 三 十 字 で し て , 横 に 左 よ 5 書か れ だ た し 。 BRALHU 
外 國 名 は 線 て 原語 を 以 て 認め られ た だ く 〈, 論説 に は 欧文 の 標題 
eae onERo 又 欧 文 摘要 附 加 は 望ま しき 事 に 有 之 候 。 

5. ERR Rest two, 挿 園 は 一 箇所 に 集中 せ られ 
Eto 

9. 原稿 に は 必ず 氏名 を 明記 せ られ たく 〈 候 o 

7. 外 展 文 の 原稿 に は これ に 該 営 す る 日 本 文 (又は その 摘要 ) を 添 
へ られ 度 候 。 

6. 寄稿 宛名 は 次 の 如く に 候 。 

京都 府 愛 容 郡 一 衆 寺村 PRB 


ABERRBRREM (F498) 
—it SHR (MRE) 一 年 分 (UM) BARE ( 郵 税 不要 ) 
BBB — 7 (HRS CH+FE) EHR EO FI 
K2EUR CH SOR. RK BW AWS) 一 8 


KEG th AH A FD hl ue Bt 
WRAL AMER SRE 


2.55 eB Rit 
京都 市 二 條 通 河原 町 角 
印刷 者 a er ee 


京都 市 二 條 通 河 原町 角 
印刷 所 a 山 党 
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第 五條 BEVEL Be TAARACB-UPRRIB. BAD 


EAC), BALPRPHBPRAtChbRHDSS$ 
の これ に 営 る 


BA AG? BI BEES Bl (大 正四 年 に 限 AAR) を 前 納 


する も の さす , RE’ BU, 本 誌 の 配布 を 受け , 集 賞 に 
AL 及び 本 誌 に 寄稿 する 等 の 棋 利 を 有 す , AACA 
せん で する も の は 骸 費 豊 ヶ 年 分 を 添 へ 直接 事務 取扱 所 に 
申込 まき る べし 


第 七 條 本 會 則 外 の 特 引 の 事件 は 委員 合 譲 の 上 適 営 の 所 置 あ を と る | 


ho ピロ 
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RRA (IT CS, HTL PT IS ERR 

RBIS LT EA ABM EBC BUT: CH | 

・ 外 國 婦 の 原稿 に は これ に 恋 蛍 する 日 本 攻 CRIT TOM) Zeiten OER 
. 寄生 宛名 は 次 の 如く に 修 


RER 
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登載 せる 原稿 は 返戻 せ ず 。 (A ( 彫 版 原 庄 ほ 希 望 に より 返戻 すべ 《 候 

原稿 ば 三 征 字 ミ し て , 横 に 左 よ り 書 か が れ た し 。 PRR CRAY 
て 認め 5 れ た く , FABRIC (LEAK OMM AL MeSH ES. RAHM msec 
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ER 2h oS Be AS Ok 
En ae 


CATALOGUS HEMEROBIDARUM JAPONICUM. 


AUCTORE WARO NAKAHARA, F.E.S, JAP. 


HABt es Fer vB 
中 原 和 郎 xBARBS ee 
Fs SE RIOT LAR OTRO ARE 2a Fe VAOMMBOKEY 


MER LOR COBMEBRRALT. 


SOILS SOUR SRS BRICK S (現代 に 於 て の ) 
Hemerobiidae よ 5 Osmylus, Nymphes, Dilar DEErBES TEA HH 
ET: 今日 余 の 有する 知識 に より , HBARNMIETZLTORT 
う 。 除 きた る 三 群 は Banks 氏 に ょ れん ば Hemerobiidae (2 aa R Lt Lt 
MATHS IOMUES 8. SHAOMBAPRMEOEMI OATES 
を 別々 の 科 と な すこ と と な し だ たる な 5。 


DED hi IL ROAM. 
A ERSMLFT 
a EB; DVS BETIS BRC - eee ee eee Osmylidae 


b SOMA ILMIBK; DiS EIN AS … Dilaridae 
B Ha? ik ¢ | 


a BARRIESSTIERT 5 小間 板 は 二 下 す … … … 
DE un ERROR a Hiv: asi wd BEN: BERNER Nymphid ae 


b MARKED ; INADA (LHe H---Hemerobiidae 
Nymphidae は 日 本 に 産 せ ず 。 之 は Australia LEFTA HOLT 


98 ih BH wm Fe eR 参 Mi 


か Myrmeleonidae に 似 た る 所 あ 5。Dilaridae の 鯛 角 の 構造 と 長き 
産卵 管 と は 引 正 脈 契 類 中 に 全然 類似 の も の ある を 見 す 。 Osmylidae 
(LZ DALOBy; Nymphidae に 近 か し , BC KOMO BARA? 
る 小間 板 を 有する を 必 つ て , Nymphidae その 開 係 は 一 層 密 接 な る を 
知る を 得 べ く , 之 を Hemerobiidae よ 5 婦 つ は , 少く も 現 信 の 知識 
ょ 5 見 て 適 営 な らん と 考 へ ら る 。 Banks 氏 の 分 類 は 喉 概 索 の た め の 
分 類 に し て , 別に 比較 解剖 上 , 或 は 融 生 上 の 論 振 ある に 非 ざ れ ぱ ば , 
氏 が 之 等 を 一 科 に まとめ Biz Osmylidae の 一 所 Nymphidae & 
を 合 し て 僅か に Nymphini な る 一 届 と な し た る が 如き も , 敢 て 有意 
義 の も の さ 認 むる に 及ば ざる べし 。 | 

Hemerobiidae RROFELDOS TIER Banks 氏 の 分 ち を 補 ひ 
て 之 を 用 ひ た 5。 之 に は 勿論 大 な る 鉄 中 あり で 難 も 現在 の 場合 乏 を 
用 ふる を 便利 と 基 へ ら 5 る \ に よる の み 。 後日 充 芳 な る 研究 の 行 は れ 
た る 暁 に は 分 類 上 少な か ら ざ る 北 動 を 来 す べき は 明か な る 所 さす 。 
余 が 知れ る 限り に 於 て 日 本 に は 二 十 七 種 の 本 科 の 種類 あり 。 然 和 
と も 祭 新 品 を 得る の 見 込 充分 ある を 以 つ て , HSPRCRTH( も 
敷 種 を 本 目 銚 に 追加 する の 必要 を 生 芯 ん 。 Megalomus, Boriomyia ; 
-BEDMEUE RAK DRE IEA ET SED SrOMIE 
今後 これ を 我 邦 に 踊 見 する は 決し て 珠 期 し 難し と こせ ず , ZEORC 
つき て は 熱心 な る 會 員 語 氏 の 援助 に 待つ 可 き も の 多き な り 。 
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Family Hemerobiidae. 
Subfamily Sisyrinae. 
Tribe Sisyrini NavAs. 
I, Genus Sisyra BRUMEISTER. 
Sisyra japonica NAKAHARA. 
ES ENRON Be) 


本 州 (大 阪 ) 
Sisyra Esakii n. sp. (記載 中 ) 
eSSI2 es. (37 =D) 

九州 (NER) 


Sisyra Yamamurae NAKAHARA. 
オ ホトミ ツモ ウツ) (カタ グ ャ ウツ) 
本 州 (岐阜 近江 ) 
Sisyra ozenumana NAKAHARA, 
re nr) 
本 州 (尾瀬 AE) 
Tribe Berothini Banks. 
II. Genus Berotha WALKER. 
Berotha Okamotonis NAKAHARA. 
PRP AA a DP) 
AN MR; 箕面 ) 
Subfamily Hemerobiinae. 
Tribe Neurorthini Nakanara. 
III. Genus Newrorthus Costa. 
Neurorthus punctatus NAKAHARA. 
ホシ シロ ヒメ (カゲ ャ ウ ) 
AN (鳥取 大阪: 京都 ) 


Neurorthus fuscinervis NAKAHARA. 


ス ヂ クロ シロ ヒメ (カゲ で せ ツ ウツ ) 


AM (京都 ) 
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IV. Genus Sisyrella Banks. 
8. Sisyrella nikkoana (Navis). 
ıvee3un (ae) rt 
本 州 (日 光 ) 一 余 は ぇ . に 本 種 を 見 ず 。 
Tribe Hemerobiini LA REILLB. - 
V. Genus . Notiobiell Banks. 
9. Notiobiella subolivacea 上 AKAHARA. 
het 2 (Ae ユン Ss 
AM 
VI. Genus Sympherobius Banks. 
ro. Sympherobius tessellatus NAKAHARA. - 
グロ モズ (カゲ クウ ) 
本 州 
VII. Genus Hemerobius Line, 
t1, Hemerobius.. humuli, Lınn#. 
hag Tage (カゲ ャ タウ ) 
A (B56); RAR > DEE ; a 
12. Hemerobius japonicus» NAKAHARA. 
YyvbhEA (カゲ ュ ロウ) 
AN: 九州 、 
13. Hemerobius nigricornis NAKAHARA, 
Yeezer (カゲ ロウ ) 
北海 道 ,。 本州. 
14. Hemerobius Shibakawae NAKAHARA。 
TRI RB al Ring) 
本 州 Be 
r5. Hemerobius striatus ‘NAKAHARA, 
クロ スチ ヒメ (カゲ ロウ ツウ) 
AN (ER) 1 


r6. Hemerobius nitidulus FAgrıcıus. (=H. Harmandinus NATYAS]、 


27. 


18. 


19. 


20. 


a ie 


22. 


23. 


24. 


25. 
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zw rer (カゲ ャ クウ) 
本 州 , ru El. 
Hemerobius irregularis NAKAHARA 
mar WR A (FF) 
AN (ERR) 
VIII. Genus Micromus Rampur. 
Micromus pulchellus NAKAHARA. 
FVPRYME RZ DPHF e749 
本 州 
Micromus novitius NavAs. 
woe ES eee ws) 
A, 九州 
IX. Genus Eumicromus NAKAHARA. 
Eumieromus numerosus (NavAs). 
チ ヤ で 子 モ メ (カゲ ロウ ) 
本 州 , MER, 九州 
Eumieromus Arakawae NAKAHARA. 
ム モ ンチ ヤン モメ (カゲ リャ ロウ) 
mi (rs) 
Eumicromus angulatus (STEPHENS). 
BFC SE EAU a N) 
北海 道 : BREE; TER : 北 亜 米 利 加 . 
Eumicromus maculatipes NAKAHARA. 
BPO DG SAH mF) 
北海 道 ) 本 州 . 
Eumicromus alpinus NAKAHARA. 
ARFeR (カゲ ロウ ) 
本 州 (八ヶ岳 , 立山 ) 
Eumicromus dissimilis NAKAHARA. 


YRURnNESZ カゲ リロ ッ ) 一 本 種 の 分 類 持 上 の 


102 BEER BER * 2 mR 


NELOSSLKMDNI, 研究 の 上 之 を 報 す 可 L. 
北海 道 , 本 州 . 
X. Genus Mnguta NavaAs. 
26. Ninguta deltoides NavaAs. 
マル ハネ ヒメ (カゲ ロウ ) 
AN 西 比 利 下 
XI. Genus Oecdobius NAKAHARA. 
27.  Oedobius infalcatus. NAKAHARA. 
クビ クス (AG ee) 
本 州 (京都 ) 


以上 の 種類 を 研究 し 得 た だ る に 就き て は 野 牌 氏 が 昨年 の シー デン 中 
大 々 的 努力 を 以 つ て 材料 の 部 集 に 援助 を 異 へ られ だ る に 負 ふ 所 極め 
て 大 な り 。 双 山村 正三 郎 , 岡本 年 炊 郎 , WAH. SIRS, Te 
川重 理 諸氏 の 各地 に 採集 し て 退 豊 せら 5 れ し も の も , 何れ も 貴重 な る 
材料 に し て , 准 に 之 貨 諸氏 の 厚意 に 習 し , 深謝 せ ざ る 可 か ら 6 ず 。 


1 at . 
Md P 
* 
i 
yer 
も 
ts 
i N 
, fy 
’ Li if 
WA 
MA も | Fr 
y 
vi 
Vw, 
1 
’ | 
* ae 4 
¥ し 
4, 
A et teu 
iy 
j - 
( 
Fu 
x 1 Lif 
: 
ih 
Be AA 
1 
oh 
ut i 【 
i rh aah & り 
\ 
| [4 i 
‘ 
SEN 
, j 
gan; 
\ 
1 N 
が I AD 
KUHN 
VER Mh x 
g 
1 
が 
‘ 
8 E 
\ 
9 
d ‘ 
A 
に 
‘ 
> 
ま 
. 
し 
ar 
SA 
A f £ 
i 
N 4 ‘és 6 
¢ 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE 524333252] VoL. I Pr. IH. | 


C. Okuni del, 


1. Aphelochirus Kawamurae n.sp. (p. 104) 
la Ein Siisswasser-Schwamm 

(Spogilla sp.) 
Pelogonus formosanus n.sp. (p. 103) 
. Anisops Kuroiwae n. sp (p. 109) 
Anisops niveus F. (p. 110) 
Macrocorisa okinawensis n. sp. (p. 111) 
Corixa sachalinensis n. sp. (p. 112) 


Corixa Ishidae n. sp. (p. 113) 


ONO fwh 


. Micronecta formosana n. sp. (p. 114) 
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UEBERSICHT DER WASSER-HEMIPTEREN 
VON JAPAN ‘UND FORMOSA. 
VON PROF. Ss. MATSUMURA, Rigakuhaleushi, F.E.S JAP. 
. Rec. 16th. July, 1915 
Seit ich in “The Journal of the Sapporo Agricultural College”, 

vol.. II, part 2, p. 53-66 (1905) “Die Wasser-Hemipteren Japans’ 
veröffentlicht habe, sammelte ich bis jetzt ziemlich zahlreiches 
Material aus, verschiedenen Inselu Japans und Formosas-und in 
dieser Gelegenheit möchte ich sie veroffentlich machen. 


Fam. Galgulidae 
Subf. Pelogoninae 
Genus Pelogonus. Latr. (Ochterus Larr.), 
1. Pelogonus flavomarginatus Scorv. 

Pelogonus flavomarginatus Scott, Ann. Mag. N. H. (4), 14, p. 
446, (1874); Stal, Enum, Hem. 5, p. 137; Matsumura, 
fame syst, Et “p .1332-(1907); „Lhous, Ins. Jap., Addit. 
we tp. 200, pi, XI fie “1h (191%) >, Esaki, Ent, Mag., 
Kyoto, vol. I, p 69 (1915 ) 

Fundorte — Honshu, Kiushu (nicht häufig). 

2. Pelogonus formosanus n. sp. (Pl. III, fig. 2). 

Der Form und Färbung nach P. flavomarginatus ScoTT. 
"sehr ähnlich, weicht aber in den folgenden Punkten ab: 
ı. Körper viel kleiner. 
2. Fronotum sehr fein undeutlich punktiert, nur am Hinter- 
_ rande auf dem gelblichen Flecken deutlich. Scutellum auch sehr 
undeutlich punktiert. Brust und Pleurae auch viel feiner und 
. spärlich punktiert. 
| 3. Hemelytren am Vorderrande in einer Langsreihe mit 
drei gelblichen Fleckchen, von denen das ausserste am grössten. 

4. Beine weissgelblich, Tibien an den Spitzen und Tarsen-= 
glieder je an der spitze dunkel, 

Länge = 7 2 42 mm. 

Fundort - Formosa (Kagi, Koshun) ; 3 (2,7, 12) 


104 hh DH BR £12 24 2 FR 


Examplare gesammelt vom Verfasser. 
Fam. Naucoridae. 
Subf. Aphelochirinae, 
Genus Aphelochirus West. 
1. Aphelochirus Nawae Mars. 
Aphelochirus Nawae Mats. , Jour. Sapporo Agric. Coll. vol. Ih 
P..56,:t, 1 fig, 2, et 2,,(1905),;, Jap.. Syst. Ent, vyokb mp 
132, (1907); Thous. Ins. Jap. Addit., p. 95, pl. XI, fig, 
5 (1913); Esaki, Ent. Mag., Kyoto, on も Pp. 79 Garay 
Fundorte — Honshu Kiushu (nicht häufig). 
2. Aphelochirus vittatus Mars. 
Aphelochirus vittatus Mats., Jour. Sapporo Agric, Coll., vol. II 
p..57, t. 1, fig.. 4 et 5 (1905); Jap. Syst. Ent, wales 
132, fig. 146 (1907); Esaki, Ent. Mag., Kyoto, vol. 2. fx 
7ı (1915). 
Fundorte - Honshu, Kiushu (häufig). 
var. Shirakii Mars. 
Aphelochirus Shirakii Mats., Jour. Sapporo Agric, Coll, vol. II, 
P-..58, t. L fig. 3 (1905);-, Jap. Syst. Ent vol 
fig. 147 (1907) ; we Ent. Mag., Kyoto, ‘ton , = 72 
(1915) 
Fundorte ~ Honshu, Kiushu (nicht häufig). 
3. Aphelochirus Kawamurae n. sp. (Pl, III, figs. 1, 1a). 
gf Der Färbung nach A, yitiatus Mats. var. shirakii Mats. 
ähnlich, aber viel Kleiner. Körper dunkel braun, mit sehr fein- 
en sparlichen gelbbraunlichen Härchen versehen. Kopf blass- 
gelblich, kahl, grob punktiert, am Vorderrande und am Innen- ~ 
rande des Auges dunkel braun ; fast zweimal so lang wie breit, 
Labrum dunkel grau, Rostrum gelblich, Antennen schmutzig 
gelb, an der Spitze gelb. Pronotum trapezoidal, viel schmäler als 
bei shirakii, etwa dreimal so breit wie lang in der Mitte, an 
den Hinterwinkeln stumpf abgeschnitten, am Hinterrande | 
querrunzelig. Scutellum an der spitze einwenig ausgedehut gelbli- 
ch. Hemelytren oval, in der Mitte am breitesten, an den Hinter- 


winkeln des dritten, ‘vierten, fünften und sechsten ‘Segmente 
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mit je einem scharfen nash hinten zu gerichteten, gelb zugesp- 

izten Dörnchen . Genitalsegment von oben nicht sichtbar , oval, 

an der Spitze blassgelblich. Beine blassgelblich, Coxen, die 

Mittelschenkel , die Spitzen ausgenommen , dunkel. 
Länge—7mm.; Breite des Abdomen 4. 5 mm. 
Fundort—Biwako-See in der Prov. Omi. 

Die Aphelochirus-Arten leben meistens im kleinen 
sandigen oder kiesigen Flussboden und bis jezt habe ich Keine 
aus dem See oder Teiche gesehen. Diese interessante Art 
wurde. zuerst von Herrn Tamiji Kawamura, Zoolog am Labor- 
atorium von Biwako-See Versuchstation gefunden und mir 
freundlichst zum Studium geschenkt. Sie lebt in einer Höhle 
von einem Siisswasser-Schwamm (Spongilla sp. ?). wahrschein- 
ch in einer Symbiose . , 

Subf. Naucorinae . 
iGeuns Naucoris FABR. (Ilyocoris Star). 
1, .Naucoris exclamationis Scott. 

Naucoris exclamationis Scott, Ann.Mag.N.H.(4), 14,P. 449 
(1874); Mats.,. Jap . Syst) Ent; volioly や 。 139 , fig „145 
(907) 5°Thous} Ins .: Jap!/) Addit ., vol’) Ej pugs Xf, fig. 

| 4 (1913); Esaki, Ent. Mag., Kyoto,. vol. I,p. 77 (1915). 

Fundort—Honshu (käufie)). 

‘Fam. Belostomidae . 
Genus Belostoma Larr. (Lethocerus Mayr ., 
: は Amorgius Star). 
1, Belostoma indicum Lrr. et Serv. 
Belostoma indicum -Lep. et Serv., Encylc. Meth. X, p. 272 

(1775); Amy. et Serv., Hem. p.'429(1843) ; Mayr. Verh. 

z-b. Ges. Wien, XXI, p. 426 (1871); Green (Amorgius), 

Entomologist , XXXIV,p. rr3 (190r) ;-Mats. , Thous. Ins, 

Jap., Addit!, vol. I, p.‘92,-pl. XI, fig r (1913). 

“ Fundorte—Formosa; Ost-Ind., Java, Sumatra, Philippinen, 
und Malai. 
Genus Kirkardyia Mont. 
1... Kirkardyia Deyrollei Vurrr . 


108 Rt DH Bw FEE AER 
Belostoma Deyrollei Vuill., Ann. S. FE. France, p. ı4r,t.], 
fig. 5 (1864); Mayr., Belost. p. 423 et 425 (1863-71); 
Mats., Jap. Syst. Ent., vol. I. 129. fig. 143 (1907); 
Thous. Ins. Jap. vol. I, p. 176 pl. XIV, fig. 1 (1904) ; 

Esaki, Ent. Mag., kyoto, vol. 1, p. 78 (1915). 
Fundorte—Honshu, Kiushu , Shikoku, Formosa (Kiirun) ; China. 
Genus Sphaerodema Lap. (Diponychus Am. Serv. ; 

Nervinops Dur.; Appasus Am. Srv .) 
1, '@phasredenia japonicum VuILL. 

Appasus japonicus Vuill., Ann. S. E. France, p. 1417, t. 1, 
fig. en Mats., Thous Ins. Jap., vol. I, p. 180, pl. XIV, 
fig. 2 (1904); Jap. Syst. Ent. vol. 1, p.130,fig. 144 
(1907); Esaki, Ent. Mag . Kyoto, vol. I, p. 8o (1915). 

Appasus lewisi GE Ann. Mag. N.icH. p. 450 £1874); 
Mats . 、 Jour. ..SappioaAgtic IdGell., vol., Il, pt. If) pegs 
(1905); Oschamin verz . Palaeark. Hem. p. 965 ( 1909 ); 
Esaki, Ent., Mag ., Kyoto, vol. 1, p. 81 (2945). 

Fuudorte—Hokkaido , Honshu, Shikoku, Kiushu 

nP. Sphaerodema rusticum F . 

Repa rustica Fabr., Syst. Rhyn. p. 106 (1803); Diplonychus 
id. Mayr., Verh. z-b.)Ges. Wies, p. 436 et 438 (1871); 
Sphaerodema id. Dist,, Fn. Brit. Ind vol. Ill, p. 36, fig. 23 
(1906); Mats., Thous. ‚Ins. Jap. , Addit., vol., 1, p. 
94, pl. XI, fig. 3 (1913). 

Fundorte - Formosa, Okinawa ; China, Philippinen, Java, Mal 
acca, Ost-Ind. 

Fam. Nepidae. 
Genus Laccotrephes STAr . 
3 Laccotrephes ruber L. 

Nepa ruber L., Mus. Lud. Ulr. p. 165 (1764). 

Nepa grossa F., Ent. Syst., p. 137 (1794). | 

Nepa flavovenosa Dohrn, Stett. Zeit., p. 409 (1860); Ferr., 
Nep. 184. 

Laccotrephes japonensis Scott, Ann. ate N.H. (4) p. 450 
(1874); Mats., Thons., Ins, Jap. vol. I. p> 180, pl. XIV, 


I 
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fig. 3 (1904). | 

Laccotrephes flavovenosa Dist., Ann. Mag, N. H.(14). p. 63 
(2964); Mats!? Jap. Syst Ent = vol.t,.B. <a839 fig. 142 
(1907) ; Esaki . Ent. Mag ., Kyoto, vol .I, p.76 (1915). 

Laccotrephes eusoma Kohlii, dentata, Ferrari, Ann. Hofmus. 
Wien ., III, pp. 179, 180 & 183 (1888). 

Fundorte—Honshu, Kiushu, Shikoku, Formosa, Okinawa; 
China, Burma, Ost-Ind. 

Genus Ranatra Fasr. 

本 Ranatra chinensis Mayr. 

Ranatra chinensis Mayr., Verh. z-b. Ges. Wien., p. 446 1865); 

| Novara, Hem. p. 191, fig. 59 (1866); Dist. »#ähn. Brit. 
Ind., IE; p. 21 sei. et Mont., Potampldvict «er 
51 (1901); Mont., Bull.Soc. Sci. Bucarest, XII, p. 102, 
(1903) ; Mats., Thous.Ins., Jap., vol. I, p. 181, pl. XIV, 
fie 1904); Jap Ent. cSystife vol) dpiporesytfic . rar 
(1907); Esaki, Ent. Mag., Kyoto, vol. I, p. 73 (1915°. 

Ranatra valida Bta Hem. Fabr . I, p. 136 (1868). 

Ranatra pallidenotata Scott, Ann. Mag. N. H. (4), p. 451 
(1874); Mats., Jour. Sapp. Agric. Coll., vol. II, pt. 2, p. 


54 (1905). 
Fundorte—Honshu , Kiushu, Formosa; China. 
2. Ranatra sordidula JDogRX . 


Ranatra sordidula Dohrn, Stett. Ent. Zeit. p. 409 (1860); Dist. 
Ann. Mag. N. H., (14), p. 66 (1904); Faun. Br. Ind . 
vol. III, p. 22 (1904). 

Ranatra unicolor Scott, Ann. Mag. N. H. (4), p. 452, (1874; 

Mats ., Jour. Sapp. Agric. Coll., vol. II, pt. 2, p 54 (1905), 

aE tim brachyura Horv., Termés. Füzet, Budapest, p. ro 

(1879); Uhler, Proc. Nat. Mus,, U. S. A., p. 274 (1896); 

Mats., Thous: Ins. Jap., vol I, p. 182, pl. XIV, fig. 5 

(1904); Jap. Syst..vEnt.) vol.) I, p. 128°(1907); Esaki, 
Ent. Mag., Kyoto, vol. I, p. 74 (1915). 

Fundorte—Honshu, Shikoku, Kiushu, Okinawa; China, Siam, 


Ost-Ind. 
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Ranatra maculipes Mars. 

Ranatra maculipes Mats., Thous. Ins. Jap., Addit, vol. lI, 
p.203, ph XLiiie.. 2, rore)s 

Fundort—Formosa (‚Koshun ); 2 Exemplare gesammelt vom 
Verfasser . 

. Fam. Notonectidae. 
Subf. Pleinae, 
Genus Plea Leacu. (Ploa Stern), 
Plea japonica Horv. 

Plea japonica Horv. Ann. Mus. N... Hung, 2, p 594 (1904); 
Mats., Vhous. Ins,’ Jap., I, p. 183, pl. XIV, fig. .12 
(1904) ; Jap. Syst.  Ent., vol. I, p. 125 !r9o7) Thous. Ins. 
Jap., Addit.., vol. I, p. ıor) (1913); Esaki, Ent, Mag., 
Kyoto, vol. I, p..28 (1915). | 

Plea formosana Esaki, Ent. Mag., Kyoto,'vol. I, p. 29, pl I, 
fig. :cı, c2 (1915). | 

Herr --T., Esaki hat P. formosana mit. P. japonica vergleicht 

und als, die Verschieds punkte erwähut er wie folgt; 

1. Body much, smaller , pitchy-brown. 
2, Head yellow with a small piceous spot on base and on 
Vertex’, 

3. ocutellum, yellow. 

Die Färbung und Zeichnung der Plea-Arten ist gar Kein 
wichtiger Charakter , und sonderbarweise hat er nicht eingehend 
die Punktierung der Körper crwahut . Ich habe ziemlich zahlre- 
iche Exemplare aus Formosa (Taihoku:und Ako), gesammelt 
von.Herrn T. Sonami und vom Verfasser . Die Farbung und 
Zeichnung veranderlich , zwar Schwankt von blassgelblich bis zu 
gelbbräunlich. Er besitzt ınur einen Exemplar aus Taihoku, 
gesammelt von Herrn T. Sonami, wahrscheinlich wäre es ein 
dunklerer Exemplar gewesen und Ich finde gar Kein Differenz 
zwischen der japontex und formosana. 

Fundorte—Honshu 。 Kiushu , Formosa. 

Plea indistinguenda Mars. | 

Plea indistinguenda Mats, Jour. Sapp. Agric...Coll.) Vol. II, 
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ty. Ts pri so,yt-tibrafigeds (2905dsnJ@Pyocovat int vol. 
I, p.125, fig. 138 (1907); Esaki, Ent..Mag., Kyoto, vol. 
I, ps. 29 (1915) 
Fundort—Honshu . 
Subf. Notonectinae . 
Genus Anisops SPiN. 

4: Anisops scutellaris H. S. 

o.Anisops scutellalis Fl.ı Schaeff., Wanz.I,.9,.p. 41, fig. 906) 
Uhl ., Proc .. Nat., Mus ..U. S. A.» p.275 (1896); Mats, 
Thous. Ins. Jap., vol... 1 paso) Bh STV ifigey7 (1904); 
Esaki ,, Ent. Mag, Kyoto, vol. I, ph. 1) D。 3 (9r5) 

‘Fundorte—Honshu, Kiushu ; China, Ost-Ind. 

var. ogasawarensis n. 

. Anisops- niveus, Mats..(nec. Fabr.), Trans. Sapp. Nat . Hist. 
jisoc, vol. I, pt.1, p. 28 (1905—1906). 
Von der Stamm-Form weicht sie wie folgends ab: 
Körper. deutlich heller, Scutellum ohne Zeichnung, Abdomen 
oben meistens heller, stellenweise an der Spitze. dunkel. 
)Fundort—Bonin-Insel (Ogasawarajima); zahlreiche Exemplare 
gesammelt vom Verfasser . | 
2. Anisops Kuroiwae n. sp. (pl. IL, fig. 3). 

Anisops niveus Mats. (nec: Fabr.) 、Trans 。 Sapp 。 Nat . Hist. 
Soc ., Vol . 1 pt. I, py 28 (2905-4906)5 届 sakxarEyat Mag., 
Kyeto,.val: Ll. pt... pris 4995} 

Der Form nach A. scutellaris H.S. sebr ähunlich , unterscheidet 
sich aber wie folgends: 
ı.. Körper viel schmaler und deutlich kleiner. 
2. Beim /! Frons mit, einer breit konischen Vorragung , wel- 
che aber nicht so lang wie bei. A. sardea. H. S.; beim 
2 Frons oft mit einem X-förmigen schwarzen Zeichnung. 
3., ご Cutellum ohne Zeichnung , an der Spitze heller, 
4. Abdomen meistens nur an der Spitze dunkel. 
Lange—6 —6. 5 mm. 
Fundorte—Okinawa (Naha, Yayeyama), Formosa ; (Koshun, 
Ako, Kanshirei, Tainan, Taichu, ‘aihoku) ; zahlreiche Exem- 
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plare in meiner Sammlung , gesammelt von Herrn. K. Kuroiwa 

und vom. Verfasser . 

Der konischen Vorragung des Frons (7) nach ähnelt sie sich 
auch der indischen Art A. fieberi Kirk ., aber bei meiner Art 
ist deutlich grösser . 

Anisops niveus F. (Pl. III, fig. 4). 

Notonecta nivea Fabricius, Syst. Ent. p. 690 (1775). 

Anisops niveus Kirk., Ann. Soc. Ent. Fr., p. 105 (1899); 
Wien). (Ent. Zeit. p. 118 (1904); Dist 。 Fn. Brit. Ind., 
vol. III, p. 46 (1906). 

Notonecta ciliata F., Ent. Syst. Suppl. p. 524 (1798). 

Anisops hyalinus Fieb., Abh. Böhm. Ges. Wiss. (5) VII, p. 
482 (1851). “ 

Anisops ciliatus Stal, Vet.-Ak . Handl. VII, p, 137 (1868). 

Anisops pellucens Gerst., Von der Decken’s Reise, III, 2, p. 
424 (1873). 

Anisops scutellaris de Carl., Ann. Mus. Civ. Gen. XXXV, 
p. 123 (1895) 

Fundorte—Okinawa , Formosa; China, Malai, Burma, Ost-Ind., 
Afrika. 

Genus Enithares Spin. 
(Bothronotus Fins, Enithara Siev.). 

‘ Enithares formosana Mars. 

Enithares formosana Mats., Thous. Ins. Jap., Addit. vol. . 1 
Denen BEAT (1913); Esaki, Ent. Mag., Kyoto, 
vol. dinpticls pnw3 2 ons 

Fundort—Formosa ( Taihoku, Taichu, Koshun); zahlreiche 
Exemplare in meiner Sammlung. 

Genus Notonecta L. 
Notonecta triguttata MoTscHUuLskY. 

Notonecta triguttata Motsch., Etud. Ent. X, p. 24 (1861); 
Kirk ., Trans. Ent. Soc. Lond. pp. 400 et 417 (1897); Mats. 
Thous. Ins. Jap., vol. I, p. 182,-pl. XIV, fig. 6 (1904); 
Jour’. ‘Sapp. Agric . Coll‘, vol I, p. 55 (1905); Jap. Syst. 
Ent., vol. I, p. 126, fig. 139 (1907); Esaki, Ent. Mag „ 
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Kyoto, vol. I, p. 33 (1915). 
Fundorte—Hokkaido, Honshu, Shikoku, Kiushu; China. 
2. Notonecta bivittata Mars. 
Notonecta bivittata Mats., Jour. Sapp. Agric. Coll., vol. I, 
pt. II, pp. 55 et 59 (1905); Jap. Syst. Ent., vol. I, p. 127, 
fig. 140 (1907); Thous. Ins. Jap., Addit.) vol. I, p. 96, 
pl. XI, fig 6 (1913); Esaki, Ent. Mag., Kyoto, vol. I, 
pt. I D・ 34 (1915). 
Fundort—Okinawa . 
Fam Corixidae. 
Genus Macrocorisa Txoms . 
(Macrocorixa Wuitr). 
1. Macrocorisa okinawensis n. sp. (Pl. II, fig. 5). 

Hell bräunlichgelb , oblong . Kopf blassgelblich , Scheitel etwa 
so breit wie das Auge am Hinterrande, Frons in der Mitte 
oft mit zahlreichen braunlichen Punktehen besiet, am Hinter- 
rande in der Mitte mit einem länglichen , bräunlichen Fleckchen. 
Pronotum nicht rastriert , undeutlich seicht punktiert, mit sehr 
feinen bräunlichen Härchen, an den Seiten mit je einem unde- 
utlichen blassgelblichen Schragsflecke . Scutellum blassgelblich. 
Hemelytren gerade wie das Pronotum punktiert und behaart, 
ohne Zeichnung , zusammen etwa zweimal so lang wie breit an 
der Wurzel. Unterseite und Beine gelblich . Abdominal-Rüchen 
an der Basalhälfte dunkel, 

Lange—7 mm.; Breite 3mm. 

Fundorte-—Okinawa (Miyakojima); Formosa (Koshun, Taichu, 
.Taihoku); gesammelt in zahlreichen Exemplaren von Herrn 
K, Kuroiwa und dem Verfasser. 

Genus Corixa GEOFFR. 
(Corisa Pur. ; Basileocorixa Kırk. ; Arctocorisa WArK.) 
1. Corixa Distanti Kırk. 
Corixa Distanti Kirk., Entomologist, p. 32 (1899); Mats., 
Journ. Sapp.. Agric. Coll., vol. II, pt. II, p. 55 (1905) ; Thous. 
Ins. Jap., Addit), vol. I, p10; ph. XI, fig. 12 (1913). 
’ Fundorte—-Hokkaido , Honshu (Aomori); ein grösste Art in 
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Japan . 
2. Corixa Miyakei Mars. 
Corixa Miyakei Mats., Journ. Sapp. Agric. Coll.,'vol., II, pt. 
II, p. 64 (1905). 
Fundort—Honshu (Tokyo); eine seltene Art! 
3. Corixa hokkensis Mars. 
Corxa hokkensis Mats., Journ. Sapp. Agric. Coll. vol. II, pt. 
p64 (1008). | 
Fundort—Honshu (Harima); auch eine seltene Art!» 
4. Corixa substriata Unt. 
Corisa substriata Uhler, Proc: Nat. Mus., U.S. A., 19, p. 
275 (1896). 
Corixa substriata Mats .。 Thous. Ins. Jap., vol. I, p. 184, pl. 
XIV, fig. 8 (1904); Jap. Syst. Ent. vol. I, p. 124, fig. 
136 (1907); Dist, Fn. Br „Ind., vol... V, p. 340) [rgro). 
Fundorte—Sachaline, Hokkaido, Honshu, Hachijo , Shikoku, 
Kiushu , Formosa; Ost-Tnd . 
5. Corixa nigroventralis Mars. 
Corixa nigroventralis Mats,., Jour. Sapp. Agric. Coll., vol. 
pt Lt p)bo,o Mat led dig copes): 
Fundort—Hokkaido . 
6. Corixa takasagoensis Marts . | 
Corixa takasagoensis Mats., Journ. Sapp. Agric. Coll., vol. 
11, pt: dlp. 60. Taf. 'T, figotaebagogye | 
Fundort—Honshu (Takasago). 
7. Corixa toyohirae Mars. 3 
Corixa toyohirae Mats., Journ. Sapp. Agric. Coll., vol. II, 
pti dl) per Tat . Tp figetire/ (mob)! 
Fundort—Hokkaido . 


8. Corixa parvula Mars. 
Corixa parvula Mats., Journ. Sapp. Agric. Coll. vol. II, p. 62 
(1905). 
Fundort—Honshu . 
9. Corixa sachalinensis n. sp. (Pl. III, fig. 6). 


Körper schmal und lang ; gelblich, durch die zahlreichen 
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dunklen Querstreifen dunkel aussicht. Kopf schmutziggelb , 
Scheitel in der Mitte mit zwei Längsreihen der feinen Punkten, 
am Innenrande des Auges auch fein punktiert; Untergesicht 
in der Mitte mit langen weisslichen Härchen, Clypeus an 
"der Spitze dunkel braun. Pronotum fein rastriert, mit etwa 
ro dunklen; Querbinden , der Mittelkiel über die Mitte des Pro- 
notum erreicht. Scutellum (Mesonotum) dunkel. Elytren zus- 
aj ammen etwa dreimal so lang wie breit an der Basis, Clavus mit 
etwa 17 und Corium mit etwa 27 oft aneinander sich anastom- 
osierten dunklen Querbinden, Membran mit unregelmassigen 
dunklen Binden und Fleckchen. Unterseite dunkel braun, 
Connexivum und die Segment rander blassgelblich , Genital 
platten gelblich, in der Mitte oft mit je einem dunklen Langs- 
| fleske 」 letztes Bauchsegment mit "zahlreichen: Bblassgefblichen 
"Härchen besetzt. Beine gelblich, Hintertibien je am Eude bei- 
» © derscits dunkel gerandet . 
| Länge——7 8 mm. ; Breite 2. 5 mm. 
‘Fundort—Sachalien (Shikka . Ikusagawa, Toyohata) ; 
5 Exemplare gesammelt von Herren Z. Adachi und S: Isshiki. 


10. Corixa Ishidae n. sp. (Pl. I, fig. 7). 

Der Form nach (C. 'substr ‘tote Uhl. sehr ähnlich ‚weicht aber 

wie folgends ab: 

ı. Körper etwas grösser und heller in der Färbung. 

2. ‚Scheitel’deutlich. länger und mehr vorragend, am Hin- 
terrande nicht bräunlich gerandet, Untergesicht an den 
Seiten grober punktiert . | 

» 3. Pronotum blassgelblich, mit .8 deutlichen. schmäleren, 
schwarzen Querbinden . 

4. ,Elytren deutlich schmäler ‘bandiert und reticulicrt . 

5. . Unterseite und Beine:heller . 

Lange—5.5 mm,, Breite 2mm. 

Fundort—Formosa (Toyen) ;) gesammelt in einem Exemplare 

von Herrn M. Ishida. 
Ll.  Corixa maikoensis n. sp. 
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Der Form nach C. Ishidae Mats, sehr ähnlich , unterscheidet 
sich aber wie folgt: 

1. Scheitel kürzer, am Hinterrande braunlich . 

2. Pronotum mit 7 schmaleren dunklen Querbinden, von 

denen der erstere kurz und in der Mitte unterbrochen . 
3. Binden und Reticulation der Elytren schmäler und heller, 
nur 2 Querbinden des Clavus an der Basis deutlich, 
während bei Ishidae oder substriata mindestens 4 の uer- 
binden deutlich ist. 
Lange— 5—5. 5 mm.; Breite 2 mm. 
Fundort—Honshu (Maiko , Takasago in der Prov. Harima); 2 
Exemplare gesammelt vom Verfasser . 
12. Corixa formosana n. sp. 

Schmutziggelb. Scheitel etwas länger als die Breite zwis- 
chen den Augen, nahe dem Augenwinkel jederseits mit einem 
bräunlichen Punktchen versehen . Pronotum Kurz, mit 6 oft sich 
aneinander berübrenden, schmalen, schwarzen Querbinden. 
Elytren gerade wie bei C. matkoe sis gefleckt und reticuliert. 

'Länge—4 mm., Breite ı. 5 mm. 

Fundort—Formosa ( Toyen); 1 Exemplar "gesammelt von 
Herrn M. Ishida. Eine kleinste Art in Japan und Formosa! 

Genus Micronecta KırkALdy. 
1. Micronecta sedula HoRyArg . > 
Micronecta sedula Horvath, Ann. Mus. Nat. Hung. 3, p 
423 (2905); Mats . Jap. Syst .. Ent. voli. .rop. ı24, fig. 
137, (1907). 
Micronecta quadrivittata Mats., Journ, Sapp. Agric. Coll. 
vol. dioptudI, p. be: (1905): ‘ 

Fundort—Honshu (nicht selten). 

2. Micronecta guttata Mars. | 
Micronecta guttata Mats., Jonrn. Sapp. Agric. Coll., vol. II, 
pt: TI, p. 63 (1905). | 

Fundorte—Honshu , Kiushu (selten). 

3. Micronecta formosana n. sp. (p. I, ig. 8). 
Oliven braun. Kopf gelb, am Hinterrande mit einem brann- 
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lichen Fleckchen ; scheitel etwas kürzer als die Breite zwis- 
chen den Augen, jederseits nahe dem Auge mit einer undeut- 
lichen schmalen Längsfurche ; Clypeus an der Spitze dunkel- 
braun. 

Pronotum ein wenig kürzer als der scheitel, glatt. Scutellum 
auch glatt, etwas heller als bei Pronotum . Hemelytren kahl, 
glänzend, zusammen etwa zweimal so lang wie breit an der 
Basis, Corium mit 3 sehr undeutlichen dunklen Längslinien , 
die Basalhafte des Vorderrandes weisslichgrau, mit einem 
braunlichen Langsflecke , Membran weisslichgrau. Unterseite 
und Beine blassgelblich . 

Lange—3mm.; Breite ı mm. 

Fundort—Formosa (Tainan); 4 Exemplare gesammelt vom 
Verfasser . | 

Der Form und Färbung nach °, minthe Dist . aus Ost-Indien 
sehr ähnlich, aber bei meiner Art fehlt drei dunkel Langsflecke 
im Vorderrande und dunkelen Striche der Hintertarsen . 

4. Micronecta pillosella n. sp. 

Hell bräunlichgelb. Kopf viel kürzer als zwischen den Augen 
breit, am Hinterrande in der Mitte Kaum verbraunt : Clypeus 
an der Spitze bräunlich. Pronotum deutlich länger als der 
Scheitel, am äussersten Hinterrande bräunlich gerandet . 
Elytren etwa zweimal so lang wie breit an der Basis, sehr 
fein spärlich punktiert , Clavus sehr kurz und Corium ziemlich 
lang anliegend grau behaart, am vorderrande drei sich fast 
gleich von einander entfernte Längsstriche, Corium mit sehr 
undeutlichen dunklen Langslinien . Unterseite und Beine schm- 
utziggelb, Bauch sebr kurz dicht graulich behaart. 

Lange—3mm.; Breite 1mm. 

Fundort—Formosa (Tainan); 2 Exemplare gesammelt von 
Herrn M. Ishida. 

Der Färbung nach UJ. haliploides Horv. aus Ceylon etwas 
ähnlich . 
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AF ERO GES 
oF 
Galgulidae, 


Pelogoninae, 


J. Pelogonus flavomarginatus Scott, 


PE 。 formosanus n. sp. 


Naucoridae, 


Aphelochirinae, 


Aphelochirus Nawae Mats, 

NG vittatus Mats, 

var. Shirakii Mats. 

※ 5。 Ax 
| Naucorinae, 

6. Naucoris exelamationis Scoit, 


Belostomidae, 


Belostoma indicum Lep. et Sery. 


 Kirkaldyja Deyrollei Vuill. 

i Sphacropeme japonicum Vuill, 
108 08, _rusticum F. 
| Nepidae. 


alk oe Laceotrephes, ruber L, 


al2 -Ranate chinensis Mayr, 
| 13. R. sordidula Dohrn, 
14, PB ’ maculipes Mats, 
上 3 Notoneetidae 
6 Pleinae 


15. 、. Plea japonica Hory. 
ic. Se 


indistinguenda Mats. 


„‚Notoneetinae - 


17. Anttobe er Marie H. 8, 
var. ogasawarensis n, 
EN .d8. ee 
WO) N: 


Kuroiwae n. sp. 


niveus F, 


ET SB IRE FID HA Be 


Kawamurae n. sp. 


(A. 四 國 . An.) 


= 


(2 =F UT FORM 


FE zi sh BY} 
FB Ik es rt 
CAM) 2 BPAY 
(x) タオ ワン メ ミ ジム シー 
Er ; 
eur 


CAIN. 九州 ) 
CA. Zul) 
(本 州 ) SHE 
(AND 
BF" 5B 
ORD コパ バン ラジ ジジ 
u, 
BEE) . タ イア ンタ ガメ 
(AN. DR. AN. EEE) タタ ガメ 
(北海 道 ・ 本州. DE AMD 2ztuay 
Hit 28) FENFBFLLY 
SLIRSENT | “a 
タオ ュ タチ 
(北海 道 AN. DUB AND, ミミ ヅカ マキ リ 
CAM. ME. 九州 . 沖縄 ) と ヌメ ミ ダ み マキ 3 
(Ei) マダ ラ , ア シミ ヅカ で まり 
SETS 
Elz S85 FY 
AM. AUN. BSB) 
(本 州 ) E メ ャ ルミ メジ vant 
ver [ 
(本 州 ・ 九州 ) ュ マ ツモ ふ ym 
CREE) BE 
GAB S78) 
HE S78) 


LFF RR 7a. 7 
LTAFFRTZAY 


カ ハ ム ラナ ベ ブ タ ょ ムシ 


クロ イハ コマ ツモ ムジ 
オキ ナハ ラコ マジ で SI 
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20.. Enithares formosana Mats. 329) タゴ イツ ンマ ツモ ムジ 


21。 Notonecta triguttata Motseh. (北海 道 . 本 州 ・ 四 國 . 九州 ) マウ モ ム シ 
Boe N: bivittata Mats. (沖縄 ) オキ ナハ マツ モモ ムジ 
Corixidae. Wk BRAT 
* 23. Maerocorisa okinawensis n. sp. (沖縄 . EEE ヤミ ヅ ュ ムシ 
24. Oorixa Distanti Kirk, ( 北 混 道 本州 ) ミグ ムジ シ 
2.076 Miyakei Mats, (本 州 ) ミヤ クミ グダグダ ム ジ 
263 gic. hokkensis Mats, (本 州 ) ポ ボツ ウケ クミ ヅ ム メ ムジ 
27, C, substriata Uhler. (HEHE. AM. UBL. Ju Ah: BBD 2s yay 
el, nigroventralis Mats. (北海 道 ) EIER TEN 
my. Ge takasagoensis Mats. CAD グズ カサ デュ コミ マグ スシ 
30H. AT, toyohirae Mats, (北海 道 ) Pay プ ヨコ ペグ スペ" グ 
3. CO. parvula Mats. (本 州 ) モメ コミ グ ム シ ジ シ 
a) 32. © sachalinensis n, sp. (樺太 ) カラ フト ュ ミ ヴ グ ュ ムシ 
* 33. で. Ishidae n. sp. CS) ィ シ ダ ュ ミ ヴ ムシ 
* 3 0. majkoensis n. sp. (本 州 ) マオ ココ ュ ミ ヴ ュ ムシ 
ee 37 GC, formosana n. sp. (北海) タイ ヤン シン ラミ ヅ ゲ ム ジマ 
36。 Mieronecta sedula Horv, (RM) Frivay 
37. M. guttata Mats, AM. AM) 2 FETIP AY 
* 38. M. formosana n, sp. 2.) タオ アン チビ ミ ヅ ムジ 
* 39. ML. pillosella n. sp, (2%) タオ アン ケチ ナビ ミ ジム シ 


以上 の 内 * を 附 し た る 十 種 は 新種 な れ ば , 極め て 簡 澤 に 其 特 徴 を 
MSNL:, 
% Pelogonus formosanus n. sp. (pl. III, fig. 2). 
P. flavomarginatus Scott. に 酷似 すれ ざ も 其 異 な る 所 は 下 の 如 し 
I 骸 小 な る こ で , BR-AUE. 
2. BORIS SEM OPIS, ARBRORBEID 
ABDODAFRT, 
3. FAO WRI =O RED 0 T-ACHErG 2, 
+ Ble BID FR tin PH AW vd £8. 
FEMI — SEES (FASE, ER : 余 は 何れ も 河床 に て 捕獲 せる が 稀 
な る が 癌 し 。 


218 WER WE ee eS OR 


2. Aphelochirus Kawamurae n. sp. (pl. IIT fig. 1, ra). 
RB YL A: vittatus ‘Mats, var. Shirakii Mats. Wire S も 形 小 に し 
THS BO SBCEMLESL. WAKE LCE CRS MERO 
眼 の 内 側 は 黒色 , BKBOAMRE, Wind Amit kd 5 kite 
+. BEISZE, 幅 (腹部 ) 一 用 五 司 、 

EW EBEN 

PIB IE (Spongilla sp.) ORHLIRFFZIHNTEBT. 
EH TH LEANED, TALEO COUR THRE ( KOM 
KOE AMOS SELL HEL も の ヽ 如 し 。 SAWKBET SSO 
を 得 た る は 始め て な り 5。 Heike ORS LAIEN 
せら れ た だ たる も の な 5。 

3. “Anisops Kuroiwae n. sp. (pli IE fig. ye ss * 

A. scutellaris H. S. CET EZORNIESEIEEORKE 
52EDTA N= BH LIS Le HERZ. 

ER. =; Mild & Fe ; 

4. Macrocorisa okinawensis n. Spi (pl. II fig. s); 

BOOBs Tai HERT ERHALTEN OMA AS 
ALERT PRB LT ER CHO. BTRUU RT 5 
ER 短 か き LAT て Corixa 2 KURO eR \ 5 。 議長 
==. IE. | | dase 

medal, , Bs MIST, | % e 

5 . Corixa sachalinensis n. sp (pl. III, fig. 6). 

"Mo Corixa BE LTE RB NAB 易 に 必 別 し 得 さ し 。 

BE (TRHEUIE JARS BEES 2 ENDE one Bader 

2d) 前 胸 音 に は 十 條 の 路 色 帯 あり , BROS, Beatie 

MOLBRD >. BERSHZE-IILE ( 
産地 一 欄 太 (RE, EN, Bm) 

6.、, Coriza Ishidae n, sp, (pl. 1H, fig 7). 

"て substiata に 似 れ ざ SERRE, MERKEL, MIR 
W/EORBOS >. MRO, ICE. 
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ee PEED) 

7. Corixa maikoensis n. sp. 

Bite C. Ishidae に 酷似 すれ ざ も 頭 は 短 か が く , BR A, 前 
胸痛 に 七 個 の 黒 帯 あり て , 前 織 に ある も の は 短 か 〈 耳 中 央 に て 切断 
せら る 。 負 長 一 分 七尾 内 外 。 
産地 一 本 州 (舞子 , AM) 


8. Corixa formosana n Sp. 
AHNWTHORKdMSHMETDd. Fr. 後頭 に 近 〈 雨 側 に 褐色 
の 一 踊 あ り 。 前 胸 背 に は 六 條 の 黒 誤 あ わり て , HIHERTASOZS 
し 。 BRE-F=EE, ELLE. 
EM—-2# (桃園 
9. Micronecta formosana n. sp. (pl. III, fig. 8). 


YU REPROR AM, 鷺 刀 及び 毛 を 鉄 き , MIANERO FF 
- 部 は 淡色 に し て 其 中 央 に 購 色 の 一 riet LEN BER 
fO=HMED 5. BR-Zn 幅 三 
10. Micronecta Fehr, Ar SDR 
Rts, MARIA E ae ee 
MECKBONMNELSSBZSÄRHLENTALITLRRL MR-P 
ie = J 
EW (3) 
PIPL TE On Ss — PED db. 
a... scutellaris H. S. var, ogasawarensis n. 
原種 と 異な る 鹿 は 少し (小形 に し て 色 は 淡色 褐 紋 あ 有 する こる 
iC: si. Hate it 3. 
SE W— pS ey (父島 、 母島 ) 舌 な 5 ず 。 
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JAPANESE DRAGONFLIES OF THE SUBFAMILY 

. AESCHNIN AE. | 
BY K. OGUMA, Nogakushi, F. E. S. JAP. 

- Rec, 16th July 1915 

HA E> 4S By WE aE BL D tig We 
BEI 小熊 提 KEHABES@* 8 

= 科 Aeschnidae (HG WER}). (LAS ra + EAE (Aeschninae), #7 
ト ン ボ 亜 科 (Gomphinae) BX 7 = ¥ 2ER (Cordulegasterinae) の 
ZHRCHTNRASKÄCHENTATTABUHOE-OHLL 
CHM ae bIBOKT ORAS UTHG AAN ROBE 5。 AR 
WEIL A TLE OBR UCI Sit LORE UTHADE 
Was ICH eS AIK LOMB ENe62. 区 も フェ ヤム マ 
WAR AS CT BURL HEBT 6 HL EA TEE SO 
AI LU +4 +E Bi SEO MBO S 4 CKLBLRLT, BO 
VA THHB TORN DT II € RES -- KRELEDT 
EL SASK ( 多 れ を Brace vein ERA) BHBYUT7= rar 
科 を 三 別 す 可 し 。 本 邦 に 産 する 者 入 属 二 十 種 あり 。 


各局 の 検索 表 * | 
A 8 7ob) = ye eA Sn... en 
AA BEBZUELDOAZERT 
.B  ERRIRAB--72 d 
cual ta ea ee ee Boyeria. 
CE whet ig Le oe eR Jagoria. 
BB REMKUIRZXLNT 
C RBRÄRIETLERKEREDD, MiROr Hc HRS 
れ だ た る 室 に は 敷 列 の 小室 を 存 す 
D HB RES ARIS RL BIC ARBEIT, HOR 
Anax DERUANTEDd + certs …… Anaciaeschna. 


* 本 美 及 以 下 用 ふる 諸 術 諸 は 本 誌 前 距 に 出 で た る 靖 玲 科 の 検索 夷 に 用 ひたる 者 に 同じ 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE 121 


DD PKB (AN LAO RRO ATI} 


り 
SE BERNIE, その 第 十 腹 節 の 後 端 に 刺 
状 突 起 無 b; Er EEE BE Marna ded cat TBA DR Aeschna. 
EE BEBERNZEIIERA, SOB@BrEAORMCER 
Ss PE FEES AG ic en … Gynacantha. 


CC 。 RSARABARIA LIS LT ASAI CHEAT Ls 両 豚 間 に 拓 ま れ だ 
る 室 に は 唯一 列 ( 稀 に 二 列 ) の 小 守 を あ 存 す | 
D 前 次 に 於 ける 亜 前 続 豚 は 結節 を 超 へ て 延長 す ………… 


ーー…・ … Aeschnophlebia, 


DD DOA HE (= AE ARAKI SET IL EZ _…… Austroaeschna’ 
5 Anax LsAcg. 
Leach, Edinb, Encycl. IX 1815. | 
AS GS MERRIE RI BERKS eA MET RAIL EI HAO 
 KRnom Al HRI BAT HOF 
WEA ST. YLOAEHZYITEL BE I 5 3 ı Au 

LCG HEREIN GAVIA OBI, AFB Le NT 
SEIEN. 

1. Anax en Smrys 
ぎん や ん ま 

ee Bull. Acad. belge , 1839. 

AFUE T 4H XS UT i GM Anax parthenope race 
Julius; Brauer 12 4 BRURNGS, HELCEL (DIR PU TR 
( (2) FEVER APE ( (3) ED BEEK TS Am EBEN 
Md JAMS TI IBLO MIRE OUTED 5) (4) WMO REA 
Oats oF \- AERTS SEPSIS LD BAD GS. AA, Be, SeHh: 
ベン ガル 地方 に 分 布 せ り 。 

2. Anax nigrofasciatus n. sp. 
《 ろ す ぢ ぎん や ん ま 
形 伏 ぎん や ん ま に 似 た だ る も 丈 の 諸点 を 以 て 明暗 に 全 別 すべ し 。 
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— 


ェ . SRI LUTZ Be ie ood b MORK S Acsch- 

a に 於 て 見 る が 加 し 。 

2. 胸部 は 鮮 か な る 草 色 を 呈し 各 側 に 二 條 の 墨 條 ゎ 5 TRAIL 
USOT HE) HORE IRD EFT TE ER AT, 

3: az en (A UBL OJER REM O kD TREE 
< a 

4. [SERAPH OFA MO BERENS ORE SL, Be 
PCV CHA GS. 

“5. HED _EPN SE PIDBEIOIR |, Em ID SI RS=ABERLT 
EL. 
6 MEO MT RS RENE & 7S LIOR S At S46 IE 

し ( 司 曲 せり 5。 

YEO BECK > RAIL ATES RARINGO BMC RTL eas 
( LOPAOMBOMVE SHAY TRE ER ONE AREA 
ふる 事 に 決 せ り 5。 

抑 も 本 種 が 初め て 世に 紹介 せら 5 れ だ た る は 可 な り 古 き 事 に し て 巨 に 
UELOMSR MAR ARBZHBOF 1 > BAR ABS RB 
汚 第 一 距 第 九 頁 に 記載 せ られ だ る を 見 る 。 余 は 本 種 を 新種 き LTB 
HF SUE LET HUMINT 6S PR UL TEE | 原色 を 保 て 
AiR e EAS UT EY RIBS 4 SISARELLTRREHEDOEFURTTF 
事 を 得 ず , LITG( VLOMSHBE ZI HOAFAUTIRH £ 
待つ 。 | 

産地 . 東京 以西 の り 本州 に は 可 な 5 廣 く 分 布 せ る が 如 し , 余 は 次 の . 
地方 を 産地 と し て 示す 事 を 得 。 

岡山 (佐武 正 一 氏 ) , 京都 (SERZRER, 鈴木 元治 郎 氏 ), 遠江 
CH= ABR), 東京 ( 肉 田 清 之 助 氏 )。 

3. Anax guttatus BURMEISTER. 
お は ほ ぎ ん や ん ま 
Burmeister—Handb. Ent. (1839) 
APR LICR, FAO YAS VvYEIHMT AAO. 
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a ne 


ULTBEAHIIENTENKRZEEL Audi (黒岩 二 氏 ) 及 
Zi (松村 松 年 氏 ) OLE PAM L RET MS HERE oo. 
NEDOERUINI ER AH FRMERI TMELEATD , ME 
WBS D HESS RE DBERCSE L OTE L TIO AME NEL TREE S IL 
EL. MU LOBFZURHOHFLSEERMT TER TT SHE 
信 す 。 

Anax 局 の 検索 表 


A | BA LD SA FB PES FB BC 和 達せ すず いい Pk EEE WT さそ と て わい て A: parthenope. 
AA KEOEBIRÄBRLELH OT FELRTT | 
B 胸 側 に 二 條 の 黒 條 あり ……… ロ ロー Ian A. nigrofasciatus: 


BB 胸 側 に 黒 條 な し : FEO T BR Lee A. guttatus. 
5 Anaciaeschna SgrY8. | 

Selys, Mitt. Mus. Dresd. Ill. 1787. 
 HORBERBEL BES S46 bs BERERT. HRS ZU 

前 局 の 如く 5 MRI TIRIcHTeNTEb. MUCHO 
下 附 器 は 長 三角 形 を 星 す 。 本 属 に 含ま れ た る 種類 は 甚だ 少な ( 唯 三 
種 あ る の み , P-Me RPL KT. | 

6. Anaciaeschna jaspidea BURMEISTER. 
と び い ろ や ん ま 

Burmeister , Handb. Entomol. 1839. 

AME EI UT OW AD BAAS UT ASB TT RE CE 
する の みな れ ざ ジャ ババ ) Re HOR YR ITZ LVR MART RIEF 
等 の 諸島 に 廣 ぐ 互 5 て 生息 する 者 な 5。 

5 Aeschna Farrıcıus. 

‚Fabricius, Syst. Ent. 1775. 

ABM RABI LTWROBASL(. HEREIN IR 
Bite SLOMAN L I Food, 同じ レベ ル の 事 あ 
5 又 を れ よ 5 外 方 の 事 あ り て 一 定 せ す 。 LOMSOMA Tid shies 
の 題 著 な ら ざ る 事 も あり 。 概 言 す れ ば 門 は Gynacantha (ME db RIV 
ざる も 雌 の 腹部 第 十 衛 の 構造 は 著しく 該 局 と 異な る (BRRAM. 本 
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BIA O\ MMe tS MESBZCAT CAAA BCE 
tb ANG ASICS. 

5. Aeschna juncea Linvevs. 
| る りほ し や ん ま 

Linneus, Syst. Nat. I. 1758. 

ACFE LEROY , HEME RAG KOA IB b> THI ZB LIRA 
LTR KER ET 4 RAMZOA, 余 は 往年 同島 に 遊び て 其 和 柄本 
敷 個 を 獲 た る が 其 の 探 品 中 多少 原種 ミ BARBARA TAZA E 
見 し 之 れ に A. juncea angustistyla n. subsp. な る 名 稀 あ 奥 へ た り 5。 
其 の 原種 異な る 点 は 次 の 部 し 。 

1 BAHTABIARNTERBURK O TEA amm YATE 5. 
2. feet, Ebd CDRA CES. KRZÄMHELSI TR 
BRL. 

3: DBERURAHTDd. RIS TREE ET. 

4. HED ELMBAR( HORL: -AREOMSERFEINE 
SHOUD AeA T4eEUTRES. 

YEOMSKALIIT- HTHERLRAIRKKEOHZETE 
つ 紫 れ 等 の 性 質 が 果して 固定 せる 者 な ぅ や 和 否や を 知る を 得 ず 屋 《 本 
名 を 随 し て 他 日 を 待つ 事 と す 可 し 。 

6. Aeschna nigroflava Martin. 
Mi: お は ほる りほ し や ん ま 

Martin, Coll. Zool, Selys, Aeschn. 1908. 

本 種 は Martin KORB ERTSNRZFZTNTHORER 
吾 人 同志 の 間 に は 右 《 ょ より 知ら れ た 5。 Martin KOoBer LH 
本 の 何れ の 地方 に て 獲 ら れ た る 者 か 不明 な れ と も 原 記 載 は 到 ら で 保 
存 法 不 完全 な 5 し 標本 に 依り し 者 で 思 は れ 色 彩 の 点 に 於 て 碁 だ し く 
余 圭 の 有する 著 で 異な る 。 即 も 彼 れ の 記載 及 挿 賠 ち 見 る に 胸部 は 宰 
li Bi eA OU ROM OA 6 REL IH ORD 
5 THAME L. RULES AROMBRIA ( EE NIE Martin RO 
Saree LTCHDEBORMOALAEVALT. 
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ARPES AC ASE OU PSI ET OAT OD, ALAIN DRAHT 8 GP 
Hie 2340 L. 
7. Aeschna mixta LATRETrLR. 
まだ ら や ん きま 
Latreille , Hist. Nat. Crust. Ins. XIII. 1805. 
ARLE. 北 亜 革 加 利 友 小 亜 綱 亜 地方 に 区 布 せ る 種類 に し て 本 
邦 に て は 唯 青森 に 産 す る を 知る の み 。 
8 Aeschna melanictera SEgrys. 
や まま と ん ば 
, Selys, Ann. Soc. Ent. Belg. XXVIL 1883, 
. MORHOMETFELIATZEIIRREDI TEL BEAT ZH 
な り 。 唯 本 邦 に 産 す る の み に し て , 本州 及 九州 に は 可 な DEE 
する が 如 し 。 
9: Aeschna Martini Ssrys. 
マルケ タン や や ん ま 

Selys, Ann. Soc, Ent. Belg. XLI. 1897. 

VERTBELELNIBOERSL ( RAP RMORZAET 
EES > PBULREETS り 5。 

APRISME—-BAOHEIL I 5 THRE GNIS AOC UTEMERE 
な りさ で 云 ふ 。 ZUTEILLTRREMFÄR HT c. | 

10. Aeschna clepsydsa Say. 

Say, Journ. Acad. Phil. 1839. 

Syn. Aschna arundinacea, SgrvS. Nevr. d. PAsie Sept (Soc, 

Ent. Belg.) 1872. 

本 種 は Selys Kb BARES FEI LS S SERINE SP LTR 
告 せ し 者 な 5 , KCcHKoge LAVBARAOAMILZES UT BIO 
A. nigroflava 又は . 訪 juncea の 柄 紀 か な りや 来 だ 知る 可 か が ら 5 ず 。 本 
種 が 果して 本 邦 に 産 せ し と すれ ば 恐 ら 〈 北 海道 以上 北 な る 可 し 。 WED 
尾部 上 耳 器 の 形状 碁 だ A. nigroflava (2A LARC As juncea と 
も 似 た 5 然 れ ざ も 下 附 器 は 何れ より も 繝 《 耳 つ 長 し 。 


126 Re SH RB FERNEN 


巴 知 の 産地 は カナ ダ , アラ スカ 及 ア ゥ ムー ル 地 方 な 5。 
Aeschna の 検索 表 
A KOE AT RRS RAN BEO ED TEN A I ED 


間 を 走る 。 
B 腹部 第 三 万 至 第 も の 各 節 は 黄色 の 藩 班 に より て 本 切ら る 
of Sabato ath: bale kate ole me ive E bial fits ole vg 2 ofa Es ples beelke oll Ae. melanictera. 
BB 用 部 は 以上 の 如き 横 帯 な 〈 他 の 複雑 せる 條 班 駐 は 点 班 を 有 
す 


Ce SOLMB Ain RORE Heat 
D HOBMURHULS >; PIBRELBOFE 5 少し く 


Ei ae eed Poe ま 枯 Ae. nigroflava 

DD HKOBMR=GMLTHS L; 下 附 器 は 上 者 の 三 分 の 

又は 其 以 上 の 長き あり …… ……… Ae. clepsydra. 

CC JO EMBO IS eA PBIB Oe Ae. juncea. 
AA ORTE PES LU 

B 礎 三 角 室 は 無色 な 0 ドー ドド ーー ドー ドー ドー Ae. mixta. 

- BB BEREITETE db een  ceeeeeeee crete eee Ae, martini. 


| JB Austroaeschna SEryS。 
Selys, Ann. Soc. Ent, Bele. XXVII. 1883. | 
AN Fein AL REED TR EEE LIEBER 
きく (二分 せ 5 , HOFPUE A LHRH ORTE OME I db SUS Zen 
近 き 所 に あり 。 三 角 室 は 比較 的 短 か 〈 僅 に 二 室 叉 は 三室 は 5 成る 。 
NS TzyhT 5。 | 
AGIA WY SEINE IDSSHTERUTTIHOEDd, AR 
VE SAFI MED ADA. 
11. Austroaeschna Milnei Serys. 
みる ん で ん ば 
Selys, Ann. Soc. Ent; Belg. XXVII. 1883. 


AMIS TH ILD BEC A LAO MN BEAT GAR) 東京 
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京都 , 有馬 の 各地 に し て 京阪 地方 に 於 て は 可 な 5 多 ( 産 する が 如 し 


5 Boyeria MacLacutay. 
MacLachlan, Ann. Nat. Hist. XVII. 1896. 
HUSA SKS ( MIRE HM TS , ERROR A LIE 
BRI SPU ES > PFS FAKES AV SB HES ATT b 
本 局 は 唯 四 竹 を 合 む 所 の 小 局 に し て 本 邦 に 其 の 一 種 を 産 す 。 
12. Boyeria MacLachlani SEryY8. 
EEE Bima gs 
sel Anny Soc. Ent. Bele. XX VE. 1883, 
本 種 は Selys 氏 に 令 5 Fonscolombia MacLachlani { LT abit? 
られ だ る 者 に し て 近 は Boyeria に 入る 可 き 者 な 5 と 云 ぉ ふ 。 MMWR 
び 九 州 の 各所 に 普通 な る 者 と だ す 。 


局 Jagoria Karsen. 

+ Karsch, Ent. Nachr. XV. 1889. 
| FBI S 6 RARE ALS do PRES LEI BREITET TL 
(BREE L, KEIRUE—T 5。 三角 室 余 5 長 か ら 5 すず 之 れ に 二 

の 横 豚 を 有 し , 上 三角 室 に は 通常 He DBR AEF EUR | 
之 れ を 有 せ すず 。 HPEWHEKELS SPE HBE 5 , RROD 5 
SF. HO PMN Ati Met. 

現 全 世界 に 六 種 を 産 し 内 一 種 を 日 本 に 見 る 。 


13. Jagoria Pryeri SsryS. 
さら さや ん ま 
Martin, Coll. Zool. Selys, Aesch. 1908. 

。 本 種 は Selys 氏 の 命名 に 係る & PaoleyReAIS Martin 氏 の 手 に よ 
5 避 界 に 破 表 せら れ だ たり 。 中 形 の 美 盛 な る 種類 に し て 北海 道 に は 可 
な 5 多 〈 此 れ を 産 す 。 本 州 に て は 岩代 (内 田 氏 ) , 京都 BAR) の 
二 個 所 産地 と し て 知ら れ 九州 に て も 彦山 (高橋 氏 ) に 基 の 産 を 知 


ay 
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る 。 蓋 し 廣 て 日 本 の 各地 に 分 布 せ る 者 な らん 。 


- 局 Aeschnophlebia SErys. 
Selys, Bull. Acad. Belg. V. 1883. 
PAK > , BARRIER SC R LU LU, EHRERL AKOErR 
L ¢ fh 2 BS BIRO Me RK SHELL ES FL TZNLENR 
AELLTEN FINE HE 司 別 する 事 を 得 さ し 。 BFBAS 
有る 者 三種 何れ も 日 本 に 限り て 生息 する 者 な り 。 

14. Aeschnophlebia longistigma SEryS. 
ああ そん ば ぱ 
Selys, Ann, Soc. Ent. Belg. XXVII. 1883. 

HERI PRAK IS OIE He oO. MRR Al UC hie 
Ol SHADED >. 7 I - FTELLTRÄABIT FAT 
SHWRe AT. aus Ltd, Mepis db. 雄 の 上 附 器 細長 
最終 の 二 腹 委 より 長 し 。 余 は 本 種 な り る 蘭 定 せ し 基 を 北海 道 , 東京 
及 岐 阜 に 得 た 5 然 れ ざ RA ER RMD EIER EN I eb TE 
れ を 超 C ず , 故に 紫 の 点 を 以 て は 全然 原 記 載 と 合致 せ す し て 反 つ て 
Ae. anisoptera I — HI. 又 或 る 標本 に て は 和 紛 超 の 右側 の み ARIK 
豚 は 延長 せり 。 BAUBLIAG 2 era Sehys 氏 の 思ふ 基く 
題 著 な る 賠 定 性 の 項 に あら ざる な らん 。 

15. Aeschnophlebia optata SErys. 
ct LEA 

Selys, Ann. Soc. Ent. Belg. XXVII. 1883. 

EIKE CeO. MORE. BACKED 
5 側面 購 黄 色 に し て 中 央 に 一 本 の 大 な る 黒 帯 や 走ら す 。 MEO EINE 
HER, 前 種 よ り 少 し 〈 幅 鷹 し 。 MIR AL, BET, 

本 種 は 東京 に 採集 せ し 標本 を 松 し た る の み に し て 未だ 他 の 産地 を 
MET. AHOHBLAU, | 


16. Aeschnophlebia anisoptra SELYS. 
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Selys, Ann. Soc. Ent. Belg. XXVII.. 1883. 

He RU PRAKIS ERT TCOARHIY BO, RA, 前 面 に 大 な 
4m AL, NMRA SEL IPR Be AT 2 PHN BA 
(LF PLE. HOLNESELULTERET BOETIR 
AKO eh % ARS MIR, BURR (BIASES), BE 
赤褐色 な 5。 7 

BUS RIZARE E BE LIGA SA LS. 

(注意 WEL=MORAe EV 6 Bris at Martin EO st 
LOSAORM ERNE 6 DAKE THROATS LE 
余 の 見 解 を 加入 せ ず : 

Biri ABECHKOHNRROFBERH BERN 5 HOS 
REIT も 二 様 あり て , Ac. anisoptera’ は 唯 前 次 に 於 て の み 特殊 性 を 
現 は し 他 の 二 種 は 四 凌 共に 結 衛 を 趣 へ る 事 は Selys KORK ME 
。 な り 5 然 れ ざる 元 氷 此 の 性 損 即 亜 前 継 豚 が 結 和 伺 あ 超 ゆ る 去る 事 は 崎 

MIRTUKABNOBHALLTETRZERIHEHPE SCHE 
ee 
SAMS PUSH LOMONMAPEAR RRR 
nasser: 
HEU ODED), 唯一 般 に 少な き 種 類 な る EU TEN AO ENTF 
に 充分 論ずる だ け の 材料 や 有 せ ざる を 収 と す 。 


5 Gynacantha Ramevur. 

Rambur, Ins. Nevr. 1842. ) 

ASG O HER Aeschna fi Piz b. WERT PARE IE 
RLEREORKOAERBEHOATIUN GL OS), 三角 室 細 長 , RA 
DRIES 角 ば 5 啓三 角 室 は 三 小 室 1 DRAN SL, 
雄 の 上 附 器 は 極め て 細長 , 雌 の 第 十 腹 節 の 後 端 は 一 習 の 突起 を 有 有 も 
基 の 先端 に 鋭 き 針 和 汰 に 縦 れ 5。 

ANA + ON B=, TEMREOR Ds GRAD, BR 
PRIN SE DK BEB EYE PERE EE FRAC HE TS A TR CPT. AS 
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PILES SEM GI SH OM AMA ARKZABY 5。 
17. Gynacantha Rosenbergi Braver. 
りう き う か と り と ん ば 

Brauer, Verh. zool. bot. Ges. Wien. 1867. 

- ARPRILGIER I FET OER DIVE ARUKVKOBWME DLBEL 
本 邦 以 外 に て は シン ガ ポ ー ル , セレ ベス 。 クキ ー ン スラ ンド で 等 に 知 

ら る 。 本 種 は 大 形 な る 者 に し て , 雑 の 尾部 上 附 器 は 特に 細長 き 者 な 
うふ 。 (OMIM ECR LBM PREAH. Rise 
F755. PAIL TEKIN RAO HE TR SEU The ZECHE 
別 し 得 べし, MUCRMAOL DLT 7 FV HE eS. 

18. Gynacantha basignttata Sxtys. 
も ん が か そり で ん ば ぼ 

Selys, Ann. Soc. esp. Nat, Hist, 1890. 

APPEL RIPE SSBC S ( , MNIRERUZ 
VIP\BELEL, REAL SEUTRHI~L. MUERTE 
BETWS A DERBLD ANTES OBI LS て 復 前 者 で 異な る 。 KB 
の 基部 に 一 個 の 赤褐色 の 大 班 あ り 之 れ 其 の 際 名 の 因 て 泰 る 所 以 と す 。 

ATE & GER L OPE GNIS MERD SOA LCRA CH 
せ し 事 な き 者 な り 。 ビル * ゞ 及 フ キリ ッ ピ ビン 群島 に 分 布 す 。 

19. Gynacantha saitatrix MARrrN. 
ひめ が か そり と ん ば 

Martin, Coll. Zoo]. Selys , Aeschn. 1909. 

小形 な る 種類 に し て 腹 長 4zmm 7b. Aw Re SL. 
前 面 に 大 な る や ヽ \ 鮭 な る 廣 帯 やあ 走らす 。 肢 は 鮭 明 な る 黄 褐 色 な 5 。 

、 本 種 は Martin 氏 が 東京 (トン キン ) に て 獲る 唯一 匹 の 雄 に よさ 

5 て 初め て 記載 せ し 所 の 者 な る が 余 は 松村 博士 の 吉江 採 品 申 に 之 れ 
RAT. 

20. Gynacantha hyalina Ssrys. 
か と 5 どん ば 
Selys , Ann, Soc. esp. Nat, Hist. XI. 1882, 
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AM DIO AAAS HET 6 ATS 6 SIM, Es, 
ポル チラ THI IVEY HI TH). 


Gynacantha の 検索 表 
A FAK RAP AS VLRO PE Doerr ree G. Rosenbergi. 
AA FIER ERIK RELOAD 9 
B BUODEMBILI7 7 VRBEL BT OPRA-BREO WM 


を 有 す 
C RFE DED BRO CA ei ae ee ONE FE a's ARs ists G. basiguttata. 
‘RE 肢 は Tp ti NER blew sececds G hyalina. 


BB END ERERSTE de ee G. saltatrix. 
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Ber TESA HO ee BS 2A. 


(By Fee. A ge) 
FR An ER — AAM 
(REES aA Be) 
Bat MEY MBEEH 1 > Mics LS DZ 
FEHB fhe A 
| (By Bea A pe) | 
ZARZAHTIBRBDIUNS- rBEAÄBFECHST 
(Sean HER. Az) 
長野 菊次郎 一 キミ シタ エダ シャ ク に 就き て 。 
(Fea HERA A ge) 
=F PE —A PRINS © HEA BRS て 。 
(Feat HER A Ge) 
Re PEASE TARO MIE ST 
(Fem HERA A Be) 
SR leg BEA BR — PE FAR AAS oh ae ML ss D FAB BAT 
(Fess HRN A Ze) 
TCs bb =— BAS REI EP eB ER. 
(Fees HARA A ge) 
中 原 和 郎 一 ヒメ タゲ ロッ ウ 科 に 就き て 。 
(Fema AK A ge) 
Fe Bag KEE eld IS UTR ITD. 
(Fos RA pe) 
TL is = — AAS ETS (RS T. U—H. 
(Fea TR AR -E A E) 
& EK 3 


. S. Matsumura, Rigakuhakushi, Neue Cicadinen Koreas, 
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(FL EEE en 

2. S. Hozawa, Rigakushi, Revision of the Japanese Termites. 
ERERKTERKRAHERETAN: SCH 

3. W. Nakahara, The Caddis-flies (Trichoptera) of Japan. 

—II. (The Canadian Entomolgist, Merch, 1915), 

4. \W.:Nakahara, Three new Species of Japanese Orl Flies. 
(Entomological News, April, 1915). 

5. W. Nakahara, A Synonymic List of Japanese Chrysop- 
idae, with Descriptions of one new Genus and three new 
Species (Annals of the Entomological Society of America, 
Vel VII, Ip. .ıı7) 

6. W. Nakahara, On the Hemerobiidae of Japan. (WA 

RE. 

7. K. Oguma, Nogakushi, A case of Prolapsus Recti in 
Dragonfly. (岡上 ). 

- 8, S. Uchida, Bird-infesitng Mallophaga of Japan. 
。 人 (同上) 

e BE 

. WBE RAUNRE-AH AES RAS Bil. 

ASS IAIS CBT SERIE }, 電 に 種類 の 検索 等 
に 用 ひ て も 大 い に 効 ある べし と 信 ず 。 前 編 と は 大 い 
(38> TEE RS ROT, ACS 
BABACHRIATER eb Lizd. FOP 
4 POA RAS LD TAB ER FR ( HR 
せ 5 定 債 二 周 . ANGER BEAT. 


€ ER 
AS & (申込 順 ) 
RER TARA] fe EF 4 X MK 


ba 


134 Laehet S nme 
FLD EAK SAE ABE 新 is ER 
- 東京 駒場 大 學 前 Ei EK BK 
MRE = Ny a 仁 ma me ER 
- SATA Pw HR EY SF A te KR 郎 氏 
ABER TH 、 吉 田 耕 -R 
SRA er Bi oj 22 KOK +5 
Gi Fes Bh BE eB BEER 
Hib FF 9 Ne Be mH KG 
RER i BK BK 
fet td RPA ab Feta ANY HS TN 対 木 謙 一 氏 
大 阪 市 南 恒 松 ヶ 鼻 町 H op E BR 
ART GAD OKLA? IRR MN RR BR 
PEGE eae FY A+ AA fF 一 ' 郎 氏 
AL RAKS | PY ee 
FAMAERTZNZRSH AH 一 氏 
東京 市 日 本 橋 必 北 較 町 十 番 地 aH BZ HK 
EIERN Bw 矢 E MER 
AG HSER Fees PVT HEF OK A RIK 
Hei AK SDSS 駒 Fr 卓 氏 


Petersen, Esben, Silkeborg, Denmark. 
- Library, U. S. Department of Agriculture, Washington, D. C., 
i. SA 86 
Wileman, A. E., Thatched House Club. At James Street, 
London, S. W., England. 
2. BRAFER 
FABZRUFNFZOR 
中 山 昌 之 助 氏 は 中 山 昌 之 介 氏 の 説 
佐竹 正 一 氏 は 佐武 正 一 氏 の 説 | 
is PVR D CEPT ISAC TT a A SY PT 
寺西 坦 氏 の 住所 は 東京 市 赤坂 華 青 山南 五目 七 十 九 番地 初穂 館内 
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3. = H 

PUA ZCHRIS RBs BS BA HEIR t 6 ie CH 
AR RAF EE i RO ARS RSL. 

ASP EINES La 1S} HP AB Bh 4 Ye Fe 
BPRORBIERE 64805. BAMMROG Sb TE OTR 
BESICHTACHRRENALLEBACDISAND. KB 
に 於 ける 同氏 の 宛名 は Entomological Laboratory, Cornell Univ- 
ersity, Ithaca, New York, U. S. A. | 


rr PP PY II 


EXCHANGES. 

Fellows and subscribers are invited to make use of this column. 
Not more than three lines can be allowed for each. 

Duplicates—Japanese Lepidoptera (Rhopalocera ca. 100 SD., 
Heterocera ca. 500 sp.) & Odonata ca. 50 Sp., unset, in envelopes. 

Desiderata—Lepidoptera and Odonata of the world. Akio 

Duplicates—Japanese Hemiptera, 

Desiderata—Hemiptera of the world. Teiso Esaki, No. 1. Shin- 
kawasaki-machi, Kitaku, Osaka, Japan. 

Duplicates—Japanese and Formosan butterflies. 

Desiderata—Rhopalocera (Papilionidae & Lycaenidae of North 
America), Iwahiko Sugitani, 3rd High School Kyoto, Japan. 

Duplicates—Japanese and Formosan Coleoptera. 

Desiderata—European Coleoptera. Motojiro Suzuki, Tani- 
guchi, Hanazono, Kyoto, Japan. 

I offer in exchange for Myrmeleonidae, Chrysopidae, Hemerobi- 
idae, and Mantispidae determined Odonata, Neuroptera and other 


insects. Esben Petrsen, Silkeborg, Denmark, 
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A NEW SPECIES OF FORMICIDAE FROM JAPAN. 
‘BY CHO, TERANISHI, F.E.S, JAP. 
Rec, July 25th, 1915. 
Camponotus Tokyoensis, n. sp. 
Worker.—Length 4.6—6. mm. 
~ Head about as long as broad,—somewhat longer than broad. Man- 
dibles strong, with four teeth. Clypeus rounded on the anterior border, 
and with a distinct median keel. Antennae slender, scape curved at 
the base and reaching to the posterior corners of the head, funicular 


joints of the an- 


2 


に 3 


tennae 1— 7a 


re | 
gue 


little longer than 


broad, 8—10 as 


ig Pep 


mager 


long as broad, 
the terminal joint 


. about : twice as 


long as broad. 


gr} 


C. Teranishi dei, Camponotus Tokyoensis, magnified, Thorax narrowed 
posteriorly, superior margin viewed from side not forming a regular 
arch, rather plain, metathorax obliquely truncate and its superior 
border longer than slope, petiole sharp, and its margin rounded. 


Hairs pale yellow, erect, obtuse and abundant on the mandibles and 
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front, longer on the gaster, complete absence on the thorax and petiole. 

. Shining black, mandibles reddish brown, antennae (except three“ 
terminal joints) and legs dark brown, posterior margin of the gastric 
segments pale yellow. 

Described from numerous workers which I obtained from Aoyama, 
Tokyo, June 1915. So, for a memory of this locality, I gave the 
name ‘““Tokyoensis” to this species. 

This species is closely allied to Camponotus marginatus var. 
quadrinotatus Foret, but differs in the following points: 
1. Thorax is not so strong, and not forming. arch. 
2. Hair completely absent on the thorax and petiole. 


3. Clypeus is not concave in the middle of the anterior border. . 


摘 2 


Camponotus Tokyoensis, n. sp. 
和 名 O AYHART) (RAR) mem 
本 種 は Camponotus marginatus var. quadrinotatus Forel. WERE 
OHEERKORRTEANEREL AU TINTIEROAAT Ib ed] 
する 事 を 得る な 5 | 
1. BEREUWMLZARLAVUATMCHRRT EFT, 又 上 継 は 完全 
な る 弓形 を 星 せ ず し て 略 ぼ 水生 な 5, 面 し て 前 胸 の 前 方 都 
は 球形 を 呈す 。 
2. fi ROMA BERR. 
3. BY ORMRO PRAY SF. 


ATRLPEEIC UEC L TRI BEE LON b ORR EMA AST 8 
BIA DIMEKBROPS OB >, MERCK 2 0m HER 
MALL CMCRT AIDC RS HFRI Tb, R-MORR 
を 有 す , 此 点 を 取り て 和 名 を 決定 せり. 本 種 の 臭 無 は Lasius fliginosus 
CPU SHES) PPR BO te dM Ss RR dD 

産地 東京 青山 WA 
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DESCRIPTION OF A NEW VARIETY OF LYCAENA ARGUS 
L. WITH REMARKS ON ITS SEASONAL FORMS. 
BY M. YAGI, F.E:S. JAP. 
Rec. Oct. 14, 1915. 
When I climbed Mt. Asama (in the prov. ot Shinano) during the 
last several years, happened to catch a few abnormal specimens ot 
Lycaena argus L. For the shape being larger, and especially the 
| wing coloration of the male being very blackish, they greatly aroused 
my interest. After close investigations, I concluded this melanous 
form to be a new variety, and named it montanus with the follow- 
ing description. ag we EYE や 2T 
Lycaena argus L, 
var. montanus, n. (Fig.1.) 
Similar to the original form in 
colour and pattern, but different in 
the following points: 
1. Size larger, particularly inQ. | 
2. Ground colour of the upper 
side brownish black; 2 little 
brighter. | 


a a nn nn nennen an nenn erg 


ーーーーーーー テ ーー ニー ーー 
. 2 Se テ は 


3. On the primaries, scales of 


Bice 


Se eae ER 


physical bluish colour spread ie, TREE) 

over from the base to the x. Var montanus x Y 
A S » Form I x 

middle of the wings, but very edwin IB sce 


slightly except along the costal margin. 

4. On the secondaries, bluish scales suffused only at the central 
area, and such black spots are invisible at the outer margin 
(from cell II to IV) as in the original form. 

5. Underside more greyish with larger black spots; on the 


primaries, the outer marginal two lines of black spots, which 


140 RABER seen OR 


inclose ochreous patches, are infuscated. Some specimens, 
in the secondaries, lack the metallic greenish patches on the 
black spots at the outer margin (from cell III to VI.) 
6. Fringes of both wings broader, distinctly greyish white except 

the black part at the end of each veinlet. 

Exp. 一 の 34 mm. 2 38 mm. 

Hab. — Mt. Asama and its ranges; 2 f' 12 collected 

by the author (19th, July, 1914.) 

Two Seasonal forms.— In Lycaena argus L., many varied 
forms are observed in our mountain districts, but they can not be 
otherwise regarded than as belonging to one or other of the follow- 
ing two seasonal forms. 

Ist Form. (Fig. 2 f')—Size smaller, similar to var. montanus by 
its ground colour of blackish brown, scales of bluish purple disperses to 
three-fourths of the wings. And black spots at the outer margin in the 
secondaries are invisible. Underside of the female is more brownish. 
At the latest, they appear before the middle of July. 

2nd Form. (Fig. 3 Y')— Larger than the Ist form, the wings all 
covered with bluish purple scales and very bright with a fine black 
line at the outer margin; black spots at the outer margin in the 
secondaries are distinct. These were captured from Aug. to Sept. 

Such differences, as formerly described, are based on those of 
climate, Var. montanus, which inhabits the high districts, has the 
same inclination to become dark, that the Ist hybernated form has, 

It is well known that there are spring and summer forms of 
Chrysophanus phlaeas L., the former being bright and the latter 
dark. But, on the contrary, the Ist brood of Lycaena argus are 
darkish, and the 2nd ones bright. 
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摘 = 

ZBIBEAE RNIT SZITTOFELABERIOHRT 2 Bf 
eHREL, YDRENITHBLEBZESSILIRZCHHMELTRR 
する 事 さ せり. 

Lycaena argus L. var. montanus n. (Fig. 1.) 

KRÄHOHERKEBTERENGNE, 著 し 〈 大 形 な る 事 , KBE 
に 量 得 の 度 を 増し , 前 次 表 面 に 在 5 て は 基部 ょ I EEE FH RO 
Fete pens. A LMROMP ILRI >, BAC TAPRO 
ALES, 常 形 に 見 る さき 外線 の 黒点 は 存 せ す . 

RAMADAN HMORREAME Ro JOB ERAALRE 
tre Liege 26, BMOAR=ORSORS LIKI NE CHR 
meth’ tO 5, 

PRE 3 IE ( OID Sei i RD & BRS TTR A RZ 
bh 開 張 一 の 34mm. 2 36mm. 
ew — eR. 七 月 中 旬 . 

RIENIZE 

第 一 形 。 形 小 。(Fig. 2 の ) 暗黒 な る 点 は var. montanus に 例 た 5. 
索 青色 鱗片 は 基部 よ 5 麹 の 四 妥 の 三間 迄 散布 す 。 後 契 外 織 に 存 す べ 
SRA L. WS bE A PUBIC He る . 

BI, (Fig. 38 ) B-BioOK, GRAIL RHR RAT. 
VENA NMRA EAS. BANDES >. AA LD 
RAD Pi ft BAT. 

。 此 の 二 形 は 雄 に 明 に , 雌 に て は 大 な る 差異 を 認め ず . 
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A NEW SPECIES OF SYMPETRUM. 
BY K. OGUMA, Nogakushi, F-E.S. JAP. 
Rec. Oct. 14th, 1915. 

Last summer the author had an opportunity of examining the 
specimens of Dragonflies collected by Mr. Okumura in Kiushiu and 
Loo-Choo. These specimens consisted of more than one hundred and 
fifty individuals, representing about thirty species from four different 
families, in which a new species is found, as described in the following 
lines. This new Dragonfly is, for the first time, recorded in brief in 
this magazine by Mr. Nohira who collected it near Osaka and put it 
in question as a new species; the very specimen has kindly been 
placed at my disposal during my stay in Kyoto this spring. That 
specimen was, however, not sufficiently well preserved to allow of 
close study, and, moreover, I was, at that time, obliged to set aside 
its identification until fresh specimens were collected. Fortunately 
enough I have found in the collection by Mr. Okumura, a well-pre- 
served specimen of the species in question, of which the following 
description has been made. 

Sympetrum speciosum sp. nov. 

Abdomen 25mm., Hind wing 38mm., Pterostigma 3.5mm. 

Head. Pale yellow, a little smoky towards the base of the frontal 
tubercle ; labrum somewhat deeper in the same color with the black 
anterior free margin; labium very pale yellow, free margins blackish. 

Thorax. Robust; frontal part brownish-yellow, side light-yellow 
with two black bands along the lateral sutures, the posterior band 
broader than the anterior and divided into three arms near its ventral 
extremity, one of these arms being prolonged forwards in connection 
with the anterior band while the remaining two prolonged hindwards 
and downwards passing into the dark part of the ventral surface of 
the thorax. | 


に Are oe u. 
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K. Oguma del. Sympetrum speciosum, の . 
ェ . dorsal view. 3. Anal appendages, doısal view. 
2. Thorax, side view. 4. the same, side view. 


Abdomen. Stout, 3rd segment not conspicuously narrowed, with 
one carina in segment 2-3; brownish in color, only the ventral 
surface being somewhat darker, without markings; genital lobus in 
the 2nd segment narrow, terminal portion directed anteriorly with a 
pointed tip. Upper anal appendages brownish yellow, nearly as long 
as the 9th segment, subcylindrical with pointed tips ; the lower appen- 


dage similar in color and in length to the upper. 


Wings. Long and broad, bright saffron yellow from the base to 


the half way to nodus; nervures brown, but those embedded in the 


colored region yellow ; pterostigma brown ; membranule white, 


Legs. Chestnut brown in color with brack spines. 
2 unknown. 
Loc. Kirishima-yama (July 19, 1908, Okumura), Mt. Ontake, in the 
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Prov. of Shinano (August 25, 1910, Takeuchi), Minomo near Osaka 
(August—September, Nakagawa, and others.) 

Remarks: This species is closely related to $. croceolum SE Lys, 
but differs from it in the following respects : 

1. Size much larger than 8. eroceolum, especially that of wings. 

2. The colored part of the wing is strictly confined to the half 
way to nodus, not prolonged to the tip along costa and subcosta as 
is seen in §, croceolum. 

3. Legs of the present species are clear chestnut brown, while 
in S. croceolum they are unexceptionally red or reddish yellow. 

4. The thorax, as already described, is provided with two black 
bands on the side, while the thorax of §. eroceolum, on the con- 
trary, has no such kind of pattern but is reddish brown throughout. 
Such color patterns as are presented in this new species in the 
thorax, on the other hand, greatly resemble those found in §, fre- 
quense from which this species is quite sharply distinguished by all 
the remaining characters. 

The type specimen examined is preserved in the cabinet of the 
Entomological Laboratory, College of Agriculture, Tohoku Imperial 
University, Sapporo. 


SYMPETRUM 属 の 一 新種 


別項 (1403 SUN BERD Hat BERL —D Bids b SD |ABIS 
RWCHORMRE R65 CBS, EUNbOHENKEF- HET 
AURA Os CATE UTHVREITHS, KOFRBOER 
MED ARR ABC BAL ¢ SLT AA DP HAT 4b Bie IB FEB 
RETA S An ye ATA] RD PRA aL AFFE 4 A LASEBIA YT 
Bat. MeSH CPF iRAKROR BPE Nt h-OMMeEBRER 
CUBIS THR ERO THF ER TIEDHERTOTDHA, 
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AAPL AAA ET AEC RHE  MREBEL TE BD (第 一 ) 形 
が 修 程 大 きい 事 GEIR), (第 二 ) WORM DAK A 
PER EMRE PR ONT RECT SCAM ORK HERE RRS 
DRS THO TROBE, (B|MABBET, = CAE 
の 様 に 赤色 を し て 居 ら ぬ ,( 第 四 ) 胸 部 の 側面 に は 二 本 の 暴 普 が 在 つて 
HOP, 後方 の 者 は 下方 に 近く 三枝 に 別れ て 居る . 所 が き で ん ば の 移 
部 の 側面 に は 何等 同様 な 凌 帯 が な い 。 此 の 胸 側 に 時 帯 の ゎ ある 有 標 は 
BEDZSDPHIMTEZDERORTOHCHTZNERDLE 
共通 の 所 が な い . 

要する に 本 種 は 明瞭 な る 一 新種 で 分 類 上 き だ ALTERS TEE 
が る 可 き 者 で ある 。 野 邊 氏 の 談 に よる で さ 本 種 は 萩 季 基 だ 高き 樹 柏 に 
御 活 する で 云 ふ 事 で ある . 
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A LIST OF DRAGONFLIES COLLECTED BY Mr. OKUMURA 
FROM KIUSHIU AND LOO-CHOO, 
BY K. OGUMA, Wogakushi, F.E.S. JAP. 
Rec. Oct. 31th, 1915. 


US EE EERE IU Be See te BR 


BSer 小熊 CH 大 日 本 紫 還 學會 々 員 


PEBKARGRHA LS SROMMEA YL EOTHOLZRE 
ERD ONi?, HOBALSDHSLANS BADIM RRL 
て 探 集 し た 者 で 敷 に す OC ARTEHVE, 種 に し て 約 三 十 種 程 あ る . 
巡 に 其 の 目 銚 あ 作 つ て 雨 君 に 報じ 併せ て 吾 界 の 諸 賢 に 告げ 様 ゃ 思ふ 


Fam. Libellulidae. で ん ぼ 科 
1. Orthetrum triangulare melania Selys. を ほし を か 6 どん ば 
九州 。 城 ヶ 谷 , 城山 , 鹿 児 嶋 
琉球 。 Am, RAE. 
2. Orthetrum sabina Drury. は ら ば そん ば 
UM, &/B, 
ZiER, 沖縄 , 首 里 , 首 里 城 。 
3. Orthetrum albistylum speciosum Uhler. し を か ら 6 さん ば 
九州 。 城山 , EREAKE 第 七 高等 香 校 を 々 肉 , 城 ヶ 谷 , 伊敷 , 
佐多 , GB, FH, BER, 
Sith. BB. 
4. Orthetrum japonicum Uhler. し を や さん ば ぼ 
九州 。 Bem SSA. 
5. Crocothemis servilia Drury. 54% ALE 
九州 。 AB Be, 城山 , Erb, 伊敷 , 城 谷 , 
琉球 . 首 里 , RAG, GHAR, 
6. Rhyothemis variegata imperatrix Selys. べつ か ふ て ふ さん ば 
HR Bi. 


18. 


19. 
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Pantala flavescens Fabr. うす ば きく ん ば 
九州 。 佐多 , FE, 吉野 , 伊敷 , 
BEER, ib BE. 

Sympetrum darwinianum Selys. な つ あ か ね 
九州 。 楽 ノ 尾 , 城山 。 

Sympetrum infuscatum Selys. の し め と ん ば ぼ ば 
九州 。 吉野 。 

Sympetrum eroticum eroticum Selys. まゆ だ て あか ね 
九州 。 吉野 山 , 伊敷 。 

Sympetrum kunkeli Selys. まい こ あ か ね 
JUIN. 伊敷 , 吉野 . 

Sympetrum speciosum Oguma sp.nov. st Alf 
九州 。 吉野 。 | 


。 Diplacodes trivialis Rambur. ひめ どん ば 


Gr. 國 頭 , A, 首 里 城 , 名 護 . 
Tramea chinensis De Geer. は ほ は うす ば き と ん ば 


TIER, BE, 7B be, 
Deielia phaon brevistigma Oguma. OD 2 ASC AIT 


HR, BE 
Orthetrum japonicum Uhler. し を や ざん ば 


九州 。 第 七 高 等 掌 校内 . 


Fam. Aeschnidae. や ん ま 科 
Gynacanta rosenbergii Brauer. りう き う か さり さん ば 


琉球 。 HE. 

Anax guttatus Burmeister. お は ぎん や ん ま 
琉球 。 沖縄 

Anax perthenope Selys. APA 
九州 。 城 ヶ 谷 , 


FER, 首 里 城 
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20. Ictinus fallax Selys. D り うき うう も わ ど とんぼ 


琉球 。 BE, 
2i. Gomphus sp. (標本 不 完全 に て 決定 する 事 能 は ず ) 


琉球 。 Yin, 
Fam. Calopterygidae. か は さん ぼ 科 
22. Matrona nigripectus Selys. だ いわ ん は ぐろ で ん ぼ ば 


琉球 。 Ark. 

23. Calopteryx atrata Selys. は ぐろ こん ぼ ば 
AN, PL FR Be. 

24. Calopteryx virgo L. あ を は だ さん ば 
AN. HE Be, 


以上 表記 せる 以外 に Agrionidae LET AL OVP RAD 4. けれど ざ 
も 此 の 科 に 就 て は 余 の 研究 が 未だ 完成 せ られ て 居 な い 故 他 量 に 詩 る 
Be し た 。 奥 村 氏 の 採集 に 修 つて 和 吾 を の 得 た る 新しき 知識 は まい こ 
あか ね が 九州 伊敷 に 産 する 事 , ひめ こ ふ きん は ば が 玉 球 に 産 す aS 
KR Sympetrum 属 の 一 新種 が 霧島 山 に 採集 せ られ だ 事 の 三 点 で ある 
EBA, 要する に 九州 地方 特に 其 の 南岸 及 東岸 地方 は 香 々 の 知識 の 
極め て 之 し い 所 で ある か ら 6 此 & 回 奥村 氏 の 採集 は 此 の 点 に 於 て 大 に 有 
RrEOREFEFZ. ZUM RUHE RR し 度 い . 
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ON THE PAMPHILA PALAEMON PALL. 
(HITHERTO UNKNOWN FROM JAPAN) 
CAPTURED AT KAMIKOCHI OF SHINANO-PROVINCE. 


BY S. SATAKE, Kogakushi, F.ES. JAP. 
Rec. Nov. 12th, 1915. 


信州 上 高地 産 タ カネ キマ ダラ セ ヽ リ ( 新 般 ) 
PAMPHILA PALAEMON PALL. |- Ey ra 
T#t 佐武 正 一 AHARASEe-B 

本 種 は , 英國 に 於 て は 西暦 一 七 九 入 年 始め て 探 集 せ られ , IER 
州 , 亜細亜 , 北米 等 に 産 すれ 共 未 だ 本 邦 に 産 す る 事 を 知ら 5 ざ 5 し が , 
含 夏 七 月 初旬 余 の 探 集 人 信州 上 高地 温泉 に 於 て 其 雄 二 頭 を 獲 し を 以 
て 益 に 新 和 名 を 付 し て 記載 する 事 と せり 5. | 

今 標本 を 概 す る に 先 ち も 其 二 頭 の 標本 を 甲種 , 乙種 < 命 せん に ( 附 周 
は 甲種 標本 に し て , 乙種 標本 の 剛 は 志 を 省 異 せり ) in RE 
LEARNS DA LERNT eS, 

5. AT DJs 2Pamphila, Fabricius. に 就 て は 同氏 Illiger's Maga- 
zine vi, p. 287 (1807) に , 又 Watson 氏 Proc. Zool. Soc. Lond., 1893, 
PE. 89 に 何れ も 本 種 を 代表 と し て 記載 し, Boisduval Ri Voy. Astro- 
labe, Lep. p. 167 (1832) に Steropes BC 命 し , 更に Zederer 民 は Verh. 
zool.-bot. Ges. Wien, ii pp. 26, 49 に 同じ く ae を 代表 で し て Cartero- 
cephalus 局 と な せ 5 : 

本 属 の 特徴 は , Ze Lech 氏 の 著書 に 依 og 
bia At, HE LT BIRO 
aE UPR TB Sok KR LTR 
TS > ALD ee WY SD tbh ta biti 2 Au > LAKE 
BL. Pe th KABA OC BEA LU TEE ss. satake del. Pamphila palaemon.x% 

Cid, FR= BI HALTS 4 HAT EN LARA SBE I THO 
Be SS. BUI T, BRK S ORE PERIOD ZN 
BSF, BEIMKIZPHEO Koa t= RTF UCHR L, 第 五 豚 は 
BAR II SOKO (ABE ( BER PE OAM PEL, BZ 


150 RA BH 誌 8B SB eH 四 ht 


RI. BO SAW S rp ORKME OPH DS >. BWR. HR 


ARKHERLLTMDEIIR, 第 七 豚 は 中 室 の 末端 の 直ちに 
前 方 に あ 5, 第 二 豚 は 次 の 基 都 に 至る よ 5 中 室 の 末端 に 送 す る 方 迄 
に 近 し 。 後 腰 節 の 未 端 に 一 貫 の 距 あ 5。 

fi, 34413 P. palaemon Pall., 外 に P. paniscus F., P. brontes Schiff, 
等 の 異名 あり , MEAD Lik BBO I< EFT 5 ms AD 
8 REE SL. PAAR ERT OI, TI CHAS 2 AT 
は 黒褐色 に LCRREOU SAE? ), 其 の 斑点 は 本 邦 産 近似 の 種 
章 ぐも 一 見 し て 異な 5, AV TRUNINDMOHAFTITLEN 
Padraona flava Murr. CHEN L, 縦 脈 の 間 に 一 列 を な せる も の は 第 
四 及 第 弄 問 室 に 於 て は 列 外 に 出 で ゝ 中 室 末 端 に ある 斑点 と 共に 椿 園 
ED MIS GbE BA, 中 室 に 於 て は 基部 に ある 斑点 と 末端 に ある も 
の と に て 邊 三 角形 に 似 た る 黒褐色 部 を 残せ 5 . 又 第 二 間 室 の 中 室 に 
近 ( 小 斑点 あり : RMBKRTRADSWOAE BT ABER D 6 LH 
織 に 近 〈 幽 か な る 点 列 あり 。 CHIBRCA TRESS FEN 6 FAK 
な 5. TRPMO SES (LS ( RAMS HART SBD 5, 英國 
に 於 て は Chequered skipper (FURR RD = > ) DE)C HET AmCHE 
AED A BAAD. LT RRC UE (CGE RMI CAE I AH, 
QUIS— HS AMIE ( 一 個 の 斑点 ちり て (HEAT る 事 も あ ゎ 
5 ) 前 次 に 三 班 点 列 を 形 づ 〈《 る に 至る 事 あ も , VPSANOBENS die 
大 され て 中 室 全 部 を 筑 ふ に 至 る 事 ゎ 5。 競 裏面 は 甲 選 雨 種 標本 基 何 
れ も 購 褐色 に し て 表面 < く 殆 ん ざ 同 一 の 班 点 を 備 へ 更 に 前 次 及び 後 贅 
DARE TY OBERRAEMS, 又 前 次 中 室 の 約 中 央 部 及び 末端 に 大 な 
る 黒 班 あ >; 何 裏 面 後 超 の 斑 踊 は 美 豚 な る 標本 に 於 て は 自 銀色 を 呈 
LEBEN TRROSS¢84, COMRPARAAPEERRA 
mar CAAT RT. 

MAL, Bi, 本邦 産 の ぁ る の に 付 て は 未だ 知る 所 な し 。 - ANZ 
年 Entomologist 所 載 Frohawk ROW 依 れ ば , 太 月 十 四 日 Brome 
grass の 葉 に 産卵 せら れ , 其 卵 は 白色 又は 黄色 に LTARRO MS MH 


b>, 十 日 後 身 化 し 間 も な ( 三 四 本 の 絹糸 を 吐き て 葉 を 届 曲 せしめ 
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ARZÄEERENLTHRPIAET, FROBRARE LTBOPR 
TERA ORMS >, TASHEURILAROLAACRHATAORE 
2S UME OM CE CURRIE (CMR ILI ee ee Ts 十 
era 

b. =A=+—s SH I 出 で ゝ 静止 し 四 月 三 日 幅 化 の 準備 を 
っ CHAAR Bnd, 即 仔 昌 だ し て の 日 敷 は 二 百 和 八 十 九 日 な 

5。 WAARIEFZÄÜEENENRLEMTEATEOML ida 
FHOKELLTERRAHA FEN Id, MBKRO EB AN 
章 に 類似 せ 5 で 言 ょ . 

AH 本 邦 産 の ぁ の に 就 て は 元 よ り 明 か な ら ず , 英國 に 於 て は 
Plantain (Musa paradisiaca), Dog’s tail grass (Cynosurus cristatus) 及び 
Brome grass (Bromus asper) 等 食し 成 誠 は Ground ivy (Nepeta 
glechoma) 及び Bugle (Ajuga reptans) の 花 を 見 部 ふ で 言 ふ . 

Hii 成 上 の 飛翔 する は 本 邦 に 於 て は 骨頭 記載 せる 如 〈 七 月 初旬 
捕獲 せ られ て た る を 以 て 其 項 飛 北 す る は 明か な れ 共 其 標 本 に 徴 す る に 
何 多 少 早 て より 出現 せる も の ゝ 如 し 。 外 國 に 於 て は 中 月 よ 5 七 月 に 
BRSCHS, 

分 布 EIAMHLIMSCETZLOLLTASCH TEM ER 
地温 泉 に 於 て 僅 に 二 頭 を 獲 し の みな れ 共 同 地 に て も 普通 な る も の ゝ 
部 し 。 外 國 に 於 て は 英昭 , 中 部 欧 羅 世 , Finland, 中 部 及び 南部 露 西部 
HAB] Dalmatia 地方 , 伊 國 Piedmont 地方 , 亜 細 悪 は Amur 迄 産 す : 
亜 米 利 加 大 陸 に て は Arctic skipper (北國 セリ の 意 ) の 移 あ る 如 〈 北 
来 加奈 陀 に 産 し Hudson Bay + 5 南 New England 及び Labrador Hh 
DEEA, 

MIRIHRETITELV CHRER Ss LAN TE LMR 
FEM HD BEM る に 職 貼 せり : BBs Pam’phi-la pa-laemon RE 
すべ 〈 Pall. は Pallas DAs 755, 


本 廊 の 附 賠 は 着色 賠 な 5 し も ゃ 都合 に て 銅版 ぐ な し が 5, RR 
alin RE LTH ISL. (編者 ) 
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UNRECORDED SPECIES OF LEPIDOPTERA HETEROCERA 
FROM JAPAN. (Pr. Iv.) 
BY MOTOJIRO SUZUKI, F.E.S. JAP. 


Hanazono Entomologicai Laboratary, Kyoto, 


AK FG HE AG BE BR WAG BA su 
鈴木 元治 郎 KAARSSSe<H 

本 年 真 期 京阪 在住 の 會 員 諸君 に よ OT AMIRRR ON ae 
の 敷 は 存外 の 多 敷 に 達し た 5, AUHSOBARTFE BAT ZOE 
Erich, HOKE TA rw RL II TEL RR ER 
TABDOLIETNELSMUIHBREE CURT AH HT EZ 
ZAÄALZTNSIHOHZFRHL THRE BR TS CEN Lieb, 
 « BTZEXrBHENMETZ IE eR ON EBAHL AD 
好意 を 受け た る 長野 菊次郎 氏 に 深 て (感謝 の 意 を 表す 。 

(1) マグ ロナ ミ シヤ ク (i) RMF 
Calocalpe inanata Curis. (第 四 版 第 十 二 賠 ) 

前 次 は 青 味 を 帯び た る 白色 , 内 外線 は 黒色 な れ ざ も 前 線 に 於 て の 
AK AR LENBEMATI CRA CHARS, 前 継 角 は 大 形 三角 
状 に 黒褐色 其 の 前 織部 に は 二 三 の 黒白 濾 状 細線 を 説 む . SEBS A 
や 黒 味 を 帯び 後 紙 に て は 少し 〈 濃 色 を 呈す, MED IR UF EA 
る 蒼白 外 結 者 は 若干 黒 味 を 帯び 渡 状 の 亜 外 結 線 は 折 色 を 以 て 現 は る 
BEIELIENRETT, 裏面 は 前 次 に 於 て は 略 ば 表面 の 紋 理 を 
Ba WA Ti PAPI LBRO PB RMD 5。 

ARUFHE 開 張 一 寸 二 分 
分 布 日 本 (日 光信 月 芝川 氏 》) アァ アムール, 支那 , キ ベッ ト . 
2) 宅 ンク ロキ イロ ナミ シヤ ゼ ク DE 

Stamnodes danilovi Esscr. (第 四 版 第 九 賠 ) 

斑紋 題 閉 な る 美 豚 種 に し て 前 次 は 樽 黄 色 , BRIAN EORHD 
b , Wie b HE ( A TSG RN AT A HERD II 
DED MAMI, AREY OPM APRARE TL6REO 
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地 を 存 す , PHOS, 第 三 第 四 脈 の 基部 に 黒色 の 大 棒 彫 紋 あ り , 後 
次 も 前 翔ぶ 同 色 に し て 次 脈 に 於 て 鷹 て 進 6 る \ ヽ 黒色 の 四 壮 あり , 其 
B= AHR TAL TER MORKU ES 15 > BO Hi Bon 
LH), AHRMMOFRMOARRE, Hid RAL L TER UK 
面 に 一 致す , BA CUE OMS © tH 2 BEA RN EC KEM ¢ 
DK HAE YUTHNRISMAKE ST 
KEZAHE 開 張 九 分 五 厚 
ah 日 本 (信濃 一 和音 , ABER KE. CAA. 芝川 。 竹内 . 
Be. PBR) シベ 7 ャ 。 支那. 
(3) WHEE FELT Gi) REM 
Cidaria caeciata W.V. (第 四 版 第 十 一 彫 ) 

前 次 は 薄 黄 灰 白色 若しくは 蒼白 を 淀 ぶ る も の あり 5 色彩 の 濃 湊 に は 
BUSINES も 胡 ぼ を の 系 統 を 均 し て せり 5, 黒 褐 鱗 を 粗 布 し 中 湯 は 
BURRIS CR BR TAN EFO- ind Kor oh 
LAENTAIHEORABRIMERO, IRRE RETTET L 
THAT, QEKSI=HOMSEKMS >, EIUPELLTHP 
大 形 , BBL VIR BED SEC RBOS[IRER TS. BEINEN 2 
通じ て 放 黒 で 淡 黄 の 班 を な す . BMRB LIED Pak 
IL AWE O BIE ROMEO (CARO PVC RS AN HHL 5 
RAD EB BRRU SD WRI LTRRT, 

KREUZE 開 張 一 す 一 分 

aM 日 本 (信州 高山 地方 , 七 入 月 芝川 野生 氏 ): BR. 
_ 大陸. 北米 。 

(4) ヒト ウリ メト ヒヒ メサ ナミ シヤ ク CE Ree 

Cidaria obstipata F. (第 四 版 第 十 賠 ) 

— Welt BAILA, ( 雌雄 又 色彩 を 異 に せ 5 概して 前 門 は 赤 味 を 帯 べ る 
BERNARD RR ET ZN PHASE TS I BORN d D 
WED HPD NLA FF 2 RES EL TR PH IA £6, 
の 小 彫 紋 あ 5 価 は 此 の 彫 紋 の 内 部 に は 小黒 軒 を 有 す . BUD tees 
答 ば 前 紅 の それ に 一 致 連絡 すれ ざ も 宣 ろ 淡色 な ?. 裏面 は 一 般 に 淡 


154 Ra BH t® Be 28 UN 


Fail BIN LBAEO PSS K=OWMRE CAT. 
ARI BIE 開 張 七 分 
AA 日 本 ( 五 月 一 和 月 , 京 都 塁 近 に 稀 な ら 5 す ) ROH ER 
Be, ab AM. 北米 . 


(5) や ハズ ナミ シヤ ク Bie) Rai 
Cidaria sagitata F. (第 四 版 第 八 賠 ) 

前 効 は 鹿 色 次 底 の 一 線 及 び 中 央 を 横断 せる 廣 帯 は 濃 褐 色 , 此 の 中 
HED AAT + > HPA RD HE I TIHRIFO-OHTETA 
BD APUEAY Zo HE RO HAD BO HLA DR IMR ORTE 
mRNA TEN HRA BR BEBE L TAU 
Id TAN HERD AH L b HIS BED RUSE BE 
も, BMRB, THREE HCE C OPMRM PARE 
MOBM OME AD DEER MEME CAR, BURR 
色 を なす. | 

体長 三 分 開 張 九 分 
分 布 日 本 (信濃 , 八 月 . 牧 谷 . 竹 内 氏 ) 欧州 。 ア ムー アル 。 


6) 系 グロ ケン モン Si Ki 
Caloeasia coryi L. var. mus OBER. (Su) 

前 次 の 基 邊 部 は 黒褐色 に し て 其 の 外側 は 黒色 の 線 に まで 限ら る 
JED BABS BMAP ARK TE L TERRA に 達せ 5. 内 線 
Bll し て 波状 を 呈し 中 央 ょ ゅ り 一 の 黒 線 を 出し て 濃 色 部 を 了 眠れ る 
ALA eit TER EB ORR eT, 外 年 部 は 大 白 色 に し て 外 
PU BSE OVER 2 BT. TR OM @ TL Pies 
TREE PEMOME LizeBtl as. BUA-RCRKBE B 
Wi BMI UT RRS BU TE ONARROEMCAT.. 

RE mus Ober. (2 JAIL ET Vix—MR IC BAT). 
ARIE 開 張 一 す 修 
分 布 [原種 ] BON. 7} eA 

Er) 日 本 (EM AA BER). a= 


; 
; 
: 
" 
て 
i 
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(7) ナカ トビ ヤ カ ( 新 稚 ) Rie 
Rhyacia cuprea Scuirr. (第 四 版 第 二 賠 ) | 
前 次 は SHI. LT RD PTR Piste tt LT 


PRR ORR ERO MED TH 淡色 な 5, PRB 


色 , 前 紙 は 黄色 を 星 し 各所 に 暗 褐 班 を 存 す , BIR BE. LT ee 
は 前 後 凌 を 通じ て 淡 宰 黄色 , 前 次 裏面 は 中 央 暗 得 色 , 其他 は 灰 白 後 逆 


も 次 自 に し て 暗色 の 室 里 わり.。 


体長 五 分 開 張 一 す 二分 
a BA NN SRR) 欧州 アル メニ ヤ 。 カ ムチ キャ ッ カ . 
(8) FRHAFSAkD (HB) RMA 

| Meliana flammea Curt. (第 四 版 第 六 賠 ) 

前 超 は 淡紅 灰色 に L TRL A An ADO RR 
ァ 幸 布 す , DE DMORRFREL TR ÄATE TIER DO hin 
DI OMAR: CRB LTM MRR BS GEO TER 
PAC なる, ECHO EN, 外 織 に は 三角 状 の 小 
Bernd 後 凌 は 殆 ん ざ 自 色 に し て 班 紋 を 人 角 ま , 絹 毛 は 前 現 は 
淡紅 後 路 に て は 和正 色 , 裏面 は 一 般 に 灰 碧 , 具 前 次 の 中 央 部 は 細長 く 購 
色 を 星 す 前 後 凌 の 外 結 に は 部 中 を 有 す 。 

AEA RE 開 張 一 す 

Ra A (ARE. HARK) 欧州 。 ア ムー ル 。 

(9) WRESAKALS DE Rie 

Sidemia subornata Sres. (800i ial) 

| DRI HBT A PAPAKI OMI LT WARK E THEE I 
5 な 5, WHA TORS CPR PE PS CMR EY SL 
的 外線 は 濃 褐 色 , 内 線 は 外 方 へ , 外線 は 内 方 へ 何れ b eGR を 怖 曲 
>, 亜 外縁 線 は 淡色 に し て 雨 側 に 赤 褐 の 陰影 を 件 ふ , 園 汰 紋 は 浪 色 の 
HELELERSREL KEIL TEE BORIS, UMS 
黒色 , BANNBREL L TIRER KRONE REN KB 
HMM RB. LTE ONG BRIBE FL FERN 


156 Rm eH pe BF Se RF BR 


xe UTI BMRA BEI LIKE EN L TAN 
RED, 

KENIA BIER 

分 布 BR(ATHAAMAR): シベ 7 TFA. 

(10) ハ カ タ アラ ヨ ト ウ SE RR 

Trachea stellifera Moore. (第 四 版 第 三 賠 ) 

RUDI KERR BE, ROWER I A REO DEAE e A 
し , FARR bE EU TES, 内 線 は 第 一 脈 に 於 て 外 方 に 失 
DNS ATI ABO FEOHN FRI REINE なす, BKB 

状 紋 は 何れ も 内 部 に 少 許 の 黒 鱗 を 有 す , SRRONARBAE, BA 
暗色 に し て 外 結 に 向 つ て 渡 色 と な る . 中 室 紋 は 暗 入 色 , 総 毛 は 前 後 
DEBLTERE 各 竣 脈 端 に は 赤 功 毛 を 有 す , 裏面 は 出初 に し て 前 
ZANEED PR ROCNE OR SRT ARE, RAO AR NEE, ER 
黒色 。 

KRIN 開 張 一 す 二分 

分 布 BR KRER ZINA KR) シッ キム 。 

(11) キシ タ ギ ン モ ン ウ ハバ DE TORE 

Syngrapha ain HocmENW. (第 四 版 第 五 彫 ) 

前 次 は 間 紫 灰色 に し て 黒 味 を 帯び 内 外線 は 何れ も 二 和 電線 ふり な る 
JED BRO Hl BE ARR EERIE EC CH = Bit 5 中 脈 下 
に て は 二 回 の 居 曲 を な す , HERO MMS AHA CT BRL 5 斜め 
に 征 や 内 方 に 和合 ひ 内 織 に 達 す , 亜 外 半 線 は 蒼白 波動 伏 を な し て 黒色 
の 陰影 を 伴 ふ , 外 結 は 淡 黒 の 新 月 絞 を 連ね 灰色 線 を 件 ふ , 総 毛 は 黒色 
CPR OR’ 13 LASRO PE FERRER HOMRREBE & 
Bt b, 中 央 に は 7 RORAMLAT, BURMRSK THER 
( 黒色 , 裏面 は 前 次 基 年 に は 黄色 の 部 盆 多 て 〈, BMI TRA RHO 
A UC BEAD BETIS LARS BIB IE BRED KL TOA PIA T 

AED Pie — st =F 
分 布 日 本 ORRIN. AAA. 86. PR); x 中 央 亜細亜 。 


‘5 
y 
7 
> 


| 
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(12) ナカ ジロ トカ ガリ バ SE Ri 
Palimpsestis tancrei Grass. (BUBEN) 
前 次 は 灰 自 色 に し て 暴 褐 鱗 を 粗 布 し 斑紋 は 極め て 簡明 , AR 

色 の 三 並行 線 ょ MO MRE り 第 二 脈 ま で 斜め に 外 方 に 向 ひ 之 ょ 5 ぅ 
垂直 に ARES. 三線 の 中 間 は 黄 褐 色 , HR — AE ORC 
し て 前 結 三 分 の 一 + 5 出 で 少 し 〈 内 方 に 向 ひ 策 や 鋭角 を な し て 外 方 
= is LOS OUR He > TARA > 内 線 に 総 る 此 の 外線 の 外 
部 に は 廣 き 黄 宰 の 陰影 を 伴 ふ 此 影 帯 は 前 縛 に 到 る に 従 て 濃 色 を 滞 す 
THALES TR BIER 7 し て 前 線 剖 に て は 不明 , SEEN RR 
線 は 黒色 中 帯 は 殆 ん ざ ぐ 消失 す れ ざ も 前 線 部 に て は 稲 や を その 六 跡 を 朗 
ぁ 得 ご し, CURBERA LT FERRARI UT RARE 5b, 
=e 3 Bi CU TKS, 裏面 は 灰色 , 後 次 の 方 や ヽ \ REMAD 
AIRE PRE e UTR. 

PEs B BAe — yop 

Ah BA RS TA. SER. Bw tA. WW. 2K) 


Fam», 


Resume. 


The unrecorded species enumerated in this paper are contained in 
the collections made by my friends during these several years. The 
districts worked by them include Kyoto, Osaka, and Nagano-ken, etc. 

GEOMETRIDAE — Larentiinae. 
(1) Calocalpe inanata Curisr. (PI. IV, fig. 12) 
Single specimen taken at Yumoto, near Nikko by Mr. Shiba- 
kawa, August, 1913. 
(2) Stamnodes danilovi Erscn. (Pl. IV, figag) 
Several specimens taken on Mts. Yatsugadake, Shirouma and 
Kamiköchi in Shinano, by Messrs. Nohira, Shibakawa, and 


Sugitani; July to August, 1913-1915. 
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(3) 


(4) 


(5) 


(6) 


(7) 


(8) 


(9) 


(10) 


hh SHnm FS € Hw KR 


Cidaria caeciata W.V. (Pl. IV, fig. 11) 
Several specimens taken on Mt. Yatsugadake, in the Prov. 
Shinano, by Messrs. Sugitani, Nohira, Takeuchi, and Shiba- 
kawa; June, July and August, 1912-1915. 

Cidaria obstipata F. (Pl. IV, fig. 10) 
Several specimens taken at Kurama near Kyoto, by Mr. Nohira, 
June, July, and August. 

Cidaria sagitata I. (Pl. IV, fig. 8) 
Three specimens taken on Mt. Yatsugadake in Shinano, by 
Messrs. Sugitani, Shibakawa, and Takeuchi, August, IQI4-I5. 


NOCTUIDAE — Acronictinae. 
Calocasia coryli L. var. mus Over. (Pl. IV, fig. 1) 
Single specimen taken on Mt. Usui in Shinano, by Mr. Sugitani, 
August, I9QI5. 
— Euxoinae. 
Rhyacia cuprea Scuir. (PI. IV, fig. 2) 
Two specimens taken at neighbourhood of Mt. Yatsugadake in 
Shinano, by Mr. Takeuchi, August, 1915. 
— Hadeninae. 
Meliana flammea Curr. (Pl. IV, fig. 6) 
Two specimens taken at Minomo near Osaka, by Messrs. Take- 
uchi and Nohira, July, 1914. 
— Amphipyrinae. 
Sidemia subornata STeR. (Pl. IV, fig. 4) 
Two specimens taken on Mt. Yatsugadake in Shinano, by Mr. 
Takeuchi, August, IQI5. 
Trachea stellifera Moore. (Pl. IV, fig. 3 
Three specimens taken at Minomo near Osaka, by Messrs. No- 


hira, Shibakawa, and Takeuchi, October, 1915. 


ーー 
~ 
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Unrecorded Species of Heterocera from Japan. (Explanation see p. 150). 


日 本 BR 記 RM 類 (説明 > 一 一志 頁 ) 
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— Phytometrinae. 
(11) Syngrapha ain Hocuenw. (PI. IV, fig. 5) 
Two specimens taken by Mr. Nohira, one on Natsuzawa-töge in 
Shinano, Aug., 1910, and the other on Nikk6, 1911. 
CYMATOPHORIDAE. 
(12) Palimpsestis tancrei Grazr. (Pl. IV, fig. 7) 
_ Three specimens taken at Minomo near Osaka, by Messrs. 


Shibakawa and Takeuchi, October, IQIS. 


EXPLANATION OF PLATE IV. 第 四 版 説明 


1. Calocasia coryli L. var. mus OBER. ¢p. 158) ね で ろ け ん も ん Cp15 る 
2. Rhyacia cuprea SCHIF. (p. 158) な か さそ び や が cp. 155) 

3. Trachea stellifera Moore. (p. 158). は が だ あお を よど う (Cp.156) 
4. Sidemia subornata Srer. p.158) うす も ん か ば よる 2? (p.155) 
5. Syngrapha ain HocmEW.Cp.159) き し た ぎん も ん う は ば (p.156) 
6. Meliana flammea Curr. (p. 158) な が か すむ よる 2 う (p.155) 

7. Palimpsestis tanerei GRAER. Co.1599 な か が じ ろ EHS WF Cp. 157) 

8 
9 


. Cidaria sagitata F. (p. 158) PIFTRALPT (p. 154) 

. Stamnodes danilovi Erscu. (9.157) も ん くろ きい ろ な み し や ( (p. 152) 
ıo. Cidaria obstipata F. (p. 158) ひさ つめ さび ひめ な み し や く (P.158) 
rr. Cidaria caeciata W.V. (p. 158) SYZATRTALPT @.188) 


12. Calocalpe inanata Cukist. 9.157) つま ぐろ な み し や 〈《 (p.152) 


160: Bm S@H in F 2 EGF BR 


HEA © URE BAS 2 TE 
(N.E. Mc Indoo—The Olfactory Sense of Coleoptera; Biol. Bull. 
Vol. XXVIII. No. 6. 1915.) 小熊 FA PD 


Fh rh he 13 — AE DS 3 I AE TO CBABI— 
He UCHAPHOBBC BRL TER e D> BOPP RSMSMAE 
AAA LISI VB LED 6 SHS LAE PRP SSRI 
SULBAUT & FH EO RELIC AI FD OBR 2 
苦痛 に 原因 し て 居る 事 を 知る 事 が 出来 る 、Hick Ke (1857 & 1860) は 
Bh DI RRM PRO BBR LNG ( MEFTDGFE 
推測 し た . 最近 Lehr FE (1914) ETS 22 Dytiscus marginalis 
DEREN (Peduncles) (rH Liza K 4 PHU HHS LORE eH 
た に 過ぎ な いで 寅 験 を 試み な か つた 。 著 者 は 略 同時 鞭 に 膜 贅 類 の 同 
様 器 開 を 研究 し 併せ て 一 般 昆 是 の 喫 引 器 に 関す る 文 蘇 を 評論 し た が 
紫 れ 等 の 論文 は Lehr 氏 の 見 る 所 と は な ら な か つ 。 此 の 論 女 は 矢 
BE b Hy SEL RE TER RAMP CHROME 2 
研究 し 従来 一 般 に 信 ば せ られ 人 鯛 角 説 を 否定 し 特殊 喘 算 孔 (Olfactory 
pores) が 吊 感 を 司る 事 を 主張 し た 者 で ある 。 

著者 は 此 の 研究 に 三 十 四 科 四 十 巧 属 に 表 5 て 五 十 種 の Be ee 
ads Lic) i UC 8 LILY AS SAA OIL ROMP 
群落 を な し て 存在 する 事 を 知 つ た 。 9 < 

oes FE A OB il (= AEE LT ES AROR CPD. B 
KE CHS & BORER Muscle disc & Subcostal head & (2 #R $ 972 
Radial plate の 上 に 在 4B ds4 > 4, (8-5) 

ORK RAD S AWORMMIKO EI HEL CRACK 5 唯一 
グ ク 所 に 塊 ま つて 居る 事 $ あ れい ば ニケ ク 所 三 ケ ヶ所 又は 四 ヶ 所 に 婦 れ て 塊 
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まつ て 誠 ぁ ぉ 事 が あぁ ある. EMMEN THA! Osmus, Clinidium 及 Cysteo- 
demus の 三種 に は 全然 無い 。 SH) 

第 三 和 群 は 之 し を 股 に 下 見 する 。 肢 に 於 て 此 の 吊 覚 孔 は 博 節 服 節 礎 
GRAHMOMNMI SBA CN, MAI REGORMOMAI LBB 
す SBBWKA, KIA THHOTHET SA EN ZENTD U 
DGG BK 2 BI: 7 LL GED BB DS HK 2, 


a 


HAD RB 
YUELORE IBZ RD pd SMB LOSE OAT H SPHO FL 
。 ORES RP OMMI IH - EN LAUV, 最 ぉ 少な い の 
RBETLEABETEHSERREZIHOFTLLR TO, RLBRO 
AT IUD ed ONS, B-BREIHDORNHERTSOM 
BILD? OMOTHOTHBULD—-HY LTE BER SDR, + 
敷 個 の 例 を 表 を 以 て 示せ ば 次 の 様 で あ る 。 


162 Rm Hm 8 2 & 8 UM 


Koma © UR AD pRB 
竹 名 Hol FLOR FLOM | 


Cicindelidae | Cicindela vulgaris 180 | 29} 924 | 1,133 


” Osmus sp. 290 12 302 
Carabidae Calosoma scurtator 140 62 | 869 | 1,071 
Dytiscidae Cybister fimbriolatus 49 | 180] 917 | 1,046 
Silphidae Necrophorus marginatus | III 60 PO Os2 4 mas 
Staphilinidae | Staphilinus macrulosus 110 23 | 493 | 626 
Coccinellidae | Coccinella 9-notata 93 132.-| , 320 Des 
Histeridae Hister depurator 74 SO | 249 | 403 
Hydrophilidae] Hydrophilus triangularis 93 | 310 | 662 | 1,065 
Elateridae Elater apicatus III 130 | 365 | 606 
Lucanidae Passalus cornutus | 203 184 | 782 |1,169 
Scarabaeidae | Cotinis nitida 162 39 | Osama; 
Cerambycidae | Orthosoma brunneum _ 79 |.-207-1--982 | 7268 


YLOMAÄNTETHOHRH & JERE LT 5S © OBS 49-341 
DELHI BRO Bid 12-310, MOR ik 130-9082 OULD H AM 
し て 全 敷 を 比較 する & 273-1268 DL dd A, 

BT RK MEOW ILO Hs & STO, EORU EAE Cie L 
RAIL - REE ONE ¢ 2 5 ORL EORVE 
CHT NIDA ORF Be D THANE CES, KONUEBETRZ 
で 小 さき 光路 の 如 て (見 ら 其 の 周 園 は 暗色 に 織 ざ 5 れ て 居る 。 Kor 
心 に ある 光 つ た 所 が 孔 の 開口 し て 居る 所 で 其 の 形 は 財形 , 棒 園 形 , 及 
は 梶本 形 を 呈し 時 に は 細 き 隙 の 如き 形状 を し て 居る 、 唯 下 珍 の 者 は 
必ず 彫 形 か 椿 園 形 に 限ら れ て 居る 。 面 し て 毛 の 際 着 部 は 此 の 種 の 孔 . 
JEL THI Sh, de 

DLE SLO HA Ghee AD ESS (2S = A las L 72K ILD OM Topf 
F VEER CS OTHOPHRAKAE CBSE PERK LHOZO 
周 園 は キチ ン 質 に ょ 5 て 園 ま れ て 居る 此 の 室 を 孔 腔 (Pore cavity) さ 
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AI SLEOREM HU: Ft Y BoBlHe (Chitinous cone) が ある 
ZUR FA a DS D> GE ET de OBB RAMI OSPUWIZ kb Tihaktz 
CHS, FLEACAMEMROMED LOT ZN PR HERREN 
に 接する キチ ン 層 を 貫通 し て 末端 は ILIA AAR HH LT 
EA. HOM MH eH UTS SRM ALENL ET Awe 
其 の 外 に 存する 場合 や ある . 

KERN A 5 込ん で 居る . HD AT IZ 
AD 12h 13 Radial plate HS THE) UWBILFOR FIle) TS 
BICHMLHOFTSFILCHET 2, VMCA +) し 者 は 直 に 分 れ 其 
DOHERDOHUMNEI LAT ORK ARO T Eb ERIK 分 れ て 各 
MEILLBRRT A. MU CMA 2aBA 8 MMA MAI x 
THEN TES. 

DEO Ret KOT Be BULB ILS AOE RIB BETH 
IEZIERUODENFREE TEN ER TU FRA ON, 
BAZ BT AI7H ARC Hb) RDS PEC EOE 
BHZERBTAN Mi eb Lies, MARHOS VI LTE 
BPO WAIL UE) OR LiRBSGReEOTM 2 OBEN BAS 4 
KE vig Liz, AO?2- Bis Pepermint, thyme, wintergreen SQ Hl, 
Fennyroyal & Spearmint の 葉 美 , 死 し て 腐敗 せ 2 甲 皿 等 で ある . RR 
せん さす る 甲虫 を 一 匹 採 》 て 三角 箱 に 入れ る ミ 初 め 暫 〈 は 非常 に 騒 
ぎ 加 る が , Pas T PI KR FLOW THAD 6, 基 の 時 を 待つ て 逢 下 に 
BADA CMe FH DR) 静か に 其 の 栓 を 披 《〈、。 さ うす る さ 何 等 手 

術 を 施 る ぬ 甲 下 は 必ず 六 十 秒 以内 に 上 に 調 げた 何れ の 香料 に 翌 し て 
。 $ も 反 應 を 起す 。 若 〔 六 十 秒 過ぎ て も 無 應 の 時 に は 其 れ を 陰性 決定 
し て 差 支 な い . WSS Bit Control & し て 折々 何 物 も 入 つ て 居 ら ぬ 無 
BO ita eA ke Liz, S-PBlE し て Carabidae に 属す 4 Harpalus 
pennsylvanica の HGR eR SHEA. 第 一 に 手術 を し な い 者 の 
反 應 は 炊 の 如 し 。 (但し 二 十 豆 匹 を 栓 せる 者 ) 


164 RABMR 8G @ 第 四 鐘 


Pepermint 油 RMERS fel — 95 75 ET, BY 3.6 秒 
Thyme u i BAER, PY 8.5 秒 
Wintergreen }4 = IHRERTE BH 1644 。 
Pennyroyal D# Me 三 秒 万 至 六 十 秒 , BY 21.1 秒 
Spearmint O 3 6 三牧 乃至 六 十 秒 , BH 2r.8 秒 
腐敗 せる 甲 下 の 五 秒 乃至 六 十 秒 , BY 28.1 秒 


以上 二 十 五 匹 の 反 應 時 間 の 弥 卒 均 *6.5 秒 
KC [ALLOA eo) 5 去り て 同様 の 試験 を 試み な る に (ALC 


pe % FAY) 

Pepermint 油 反 應 時 間 二 秒 万 至 十 五 秒 , BH 3.8 秒 

Ihyme 油 の 一 秒 乃 至 甘 五 秒 , PH47B 

Wintergreen jh be 一 秒 乃 至 廿 五 秒 , BY 69 秒 

Pennyroyal DERE ,, 三 秒 万 至 五 十 秒 , 34144 

Spearmint DER の SBNERTE PH3408 
BELTEDIBFERAHDOEIERETD DT) 

Bit 6 a SBIERTE, BH32.08 
{BL ADE 3 SE MB) 


Yb= +e D CERF eI ORBAA I 10.1 秒 

NEO RR PHILO $v HE? t-PHA+T+ABOARE 
ROTE, 
BZEIARABFI AO TH RO AB E Liz. HARRI 
 ZFHETHOHRURORT DZ, 


Pepermint 油 RES NSBAEN FED, 107 秒 

Thyme 油 g 五 秒 乃至 五 十 秒 , PH10 2h 

Wintergreen 3h 5 REGEN TE, BIH18.075 
(A L Pe 5 HEI ME) 

Pennyroyal DER ,, EBGERTH, 2B 4290.25 
(1B L-EPe thee He) \ 

Spearmint DER の 五 秒 乃至 六 十 秒 ,. 企 均 24,7 秒 © 


(但し 四 匹 は 無 反 應 ) 
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Bee 4 Ash bi ABREZTE, 713134 
AMO BRICH LBLOP ROR Liz RK ME ORT 
17.7 FR CHS. 

ss Re > KH) HOMOMBLE 7 2) ~ THD OR 
Liz4 FAP Ost 8 し て 試験 し た る に 


Pepermint 油 ROE SITE ALB, 下 均 9.5 秒 
Q(B L =e i2 MET HE) 
Thyme 油 ” EHMERTD, BY 12.5 
a USP 
Wintergreen 73 お SHMMERTE, B18. 7 
( 相 し 四 匹 は 無 反 應 ) 
PennyroyalDOERE » 者 秒 有 万 至 六 十 秒 , 3438.08 
(AA L Jue ih HE ie RE) 
Spearmint DER as SPBITEATE, 793298 
ABLE PER EI) 
Met A Pia の 四 秒 乃至 六 十 秒 , 22.125 


(AB L ZPE id HET HE) 

WEA © PB bee Il 24.1, 

Kommt UT Hitt --MO Pm eR UPN ba TT OER 
を 得 た 。 THA CMAOARAEORACMRG ee RT LAL 
vv. RZEEZEOHTZRFILOFFUFEHRTNECHR TS 4, Be 
Mv Nir bn SO wT OWBIL’ HEAD WARE I FE TACHH 
Bs 2S LRP UT RS WO eU TSAI, BR 
び 脚 に 存在 す AUT bE IL EAT BRO I © LEE TO BE 
断 じ ょ 』 5 と 思 ょ 。 MARS PRR BMS Ar Biss 
( 局 様 な る 器 同 が 口 部 の 諸 附 属 物 に ある らし 〈, Kiri LT 
に は 全く 〈 無 闘 係 で ある 。 

最後 に 従来 論議 られ た る 鯛 角 上 の 諸 威 赴 器 が 果して 諾 無 を 喘ぐ に 
適し て 居る や 否や を 判断 し て 見 る に 例 を を Hochrenther 氏 (r9gr2) が Dy- 
tiscus に 人 往 し た る 研究 に 取 つ て 見 る が い \ で 思ふ 何故 と だ 王 ふ に Se 
PRIA UC RT ONIRZDAR OPER DB ART HE 


166 Bh BHD 第 2 BF BD GH 


SP 6THS, Kr Linton - LHBOM BBS 4 
THEN SED FBT SHERI HAT BA RI Lt BEBO NR 
に 明か で あぁ る. 所 が 此 れ 等 の 中 Hollow pit peg CET AFDAIE 
四 を 司る 6 る さ 氏 は 云 つ て 居る 。 然し 果して 然 6 ば 此 の 器 開 は 鯛 角 の 他 
(= COBB, 胸部 , 脚 及 生殖 器 に も 存在 し て 居る か ら 此 れ 等 の 部 分 も 同様 
ME eS Cmdr on, WL FE CMO C 13 PRS HE DS 
RU CHS I TE 5 BLO OED # ¢ ll CO THORS 5 見 て 
SEBO MBSR LUCRBOS CHAE B~4, 何故 と 
ZAHN FLO OBC PS TEAR ILO BA POT 
HS, 


| 解 
第 一 賠 Epilachna borealis DAHIN (第 一 群 を 示す ) 
第 二岡 同上 交 (第 二 群 を 示す ) 
第 三 彫 Passalns OAOHHI HV 2 BIL 


Por Ap.: FLO, Con.: * + v [BSE fK, Por. Cav.: FE, Hyp:R 
REAM, N.: PRCA, 
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© LO tyke 
LEEErKEREN 7 BRBSAUL OT AR AL ROI he VERE L 
RF GREE OLATHE FERS Ba ACER) 
Dib AwW-+-— lk © fs-_k % HGR Lie AES ROM DS KE VIRAT 4 
fe LHO—CL ev ffi2e THK DO: A LAT 2 IX Libellula 4-macu- 
ata 上 .( よ つぼ し る AIDA CH, AE T HMB OH 5 
E°\B8OUP SF, SNTHOMSR LM DI LTR ABSEITS, 
Kb て 佐藤 君 の 得 た 事 質 を 報告 する を 喜ぶ も の な 5。 OR) 


ルーミス シ で ゞ < | 
本 年 , SRZEFUT CHE ONR>MARARE—KI 5 通知 
Hd, 次 如 に 同氏 の 詳細 の 報告 ある べし . 


⑤ 信 州 上 高地 産 の 晴 申 | 

EA LSHEOHRERBUN FR T 2 ML AR NI OHR 
報 す る 事 と せり 。 該 標本 は 本 年 の 夏期 矢野 宗 幹 君 が 自 5 同 地方 に 探 
集 せ る も の な 5)。 

I, Somatochlora Uchidai Foerster. 7 た が ね AlF®, 

2. Leucorrhinia dubia Linden. か は じ ろ ゃ で ん ぼ Y の . 

3. Enallagma cyathygerum Charpentier. "2. 

以上 の 中 : 及 2 の 雨 者 は 包 に 中 部 本 州 に 産 する 事 を 知ら し れ た る 者 な 
5 , MULT 3 は 現在 余 の 知れ る 限り 始め て 本 州 に 獲 65 れ た る 者 な 5, 
(8 LEAR RAEI ARN ES. Chere) 


168 RAT OBER SF BR 


¢ 。 和幸 
LHARBE 
REMIKLAZEEH NN za“ E BK 
RRM Ri SEBS wos 高木 E BR 
Bie Bat PY Wise ZB] BL, WBE Bk Je SKA KK kK RE 
Nelson Annandale, Superintendent of Indian Museum, Calcatta. 
MORE FE eH Ca N Mah A BR 
2. 移 ip 
ALPE AL IT TB TER ICH m 橋 5h —K 
Worm WSN 7 SOS MRR + 西 i 
鹿 見 島 市 東 千石 町 六 十 衝 番 地 x O T-BEK 


EXCHANGES. 


Fellows and subscribers are invited to make use of this column, 


Not more than three lines can be allowed for each. 


Duplicates—Japanese Lepidoptera (Rhopalocera ca., 100 sp., 
eterocera ca. 500 sp.) を Odonata ca. 50 sp., unset, in envelopes. 

Desiderata—Lepidoptera and Odonata of the world. Akio 
Nohira, Ichijoji, Otagi-gun, Kyoto, Japan. Matanosuke Shiba- 
kawa, 4-chöme, Fushimi-machi, Higashi-ku, Osaka, Japan, 

Duplicates— Japanese Hemiptera. Desiderata—Hemiptera of 
the world, Teiso Esaki, No. ı. Shinkawasaki-machi, Kita-ku, 
Osaka, Japan. 

Duplicates— Japanese and Formosan butterflies. 

Desiderata—Rhopalocera (Papilionidae & Lycaenidae of North 
America). Iwahiko Sugitani. 3rd High School, Kyoto, Japan. 
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Duplicates— Japanese and Formosan Coleoptera. 

Desiderata— European Coleoptera. Motojiro Suzuki, Tani- 
guchi, Hanazono, Kyoto, Japan. 

Duplicates— Japanese and Formosan Butterflies. 

Desiderata— Rhopalocera of the world. §. Satake, No. 48, 
Aoyama Minami-machi, 5-chöme, Tokyo, Japan. 

Duplicates— Japanese Lepidoptera and Coleoptera. 

Desiderata—Lepidoptera & Coleoptera of the world. Shiujiro 
Hirayama, No. 687, Shibuya, Tokyo, Japan. 
- Duplicates—Japanese Formicidae. Desiderata—Formicidae 
of the world. Cho Teranishi, The Tokyo Nögyö University, 
Tokyo, Japan. | 

I offer in exchange for Myrmeleonidae, Chrysopidae, Hemerobi- 
idae, and Mantispidae determined Odonata, Neuroptera and other 


insects. .Esben Petersen, Silkeborg, Denmark, 


交 IR 
AG eID AME TUL 2 IE EARS 
BUM KH BO RR e At 


(RYAYV>, Far AVR NZVRBREAD I HOW € 
の 交換 を 望む ) 


犬 阪 市 東 避 伏見 町 四 丁 目 ZUR ZB 
同 上 京都 府 愛 容 郡 一 乗 寺 村 SF PB Re BR HE 
FUR O Km e HH BT. 

ARE N tes — Ub» = 


KO th & HBT. 
PAH HI SHE EHEN BR 岩 


NW 


170 Rm BH we #£ Se 第 四 R 


He eH OB th & Hr BT, | 

KAITREFUNBN ED WA KF KE 一 
1 HO Zhe tH BF. 

RAs ERS Feo i A IC RK BB 
. 同 上 REA SZERFAT SLO om 
Kae O Bi eH BT. 

大 阪 市 北 必 北 野 小松 原町 三 太 七 FEB: 
BUEBERMEOZMERAT, 


Else ARH ER 
BURROW AMO RMR e HS. 

Set bE KB Bil 下山 修 治郎 
同 上 大 阪 市 東 全 南 久 資 寺町 * A wh mR 


aie, 琉球 , DG ICME. Hk. ROA Ie ie L. 
SEN RAAT, MARS も 鮮 せ ず 。 
RRL A SOS 加藤 方 寺 BF 物 


VER, aos SE ZA RATE) 全部 更新 致し ま 
すか ら , 本 本 に 掲載 希望 の 方 は 本 年 内 に , MAINE EEE 
HERREN PS aU US 


OA SIMA SASSER UCR CRARO RULE PT NKRTOREE 
Eh ARRAS AR! BT Ld B72) 6 
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Rh Ss Hm BS 
SHERZ = 目 & 
江崎 局 三 27, 69, 87 == sn 


poke (WER 1,55,63,93,103 


FPR AURS 15, 97 
BPR ABRHE 35 


小熊 近 (pgs) 5,41,120,142, 146 


佐武 正 —(re+) 149 
NZ Bp 140 
EBARTCR AB 152 

=e PGE 137 
八木 誠 政 139 
Raat) 19, 83 


EB 版 
BSR オキ ネム ラナ キト ピケ クラ 
(一 真 = 面 ス ) 
DIEB WI 
FALTER te 
Cerceris JB DO 45 
mp RO ER 


Pe HI 
(K=H = 


BER 


(-0=H 


第 四 版 


(—H/\H 


en 
 NRREFIRONE 
上 本 産 記 名 


AX MB 

_ 京阪 産ん ば 尾部 39 

by Ke. 42 

コミ ヅ グ ム シ の 猛 音 器 87 

. ク サオ ホ ア リ 7 187 

シャ ミ テ フ 弟 種 及 気候 簡 二 形 189 
AXP ン ポ 18 

放 カ ネ キ マダ ラ ャ ヽ リ 9》 149 
er 150 


Dabo A A be, 日 本 産 CHE) 5 
Nin ATS 55 BRE OD ta saz, 日 REECE ) 


OPNBO— RR Ohr) 142 

RD, A ASI BES る (小熊 押 )120 

ieee BB, OPT eB: FR EBILIN ROR BR EE 
CP REtE) 146 


cr Ayvuy AAS AA CP RAIERD97 
BEAO— Ma OBEREN 15 


IEA YHOO, ARE CLI HE) 27 
ZEAE SOR = RSC. A AR EC B=) 69 
ZEA a, 日 本 産 (松村 松 年 103 


小 灰 民 科 の 一 新種 HERD) 1 
虹 類 の 新種 及び 新 北 穂 BRE GRAB) 


南洋 の 蝶 類 (松村 松 年 ) 63, 93 

し ゃ みて ふ の 一 閑 壮 種 及 無 候 前 二 形 ( 入 木 . 
誠 政 ) 139 

た が ぬき まだら 5 せ ょ さり / 佐 武 正 --) 149 

RER, 日 本 産 (鈴木 元 次 郎 ) 152 


Cerceris 局 の 里 類 , A AEE (矢野 款 幹 ) 19 
くさ 8 ほ あ り (FRB) 137 


DER FEES 
HSROMRLSE (ANTE HED 160 
Fr BRERA Dis (35) 
さつま し ゞ み (40) 

Cerceris 局 ら 和 名 に つき て (83) 
kt Dye ¢ && (87) 
tAEmoksıR (167) 

MEL Oty (167) 

ルー ミス ジャ ゞ ミ (167) 


@ 4, (88, 133, 168) 交換 (91, 136, 168) 
新 閉 紹介 (132) MER CHEB BRAD 


2 BR & @ 雑誌 第 


er 相 th MM 2 
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Caudal segments of some japanese 
dragonflies, 39 
Venation of Odonata, 42 
Soundproducing organ of Corixa 
substriata Uhl., 87 
Camponotus Tokyoensis, 137 
Lycaena argus, var. montanus, 139 
Sympetrum speciosum, 143 
Pamphila palaemon, 149 
‘Olfactory apparatus of some Coleo- 
ptera, 150 


Index. 
Butterflies from Japan, Some new 
species and varieties of, 55 
Butterflies, Micronesian, 63, 93 
Camponotus Tokyoensis, 137 
Cerceris of Japan, 19 


Dragonflies coilected by Mr. Oku - 
mura from Kiushiu and Loo- 
choo, A List of, 146 


Dragonflies of the Subfamily Ae- 
schninae of Japan, 120 
Hemerobidarum Japonicum, Cata- 
logus, @7 2. 
Heterocera from Japan, Some un- 
recorded species of, 152, 
Hydrocores of Japan, 69 
Libellulidae of Japan, List of, 5 
Libellulidae of Japan, Key to gen- 
era, species & subspecies of, 41 
Lycaena argus, with remarks on 
its seasonal forms, Description — 
of a new variety of, 139 
Lycaenidae from Japan, a new 
species of, 1 
Notonectidae of Japan, Loo-choo 
and Formosa. on the, 27 
Pamphila palaemon Pall, 149 
Phryganea imperialis n. sp., with 
remarks on the generic charac- 


ters of Phryganea & Neuronia, 
Description of, 15 


Sympetrum, a new species of, 142 


Wasser-Hemipteren von Japan und 
Formosa, Uebersicht der, 103 
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NEW SPECIES AND VARIETIES DESCRIBED IN 


VOL. I. 


(1915) 


本 誌 第 喜 答 に 現 は れ た る 新種 反 新 髪 種 


Bz Mahe 2 IT OR REN. 下段 和 名 に 附 記 さろ る は その 和 交 記載 
所 在 頁 , 但 附 記 頁 敷 を 欠け る ろ は 歌 文 ミ 同じ (, BROAN AZIMBERL LO 


Odonata 


Anax nigrofasciatus (Descrip. in 
Japanese), 121 
くろ す ち さん や ん ま 
Sympetrum speciosum, 142 
ね きき ん ほぼ, 14 


Neuroptera 


Sisyra Esakii (non Descrip.), 99 
きみ づ ひ み ( か げろ う )- 


Trichoptera 


Phryganea imperialis, 15 
あほ むら さき さび けら , 17 


Hemiptera 


Anisops scutellaris, var. ogasa- 
warensis, 109 
, 119 

» Kuroiwae, 109 
, 118 


Aphelochirus kawamurae, 104 
か は むら な べ ぶ た だ む し, 118 
Corixa formosana, 114 
また いわ ん こみ づ も むし, 119 
x Ishidae, 113 
いし だ LADD L, 118 
» maikoensis, 113 
まい ここ みつ むし, 119 
.» sachalinensis, 112 
か ら ふ さこ み づ む し , 118 
IMacrocorisa okinawensis, 111 
5 みつ む し, 118 
Micronecta formosana, 114 
た いわ ん ちび み づ も むし , 119 
に pillosella, 115 
た いわ ん けち 5 び み づ も むし, 119 


Pelogonus formosanus, 103 
いわ ん ぁみ ブ む し , 17 
Plea formosana, 29 
た いわ ん まる み づ も むし 


Lepidoptera 
Argynnis adippe var. Kurosawae, 
60 56 


» daphne var. Nakaharae, 56 
~~) LA ORME, 09 
Cyaniris puspa var. Watasei, 68 
わた せ る り た vs, 66 
Danaida (Salatura) palauensis, 95 
ば 5 うす ち ぐ で ろか ば まだ らち 94 
Hypolimnus bolina var. angau- 
rensis, 95 
あん ご ー る むら さき , 9 
Lycaena argus var. montanus,189 
141 
Polygonia c-album var. sachalin- 
ensis, 55 | 
L-1: CE Oishi, 58 
Precis iphita var. Iwasakii, 55 
SBArTi To 59 
» var. palauensis, 94 
ば 65 うた て は も ざき , 9 
Zephyrus aino, 57 
, 60 
» jezoensis, 57 
RTAT) LA, 60 
” jozanus, 58 
じ と や うさ ざん を な が し で ゞ み , 61 
” Nohirae, 1 
の ひら し ゞ み , 2 
Zizera gaika var. horii, 68 
ほり いこ し ゃ み , 6 


Hymenoptera 


Camponotus Tokyoenss, 1878 
くさ お は ほ あ り , 138 
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New Species of Syrphidae from Japan. 
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"SYNOPSIS OF THE ECONOMIC SYRPHIDAE 
[ OF JAPAN. (Pr. .) 


BY PROFS: MATSU MURA, ZKrgaluhakushi, F.E S. JAP. 
Entom. Laboratory, Coll. of Agric., Tohoku Imp. Univers., Sapporo. 


and J. ADACHI, Nosakushi, 
HA A AW A OF ew 
SRS 松村 松 年 KEARSE KR 
BEL 足立 二郎 xHABASE<R 
The economic Sy rphidae of Japan includes the following genera: 


namely Chrysotoxum, Paragus, Pipiza, Pipizella, Eumerus, Meli- 
threptus, Xanthogramma, Didea, Syrphus, and Melanostoma. 


や 」 Table of Genera. 


1. Antennae elongate 


2 
ete Short rastorts orkben gad 5 
| Mesonotum with yellow RR stripes... ROR EL 
J a. not. with. distinct. yellow lateral stripes 3 
3. Face black, rounded, not tuberculate or the: oral margin, 
projecting. . pans: De turned cond 4 
-qoh 邊 ade 7 not CI Pina ROR or the oral 
Margin not projecting ... wtifriokior は . taf euecans. 
4. The third antennal joint Me the upper angle of the 
first posterior cell) nearly right angular  ... ..... Pipizella. 
— The third antennal joint short oval, the upper angle of the 
the first ‘posterior cell acutangular  ... …。 …. Pipiza. 
-5- Face yellow the 7 
ョ ー Face metallic green or black 6 


* 岳 要 は (81 頁 ) を 見 ふ 
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6. Hind femur somewhat thickened, with a row of bristles... 
re eV SEALS .. Eumerus, 

ni a not klicken not with a row er bristles .... 
2 .„Melanostoma. 

7. Mesonotum with yellow lateral stripes... . u me u 8 

— Mesonotum not with yellow lateral stripes ... ... ..。 ..。 9 

8. Abdomen narrow, with 7 abdominal segments, -in the male 
with a projecting genital organ ... ... ... Melithreptus. 

— Abdomen broad elliptical, with 5 - 6 abdominal ‘segments, 
genital organ of the male not projecting... Kanthogramma. 

9. The third longitudinal vein strongly curved into the first 
posterios eelaın nn 2 ee Kr: 還 計 

— The third lonpitdinal vein strait or a little curved into 
the firstapostesiorn #ell}.. mA. Ah. に | Syl. 


Genus I. Chrysotoxum MeEiıcen. 
MEIGEN : in Illiger’s Magazine II 259 (1803). 
Musca L.; Gonops Scor.; Mulio F. and Fatt. 
Syrphus Panz; Milesia F. 

A genus of quite large size, nearly bare, black, with yellow cross- 
band on abdomen. 

Head alittle broader than the thorax; antennae longer than the head, 
porrect forward, standing on a conical process, three joints nearly of the 
same length, last two joints together somewhat spindle-shaped, flattened, 
near the middle with a bare arista. 

Face broad, bare, somewhat elongated; near the oral margin on the 
upper side with a little tubercle. Eyes bare or hairy, in the male holop- 
tic, ellipsoidal in the form. 

Thorax nearly quadrangular, with rounded humeri; mesonotum on 
each side with a lateral yellow stripe. Scutellum hemicireular, totally 
or partly yellow, with fine hairs. 

Abdomen somewhat hump-backed, broad and thick, with yellow cross- 
bands, which are interrupted in the middle and curving towards poster- 
iorly; on the ventral side with yellow eross-bands. All the rings ofthe 
abdomen except the last, on each side at the posterior margin: witha 
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tooth-like acute appendage. 

Legs:slender, femora, tibiae and tarsi are nearly of the same length. 

Wings longer than the abdomen, the costal region tinged with yellow- 
ish brown or.dark brown; anterior cross-vein before the middle of the 
discoidal cell, marginal .cell opened, the third longitudinal vein gently 
curved into the first posterior cell. 

‘In our college we have the following 8 species: 


Table of Species. 


I. The first and second antennal joints together as long as the 
Ree Oia’ liible Bhortern..30 sus. ops. eo ve) moe) poem ee 32 
— The first and second antennal joints together ate Hey longer 


ます 
2,. Wings at the costa ee the apex ee scutellum ee 

回 EL «MATS, 
— Wings in the region of stigma with or without a fuscous spot, 

at the apex also hyaline, scutellum ney Me eg 3 
3. Wings without costal spot ... ... a FALL. 
emai). a costal Spotty. wisi) spe veamr ides. tees sse-。 omy 4 
4. Face with a strong longitudinal keel... ... carinatum n. sp. 
etc arinatedn the miele sca ach mek ueteiKee ctewed hie 


5. A fuscous spot of the stigma long, abdominal bands pale 
yellow and narrow ...  ... ws. se» ++» Japonicum n. sp. 

— A fuscous spot of the stigma roundish, abdominal bands 
orange yellow and broad oe eee 00. SAPPOLENSE n. Sp. 

6. Wings at the costa near the apex with a fuscous spot ... ... 7 

— Wings at the costa without fuscous spot .... testaceum SACK. 

7. Wings at the costa near the apex with a short fuscous spot. 
yack nedais id bs qa … + grandis Mars. 

— Wings at the costa on the un half Ca ee 
Ha) lallsıne ,ogiate «doce. akt » Saohalinense, Mats, 


1. Chrysotoxum intermedium FALL. 


‚FALLEN : Syrph. 5,2; Mulio acuatus var, Feminae. 
Mericen: Zweifl. Ihs. Vol. III. 169. 3. 


4 Hash Met BR ER ES R 


SCHINES: Fauna Austrica, Die Fliegen I. 254. 
Matsumura: Senchiu-Zukai Vol. II. p. 103: Pl. XXVL 13. 


Face shining yellow, with a shining middle black stripe, antennal- 
process and vertex shining black ; the female on the upper-side of probos- 
cis with two yellow markings, the male with a black hairs at the bases 
of antennae.’ Antennae very long, dark brown, the arista yellowish ; on 
both sides of the mouth-opening with a black spot. Thorax black, on 
each side with a lateral yellow.stripe, which being interrupted at the 
suture; on the anterior margin with a lateral gray stripe, which reaches 
nearly to the middle; on each side with three yellow spots, one of the 
dorsoventral being largest, other two being smaller. 

_ Scutellum yellow, in the middle with a black spot. 

- All over the thorax and scutellum with brownish hairs, in the male 
being denser. Abdomen black, with three arched yellow bands, which 
being cut in the middle; the second, third and ‘fourth segments each at 
the posterior margin brownish; the fifth segment almost yellow, in the 
middle with a brownish y-shaped spot ; ventral side black, being ier 
as that of the dorsum. 

Wings transparent, their bases and apical parts yellow. Stigma 
brown, veins yellow. Legs yellow, tarsi and tibiae reddish yellow. 
Length 一 の 1i-15 mm., 9 16 mm.; exp. 20-30 mm. 
Hab. — Hokkaido, Honshu; Siberia, Europe. 
Jap. name 一 f/igenaga-hanaabu. 


2. Chrysotoxum sachalinense Mars. 


Matsumura: Erster Beitr. zur Ins. Fauna von Sachalin (Journ. of the 

Coll. of Agr. Tohoku Imp. Univ. 1911, Taf. II. fig. 9). 

Female : Face shining yellow, middle stripe black, spindle-shaped, 
antennal-process and vertex black; antennae fuscous, with brownish 
arista, above the antennae with two sulphureous markings, both sides. 
of the mouth-opening with a black short stripe, parallel to the middle 
stripe, vertex being light yellow, hairs of the orbit white. 

Thorax black, the anterior and posterior angles reddish yellow, from. 
the anterior margin to the middle with two light grayish longitudinal 
stripes; on the sides with small sulphureous spots, near the bases of the: 
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wings with long grayish hairs, on the dorsum mingling some brown and 
black hairs. 
Scutellum fuscous, at the base being yellow, on the posterior margin 
with long black hairs. Halteres reddish yellow. Abdomen black, near 
the base with long black hairs, markings being like that of the former 
species, only the brown v-shaped marking of the fifth segment being 
smaller, with fine, short, shining, grayish hairs. Legs yellow, femora 
brownish, hind femora each with a black stripe on the inner side, the 
bases of the anterior and middle femora black. Wing transparent, veins 
yellow, costal margin fuscous. 
Length 一 〆 19 mm.; exp. 30 mm. 

Hab. —Saghalien (Solowiyofka). 

Jap. name — Karafuto-higenaga-hanaabu. 


3. Chrysotoxum testaceum Sack. 

SACK tint. Mitteil.,If, 1913,.Nr.. (1913). 

Face yellow, in the middle with a fuscous stripe. Antennal-process 
and vertex shining black, at the lower part of the vertex with two pale 
yellowish spots; antennae black, with yellow arista, the latter fuscous 
at the apex. Thorax greenish black, polished with two longitudinal 
yellowish gray stripes in the middle, on each side with a lateral brownish 
stripe, on the pleurae with yellowish gray markings. Thorax covered 
with fine brownish short hairs. Scutellum shining brown, with tawny 
hairs, at the hind margin somewhat yellowish and subhyaline. 

Abdomen oblong, black, each segment except the first with a yellow 
arched band, which being cut in the middle and scarcely reaching the 
sides, the margin of each segment being somewhat brownisk; on the 
sides of the first segment with yellow hairs, the first segment with a 
yellow spot on each side at the base. The venter black, with three 
yellowish brown bands, the hind-most of them being cut in the middle, 
scarcely reaching the margins. Legs yellow, slender. Wings light 
brown, the veins and subcostal cell deep brown. 

Length — Q” 2 10-12 mm.; exp. 17.5-22 mm. 

Hab. — Formosa (Horisha, Koshun). 

Jap. name 一 Horisha-higenaga-hanaabu. 


6 i @ 2 TH we BM € KH BR 


4. Chrysotoxum japonicum Mats. (m. sp.) Pl. I, fig. 1, % 


Face reddish yellow, in the middle with a shining black stripe, near 
the upper margin of the mouth-opening with a small tubercle; antennal- 
“process shining black on the posterior half; near the vertex with two 
‘triangular grayish spots; vertex shining black, hairs of eye-margins 
white; on the cheeks 2 black lines, which connecting eyes and mouth- 
margin. Antennae black, very long, the second and third joints together 
spindle-shaped; the light yellow, black at the tip. 

Thorax quadriangular, from the anterior margin down to the middle 
with two grayish white stripes; on each lateral margin with a reddish 
yellow-stripe, which being cut at the suture ; on the pleurae with three 
reddish-yellow markings; dorsum with thick, short, fine, yellow hairs. 
Scutellum yellow, covered with fine yellow hairs, in the middle with a 
black spot. 

Abdomen black, on each segment, except the first, with an arched 
grayish yellow band, which being cut in the middle, at the margin black; 
on the sides at the base of the second segment with long white hairs. 
Ventral side black, with three yellow bands, which except the second 
segment being cut in the middle. Legs ocher yellow, at the bases of 
femora black. Wings transparent, tinged with light brown, the veins 
brown, stigma fuscous. 

Length 一 の 2 11.5-12.5 mm.; exp. 25 mm. 

Hab. — Honshü. (Nikko). 

Jap. name — Yamato-higenaga-hanaabu. 


5. Chrysotoxum biguttatum Mars. (n. sp.) Pl. I, fig. 2, o7. 

Much resembles to the former species, but differs from the latter as 
follows: 

Thorax on each side with a ochreous spot. Hairs of the thorax 
black. Scutellum black, at the posterior margin being yellow. Abdomen 
black, with yellowish bands, the band of the fourth segment not being 
cut in the middle, the band of the second broad and curved, apparently 
deeper coloured than those: of the other segments, the second band very 
slender, the third band being far broader, the fourth band rarrower than 
the third. 
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Femora: black’ except the apices, tibiae deep brown, claws yellow. 
Wings transparent, the costal margin and veins fuscous. 

Length — ¢” 10-10:5 mm.; exp. 22 mm. 

Hab. — Saghalien, Hokkaido (Sapporo): 

Jap. name — Futaboshi-ligenaga-hanaabu. 


6. Chrysotoxum. sapporense Mars. (n. sp.) Pl. I, fig. 3, Q. 


Much resembles to Ch. intermedium FAtt., but differs from the 

latter as follows: 

1. Abdomen on the ventral side with three yellowish bands, the 
foremost of them being cut in the middle, while in intermedium not 
being interrupted. | 

2. Wiugs with a deep brown spot near the middle of the costal 
margin. 

3. On the posterior margin of each abdominal segment with a 
narrow brownish band, while in intermedium with a broad and in the 
middle somewhat produced brownish band. 

Length 一 の 2 12-16 mm. ; exp. 25-29 mm. 

Hab. 一 Hokkaido (Sapporo). 

Jap. name — Sapporo-hisenaga-hanaabu. 


7. Chrysotoxum grandis Mars. 

Marsumura: Erster Beitr. zur Ins.. Fauna von Sachalin, 1911, p. 72, 

Tat II, fic 8. 

Face orange yellow, with a longitudinal brown stripe, facial tubercle 
reddish yellow or reddish brown, antennal+process deep brown or black ; 
antennae black, the third joint as long as the first two joints taken to- 
gether ; in the female with two yellow markings on the front; vertex - 
black, polished; hairs at the margin of eyes yellow, cheeks on each side 
with a black stripe. 

Thorax brownish, covered’ with fine brown hairs, nearly quadrate, 
with rounded angles; all the angles and two spots of the sides of thorax 
yellow; two longitudinal stripes’ from the anterior margin down to the 
middle grayish white. Scutellum fuscous, at the posterior margin with 
black hairs, at the base narrowly yellowish. 


8 Rm Se tw 8H EBS R 


Abdomen vaulted, with four arched reddish yellow bands, each being 
cut in the middle, the bands of the last three segments not reaching to 
the margins; on the basal margin of the second segment with a bundle 
of black hairs, with a golden luster in a certain light ; each band becom- 
ing narrower towards the middle ; at the ventral side shining black. 

Legs yellow, femora, except the apices, and the claws fuscous. Wings 
hyaline, along the costa yellowish, at the apices with a fuscous nebula, 
at the outer margin fuscous; the veins yellow, those of the outer margin 
being fuscous. Halteres yellow. 

Length 一 の 2 18-19 mm.; exp. 967 34 mm.; 2 38 mm. 

Hab. — Saghalien, Hokkaido, Honshu (Kyoto). 

Jap. name — O-higenaga-hanaabu. 


8. Chrysotoxum carinatum Mats. (n. sp.) 


Much resembles to Ch. sapporense Marts., but differs from the latter 
as follows: 
Body larger. 
Epistoma fuscous, cheeks black, face narrower and carinated. 
Hairs on the antennal-process black. 
Scutellum with fuscous hairs, on the anterior part only with yellow 
Hane. while in the former species being provided with totally yellowish 
hairs. 
e. The yellow band on the third ventral segment being interrupted in 
the middle. 

Length 一 o7 15 mm.; exp. 27 mm. 

Hab. — Hokkaido (Sapporo). 

Jap. name 一 Kaodaka-higenaga-hanaabu. 


eo x SN 


Genus II. Paragus Latr. 


LATREILLE: Hist. Nat. des Ins. & Crust. (1804). 

Mulio F.; Syrphus Panz.; Pipiza Fact. 

Body from very small to moderate small size, not hairy. Head 
hemispherical, face smooth, yellow in ground color, not elongated, above 
the oral-opening with a small tubercle, which being scarcely visible. 
Compound eyes usually with two clear longitudinal bands. In the male 
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eyes only touching a short space on the vertex, in the female dichoptic, 
with a narrow front. Antennae long, porrect, the first two joints very 
short, the third being longest, compressed; the arista bare ; mouth- 
opening long, narrower anteriorly and somewhat turned upwardly. 
Thorax nearly quadrate, a little broader at the posterior margin, being 
somewhat broader than the length. 

Abdomen not broader or narrower than the thorax, on the sides 
nearly parallel. Head, thorax and abdomen nearly of the same breadth. 

| Wings longer than the abdomen, cross-vein before the middle of the 
discoidal cell, marginal cell opened. Legs slender. 

To this genus belongs small black cheerful flies, which resembling 
in the form and coloring somewhat to the next genus Pipiza, but it is 
easily distinguished from the latter by having the yellowish face, while 
in Pipiza the face always blackish. We have in Japan 6 species: 


Table of Species. | 
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— Scutellum entirely black ... ...  ... MAT ae a 
の rs Face aaa abdomen at the and half yellowish... 
eee Bes (een eee < っ ROD n. sp, 
Da Face 0 ak rating n at the apical half black … 
eee “tee wen cee eee nee eee eee re ee fasciatus Cog. 
(3. Face with a black stripe +++ em u eee ee eee tee tee A 
一 Face not with a black stripe ++) +--+ ++. +--Jozanus n. sp. 
"4. Abdomen at the apical half black, atmost at the hind margins 
of the third and fifth segments fulvous ・・ eo の u. 5 


— Abdomen at the apical half fulvous «+ »tamagawanus n: sp. 
5。 Black: stripe of the face: broad and) reaching to the base of 


- antennae. +» ... Pr wee | Jarsricıtee ogasawarae n. sp. 
++, Black stripe of the face narrower and not reaching to the base- 
of antennae::- sae aie ese eee és0 Sp pallipes n SP. 


1. Paragus tamagawanus Mats. (n. sp.) Pl. I, fig 4.0.3 


の Head robust, broader than the thorax. Face light yellow, with 
shining, fine, yellow hairs, in the middle with a broad, longitudinal, 
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_ black stripe, with two tubercles, the upper one being larger and blunt ; 
epistoma black; antennae moderate, the first two joints black, the third 
brown, with the concolorous arista, frontal-triangle yellow, vertex black, 
polished; compound eyes bare; hairs on the margin around the head 
brown, those of the under side being silvery. Thorax shining metallic 
black, somewhat hexagonal, with very short yellowish gray hairs; on 
each side of pleura with a bundle of white hairs. Scutellum compara- 
tively large, hemicircular, nearly concolorous with the thorax, but reflex- 
ing some violet. colour, and having fine yellowish gray hairs on the 
margins. Abdomen nearly parallel at the sides, with short grayish 
hairs, the first and second segments shining black, the others being 
yellowish brown, at the anterior margin of the third segment black, the 
fourth and fifth segment being deep brown. 

The first and second, ventral segments black, the ibn being just | 
like those of the dorsal side. Legs with short gray hairs, femora black, 
tibiae and tarsi tawny, knees light yellow. Wings small, veins fuscous, 
the costal vein being robuster. , Halteres and alulae pale yellow. 

Length 一 〆 4 mm.; exp. 7.5 mm. 

Hab. 一 Honshu (Tamagawa). 

Jap. name — Tamagawa-mame-hirataabu. 


2. Paragus jozanus Mars. (n. sp.) Pl. I, fig. 5, J'. 


oO” Head large. Face shining yellow, with few yellow hairs, the 
tubercle scarcely visible ; epistoma black the first and second joints of 
antennae black, with short black hairs, the third longest, somewhat ellip- 
tical, brown with short brown arista: frontal triangle yellow, vertex 
black, polished, with black hairs, at the apex of the triangle with a 
yellow spot; hairs on the orbit white, those of the occiput being black. 

Thorax like that of the former species. 

Scutellum very large and shining black, with few brown hairs at the 
margin. Abdomen long, nearly parallel, with yellowish hairs, near the 
anterior margin of the third segment with two ochreous spots; at the 
anterior margin of the fourth with a trace of the same spots, on the fifth 
hairs being denser. The first three ventral segments somewhat yellow- 
ish, the others being black, polished: Legs ferruginous, on the femora 
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and hind tibiae each with a black stripe. 
"Wings hyaline, with a shade of light brown, the subcostal cell brown, 
veins fuscous.  Halteres and alulae yellow. 
。 Length 一 (7 6 mm.; exp. II mm. 
Hab. — Hokkaido (Jozankei near Sapporo). ” 
Jap. name — Josan-mame-hiaraatbu. 


3. Paragus fasciatus Coo. 


CoguiILLeT: Report on a collection of Jap. Dipt. represented by the 
Imp. Univ, of Tokyo (Proc. Nat. Mus. U.S.A. (1898) Vol. XXI— 
No. 1146 p. 320). 

の Face and frontal triangle light yellow, vertical triangle black, 
Polished, cheeks and epistoma fuscous, hairs on the face and occiput 
yellow, vertical triangle black ; antennae fuscous, the arista and the third 
joint, except the apex, brownish yellow, the third joint sublanceolate, 
nearly twice as long as the first and second taken together. Thorax 
greenish black, polished, with yellow hairs and two grayish pruinose 
_vittae on the anterior margin, in the middle of pleura with silvery white 
hairs; scutellum greenish black, polished, at-the apex light yellow. The 
first abdominal segment black, in the middle with a light yellow band, 
which widely separated from the lateral margin; the remaining segments 
yellow, a black band on the second segment behind the middle, which 
extends to the posterior angles, but not reaching to the lateral margins; 
the middle and posterior margins of the third segment and the whole of 
the fourth brownish yellow. 

Legs yellow, the middle of the posterior femora and tibiae black. 
Wings hyaline, the stigma pale gray. Halteres yellow. 

Length 一 〆 6 mm.; exp. II mm. 

Hab. — Hokkaido (Sapporo), Honshu (Towada, Kyoto), Kiushu 

(Kumamoto). 
Jap. name 一 Mame-hirataabu. 


4. Paragus pallipes Mars. (n.sp.) Pl. I, fig. 6, J". 


Oo: Face and frontal-triangle yellow, with yellow hairs, in the middle 
of the face with a longitudinal black stripe, epistoma black; vertical 
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triangle black, with black hairs; compound eyes bare. The first and 
second antennal joints black, the third brown and far longer than the 
basal two taken together, with short brown arista. Hairs on the orbit 
around the head silvery, those of the vertex being brown. Thorax 
shining black, with brown hairs, on the pleura a bush of white hairs. 

Scutellum large and black, with brown hairs. 

Abdomen black, with short yellowish hairs, on the posterior margin 
of the third and fifth segments somewhat brownish. Ventral side black 
. and shining. Legs black, at the apical halves. of the femora, tibiae and 
tarsi, yellow: 

Wings hyaline, stigma yellowish, veins fuscous. | Halteres yellow. 

Length 一 f' 5 mm.; exp. 9 mm. 

Hab. 一 Saghalien, Honshu (Towada, Tokyo, Kyoto). 

Jap. name — Ktas/i-mame-/urataabu. 


5. Paragus Nohirae Mats. (n. sp.) Pl. I, fig. 7, の ". 


ヴ ・ Face and cheeks ivory-white to pale yellow, with the concolorous. 
hairs, frontal triangle grayish, vertex black polished ; antennae fuscous, 
the third joint ventrally ferruginous, the arista yellowish, at the tip: 
fuscous; compound eyes. bare, with two grayish white bands of short 
hairs, Thorax black, polished, with a greenish; shade, meso-pleurae. 
with fine silvery hairs. 

Abdomen black, polished, with three yellow eas the third band. 
being in the middle narrowly interrupted, the second nearly interrupted, 
the first band short, and becoming narrower towards the sides, the second, 
broadest at the sides, the fifth and. sixth segments largely fulvous, with 
short fulvous hairs. The venter pale yellow, in the middle with an’ 
indistinct fuscous band, on each side of the connexivum with three fus- 
cous spots, Legs yellow, the anterior four legs, except the bases, ivory- 
white, near the apices of the hind femora and tibiae each with a fuscous 
ring, the apices of the same femora and the bases of the same tibiae pale 
yellowish. Wings hyaline, stigma ivory-white. Halteres also ivory-white- 

Length 一 - の 6 mm.; exp. 9.5 mm. 

Hab. -—- Honshü (Kurama in Kyoto); collected by Mr. A. Nohira,, 

Jap. name ーー Nohira-mame-hirataabu. 
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6. Paragus ogasawarae Mars. (n. sp.) Pl. I, fig. 8, 2 
9, Face milky white, with a broad black stripe and silvery hairs, front 
and vertex black, polished; antennae’ fuscous, the first joint black, the 
arista black, yellowish at the base. Thorax and scutellum black, polish- 
ed, bare, on the pleurae with some fine, silky, white hairs. 
[ : Abdomen black, polished, bare, without, markings. 

Legs yellow, the femora near the bases black, at the apices of hind 
tibiae each with a brownish band. Wings hyaline, veins black, stigma 
brown. Halteres yellow. 

| Length — ? 5 mm. ; exp. 8.5 mm. 

Hab.— Honshü (Iwate), 2 2 specimens collected by Mr.T. es, 
Jap. name — Ogasawara- Jume-hirataabı. 


Genus 3. Pipiza Farı. 

FALLEN: Diptera suecica, Syrphidae 58 (1816). 
Small species of black colour, with short: and fine hairs on the body. 
Head as broad as the thorax. | 

Antennae short, the first and'second joints very short, the third oval 
and flattened, at the base with a bare dorsal arista. Face smooth, with- 
out tubercle, hairy, mouth-opening oval, small. In the male holoptic, 
the eyes mostly with short hairs. Thorax neatly quadrate; with rounded 
humeri, in the middle being vaulted. 

Scutellum comparatively large, vaulted: 

Abdomen long, elliptical, flat, black, nearly all the species having 
yellow markings and fine hairs. | 

Hind legs longer and more robust than the anterior four legs, the 

femora being somewhat thickened; with fine ‘hairs. Marginal cell of the 
wings open, the third longitudinal vein nearly straight, anterior cross- 


vein before the middie of the discal cell. 


Table of Species, 
I. Abdomen black, with yellowish spots: ree def) lee il ewe abe 
— Abdomen without yellowish spots -+ ……  jnornata n. sp. 
2. Ihe second abdominal segment. with 2 oblique pale yellowish 
Spots nn ee ee De isn sp. 
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ー- The second abdominal segment with 2 transverse pale yellowish 
Spots +++ ses un tee eee eee oe VEZOENSIS N. SP. 


1. Pipiza biglumis Mars. (n. sp.) Pl. I, fig. 9 2. 

2. Black, shining. Face, front and vertex deep black, with a metallic 
luster, covered with white hairs, front broad; compound eyes with very 
short black hairs ; antennae long, the first and second joints short, brown, 
the third yellowish brown, long elliptical, the arista black, at the base 
yellowish. 

Thorax grayish, scutellum at the posterior margin brownish pub- 
escented. Abdomen elliptical, nearly bare, on the second segment with 
two round, subhyaline, pale yellowish markings ; ventral side black, on 
the second segment just to the opposite side of the dorsal-markings, with 
two whity markings. Legs black, knees and tarsi yellow. Wings short, 
hyaline, veins black, stigma brown. Halteres clear yellow. 

Length — 9 8 mm.; exp. 12 mm. 

Hab. — Honshu (Tamba), Kiushu (Moji). 

Jap. name 一 Futahoshi-ko-hirataabu. 


2. Pipiza yezoensis Mats. (n.sp.) Pl. I, fig. rt. の . 


Black, head bluish black, face and front with gray hairs; compound 
eyes with long tawny or grayish hairs; antennae small, the first and 
second joints black, with black hairs, the third yellowish brown at the 
base, the arista black, yellowish at the base ; proboscis ferruginous. 
Thorax in the male more hairy than that of the female, on the posterior 
margin with yellowish gray hairs. Abdomen elliptical, with long grayish 
-hairs, on the second segment with two triangular pale yellowish mark- 
ings, somewhat z%-shaped, on the posterior margin of each segment with 
black hairs; ventral side brown, at the posterior margins of the second 
and third segments with yellowish hairs. 6 

Legs black, covered with gray hairs; femora at the apices, tibiae on 
both.ends and.the tarsi, orange yellow, the claws black. Wings hyaline, 
veins and stigma brown, in the middle near the stigma with a fuscous 
nebula. 日 alteres pale yellowish. 


Length -—- (729 mm.; exp. の 17 mm., 2 17.5 mm. 
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Hab. 一 Hokkaido (Sapporo); in the college collection we have 2 7 
29. ’ 


Jap. name 一 Yeso-ko-hirataabu 


3. Pipiza inornata Mars. (msp) Pl. I, fig. 10, 2. 


"2. Much resembles to the former species, but on the following points 
from the latter may be distinguished. 

Body much smaller, not so hairy as that of the former species. 
Abdomen black, polished, elliptical, broadest at the third segment, while 
in yezoensis broadest at the second, without any marking at all; 
ventral side fuscous. Wings in the middle with a fuscous nebula each. 
Halteres deep yellow. 

Length — 2 8mm.; exp. 14 mm. 

Hab. — Hokkaido: (Moiwa in Sapporo). 

Jap. name — Kuro-ko-hirataabu. 


Genus 4. Pipizella Ronpant. 
Ronpani: Dipt. ital. prdr. II 185 (1857). 
Mulio F.; Pipiza Farr., MEıc. & Schin. 
Heringia & Pipizella RoNp. 
Dark metallic green or black small species, body apparently haired 
and punctured; from the genus Paragus differs as follow : 

1. Face always dark. Head as broad as the thorax; antennae 
longer than the head, the third joint elongated, tapered towards the apex, 
with.a bare arista near the base, lower part of the face evenly vaulted, 
without tubercle, at the epistoma somewhat elongated, unicolous metallic- 
green or black. Eyes hairly, in the male holoptic and in the female 
dichoptic. 

2. Thorax longer than the width, quadrangular, with blunt. shoul- 
ders. Scutellum with an edge along the margin and unarmed. 

3. Abdomen somewhat longer than three times of the thorax, 
flattened ; thickly haired, the hairs not being concolorous with the body. 

4: Legs black, the metatarsi of hind legs somewhat thickened, 
shorter than the following segments taken together, with fine hairs. 

5. Wings short and broad, at the apex rounded; at rest folding them 


46 Rf 8 HB FM BAS MR 


parallel upon the abdomen; venation much resembling to that of the 
paragus, the posterior angle of the first posterior cell being aad 3 
We have in our college only one: species. 


1. Pipizella karumaiensis Mars, (n. sp.) Pl. Ly figs 12, 2. 


2. Face, front and vertex metallic-green, nearly no hairs; antennae 
fuscous, the third joint with a fine brown arista. Thorax metallic green, 
punctured, with two grooves along the margin and across the middle, 
Abdomen metallic blue, polished, oval and flattened, punctured. 

. Legs brownish yellow, femora and the apices.of tarsi black. » Wings 
hyaline, with.a grayish tinge, veins black, cross-veins shaded with brown. 
Halteres fulvous. 

Length —2 5 mm.; exp. 9 mm. 

Hab. 一 Honshn (Iwate) 22% specimens collected by Mr.T-Ogasawara. 

Jap. name — Karumai-tama-hirataabu. 


Genus 5. 'Eumerus MEIGEN. 


IMrie.: Syst, Beschr. III. 202 (1822). ' 

Syrphus Panz., F.; Eristalis F. pt- ; Milesia Later. 

Middle to small size, black or metallic-green, with few hairs, some- 
times being of rusty color on the abdomen. 

Head hemispherical, broader than the thorax. Antennae shorter 
than the head, the third joint rounded, at the apices truncated usually, 
rarely elongated and tapered, always flattened ; sometimes they are very 
large, in the female larger than those of the male; on the anterior part 
of the third joint with three jointed bare arista. Face somewhat vault- 
ed, without tubercle, with shining dense hairs, proboscis thick and short. 
Compound eyes haired, sometimes bare, in the female dichoptic. Thorax 
quadrate, with rounded shoulders, dorsum somemhat vaulted. Scutellum 
dark, bordered. ‘Abdomen longer than the thorax, nearly the same 
width with or on the middle somewhat broader than that of the latter; 
in the male rounded posteriorly and in the female tapered, usually with 
white half moon-shaped markings. Legs quite strong, hind femora thick- 
ened, each om the underside with a spine, the hind tibiae being bent. 

Wings at rest folded nearly in parallel, margin’ cell opened, the third’ 
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longitudinal vein somewhat curved or bent deeply into the first posterior 
cell; anterior cross-vein strongly curved in the middle: 
In our college we have 5 species. 


Table of Species. 


i) 


1. Abdomen much longer tham the head and thorax taken together. 
— Abdomen as long as or a little longer than the head and thorax 
PEERY OGECUNCT. au veo ・ dug < 
2. The third and fourth dar one ieh whitish ich. a 
stole; Roo bite valid, ward dalv alo. albopattatus sp 
— The third and fourth abdominal segments not with whitish spots 
(on the third with 2 yellowish spots): ... ... japonicus n. sp. 
3. Abdomen as long as the head and thorax taken together. . 
Wollen lebiodsjodt.owt diiw, Jeong. J ohinvslwvedluel! n. sp. 
— Abdomen a little Er the head and thorax taken together. ... 4 
4. Abdomen narrow, linear, with whitish spots. ... iwatensis n. sp. 
— Abdomen as broad as the thorax, towards the apex narrower, 
with yellowish spots, ... .. .. … … 4-guttatus n. sp. 


1. Eumerus okinawellus Mars. (n. sp.) Pl. I, fig. 13,9. 


Head hemispherical, broader than the thorax. | 

Face indigo blue, with a metallic luster, covered with yellow hairs。 
on the front two yellow groups of hairs, frontal triangle yellow, ocellar 
triangle metallic indigo blue; compound eyes with fine yellow hairs, in 
the male having longer hairs; antennae orange yellow, the first and 
second joints very short, the third oval, broad, compressed, the arista 
black, at the base yellowish, in the female the third joint on its back 
somewhat fuscous. 

Thorax! metallic indigo blue, with brownish yellow hairs, on the sides 
somewhat. brownish and not shining. Seutellum hemicircular, with 
yellowish: gray hairs. Abdomen black, polished, at the margin with 
a blue luster; on the second segment a broad white marking; which 
being cut in the middle, on the third with a narrow white marking, which 
also being) cut in the middle, and each being turned upwardly. 

Femora thickened, black, polished, tibiae yellow, each somewhat 
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thickened near the apex and with a black ring, tarsi yellow, each near 
the base with a brown ring. Wings hyaline, stigma brown.  Halteres 
yellow. 

Length 一 p72 7 mm.; exp. の 11.5 mm., 2 13 mm. 

Hab. — Okinawa; collected by Mr, M. Kuroiwa. 

Jap. name — Okinawa-mado-hirataabu. 


2. Eumerus japonicus Mars. (n. sp.) Pl. I, fig. 14, の * 


の . Head black; face with white hairs, ocellar triangle polished and 
without hairs; antennae yellowish brown, the first and second joints very 
short, the third compressed, nearly rounded, its dorsal margin infuscat- 
ed ; compound eyes bare. Thorax black, polished. Scutellum with long 
yellowish hairs on its border. Abdomen black, polished, not broader in 
the middle; on the second segment with two rhomboidal yellow mark- 
ings and on the sides with long white hairs, on the third with two 
yellowish spots, which being much narrower than those of the second 
segment. 

Legs, wings and halteres being just like those of the former species. 

Length 一 Smm.; exp. 13 mm. 

Hab. — Honshu (Kyoto); collected by Mr. M. Suzuki. 

Jap. name — Mado-hirataabu. 


3. Eumerus 4-guttatus Mars. (n. sp.) 


Much resembles to Okinawellus Mars. | 

o. Black, with some bluish tinge. Face and frontal-triangle gray- 
ish ‘white, covered with, fine short silvery hairs; vertex and occiput 
bluish black, with fine tawny hairs; antennae yellow, the first and second 
joints somewhat brownish, the third triangular, at the apex and the 
arista fuscous, the latter at the base yellowish; compound eyes with 
very fine grayish hairs. Thorax and scutellum with few tawny hairs; 
the hairs of the pleurae and posterior margin of scutellum being 
longer. [ | 

Abdomen narrow than the thorax, cylindrical, on the second 
segment two large yellow markings, their ends not reaching to the 
lateral margins, on the third segment on each side with a narrow pale 
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yellowish band, in the middle of the fourth on each side with a narrow 
light bluish white spot; ventral side yellow, at the apex somewhat 
infuscated. Legs black, with a flash of greenish tinge, knees and tibiae 
at the bases orange, tarsi whitish, metatarsi in the middle with a brown- 
ish spot, anterior four tarsi pale yellowish, the middle tibiae totally 


yellow, anterior tibiae at the apices somewhat infuscated. Wings 
hyaline, longer than the abdomen, veins and stigma brown. Halteres 
yellow. 


Length 一 7mm.; exp. 12 mm. 
Hab. — Kiushü (Kumamoto); collected by Mr. H. Kawamura. 
Jap. name 一 Yorsuboshi-mado-hirataadu. 


4. Eumerus alboguttatus Mars. (n. sp.) 


2. In the form resembles much to Paragus Nohirae Mars. 

Face black, with a greenish luster, covered with fine grayish hairs 
beneath; front with a bluish luster, vertex black, polished; antennae 
large and brown, the first and second joints very short, at the apex of 
the second with long black hairs, the third very broad, oval, with a 
black arista, the latter at the base being yellowish. 


Thorax black, polished, with grayish yellow hairs, on the sterno- 
pleura with a,bundle of white hairs. ‘Scutellum large, black, with white 
hairs. Abdomen black, polished, on the second segment near the 
posterior margin two ferruginous points, on the third and fourth each 
with a narrow band of bluish white hairs, which being cut in the middle, 
and each of them being somewhat upturned; ventral side brown, with 
the same markings as those of the dorsum, but of a lighter colour. 
Legs black with short white hairs, femora black, tibiae club-shaped, at 
the bases yellow, tarsi black, the first joint on both ends yellow, the 
claws yellow. Wings hyaline, veins black, stigma brown.  Halteres 
subhyaline, with a yellowish tinge. 

Length — 2 9 mm. ; exp. 16mm. 

Hab. 一 Honshü (Minomo near Osaka); collected by Mr.M.Shibakawa. 

Jap. name — Mutsuboshi-mado-hirataabu. 
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8. Eumerus iwatensis MArs. (n. sp.) 


Black, with a dark bluish tinge. Head grayish pruinose, with short 
grayish white hairs, in the male frontal triangle whitish, Antennae 
orange yellow, the third joint on its back and the arista fuscous, the. 
latter at the base being yellowish. Proboscis brownish, palpi grayish 
yellow... Thorax shining, with very few grayish hairs, scutellum on. the 
hind margin fuscous, where with many short longitudinal ridges. Wings 
hyaline, with a grayish tinge, veins fuscous, stigma pale yellowish, 
strongly iridescent. Halteres pale. grayish yellow. Abdomen narrow, 
linear, the second and third segments each with 2 pale yellowish spots, 
those of the second being somewoat larger, the fourth on each side with 
a whitish spot, with whitish. hairs.. Legs, biack or fuscous, knees, both 
ends of tibiae and 4 anterior tarsi, except apices, yellowish. 

Length — 5-6.mm:; exp. IO mrn. 

‚Hab. 一 Honshu Be in the Prov. Iwate); 2 (IQ and 1 2) 
specimens collected by Mr. Teizo Ogasawara. 

Jap. name — Lwate-mado-hirataabu. 


Genus 6. Melithreptus Loew. 


Loew: Isis. 1840 573 (1840). 

Musca L.; Syrphus Larr., Meic.; Scaeva F. and FALL; Sphae- 

rophoria > FARG. (til Mason and ZETT. 

Slender,, black or metallic green, species, with yellow bands on the; 
abdomen and yellow lateral: stripes on. the thorax: 

Head hemispherical, broader than the thorax; antennae shorter than 
the head, quite widely, separated each other, on the back; of the third) 
joint, with an arista, which being somewhat pubescented:. Proboscis! 
quite long, with narrow sucking surface, palpi small and filiform. Face: 
yellow, somewhat projected below, with. a small tubercle, with.or without 
a middle black stripe. Compound eyes, bare, those of the male; holoptic: 
and of the female dichoptic. Thorax long, quadrate, with yellow lateral 
stripes and yellow. or whitish spots on. the sides: Scutellum yellow. 
Abdomen slender, very long, tapered posteriorly (Q).or club-shaped with 
a projecting hypopygium, Me like a ball on the underside, on the 
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last segment with long hairs (の ) Legs slender, simple. Wings in the 
male often shorter than, the abdomen, laid upon the abdomen parallel 
when at rest, venation like that of Syrphus, tegulae quite large. 

We have in our college 10. species: 


Table of Species.” 


1. Abdomen of the male longer than the wing ... ... 
— Abdomen of the male shorter than the wing 36 a 
2. The second abdominal band in the middle invent pee 3? 


ees eee eee ase Cee tee ties ann ogasawarensis li. Sp. 
ーー ite sache int ba in the middle not interrupted  ... 
eee ゃ ee . ene ゃ ee - 008 foe sos: ここ Bes Hirayamae H: Sp. 


3. Abdominal bands interrupted... .… .… Shibatensis n. sp. 
ee bands not interrupted ... 9 ... +2. sa. nas eee A 
4. Body in the male at least 8 mm. Een al > 
FI に sie Elia 
— Body in the male at most 6sn PTO Trees ein oat! wade ceo 
5. Scutellum “with yellowish hairs, on the hind margin with few 
fuscous hairs... ser ss. se ++ +. takasagensis n. sp. 
_ 一 Scutellum entirely with fuscous hairs pods bets Gore Wie Oller 
6. The fifth abdominal segment entirely fuscous ... eur eu ow 
. LAE VES SER ENTE Cie Seles See > NE is n. sp. 
— The fifth abdominal segment on each side with a yellowish spot. 7 
7. Thorax aeneous, with 3 black StHIDEeS ya ite us formosanus n. sp. 
— Thorax dark fuscous, not with distinct black stripes ... ... 
engines lysee i bene cesta nessh Mero st | OhRIMUthS: mu Sp. 


1. Melithreptus Suzukii Mars. (n. sp.) Pl. I, fig. 15,2 


..®. Face and front pale yellow, with a broad middle black stripe, 
vertex shining black, with black hairs, antennae yellow, with brown 
arista, which being yellow at the base. Thorax aeneous black, with a 
bluish tinge, in the middle with three longitudinal black stripes, lateral 
stripes pale yellow, at the shoulders silvery shining. Scutellum pale 
yellow, with brown hairs at the posterior margin. Abdomen dark 


*The male of Suzuki is unknown to us. Omission of it from this table is so unavoidable, 
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brown, with three yellowish bands, respectively in the second, third and 
fourth segments, which not reaching to the lateral margins, the first band 
being cut in the middle, the fifth and sixth segments each with two 
yellowish spots, each segment with a yellowish spot at the lateral sides, 
that of the first segment being pale yellow; the ventral side marked as 
that of the dorsum. | 

Legs pale yellow, hind tarsi somewhat deeper in color. Wings hya- 
line, stigma and veins fulvous. Halteres ie 

Length —2 8 mm.; exp. 13 mm. 

Hab. 一 Honshu (Kyoto); one 2 specimen PR by Mr.M. Suzuki. 

Jap. name — Suzguki-hime-hirataabu. 


Somewhat resembles to M. taeniatus, but differs from the latter by the 
presence of yellowish spot on each side of the abdominal segments. 


2. Melithreptus taeniatus Merc, 


Mricen: Syst. Beschr. III, p. 325 Taf. 30, f. 35, 36 (1822). 

Black. Face pale yellowish, shining, its tubercle and epistoma pitchy 
brown; antennae yellow, the arista fuscous, atthe base yellow ; vertex 
black, with fulvous hairs behind, mingling some few fuscous_ hairs. 
Thorax on the sides and scutellum pale yellow, the latter with fuscous 
hairs, pleurae with few, shining, silvery, pale yellowish spots. Abdomen 
somewhat shorter than the wing, the second, third and fourth segments 
each with a yellowish band, becoming deeper in color towards the apex, 
the fifth with 5 black spots, the middle one being long and nearly 
reaching to the hind margin; the venter pale yellow, black bands of the 
dorsum being visible through. 

Wings hyaline, with a grayish flash, stigma aud veins fulvous. Legs 
pale yellowish, the anterior femur at base with a fuscous spot, tarsi 
somewhat infuscated, in the female abdomen broader, being broadest in 
the third segment. 


Length — (7 9 mm., 2 7.5 mm.; exp. の 15 mm., 2 13 mm. 
Hab. — Saghalien, Hokkaido, Honshu, ashi ; ; China, Siberia, 
Europe. 


Jap. name 一 Z/ime-hirataabu. 


| 
| 
| 
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3. Melithreptus formosanus Mats. (n.sp.) Pl. I, fig. 16, J'. 


の . A small species’ which resembles much to M. taeniatus MEiıc., 
but differs from the latter as follows: 

Black. Face pale yellowish, shining, antennae yellowish, the third 
Joint at the apex somewhat infuscated, the arista fuscous, at the base 
yellow, vertex black, with fuscous hairs behind, upper cheeks silvery . 
white pubescented. Thorax with 3 black stripes, on the sides and the 
scutellum pale yellow, the lateral stripes of the thorax not reaching to 
the scutellum. The fifth abdominal segment black, polished, on each 
side with a yellow spot. Hypopygium yellow, above on each side with 
a greenish black hook-like projection. 

Length 一 g7 6mm.; exp. II mm. 

Hab. — Formosa (Heirinbi); quite rare. 

Jap. name — Tarwan-hime-hurataabu. 


4. Melithreptus ogasawarensis Mars. (n.sp.) Pl. I, fig. 17, ". 


の . Face pale yellow, front somewhat deeper in color; antennae 
ochraceous, tip of the third joint and the arista somewhat infuscated, 
vertical triangle black, polished; occiput grayish white, with fulvous 
hairs. | 

Thorax greenish black, polished, with white lateral stripes, covered 
with fulvous hairs; scutellum yellow, at the base very narrowly fuscous, 
in the middle a brown shade, with pale yellowish hairs. 

Abdomen black, at the apical half pale brown, the second, third and 
fourth segments each with a yellowish band, that of the second in the 
middle being widely interrupted. The venter yellow, with two brown 
points. Legs yellow, coxae brown, near the tip ofthe hind femur and 
in the middle ofthe hind tibiae each with a brown spot, 2 apical joints 
of the hind tarsus being brownish. Halteres yellow. Wings hyaline, 
somewhat shorter than the abdomen, the veins fuscous, stigma silvery 
white. 

Length 一 8 mm.; exp. 11.5 mm. 

Hab. — Bonin Island (Ogasawara-jima ). 

Jap. name — Ogasawara-hime-hirataabu. 
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9. Melithreptus cylindricus Say. 


Sav: Syrphus eylindricus. Amer. Ent,, 1814, I, p. 22; | 
Maguart: Sphaerophoria contigna. Dipt.Exot., 1846, supp.II, p.78. 
CoguILLeT: Proc. Nat. Mus. U.S.A. p. 323, 1898. 
- We have never seen this species in Japan. Marquart describes this 
. Species as follows: 
‘*“Thorace nigro aeneo; lateribus scutclloque flavis. Abdomine nigro 
fasciis integris; duabus ultimis contiguis.’”” . ~ 
“Long. 4 Lin. の . Voisin du Sphaerophoria taeniata. Face, front 
et antennes jaunes. Abdomen: deuzieme segment a bande noire vers 
le milieu ; troisieme fauve dans toute sa longueur;-a tache longitudinale 
brune de chaque cOtej la bande du quartrieme an bord antérieur, pro- 
longee en pointe; exterieure atteignant le tiers de la discoidale.” 

Hab. — Honshu (Gifu); North América. 

Jap. name 一 Hoso-hime-hirataabu. 

We doubt whether this species really inhabits in Japan or not. ft is 
nearly as large as taeniata Mgsre., measuring 4 L, (8 mm.) in themale, 
while in the latter species 3-4-5 L. 


6. Melithreptus takasagensis Mars. (n. sp.) 


の . Vertex fuscous, face pale yellowish, with a pearl luster, in the 
middle with a small black tubercle; antennae orange yellow, the third 
joints on its back somewhat infuscated, the arista brown, at the base 
somewhat paler. Froboscis pitchy brown, at the apex orange yellow, 
palpi pale yellowish. Occiput grayish, cheeks and orbit silvery pub- 
escented. Thorax black aeneous, with pale fuivous hairs, on the lateral 
margins yellowish, pro-, meso- and meta-, as well as sterno-pleurae pale 
yellow, with a pearl luster; in the middle with 3 black, stripes, but not 
distinct. Scutellum orange yellow, with pale fulvous hairs, at the hind 
margin with few fuscous hairs, .Wings hyaline, with a dirty yellowish 
shade, veins fuscous, at the base fulvous. Halteres pale yellowish. 
Abdomen black, at the apex fulvous, with black, and pale fulvous hairs, 
the second, third and fourth segments each with a broad yellow jband, 
sometimes the bands of the third and fourth becoming paler or indistinct, 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE 25 


ーーーーーーーーーー 


the fifth in the middle with a narrow longitudinal stripe, which becoming 
. broader on both ends. Venter yellowish, with a pearl luster. Wings 
hyaline, somewhat longer than the abdomen, with a pale fulvous shade. 
Legs pale yellowish, tarsi pale fulvous, with pale yellowish and fuscous 
hairs. 

2. Vertex with a shining broad, black stripe down to the antennae, 
face lacking a black tubercle. Abdomen black, with an indigo luster, 
somewhat broader than the thorax, the second, third and fourth segments 
each with a broad yellowish band, the fifth and sixth each at the hind 
margin and a longitudinal bar in the middle, as well as a transverse spot 
on each side at the base, black, above with short black hairs. Other 
characters just like those of the male. 

Length — の 2 5.5-6 mm.; exp. IO-II mm. 

Hab. — Hokkaido (Sapporo), Honshu (Takasago); not rare. 

Jap. name — Takasago-hime-hirateabu. 


Resembles somewhat to taeniatus Mgre. but much smaller in size. 


1. Melithreptus Hirayamae Mars. (n. sp.) 


Much resembles to takasagensis M., but differs from the latter as 
follows: 

の . Proboscis yellowish, in the middle fuscous. . Thorax black 
aeneous, with 3 narrow, indistinct, black stripes. Scutellum with pale 
fulvous hairs, on its hind margin without brownish hairs. | Wings 
distinctly shorter than the abdomen. Abdomen fuscous, the second to 
fourth segments each with a broad yellowish ‚band, the fifth with a 
H-shaped black mark, of which the lower cross-band being. broader, 
shorter and on both ends somewhat enlarged; with pale fulvous hairs, 
the second, third and fourth each in the disk with very short black hairs. 
Two apical joints of the hind tarsi brownish. 

Length — f' 6 mm.; exp. IO mm. 

Hab. 一 Honsht (Tokyo); a single @ specimen collécted by Mr. S. 

Hirayama. | 
Jap. name 一 Hirayama-hime-hirataabu. 


8. Melithreptus shibatensis Marts. (n. sp.) 


Much resembles to takasagensis. M., but differs, from the latter as 
follows: 

Oo. Thorax not shining, with no traces of longitudinal stripes and 
distinctly punctuate.. Scutellum with fuscous. hairs, on the sides with 
few pale yellowish hairs. Abdomen. narrower, black, the second, third 
and fourth segments.each with a orange yellow band, which, being inter- 
rupted in the middle and with short black hairs, the fifth on the sides 
yellowish, with, pale yellow hairs, the last 2; segments, with, a bluish 。 
luster, the fourth:onm each side with.an) oblique brownish stripe. 

Length 一 f' 6.5 mm.; exp. Io mm. | 
Hab. 一 Honshü (Shibata in the Prov. Echigo); one 5" specimen 
collected by Mr. H. Hatakeyama. | 

Jap. name 一 Shibata-hime-/urataabu. 

Differs from Hirayamae M., by the interrupted cross-bands of the 

abdomen. 


9. Melithreptus kumamotensis Mats. (n. sp.) 


Much resembles to shibatensis: M., but différs from the latter as 
follows : 

の . Thorax black’ aeneous, with 3 black stripes, shining, not distinct- 
ly punctuate. Abdomen much narrower, yellowish bands not’ inter- 
rupted in the middle, the third’ and’ fourth on each side with an oblique 
brownish stripe, the last 2 joints not reflexing a bluish tinge, with short’ 
pale fulvous' hairs, the second’ and third each'in the disk with very short 
black hairs. | 

2. Abdomen dark indigo blue, the second to sixth abdominal 
segments each with a broad’ yellowish band, which being entirely or 
partly interrupted in the middle, the dorsal stripe’ becoming’ broader 
towards the apex. 

Length 一 o7'2.5-6 mm. ; exp. TOimm. 

Hab.--Honshü and Kiushü, collected by Messrs. M. Suzuki, H. Kawa- 

mura and the author. 
Jap. name — Kumamoto-hime-hirataabu. 


ーー 
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10. Melithreptus diminutus Mars. (m sp.) Pl. I, fig. 18, J". 


の . Face and frontal-triangle pale yellow, vertical triangle black, face 
in the middle without black speck. Antennae yellow, the third joint 
somewhat brownish, with a; black arista. 

Thorax. black, with very fine and thinly, scattered yellowish: hairs, 
lateral stripes pale yellow, scutellum yellow, with black hairs. 

Abdomen. black, with three broad yellow, bands, yellow and black 
hairs being mixed on the bands; the second band being broadest, the 
fourth yellowish at the posterior margin, hypogygium yellow. 

Legs yellow, with black hairs, the last 2 joints,of the hind tarsi 
brown. Wings hyaline, veins brown, stigma pale Fen Halteres 
pale yellow. 

Length — 67 5 mm.; exp. 8.5 mm. 

Hab. 一 Honshü (Kyoto); one (7 specimen collected by Mr.M. “ae 

Jap. name — Ko-hime-/urataabu. 

Somewhat resembles te. formosanus. M., but smaller in. size. 


Genus 7. Xanthogramma SCHINER. 


hem Wien ent. Monatschr. IV. 215, (1860). 
Musca DEGEER; Syrphus Fasricius, MEIGEN,, RONDANI; 


. Eristalis ZETTERSTAPT ; Scaeva FALLEN ; Doros MEIGEN, ZETTNER, 
WALKER and Loew. 


_ Quite large, nearly bare metallic black flies. 

‚ Head hemispherical, a little broader than the thorax; antennae 
shorter than the head, the third joint rounded, with an arista near the 
base, bare. Face yellow, with a tubercle on the lower part ; compound 
eyes bare, in the male holoptic, at the vertex black, polished. 

Thorax vaulted, nearly of a quadrate-form, with rounded shoulders ; 
onthe lateral margins of dorsum with yellow stripes, on the pleurae 
with yellow markings; scutellum yellow,-at the base black. Abdomen 
somewhat twice longer than the thorax, with yellow bands, somewhat 
vaulted, a little broader than the thorax. | 

Legs yellow, the bases; of femora being somewhat thickened. Wings 
just like that of the Syrphus. 

We have in our college only three species. 
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I. The first 3 abdominal bands in the middle interrupted 
, citrofasciatum Dec. 
— The first, dl Bund ont? in the middle interrupted... ... 2 
a ian infuscated, abdomen on the sides with black elle 
ig 4 fumipennis n. sp. 
BER not if Ua8ni on the sides with yellowish 
Hairs... es coe eee cee eee ‘eee cee $SAPPOFEMBE TM. Sp. 


1, Xanthogramma citrofasciatum Dec. 


DEGEER: Ins, VII. 118. 9 (1776). 

FABRrICIUS: Syst. ent. 769 and Ent. Syst. IV, 300,82. (Syrphus 

festivus). 

MEIGEN: Syst. Beschr. III. 297. 36. 

Black, thorax brassy brown, face sulphureous, front ochraceous, with 
yellow and black hairs. The female with a very narrow, middle black 
stripe on the front; at the vertex with black hairs; antennae reddish 
yellow, the first and second joints very short, with short black hairs, the 
third rounded, the aristra brown, at the base being yellow. Thorax 
with an ochraceous and two sulphureous markings, hairs yellow ; 
scutellum ochraceous, at the posterior margin yellow, at the base fuscous, 
hairs long and yellow. Abdomen black, the second to fifth segments 
each with a yellowish band, which being interrupted in the middle, band 
of the second interrupted widely in the middle, so that each piece of the 
band becoming an oblong spot on each side; venter yellow in the 
middle, with three black chestnut-shaped markings, and another spot 
again respectively on each side of this spot. Legs fulvous, four anterior 
tibiae and tarsi, as well as a spot of each hind tibiae, pale yellowish. 
Wings hyaline, with a shade of fulvous, stigma ochraceous. Halteres 
brown. | 

Length — op” 2 II-I5 mm.; exp. 23-25 mm. 

Hab. — Hokkaido, Honshu, Europe and Siberia. 

Jap. name — Kibert-hirataabu. 
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2. Xanthogramma sapporense Marssn sp.) Pl.L fig. 19, o. 


_ Much resembles to the former species, but differs from the latter 
as follows 
a. Body much smaller. 
の Frontal triangle fulvous, antennal-process with four brownish specks 
in a transverse row. 
The third antennal joint on its back narrowly fuscous. 
d. Abdomen in the male much broader, the third and fourth bands of 
_ the abdomen in the middle not interrupted, that of the second seg- 
‘ment in the middle narrowly interrupted, but not so wide as that of 
citrofasciatum. 
€. Legs pale. yellow. 
Length — of! 12 mm., 2.11 mm.; exp. 20+22.5,mm: 
Hab. — Hokkaidö (Sapporo). 
Jap. name — Sapporo-hiberi-hirataa bu. 


> 


8. Xanthogramma fumipenne Mans. (n.sp.) Pll, fig: Zong 


Much resembles to sapporense Mars, au differs Bon di Ter 
as follows : 

Oo. Front fulvous, with long fuscous hairs (antennae defect). Com- 
pound eyes with very few..short grayish hairs, but scarcely visible. 
Thorax black, the lateral stripes reaching to, the scutellum, with black 
and fulvous hairs, the posterior part of the mesonotum and the scutellum 
with fuscous hairs. Scutellum wholly yellow, at the posterior margin 
shining. Abdomen with fuscous ‘hairs, long hairs at the base on sides 
fulvous, the fifth segment at the tip black; the venter banded like that 
of the dorsum, but paler. Legs fulvous, the hind femur near the tip 
and the same tibia on both ends, fuscous. Wings subhyaline, some- 
what infuscated. 

Length 一 / 12 mm.; exp. 23 mm. 

Hab. — Formosa (Horisha). 


Jap. name — Kuroba-kiberi-hirataabu. 
(to be continued). 
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に Chrysotoxum 5 (ヒゲ ナガ ハナ アプ ナブ ) 
本 邦 に 産 す る も の 下 の 八 種 あ 5. 
1 ヒゲ ナガ ハナ アブ Chrysotoxum intermedium Fare. 


産地 一 北海 道 , 本 州 : DEG AR EE, RUN, (p. 3) 
2 カラ フト ヒゲ ナカ ハナ アフ C. sachalinense Mats. 

産地 一 樺太 . (p. 4) 
3. 系 リ シ ヤ ヒゲ ナカ ハナ アブ 0. testaceum Sack. 

EEE RT TER), (p. 5) 
4, ヤマ ト ヒ ゲ ナ カ ハ ナ アブ C. japonicum Mars. 

産地 一 本 州 (日 光 ). Cp. 6; pl. 1, fig 1 $) 
5. プ タ ボ ポ シ ヒ ゲ ナ が ガ ハ ナ アブ OC. biguttatum Mars. 

産地 一 樺太 , 北海 道 (札幌) (p. 6; pl fig 2 の) 
6、 サ リポ ボロ ヒゲ ナカ ハナ アブ C.sapporense Mars. 

_ 産地 一 北海 道 (札幌 )、 Cp. 7; pl-I, fig. 30”) 

7, AREFTNNIFTT C. grandis Mars. 

産地 一 樺太 , 北海 道 , 本 州 CRAP, AV), (p 7) 
8 BRINEFFHANFTT C. carinatum Mars. 

産地 一 北海 道 (札幌 ). | (p. 8) 

種 の 分 類 表 


E 名 一 , 二 鯛 角 人 節 の 合 長 は 第 三節 < 同 長 若い 、 は 少し 〈 短 か し … 
ー 第 一 , 二 角 角 委 の 合 長 は 明 に 第 三節 ょ 5 も 長 し = 
2. ZOD WPROA MANGE. BER BS oe biguttatum. 
一 次 線 紋 部 に 購 色 紋 を 有する か 若く 〈 は 有 せ ず , PSR … 3 
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32 RA BM wm AK EEE 


6, AD 締 の 末端 に 暗色 紋 を 有 す … ee TT) 7 


—YAD WR D HK Wig (CGR AB een om testaceum. 
7. QOWMROD Aig ik PIE ALLA T -- … grandis. 
— AD BRED Ati FF ABS WG Be ee gachalinense: 


Paragus 5 (マメ ヒラ タ ア ブフ ) 
本 邦 に 産 す る も の 下 の 太 種 あり . 
タタ マカ ハマ メ ヒ ラ タ ア プ ブ Paragus tamagawanus Mars. 


bad 


産地 一 A, Pr (p. 9; pl. I, fig. 4 の ) 
2. ジ シヤ ウ ザン マメ ヒラ タ ア ブ P. ‚jozanus Mats. 

hil: 北海 道 (GE), (p. 10; pl. I, fig. 50") 

マメ ヒラ タ ア プ P. fasciatus Coo. 

rer 本 州 (十和田 ), 九州 (HB 48), (p. 11) 
4. キア シマ メ ヒ ラ タ ア プ フ P. pallipes Mars. 

産地 一 樺太 , 本 州 ( 干 和 国 , 東京 )、 Cp- IT; pl. I, fig. 6.) 
5 SEFTIEFTTT P. Nohirae Marts. — Ä 

産地 一 本 州 (京都 ) | | (p, 12 pl, fg. 7 の) 
6. IHFNTTI レフ タ ア ブ = Ogasawarae Mats. 

産地 一 本 州 CAP RROR), _Cp. 13; pl. I, fig. 8 9) 
oe 種 の 分 類 表 | 
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. AAS, 腹部 の 末端 の 年 部 萬 色 .. Ls ves a... Nohirae. 

pa PEC ee An fasciatus. 
3. A BMS .8O BD と. WG 3k PS BAHR 

— BNL Feat ST S4O we oe .G wee jozanus. 
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Pipiza& (JE 37377) 
。 本 邦 に 産 す る も の 下 の 三 種 あふ. 
1. フタ ホシ コ ヒ ラ タ ア ブ プ Pipiza bighumis Mats: 


BAM GE), 九州 (門司 ) - | (p- 14; pl. I, fig. 9 2) 
2 2Y1E5977 IB TEN Mats. 

産地 一 北海 道 (札幌 ). | (p 14; pl. I, fig. 1107) 
3 クロ コ ヒ ラ タ ア ププ  P.inornata Mars. 

seal Were CALE). ei (p. 15; pl. I, fig. 10 2) 

fi D SP HR 

eke hope At: Oi a EEE le a a 

ee sey rece tar tee ae inornata. 


2. IR DFS — Bit: Bei rs eer ck ‘+ biglumis. 
一 腹部 の 第 二 節 に 二 個 の 横 置 せら れる 黄 紋 を 有 す …yegoensis 


Pipizella 局 (タマ ヒラ タ ア プ ) 
本 邦 に 産 す る も の 下 の 一 種 あ 5。 | 
1. カル マイ タマ モラ タ ア ブ Pipizella karumaiensis Mars. 
EMA Ga FRE). (p. 16; pl. T, fig. 12 2) 
Eumerus 8 ( マ ド と モラ タ ア アプ) 
本 邦 に 産 す る も の 下 の 五 種 あ り 。 | 
1. ラキ ナハ マ ド ヒ ラ タ ア ブ Eumerus okinawensis Mars. 


閉 地 一 沖縄 , aN. (p. 17; pl-T, fig. 13 2) 
2 マ ド ヒ ラ タ ア ブ プ ブ E. japonicus Mats. . 
産地 一 本 州 (京都 )。 (p. 18; pl. I, fig. 14 ) 
3. ヨウ リポ シマ ド ヒ ラ タ ア ブフ E 4-guttatus Mars. | 
。 産地 一 九州 (熊本 ), (p- 18) 
4 ムリ ポ シ マ ド ヒ ラ タ ア ブ E alboguttatus Mars. | 
= 産地 一 本 州 (大 阪 )、 (p- 19) 


5. イハ テマ トド ト ほ ヒラ タ ア ププ TH.iwatensis Mars. 
「 産地 一 本 州 Cet FRR K), Cp. 20 ) 
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>-MBRHWLELTZLOCHÄR … okinawellus. 
JiR wie a lize tos AS (Eleeeysco®e 4 

4. 腹部 細く EV ART ce … … "' RT iwatensis. 
ae AR BREA Tm … 4-guttatus. 


Melithreptus B (E3EFITP 
本 邦 に 産 す る も の 下 の 十 種 あ 5。 
1 ス ゞ キマ メ ヒ ラ タ ア ブフ Welithreptus Suzukii Mars. 
産地 一 本 州 (京都 ), (p. 21; pl. I, fig. 152) 
2, マメ ヒラ タダ アブ M. taeniatus MErG. 
産地 一 樺太 , 北海 道 , 本 州 , 九州 SO 西 比 利 亜 , BH. (p. 22) 
3. ダイ ワン マメ EE 5977 M. formosanus Mars. 


ENE — Sie (DAR). Biss ae) 
4.. $HHnN5LIESFYITTM. ogasawarensis Mats. 
ie SL — 7s ek bs (p. 23; pl. I, fig. 17 0”) 


5. 款 プレ ヒメ ヒラ タ ア プ M. eylindrieus Say. 
産地 一 ? 本 州 (岐阜 ) : 北米 。 
6. 夕 カ サ ゴ ヒメ ヒラ タ ア ブ プ M. takasagensis Mars 


産地 一 北海 道 (札幌 ) 本 州 GEN). Be). 
7 ヒラ ヤマ ヒメ ヒラ タ ア ブフ M. Hirayamae Mars. 

産地 一 本 州 GEM), (p. 25) 
8. シバ タ ヒ メ ヒラ タ ア ナブ WM shibatensis Mars. 

- 産地 一 本 州 (越後 新 茂 田 ), (p. 26) 


9 タマ モト ヒメ ヒラ タ ア ブナ M kumamotensis Mars. 。 
典 地 一 本 州 , 九州 GER), (p. 26) 
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in nn 


1o. コ ヒメ ビラ タ ア ブ プ M. diminutus Mars. 

産地 一 本 州 MÄR), Cp. 27; pl. I, fig. 18 の ) 
種 の 分 類 表 だ 

BFE Dee OR Fe ii に の の の cee wee … 2 

ONY 1 BRD Lie he see fate oe aoe ste aes 


. EM OBA Rts THER G4: --- ogasawarensis. 
in BO OS a iy bes SF … … Hirayamae. 
3. FITTER G Bee … … … ose … Shibatensis. 
urn 1 
4. 雑 の 体長 , 小 な る も 8 mm. あ り …teaniatus KU cylindricus. 
EEE だ だろ も O5mm. BAT. … … … … < 5 


5. PERM tl RE EO, BRC BE IRD: takasagensis. 
— FERRE IL A る 毛 は 全部 購 褐 な 5 ee 6 
6. BABES が ) oo 000 een 000 00 kumamotensis. 


DL en werner ee 7 
| % Be, ZAMRAT eo peewee 0 eee FOYMOSANUS. 
— fg PBB, PATZERLERT -- … … diminutus. 


Xanthogramma & (+AVYESIS F) 
1. ENYESSITF Xanthogramma citrofasciatum Dec. 


産地 一 北海 道 (札幌) 本 州 (東京 ) DELETE, ER. (p. 28) 
2. サウ リポ ロキ ペリ ヒラ タ ア ブ X. sapporense Mars. 
産地 一 北海 道 (札幌 ). (p. 29: pl. T, fiz. 19 の ) 
3. ロバ パ キ ペ リヒ ラ タ ア ブフ ブ X. fumipenne Mars. 
BE WW set HE) (p. 29; pl. I, fig. 20.0) 
種 の 分 類 表 
1. — DSB SB … … … … ecitrofaseiatum. 
| 一 第 一 腹帯 の み 中 記さ 8… …・ cae en ee ne 2 
2. ARE PAB Hc SRE HE ee tee eee ーー  … fumipennae. 
EES PB IRE CHER... … ... ... sapporense. 


—— m ーーーーーーーーーー — 


* スズ モ ヒ メ ビラ タ ア プ に は O な きた め 本 表 に 編入 し 得 ず ax) 


St Sot や の 


© 


‘36 Reh Pe ue Be BM Be 8 2 HR 


_ WE-ULOMABA PH LRN SARTO, BURRS 
BRS. 


(いろ せ ば 順 ) 

— & Ji] Zu RK GL) 
AHA A RK (Bie) 
BWA & 氏 ( 越 後 ) 
JB i 氏 ( 岩 手 ) 


名 和 靖 氏 (岐阜 ) 
BPR RHE 氏 (京都 ) 
= a ER (Hi 
木梨 延 林 郎 氏 (FE) 


„ 


99 


„ 


yy fe FE OR GL) ZINRZH K (KR) 
ii] Ay Be HE KR (HER) FIERE K GRE) 
EF WE eR GRD SIE: 
Explanation of Plate LS SH HH | 
. Chrysotoxum japonicum Mars. (p.62)  PZPEFFHNFTF 
と biguttatum Mars. (69) フタ ポ シ ゲ ナカ ハナ アナ 
4 sapporense Mars. (p, 7) サポ ロ ヒ ゲ ナ カ ガ ハ ナ ア 
Paragus tamagawanus Mars. て p.97) マガ ハモ ヒメ ヒラ タ ア プ 
ウー joZanus Mars. ¢p. 1907) ヂ チ ヤ ウザ ン ヒ メ ヒ ラ タ ア 
i pallipes Mats. @,11¢7) キア シン ヒメ ヒラ タ ア プ 
Nohirae Mars. (p.12 の ) ノ ヒ ラ ヒ メ ヒ ラ タ ア プ 
Ogasawarae Mars. (p. 132) INHFNFTEILFTITF 
. Pipiza biglumis Mars. (p. 142) FIRVLILESITF 
を inornata Marts. (p. 152) ケロ コ ヒ ラ タ ア プ ブ 
yezoensis Mats: <p.14 ど 「) エゾ コ ヒ ラ タ ア ナブ 
Pipizella karumaiensis Mars. (p, 162) BHLPTÄFITTEFITTT 
. Eumerus okinawellus Mats. «p. 182) ラキ ナ ワ リマ ド ヒ ラ タ ア ブナ 
japonicus Mats. rp.17 の ) マ ド ヒ ラ タ ア プ 
. Melithreptus Suzukii Mars. (p. 219) ス ゞ キ ヒ メ ヒ ラ タ ア プ 


formosanus Mats. (p. 3) タイ ワン ヒメ ヒラ タ ア ナナ 
ogasawarensis MATS. p 2307) FHHNTFTEIETISTF 
diminutus Mass, (p, 2797) 
Xanthogramma sapporense JMArs. p.2eo) サ サポ ロキ ペ リヒ ラ タ ア 
fumipenne Mats. (p. a ロバ パ キ ペ リヒ ラ タ アフ ョ 


コ ヒ メ ヒラ タ ア ナブ 


nr 
at 


2. 


の 


10. 


11. 
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UEBER DIE PTEROPHORIDEN JAPANS (1). 
VERZEICHNIS DER BEKANNTEN ARTEN. 


VON AKIO NOHIRA, F. E.S. JAP, 
HARE RARE OHS © BRAS 
| BF 2B RHE AAARSSSA* B 
EIARIIEHKSNTZEITORAEN AL, 


| > Deichopti lus congrualis Warker, Cat. Lep. Het. B.M., 30, 9,943, 


1864. 
Formosa (Anping) ; kosmopolitisch dementia te der Tropen: 


'Sphenarches caffer Zetex, Linn. Ent. 6, p. 348, 1851. 


Japan (Formosa?); weit verbreitet in den tropischen Ländern 
Asiens, Afrikas und Australiens. 

Oxyptilus mycites MEYRiCk, Suppl. Ent., No. 3, p. 46, 1914, 
Formosa (Taihorin). 


'Hexadactylia trilobata Frercuer, Trans. Ent. Soc. Lond., p. 108, 


1910. 
Formosa (Taihorin) ; Neuguinea. 


Deuterocopus triannulatus Meyrick, Exot.Micr. 1,p. 107, 1913. 


Formosa (Koshun). 
Deuterocopus albipunctatus FLETCHER, Trans. Ent. Soc. en 


p. 122, t. 44, f. 7, IQIO. 
Japan, Korea; China. 


Xyroptilia testonica Meyrick, Suppl. Ent., No: 3,'p. 46, 1914. 
Formosa (Koshun, 1aihorin). 

Platyptilia citropleura Meyrick, Trans. Ent. Soc. Lond., p. 482, 
1907. 
Formosa (Suisharyo); Assam, Ceylon. 

Platyptilia cosmodactyla HOBNER, Samm. Eur. Schmett, f 35, 
2, 1525, | 
Japan; Europa, Californien. 

Platyptilia isodactyla ZeLver, Linn. Ent., 6, p. 328, 1851, 
Hokkaido; Westzentraleuropa. 

T.N. Yobwro-Toriba. 

Platyptilia cretalis Mevrıck, Trans. Ent. Soc. Lond, p, 487, 
1907. 
Japan. 
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ペー a 


i2. 


13. 


17. 


13. 


19. 


RM a 


Platyptilia DTE Matsuura, date Call, Agric, Tohoku 
Imp. Univ., Vol. IV, Pt. I, p. 58, 1OIT. 

Sachalien (Chipsani).. 

T.N. « Kavafuto-Toriba, 

Alucita candidalis WALKER, Cat. Lep. Het. Bi M,, 30, p- 948, 1864. 


Formosa (Tainan); verbreitet in den tropischen Br ia 
und Afrikas. 


Alucita lacteipennis Warker, Cat. Lep. Het. B.M., 30, p. Dye 364. 


Formosa (Kosempo); Burma, Borneo, Neuguinea, ar 
Queensland. | 


. Pselnophorus vilis BorLER, Trans. Ent. Soc, Lond. p. soil 1881. 


Sachalien (Solowiyofka), Hokkaido, Honshü ; Bere ginn | 
T.N  Madara-Toriba. | 


. Marasmarcha liophanes MEyRrick, Trans. Ent. Soc. Lond: ‚p. Io, 


1886. 


Formosa (Kosempo); Réunion, Segchellen, Indien, Ceylon, Ghina, 
Borneo, Bismark-Ins. 


Stenoptilia pinarodactyla Erscuorr, Hor. Soc. Ent. Ros., v2, 


p. 348, 1877. I 
Hokkaido; Irkutsk, a 


T.N. 。 Usugiro-Loriba. ad 3 
Stenoptilia vitis Sasaki, Insect World, Vol. XVII; p. 3-4, 1913 3 
Honshü. 

TN.) Budo- Toriba. : 


Stenoptilia platanodes Meyrick, Suppl. Ent., No. 3,'P. “ial 1914. 


. Formosa (Suisharo) ; 


SLOAN TEED a % hE BU D 1 ER BRD anna. 
Abia 2 (ER } Es Lobe ARSTER SER IH A CAS 
直接 引用 し た る 書 は 


Genera Insectoram, Fasc. IOO, 1910, 
Lepidopterorum Catalogus, Pars 17, Sep. 1913. 
Supplementa Entomologica, No. 3, Jan. 1914. 


HARB AEDES, 


"aaa Ra 


(KIER. FA) 
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Bal bom 
ER OEL © BE 


時 450 M, ParstLev—On the ‚External Anatomy of Adelphocoris 
ne Say, with Reference to the Taxonomy of the Miridae or Caps- 
idae; Entomological News Vol. XXVI, p. 208, 1915). 


3 | | | iL. lis fe = 2 
_ 外部 解剖 を 研究 せん で LTE SRE WIAT OE RC 
の 科 の 名 称 に 就 て 展 々 論議 され た 問題 を 解雇 する こ CORI. Fh 
名 は 最も 右 3 局 より 道 くさ いふ 主義 に } 5 Kırkanoy は 1902 SH 
ick CHO 6irvi2 Capside DE FHT ゝ Miridae の 名 を 用 ひだ . 

けれ ざぁ 他 の 人 を は 科 の 名 を 決定 する に も 先取 欄 の 規約 に 従 ふ さき 
THOT, それ に よ つ て ラテ ン 形 式 の 最初 に 探 用 きれ だ た 名 が 先取 欄 
を 得 ざ べき も の だ で 信じ した. Hovim は この 意見 を 持つ た 一 人 で ある 
8, r9Ir に 一 論文 を 酸 表 し 年 甚 類 の 敷 岡 の 科 の 正しい 名 を 決定 し や 
うさ 企 て た 。 こ の 論 六 は , MMOS SRST oI, その 中 に 用 び 
な られ 二 三 の 或 名 は 論 婦 の 主旨 反し て 居 た 、 然し この 科 の 正しい 
名 を 決定 する の に これ ら の 二 つ の 意見 の 如何 を 論ずる 必要 は な い . 

Miris (3 0% = DAORLECBCHS. WHC OBOR See 
名 は Mirides Hann が 1830 に 提出 し た も の で ある . : の 語 は 猫 
RE き の 本 の 分 類 表 の 中 に ae られ た の で , “NIBOSF VEC 
卿 逸 苦 の それ に 相 営 する も の は Miriden で あ る . か 〈 く の 如 ( で , と それ 
は VANDozEE も いふ 如く (決し て 俗 持 で は ない. 近頃 の 用 法 で は 語尾 
を -idae に し な けれ ば な 6 ぬか が, それ が Wirides せる 語 の 命名 上 の 根 振 
に は 少し も 影響 を 奥 へ な い . 同様 に 亜 科 や 司 で も その 語尾 は -inae X 
は -m で 終ら せな けれ ば な ら 5 な い . け れ ざ も 誰 も これ 等 に -ina X -aria 
の 語尾 を 以 て 命じ し た か の Srar や REUTR OHR REF MEM LP 5 € 
は Crus REUTER, BERGROTH FR HAND A ¥ id Miridae を 用 ひだ. as 
人 は それ が , er i] 1 SHB OS も 棚 探 あ る 論 に よ つ て 支 


40) Ra Be we OR RE OR SE R 
へ られ る 以上 , RFCEL SS THS, 

WE it Miridac の 外部 甘 徴 を し ら ご る 基礎 し て , 最も 普通 で 
且 廣 分 布 し て 居る 一 種類 <, AP IE a BD られ る 比較 材料 で 
を 用 ひな . 術語 の 大 部 分 は 異 契 類 の 他 の 科 に SEA MAS,. LID 
題目 の 以前 の 研究 は , 前 に 引用 し 吾 者 の 文書 , 殊 に この 科 の 研究 に 
重要 な REUTER の 著書 の 中 に 見 出す こぐ が 出 奉 る 。 | 

頭 m 

Tylus (Clypeus) (# (os (LLBAODMOAIRT も る 頭 の 前 の 店 
央 の 部 分 に id く 用 ひ 6 れる 。 Tyus の 雨 側 の 三角 形 の 片 は 同じ 様 に 
Juga (REUTER の Jochstücke) ¥ IP ES EHS, Lorae (Kopfzügel, 
maxillary laminae) は 丁度 Juga OP icHesd dW nizMi- LotR 
ふれ て ゐ る.、Lorae は 或 は 下 の 後 の 方 が Ganae x¢ #3 (Lorae conflu- 
ent) (第 一 圏 ) 叉 は 第 九 彫 の 如く 〈 綱 か な 線 で 必 別 さん て ゐ る (Lorae 
discrete), Genae (Wangen) Hi) (2 LAH LO TEL SHo6nTA 
2. (RD FOL FDA IIS — MD Au 狭く (Geuae low) 時 々 (ある 

Restheniini) id Ink  TEDEFOKRERALCHTD2 (Genae high) 
(第 九 園 ) Bucculae (Wangenplatten) EL ERESIK DARE, 四 節 の 
Rostrum (IY) DED e—BFpELYL?, Gula (Kehle) (Me) HD PHD 
EO PRD CL OMPAB SMC LOT, RS RMBAVCS 
化し , PES LAER e AS 4, Miridac で は Antennae (#) 
は 常に 四 節 ょ 5 な る 、 け れ ぐ ざ も 形 , 外面 , EWOARAAMIZ LOT 
現 全 で は 重要 で 是 容易 に 製 察する こ で の 出 泰 る 標準 ミ な つた . 

前 胸 部 
SIO は 前 胸部 前線 は Apical stricture MPLA A PROM 
な し , 刻ま れ た 線 に よ つ て 分 け 6NT の る 。( 第 一 , 七 , 九 園 ) 他 の 種類 
PINT Mirini で は 稀 に は Miris (第 六 圏 ) の 名 く KORE 
stricture か Calli OBUPER AI A D Hl S いた 線 で 形 ざ られ る けれ ざ , 
大 抵 は Apical stricture ZiRt, Coxal cleft B-BM) SMB T Di 


°F OR Ry SEM REET Foy YRREBI ょ る - 
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側面 より 見 れ ば Stricture OMYIVET 4. MTOBACHTRO 
Apical stricture の 存否 は 注意 すべ き で ある . 何々 な れ ば こ (1 13 4p%8_E 
非常 重要 な 性質 な の で ある か ら . Calli 2H PKR LteMHCHO 
T, HWA O MRIS. BR LE BPD Xyphus は 前 基 節 問 
の 三角 形 の 板 で あつ て , 前 胸板 の 一 部 を な し て お る .“ Adelphocoris 
で は を その 前 方 Apical stricture WI oO Ron, を の 隆起 し た 織 に ょ 
STUB LCH S95, MOMMY. EPRI (RH 
に て 陸 趣 し た 縁 は な い 。 ao a ee 
De, | | 
ER > よ ei CRI 分 か たれ て で て たる. Miridae 
OME HH D-OT HS WOT LOBEN Bld say. 
CAME TH 4. KS VR POO Fd Episternvm( 前 側板 ), 小さ い 後 
上 部 の 方 は Epimeron ( 後 側板 ) で ゎ る . PMAKROM TATOO. AR 
が 筋肉 の 附 着 の 往 に 普 曲 じ だ 結果 な の で ある "これ は 無 癌 味 C は な 
_ い らしい. 何で なれ ば こ USD HON BES LtTHS< € i, 
CMU © O SEK OSE IS EI TL MED An (ABA HAE ERI 
Teodor STHS, Miridae Boni 4 RTE ER, 
Sternum (fi) 2AM TD OT, その 各部 分 は 縦 の 正中 線 に よっ つて 
別け られ 十 側 は Episterna に 接 績 し て ゐる 。 
fe jy | 
| MBO MSP PIO REI 分 し れ て ゐる けれ ざ も ‚Epimeron 1! HERE 
be い 。 RED FL (Orfices of the scent glands) th HSE BD HA t= BAL 
LTO S;, CNR ORCA CHR LOBE LT OTR 
Pere 8: 胸板 は 合成 釣 で ある . 
ET ee EHDERUINET<TCHE 

て で が 出来 る - Spiracles (AP) FEN) IE HD Tergum (FH) 
- た ある の を 除 sD BHD IRD He « の 側面 に ある. 生殖 節 (Genital 


42 Rot BM we BO eB aR 


segment) は 性 に ょ つて 大 い に 異 る , (第 一 , 二 , SH) Bora 

BARB eR. BOM MARI, BAG GAR LOTR EN 

© 1H Rakin 5 DARE (zy ARIE FS OOPS AOE OL 4. 
Aloria. 

KEN (OVA LRA 4, PV\APUCH ZUNE’) BR 
上 非常 に 重要 な , 研究 の 必要 ちる Aroelia を 除い て は , HERBS 
に 観 穴 す る こと が 出来 る 。 Adelphocoris で は (第 十 罰 ) Arolia ARE 
の 踊 秘 の 端 の 爪 の 間 の 三 個 の 膜 質物 到 あ つて , これ 等 は 基 都 狼 接 所 
し , EOF CHEN TH, Lopidae (第 十 二 賠 ) で は 基部 で 離れ , EO 
方 で 接近 する . Monalocoris (第 十 一 彫 ) で は 基部 で 離し て の る が , を 
DEIESEIEEL TR, COBB MIEATHS, oDBORBT SE 
#} Bryocorinae で は 時 な AroliayLEOE ADKMPRERARTCHBE 
も , 双 ある 種類 で は 全 《 IN ER, May 
aL SiS, 

lL. AR ZED CHET, SHE) | 
2.. FR EEE TES. GET) - % 
3- RR. BEI THES. EIN |. 

Hemielytron (4234 #9) (2§ pg E) 1X Clavus, Corium, Embolium, Cuneus 
及 Membrane より な 5, ZOFEDMHALTHRAL fh, Miridae の 
特徴 の 一 で ある 。 FAMHDNKıÄ Bercror” の 読 に よれ ば , CRBES 
咽 周 に 示せ る 如 ( 書 か る さき も の で あわ ある. けれ ざ F359 Hid Comstock 
及 NsEpgAw OMPBCO ENS IS CAAT Hea 正確 あら 
WED Pe BRA. CL CC OBE ID AED Fale] (Homologie) を 確定 
する の に は 異 超 類 の 比 院 研 宛 が 必要 で ある 。、 ROAD 
具 二 つの 脈 に 用 ひら 5 れる だ サ で あつ MTOM AAACN. 
THOMSON は Corium DDR Cubitus, HOWE Brachium YBa 
#Z, REUTER は Cubitus ¢ VABDERFESKUN by BBE 
つて それ を 用 ひ が 。 後 基 に よい ば Brachium は 膜 質 部 に 突入 し て ご 室 
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の 外側 を 作り , 二 室 間 の 堺 は ..Cubitus の 延長 で あ 4, Clavus の 脈 は 
Claval vein, JAD BGR D IT くに ある の は Marginal vein 呼ば れる . 肛 で - 
質 部 の 肉 側 の 縦 脈 は 條 類 ト に 必要 で は な いら し (, それ を Anal vein 
と 呼ん だ BERGROt が 記し た 名 て , AB REors 肥 前 記 の 著者 等 も 見 
落し た 様 で ある . 膜 質 部 は 時 々 一 室 か ら 9 b, 或 る 種 の Restheniini 
TC LBA HERDS HB, 

MAO Ki Fieser に . ょ つて 第 五 彫 に 示 し た 様 に 名 づけ Griz. 
REUTER は 同じ 名 を 用 ひだ が Costa Of > RT Vena を 州 ひび た. 或 
種類 で は 短 か い 不 完全 な 服 本 も Hamus. 25 Costa Subtensa か ら 室 内 に 
後 向 に 突出 し て の る . Reue OB & 
発する の に 重要 で あ }5, その 存在 は 比較 的 原 始 羽 能 に ある こと を 示 
すす も の で ある さい ょ ふ .」 それ は 亜 科 Mirinae の 非常 に 進歩 し た 起 の 
Capsini 175 35 Adelphocoris に は な い が , A CBI DM 
en AR Bias ve 539% Plagiognathus に & る 位 凌 を 示し が な. 

結 論 

- Miridae DEE LO ERBE FE SRS LOBE —AT N13 
KOA し 。 Arolia の 形 さ を の 構造 : 前 胸 の Apical stricture の 存否 : 
Lorae の 構造 : Wing-hamus の 存否 : 膜 質 部 の 脈 : Gene OH 37 d 
MOSS RETCRVERO PEMD OP RKO GNA a: 
“Xyphus の 構造 A MWR REMWMOEMOL; 鮎 角 の 各 節 の 形 ゞ 
| その 割合 後 基 節 の 位置 で ある . これ 等 の 性 質 は 多 ( の 玩 者 に よ つ て 
王 見 され た 。 け いざ も 互 に 連絡 ある 鷹 大 な 系 統 の 間 で , 開 係 的 の 位 早 
これ 等 を 使用 する こと で を 決定 し た の は Reurer の 著書 の 大 な る 
MED. CRP HER KM HORA CS AT ae un 
こさ は , SHE SIM NOBLE Ta eC RMB ei, この 科 に 
BTEMELKT BWA 6 RBMO MECN 4 OPK LOR d 
る こ で を 指し 示す も る の で ある 。. 
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C.S, Costa subtensa 
-Cu. Cubitus 


Cap 
1.G.S. Ist Genital segment 
2.G.S. 2nd Genital segment 


RAAB HERE RER ER 
の 読 明 

Fig. 1 OS rapidus 〒 の 側面 - 

Fig. 2: ° . 6 の” の 腹 都 右側 

Fig; 3,0 EA RABE) ksh. 左側 > 

Pia a, u A 

Fig. sy Br) „ . ae Rew 

Fig. 6. Miris dolobratus 

Fig. 7. A. rapidus 

do 4 FIFA Be fix 

Fig.9. SA © [el 

Fig. 10. A. rapidus 

Fig. 11. Monalcoris filicis 

Fig. 12: Lapidea media 
A. "Arolia Cyr Ne lavits H.W. Hind wing (RB) 
A.S. : Apical Stricture C.V. Claval vein Je ugum 
B. Buccula., Cx. Coxa(##) ‘Lb, - Labrum 
Br. ~ Brachium Cx.C. Coxal cleft iB Lora. 
C. Claw. (I) E.. - Eye (48 AR) M. « Membrane) 
C.A. Costa apicalis Em. 上 mbolium 。 M.V. Marginal vein 
C.C. Costa connectans Epm. Epimeron( 後 側板 ) PH. Hamus の 位置 
C.D. Costa decurrens Epp. Epipleura S.G.O. Scent Gland Orifice 
Gel. Cell Eps... Episternum (ELAR FL) 
CY. Callus re Femur (ff) Sp. Spiracle (PH) 
C.L. “Costa lineata : »\F.S.: ; False’ stricture! ''''T. Tylus ($A) 
Cn. :Cuneus G. . Genitalia (AER 25) Tb. : - Tibia (EGR) . 
C.P. Costa primaria Gl. Gula (咽喉 ) Tr. Trochanter CG ) 
Cr. Corium © Gn. Gena (#4) Ts. Tarsus (Eh) 
‘C.R. Costa radiantes. G.S. Genital Segment: V,E. Vagina (i) DAS 


FLARSGRRESE PAS Crm RED) 


BOEEB— REAL, +-ARRESRS RES RBs 
ATZE) BA 
ASS eR BH ISP BS VBS TREO HE Rit N 


(, RiBD AREER ) BOs 42am, 
SAL KP ROMER REL, INCHT 


ABA, 


46 RBB Ht BN ERE HR 


Orr Onn 


VRE he, IL BY, BE BN AS tL EO AE LAr ee 
(, SNI IH CHEM OBA AremETA こと 不可 能 な 5., こ 
CUSED Gr BB AG SELBY IS Fe AR ESS Se BRT ALLER, 

EE ICM IC CE ABR IN Sav I FF ALA IZ AY 
(LSE EBORIBP AL, クワ ノメイガ が 其他 は 一 年 中 或 期間 の み 
斉一 する も 他 は 常に 不 整 着 な 5。 一 年 一 回 路 生 の クロ マル コ が か が ネ も 
LORE DIED Pd HEC LT ER IEROHDOABET, — 
BRD SAT TIRTCLCOFR ERIE L, 局 時 に 第 一 及 第 
HEIKO Bee 6. 二 世 代 に 於 て も 此 の 如 ぁ FU TRERTET 
敷 世代 を 重ね る も の に 於 て は 野外 に 於 て を の 卵 , I, KASPER 
な ぁ る か は 知る こと 不可 能 な 5. | 

CSO RA Bie Id, 食物 , 気候 , 越冬 昆 加 が 春季 に 於 
ける nen 産卵 期 の 長き こと, 卵 期 及 幼 導 及 踊 期 の 長短 等 に あ 
る が 吉 し 。 

EPSPILEAU & ROI 気候 又 は 食物 に 左右 せ 5 る \ こき 多き 
も その 原因 は 簡 苗 に 親 察 し 得 ず 。 然 て ざ } Ree CR o 
も の あわ あり.。 クソ ノメイガ が 及 イ ワ ソ テ ン オ ホメ オイ が に よそ を の 一 例 を 知 
る . を 得 。 
越冬 する RCRA USO Rae L ORR 
する も の と せ ば , COPHMCRTAMAIMALTFLTRT4S 
Oe#HF, これ 五 回 の 傾向 を 有する も の に し て 著者 は これ を 中 間 性 
を 名 づ (。 この 中 間 性 は 不 整 状 の 存在 に よる も る の な る べし 。 

昆 強 の 経過 を 調 人 去る に は 其 出 驚 点 に 注意 すべ し 。 蓋 し を の 機 會 に 
LbES SRB S を 以 て な 5。 

VELOSR CRA UTH#BUROMS Le VERVAET. 

—, RDM HEHO LOB L. 

aap Oe a eee 
=, MRSS ¢ 昆 半 経過 ぶさ の 相 義 現象 に 注意 せ ず る さか ら ず 
四 。 機 信 に 依る 訓 誠 を 除く て こと に 養 力 すべ し . 
a, 昆 時 経過 調 構法 を 深 て 研究 せ ず ざる べから ず 。. 
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| = MISCELLANEOUS NOTES ON SOME JAPANESE 
> BUTTERFLIES. 


Aa me BO ME ac 


The butterflies enumerated below are recognised to occur rarely or 
locally in Japan and some of them are not yet familiar to both Japanese 
and to foreigners. 

ı Apatura ilia SCHIFFER-MILLER (Pi II, Fig. 1) 

Var. elytie is very common in every part of Japan, but this is rare. 
In Prov. of Hyuga (Kiushiu) it is said that this is frequently to be 
met with. 


【 


2. Erebia ligea L. var. ajanensis M&£nerkızs (PI, II, Fig. 2) 
This was discovered once about 25 yearsago by Mr. K. Kanaı on 
Mt. Yatsugadake, the height of which is. about 9660 feet, in Prov. of 


Shinano, About 15 years after that time, this species was rediscovered 


on Mt, Shiromma which is also one of the highest mountains about 10000 


feet in height in the same province. After that it has been regarded asa 


native of Japan. Its haunts are only on the high mountains of Shinano. 

3. Oeneis jutta HüÜBNER (Pl. II, Fig. 3) 

The first discovery of this was made in Central Honshiu ze. in the 
Japanese Alps in Prov. of Shinano in.ıgl2. This is a pure alpine 
species. According to the opinion of Mr. S. CHıno, a Lepidopterologist 
in Shinano, the long concealment of this from our butterfly-hunters is 
chiefly due to its being neglected owing to the apparent likeness of this 
specis to certain moths which are also found on these high mountains. 

4: Coenonympha hero perseis Le». (Pl. IL, Fig. 4) 

It occurs in Japan also very locally z.e. only in Saghalien and Hokkai- 


do, especially in the former. 


5. Zephyrus ibara BUTLER (Pi, II, Fig. 5) 
Dr. Seitz said: 

“Here belong, further, two Japanese forms described by BuTLEr. Of 
the one, 1Dara BurLer, only a few 22 are known, and it is possible that 


48 Lf Oe 誌 SK RTE 丈 


those are merely aberrant specimens of one of the other species” in “The 
Macrolepidoptera of the World” Vol. I; p. 272. This is rare but dis- 
tinctly different from any other species, and hitherto reported from 
several parts of Honshiu and Hokkaido. The butterfly is out in July 
and August. The other stages are entirely unknown. 

6. Zephyrus Nohirae Matsumura (Pl. I, Fig. 6) 

This species was described in this Magazine Vol. I, pt. I. 

This is a distinct but having a close relation to Z. attilia. The 
difference between them will be visible clearly from this colored figure. 

7. Cyaniris albocaerulea Moore (Pi. II, Fig. 7) 

This is found in Kiushiu and Shikoku and seems not scarce where 
it occurs. (1-7— By Axio Nonira}. 

8.。 Argynnis euphrosyne sachalinensis Mars. (Pl. II, Fig. 8) 

This colored figure is made from the specimen captured in Hokkaido. 
It is said that the type specimen of this was collected in Saghalien and 
this is more common there than in Hokkaido. This was informed by 
Prof. MarsumuRA as a distinct species and has been very related to A. 
euphrosyne L. from Europe. According to Prof. Marsumura’s opinion, 
this differs from the latter in want of a silver spot at the base of the hind 
wing beneath, being somewhat larger in size, and the ratio of fore wing 
and hind wing. But these characters are too feeble to distinguish them 
as distinct species, that I propose this as a subspecies of euphrosyne. 
The most related subspecies to this is orphanus Frunst., from East 
Siberia and Amurland, Being without a silver spot at the base of the 
hind wing beneath is the most easily observable difference between 
them. (8 一 By Tetso Esaxt) 

9. Arhopala ganesa Loomisi PRYER (Pl. TI Fig. 9) 

More than thirty years has passed when a few examples of this 
species were captured by the late Rev. H. Loomis on Mt. Kano in Prov. 
of Kazusa, near Tokyo, and described by the late PRYER in his work 
“Rhopalocera Niphonica”, before any one else could succeed in taking 
this in that place or elsewhere in Japan. Nevertheless, Mr. K. Nisui- 
YAMA obtained five examples of it on Mt. Kasuga (about 932 feet above 
see-level ) in Nara during the summer of 1912. He took them on 
the leaf of an undergrowth of Quercus gilva Br. etc. Pl. II, fig. 9 
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Little known Butterflies in Japan. 


日 本 産 蝶 類 十 種 


第 二 hk 説 明 
Explanation of Pl. II. 


Apatura ilia ScHIFFER-MILLER. の (p. 47) 
コム ラサ キ ( 人 原種 ) (p. 49) 
Erebia ligea L. var. ajanensis MENETRIES. Cp. 47) - 
| クモ マ ペ ベニ ヒ カ ゲ (p. 49) 
Oeneis jutta Hiner. eo (p. 47) 
タカ 隆 ヒ カゲ Cp. 49) 
Coenonympha hero perseis LED. の (p. 47) 
| PAFEESERF (p. 49) 
Zephyrus ibara Borr. 〒 (p. 47) 
ウラ キン シミ さ ミ (p. 49) 
Zephyrus Nohirae Mars. 2 (p. 48) 
ノビ ヒラ シミ さ ミ (p. 49) 
Cyaniris albocaerulea Moore. 9 Cp。 48) 
サツマ シミ さ ミ (p. 49) 

Argynnis euphrosyne sachalinensis Map ra 〆 
カラ フト へ ヘ ウ モ ン (p. 50) 
Arhopala ganesa loomisi PRYER. 2 Cp. 48) 
ルー ミス シド ゞ ミ (p. 50) 
Pamphila palaemon Patt. の (p. 49) 


タカ 子 キ マダ ラ セ セ リ (p. 50) 
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shows one of them. In the next year he again obtained-one 2, at the 
same place on February 7th, which should be supposed. to have hiber- 
nated the winter. 

. 10. Pamphila palaemon Patt. (Pi. I, Fig. 10) 

As I reported this in the last volume of this magazine, my collector, 
for the first time in Japan, gained two male examples of this species. 
The capture was made at Kamiköchi in the Japanese Alps at the begin- 
ning of July, in last .yeat... Pl. I, fig. 10 shows one of them. 

| tee (9-10—By SHÖICHI SATAKE.). 

(Figg. 1-8—By Tsrso Esaki. 9-Io—By Jüzo Kopayasui). 

QD) コム ラサ キ (ORM) 第 二 版 第 一 較 

松村 博士 の 大 日 本 蝶 類 岡 読 に 富 納 版 と し て 出 で だ る も, こ ゝ に 日 
同 産 の 着色 圏 を 出せ り 。 BPEMLe oC RCRIMADERS 
引く に 足ら ん か が 。 九州 殊 に 日 向 延岡 に 普通 な る 由 。 Tk eR 
に て 捕 へ ら る 。 静岡, IER, 大 阪 に も ぁ 産 すぐ い ょ 。 

(2) クモ マ ペ ベニ E ビ カゲ (本 昧 53 具 参照 ) SIEH 

(3) タカ ネネ ヒ カ ゲ _( x ) SINRSEH 

(4) シロ ラビ ヒメ ヒ カ ケ ゲ BOK 

et sk el ED fed Maca CHP ID, され ざ 内 地 人 の 普通 知ら ざ 
る この 疹 種 を 着色 圏 こ し て 出す 事 必ず し も 無 意 義 な 5 ざら ん 。 

(5) ウラ キン シミ ミ 第 二 版 第 玉 賠 | 

信濃 , 越後 , 下野 , BE MESCET. 珍 種 の た め Seitz Kom 
き は 其 特 立 の 種 な る や 否や を さ へ 疑 へ 5. 

(6) ノ モ ラ シン シミ 第 二 版 第 六 周 

-KOEMZIH し 含め る ヴイ ロラ ナガ シン さ ミ で の 茎 別 足 を 明 に 
せん 篇 めこ こ に 再 出 し た 5。 但 し 十 者 の 織 は 基 だ 近 か が ら 6 ざる が 如く , 
ウラ キン シド で ミミ 共に 本 種 は Zephrrs$oHrAannrz Eh 
入 さ る べ 〈( 思 は る 。 (B-25-H-RaR) 

(7) サリ マシ ミミ 第 二 版 第 七 剛 

WERE, 霧島 山 , OMI ES (Be R—-ROTRAR) 

(1-7 FREUE) 


50 ERBE RT EURER 


(8) ギン ベリ ヘ ウ モ ン HH 第 二 版 第 和 賠 

紫 の 賠 は 北海 道産 の も の に LT, さき に 松村 博士 が A. sachali- 
nensis で し て 高 表 せら れ し も の に て , 樺太 に て は 北海 道 ょ 5 も 療 通 
な りさ そい ょ 。 此 種 は A. euphrosyne L (欧洲 , KAM) (BUT 
Ab, 全 了 境 士 に よれ ば , 後 凌 異 面 甚 面 に 銀 紋 を 欠い こさ, 形 大 な る こ 
\ 及 前 凌 さ 後 親 の 比例 等 に より 異 れ ざ ども, これ 等 は 各 猫 立 の 種 き す 
BIR > AG Sos (, BIZ euphrosyne の 亜 種 す も と 
Bie Cay, Cite bom orphanus Fruusr ( 東 サ イマ 
TET aD COR en eine ca 
に あり 5. (8 一 江崎 司 三 ) 

(9) ルー ミス シド ゞ ミ (ABS) 第 二 版 第 九 園 

(10) タカ ネ キ マダ ラ セ ヽ リ 第 二 版 第 十 賠 

ÜELAOFHEE も の に し て 昨夏 信州 上 高地 に て 捕 導き し を 
AAI SRE TSAO d, (9-ro 一 佐武 正 一 ) 


彫 は 1-8 (Lit = KA, 9-10 は 小林 重 三 氏 筆 。 


Ede POLS ae 

SST HOEK eS AD 信濃 教育 ] LI BAO MS RT 
を 載せ 65 れ だ 5。 AINAC LTH Sd BRI BT OSS BE OR 
き 同 氏 の 事 と て 内 容 は 完全 に 近 き が 如 し , FINDERS ATE HA 
BAL } MRRP 4~ SEU. BPBUF CZ eS. Kitz 
FBROHOHRZEOTTORFEHBLU BCSHRERDME 
—TEEAA Dw B HEI BRU ABOLOVHAL, 併せ て 政 
字 野 常 足 氏 を 際 し た る 探 集 研究 家 と し て 紹介 せら る , HERES 
ぶ で し. 氏 の 記す る 上 諾 百武 拾 大 種 , 記 載 浦 ぐ く 思 は る \ は クロ タイ マイ , 
ウス モン シロ テ フ , オ ホ イ チ モ ン ジ , ホリ バ セ \ リタ カ 子 キマ ダラ セ 
\ り の 五 種 の み ( 但 し ミ ヤマ カラ ス ア ゲハ , チ ヤマ ダラ セ ヽ り 等 の 北 
種 は 各 別 種 と し て 敷く あ ち 5)。 即 も 信州 産 の 蝶 は 炊 の 如 し . 
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©, Pyrat 7 2377 7 aR Batt Ry こさ 
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oe ey SD oO ジャ ミラ テ フ ー- 
* ヶ ケモ マ ツマ キネ テ デフ IN) % F 7 TAR Wie Se 
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et キテ ノブ ウラ ジ ヤ ノ メ BI a FT モト 
マク "は キテ フ ブフ ツタ マジ ウロ タケ ラジ ヤノ フ メ や ギン イチ モジ セ ヽ 9 
キマ ダラ モドキ ス ダ グ が ロ チ ヤ バネ セ v す サ 
RF 2» F TH qb it, へ ベリ が ロ チ ヤ メ ネ セ ヽ Y 
54 27 ORZENI 
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コム ラサ を セ メ セ モカ ダ IPF PRAY Y 
AHAFEYY コジ ヤノ ズ メ SRNR EAD 
EES YLHT BAYH カメ RFEYVS> 
mys ny オナホ チ ヤ ペ ネ セ 、】 
フタ ス 字 テ フ テン ダグ ダテ ラ 科 CU a nn 
EkızF キメ パネ セ \ ヽ Y 
aA 7177 FEIN TER アナ チバ セ ヽ 》 
rege RATEYuerY 
FB RT» ジマ デラ ミヤ マチ ヤマ ダラ セ ヽ 
上 Ei だ 0 Zr 4 4 科 BEREITEN 
AIUVIFT トラ フッ シャ ゞ ミ YT PRR 
う セ えみ セナ メド シ コツ バボ メ ky Wey YY 
ぜ ゼー タデ ハ o グ ロジ シャ マミ prev) 


SO EWTZROLENDENEE し て OM EME s sO BM 


に て 洋 意 すさ ざき 蝶 で し て 記載 きれ だ 5, 自分 は 更に 之 を 加減 し て 下 


CHP A. 


52 he BH we 8 MR Se RK 


ーー 


£557 KERR TET. 前 者 は 伊那 に 産 し , RBA BS 
be. AMOS 8 BPS 前 者 は 南方 に 後者 は 北方 に 偏 す 。 信州 
中 央 小 の 紳 線 , 等 温 久 は 同 汰 度 線 か を 其 外 布 の 接 鍋 線 そ す る に 非 
ざる が か 。 

ミ ヤマ シロ テ ブ 」 ARH, 上 高地 , 駒 ヶ 鐵 浅間 。 EE UT CA. 

ウス モン シロ テ フ P. napi, を 多分 信州 に 産 す べし と 記さ る され だ る が 
貨 際 芝 川名 助 氏 は 白馬 頂 王 に , 田村 慶 助 氏 は 駒 ヶ 織 頂上 に 獲 5 
(it b. ESCHE BEAT RS 

クモ マリ マキ テ フ . BLERE PRB KEE AE, 前 者 は 北ア ア 
テス の 高 骨 の 地 に し て 後者 は 南ア アブス 山 航 の 地 屯 . 基 に 七 月 に 

_ 得 6 る 散 生 期 比 較 的 早 き が 含 一般 捧 集 家 の 注意 に 上 らち ざる が 各 し 

ヤマ モン キテ ブ . BERN 四阿 山 , FRE. MAB. 自分 の 方 に て は 人 
州 中 部 高山 の 所 主 ZB | に は 大 抵 産 する も の で 思 は る 。 Ar 
NOME 7 EC LATWEDSREMTd, L- ー の 新 産地 る す .. 

ウス イロ ヤマ キテ ブフ (TERM) Gonepteryx amintha? 千野 氏 
の 厚意 に ょ り 氏 の 上 ウス イロ ヤマ キテ フ で 思 は る ヽ 種 の 三 を 研究 
OBBR S12. ZEOVTEF TILE Rb MAMA MA SdH 
rng TOMNAHOE LEB. RUPE MRE RK AT, 及 
ADE PRE BR OM tM S LER EU ら ず た ゞ 
yVEFIPRAMARS ( SSRSVE AMPAADALRE 
る \ ヽ で 云 ふ が 重大 の 中 な GA. の も な けれ ば 今後 の 研究 に 待つ 。 
本 種 の 銘 見 も 墨 名 の 推定 も 共に 佐々 木 博 主 に よる も の な ぅ で 。 {A 
し amintha に あら 5 ざる は 確 な 5。 

FRA FELL. 上 高地 に て 高野 氏 が , 叉 昨年 矢野 氏 も 同 地 に 兵 集 
せら れる や に 聞け 5.。 Bilt Dis (= RAR BENE AEA? 

Pah oo 4 

コ へ ヘ へ ウ モ ン モ ドキ . 信州 Et 4A niphona な れ 美 原種 a 
lia rs CET U. HRO GBA Er ゐ ( 七 月 上 中 旬 ) も の 
は 会 部 後者 に 属す べき , 或 は 最も この 原種 に 近 き も の な 5s AE 
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BECHHECERKEOHK (AEDS REMOBD I 識別 
2535 MEARHEDOPN ま ぎ む や すき LOH CF) 

へ ウ モ ン テ フ 属 及 其 近 属 の 北 異 殊 に 暗 化 白化 は 至 つ て 興味 ある 間 題 
I TECHBER—-LERLOAÄULIARIERLTHTFTESRF 
へ ウ モ ン の 暗 化 形 を nigra (HAL, HR RIFF 

SRIKELANESFTIONEILE%r Nakaharae な ぁ る 名 稲 の 下 に 記 
載せ 65 れ 5。 之 等 の 興味 ある 標本 は 多 〈( 信州 に 得 ら れ むれ たり, 之 れ 

。 同 地 が 之 等 に 多 産 に し て 北 異 を 現 は す 個 体 の 敷 駐 従 つ て 多き に よ ょ 

ee RC Se ES Ce 
意 た 値 す べ きか 。 | 

HETNELAY. FERBORL:LANSEIS AMUERHA 
埋 氏 に より 5 自 馬 に 探 集 せら れ た る を 最初 な 5 さ 一 般 に 思 は れつ ゝ 

and BRRSHE COI PRENATAL > BZRHOSS 

- 記載 せる を 最初 きす と c( 千 野 氏 は 其 質 物 あ 見 を 5)。 MEWS 
AME ZING) OAM a EWE FETT OBR LOL dS 
3 DeWAo (YAM) 

タカ 子 ヒ カゲ 。 KUL VARS ASABE (BRE ONS) 
LF-FFRUIHERZEOHR Bt OR Bt bo (VAR) 

ルー ミス シド ミミ 。 SHKVAPFHELVE ERD TH (REV L| 
ARAL IHEFA RIA CNISI LRAT SBA OO 

PED EMI TAA OMe SMI we GC Be Pome 

TS ED 4B F165 

Re i eo bas vs cote, 
inky ド F リ シド ゞ ミ を 八 月 上 諏訪 に て 採集 せ 5 れ し ざ 。 (5 H&R) 

bbs Jk LAMAARGCASLAWNStTETeOR 
| pt 5 と せら る ふ ゝ 本 属 の 一 種 , 之 を も し 新種 な ら ば shinanensis & 

_ 命名 し じ " ヤ マヂ シン で ヾ ミ "な る 新 和 名 を 興 へ 度 し で 提 埋 せ 65 れ し が , 恐 
6 Zi AES ORAA RKO L. argus var. montanus な 6 Ao 

タカ 子 キ マダ ラ セ セ リ 。 TIFRUTIENVJENDLOLKIER 


54 BAER 8 t @ 第 & wR 
せ ば 混同 種 を 区 も RAHMe TEEHBAn Le Bini or 
事 質 上 或 採集 家 に ょ より て は 他 ゃ 混 局 せら ちん ざ る か で 思 は る る 夫 種 
が 佐武 氏 に より 5 柄 表 せら ちら れ し は うれ し 。 RER LEG TNH 
くり の 小形 種 は 得 ら る べし 。 
ミヤ マチ ヤバ パ 馬 セセリ 。 前 に 中 原 氏 は 後半 裏 面 に 二 自 踏 あ る $ ぁ の を 
BERD 5 eR SNL Rea) FERIA ABR tOe 
諏訪 に 得 , 幾 種 きす る が 適 営 な らん ど せ り 5)。< 之 は 開 西 に 普通 な 5 ) 
分 布 上 ょ 5 信州 の 蝶 類 を 見 る 時 は 甚だ 注目 に 値する 南 を 手 野 氏 は 
記載 せる が , WO Raat & SPR SER ER RD ZN LU, AB 
LENDOHFROHENT EU 6B UDIED Ribas AE BAER 
HOWRED SOR, Bet mT BAF ARBERESS~LS 
最後 に 氏 は 信 後 の 研 究 方 針 と し て , TER HE DO FE FU HRD 
混 周 種 を 精査 区 離す る こと 。 KOREA RR EFF ZA EN 
だ た ぁ る が 同 地 方 の 人 士 に は 特に 後 二 痢 の 研究 こ を 望ま し く , 又 夏 鞭 以外 
即ち 他 地 方 人 士 の 探 集 に 行 《 事 少な き 時 期 の 蝶 否 相 DEREBHO 
調査 串 表 は 吾 人 の 希望 する 所 な り 。 ( 野 企 安 鞭 雄 ) 


ルー ミス シシ ミ 奈 良 に て 獲 6 る 

原種 Arhopala ganesa Moor. は Kashmir WAITFEL, Avs RG var. 
Loomisi PRyER (=seminigra Lerch) も 活 申 部 及 西 部 支那 普通 な 
Ned, 本 邦 に 於 て は 管 て Loowrs 氏 に 依り 上 総 國 鹿野 山 ( 海 披 約 一 
千 尺 ) に て 探 集 せ 6 むし を PsysR 氏 が 其 の 著書 Rhopalocera. Niphomiee 
CRE LIKE CHER CNL eRe FT S Er DM EEE 
BES-RAZTRASCHFRERO RE FIN ER BEC TOME 
ZTBEISHKUBFSHRUR TE FARO TR A IE HB, BHA 
ラサ キシ ミミ Arhopala japonica Murr. DREI Ss > LIEBE 
ZAKEBET-AKTITRKERRRORUN Sm. RB) 
PA—-KRAPO-ME ESRB, Ach 
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HU On LEBER DEMO KEFROSBHRDIMHAER 
GRRERASL TEA SOME am RAT LH CN LS, 
BALSZRICHERG AST ENDo 
捕獲 者 は 同市 西山 熊 夫 氏 に し て 大 正二 年 よ ょ 5 同 三 年 に 5 HE I 
雌 五 頭 を 獲 5 れ た 5 < 其 詳 細 次 の 如 し o 
捕獲 の 順序 | | AR | 時 A | Kee MEM OM a 
1 | 太 正 年 | 大 月 革 ニ 日 | 午後 三 時 頃 ! 快 晴 |〒| 完 全 | 一 ar 
> 上 | 々 上 |2 £ 2:12 2 Elnangligome Lx 
> + Arad Rome 全 上 |]〒| 全 上 | 一 IV 
の | 不 完 
〒| 全 上 


oF wm 


全 上 | 月 十 三 日 年 後 三 時 生 頃 | 全 上 se 
25152 He n =| ee PT \SOMC LSE 
6 |KE=S\-AttH| 午後 二 時 頃 | SE| Zl == ーー 


Zeitz の Macrolepidoptera ILL SLÄDOKETEDBANM, SR 
其 頃 に 獲 ら 5 れ た る も , KIAKFEOZAUHEHH-HOIAPILE 
5 れ だ る ぁ る 事 に し て 近似 の 種 ム ラサ キシ で ヾ ミミ 同じ ( 越 和 鐘 す る も の な 
る を 推し 得 べ く 〈, 棲息 地 は 奈良 市 の 東方 に 位 せ る 春日 山 (本 誌 前 跳 の 
牧 報 に は 三 穫 山 と あれ 共 春 日 山 の 訓 に て , MUBSEMEA EBT 
NHL 海抜 九 百 三 十 三 尺 , 種々 珍奇 な る 動植物 に 富山 な 5) の 
WESRHEBROMLTÄFENS Quercus gilva Br, ナギ 
Podocarpus Nageia R. Br. S-IROZAOB TIER ATLE 
Pieris japonica D. Don. FD kei} ke RAY 5 CVA REICHT 
は 未だ 明 な 6 ざれ ぐ も , 外 國 に 於 て Oak を 食す る を以て 見 れ ば イチ 
ヒガ シン な ら ざ る な ぁ や を 疑 は し ぜ 。 
本 稿 を 草 す る に あたり , 前 記 西 山 通夫 氏 , SRP MER Kilk i- HB 
BERHAERDANSNR ARE EA To 
AFC RR SNK AELOEN FR OHR BR L 
BILCALTFIFTLKAIKGOND (佐武 正 一 ) 


了 エリミ ドリ シ ジミ 信州 に 産 す 
エリ ミド リ シ く ミミ (Zephyrus jezoensis Mars.) KH BEL 
誌上 松村 博士 に 依り 監 表 せら 5 むれ し も の に し て , 其 際 産地 と し て は 
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僅か に 北海 道 札幌 (WE) OA LAM られ た る 6, AFRREMNE 
賀 峠 に 於 て 之 を 得 , 昨夏 七 月 二 十 二 日 矢野 理 吾 士 間島 々 に て 捕獲 せ 
られ た 5。 其他 千野 光 茂 氏 の " 信 沖 の 蝶 ' に も 入 崩 諏訪 に 産 す る 
記載 せ られ , 同 地 三輪 知 雄 氏 赤 七 月 初旬 捕獲 せ られ し る の を 余 に 湊 
られ た 5o。 直人 等 に 依 5 本 種 の 信州 に 産 す る 多 信 す な 5。 MADORT 
る を 得 た だ た ぉ ぁ は 過 て の ⑦" OAS PRRME TS (佐武 正 一 } 


Zephyrus の 特性 に 率 き て 


Zephyrus 中 の 或 る 種 が 黄 紅 に 及び 負 飛 する こと に 就き て 余 は 多 
EBK LS SAD BER ZERLFRUIM N ho 
Zephyrus で いふ も 邦 産 中 稀 種 あ 5 TAB RARER EU 2 
こと 且 は ざる も 者 示 ミ ドリ シン シミ (2. orientalis) ウラ ナミ アカ シ ジ 
& (4. saepestriata) 95 7O>< = (Z. orsedice) に は 著しく 此 Q 性 
ある こと を 認め た 5。 ウラ ナミ アカ シド ゞ ミ の 交尾 せる ぁ の を 書 間 探 
集 す る こと も 稀 な 6 ざれ ざ も , SMEMALAET 4127S ( BRED 
答 な らん 。 ウラ クロ シド ゞ ミ は 昨年 基 月 野 州 環 原 に て 二 十 魚 匹 採集 せ 
US, AVA hie DRO oe i) Oo MMI AOE nC HEE 
Rho ミド リ シ ミ ミ , アカ シミ ミ HWM EMM AS PEE 
性 あら ん で 推察 せら る o。 余 は 未だ 貨 地 目撃 する の 機 家 を 得 ず 。 然 れ 
“も 上 記 の 性 質 は 他 属 に 倫 り 見 受け ざる 特徴 な 5 で 思 慌 せ CAO 
此 性 質 は 早朝 に 於 て も 現 出 する が 如く (思考 せら 65 る 。 (NMAH-—) 


クサ カゲ ロウ の 上 気 
DPD FAY CHET 61 BOT-MRANSSRREHR TC CU 
GRA DRA る 所 で 「 ク サ 」 は 「 草 」 に あら ず し て 「 臭 」 な ゅ 5 さ で の 読 を な 
す も の ある 位 で ある 。 所 が 本 邦 に 産 す る 二 十 二 種 の サカ ゲロ ウ の 
FTROHSCHELRZTHOFINFANERZCEHRRKULR 
SHRI AT 6 LE DHS. —OUMRA~ 2 HADORREATS 
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BOTHITENIETZLOEPU =H oth 2—-M ORK D Bb 
BUSCAR CHA ANRAFAD, ECDKAFAVIORR 
MLL RL TIF TA CMLEBDLATZBCABVOTH SO 
CRIB ZOE OLM TH 40 


_ 前 の 三種 は 
Nohochrysa japonica ML. Chrysopa perla (L.) 
Chrysopa cognata M’L. 

後 の 七 種 は | 
Nakaura Matsumurae Oram. Chrysopa formosa Braver. 
Chrysopa furcifera Oxam. Ch. vittata Wes. 
Ch. Matsumurae Oxam. Ch. nikkoensis OkAM. 
Ch. cognatella Oxam. 


MEFDTAZEHHORRDASOBERGSCACHFET ED 
で あぁ る 。 FOMGCTAEMOPLMC BA ZAKH BIS AG 
れ ざ も 余 の 採集 し た 填 種 は 普通 種 で ある か ら こ れ ょ 5 推論 する も 此 
DOERAPETLIRATNV EA AaNnd. Rama iB 
KIYHNFRITÄSKRSHHDORERD I CDS HA Ss 112 
DEZERTGRESAÄNHM FU RI EBD Chrysopa cognata WL. 
PHAR SHRMCHSAP CTH 65H € BUNA. INTERN 
似せ る Chrysopa vitatta Wem. Of BALL WS て 採集 し た る 
BEAURRDANLERBSTEIB ES Br Be Lice th A SH 
HER SRR’ POD T Al HR CS PT} 23 FD 
Treo HK —-HOD7PAFOVORKRELA を 見 て 凡 て 叶 カ ゲロ 
ウ に は 固有 の 上 臭気 あり な ざ 穏 する 事 の 非 な る は 誰 し も 四 認 し 得る 大 
で あら う 。 余 の 浅 濾 な る 経 際 に よ つ て も 十 種 各 其 臭 久 を 異 に し て 選 
る や うぅ う で 震 練 せ ば 目 に 見 ず し て 上 鼻 を 以 て 苦 種 類 を 識別 し 得る 事 蓋 し 
_ 必ず し る 難 事 で な いで 思 は れる 。 MO Ms WHE EB IK 
頼 す る 各 者 の よく する 雇 に あら すし て 各地 控 集 熱心 家 の 力 に 侯 つ 事 
其 だ 多い 事 と 思ふ 。 (芝川 駐 之 助 ) 
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新 著 紹 全 


em Xt AM KX 
1。 山田 保 治 一 クヌギ カメ ムシ モドキ o。 (RARE RAAR) 
2. te ih R-AK HPO (KEERAAKRTÄRRERRENAE 
Ris ER BA +o) 

長野 菊 炊 取 一 イジ テン コク ガ が EK 就 て o (RRERAAR) 
江 叶 乙一 日 本 産 椅 梨 類 に 就 て ( 六 )。( 全 上 ) 
東毛 僅 腔 一 ツウ マロ フタ チ の 所 属 に 就 て o (KAEARTFÄR) 

長野 菊次郎 一 カク フミ ムシ の 卵 に 就き て 。 (LE) 
篤 名 侵 之 吉 . 豊田 太 吉 一 新 介 帝 量 ス ハム コワ タカ ヒ が ブラ モ ド き に 就 き て 。 

| ( ga Lt + — A) 

8. EEK PMR EMS OMI RE て ( 三 )o GE) 

9 BRM HIBS To ( 全 上 ) 

10. 三橋 僅 治 一 日 本 産 椿 旬 科目 銚 。 (BEERFT-ARTIAR) 
ll. 名 Wh 5--ERADFTERRUR To BaEFrT- AM) 
2. 名 和 梅 吾 一 き キ パ ペラ ヒメ メチ に 就 て っ (RRER TOA) 
13. 長野 菊 多 度 一 クリ ヤケ シュ ムシ に 就 て o  ( 全 上 ) 

14. 両 川 盟 作 一 キ を カシ ゲ サ ヅ ゲッ ウム シ o ( 全 上 ) 

15. 寺西 内 一 再び 四 星 大 農 に 就 て 。 ( 全 上 ) 
16. 条 診 博士 新島 善 直 一 ミカ ドキ クセ ムシ 。 (大 日 本 山林 會 報 十 一 月 唆 ) 

17. 牧 茂 市 度 一 ラッ タク に 就き て 。 (EERENRERDBEHRNASER) 


の 回 5, wart mare —RATRETS 
REIS LB COO) TIRES HZ TARRAFEROE- Hör) 20m 
AIL FRORMKA —-ABFMITG Fre ED, SH HSS ZI KR U TER EN AT 2 
も の あり 。o JMS OMB MORN LBM LIME LI EN ZL OS JV OMAR 
せる に 係 ば 5 ず 藤 質 の 紙 を 用 ひ て 印刷 を 鮮明 な 5 LA CR SITE U) HBDOAR 
ES CMEL CHOU ZARA に 換 へ た 2 は 基 二 な り o 所 も 其 償 額 を 低 座 に し て 以 て 何人 
に も 購 詩 し 易 か ち し ゅ た る 其 三 な り 。 殊 に 著者 十 年 間 の 研究 で 見 晶 ほ に 基く 肉 容 の 完成 ミ 
記 逃 の 区 長 さ に 玉 つ て は 特区 是 閉 な る も の あり o 切 に 同好 諸氏 功 むっ その 肉 容 次 の 如 し co 
本 交 三 百 十 太 頁 , ASZRSABUNSTH MRE, 挿 園 三 個 あ り 。 MRL ZRRO © 
NSLERTFABE HPIRIRLIRTEIRE BAT ZB LO ID AR I TONER 
附 記 し, HWOLO> PRMBA SPAM, 微 逆 目 -M, HMERTIE RMR A 
ZA-rKBE AHI TAR RERMROMM OK, FSOMACS4+SHOR 
SRI GWED L OOMAIAL CHBE Co ERSHo SERA Die SB) 


Bt eer Ot eee 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE 59 


WAALS SSR. ARWAREHÜRN EL SORSIE BEN, RY 
余 の 恩 條 な り 。 MLTIROI OKSLASME HA SMH?’ も の あり o MABE 1 AH 
BEOREN り 。 KISHAHLIELTETSZLILÜKREDTHERERESBN 
がら ず 。 分 類 事 の 皿 謗 は 生物 の 系 統 の 完全 な る 隊 田 に あり , Ki COMMIED MABE 
DRE DY, BELARRKMIKOFEILLTÄUTORFME BEL MELO Ric 
JE SCH SER EEE BL BEI RI 3 <3 ORT > DY SRM 
PRUNE Zr 72 TBD S RE tio Stauropus bidentatus, Fentonia sordida, X Pygaera sieversi 
な 各 Type さ し て Wilemanus, Disparia, 及び Micromelalopha な る 新 局 を 造り , Drymonia 
manleyi var. coreana, Phalera minor 7¢ 4 - BERN — Pp eR YS BAOHE 
ROLE BRM SBR CRD MRE DEREN DE OBEN, KOT 
虹 議 挟む えき 所 な て 。 総 計 三 十 一 種 殆 ざ 全部 の 生活 殊 を 精細 に 記 逃 し 添 ふ る に 車 越せ る 
KOR LS さ コロ タイ プ 版 入 覆 を 以 て す , 必要 な る 部 分 は 卵 よ り 成 如 に 至る 迄 の 則 書 い 
TES TORE FERNE I TII2X EEE B OR IR TEAK 
SAHDELTLIILE Yo AR LT-KBE IS CA FE OMe MT LE ZI EZ HAH, 

三宅 雨 博 士 及 、 こ ゝ に 長野 技師 , AREAEIHITZERT ZDMERMEST LEI AK LECT. 

長野 氏 の 好 著 を 得 , 之 な 會 員 諸 有 に 薦め ん さす ろ の 情 切な り 。 本文 四 太 倍 別 九 拾 大 頁 。 Cl 
CRAHREITER 2444 TARA, 十 敷 度 刷 着色 園 版 一 葉 。 HRSA. RHR 

1 HE LAZALALB RE CEP #225 


RB m Un 0 
通 = 
muB 
PE = 
SE ee aire Ae 


ibe =p agp [oa り 


MORDE LV ERM ECR EL UTD ATS この 時 
© Department AHEFILIMTERSFARTIMHELTUF - DR 
備 を す る ミ 誇 つて の る 程 あ つて 中 々 よ 〈 行 き と ぐ ざ いて の ます 。 HK 
RRSROMNE(, 良 科 中 一 番 盛 ん で ある の みな ら ず , Biology, 
Parasitology, Limnology FF Rime Bt HOARLET, 日 本 抹 の 様 に 小さ 3 
(BOTARVWLEDSEROBELIELVOT ETF, 

PRAY IPRA BROS ENATENRF BOTH ond 
す が 日曜 に で も 自分 の 室 に や つて 秦 て 研究 を つ ヾ け て 居 ら れる の を 
見 る 位 な 勢 で す 。 近い LER OHL HT ZAASNTARSH AT 5 
で す 。 老い て 徐々 勉強 する 先生 ほ 哲 に 僅 い さ 始 終 感 選 し て ゐ ま す 。 


60 RBRBHROB RK EA GBR 
ao DEEL AN BAZ C—O A (PBIB ONS TO FO 
CKEREEB Sy ek BO FAT-KE(KFTÄr-DFR) EMS 
oa ve ve BARRBO~) 7 PEEP RRAROA, DA 
hee UCSC TFA 先生 , 應 用 に メシ ズン 先生 , 水 の 方 に エ 
ム ボ ディ 先生 を 有 し て ゐ の ます 。 KERDOBEEHEO- BD Limn- 
ology の Laboratory LEBE ADT To 上 過 て 六 十 人 (うぅ thi A+ ADD 
ます 。 IHDB% Chi Ping 君 は この 間 Pomona Journal に Golden rod 
の gall DREOMLLZALR FH, 文 閉 人 の 多い 事 , 日 本 人 の 少な いこ 
©, KPO BA Tid = OA fresh man に 一 人 Vie € 名 乗る の が 居 ま す 
(Fea SSA TD) 昆 半 部 に は 特別 の 賠 書 室 が あつ て 大 概 の も 
の は 揃 つ て の ます , 若 し な けれ ば アノ 塔 の ある メイ オン ラ ィ デラ リー 
に 行け は も 3 大 光夫 で す 。 Bin, 器具 の 設備 $ よく , PRS VES, 
生物 聖 に は 授業 用 の 特別 の Laboratory が 設け て あり 5 ます 。 

研究 室 は リム ノ ョ ジー に 限 5 休み 中 で も 何で も 開放 で す 。 日曜 は 
勿論 , ク リス マス の 常 日 さ へ 行 つ て 研究 する ここ が 出来 ます 。 夜 は 何 
時 まで で も か まい ませ ん 一 一 朝 もそ の 通り で す 。 

今 劇 期中 の 課目 は 
(1) Biology :— General Biology (Lecture and Lab. work). 
| Profs. NEEDHAM & JOHANSEN. 


(2) Introductory Entomology :— 
General Entomology (Lecture & Lab. work). Prof. HERRICK. 
Elementary Morphology of Insects (Lab. w.). Prof. RirEy. 
4 Systematic Entomology (Lab. w.). Dr. BRADLEY. 
1 Economic Entomology (Lec. & Lab. w.). 
Dr. MATHESON. 
(3) Systematic Entomology :— 
Advanced Systematic Entomology (Lab. w.). Dr. BRADLEY. 
Taxonomy of Insects, Lepidoptera (Lec. & Lab. w.). 
| | Dr. FoRBES. 
Entomological Literature and its Technics (Lecture). 
Dr. BRADLEY. 
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(4) Insect Morphology :— 
Morphology & Development of Insects (Lecture), 
Prof. RILey. 
Histology of Insects (Lab. work). Prof. RILEy. 
(5) Parasitology & Medical Entomology :— 
上 Animal Parasites & Parasitism (Lec. & Lab. w.). 
Prof. RILEY. 
別に KBE I= ME b < 5 FS German Entomological Reading (Prof. 
Rmgy): French Entomological Reading (Miss Krrkerr) (EHE db Ju 
時 ま で 周一 回 ) が あり ます 。 
ZEN ZA 5 始まる) に な る さ 


Relation of Insects to Disease (Prof. RıLey). 
Forest Insects (Prof. Herrick). 
General Limnology (Prof. NEEDHAM). 
Agriculture ( Assist. Prof. Empopy ). 
Fish culture (EmBopy). 
Plancton | ( NEEDHAM ). 
Nature study (Mrs. Comstock). 

9° An まり ます 。 


AFYARAILABIMCT Beit hill の 上 に あつ て 近 《 に は 
Cayuga Lake を 見 下 し , 普通 見 られ な いよ ょ い 地 位 を 占め て の ます o 
(この Lake Diz Biological Field Laboratory が あ DT KK EE eT 
FIRBNIOC eb ev as 設備 を 有 し て ゐ ま す )。 

クリ スマ ス に は 在 イ オナ サ ヵ の 史 生 で ニー ダム 先生 の 下 で 研究 し て ゐ 
る 著 全 休 先 生 の 御 宅 に 招 か れ , KRG VIR LE Uo fie AV 
こざ, RTOS RSD ET HNEO5 FIBeKS 

AAA OEE IE C—O SESE IK Size Os 渡瀬 博士 の 
HEBDWMOAOWRK, 三宅 博士 の バ ノ ル バ の 生活 喝 。 tN EWA 
タク トル を カム スト ッ ツク 先 生 さ の 共著 の 昆明 頭 部 骨格 の 三 出 だ けさ は 
少し 情 な い 話 。 支那 より は 少し は まし で す 。 | 

(ERBI Fr, = - ir IB HAF I Dd) 
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Di DD in en Ben 
a 報 
1. A = #5 
EPR AR AT 矢澤 米 三 郎 氏 
eee nk) ae 小 SR A 蔵 氏 
EROTIC TB x ılı BR 
KANERDKHNE- = # 由 E BR 
Fe PIR LEB Be Ma ae 
BiG Sit BB RBA i 茂 市 朗 民 


Loneinos Navas Colegio del Salvador, Zaragosa, Hespana. 
2. BMA ANGER 
3 CB WREAK (+o ana <) Sere 


4. SAH (昨年 度 ) 


BAIS Falke 第 拾 九 宏 ( 十 二 同 ) 

中 山 昌 之 助 氏 Notes on the Life History and Habits of the Rosa 
Scale, Aula caspis rosae Bonche. 

Navis JE Resena cientifica de Historia Natural. 19I5.— 
Primer semestre. 
Notas Entomologicas 2? Serie. 

ik、 de pomologue expérimentale de Salghir a Sympheropol. 


報告 四 種 

5. AEHFEZE 

月 土 一 日 年 後 會 Av Ae REMI FE Wee L, KE DE 
書 に 就き て 協議 し た り 。 MLTEFARR U REH LK AI 
する 事 季 一 切 を 取扱 は ん た る 野 下 妥 鞭 雄 氏 は , 本 年 は 同氏 一 邊 上 に 
開 す る 事情 の た め ゅ 會 務 に 開 係 する こる 呈 得 ざる に 至れ 5o Inh 
Die SHWE T OS bMS RE THERS, MICA 
eM AGRA LT CORREO 12 bo 故に 本 年 席 委 員 は 。 Z 
川 駐 之 助 , 竹内 圭 蔵 , 鈴木 元 次 郎 及 江 崎 公 三 の 四 名 な 5。 
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AS BBL ETON 
京都 府 葛 野 郡 花園 村 字 谷口 FER RA eC 
MAST BAT 4 5H 2 Ab N 
ita RHC RIS A © eH 
Ba fs AL Te hr JN] ses BY — iL Wey 5 = 
SBRRERIHT 42 ¢it--Y | 
大 阪 市 東 司 伏見 町 四 丁 目 ZRH 
庶務 語 件 は 一 切 AS @ 5 BAG GER =) 
6. AAOMP IK 
ASRNHSAOAR HBS SLE CNOVS CBR Lt 
Wid も 昨年 度 に 集金 し 得 た る 會 費 は この 経費 の 年 に も 達せ すず. K 
に こ ふ ゝ に 會 計 報 告 わ なさ ず 。 但 信 年 度 よ り は 経済 秩 能 も 策 改 善 せ 
ら る べし で ぐ 信 ずれ ば 報告 すぐ し 。 兎 に 角 現 在 委員 の 全部 死滅 せ ぎ ざ 
る 限 5 本 會 の 事業 は 継 績 せ 6 る N 千 な れ ざ 篤志 の 諸君 は 願 ( ば 本 
BSORAMEC し て 金品 の 寄附 あら ん 事 を 。 因 に 設立 委員 外 の 全 
MES ae Ca ee 
谷 . BHO=K > CV RBA THEY ART. 
7 A@-ZHOEM KEOERA RASH PSEBSEE BE 
行 KREERCASEW PERL, S CHABTOMBBRE 
> 12), RA— 6 Se we ERA: BA. ES TORE 
上 の 講演 は この 京阪 在住 會 員 腰 睦 會 を し て 興味 を 5 意義 も ね もら しめ ゅ 
だ 5。 Hise CA, BORLARMABAL, 完全 に 本 貸 の 言 
He LIA), 本 邦 多 敷 移 者 の 助 勢 を 得 . 入 會 者 馬 に 九 捨 に 近 し . 
_ 外人 の 入 會 す る も の 了 赦 三 四 。 AMOMREESES ce HAOBAE 
な す の 運 びに 至れ る 8b OA, Bi HOBR ANIL ADD dD, Bw 
ML LOMA BROT TRIEB ER) eS (鈴木 氏 ) 晴 
MA (EFT FE) FRE (江崎 氏 )] を な し た る も の あり . - Mk 
Dittet ARBOR OAH AOR EL > KN AREA SRO 
FLRMREITHRET, AICHAHZIHAONTRCLT 
ZSSHLMEARZIENTGI, 清新 な る 意気 < 熱 誠 ある 努力 さ 
Ut ASE Ye ii LHL A. CAMBRIA CSA, (EZ) 


64 Rm BR we 8 MN B@ BEER 


ae 山村 正三 郎 君 HA KOMN OS, 
EIER, Hh eRe Oty BE 
m の 委 育 に 長 じ て 面 も 既に 逝 〈 君 の 
fee 竹 何だ そい 依 色 だ る や 。 君 の 家 
Erz IE 722200 
m LINENMd, BOMBER L 
Bi TEETSSOIKBFAR LE 
SwRI OD >, BAMA 2 
eer bRtcRUSL, RREB 
f ROCRLACRA CHL, WY 
a CLI SSESPR(, 水口 農林 里 校 に 入 


m 2APBSDERBFE LABOR 

BSAHULHHeENNd, BRECK 
Rete 2 >, PEA TZEMRMRARM As, NZSEFEMDOH 
ae TS eRe Ie, BC RBS LOM IH TR 
ZUR EN, 無 上 の 喜 局 と 満 腔 の 経 給 を以て 事 に 従 へ 5。『 新 領 
HIT Pb 甲斐 が あり ます 』 と 君 の この 語 , HHEVERBAPIE 
RUSSO. BO eROC EC RRET. Belts 
Bvmos>s BCFA s 7 ack —EREKMOLIAKE 
腸 出血 を 起 し て 長 眠 すさ 。 時 に 圭二 月 五 日 。 At RT 2Erii=e 
面 も 水 魚の 信 を 得 た 5。 渡 鮮 に 営 り 5 書 あ り は 〈「Tipula だ け は 研究 
の 主題 に する 積 5 で 全部 携 へ て 行き ます 』 さ 。 君 に その 研究 を 龍 め て 
余 が 星 し た る の 標本 な りき . SIYAC we L_LERBORDO*E 
閉 ょ を以て し て 未だ 一 の 研究 論文 を も 衣 表 せ ず すし て 逝け る の 一 事 な 
b。 然 り で 避 も 君 は 信仰 さ 趣 味 と に 終始 する を 得 た 5。 以 て 上 せん か 
EIT HAR AR, 

ERFEOFREDIKAWEBR RI H LS HR EOR FETTE 

RE eras) 事 を 得 べ し . (EFAB ZB Sk) 

+ BEE RR LABS +L IR | Ä 
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EXCHANGES. 


Fellows and subscribers are invited to make use of this column. 
Not more than three lines can be allowed for each. 


Duplicates— Japanese Lepidoptera (Rhopalocera ca., 100 sp., Hetero- 
cera ca. 500 sp.) and Odonata ca. 50 sp., unset. in envelopes. 

Desiderata—Lepidoptera and Odonata of the world. Akio Nohira: 
Ichijöji, Otagi-gun, Kyoto, Japan. “Matanosuke Shibakawa, 4-chöme, 
Fushimi-machi, Higashi-ku, Osaka, Japan. 

I desire specimens of Hemiptera, especially Heteroptera, of the world. 
In return I will give Japanese species of Hemiptera and of other orders. 
Teiso Esaki, No. 1. Shinkawasaki-machi, Kita-ku, Osaka, Japan. 

Duplicates—Japanese and Formosan Lepidoptera. 

Desiderata—Lepidoptera of the world. Iwahiko Sugitani, 3rd 
High School, Kyoto, Japan. 

Duplicates — Japanese and Formosan Coleoptera. 

Desiderata—European Coleoptera. Motojiro Suzuki, Taniguchi, 
Hanazono, Kyoto, Japan. 

Duplicates—Japanese and Formosan Butterflies. 

Desiderata—Rhopalocera of the world. §. Satake, No. 48, Aoyama 
Minami-machi, 5-chöme, Tokyo, Japan. 

Duplicates—Japanese Lepidoptera and Coleoptera. ’ 

Desiderata—Lepidoptera and Coleoptera of the world. Shiujiro 
Hirayama, No. 637, Shibuya, Tokyo, Japan. 

Duplicates—Japanese Formicidae. Desiderata—Formicidae of the 
world. Cho Teranishi, The Tokyo Nögyö University, Tokyo, Japan. 

I offer in exchange for Myrmeleonidae, Chrysopidae, Hemerobiidae, 
and Mantispidae determined Odonata, Neuroptera and other insects. 
Esben Petersen, Silkeborg, Denmark. | 


交 換 
Pee Bb 本棚 三 行 以内 を 其 自 由 使用 に 提供 す . 
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同 上 BORKEN Rh Bp oR ee 


— MO Bike Hi 2s. 

Ae BR its EAN HAY -- zT u 恒 
WMO RRA e Hes. 

京都 市 東山 通 二 條 南開 名 寺内 BG a 
He HYD Hie ew HT. 
(Zephyrus 殊 に オ ホ ポ ホ ミ ドリ シン ミ 。 プ メス アカ ミド リ シ ャ マミ を 希 
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fal 上 東京 府 豊 多摩 郡 千 駄々 谷町 九 ー 
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SOR, TEER, 朝鮮 , 北海 道 , 樺太 産 賊 類 標 本 高 償 に 買 受 た し . 
詳細 は 申 越 炊 弟 通知 す 。 又 交換 を も 鋼 せ ず 。 
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注 意 
AEB THA SH ME SRE LT, 松村 博士 著 日 本 産 
RRA BZ (PROM) 十 六 内 を 添 附 せ 5, fon 
に 開 し て 詳し は 本 文 (OA) を 見 られ た し 。 
新 = 
I. 松村 松 年 , 足立 二郎 合 著 


日 本 産 有 用 食 財 蝶 の 分 類 (①) (fel Py) 
( Fe sik St RE SE es ZER— 1730 HR)... 20 sen, 


2. SFB RRA Io S 
HA BOR AAN Ca Ie) 
(Fe ga SME aE OS ALAS BS DE 47-50 内 )……… 


DERE T 希望 者 は 本 會 宛 申込 まれ た し 
KABHRBSS 


20 Sen. 


AÄSEBRESH (一 年 四 回 義行 
KR SEHE (HERE) 
廣 告 料 — G AREF CEPEED & BRO BI 
NENZETHZOER F Kt A AUF) — A 8 
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1, Matsumura, S., Apacui, J.— 
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OBITUARY (Portrait, Pr. IV.) 
MATANOSUKE SHIBAKAWA 


On the 27th of March, 1916, after a little protracted 


= 


illness, MATANOSUKE SHIBAKAWA, one of the founders 
of our society, died in Osaka in his 29th year. He 
was born in Osaka, Dec. 26, 1888, and studied in the 
Higher Commercial School of Yamaguchi, and settled 
in Osaka as a business man. But in his leisure hours, 
he was devoted to collecting specimen and literature of 
entomology, especially of lepidopterology. We will 
remember him for his active generosity in giving us so 
much kind advice. Moreover we must greatful for the 
gift of the desirable specimen of almost all orders of 
insects which he obtained in his active collecting days. 
We regret that we have seen little of him in haunts 
entomological. His collections will be presented to 
the Entomological Society of Japan. 
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a 説 


ON THE CYMATOPHORIDAE OF JAPAN WITH 
DESCRIPTION OF A NEW SPECIES, 


BY, M. SUZUKI, oF. FsS: JAP. 
Hanazono Entomelogical Laboratory. 


HA eB mM I OR OT 
| i A TL KES AAARARE< B . 

FGETS 2313, FENG EO BAB Ri, 初 て 使 
用 せ られ , HA CAG. EPA AE id A AREA BT, HERE 
IRL E し て , DEAL BBY ont b, MIRO, PEI 
TEM 6S EIRMERD— Be L Te OL BEZ: 
O ith _E st AR PERE AY 7 RA NEE EN EP ORIE Re e L 
て 位置 せら る ゝ こさ 多 し , ETZCHKHDNENISC Tee Ro 
科 と の 中 間 を 連絡 すさ き 面 曲 き 一 科 に し て , Ka AS Ta 
意 を 引か ざり) し 種類 な 5 し も , 吾 國 に は 比較 前 多く の 種類 を 産 し , A 
つっ 斑紋 も 美 懇 な る も の 不 少 , 此 等 の 跡 よ り 本 科 に 翌 し て , 興味 を 有 せ 
5 る ゝ 士 も る 不 少 る べく , Kan HINTER AG FB Bes 
の 出 づ さき を 疑 は ず 。 

PLR MELO RM RIC Lb THEY られ だ る 本 科 の 種類 を 一 
括 し て で , EMMI AT SMe MA, MRC ARB RC aon sae 
新種 を 記載 する ぁ る こ ょ と ゝ し た 5. 

今 Hampson 氏 が 本 科 に 奥 へ た る 定義 を 貫 逃 すし ば , 

Dm lL, ify LEED A eT, RAI tH, IMAC CR OD 


68 Re BH ww fF K Be BS HH N 


Yo MRIS — U WRAL L CH, BO HRS RMRAU ST, B— MRL. , 第 五 脈 は 
申 室 の 中 央 より 出 で , PLEBAMLBRE UL, BBL L DARE し BeBAMK 
ミ 殆 ん ざ 或 は 全く 連 し て 一 の 随 室 を 形成 す , 後 凌 に は 二 箇 の 内 交 脈 を 有 Ls 第 五 脈 は 中 
室 の 中 央 或 は 概 れ 中 央 下 よ り 出 で 第 太 第 七 脈 は 基部 局 か 6 ず ょ より 分 離す , 第 入 脈 は 下方 
(LED ORR eT し て 後 殆 ん ざ , MIS (BLM y= 

(VOM UT, RB IORKHATTIR EICHE | , ZRIER 
に 酷似 せる も の ぁ b, AER- KIT ALU NET ERBE AL 
腹部 は 失 小 形 に て RMONRAL OSL RT, IAMRERRE 
ー 居 伸長 せる る の あり, Bird), RENFFEHL Eee 
す , BAO QR LOR L 5 本 科 を 分 つべ き 重 要 な る 特徴 に し 
て , 第 華 版 は 室 端 よ 5 出 で , 下方 に 震 曲 せる 第 八 脈 に 近接 駐 は 全く 〈 連 
MT, 見 の 踊 は 停 ろ 明 賊 類 の 或 る る の に 近似 せ ぅ , BR 
に し て 織 毛 を 有 し , MEK TRRKS UT, PBR DIK LTREL, 
Wists = HA >, WRI RI L LORIE PIL Be SATA 
化す , 4E—B] ORAL TE MRS SERIA € RE 62 然 れ ざ も 
本 邦 産 の 種 に て , 生活 果 の 明 な 6 LOMA CME, RHI BRL 5 初 
科 に 到 る 泥 探 集 せ 5 る \ を 以 て 見 れ ば , Mise HOBART 
の , MIO WAT 63 PDH, 又 余 は 書 問 此 の 種類 の 飛翔 する を 
Fl 5 ず , 夜間 燈火 で 糖 審 に より て の み 控 集 の 目前 を 達せ 0, BOR 
も 二 三 の 種 を 除け ば 極め て 稀 な る が 如 し 。 

近 時 WARREN OI MO BBR OED BPEL tb) て 本 科 を 三 個 
の 群 に 大 別 せり. 曰 〈 
第 一 群 幼 号 は 敬 竹 科 植物 を 嗜 食し , 背 上 K 滴 汰 突起 を 有する も の で , MARA し て 多 
(OMERMLAT SZ L DTI UC) MALS OM MRT At, Habrosync 及び 

Thyatira みれ に 局 す 。 

第 二 群 MRIS HG, BELA, 色 及 は 鈍 色 の も の 多く , 球形 の 大 頭 を 有 て 食 
WHR SSB STM EBL CREED RABY) CHOW MET, 成熟 の 色彩 
比較 的 鈍 色 に し て 人 原 線 も 多く は 暗色 な り , Polyploca, Palimpsestis 等 と れ に 属す っ 


第 三 妖 幼 各 は 不明 の も の 多 (, 成 練 は 帯 穫 色 に We eer ee 第 
一 第 二 群 以外 の も の 之 れ に 属す o 


APEC し て 記載 すべ き も の 二 十 四 種 あ り , SNKABE HO, 
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Cymatophoridae of Japan. (RTS と 


ARE MA CH HK) 
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LIST OF THE CYMATOPHORIDAE OF JAPAN. 
HA GRIM BA AR 
第 一 局 Lithocharis Warr. 
(1) L. maxima LEroT. FAR AVYsIN (PI. III, Fig. 9) 
Proc. Zool. Soc, Lond. 1888. p. 653. 日 本 ( 倍 州 ) 
第 二 局 Saronaga Moore. 
(2) S. consimilis Warr. マ へ ベニ ト ガ り リバ CPL OL Fig. 7) 
Ssrrz,、Macrolep. Vol. II. 1912. p. 321. 日 本 (本 州 ) 


Syn. albicosta LEECH. part nec. Moore. 


(3) S. mirabilis Brrr. サカ ハチ ト ガ りり バ CPI. II, Fig. 11) 
Ann. Mag. Nat Hist. 1879. p. 365. HAs (A) 
(4) S. albicostata Brem. VAT BPA NN a 
Tepe Ost-Sib., 1864. 'p. 47. vayr, 支那 , 朝鮮 , 日 本 (北海道 ) 
第 三 属 Habrosyne Hew. 
(5) H. derasa L. Jv eA yas CPI. IL, Fig. 13) 
Syst. Nat. (X), p. 851. 印度 , 日 本 (北海 道 , 本 州 ) 


Syn. derasoides BrrR. 
Syn. fraterna Moore. 


(6) H. dieckmanni Grass. ウス ベニ アヤ トカ 9 (PL UL Fig. 5) 
Berl. Ent. Zeitschr. 1888. p.148. アム ー ル , 日 本 (北海道, 本州) 
Syn. roseola Mars. 


5s DY js Thyatira Hen. 


(7) T. batis L. モン ト ガ リバ (PII, Fig. 4) 
Syst. Nat. (X), p. 504. KN vr, 支那 , 朝鮮 , 日 本 
(8) T. flauida Brie. キマ ダラ ト ガ リ り バ (Pl. UL Fig, 6) 
Cist. Ent. Vol. II, p. 131, 日 本 〈 北 海道, AN) 支那 
(9) T.. ‘aurorina Brrr. ヒメ ウス ベニ ト ガ リ り バ (Pl. III, Fig. 3) 
Trans. Ent. Soc. Lond. 1881. p. 171。 日 本 〈( 北 海道, 本州 ) 
(10) T. Pryeri Brrr. ウス ベニ ト ガ リバ 


Trans. Ent, Soc. Lond. 1881. p. 172. 日 本 (北海 道 , AN) 


第 五 司 Palimpsestis Hen. 
(11) P. fluctuosa Hey, ヒト テン ト ガ リバ (Pl UI, Fig, 1) 
Smlg. Eur. Schmett. Noct. BRIN, 日 本 (本州) 


70 Bn Ba Ht AN Ee 8 HK FB 


(12) P. duplaris L. フタ テ Fixx (PI. II, Fig. 2) 
Faun. Suec. p. 352. “ee HAS (本 州 ) 
Syn. bipunctata Bk., bicolora Esp., undosa Hex. 
(13) P. tancrei Grass. ナチ カジ ロト ガリ バ (Pl. IU, Fig. 12) 
Berl. Ent. Zeitschr. 1888, p. 151. アム ー ル , HAR CRM) 
(14) P. ornata Lercu. ASE RBI 


Trans, Ent. Soc, Lond. 1900. p.12. AR 
var. unicolor Lx#rercu, 
Proc. Zool. Soc. Lond. 1888, p. 658。 日 本 


(15) P. undosa WILEM. ナミ スチ ヂ チト ガバ (Pl IIL Fig. 15) 
Trans. Ent, Soc. Lond. 1911. p. 282. Ax (ARMM) 

(16) P. basalis Wirsm. | ネグロ ドガ 9 リバ CPL IL, Fig. 14) 
Trans. Ent. Soc. Lond. 1911. p. 282. 日 本 ( 卒 州 ) 

(17) P. ampliata Brrs. オバ ト ガ リバ (PI. II, Fig. 8) 


Ann: Mag. Nat. His. 1878. p. 78. RON, EM, ¥2Y—, 日 本 (本州 ) 


var. Suffusa Wore. 
SEITZ; Macrolep. Vol. IT. 1912. p. 329. 日 本 
(18) P. intensa Brie. ポ ソ ドガ が バ (PLN, Fig. 17) 


Ann. Mag. Nat, Hist. 1881. p. 234. アム ー ル ァ 日 卒 (北海 道 , 本 州 , 九州 ) 


Syn. octogesima BTLR., augustata STER. 
(19) P. medialis Mars. ナカ グロ トド ガバ 
Thous. Insec, Jap. Suppl. Vol. 1.1909. p. 76. 旧 本 (本 帰 ) 


第 六 局 Parapestis WARR. 
(20) P. argenteopicta OBER ギン 宗 シ ト ガ 昌 バ CPI. II, Fig. 10) 
Bull. Soc. Ent. France, 1879. p.13. アム ー ル , BR (AN) 
Syn. fatipennis Mars. 
var. plumbea Br ire. 
Ann. Mag. Nat. Hist. 1879. p. 357. Ha 
(21) P. albida n.sp. ウス ジロ ト ガ リバ CPi. I, Fig. 16) 
日 本 (本州) 
第 巧 局 _ Polyploea Hen. 
(22) P. arctipennis Brrr. マユ ミト ガリ < CPIM, Fig: 18) 
Ann. Mag. Nat. Hist., 1878. x 198. AAS GRIM Zul) 
var. innotata Warr. _ 
Srirz, Macrolep. Vol. II. 1912. p. 881 Hk 
(23) DP. punctigera Brir.. - ホシ ボ シ ト ガバ (PL TH, Fig. 19) 
Cist. Ent. Vol. IID. p: 13T. AARC AN 
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第 私 属 Temacerota Hamp. 
(24) N. umbrosa WiıLEm. ウス ゲロ ト ガ リバ 
。 Trans. Ent. Soc. Lond. 1911, p. 2831. 日 本 (北海 道 ) 


第 一 選 Lithocharis Warr. 

AAA し 前 頭 PP, HES RE LEAR, Bade 磨く 鱗片 を 密生 す , 第 三節 に 短 
L, REOMA (LPS a lS LTBERMRTT し , 胸部 は 強 ( Dep ZUTEN 2,.BKEIFR, 
TRESS ¢, MAIC, 前 逆 は 伸長 し て 其 の 幅 の 二 倍 まり は 造 か に 長く 前 
PRLS CGR NRA by HORMNBAT RAN), Wek 4, WR hake 
LY Pale CROP ee CF CRRITE 2, RBUBERK MAKI Hie A 
RELY 7), 前 逆 の 第 五 脈 は 室 隅 より 用 て , BANK Be 第 入 脈 さ 基 に 球状 を な す 。 第 三 
脈 ば 室 敵 前 より 豆 す , 後 逆 の 第 三 四 脈 は 中 室 ク 下端 より > BHI PREC LY KR 
那 に 産 す る も の 一 種 っ 

( Lithocharis maxima LEEcH. 


| ナカ トカ か リ り < | ($5 TL] 版 第 9 賠 ) 

ADRS CREE, BR il CHOMM IAM MEATS S, BW 
BIC (La OAM SARA ET. ARE BRT SEC AR Bez HRY CRE OO 
RRUNZEOHRUMEIFETZEBROBFTIUNYAHPER LES, RRR 
SERA LBOCKU LY, BMALRRKE, PEROPRIIR REL ST. 裏面 
HEBT LEI VEER 

体長 七 分 開 張 二 寸 一 分 産地 EEE AN (信濃 入 月 ) 

_ BAILA ILO AE ate し て 知ら れ だ 5 り し も , ASE AES 
EBAHERI より て 信州 に 菩 見 せ 6 2. 極め て 稀 な る が 各 ( 妖 火 
FE FT, 

3 第 二 局 Saronaga Moore. 

FS CSE CU, AT, AS ENT, BOM OE ORAM, Sa 
WHC UCL, MORE LET IR, TRIS TR OEE AL ERR UCB 
軍 の 毛 冠 を 銃 き 加 引 さる 側 修 毛 塊 の 下部 に は 粗 き 外 被 を 有 す ヵ BT BRA RUE AH IT ME 
毛 な 有 ず ヵ MIA ME OMAR, BEL, 外 終 は 波 駄 , 中 央 より 下部 は 一 層 
傾斜 す , MLS SHB, HRA PL ER LET, BEANO, MMOS I 
垂直 , PRMD PRL YRC, BAMA EBA MRE I MIRA U 第 九 第 十 
Hk b HEWRAR ET , BAMRLB ART EU COMBS, MOM ANREDE 
HEL CHT o AMILAT SL DERBY | 
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(2) RR one Warr, 


マ へ ベニ ト ガ リバ (第 TI 版 第 7 賠 ) 
BBL AIS LT, 申 室 下 に て は 敷 筒 の 吐 色 波 然 線 を 存 す , 紫波 術 腺 の 中 室外 に あ 
る も の は 第 太 脈 に 達せ さり , 前 称 部 特色 を 呈し 中 室 及 び 其 の 前 部 は 淡紅 人 色 , RBI 
TRERE, 各 絞 は 黄 白 色 に し て 渡御 色 の 外 廊 を 有 有 す . BREMER し て 中 央 下 に は 赤 
BED ARE DET, TEE BRATEN, ER IEO ER AT. 
ERZOATE OPER = I) CUES 2 ı ANNO BEA ER RN EDS 


BORERELV NT), HER RE, ET BEER I LT RN ABO 


ERAS. am) BO MBE EEE ORF AR Y TV RER 
色 に L CHE OSERA T. BIN RER, IRR SORTS He. KBENRER 
色 BT BT DIE Ie SHIR > LCE DIVER UR BNR T. HW OMMEIC CE ZRD 
ASEDY o 
(RRA Gk ANSP 産地 本 州 (伊勢 七 月 , 山城 月 . 信 濃 
SEN | 
本 種 は 従来 次 の albieostata Bren. RM anEr2 Os Mm/ 
病 千 章 剛 解 第 一 巻 に 岡 読 せ られ た る も の は 本 種 の 部 し 。 普 六 な ちぎ 
る 種 に し て 粗 火 に 飛来 す 。 | | 
(3) Saronaga mirabilis BTrR.. 


サカ ハチ トカ リバ (第 IL 版 第 fa). | 
HD, ER FROH TADEL RT EEE, BERUHEN し 
CEC PME OAKS VU, MROPR BE, MROHR. I I-OoAASYV. NEIIR 
LTE, KORB se aT. ARE SY MS HZOHRRUIR TAN EL, RM 
SEP fed CABS LT A FI RS SREB AR UN DL IR ARYL TH 
踊 前 よ り 斜 め に 内 方 に 向 て 室 端 に 達し , 中 央 下 に て は 殆 ん ざ 消 失 す . LAPRUBVSB 
を な で せり INP EI HIER, MUO SERA, Be LU ERO 
RR TINTE OF AK, REL ARS IAT. Rl Aye 
Wai |= CO CE, FELL BT ERA, A ORE, TREK HE Bo 
ARAB ER EMAN RI, RAB) 
本 種 も 赤 稀 も な る 種類 に し て, gg 5 tz ui G3 
EAVERI FE LIZS I EH 5, 
(4) Saronaga albicostata Brem. 
マ ヘ ジロ トカ リバ 
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UL POEL YB IRE C, BME CLAMS CHS MAE, RKO Ms Fit 
Bie, NROARK ANTRAG, PHIL CRIS し て 斜め に ぁ 肉 線 も 斜 あ に 
LEE, 雨 給 に 於 て は 外 に 屈曲 し , 申 脈 及び 第 一 脈 に て は 下方 に 角 ば る 概 掃 物色 の 陰影 
を 前 置 す ・ 此 の 陰 昌 ば 中央 ょ り 以上 に て は 細 ( LCM ES. OM OBL UY AG 
CHRO RAT. 第 四 脈 に て ば 外 方 K LY RAIS CA AAS. lt 
RI URUK — MONEE RAE. LOMO BH ROGAN TE 0, 1 
DBIAHKRYI WIRE CURA SSMS. Me SY LTRS AR 
Fo Mba SS tS U TR CG, REN Rs BAT FAR SRS IS LC 
Bor Be 2 NAS. KEWL 
(AEA, BR T-SIHE PEM ~ ) +, BU, OM, 
BA RRR) 3 
余 は 未だ 本 種 を 見 で 暫 〈 Warren 氏 の 記載 に 依る 。 本 邦 産 地 さ し 
て は 北海 道 の み 知ら る 。 
第 三 属 Habrosyne Hen. 
AMieeT. rites ABSA 1c 7H LSAT RH RESET ( 
LOPE). MOMBI NMI LCE FRE Ho RARBG Er ET. RO 
側面 に ば 強 き 毛 魂 あり . 前 次 三角 状 を な し 策 線 は 波動 し > ORAS BORMDY. Ss 
三 第 四 脈 は 室 の 下 角 ょ り 測 で , BHM MO LARS BT. BANNER 
Re し , SABER BRAT. Et - MIET. MASE LEI EB 
JCHRONKERTLBENTBATINET. ARARTETZLOIESYo 
| (5) Habrosyne derasa L. 


アヤ トカ リバ (第 TT 放 第 3 賠 ) 

時 は BRE, BER SRR |< GORE AR し 。 BIRD PREDIC Eier ots 
し > fi DSK ENT ER RE PUKE OHR Azad 
FERRE ORS), 雌 の 斜線 の 終点 き 。 Kite Or AU 2 PARLE L CARA 
CHS. WR AE, HEUFO- LY CAD IC HRER OIE T. HRM, 四 
AOL YY) ATRRIC-CMLAGEL, 第 大 脈 下 に CIRO TEAR DL CHL. EN 
SLR Hae ER ED Bh L-CS に 達 ず 。 外線 線 は AAR. UY, A 
ODP (BLE UCR CH eT RER OD PIAA, SLT 
PROD pe oKB, GLI, BML, RS RE, SRL, Bay 
ERTKAE ARE SOMA AAMC Yo 


体長 六 分 五 屋 , 開 張 一 す 二 分 五 屋 産地 欧洲, 西部 亜細亜 , 
印度 。 日 本 (北海道, 本州) 
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本 種 は 京都 附近 に 於 て 稀 な OF, 七 , KT AOHEKRUTMRT ER 
世界 大 鱗 竣 類 編 に 於 て Warren 氏 の 記す る 所 に よれ ば derasoides 
Brier. を 本 種 よ 5 再び 導 立 せ し ゅ , KO BIO HF ARRO HER 
の 上 角 に 於 ける 自 班 の 存在 に 仮 ^ と すれ ざ も, 多く (の 標本 を 比較 す 
St PHBA Pe 6F, HORWNOS TAT OS. A HE RE 
る も 大 差 な か らん . HERE: indica Moore C##F434OHd;- 
derasa IH KB LT- RES ae, Bin it BRE L. Bee 
HO PRB SO TAT, BROMARRIIBB 
れ ぐ も 次 端 近 ( に 於 て 屈曲 す , Moore 氏 の シッ キム よ 5 記載 し た る 
印度 種 な れ さ も, 之 れ 隆 本 邦 に 産 す る も る の ゝ 茹 く , PURER OD DIR 
標本 に , 極め て この 種 に 匹 散 せる も の あぁ 5。 

(6) Habrosyne dieckmanni GRAss. 
ウス ペ ニ ア ヤ ト カリ バ (第 III 版 第 5 園 ) 

RR, 278 OE TEN 各線 は 波動 状 を 以 て 現 る 。 MBE ICE ¢ DRS 
JEBE-MIiBT 2 MR ABE PARE L, —-OR RIL ROH hr FT, LORDM. 
側 た は 若干 の 細 き 波状 線 を 有 し 。 BBS CUR , BRI TKS) CERO - こ な れ り , 
WEDD HHI OM BARS» AED — ete SS, AH CRIB 
Skeet, KOTRI-BCHBEREL MRC RRELU TENS SBR 
DES) EINER IE, in 5) ACHR SHIRE TEN LPR A IC BT. See b 
全 多 の 新 月 状 ょ り 成 り 黒 線 を 件 ふぅ BEIERAE, AERO ELITE I LTE, 
HOPRRUO PROPRIATE, MRO PRLS A LA FOR ERS Y CBR 
PULA. RRA TERE OAL DY, RONG RAE OR ARE TER 5 3. 
BAIEREILTERRH CD LORE, BERR Bh 

REAR AIS, 開 張 一 寸 三 分 eM 7s ー ル , ica ED : 

Ae AT RR ST, 理 . roseola Mars.¢ Ut 3g? 5 れ だ たる. 
も の に し て , 産地 と し て は 北海 道 の み 知ら れ た ) し か , AAA, Be 
pa eo TZMOHE, 一 頭 の 雄 を 得 ら れ た だ 5 。 ik 
FAT. | eosin 

| AUS Pa Hex. 

AmrAuL, 前 頭 は AY, PRIS ICZM TU MOM ARSE EL BEN IP, 
HORA EEEL AT. 第 三 腹 節 の 育 面 に は 毛 完 あり : PMOBAMIYBOLR L YH. 
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で , 其 角 の 逆 脈 Habrosyne に 異な ら ず , WROREIIEEL LCRA RU AA, 
OXKPAMABS. VRIHBEHL- 第 六 乃 至 第 十 節 の 背面 に は 郊 汰 笑 起 を 有 し 第 三節 
LURKOFEAFT AMT ET ZLOMMAHTo 
(7) Thyatira batis L. 
モン トカ リバ (第 III 版 第 4 賠 ) 

HWM BEI UC, RHCRHAROCARMAKAT. KLOBRAOAE Ni. A 
GWEC LOUAMHAKR EN L. ABKCEOMHHAAT. WHOM SS 
きら は > 小形 に し て 不 規 則 ふ 2 PH, 前 線 次 瑞 に 近 き 二 紋 は 略 ぼ 回 形 た を なし, SUR 
角 に あり , 紋 内 に は 大 形 の 邊 色 斑 な 存 す , 此 の 紋 の 上 部 外 弱 に 接し て 小 白 紋 あ り ・ 競 敵 紋 の 
前 革 に は 三箇 の 白 点 あり , 名 線 は 殆 ん ざ 消 和 失 す れ ざ も 二 箇 の 暗色 波状 外線 は 辛 ふ じ て 認 め 
得 べ し . HM. RAR FREY Yo y 

体長 五 分 , 開 張 一 寸 二分 Ei ki vr) +, ZH AA 
州 , 北海 道 ) 

本 種 は 比較 航 普通 の 種類 に し て , 人 入 九 月 の 頃 和 燈火 に 飛 楽 す . AD 
年 彫 絞 を 鉄 く も の を cognata Moore さ 稀 し , imo EROBERN A 
も の を confluens REorER ¢ MT, 

(8) Thyatira flavida Brrr. 
キマ ダラ トカ ガリ バ (第 III 版 第 6 園 ) 

前 次 は 苺 黄 各 人 色 に し て 斑 紋 の 配置 は 『。 Datis に 近似 さり 。 WL OR S 
りな り , 其 の 外 方 に わる も の 最も 渡 色 な り ・. HL APRON UR SY 2 HORS 
EURER AU: FED EHE T EHER IEBOKEHE ART. TREE 
BLZIVARUBPER PRAM BSMOMAK LYS. MROKMIRMAR 7s 
LIFE TIME), RIP A Hic L CRP RE AU, KRRIRBMEUTRS S. 
BROPRAABORBAKM DY. WMI AB™ LITER DIET NZ. Rie 
AMI OG. BRD PRIN LEHBO-MdDY). HOMRIMMe CRS DWE 
の 各 紋 は 四 周 に 弟 ( 純 自 の 地 色 を 残し , 中央 は 淡 黄 色 た を 呈す. BER BRAIN ba. 
MENU Hl: Ul CRAG BERATER, PR URI CR, BE 
RHE, BMH, ae RUS RS Ca, 前 次 々 端 に は 長 カ 形 の 黄色 地 公 を 存 す o 

PREAH, 開 張 一 す 五 分 産地 日 本 (北海 道 , 本 州 ) 支那 。 

従 和 来 日 本 産 ぐ し て は 具 北 海道 の み 知 られ た 5 し が 野 企 氏 は 明治 四 

本 克 年 人 月 信州 本 澤 由 に て 一 頭 を 得 5 れ た 5。 
(9) Thyatira auronia Brrr. 


ヒメ ウス え スペ ベニ トカ リバ (第 II 版 第 3 IA) 


76 Rog SM ee Re Me BM E 

前 AUR LT ER ER IL. HET OK RL し て > RE 
MROMETESN) CHS SA. KOREA VEN A CAT ML, SLY 
FCI ORD CARRE T. Ib BAO WMA BAR ORRAT. BER -MIY)H 
る 自 色 斜 條 ば ぅ PARES ROKR aT. WAAR ELIL TER FA TO AA 
L> 肉 側 に は 三條 ? RAE. WRLC BRL YUV, Hm TIER SAR 
な れ ざ も, PAHITIBEBEOERRAHT INH. derasa に 於 る が 如 LL. WERE 
ょ り H 英 自公 の 短 斜線 を 出せ で り ・ ATI ARRAT 2 MARS TB 
MENS o Re lL. LOR MOM PARA AY. RREROMA RAOR 
KABUL BHOU RMAC BS. HL VB TEREKETZENDO Boy. 
WM Hie LU CAH TBST. 此 の 外側 第 二 脈 より 第 太 脈 の 忠 問 に せ , AED ARE 
ET ABR LAO HART LY kU. SET OH TER HAT. Sal 
WERE, BBM HSE ROH, Ente «SEC YEAR OBL A ey 
ZI LCR EO BRAT 

体長 四 分 , BERN 分 産地 日 本 (北海道, 本 放 

稀 も な る 種類 に し て , aes CEE PS th SE DO HP RT 
FARE LICS O8 b>. RABBLE ST 5 Lads, AS RAAT SE 
CRB MNT, ILA BRAY RT GG FINDER TIERE 5 。 

(10) Thyatira pryeri Brrr. 
| ウス ペ ミ ト ガ リバ パー 
WU SOPRA, 基部 より 中 脈 に 洛 ふ て 長方形 の 折 数 あり , 其 の 基底 に は ー ご の 黒 京 を 
有 す ・ 中 脈 太 び 基 の 容 き の 中 店 稲 色 を 時 すろ 部 分 は 前 弥 に 溢 へ る 第 方形 赦 に 達 し OH 
は 暗色 線 を 以 て 限 5 る PRR OBER EEE A, WL RS AROBMAML EO 
er (TUL ORT. HL WOME VER A tk し 一 の 暗 罰 を 件 ふ ・ INRO® 
BESNCHRETENIL TARA U.S PRA, RRA IC CEREAL ee 
BEE, 閑 毛 は 赤色 。 
(RE At, 開 張 - ID 産地 日 本 (4b BEE, AN) 

AD THN Add ( Siw AicAM se Bi2s こと な し , 今 WARssN 
氏 の 記す る 所 に 振る 。 
| 第 五 局 Palimpsestis Hen. 

Fe L > BU I, AE SR, PRA ILE L, 第 二 節 ば 有事, 第 
SMALL. WERE, ALES, 前 超 第 RNR BOM YT, BARS ES 
RT BRA TLL» PAWL BA MRS VATE BAN, ALR RR LC RES RG 
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SINKT HEOT MIT LU RS. DREH A BL HAI LTE 
Gs PRL ABIES UCR U. 
~~ (il) Palimpsestis fluctucsa Hon. 
| じ に ト テ ント 放り リバ (第 III 版 第 fal) 

MRL RAKE UT, 申 央 を 横断 で ZEON RS Y. LORD Ap TERN る 
ABR SUCH 5 2. BRA OM PRU. MEIC LA FORM:Y KAO ARD 
り . PSP RRIT A LS UCR I aS る. PBR EL PARA CHO IPAM U 
外線 ば 殆 ん ざ 肉 線 ミ 反 翌 の 方 向 を な し > BHI CECE BU, BAKO BAe 
Yo EISEN AB, PE BReLL MAR CIA DAA PS. NER EEE 
AR 2 CHE 3. BM LK, 僅か に 暗色 の 内 外線 を 認 む べし ・ RETTEN DR 
自 色 , AH IRECLT, MARBLES sREUR AKO EAN EG. 

BR Fk — TAH 産地 RN AR (AN) 
"AHSRKNAREELTERFSN ZIG HAUT LT EU ate S 
BRNIKEZFIANE, BAZILZURDERBAT TEEN 
た る も の に 依り o 

(12) Palimpsestis duplaris L. 
; フ ダ テン トカ リバ (HII RES 2 el) 

前 記 の fuctuosa に 本 人 負 さ る 種類 に LC, HORUS. DROP, 内 結ば 
[HI UCHR VAD K ART EL 決し て 忠 脈 上 に 屈曲 せ ず 。 外線 も 二 宣 に し て 前 河 
ょ り 斜 め に 内 方 に 向 ひ 内 痛 に て 外線 に 會 せ り ・ 外 線 の 一 は 申 室 端 に 於 て 側 付 た る 二 点 に 分 
離せ り ・ 後 逆 の 中 宣 紋 は 列 然 せり 9o 

体長 三 分 五 庫 , 開 張 一 寸 二分 産地 欧州, シマ リャ キャ, 日 本 (本 州 ) 
。 余 の 寅 験 せる 標本 は 湯本 産 ( 八 月 芝川 氏 ), BEN ck LABAK, 
HER) 産 の 三 頭 に し て 凝 化 少な し , 何れ EEK do 
(13) Palimpsestis tancrei GRAES. 
| ナガ ジロ ドカ おり リバ (os TU Sst 2 Ia) 
AGA RT Oh, 本 誌 前 を 践 に 詳 記 し た れ ば , 巡 に は 省略 す 。 
(14) Palimpsestis ornata Leucu. 
ムラ サキ トカ リバ 
RATEN し て , AR ARO RRS HEC, — ER ES). POR RL, DU 
TAS WS RG CYR, HOR LAMA S LOL, HELL CS. PRO 
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BRIEF ZIRT KA, RIL GEBKONM BRI: し て > 中 央 に 於 て は 外 孝 に 角 ば る ・ 
WEISHRTUIEANEER & KH TER 2 AO AREA FP 2. TERA R= UC 
ba) ASI CT. ARE AB EUT. ERO RRA I: eee 
2 RLS Y. BARRO OPI A fh RRA Ie LI SEEN EET Y . HiGunicolor 
LEpog. に あり て は 更 渡 色 に し て 。 PROMI ST. BNC DORE». IR 
線 を 認 む ふし Lo 
RES DOF} J, 開 張 一 す 三 分 産地 BA, 
余 は 未だ 本 種 を 見 すず, HiT A Warren 氏 の 記す る 所 に 従 ふ 。 
| (15) Palimpsestis undosa Wren. 
ナミ スン トカ リバ (第 TI 版 第 5 BB) 

BAUR, AREER ER Th ee. 内 線 は 黒色 , Pal RBIS LTR: 内 
(TRO RH ZB ARAESMI-OEER RAN ET. WES RU RRS TU AM ER 
る ・ RIL IRORERNRE ECS, PROBE UC) RAL EDI RS. BAER 
は 淡色 , HO WBE ES A (LES. Wel YY AAR OMBAML, 中 室 紋 は BRE 
て 黒色 , KENNE, HORMBMSGHEAS L—KCHRAE BAUT IR, BER 
決 色 , EHRE, BIC CDR ee 2 OR, BIC CCA OWMBABHB~< Lo 

Pie DG Sp, BR TIP 産地 AN (AA) 

FURKHELRTAZLZLENSSEHTL UTR EA A 

氏 の 貯蔵 に 係る 。 | 
(16) Palimpsestis basalis WirEw. 
ネグロ トカ ガリ バ (SUL 14 fal) 

前 閉 は 常 白 灰 人 区, IBEEFO- NAT EEE BER BER HON ER BE, 
外部 は 黒色 の 鈍 き 角 線 に ょ り て 限ら 2. 此 の 黒 線 の 内 部 に は 湯 行 で る 肖 色 と 線 を 認 む べし 
中 脈 上 に K は 黒色 の 鱗 毛 を 有 す . ZI V ARBOUR ORKELST. ER RR BSTC 
KR bir, EHNOTHI TEE CHS ) 外線 は 黒色 波 稀 し 第 二 脈 に で 屈曲 す 。 之 まぁ 
SERS ARISES. ORL RILR CR LAR L, KE ORAAT AZBBRKRAF 
Se HOWOMRILERS 2h bY. aM. L CHR KA TE U). 35 
IE THBEOHER BEER IR GIG AH, KEO- BANN ET Wel Ve 
FET OR ithe WS. EB IK AB eek a LH ARO; SBI Sb Pe. 
SS. RAMIKA, WIRES AL, RMR TUR RY VE PRAMS, 

REIFE 開 張 一 す 四 妥 産地 AAR (AR) 

WirswaN 氏 の 標本 は 七 月 日 池 に 於 て 控 集 せ られ , 余 は 六 月 京都 附 

近 の 較 馬 山 に 於 て , 燈 火 に 集まれ る 敷 頭 の 標 ま を 得 た だ 5o 
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(17) Palimpsestis ampliata Brrr. 
| ラ ホ パト カガリ り リバ (第 III 版 第 8 岡 ) 

ROU AR ENORME, 基部 , 申 央 部 及び 間 端 の 三角 部 は 雌 の 淡 を 地名 
を 現 し , PRU BG CHIL) KR OAORRE AR. ey, Kommt 
な 以 て 満 き る ・ JMR L RSMO EMRE Ya, ROM LPR BAT Ob RIC 
Foe ULB AI AY . SES RR ABIL CRB LO EH ED. 北端 より は 
BE ONR TEL, BAUME. ENT. BRAILLE, KA LCR, PRO 
4A Me 2 aC A. Me BS EL SBD AA ET. eR 

HOLT CORRELL AR IS EAR RED. RT IK I CH RUA SI] tee IL 
暗色 . Bea PRE ARG. HABE ER, MC CAEL CL, MMS 灰 自 。 
1 体長 大分, 開 張 一 入 分 産地 277), BAR (北海 道 
A) 
本 種 は 稀 れ な る 種類 に し て 京都 附近 に て は 七 月 に 採集 せ 5。 
(18) Palimpsestis intensa Birk. 
| ホリ トカ リバ (第 LLL 版 第 17 賠 ) 

ampliata 近似 すれ ざ も , WSL CHORUS AL, 区 線形 成せ る 四 線 の , NZ 
線 は 強 き 屈曲 を な し て 斜め に 内 織 に 達し , 前 種 の 如く 垂直 な らち す 。 ERZIELT 
Shi ts ABE, 砲 状 紋別 然 分 離さ り . SPRL BE BEL YY) EN BER Se OH (IE 
FT RAD SL. ARIF A TEU, REO BB O A BS IKE EA to 

kEIA BRR Ei アム ー ル 日 本 (北海 道 , 本 州 , 
九州 ) 

AMR HOR SET SMI LT, KCB ORE IT 
BONML: BAA CA APACE O46 KS 何 い に も 集 
AES, RL (RT ORALESL 

(19) Palimpsestis medialis Mars. 
ナカ グロ トカ リバ 
。 奉 は 未だ 本 種 を 知 ちず , RETFADROMRS BRI~L- 

IRRE, MKOEFV MM BO, ALE L, PROEFO- UBER LT, Ko 
外側 は 渡 状 を な し > BRE OY = FP O)— IS WE DT OPT A TE, 
ETHERS, SSNS fs BER EIER AS, 其 の 外 代 に ある - WUD CUE Y- 
Wi tr SUE, ER ORR ARE 2). PRTG TFT TA. M 

や 第 二 人 節 は 胎 部 = ie. 


"体長 三 分 五大 , FaGtk— st = Ft 0 FAB CARIN HE (1). 
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第 六 属 Parapsestis Warr. 

Palimpsestis で 異な る 点 は , WABAMO PEO big lt 5 出 て , 第 

七 , 第 入 脈 < EREN EV AD BEE TE Re ET, 
(20) Parapsestis argenteopicta OBER . 
キン モン トカ リバ パ (第 TII 版 第 ro fel) 

BI Tb AIR AI UC, SOAS CRT. 若干 の 波状 暗色 線 を 以 て 柄 嘱 す 。 
次 底 」- は 暗色 鐘 を 以 て 包ま る い 三 個 の 正 点 わ ん ざ も , 之 れ は 屋 々 不明 な る こさ あり ・ 央 緑 
は 三 個 の 暗色 線 ょ より なり, 其 の 外側 な る 一 線 は 間 室 に て 外 方 に 角 ば る . 三線 の 中 間 は 暗 灰 
Braten 内 側 に ば 暗色 疹 を 有 す ヵ る ー の 淡色 線 件 ふ ・ PRLS WORM te oR 
色 線 ょ り 成 り , BARRO PA SPA. CORT. OSPR I, Be 
部 の み 暗色 を 以 て 消さ れ , MUP DINK HE HS RB OMEA eT. ROMER, iR <2 
5 れ て 点 状 ほな る . 北端 より は 暗色 の 一 斜線 を 出 IERTR EHER FEIN RESTE 
fie DME RIT. SRAART A LOZ RAW AZLOL HY. BFA LC, MaDe 
BRA し BUA IC (LER D— RRS Y) BAER SPL I EI DT AIR 
ON x4 RS . 

st plumbea Brie. の 前 超 は , Ws ARE eB L, ERIK 
に 不 分 明 な れ 革 , AEO= BS Maybe ROMEO ABER HER. 

体長 六 分 , 開 張 一 寸 四 分 万 至 一 す 即 分 産地 アム ー ル , 日 本 
(北海 道 , 本 州 ) 

本 種 は 普通 な ら 5 ざぁ る 種 に し て , 前 超 色 彩 の 濃淡 は 一 定 せ ず , AT 
岡 解 第 一 徐 に 掲げ 6 れ が た る , Cymatophora latipennis Mars. 4, 本 
種 に 外 な 65 ず 。 POM? ZERUEN NT FR 及び 京都 附近 鞍馬 山 
の 産 に し て , 何れ も 燃 火 に より て 探 集 せ 5 れ が だ 5. 

(21) Parapsestis albida Suzuki (n sp) 
ウス シロ トカ リバ (Bill ees 16 fA) 

一 般 の 形態 は argenteopicta に 近似 し , WML RAR ARA, RRO RES 
FOOD MEL ET. RMI SAI: LCRA OM? BT. AMI SKOBR 
SKYY WATT UCHR ST UMD NET ET. ROPE CU TI SD fw. 
RAB HE D—BRAE IRAK BS CUB ONT: ZBER YE BEREIT 
- 外 方 に 属 曲 す . TRL Rb bk, BIZ OCHOA AAU CRE SS. We 
£Y (L—- DAR Bite Hi LAP OPER AU LT RR ET . ORL AA ee LE 
Te Fo AKO Tt A RA) 72 LRA IR TEE MTA BPR £ VEN Brae BER 
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環 た を 有 す SARK ST. MERA, AN, BM LIE AAI UCHR RUS 
HIE (BE, KEINE BML ALBAN CARA, WB AE T o 
AEOPRE, 長 張 一 寸 三 分 産地 日 本 (信濃 ) 
キン モン トカ リバ ご 近似 すれ ざ も, 其 の 異な る 点 は , AOSD T 
(ARS 6 WMO MRA こさ で , ROMEORS eR Std d 
昨年 和 月 杉谷 氏 の 信州 軽 井 澤 に て 得 ら 5 れ た る 珍 種 な 5。 
| Parapsestis albida n. sp. (pl. III, Fig. 16) 


Oo. Forewings pale fuscous on basal and outer thirds, median area pale ashy 
grey dusted with fuscous atomos: 3 dark brown sinuated parallel oblique lines 
filled in with pale brown form on inner dark band, and followed dark a line in 
inward; outer line interrupted in veins, arched outerward on veill 5; subterminal 
line representative by a double white spotted raw an obscure dark streak from 
apex; reinform stigma lunulate, whitish grey with dark outline; orbicular stigma 
separated from reinform, a small white dot in a dark ring ; a dark lunulate terminal 
line; fringe pall grey, rayed with dark lines, hindwings fuscous grey with a darker 
outer line and a broad dark border. 


Length: 14 m.m. Expanse: 39° m.m. 

Near to P.argenteopicta, but differs in having an oblique inner band, 
a single outer line, and no white spots at the base of the fore wings. 

A single male from Karuizawa in Shinano, August, 1915. 

The type specimen preserved in Mr. J. Sucırant's collection. 

.. #45 _.Polyploca_ Hen. 

Palimpsestis と 異な る 点 は , 複眼 有 毛 に し て , 第 三 腹 節 に は 一 の 
BEAT, Hw ee THAT. 
) (22) Polyploca aretipennis Brrr. 

マエ ミト ガリ バ oe LILIES 18 find) 

| BUSTY i Be CHS LM ER AAT PA LO, EEE DER I A DU. 
Alert AOR LY TE PR LP IC IRE te TR OMI ate EPPO, PREG ARIS A 
り TEERRSERFTEET ) . SITZE PAN ORTEN > 第 西 脈 に て は 外 方 に 角 ば る ・ 
RÄT ANY. 二 重 の 喧 灰 色 線 は 融 外 結線 TI COREL. 
EIER. 外側 は 黒色 新 月 締 の 一 列 に より て 限ら れ , 次 光 よ り 出 る 最 色 斜線 に 達 る ・ 
Pai WA Te RER, 中 室 の 下端 に バー の 黒点 あり て 啓 状 紋 を 代表 いし, RELL 
は 猛 は 一 庄 点 う 眼 汰 紋 を 示す こき あり ・。 RL, BE A MERI DELO PED HRI 
跡 を 止む る も の あり 。 
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va, innotata Warr. RIMRBAT-E Ss Kee RL, BAO 
TEEE HK &, WAHRER U PRR ENTIN も 新鮮 な る 標本 に ば 
$5 SWAG D Wi ES Eee Hee | 

KEUAHE BR—-JTAHE 産地 日 本 (本 州 , 九州 ) 

余 は 未だ 原種 に 接 せ ざい ざ ぎ も 幾 種 は 京都 附近 の 産 に し て 七 月 上 旬 
の 採集 な り 。 BIREFZLDIKEDBEL LTEH KON RT SS 
る も の な 5. 

(23) Polyploca punctigera BTrR. 
ホシ ン ボ シト カリ バ (第 III 阪 第 ro fal) 

RUBIA, 基部 及び 内 終 は 灰 自 , ALR CS AS RA Tt LPR a CE 
す 。 SRILA OMAR FT LBW: TI HT ITY, 脈 上 に て は ABR 
SRR IL BD TAN, BO SANS GE. Se CY A BS ET LC Re SEL 
HOR AIRS APPS. RBA? し て 黒色 環 を 有 す .。 BRAID CBR 
RAR LABEL CHEF 内 部 は 自 色 , RR LA, RI DIA To 

KEmMFTIR-JER 産地 本 州 (京都 ) 

RAMP SH A TARA FORT ZOLL TASTEN 

ABU, PRO PI HRS 
BAB Nemacercta Hanmes. 

AMELIE RGR EL, 第 二 節 ,.- は 鱗 岩 た を 有 し , 第 =e. UCP 
Wie BARI AGI UC AN, HEC CHAMP AK, 及び 頭頂 ば 有 毛 , 胸部 に は 硬 毛 あ 
り ・ 腹 部 1498.2 し て 毛 宛 を 駅 き , 胸 下 , RGR IE Er BAS CRI — Rie 
a SHH LSE (> OMT. MIR ERS BER ION MD HEIM 
長 の 年 ば を 占め , 基 の 外 端 は ニ ヶ 所 に 凹み , 第 到 脈 は 中 央 ょ り 少 し く 下 の 菌 よ り 出 づ 。 第 
六 脈 第 七 , 第 仏 脈 ミ 共に = ERRANG He AWILEES RE TE FREE 
Kerne). SPM. BAUDHBIER-TELL FRA TAFLTCH 
Qs FR CU. CHAN Le ooo eee ) Ho 

(24) Nemacerota. umbrosa Wırem. 
ウス ダ ロ ト ガリ り リバ 
BLA RG AT. II WirsnrAN KO WEEK GE 2.0 
BIOS {OR SFP OM LOE SRR E.R SAO, ea. 
WSLS. CBRE CREE AES. BORER O— (REL SF 
の 一 の 外 志 に 於 て , HE AMR 6 Y Mo SAUER LU CRBC 4. EFDAADRE 


EE 5 
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RINBSERIIR CAE EIT. BRR L TA HR DY. BLAS EG. 
BOI, HO PAR LIA fh 
開 張 一 寸 一 分 五 産地 日 本 (北海 道 渡 島 ) (EA) 


EN, 本 科 に 属す る 既知 種 は 殆 ん ざ 全 部 の 記載 を 終り た れ ざ も , 信 
Misys ( OPMMAMARBRY GASSER). 谷 又 若干 の 種類 
は 其 の 標本 を 得る こと 態 は ざ 5 し 和 含め, ZFHRC NT 4S d 
LEBE to, 因 に 貫 千 如 賠 解 に 見 へ た る Cymotophora fujisana 
Mars. (FE FAY) は, 本 科 ょ 5 は 宣 ろ 他 の 科 に 属す べき も の で 信 
じ , 六 に は 除外 し た 5。 

本 婦 を 草 す る に 営 5 て, 貴重 の 標本 を 貸 奥 せ 5 れ だ る ぁ る 秘 谷 理 軸 十 , 
BZN RZB HA HR, 野 邊 安 装 雄 の 諸君 に 向 て , HEA TC 
謝意 を 表す 。 


$3—MMe BCE, MENA ORR MERA 
て 二 十 三種 を 級 表 せ 56 れ ま し た 。 KRDtwRERRe OMRON, 
氏 が 松村 博士 の 三 新種 同定 せ られ た 内 で , | 

H. roseola Mars, H. aurorina Brrr. 
さして あり ます が , NEDS Eid 

H. roseola Mars. H. dieckmanni Grass. 
で , aurorina で dieckmannit さ は 非常 の 想 異 だが あります. 自然 , 氏 の 
府 父 に は dieckmanni 即ち も 松村 博士 の roseola が 漏れ て ある の る , 
外 に 本 文 に 三種 を 加入 し まし た 。 又 , 本 文 に は 丸 毛 氏 の 記載 せ 65 れ た 
By fee BE — Fi (P. ocularis L., H. mollendourfi Fıns.), Zi pE— RE (T. 
arizana WitEM.) を 除外 し て あり ます か ら , MOA KA AN to 
七 種 を 所 有する こと に な り 5 ます. 
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Explanation of Plate III. 


Palimpestis fluctuosa Hen. 
Palimpestis duplaris L. 
Thyatira aurorina BTLR. 
Thyatira batis L. 
Hybrosyne dieckmanni GRAES. 
Thyatira flavida Brrr. 
Saronaga consimilis Warr, 
Palimpestis ampliata Brrr. 


Lithocharis maxima LEEcH. 


Parapestis argenteopicta OBER. 


Saronaga mirabilis Brrr. 
Palimpestis tancrei GRAES. 
Habrosyne derasa L. 
Palimpestis basalis Wıren. 
Palimpestis undosa WILEM. 
Parapestis albidus n. sp. 
Palimpestis intensa Brrr. 
Polyploca arctipennis BTLR. 


Polyploca puuctigera BTLR. 


第 三 版 説明 


ヒト テン ドガ リバ 


フタ テン ト ガ リバ 


ESAS = WIN 
モン ト ガ リバ パ 

ウス ベニ アヤ ト ガ リバ 
キマ ダラ ト ガ リバ 
マ へ ベニ ト ガ リバ 
オ ホ バ トカ ガリ り パ 
ナガ ト ガ リバ 
ギン ポン シン ト ガ リバ 
サカ ハチ トカ ガリ り バ 
ナカ ジロ ト ガ リバ 
アヤ ト ガ リバ 
ネグロ ト ガ リバ 
ナミ スチ ヂ ト ガリ バ 
ウス ジロ ト ガ リバ 
ホリ トカ ガ リバ 

マユ ミト ガリ バ 
ホシ ボン シト ガ リバ 
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NEUROPTERA QUAEDAM EX JAFONIA ET PROXIMIS 
REGIONIBUS RECENSUIT. 


R. P. Loncinus' NAVAS, S. J., F.E. S。 JAP. 


I SERIES. 


In his notulis enumerabo Neuroptera, quae ex Japonia et proximis 
regionibus ad mea studia venerint et mentione digna fuerint. 

Neuroptera autem intelligam latissimo senser, sive Linnaeano, com- 
prehensis etiam Odonatis, Trichopteris, etc. 

In enumeratione per familias collectas species revensebo. 


Fam. PERLIDAE. 

1. Neoperla geniculata Picr. Takaoyama, Mai, 1914, NAKAHARA 
les (Coll. m.). 

2. Kamimuria tibialis Picr. Takaoyama, Mai, 1914, NAKAHARA 
lease GUC oll. 'm.). 

3. Nakaharia gen. nov. 

Similis Kamimuriae Kap. 

Caput tribus ocellis, posterioribus magis interse quam ab anteiriori- 
bus et ab oculis distantibus. 

Prothorax transversus, capite angustior, disco rugosus. 

Abdomen in の ignotum,“ in 2 lamina subgenitali innelariter 
rotundata, ultimo tergito in lobum mediüm producto; cercis longis, 
articulis elongatis. 

Alae sectore radii bis furcato ultra anastomosim : area costali venula 
basilari et paucis venulis (fere 2) ante apicem subcostae, 2-3 ultra 
hum apicem. 

Ala anterior areis procubitali et cubitali pluribus venulis; ex area 
procubitali duobus ramis marginalibus prodeuntibus. 

Ala posterior area procubitali libera, cubitali venulis instructa ; 
area axillari lata. 


A Kamimuria differt forma laminae subgenitalis @ et structura 


(1) Ex onalogia typi in ceteris cum Kamimuria colligo abdomen Oo” simile esse illi 
Kamimuriae. 
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alarum, praecipul paucitate venularum costalium. 
Typus novi generis est sequens species. 


4. Nakaharia costata sp. nov. (fig. 1). 

Caput superne fuscum, sub--lente fulvo pilosum, nitidum, inferne 
fulvo-fuscum ; ocellis nigris, posterioribus inter se sesqui quam ab 
anterioribus, plus duplo quam ab oculis distantibus ; oculis fusco-rufis ; 
tuberculis ante ocellum seu ad lineam M fusco-aurantiacis; palpis 
antennis que fuscis. 

Prothorax duplo latior quam longior, capite angustior, angulis ro- 
tundatis, latius posterioribus, margine antico subrects, lateralibus et 
posteriore convexis, disco fortiter rugoso, sulco longitudinali medio 
parum profundo ; fuscus, leviter olivaceus, sub lente fulvo pilosus. 
Meso- et metathorax superne fusco-picei, nitidi, inferne lividi. 

Abdomen superne fusco-piceum, nitidum, inferne fusco-olivaceum, 
margine postico octavi sterniti (fig. I, @) fulvo, lanima subgenitali lale 
rotundata, latiore quam longiore ; ultimo tergito (fig. 1, 6) in proces- 
sum sensim attenuatum producto, apice truncato et testaceo : cercis 
fuscis, fulso pilosis, articulis basilaribus brevibus, ceteris elongatis, 
saltem ter longioribus. quam latioribus, fuscis, fulvo tenuiter pilosis. 

Pedes fusci, coxis omnibus totis, femoribus posticis initio, tibiis 
posticis subtotis, practer apicem, fulvo-testaceis. 

Alae (fig. 1,¢) hyalinae, nitidae, irideae; reticulatione fusca, costa 
et subcosta totis usque ad anastomosim, parte basilari radii et pro- 
cubiti flavo-fulvis. 

Ala anterior 2 venulis apicalibus sew ultra subcostae apicem, fuscis; 
venulis -costalibus citra apicem subcostae flavo-fulvis; venulis radiali et 
intermedia proximis ; venis postcubitali et duabus axillaribus brevibus. 

Ala posterior fere 3 venulis costalibus citra subcostae apicem. 
(ultra venulam basilarem) flavo-fulvis, 3 ultra ejusdem apicem fuscis; 
sectore radii cum procubito in petiolum cellulae intermediae confluente, 
pallido; ramo primae axillaris furcato. 

Long. corp. 2 7. mm, 
SS lernte ae 
ーー poste Lo 
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Patria. Japonia: Takaoyama, Apr. 1914, Nakanara leg. (Coll. m.). 


N.B. In ala anteriore dextra notentur per anomaliam duae venulae 
accessoriae: secunda intermedia inter furcam sectoris radii et procubi- 
tum, altera inter postcubitum et primam axillarem; item in ala pos- 
teriore furcula apicalis in sectore radii. His alae sinistrae carent. 


Fam. HYDROPSYCHIDAE. 


5: Hydropsyche pellucidula Curr. Chang-Hai, China. (Coll. m.). 

6. Hydropsychodes japonica sp. nov. (fig. 2). 。 

Caput testaceum, pilis fulvis hispidum ; oculis in sicco nigris ; palpis 
testaceo-fulvis, pilosis, quarto articulo ad apicem dilatato, quinto 
articulato, ceteris longitudine subaequali ant majore ; antennis fortibus, 
testaceo-fulvis, haud fusco annulatis. 

Thorax testaceus, fulvo pilosus. 

' Abdomen testaceo-fuscum, fulvo pilosum ; processu dorsali ultim: 
tergiti (fig.' 2; @) testaceo-fulvo; copulatoxe apice dilatato et quasi 
trilobato; cercis inferioribus (fig. 2, 4) erectis, latis, testaceis. 

Pedes flavo-fulvi; calcaribus 2, 4, 4, tibiae anterioris brevibus, 
longitudine aequalibus, tibiae posterioris longis, saltem fere triplo 
longioribus, externis fere quadruplo, 

Alae (fig. 2, c) apice subacutae;reticulatione et pubescentia longius- 
cula fulvis subopacae ; reticulatione parum distincta, pilis occulta : 
fimbriis mediocribus. 

Ala anterior furcis apicalibus 1, 2, 3, 4, 5; prima brevi, secunda 
longa, sessili, longiore cellula discali, quinta longitudine subaequali 
secundae, latiore. 

_ Ala posterior obscurior seu Pe ad tertium apicale ala 
anteriore paulo latior; furcis apicalibus 2, 3, 5,; secunda sesquilongiore 
cellula discali ; fimbriis posticis longiusculis, fuscis. 


Long. corp. 3.5 mm, 
— al. ant. POT 
ー イ Ty Past: 4s 3355 


Patria. Japonia: Kyoto, 9 Jun. 1998, J. de Guerne leg, (Coll. m.). 
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7. Hydropsychodes guerneana sp. nov. (fig. 3). 

Caput fuscum, fulvo pilosum ; oculis fusco-cupreis ; palpis fuscis, 
longis; antennis ala anteriore longioribus, fulvis, apice articulorum 
tenuiter fusco annulato. 

Thorax fusco-piceus, fulvo pilosus. 

Abdomen fuscum; processu ultimi tergiti (fig. 3, a, 4) et cercis 
testaceis ; processu dorsali basi convexo, pone medium concavo, ad | 
apicem adscendente, postice diviso seu fisso; margine postico ultimi 
sterniti medio breviter fisso ; cercis inferioribus longis, primo articulo 
cylindrico, ad apicem modice tumido, secundo triplo breviore, tenui, 
sensim attenuato : copulatore cylindrico, apice ovali-tumido, superne 
ad dilatationem dentato, 

Pedes fulvi, fulvo pilosi : calcaribus 2, 4, 4; anterioribus (seu tibiae 
anterioris) brevibus, posterioribus longis, internis longioribus. 

Alae reticulatione et pubescentia fulvis. 

Ala anterior aliquot pilis fuscis, ad apicem venarum magis sensibili- 
bus ; furca apicali 1 longitudine subaequali cellulae discali, 2 subduplo 
longiore, 3 et 4 brevioribus, subaequalibus, 5 subaequali primae, an- 
gustiore tertia. 

Ala posterior (fig. 3,.¢) magis pellucida, latior ; furca apicali secunda 
mediocri, tertia breviore, quinta duplo longiore recunda. 


Long. corp. の 5 mm. 
an etait 8 上 
ー 一 post. Ors 3 


Patria. Japonia: Kyoto, 9 Jun. 1908, J, de Guerne leg. ‘‘ Chemin 
de fer entre Kyoto et Yokohama” (Coll. m.). 


8. Hydropsychodes addita sp. nov. (fig. 4). 

Caput fuscum, testaces pilosum ; oculis fusco-piceis ; palpis longis, 
ultimo articulo ceteris longiore, tenui; antennis testaceis, apice articu- 
lorum fusco-ferrugineo annulato. 

Thorax fusco-piceus, testaceo pilosus. 

・ Abdomen inferne testaceum, superne fusco-ferrugineum, margine 
postico segmentorum testaceo, apice testaceo; processu dorsali ultimi 
tergiti brevi, truncato; copulatore (fig. 4, @) elongato, exerto, leviter 
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Fig. 1. Fig. 2. : Fig. 3. Fig. 4. He ST a 
Nakaharia costatalHydropsychodes japonicalHydropsychodes guerneanalHydropsychodes addita| Galta pilosa 
2 Nav. Nav. の Nav, Oo Nav. oO Nav, 


a. Segmentum ven-la. Apex abdominis desuper| a. Apex abdominis a latere 


6 5 a. Apex abdominis a la- 
trale 8. visus. visus. 『 


6. Apex abdominislö. Apex abdominis deorsum| 4. Apex abdominis deorsum | / BER a 
desuper visum. visus, visus. j “(Coll m.) (Coll. m.). 
c, Alae, c. Alae, c. Ala posterior. Hien a 


(Coll. m.). (Coll. m.). (Coll. m.). 


90 Lah fee SH eS WR 


deorsum inclinato, ante apicem attenuato, apice inflato, postice oblique 
truncato; cercis inferioribus erectis, articulo primo longo, secundo brevi, 
tenul. 

Pedes flavidi, calcaribus testaceis, anterioribus brevibus, aequalibus, 
posterioribus longis, interuo longiore. 

Alae (fig. 4, の pubescentia et reticulatione fulvo-testaceis. 

- Ala anterior angusta, margine externo oblique truncato; cellula 
discali brevi ; furcula apicali prima subaequali, securda triplo longiore, 
tertia et quarta inter se subaequalibus, quinta paulo breviore, angusta; 
area postica testacea, sublaevi. 

Ala posterior latior, brevior pallidiorque; cellula discali brevi: 
furcula apicali secunda saltem duplo longiore, tertia dimidio breviore, 
quinta sesquilongiore secunda. 

Long. corp. の 5.4 mm. 
tral amt: 9 ah 
ile POSE: O.Aacaiss 
Patria. Japonia: Haulseon, 9 Mai. 1908, J. de Guerne leg. (Coll. m.). 


Fam. POLYCENTROPIDAE. 


9. Galta gen. nov. 

Similis Hyalopsychae Urn. 

Caput antennis fortibus, prinsis tribus articulis vix crassioribus 
sequentibus; palpis maxillaribus abnormibus, articulis longitudiue sub- 
aequalibus, ultimo conico. 

Pedes longi; calcaribus /' 3, 44, internis in tibiis posterioribus 
longioribus. 

Alae pubescentes, angustae, cellula discali praesente. 

Ala anterior area costali venula accessoria donata ; furcis apicali- 
bus I, 2, 3, 4, 5, prima brevi, secunda et quarta sessilibus. 

Ala posterior angusta, fere angustior anteriore; cellula media nulla ; 
furcis apicalibus 2, 3, 5, secunda sessili. 

Ab deralcndtone differt BCABHN structura antennarum et pila 
sitate alarum. | 

Typus est sequens species. 
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10. Galta pilosa sp. nov. (fig. 5). 

Caput rufescens, ptlis fulvis, pallidis; oculis nigris, globosis, grandi- 
bus; vertice inter ipsos duplo latiore diametro oculi ; palpis fuscis ; 
antennis, fortibus, corpore itemque ala anteriore longioribus, sensim 
altenuatis, fulvis, apice articulorum tennissime fusco annulato. 

Pectus testaceum, fulvo pilosum. 

Abdomen testaceum, pallidum, cercis pallidioribus, latis, ovalibus 
vel triangularibus, apice rotundatis. 

Pedes fulvi, fulvo pilosi, tibiis tarsisque anterioribus rufescentibus ; 
calcaribus longis, primo tibiae anterioris breni, apicalibus duplo 
breviore. 

Alae (fig. 5) reticulatione, pilis fimbriisque testaceis, longiusculis, 
in ala anteriore pilis fuscis mistis, puncta sparsa efficientibus, parum 
distincta, ad margines seu ad apicem venarum distinctiora. 

Ala anterior cellula media mnulio longiore discali; angulo poste- 
riore rotundato. | 

Long. corp. 6” 3.9 mm. 
mr < - ant. EEE 

Tz 4 af PSE 2 Bea ram 
*abethias Chinas. Chang-Hai, 1906. ,, (Coll. m) 

Caesaraugustae, 18 Febr. 1916. 


Pit at 
著者 NAVAS RURXORMEPELCBY RI, SERRE LT isn 
た 、 ZL A KR BES Wy RIC BATS OPED — BSP C, 本 文 に 上 は カリ ゲラ ミト ビ 
FIXOHABVRE CCHZ. HONMMLB BERK 2. 
ARR EWLRKOML. . 
(1) Neoperla geniculata Prior. (H KB) 
(2): Kamimuria tibialis. Picr. (日 未 一 高 客 町 ) 
(3) 。 Nakaharia costata (378 AR) (HA-SEN) 
以上 カロ ゲラ 。 以下 トビ ゲ テ 。 
(4) Hydropsyche peilucidula Curr. (支那 一 上 海 ) 


(5) H. japonica (新種 ) (日 本 一 京都 ) 
(6) Hydropsychodes guerneana 新種 ) 引 本 一 京都 ) 
(7) H. addita (新種 ) (草本 一 地名 不明 ) 


8) Galta pilosa (GRR (CATER) FR 
ERCHOMEUERE MED 5 IN eine (中 原 和郎 附 記 ) 
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TWO UNRECORDED SPECIES OF HEMIPTERA- 
HETEROPTERA FROM JAPAN AND FORMOSA. 


BY TEISO ESAKI, F.E.S. JAP. 


マキ バ サ シ ガメ 及 サ シカ ガメ の 日 本 及 吉 薄 ま より の 
= * ac Bk FH 
iL ty 5 = KAABRSSH . 
cast ee ee a 
rr | 1. Gorpis cribraticollis Star: (1859) 
NRSEEVVENGLH A (5) 
NSJ Su] Fark, Mme, FRA, Hl BEL, B- 
S| MARRS IMORMI MA. RAR, BRA 
| tho MME, BOB BRAS ehzik 
| WS) CUR, 基 の 前 人生 ば 細 て ( 光 澤 あわ あり, 後生 は 
Sip SEAS Yo BRR HME. ER 
部 き 爪 的 部 , BRR RAD? ORI MAE, A 
基質 部 の 中 央 及 先 端 に 美 豚 な ZI UH OA HJ o 
膜 質 部 透明 , tas DIL ee EEF Zsa Lo Rit 
Jacke HUAN (LB MOTHER, Sm Ah 
ao LPOG SUN SRDS I 中 RMD IR 
- cribraticoltis a a j (LAE, it ego MERBET. HOR: 
に 5 3 | agmm. 
FR CU 』 。 | 産地 一 も キオ ョ ン , 日 本 (日 兆 ) 
ーー ニー nenn KEINILZDHRDO KENN BELT 
ie r on Le, これ は 各地 に 波 見 さる ヽ \ 人 角地 ゎ り 、DrSrANr 氏 の 
記載 及 賠 に 正確 に 一 致す 。 邦 産 本 属 の 一 種 ア カマ キバ サシ ガメ G. 
suzukii MATSUMURA. (1913) さ は 形 , KRSABLIPTEN T 28,20 
色彩 斑紋 及 生 殖 器 の 形状 等 に 至 つ て は 付 て もぉ ぁ つ かず 、 一 見 明か な る 
ARTE A FIN A, 
2. ‚Pirates arcuatus Star. (1870) 
ユミ モン サシ カメ BR) | 
i, KEHIEREARETo At, HABE. 第 一 節 の 基部 灰 黄色 。 REN 
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fi. PIA. IRINA. BERUHEN, 膜 臣 部 ば 
WELLE: sy ws BH, ERCHAROSET 
WEAR. HRHORRIRKE 胸部 下面 及 肢 は 黒色 っ > 
Ei, BHR PRR ho MRT RIL T 
BEN BH, PORE, 各 節 其 の 後 絹 の み 
黒色 。 HORS 10 mm. 
産 取 一 アサ ダム) マル マテ ナ モ セ リム, フキ 
yey, ae, 
AIP HAO Pirates の いづ れ よ 5 
る 小形 に UT BPE ST 6 を以て , fal 
DAI TERED, COARTY NFO 
MMC MT (LONGI mutilloides の 名 
AES 5) RPM AD HILBSEd 3 
も の な らん か. ZOERUSEFENRNEL 
PRES, EAA DRE ERC. 


Resume. 
The species recorded below are new to our fauna. 


1. Gorpis cribraticollis Star. (1859). 

Hitherto recorded only from Ceylon, but I have found a fine female 
specimen, captured by the late M. Surpakawa at Nikko a few years ago. 
This species is quite distinct from G. suzukii Marsumura (1913), the 
only known species of the genus from Japan, in coloration, aspect and 
the shape of genitalia etc. 

2. Pirates arcuatus STAr. (1870) 

This beautiful species are known from Assam, Burma, Tenasserim 
and Philippines. | 

LETHIERRY, and SEVERIN (1896) once recorded trom Japan, but the 
report was questionable enough that Dr. Disranr has doubted it. There 
is a single female specimen from Formosa, in my collection. As the 
aspect of this species is very similar to a certain species of the Mutilla 
(Hymenoptera), Dr. WALKER named “ mutilloides ” (1873) 
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A NEW SPECIES OF NOTODONTIDAE FROM JAPAN, 


BY K. TAKEUCHI,’ F,E-S. JAP. 
AA XK ak BPO AM 
TA KOARSSE< 


Cnethodonta Suzukii Mars) スミ キア ラシャ ヤ チ ホコ 
Head and thorax: greenish gray. 


Antennae : brown, in both sexs) pectinate to the tip: 

Palpi: dark brown, distinctly projects beyond the frons. 

Eyes: naked, | | 

Legs : clothed with gray, dense, woolly hairs, fore legs reddish 
brown ; hind tibiae with terminal spurs 

Abdomen: _ yellowish brown with gray anal tufts. 

Forewings: NRN gray, dusted everywhere with dark brown 


scales, costal. margin. slightly, 
curved in distal half, basal area 
somewhat. dark with a black 
basal dash, three transverse lines 
dark brown the outer line of 
which ıwavedrand distinct behind 
Ath. veinj ‚out of the central line 
is a brown band which spreads 


enn tip to subternxlnal line, . narrower 
rad Spaukit, MATS: behind, 4 the vein. and run.along, 
the transverse posterior line to costal margin’ and) 
have two sagitate spots, between. 27=-3v & 3v—4v, 
subterminal line representative by a‘black spoted row, 


Hindwings : grayish brown with long woolly hairs at the hind 
| 。 margin. 
Underside : yellowish gray, the fore wings darker than the hinder 
ones. 
Expanse : about 50 mm. Length of body: 22 mm. 
Habitat : Mt. Takao in) the Prov. Yamashiro; collected by Me. 


NE Suzuki, ‚And, I captured. many specimens of this 
species on Mt. Tomiyama in the Prov. Kawachi. 
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。 AIL Cnethodonta OLAZPFRI TFIIPFRIE- HL 
て 別種 な る 事 を 知 5 得 。 

JeeZ iste Bic UL THT. | 
。 脚 は 灰白色 の 細毛 を , WHDARFEISITHESHET, 

頭 胸 部 は 放 白 色 。 腹部 は 黄 補 に LD TRAD BMD 5。 

BARRA BI LTRS 一 面 に 散布 す 、 基 部 は 生々 暗 得 
PEG Lb 前 横線 に 至る 木 き 黒 線 ゎ 6, Sie, HR 
な す 。 MBER MH ie > DE ( BRIE TS, SIR & 5 12GH 
4735 AFAR LT PA SRR BUT RIE T, AES 
BER B= BK WO AEB D 5。 

eM HA LT ARIE ORE ees, 

Pie— VRE, RRA DIE, MEISEL BRAR ARTO. 
RAR LAKES SAAT BA RER aE) Ic TT Be 
Wee MMS OL BATH. RABAKTKM KOR ST Sir 
Rite Re ewe CHT EHI EL TEN SSH FR N 5 
Nie, そこ で 倍々 新種 の 債 値 あ る も る の さ 考 へ 松村 博士 に 其 鑑 定 を を 
ょ を 虎 が 博士 全然 新種 し て 前 記 の 召 名 和 名 を 附 せ 65 れ だ . (Ar 
PELE LAA ROBT LGA). 

AA RKIRMAOWM RBS Se Mtr RAPT BARULARS 
な 5。 MAM, BRTAME, WRB (Sn LIBERA. 

a Pterostoma n. sp ?>¥ AEM VATA EIN V7 RITTER 
が , RAMEOLBRIT LETH SB. 
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野 ED Be 集 MD BEAR Se shite pb AE 
BMAD OI RKT 


(NrNrNeEN, H. H.; — Note on the mouthparts of Orthoptera; Psyche 

Vol. XXII, No. 1, 1915.) 
#ZALKNOSMOWMWMS? hase AWAD ens oR 

tee RRA CK MA OMRO TEBE UTMaT 4 

er 形 の 歯 を 有する 如 人 な せ 放 を 

BL 全く 事 賃 に 反し 叉 か 
| ( OM SORBLREEOR 
| 閉 目 の 口 器 と し て あぁ り 5 得 ざ る 
Bin eR SF UT MIT, 
BR KARR ARG, Hab 
FARMELRDSSEFLTR 
HOt SE OAT ET 
丁度 噛み くだ (に 適する 名 きる 
RCE TERN, RCE 
ib OM i 十 以 上 の 種 に 就き 比較 研究 し 

MINI RES BT て 下 の 結 果 を 得 た 5。 | 

1 KEY BA II EFBELTUN KH X (ZB), に し と て 
eo oa t > PAIS CM), 

2. AYA DA CHD bd 4 MW) BI A ZU LL -BAh 
(ROR GB SBS BS I fa Oe (Lh RC IN A RED A 
RO—-MHRaT SARC AM SARC TEM TAL OR 
Ai HR ES, 

3、 閉 む た る 時 前 方 よ 5 見 ば , AMO RARAE PROS, RA 
方 に 偏 (一 剛 )、 

4. EMT ORS BSE aH eM bo AFFEN SRH 
£—BORTL, HAA BAFORN—RRBC HT. 
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££ Om B 
(N. E. McINpoo 一 The olfactory Sense of the Honey Bee; The Journal 
of Experimental Zoology, Vol. 16, No. 3, April 1914.) 

RBABSE BYRD PERO PROUT oe PK “著者 
は 略 同時 期 に 膜 麹 類 の 同様 器 開 を 研究 し * 云 ん 々 と ど あ つた だ の が こ ゝ に 
抄 銚 し や うと する 論文 TT. 営 時 氏 の 抄 銚 を 多大 の 興味 を 以 て 左 見 
し 同時 に か \ る 方 面 に タッ チ し て 見 た い 様 な 気 が し て た り ま し た が 
著者 の 本 古 完 を 見 る に 及び 意外 に 精 癌 に 上 是 れ る で 其 方 法 の 又 意 外 に 
HE OL eH) 興味 の 更に 深まる 共に 又 自 6 之 し を な す の 存 外 
困難 な る さき を さる さとり まし が た 。 MHASH is —MROMBS I 
MTIEFBUEIHERKL TE IL T—BROAMORAIL HT A 
A PRAV ELS CORSO RES を 主眼 と し て 研究 せん ぐし た の で 
す が , fiw e LCE CLICHE AT ARAMBRSAO AROMEN 
ECAH DO CRARE ( OMBN~LIROAR OPM ES ZZ 
UeRBWS <SHBVARLICHUH TAPS CT, 著者 は 本 研究 
fA iE. & t= Fis D LEE S fe AE LG © le) UDB RS Te TE Ee OL 
Diehe LST PFE HEERES SEO CHB 
SNRAZFOHDRMER LO HU TE ALT, ZEF UN aed. 
EA OMI? THEORET BROT ER DRLR ALU 
CE eA FRREE-DOMMNTORDTT, NER N 
LEIBEOMEHALTE5ELT, 

WER CHRO 6 BIO TERE KEY ME L ZN EEE LO N RE 
GHD = ARP WU 2 TRE > Ede ME HE OE IEA SS 
(TC b BRS SET TH EIB eRIF aU OvRKR DS Lie, AR 
RAMP IL HAT fps fe § HSM OPiS OFT AR THD TH! 
Hy SSMRAC CAROL IHM SMHFEA TH IT 

“ERBE T 2 CRO FA ig UE MRE IC TERIA T ZT ESHHTERL TH 


BOTHIRKUEAT LE 
† APSR DRED ERD LOL) LUM RIE TB WALID Ew CL CHE HEN 
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RTA PILI T BIRO Em Zr > EEK <TH ST" 
Ki BARE し て 次 の 如き 香料 を 用 ひ 正 営 の 室 蜂 に 就 て 観察 し て た 5 
ます . 用 ひ た 香 料 は peppermint, thyme, wintergreen の Ally BOs 
TE ZB, WER, 古 蜂 羽 の 花粉 , 植 物 の 一 部 分 即ち honeysuckle の 花 , 
pennyroyal, spearmint, scarlet sage OEREDIN RU Wh D7 =. 
FEROKMILRO ML で す 。 即 ち 全 敷 の 8722 は peppermint p> 6 , 80% 
は thyme か ら 6,89% は wintergreen か ら , G%(Z EH> 5,29% は 花粉 か 
ら , 45% (3 honeysuckle か ら , 78% (X pennyroyal が ら , 73% は spear- 
mint か ら ,69% は scarlet sage か 6, 4% IR Er 6 退散 し まし た 。 つ 
$b WERE TEM, honeysuckle 及び 散 毒 に 暫し て の 外 は 審 蜂 の 反 魔 は 陰 
性 で す 。 そし て この 腸 性 反 應 を 星 し た 三種 の 和 料 に 習 し て は 蜂 は 其 
BSR eR TERM O LE EI HER HD EL OU 
を 盛ん に 動か し まし を 。 BLAIBHOHLAÄENDUTFLIEROS 
SPIRAL TH SO CT, MECH TRAHAN Ve 
CREATITS, ZNLINTEAUTYL—- ZA YF ROTC, FC 
DFIHA THAT, WORBADTHOBEHK BT 6M mR 
PNG RET 6 WFE IEE GS FRIES AT 3.29 Hb TR 286 
‚€ す 。 peppermint, thyme, wintergreen, 蜂蜜 , #6 #}, pennyroyal CT 
2 Je EE 2 WE 2> 3-4 BD, 7 152.9 Bb, D 34.9 BD LH OFT TH 
RAVES CTT 61 PNG HH IH ER FE II ike 
MC LSHA CH CRMLAT, ZEOBE LEMON RE 
FRRTSOTHAHONRCH TREE (SCH TRIAL P 
CRCR bBo PH) AT. CEORRORERRE eC RMSECa 
ANTEZABFLIMERFHLÄNTZNFERAFT BE LAS 
RMT ORM ERS Lie. MGS CAF HEE ITEM 
S Oe HPWH ROS T 05 Shock PSMHRTAHRHKET, FZ 
(FAR ORT EO MND AA re ALS HAMM Mr 


取る も, 暗 席 に 置く も , 隔離 する も, AL CBMSR eS RSPR Re り o ERA 
親 の 中 に て 死す る は , 老齢 , Ah, PR. ROM PEP Bs o> RSL CRS.) 
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し て 厄 さ れる 節 が 多 て な る 程 其 不 常態 の 度 は 増し 香料 に 翌 す る 反 應 
時 も 長 〈 く な 5 ます . 錠 角 を 焼 収 つて し まつ 時 の 三種 の 純 油 に 既 す 
る 反 鷹 は # 秒 で , DOOR LIAM 2.9 秒 (但し この ぬり 5 つ 去 す に 用 
ふる ラッ ク 又 は モロ イデ ン の 香 自 6 は 殆ど 他 の 香料 の 作用 を 妨げ な 
い 事 を 確 め て あり ます /) 常態 の も る の は 2.6 秒 上 の 如 ( THAI Sr 
の 手術 を は どこ し た る 時 は き つる 香料 に 娠 する 反 應 時 も 増し ます が 
を れ は 喫 威 器 が だ 角 角 に ある で 云 ぉ 証 随 だ は 思 へ ませ ん 。 ぜ し ろ こ の 
反 鷹 時 の 増加 は 手術 に ょ る 蜜蜂 の 不 常態 に 角 着 せ し むか さき で す 。 M 
言 せ ば 手術 に よる 香料 に 翌 す る 反 應 時 の 増加 は 小 C 不 常態 の 度合 が 
ゅ まり 大 で あり 死 を 早め る 事 が 基 だ し い の に 見 て も 解 9 り ます 。 か ら 
し て 著者 は 先 づ こ ゝ に 角 角 が 吊 威 器 の 重なる 所 在 部 分 で な い 事 を 確 
ゅ め 4。 事 質 を 得 た 許 で す . BRILL) THALE DAB LHE 
Lis SiR RBDOMMe TOCA GIeROTwHI ST. 
Ke, Pea OW, ORES FI Bel. AN EDH CRLBOE 
用 な き 事 を 確 め まし た . ULOM SABRI F ARI BRED TBI 
を 取調 で 其 吊 三 器 と 思 は る ヽ ゝ も の ゝ 所 在 排列 等 を 研 め ゆま し た 。 働 蜂 
\ 及 の に も Hrcks に より 下 見 され た 和 様 な 特別 な 器官 が な や は 5 存在 し 
之 し は 所 で あつ て 後に 著者 が 決定 し た 世 〈 喫 を 司る 遍 の る の で ある 
DOTMBITLEHSUR この も の は 室 峰 で は 四 門 の 起 部 の 上 下 雨 面 
(PER ARE SRDS, SARA D sat OSM, IEG D kite A 
SF, $8 — SS =H BHI HR, 及び 更に 粗 に shaft & KAKI OD lancet 
LIZERETFET .ALOHIFREL FL REG ROR LO BUY 
ET BEL i OR—-MRGHCABZSOLR( Bdd HE 
せ ば 全 ニ 十 一 群 は 殆 ざ 恒 存 し , BABE NE, LORUFR 
DRL, 一般 に ざ の 群 る 〆 の 孔 汗 は 少な くも ゃ 及 働 蜂 の そ れ 等 よ 
bBESTSCHLTEE LOL KU CA TER IH TIL} 
1b pra. 然 も 〆 BRAM eHrABDATNI AAS SMELL 
(SSR. RMHOKSRILDK SU AH SD THZ, ent 

の は 最 $ 多 (の 孔 を 有 し 面 も 互 に 窒 集 し て 存じ ' や は 最も 少な 上 耳 粗 
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布 さ れ て 居る 、 次 に 部 , RE LORFILOTHRFRRT AC 
Class | BLOM | ARLO TM | Beal to TLR LD t 


oO 1998 606 2604 
m 1510 658 100 2268 
2 1310 450 100 1860 


AO BAS OR RAO FET 4 RB ROMRI- Sb AAT 
れ ざ も 日 部 に 存する LOUVAIN STMER eC RU SABER 
を 有する も の な き が 如 〈 恐 ら 〈 著 者 の 生 究 せ ぁ この 二 十 一 群 が 鞭 の 
BRORBR ETH SE Bind. 

ULAR ALD papi 3 Bak Ce EL” FD 肢 , WEL EE PRE RIL DR 
(PEIN TIC VMK SISO ODS, (ORB BELG 
MIS TREEAR OMIA RB 64nNeRBRECET ALLO 

PME AM BILRA BK EAA BOM RSG a. 
| 構 午 を ぎ う で 言 よ ば 喚 介 孔 は キテ ン 質 中 に 倒立 きた フラ ス ュ と 
その 日 の 玉 に ある 六 絆 状 の 得 経 細胞 と か 6 成 つ て で 評 つ て フラ ス ュ の 
Bath HT see Rl, 克 の 約 三 分 の 二 程 は を チン の 財 雛 が 占 
め て 居 そ の 峰 雛 体 は 周 園 の キチ ン ミ 鶴 着 し て は な れず に た ヾ 周 の 
キチ ン よ 5 うす 〈 染 まる の で 下 別 が つき ます . MIBOM BBA こ 
OMFOEe AUTH. MAY, LAMAR i Lige F yFLOK 
達し て 居 ま す . 

前 の 生理 的 貨 駿 及 紫 の 解 割 部 筋 研究 の 結果 は ヾ 喫 赴 器 を 知り 得 だ 
謗 で 今後 は 一 定 の 結果 を 参 測 し つ ゝ 丈 の 寅 験 を や れい ば よい 唐 です. 
BIG 27 BILE HE OSS も の に 香料 等 か ら の 刺 載 を 全 ( さ で ゞ 
が か が 只 様 に し て 基 結 果 を 見 て ば ょ い の で す 。 著 者 は 凌 を 切断 し , 又 引き 
ちぎ ち , BEBE NdIOReL, Melts > HOF OBL, 
AM es 65, FB LE Lie, MBIL¥PNbORTOKN ARS! 
も る の が だ た ゞ 電 に 共 且 的 に の み 役 立ち 他 に 障害 を 異な い の は 至 つ て 


* ATER D PRE OS AR aCe A, 5 BE L 


a eee ee BO RT 


BA RAACBACT, Ben (ear hs PAS RK 
LPL RUMELDVSNENGORT db, BHEMM (LTR 
47 hi EERE > SNFLT REMC TOAB UV BIL} OF 
BE OR SEC 5 で て 基 だ 重大 な 点 で す 。 LORBOER 
は 翔 を 切 つ た 時 は 銃 が 大 抵 基 者 の 喫 鼻 孔 を 残し て 契 を 切断 する の で 
Ja CLM EHE OT ODM e bX 6 PLE eR bdoOsT ERE 
REDS TEO AE eb, m ( PBs nriz Sister Bees | Fee 
A Strange Bees CYHLTIETZLL は 戦は が い - DEB ge 
PER PUT ETRE BNL ORE PCR E20. 
12 PD 45 } ME GB 8 め る 事 が 困難 に な つた 事 を 示 し て 居る 。 EDI 
ALOR FERMI CLS, We bs) ROLE ROE 
EHATZELR A. そし て この 時 .Sister Bees REC-FEEHL 
% Strange Bees を 志 ち に 攻撃 す る 。 暫時 争 聞 し て 後 BORD OMB as 
2 { OF Sister Bees へ の 攻撃 を や ゅ 英 に RRACKELERL TE 
C2 ees, を れ で 著者 の 推測 し た ニニ 十 一 群 の 孔 は 殆 ゞ EN 
a ED ABDTE £ Or RBI EKO MARCHT AH E 
を 以 て この 謀 頁 に 近い 見 事 な 論文 の 結末 を し て 居る 。 FAL CRF 
AWBZELRSOTERNE, an | 
ERG POSADA III EEE TE RN 
ABEL の に て 人 まし は 上 し WIELD 
. WEIL DAO AN OSCE RU HG) B shaft に 存 ie 
pee Is F VL LCE A & EAT OK 
Bi IHRE TAC BEA T. か > 2 EU ak BB 2 Bd Kön- 
CHEL 及び GaZacnalre SD AALE LBL iz る 所 に か ゝ \ る . fig} fg を き 
FS CLM ESEL TASSFERNANR ERT, RAS EX 
に する 程 其 異 状 の 程度 高まる 。 BRAUNER EZ 
ん 、 KH TERRA CP RMR MS SIR 
tS ler D Be MIE DSB Ee A, ee BRET ted) Dae THR 
ROLE NOSTHORARMIAHRNSS II EL TRO 
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POSSI CHT 3 e404 EI HOSE D WALL 
GAGC RSERU SYS CRAMM LOTT aN hak 
BIER TRGEA RHINO lyriform organ’ FAM AYO も の な る で し 。 

AED RROMBI RCP sn sARBOUAS CROSSE im 
i Sp LDR a EL CR TO PMS IMA S 6 RH 
LESARCHROR ST, BAO-WRUAB CORBA ラフ 
ォ オン 等 に て ね りつ ぶし な ざし て 寅 験 し て 居る 。 MAP RYT bE 
か さる 時 吊 威 の 鈍る それ は 室 蜂 に 就 て も 芯 で ゎ る 。 WED Ue 
SZIPINNSZ SER ER - REES EEE ZI ET 
さき 物質 に 翌 し 反 鷹 せ ず , ML oR 2 site RR Ad. Kl 
PAREHE RAM SLAP LTHARAAKEL TORR 
を 遠 け で も それ の 側 に つい て 來 な い 、 ヴ は か ぐす る 時 は や を 求め ず や 
文 ぞ を 側 に お (も 何等 反 應 せ ぬ が 通則 で あわ 2, 8180 Hauser は 彼 の 
Rio re Mis at Ste Lit, ROMR EL RRROS <( iS 
MBI TCA. 多 ( の 昆 吉 は 人 鯛 角 を 切る で 反 鷹 せ ね が , 
を arabus, Melolontha, Silpha WERIKELKOHUR EZ HOLE 
REHORERKELKZELTM OR. Miss Frgrpb に よる を 彼女 が 
BLM DMD ROI v 402 の み が 壮 よじ て shock か ら 回 復 し た 
墓 め で あつ た 。 誰 一 人 < し て 製 察 用 の 昆 加 の 行動 を 細 審 に 取調 さて 
爵 で 捕 確 に 凡 角 切り 又は を その ま ゝ に せる 昆 門 の 捕獲 上 舌 態 に 於 ける 
Sie SIL Hit Als RPoie, 僅か に Miss Frsrp が 手術 せる 及び 常 
HO RDM vA LTP L て 英 れ る 歩合 を 正確 に 知る に 便 
し て た る の み で す 。 展 者 が 生理 的 質 験 を な す に 常 $ 其 手術 に よ ゅ て 
TORE CCRRE DO UBD A IAT RH eS D> GECHEN 
に た 半 する が 如き ) を 確定 し な か つた さ 云 ふ 重 大 な 欠点 が ある . 

刀 の 落 属 器 を 切る 事例 へ ば Fossr が し た 様 に 頭 の 下部 を 切 世 する 
如 な ざ も あわ ま うり 威 芯 出 夫 ぬ それ は か ふ \ る 手術 に よる 時 は に きれ に 
BENMRFRHLLUSDSMZELL SS SAH ET ER 
QMSKE TEE Rt Lon, Me bx sc EEE How 


104 Ra See TWEERM 


¢ Ole TIME EN: O53 He OR RAMs 
(Aes SHIP u>, Mis L UG BL CWT 2 4 JonNsron RB 
BIBT ARSMBO KRM AS DOU 6S. Foren os Lizme 
FAD PD Vis AA DS 6S Sf WMD KH FRE KH IN 2 
すぎ な い 。 CAA 2D) or ROH FG A HZ s Pee 
れる . VEO CELI ZH EDER UL LS L FR A 
TIEHRRUEFFER TUBETSBZ, LOL ENTER ER 
LHABHHHSOT A TNVRAMBC MT AU BE FEAMEN ま 
る shock Of BIZ e RABI HT ADBEBC HSS. 

iii REROBHS LOSI WHAL MAR eA LTH. EC 
_ SCHENK の pore plate {IR TMBBEB~ COM, CRLOVISCE 

9 DIME} AAE LTS b3 WR eB ik EB FT, 2 OFF OA 
KRArZUBERDZNLLTEIROB BER E OH a U A 
し な い 。 Peg は 〆 ダ に な い が LEBBEELSBLDOZZUEE EEE dd 
し 得 な い . 三 種 基 は ヾ 同 敷 の Fosgrs flask ¢ pit peg と を 持つ て 居る . 

SCHENK の 考 で は せ で 働 蜂 と で で は peg が , の で は F. 氏 Hask & pit peg 
さ が 各 吊 威 器 と し て 作用 する で < 云 ふ の だ が , 之 れ は 不 合理 で ある. 何 
さ な ら ば これ 等 後 二 者 が 〆 の み で 作用 し ゃ に て 作用 せ ぬ で 云 ふ が 交 
きい は 不 入営 の 考 で あぁ る , 耳 之 等 二 者 は 敷 も 少な く 〈 大 きも peg Lok 
か に 小 で ある が と 生理 的 に 比較 する 事 は むし ろ 不 営 で ゎ る 。 麗 に 等 
蜂 の 角 ー 角 器官 は 感 載 器 て は あら 6 ぅ が 諸 種 の 臭 舞 を 用 ひ て 得 た る 結果 
を 完全 に 解明 する に 不 充 趣 で ある 。 RLILISUSEFOHENZ 
EINS 4 の 2600 2.9, 働 22oo 3.4, 2 1800 4.9 Tin ABBE 
TEOHRERREOHHEN- KT, 

38 pore plate VEMEILTEK peg は 蜂 の 雄 に 欠く ABLE IE 
類 に は 殆 ゞ な い , A Vom Ratu, Nacsr 等 に よ る さ 之 れ は 和銅 角 及 口 巻 
以外 に も る ざこ に も 存在 する 。 MROMEKLETZUBETN I AR 
な く 又 昆 問 の 編 角 に 相 営 する 器官 も な い . 以 て 吊 角 説 反 翌 す ぁ 一 
理 曲 と な る 。 上 逃 の 如く 《 で 鯛 角 が 嘆 感 を 司る で 云 ふ 前 入 の 説 は ZH 
自身 が 破 壌 され る の みな ら ず , 見 事 に 之 し を 説明 す で き 車 哲 の 出現 
に ょ り て 昌 に 完全 に 消滅 すべ き 運 命 を も つて 居る (5 
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Fe MO BE Ae AK BE 

(HENRY SKINNER, How does the Housefly pass the winter?, Ent. News, 
Vol. XXVI, No.6, p. 326-7. 1915): 

ERrRPUVZORZFRFTTLAH ABR dH 2NePUTHS 
Aces ee UTA TAL OCR TAR RS Ht HASE 
IL 7, FF mw FH HH TC 3 RM SK HB TR STAR Liz 
が 英國 の Dr. S. Moncron CAPEMANN NH BOM VEL TROBE 
Re B12, “SALT SAM A KA TBAT る で 主張 する に 足ら 
33T. Hb SHAS ER RMO RoW 12, が 他 の あぁ 
る 種 例 へ ば 最も 普通 な Pollenia rudis F. BELHOMRtRHs 
nt, FUT LAM OB HERE TRZTZAONTCPH EEE 
の 証 差 が 得 ら 5 れ な けれ は な ら 6 なかつ だ さく 詞 ぉ 結論 に 反 習 する は 困難 
で あぁ る 。 上 果して 成 誠 汰 態 で の 越 科 を 殆 ぎ な いで 考 へ る で 炊 の 事 は う 
な づか れる , 即 も 毎年 家 螺 が 非常 に 増加 する 時 期 の 比較 人 釣 た そい で 
云 ぉ * 事 は た そら 6〈 家 や 其他 で 盟 65 ず に 科 を 越す 個体 の 敷 は 存外 少な 
いざ 去 ふ る 事 に 因 る の で あら ょ ふ 一 但し 冬 の 終り に 生き て 居る 雌 が ある 
で 云 ふ 事 は 必ず し ゃ る 略 際 春 に 産卵 する 迄 それ が 生き 長 へ て 居る の だ 
る 決定 する 証 擦 に は な ら な い 事 勿論 で ある -- で 一 般 に 信 ぜ られ て 大 
ZRMUDOLTOLBELTEBZEV SI BUHE IT ZETH ZZ. 

E. T. Cresson REC IATIAMER (1915) * F VOR Z 
MES 7S 17 日 に 一 雌 は 包 に 充分 硬 か つ た が 又 完 全 で あつ だ. 之 等 に よ 
5 越 科 し た も の は 一 も 得 ら れ な が つが 事 が 解る 。 同時 に 新しい の が 
取れ だ 事 は 注意 に 値 す る, 之 等 冬 又 は 早春 に 出 た JS RL が も る さ に な 
つて すばらし い 増 殖 を 衝 げ る 事 は 事 質 で ある か ら 別 に 雌 が 越 年 し て 
春期 に 至 つて 産卵 する か ざ う か を 用 随 せん で する 必要 は な いで 思 は 
MS, そ に か 〈 こむ 等 史 剖 の 越冬 状 能 及び 冬期 肥 早 春の 幅 の 研究 も 
同時 に 必要 で あら ょ , 

英 米 二 國 の 如き で 家 虹 の 越冬 状態 が こん な 程度 に し か 解 か つて 選 
な か つた 事 は 滑稽 な 様 で わる が 一 方 に は 知人 の Field OV Tr d Kv 
事 を 指示 し て 居 て 尼 快 で わ 4. (min) 


106 EEE ORO BOR 革 


カメ ムシ 類 の AR zu, HAT EM, BO FB AR AT | 
DAL DTT BOI b OWL 5 も ある o 人 然し 中 に は 司 種類 U Me 
KA R(t GEL) OCA S BVO’ BIH VAS SO AH He 
ASSP COC, AURLBMIREL OLB WE TF 20 
PONE DL (1 ARH Ae ik 8 MDBIOL OW 


Apherochiridae INTELEH 

Gerridae アメ ン 示 類 (一 部 ) 

Velidae A ce 
Reduviidac サシ ガメ 類 (一 部 ) jr 
Mesovelidae | ・ アメ テン 寺 一種 ot 
Cimicidae デン キン ムシ , 
Nabidae | VENPLIAR (#8) 
Lygaeidae ナガ カッ ムシ 類 (一 部 ) 


FATA RV 日 ま に 産 す る の は 殆 ん ざ 短 次 の も の で あぁ る o 極め て 稀 に クロ ナベ ブタ ム 
シ (Apherochirus viiiatus Mars.) に 閉め 尾 端 まで 達する の が あ ち a ie 
J) これ は 飛翔 し 得る か が ざ う か は まだ し らぶ べた と きび な い o 

アメ > 款 で は Halcbatinae に 属す る LOWED wo LHL Cae HET, 
HAI OL V1. SE Metrocoris histrio Bucs. (RS BT ZO CHS れ て 
Who INUMBTDBZUNT ES TÜR LAMO b DU 52 0 MIRE ST A 
HRLEIREPHRTHOTFELORDR- EI TR 2 NER bE CHO HL ee 
め ある で いふ こさ で を 話し て 居 ち れ た 。 NER DT ER BRUNE by シマ マカ ハグ 
EDA CHALE MED TCHS 其他 Neogene, LEAD bi. さい の も 
DL UEC WILY BSo 

Velidae Rik FA DRIES BOCBSZO FHI Microvelia, Kotovelia 等 
HAc HMMWDYOTCH BohD LARA), 2B UTDS— Rhagovelia 4 Mit な い o Li% 
に は 海産 の も の も ある o > 3 

Reduviidac に い 可 な り 逆 2 な い の が お ある o Velinoides (NIE ン サ シン ガメ ) ば 最も 
著しい o Emesinae PL FHL ABI も 次 を 鉄 いた の が あお ちる 。 X Oncocephaius 
に BOR AME, HOC BMICPSOM EDS, RM 一 種 内 に も 可 な り 大 中 が ある 。『 

Mesovelidae も アメ ン 記 に 近 ( 小 さ な も の > KR LK お ろ 。 私 も 宇品 産 の 『We- 
sovelia な 一 種 持 つて ゐる 。 逆 は 全然 な い o 

‚ Cimicidae 郎 ち み ン モン ムシ ー nor HE EE ak a EA | 

Nabidac は マキ バ サ シ ガメ 及び アシ ブ ト サシ ガメ 等 て ) RNEEDSTEIR CHE 
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Nabis apicalis コバ ネ マ キバ サシ ガメ (LIER A さく あろ がめ, BORNEO MKT 
に は 矢 張 り 他 の マキ バ ザ サ シ ガ メ ミ 同 と 様 に 腹 端 を 越 る で ら ゐる の が ある o 

Lygacidac ¢|{ Blissinae の も の に は 長 弟 くさ 短期 さわ る も の が ある 2o と は は ざ 5 ら 6 ょ 6 
5A SA BCI 居る 時 が あつ た り し て , ざ ちら が 一 般 の 形態 て わる か を 定 め ST v0 

YLOFRAEELTAZ SHARED OTHER , AMD も OD HX SF 
Bow VY MIM MoMOMTATL 差 去 は な いで 思ふ 。 幼 還 時 代 に は 有 交 の も の も 。 無 
AD 4 DEWEY B05 Lo それ で 何 か が ある 自然 の Condition に よ つ て 天 第 に そい に 
BEL TMIHHELT SL. それ て 時 る 偶然 に 所 調 先 家 包 りす る 奴 が 出来 て くる わけ 
T320 > 

34% D Condition さ は ざん な も の で ある る か らき いさ, HOLOMRBLRS EBRD 
Lygaeidae の 奴 を 除 ( 外 は 惹く 食 爾 性 の も の だ さい ふ こ さ に 無 が つく 。 る そこ で 人 の 食 草 
性 の 棒 筐 全部 完全 な 逆 わ る こ ミ も 思ひ 営 食肉 性 の 1 の は 食物 を る 上 に 水中 及 は 
業 沿 に 於 て ゲン ゴロ ウス ヌ ロ ゴミ, ラサ 等 の 様 に 非常 に 迄 速 な る を 要する わけ で ある 。 その 

か は り 飛 区 す る 必要 は 比較 的 な く な る わけ で ある 。 何 さ な れ ば 植物 を た 食 ふ 方 ば 此 考 か ら 積 
種 交 に 求め みみ けれ は 食物 が 得 5 れ の か ら な る べく 運動 する 器 宮 が 装 達 し て , を の か ば り 食 
物 た 食す る た み に 動 物 を 2S LO SR FROREM NIE, HE, AADEDHLETZ 
こ で 等 を あま り 必 要 ほ し な い が , MMOH VIM 2 Bo REN TEH DIES 
すず で も 、 玩 孝 か がら 知ら ず に や つて 挫 る さい ふと で が 有り 得る ぼ き は 直ちに 想像 ずる こさ ぷ 出 
來 る 6 それ で 運動 の 方 は 玩 は 少し 位 な (な つて も 足 の 方 が 迅速 に な いけ 攻撃 捕 導 に 便 で あ 
Y ARE RI MRS DI CSSh 5, MAREE ZLOB DURST AD 
(Vit, 2k tb Oe REL ROFOBS UME OU CHS. こし を カメ ムシ 以外 
Kile DUILETAB TV OMT BSH BL. Es FFD RED AIRIT CRD FA 07k 
さき で ゞ る 等 で ある o 飛 閉 を し 得 ざ る カメ ムシ 類 は 流水 又は 昆 還 の 周 園 が 食物 の 供給 購 宮 な る 
左 に 居る も の を 主 ほ きす る 。 然 ら ざ る も の は 矢 張 り 閉 を 用 ぶる の で 退化 し な い o RAM ERM 
IE, 急流 或 は 大 な る 湖 に 限り 棲む わか の チ すべ タタ ムシ 類 は 逆 が な い 。 何 さ な れ 
は 耳 者 は 食物 を 供給 する と さま 無限 で ある か らち 。 こ れ に 反し 他 の 一 般 水 本 類 は 池沼 氷 財 侍 
に 棲む を 以 て , 食物 の 不足 だ 吉 た し た 時 に は 空中 飛行 に よ ょ つて 移入 し な けれ ば 恋 貞 な の で 
OS, EL TEV ERE ORY bo RP EL HRA S OKITA 2 UELI 
AP BAU C DAM OMIM S Le MBC RAMS る, と し は 食物 が 不足 の 
BPRS MED HAD 5, Rz TRAD 72 DIRE DP 2 DRE ROT, 歩行 し 
#SRCHESMEKKKCHS. MMEDTIEHBZLOLT ORD XML OD 
DAMCLATHRALIITEASZDOCLE SVD? Bit tke cCHKRS6 MBUEOD 
説明 ほ き て も 自己 流 の 解 租 ご ある か らち 嘘 か 6 知 し ねら . 8, 554 TSR S ER ARES 
思 は れる 。 PLOBRRLDEMEA CAMO T LUNAR SRY) & fo (1M =) 
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1 Ae 
WEAR Ve UH B&B BR 
京都 府 高野 郡 表 党 村 京都 高等 久 業 學校 
札幌 司 北 太 條 西 七 丁目 高 橋 R -K 
2 Les AK SF WK MB 


8. 死 記 者 芝川 久之 助 氏 ( 三 月 上 日 大 阪 に て ) (ARERR 7 ASR) 
人 4 移 m 
東京 湾 谷 申 滋 谷 一 〇 二 佐々 木 繁 多郎 方 敷 井 正俊 氏 

5. Sa bit 

HP AAD ED BD Be ee 
EIDATSKO BH 2ROR oP READ, KE = — ar X 
BE THRON FAR LI Lied, 同 君 は 全 年 度 よぅ 
uk BOB PIER LTR ABC TBR LTE SENAT 5TCH 
5 ます 。 ZIRBOREKC HL TR 6omReHeFceeo られ ま 
せん 。 
6. FREE BARATKB KABEL tTH=AT—AtR RRA 
FEA BAe eo RR TA TR RS SLT. FR 
IGRI 5 渡す る も の 七 名 。 (itm) 


7. BEF MLZ 

AS RUBO-ARSENWRZHRBEATLABSR Bl KE 
BM 64 Lito MAORI NAODSRICKACLONROT AE 
は 何れ gies し が 思 は れき ませ ん で し な が 。 DEVMABCKRY 20 
は 今更 述 べ る 必要 は 少し も る な いで 思ひ ます 。 本 誌 前 跳 の 起き SRE 
編 帆 等 若 の 手 を 経た ゐる も る の が あり ます 。 君 が 絶筆 「 ク タ 号 カゲ ロウ の 
臭 舞 」 は 二 月 十 七 日 執 筆 せ られ た も の で あり ます が と れ が 絶筆 き な 
SCR, BCOBRAT CPF UCHR MENA £18, 18OR 
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ょ よら な か つた の で あせ 『 ま す 。 BUWUNACRO, ZIENE ves, 
EBEERBEFOMTERETHITRDI TA. ABRAM MEE 
持た れい た の は 中 學 時 代 か が ら 6 で , ZNYK FRE SAK TBB ENT 
BRC MEE, そう し て 得 識 ぐ は 非常 に 大 な る も の で わあ ゎ 5 ま し だ た 。 
を 5 _THRHEBCAVCEC BAL TREE HOBDBI HS n BET 
あつ た の に , PROACH RVNIEG SERVER, PJEVAFELW 
事 で は ゎ あり ませ ん か 。 君 は 朋 治 世 一 年 十 二 月 革 夫 旦 大 阪 に 生 , & 
ApS ck, HSE, IL See EL, 四 十 四 年 山 
Dm See BR ee Ons lo COR-—7 ERDER AK SE 
PAB CN, その 後 全日 に 至る まで 軸 業 に 従事 し て 居 6 れ まし 
Zo その 暇 に は 昆 結 了 加 に 習 し て 非常 な る 趣味 を 以 て 弟 集 研究 せ られ 
Lo 君 が 遣 され た 貴重 むる すべ て の も の は 十 婦 完全 な る 方 法 を 
UT, BERBETORDSEN, ZEODERLFER FAND BB LT, RAK 
PA SNZDTH FET IN UN KR T ARD DI SR USE Fo 
口 符 は 君 が 最近 DHE COMME CHD ET, (ne) 


正 訓 と 御 過 で 
BG D B, ERZEIHATZLDERIEELK To 
p. 46. 1. 17. ィ ジ テン は ィ ツ テン 
p: 45. 1. 28. when は since 
by 4. 29, by the late は by Mr. 

Pe = Lisl. before は while 

p- » 1.34. 1912 (X 1913 

p- 49. 1. 5. reported this は reported 

eee ini Be ギン 9 へ ツリ モジ ( 新 艇 ) は カラ フト へ リモ ン 


Hilohe te CS [ial Hit (LA Ae D J OES SE HG OA Bk BRO hE te D7: H, 甚だ 
BILL DIY ELT HERAOH. ChB ONAL TABS LATO RECHA 
9 SHEARED) LMR TCH LVAD MRAZS CT OD 6, Mao MREMRS ce 
CHROLT AN, SUMAN MRS, MHOMS LB EHEN 7 ORT 
る こき に な り ま し た か らち, 一寸 御 断 り し ます o (Ei) 
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EXCHANGES. 


Fellows and;subseribers are invited to 
make use of this column. Not more than 
six lines can-be allowed foreach: 


Duplicates—Japanese Rhopalocera. ca. 
100 sp., Heterocera ca. 500 sp: and Odo- 
nata ca. 50 sp., unset, in envelopess 

Desiderata— Lepidoptera and Odonata 
of; the world. - Akio Nohira, Ichijoji, 
Otagi-gun, Kyoto, Japan. 

K desire specimens -of Hemiptera, es- 
pecially Heteroptera, of the.world. In 
return I will give Japanese. species of 
Hemiptera and of other orders. - 'Teiso 
Esaki, No. 1, Shinkawasaki-machi, Kıta- 
ku, Osaka, Japan. 

Duplieates— Japanese and Formosan: 
Lepidoptera: © Desiderata—Lepidoptera: 
of.the world. Iwähike Sugitani, 3rd 
High Schovul, Kyoto, Japan. 

Duplicates—Lepidoptera of Japan. 

Desiderata—Lepidoptera of the world. 
Kichize Takeuchi, 4-chome, Minami- 
Kyuhoji-machi, Higashi-ku, Osaka, Japan. 

Duplicates— Japanese and Formosan 
Coleoptera and Lepidoptera. Besiderata 
— European Coleoptera and Lepidoptera. 
Motojiro Suzuki, Tun! ciehi: Hanszuno, 
Kyoto, Japan. 

Duplicates— Japanese and. 
Buttertlies. Desiderata—Rhopalocera of 
the world. 8. Satake, No. 48, Aoyama 
Minami-machi, 5- -chome, Tokyo, Japah. 

Duplieates—Jıpanese Lepidoptera and 
Coleoptera. Desideraia—Lepidoptera and | 
Coleoptera of the world. Shiujiro Hira- 『 

| 


Formosan 


yama, No. 687, Shibuya, Tokyo, Japan. 

Duplicates — Japanese Formicidae. 

Desiderata — Formicidae of the world. 
Che Teranishi, The Tokyo'Nözyö Univ- 
ersity, Tokyo, Japan. 

E offer in exchange for Myrmeleonidae, 
Chrysopidae, Hemerobiidae; and pH 
ir determined Odonata, Neuroptera and 
other insects. Esben Petersen, Silkebore, 
Denmark. 

Duplicates — Hymenoptera and other 
insects of Japan. Desiderata— Hymeno- 
ptera of all parts of the worlds. Noba- 
yeshi Tozawa, No. 367, Kitano-Komatsn- 
bara-cho, Kitaku, Osaka, Japan. 
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NOTICE 


Subscriptions (Yen 1.50 post free, per year) should be sent to 
The Entomological Society of Japan. 

The Entomological Magazine is published quarterly per year. 

Any person wishing to join The Entomological Society of 
Japan can be admitted by applying to the society with his 
annual subscriptions, 


To Contributors: 
Copies shculd be typewritten whencver possible, and will be 


published according to date of reception. 

Separates, if desiied, must be ordered in advance of publication. 
25 separates, withcut change in form, will be given free ; additional 
copies will be supplied at cost, 

Copies should sent to the society. 


Exchange of publications with other scientific societies and 
institutions throughout the world which publish articles relating 


to entomology is desired. 
All correspondence should be addressed to The Entomological 


Society of Japan. % Hanazons Entomolozical Laboratory, 
Taniguchi, Hanazono, Kyoto, Japan. 
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ON SOME EXAMPLES OF ABERRANT FORMS 
OF JAPANESE BUTTERFLIES. 


BY I. SUGITANI, Azgakush, F.E.S. JAP. 


AK FS EB We BL FR TE DO Be Hil 


. Rt Bea n AHARASS « A 
As I have delineated some aberrant forms of Japanese butterflies 
in the accompanying colored plate, I want here to give a short 
description about them. 


| 1. Papilio sarpedon L. ab. (Pl. V. Fig. 12). 
2 This is an aberrant form of P. sarpedon L. var. nipponus 
FRUHST., one of the common papilios in Japan. 
. The only difference of this specimen from the typical one is the 
appearance of a green spot, (5x2 mm.) placed near the end of the dis- 
coidal cell and parallel to the median nervure of the primaries. 

The secondaries are heavily damaged, but so far as. the specimen 
appears, there is no more abnormality at all. 

‚ Length 2 20 mm., exp. 67 mm. 

Hab. Osaka, Br by Mr, T. Esaxr (April, 1915) and kindly 
presented to my cabinet. 

Remark. ‘he medial band of this species is considerably variable, 
but in the above specimen the case is quite different, and it will be a 
remarkable one. 


2, .Neptis aceris LEE. ab。 (Pl. V, Fig. 2.9”). 


of Coloration similar to N, aceris, but it differs from the type 
specimen as follows :— 
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Upperside. 1. Primaries: white median band slightly displaced toward 
the base. Submarginal band broader, consisting of 2 groups er 
spots, one containing 2, the other 3, 

2. Secondaries: white median band interrupted at the 
median vein. Outer half dark brown, with 2 traces of dark bands, 
the inner one becomes distinct in the region of the, anal angle (cells 
1,.7,.T.. TIN) , 

Underside. 3. Primaries: markings correspond to the upperside, 
Secondaries : median band not interrupted, but connected by a nar- 
row transversal stripe; 2 broad white band along the outer margin. 

Length の 15 mm. exp. 40 mm. | 

Hab. Köbe,, collected by me (August, 1907). 

3. Melitza phoebe Knocn. var. scotosia Brrr. ab. 


(Pl. V, Fig. 3 2). 
2 Upperside: — Ground color of the primaries reddish yellow, basal % 


eat darker; excepting the discoidal cell and the base of the cell Iy, 
black markings all disappeared; veins black; costal and outer margins 
black. Secondaries dark brown; discoidal and anal parts reddish brown, 
in the former a black spot at its centre; 2 dark bands in the outer half, 
the inner one being smaller. | 

Underside:- Basal 4% and the region of inner angle of the primaries 
reddish yellow; most of the middle part infuscated; apex light yellow. 
Veins: basal parts of II, III, IV reddish yellow, remaining parts black, 
especially in the apex. Terminal line black. Secondaries: inner half 
deep black with 4 reddish yellow spots—that in the discoidal part a 
black spot in the centre 一 - so that the outer part of it forms a strongly 
curved band; outer half light yellow with a dark brown band and black 
terminal line. Veins yellowish white in the inner half and black in the 
outer region. | 
“Length 2 17 mm. exp, 48 mm. 

Hab, “eat in the Province of Shinano, collected by me (22, jaye 

1913 
4. Melitesa phoebe Knoch.. var.'seotosia BTL. ab. 


(PL. V, Fig. 4 の )。 
‘Sf Upperside:- Ground color of the primaries reddish yellow but 


much brighter than the former specimen; black markings almost dis 
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appeared except the discoidal cell, cell I, and outermarginal part. 
Secondaries : ground color the same ; the basal part, the periphery of the 
discoidal region and a spot in the centre of it black; outer margin fringed 
with a broad and waved deep blackish band. Veins black and conspicuous; 

-Underside :- Primaries: similar to the upperside, but much paler; apex 
yellowish. Secondaries: basal part somewhat similar to the former 
specimen, but the black median band vety narrow, also the hind marginal 
part obscure with dark scales. Outer part light yellow with black ter+ 
minal line; 2 series, of pale orange spots and black arcs form the sub- 
marginal and marginal lines. 

Length の 18mm. exp. 43 mm. 

Hab. Oiwake, collected by me (22, July, 1913). 
- ‘Remark. The development of the apical part of the primaries is 
imperfect. The species is very liable to vary; but it is interesting that 
the above 2 specimens were collected one after the other within 60 minutes, 
the 2 was taken on a flower not far from the place where the ¢” was 
discovered. 


5. Araschnia burejana strigosa DTLR. ab. (Pl. V, Fig.5?). 


2 This is no other than an albinotic form of the species. 
Length 2 15mm. exp. 40 mm. 
_ Hab. Kyoto, collected by me (4, May, 1913). 


6. Araschnia burejana strigosa Brie. ab. (Pi. V, Fig. 6 0”): 
の Coloration similar to that of the typical form. : 

Upperside :— Primaries: inner half deep black with 3 reddish yellow 
spots, 2 in the discoidal cell and 1 in I, ; network of white lines disappear- 
ed, The reddish yellow median band consists of 3 parts, viz. a spot, in 
the cell 1。 larger spots in the cells II and III and a V-shaped one in IV, 
V, VI; 3 white dots in the cells III, IV, V at the outer end of the median 
band are retained perfectly. (The 8 dots may be observed through all 
the seasonal forms of this species, especially in ⑦). “Outer margin black 
with a row of 6 circular spots, those in the cells Is & II obscure, the 
remaining 4 somewhat white, especially those in III & VI. Secondaries: 
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inner half black, wanting the network. Median band very broad; black 
spots in the cell IJ and III unite with the blackish anal part. Marginal 
region black, with 2 series of broken lines, the inner reddish yellow, the 
outer white. 

Underside:- Main difference from the type-specimen are as follows :— 

1. Primaries: black stripes along the inside of the median band in the 
type-specimen replaced with dark spots, specially in the cells IV V, VI, 
they are rectangular and conspicuous. 

2. ‘The region of the inner angle yellowing and no markings. 

3. Secondaries: Ground color fresh yellow; most of the reddish brown 
triangular spots in the basal part disappeared. 

4. Middle part vastly yellow and no band. 

5. Outer part similar. to, the typical form, but the delicate ornaments 
along the fringe mostly disappeared. 

Length (715mm. exp. 41mm. 

Hab. Kyoto, collected by me (4, May, 191 9 

Remark. The 2 specimens were also collected in the same morning. 


7. Zephyrus attilia Brem. ab. (Pl. V, Fig. 7 2). 

2 Underside:— The median line of the primaries far broader and 
touches the spot at the end of the discoidal cell. In the secondaries it is 
also broad and turned sharply along the vein VIII forming an inverted F. 

Length 、 10mm. exp. 32.mm. GER 

Hab. Otwake in the Province of Shinano, EAll-cihä by me (24, July, 

1915). | 3 

~ Lastly, T have to express din hearty thanks to my various friends; to 
Mr. T. Esaxı, for his valuable present; and to Messrs. A. NOHIRA and. 
M. Suzux1, for their great kindness in helping and encouraging ; my; 


publication , of this PRe も 
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HAHEIATSITTROH RER, BRKOBRe PAe He 
BOHRER eh lt BER ER IB we sirens 
次 に 夫 等 の 特徴 を 記載 し 同好 諸氏 の 高 忠 に 供 へ む 。 


1. Papilio sarpedon L. ab. (Pi.Y.rig.1 の). 


〒 こ は 本 邦 普 通 に 産 する P. sarpedon L. var. nipponus FROgsT. に 
—KINE 4, ABO Gi: ApS hls (PRK CORA (CE 
3 5mm., ii 2mm.) ORM CHT 6 HRORE TFT, LOMB 
を 形成 す bee ¢ ARRIBA UTE 
wh DIR & SCH Nb HBL F SMITA db. 然し ざる も 恐 ら 〈 其 
他 に 異常 の 点 な きも の な ぁ る べし . 

KR 220 mm. Baa 67 mm. 
EM 大 阪 市 肉 (1915 年 4 月 中 ). 

ARAL PACT Ms PSR SEA 特に 余 に 贈ら ん た る ゎぁ も の に し て 
氏 自 身 の 採集 に 係る る の な 5 ぅ 5. - 

元 傘 本 種 は 遂 化 に 富み 多く 《 の 形 を 有 す れ ぎ も FR ROTER 
癌 何 に 止ま 中 室内 に 凝 化 を 起 し ん る も 6 の 稀 な る が 如 し . AAO 
常 形 中 に は 中 帯 の 消失 し た る も の (スル スミ アゲ ハ ) あれ ざ も 上 逃 の 
個 條 に 於 て は 反 軸 に 新 紋 を 中 室 に 生成 し た る も る の に し て 放 注 目 す べ 
きも の な る べし 。 

2、 Neptis aceris Ler. ab. (Pi. V, Fig. 2 の ). 


SEA, 中 央 の 自 帯 は 生肉 側 に 位 し 通常 不鮮明 な る 細 條 さして 現 
は 入 た る 外側 の 第 三 壮 は 此 標 本 に 於 て は 五 個 の 百 班 な な り て 現 は ぁ る 
BMW), 後 竣 の 中 普 は 全く 中 室 の 年 途 よ ? 避 断 せ 6 れ 後部 
は 内線 基部 に 於 て 三角 区 紋 こ な り , RB Ro 
MET, Was oA S "ita D 381 LT RAR EO ZI 
Di € MOS LAAMI bSEORE OK UTHRKH SC 
RRO TAMERS. CERRO HA WEES he LEH Cr 


BES UMP CH BN, AHO MMR AM こ は 
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RG ¢ typical form CA THE EI) EIS MITTE TAKI B= 
MHEOHLTEAMKDARFLIKELTH I TBEIBEHRVP EN ER 
ひび 形状 を 幾 じ た る 。 6 の に は 非 ぎ る か が 。 賠 版 に 於 て は 不明 購 な れ ざ も 
第 三 論 の 外 方 を 走る A KS 此 標 本 に 於 て も 依然 と し て 残存 せ る 
PUTED AAI SHE LT BER 2 LOK は 非 ざ る べし 

体長 〆 15mm. BAR 40 mm. 

Eu ih ATP ZB EP, 1007 年 8 月 中 余 の 採集 に 係る . 

TE SE ORE CS SEE > BON Em Da 

低く 中 断 せ も 5 る ゝ は 稀 な ぁ る が 如 し . 


3. Melitzea phoebe KNocg. var. scotosia Brrr. ab. 
(Pl. V, Fig. 39) 


AAD BRS, HR OBIE OHIO —id typical form る 同様 
IZHVE SMMOMAIZS ( HERR A KILO TEN A RRO 
み 題 閉 な 5。 (ALARM LRA CSAAOH=HOL BAH OBRE 
EH LCPHOMEA CIES KY 5。 BUUBERIHELON 
M(t OF Dis ( —BA dD 6) DAPREOMEA LE LEW A E 
BBBLLTREIPADO IE ERDE NL Bi, ANDERER 
斑紋 を 有 せ すず, HWE RRS, BERR, BOPRBLBe, AU 
UILIV KOM BH MwA Rit >, AMAR LoTR 
DRBEHICEIFPFENLARIIMDEHEHd, RAOHFURE 
ULC RBOM a IH INC HIN Bt FOAM RE ( At 
ARMS D ARE Hd, 基部 は 黒色 , PRTC OMRDR, 中 室 に は 表 
WIRY CMEC —BADS, WRIRWONECK CRBAR 
HBULTHAFCHTOHEN る 黒 線 と し て 現 る . 

体長 や 17mm. BARE 48 mm. 
産地 長野 肥 追 分 、 Yo3 年 ? 月 22 日 余 の 採集 に 係る . 
4. Melitzea phoebe KNocg. var. scotosia BrrR. ab, 
(Pl. V, Fig. 4 7) ; 

SER TER TSE TNS 4 何 typical form に 

BO ORO ID 5、 後 翔 は 之 に 反し , Aue BABB 
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PUTRHU EN RPEOME SH ( BBA LUT HBAS 同様 
OBAPAL, HAR ( HROWE PH LBA OMWRZ 2H 
せ 5. 裏面 , wR! し て 前 線 角 の 近傍 は 黄 自 , 中 室内 に は 大 小 
五條 の 黒 褐 横 紋 あり 。 TARR AA FAB TE DE 2 EA EL 
を な す 。 答 次 は 黄 白 , METER, 基部 に 接し て 凌 点 あり 。 中 室 の 外側 
に は 怖 曲 せ る 細 き 黒 帯 ある も 内線 に 近づき て 廣 ま 5 且つ 不明 瞭 さ な 
SPELT ABCA RMS SHER E LY 部 外線 線 は 赤 黄 
. 仙 の 点 列 を 形成 し 外 絆 線 は 黒色 新 月 紋別 を 急 し で 刊 然 す . 
ME, 前 超 前 線 角 の 王 展 不良 に し て 色 澤 る 赤 之 に 近づく に 従っ つて 
RE Tb, 

RE の 16mm. SEHE 43 mm. 

産地 長野 騒 追分 。 rors 年 ? 月 22 日 余 自 身 採集 す . 

TLAK Melita 羽 の 閉 の 斑紋 に 凝 化 多き は 原 に 知 6 れ が ' る BER OL 
て 種々 の 異 冶 の 記載 せ 5 れ た る も の 少な か 6 ず . Bio ik 
RCE B+ AAR M. athaliaD te Fic KT bas 
— GN boHRL, LROTABOMsukwIn }BtOBKVS 40D 
ISDA, I WA O MS L—BIMO Be +t b, 7 APB 
y= id. ME. phoebe var. seotosia は 多 敷 出現 し 余 は 其 内 ょ りこ の 二 頭 
を 網 し 得 た だ ぁ AOU UT, BAUS So (I TE TRA 
見 る を 得 ざ る ) M.athalia < 比較 し て 其 班 絞 の 系 統 , KWOK), 産 
地 の 相 知 等 ょ 5 し て seotosia の aberrant form な る で [し 鑑定 せ し 次 
BSD. され ざ 才 等 の 研究 に 同 つ て は 少く さも 余 自身 に 取り て 何 ほ 
か が い ヽ . ぁ る 標本 の 鉄 志 を 痛切 に 感じ 望 を 後 来 の 好 幾 に 嘱 せ り 。 更に 附 記 
GS AAG Hs —T & hie 6 FT EAI T PORE GIO SR 
HRS LCS を 捕 へ た る 事 質 な り . 

5. Araschnia burejana Brew. ab. (Pl. Y, Fig. 62). 

? ze 18 typical form で HOE ET AE RMD PASE LC Bee 2 
個体 な 5。 BMY RPA OT tL BIO TRH HOM FAST RN HE 
emotes tins. Ri —MC REC し て 赤 貢 の 部 分 ば 資 色 
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に 。 黄色 の 部 区 は 白色 に , RBPEAOMPTLRAREE 4, RER 
IHRADDIELEI TREE IH EL HA TER I He 
体長 2% 15mm. ARE 40 mm. 
産地 MA 1013465 A4 BROHKT AAN 5. 


6. Araschnia burejana Brem. ab. (El. Y, gig.7 の) 


A Es ar ee ee 
KOEMLFREI IRRE AT 基 肉 年 は 全く 黒色 に L TEE 
部 に 存する 細線 を 鉄 き , 中 室 に 二 個 , LEI - Mohn >. 申 央 
帝 は 大 年 途 に 於 て 大 い に 太 ま 5 殆 ん ざ 前 玩 外 生 の 年 を 占 む れ ざ ORE 
続 に は 逢 せ ず 二 叉 し て 絵 る 。 此 閉 の 外側 に 洛 ひ IL, Iv, VERE — 
個 多 小 白 点 あり て 中 央 の 者 最大 な 5, 此 三 点 は typical の 各 seasonal 
form (特に の ) に 於 て も 認め 得る $ の に し て 注目 に 人 すぐ き $ の な ぁ る 
べし 。 BRC BORKDAGM ORS 5 て 就 中 IL 室 に ある る の 
ARE, I, VI 室 に ある も の は 白色 を 帯 べ ざ も , KURA 
5。 BO. BM iS LT IPM ER >. 中 央 帯 は 極め て 夫 く TM, 
TL SSL ROE D 6 THERE S 1 S12 38S, Typical form CH T DIO 
Til © ELE BR STP OFF IBA LT OME BO ZADAR 
5 RI PAA LABS ROT, 裏面 , NWO bs 2 KT Ut Hay 
Pil SAO PR 12 TER BEY En REA I LSE ve Bea BI 
b. RAIAKMT MRE vB, SICH 2s ER HAA TED 
WALD CRU 2 ES. PRA BERD (BRIEF, Typical 
form \-$8T BARB O HRI (HI 2 LO WIND BAe ele Z 
gS AE L CBN 12 SHO RBA Lb ARBs Be 
BIC も 殆 ん ざ 完 全 に 保有 せ られ , HAPROMKRABOR 
BI CHL ETT Te : 

体長 o 15mm. BER 41mm. 
産地 京都 。 rgrs 年 5 月.4 HROHENK EZ, al 
此 種 は seasonal forms に 就 て 有名 な ぁ る 種 な れ ざ も 同時 期 (Er 
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第 五 版 説 明 
Explanation of Pl. V. 


Papilio sarpedon L. “ab. 2. (p. 111) 
クロ タイ マ 1 暴 常 形 (p. 115 ) 
Neptis aceris Ler. ab. の ". (p. 111) 
| JIRAFAHE (p. 115) 
Melitza phoebe irae var. scotosia BTLR. ab. 2. (p, 112) 
ヘ ウ モ ン モ ま ドキ 異常 形 . (p. 116) 
Melitea‘phosbe KNocg. var. scotosia BrLr. ab. /' (p. 112) 
| ヘ へ ウ モン モドキ 異常 形 (p. 116) 
Araschnia burejana strigosa BTLR. ab. 2. (p. 118) 
| PANFESFER BE. (p. 147) 
Araschnia burejana strigosa BrrR. ab. の". (p. 113) 
TRHNFESF RABE. (p. 118) 

Zephyrus attilia Brem. ab. 2. (p. 114) 
ミツ イロ ラナ ガ シ さ ミミ 異常 形 (p. 119) 

Colias hyale L. ab. の . (p. 120) 


モン キテ フ 異 常 形 (p. 120) 


(1—7. I. Suerranr del. 8. M. SOzukr del). 
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Some Examples of Aberrant Forms of Japanese Butterflies. 
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A) CHE ORAM EIRA SMEAR ASL. GKCREO 
BAER $2 7p AD BIG A. burejana fallax の typical form の 
夫 れ に 於 ける 斑 絞 を 量 示 せる か の 観 無き に し も あら ざれ ざ 一 見 殆 ん 
ざ 別 種 の 缶 あ り 。 RHLSRO RET 2 AP L 5 BRBRY on 
た る も の な 5。 


7. Zephyrus attilia BREM. ab. (PI, V, Fig. 82). 


_\ MRME SRM RBILE LL. RCM HMO PH AIC 
MOTRRERLOPRITAS 5 HEN 4A BORE HY 
2, BEACHTET STH IR typical form OH LE bb LTE HI 
WicR CAG A し て 次 底 に 向 へ り . 
AR 2 10mm. BAHR 32 mm. 

産地 BREMER 1915 年 7 月 24 日 余 の 採集 に 係る . 


> CMA G OAR MR O16 江崎 悦 三 氏 及 び 余 
を 鼓 召 し 多大 の 助言 と 便 徐 ぷ CM~ 5 れ た る 野生 次 革 雑 氏 及び 鈴木 
元 次 郎 氏 の 三 君 に 翌 し 深 厚 な る 謝意 を 表す る も の な り . 
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A MELANISM OF COLIAS HYALE L (i 


BY M. SUZUKI, F.ES- JAP. , EX FA 
Hanazono Entomological Laboratory, > 


ESE FT OR HO 例 
鈴木 元 炊 郎 KAARBSEB 
Colias hyale ©. ab. PV, Fig. 8). : 

io ‘Head and. neck .redeish brown, ‚thorax „and ‚abdomen dark 
blackish brown. Upperside of both wings uniformly dark brown tinted 
with cupreous purple; the basal area of the hindwings deeper in colour 
and blackish. Underside greenish dirty yellöw; discal part of the 
forewings similar to the upperside-of this part, but somewhat-paler; the 
spot at the outer end of the discoidal cell and the, submarginal,spot- 
series scarcely visible; ,basal -part.of the hindwings.somewhat blackish, 
2 silverly-white spots surrounded by brownish red line distinct. Fringe 
reddish. 

“Length, '21 mm. Expanse "56mm. 

-The:specimen was ‘collected by Mr. IsEkI,)FE:s, JAP., on: the flower 
of clover in the garden of sthe Kyoto Normal: School, July 10, 1908. 
It is now preserved in Mr. T. Takamuku’s collection, in Yanagawa, 
Kiushiu. Ata glance, the insect appears to be a species different from 
C. hyale, but excepting the coloration, there cannot be found any 
change of position of markings and structure ; so it must be an extremely 
aberrant form of C. hyale. I believe, however, that such an extra- 
ordinary form is rare in the genus Colias. 


摘 _ 要 

モン キテ フミ 同様 の 橋 造 形態 を な し 贅 表 西 ト ー 様 に 黒船 色 , DL AROS 
DMB EA CP, WALA BS SIEM E, HMO hse PBS I. Pe IR 
Ped, MAORMI MEAS L, 二 箇 の 銀 白 紋別 然 す . 一 見 モン キテ フミ 比 す いぼ 
全く 別種 の 如く な いざ も 色彩 を 除 ( OMB UMEABAEP. SHELF ICBITZ 
偶然 の 強化 な 5 ん さ 信 ずれ ざ も 余 は 未だ Colias Bic fF TH ( MEOBIES Ze MST 

本 標本 雄 に し て PRP ROWE +--E-4A FA NR BAI: CHS 
る 所 , 現 標本 は 刀 州 肝 河 な る 高 棟 氏 の 貯 肛 に 係る 珍品 ふり 。 
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En CATALOGUE OF BUTTERFLIES FROM SAGHALIEN | 
COLLECTED BY MR. S. HORI. 


“> By’ slSATAKE, Kogakushi, F.E.S> JAP. 


Se PR Be HE OR ee WE SOA 8 

IS 佐武 正 一 xtARaSe- 8 u 
BEDS RAB I= BET Wh, “ Entomologischen Zeitschrift” ae br 
PRY ER OARS EMA BT Sk BS MERE De Gi Lb 
a 0») nt, 特に 同 地 産 と し て 記載 せる も の は 同 博 十 の “Erster Beitrag 
zur Insekten-Fauna von Sachalien”( 朋 治 四 十 四 年 三 月 KIRRAE 
BEATA SCY BH) DEDALT, 今 其 目 銚 に 和敬 する に 。 同 
MERE (RST Le RY KKONER wa» Cm 
- 産 す る 事 を 明か に せら れ , 

» Argynnis thore Hs. var. borealis Srcr. ヒメ カラ フト へ ウ ウ モン 
| | Argynnis addipe L. var. vorax Bur... JZFEILAYEIDEM 
Lycaena astrarche BysrR. var. allous Hs. WIN YSE 
Lycaena optilete Knocn. var. sibirica Srek 737 YS = 
Adopaea lineola Ocas. | カラ フト セセリ 

駐 炊 の 五 幾 種 を 新 に 谷 名 せ 5 れ た り . 
Papilio machaon L. var. sachalinensis ° = YY no 
are aglaia L. var. sachalinensis Zin Yo 5 oar 
Er DSH 
Pararge deidamia Ev.var. sachalinensis サ リマ ジン ロウ ラ シ セ ゼノ メ 
の 郊 種 
Neops goschkewitschii Min. var. solowiyofkae キマ ダラ テ フ 


DSH 
上 hie di Hp.var. Ogumae' AVL S § Oss hi 


dbf A2kPD Argynnis sachalinensis Mars. カラ フト へ ヘ へ ウ モン 
pie era ok ans ee ee 
し も の な り 5. ( 原 記載 は “Entomol. Exits he: ” p. 158, 1908 に 

Di | 3 
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fi 4h AC ED ARR LR BRE THE “Ent. Zeit.” 

誌上 に 掲 記 せ られ b Leptidia amurensis Miv.¢ 37,077, Colias 
hyale L. ラリ ネン テ フ , Neptis aceris Ler. 92XF, Apatura ilia 
SCHIFF. var. elytie Scurr. 347% %, Limenitis-populi L. **4 
チ モ ン ジ , Argynnis nerippe FELD. FRYE SAY EY, Argyn- 
nis selene ScHirr. 等 を 股 せ 5. 

a, RD BIL IEE SUE KK, 大 正四 年 入 月 四 日 ょ bilder AS 
ALE2MRORCHKUMNE PRE LC A I 
nich. Feet RAS LTH LT RRS, 前 記 松 村 博 
EO ARI MUR SH TS LORRMGE BSH TER UA ONL, 
SHRM? Cos) LIDO, 其他 。 僅 に 一 頭 に 依 5 記 され し ぁ の 等 
eR CUTS AE KT) CBO KCKOBRER COS 
Seh er 

1, Papilio-machaon L. var. sachalinensis Mats. 47 NOBR 
PORT BE 2 Ee — IE られ し ゃ 
( 三 頭 を 獲 6 パ だ | 

m3 2m  “ 久 崩 四 日 Fr 
MR 鈴谷 川 洛 岸 AATAB ME 
同 上 SRSA AAA lb 
2. Pieris rapae crueivora Borsp。 モン シロ テ プ 
博 証 同じ 〈 多 数 の 雌雄 を 獲 6 たり. 完全 な る ぁ の 多 し 、 
NEE REN ER ANA PAA GBAA TEA. 
‘3. Pieris napi napaeae Er. スチ グロ シロ テ フ 
BEREICH ON LOA NE Rimes Re HO ie b 
«ABE: 大 澤村 , 豊原 人 月 四 日 万 至 同 十 六 日 完全 
4. Pyrameis indica Hest. PRY Fw : 
LAMM MeM SK LOA Hive § RieOM MEMS 
iz. 
雄一 頭 豊原 AANB ASS 
ME—DE 同 UA Pa sce 
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rg Pyradui japonica Sticn. 話 メ アカ タテ ハ 
a iE MERIT Y- 


] "で Vanessa urticae A Brrr. ココ ヒモ ラド シ 
Lem (SMe SKI). | 
雌雄 多数 . 豊原 , BEN ERF SAMHFERNTFAR 完全 


7. Vanessa io geisha Stan クジ ヤク テ フ 
博士 は 四 頭 を 獲 6 れ し が 氏 は 除 雄 多 敷 を 獲 ら て た 5 
ER 豊原 , 追 牙 八 月 革 九 日 万 至 丸 月 十 久 日 完 人 
u Argynnis aglaia L. var. sachalinensis Mars. 
er ZYRNHFZEINIELORE 
博士 ぶ 同 と ( 多 敷 を 獲 ら むれ た り 
雑多 数 大 澤村 人 入 月 四 是 乃至 同 十 九 旦 完全 
HE 豊原 人 狼 月 九 日 同上 
1.9, Argynnis paphia L. Y37237N9E, 
BEAMERBLORMY oA Bo LER Sn LK 
CHEN I». 
Me BRN) MRK Es 十 月 二 昌 不 完全 
Zu ¢ ih 一 neopaphia FRogsr. な る べき も 不 完全 に て PIL SH, 
10. Argynnis laodice japonica Mn. ウラ ギン スチ へ ウ モ ン 
BUSA ve, KUXROm mM eH ori d. 
雑 二 頭 KEN AAT 52 
11。 Argynnis ruslana Morscu.. FH FELRAFAVED 
本 種 は Amur WET ORIG NN ANS ee OM 
さ 5 し が 氏 は 表 の 如く 雄 一 頭 を 獲 ら れ た り 。 
雑 一 頭 豊原 , AAR AAA 完全 
12. Argynnis adiphe 工 , var. sachalinensis n、 
ウラ キン ヘ ウ モ ン z 北 種 
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As shown in the figure, resembles 
= @ 4 to, vat. pallescens Brrr. from 
| Hokkaido, Hontö of Japan etc., but 
differs in the following points. 

1. Very much_smalleryin size. 

2. Upperside: base of both wings. 
and discal area of hind wing suffus- 
ed with blackish tint. © 

3. Underside: in apical area of 
forewing bearing no Silver SPOS 


Hep 52 mm. 
Hab. Ohsawa-mura & Torok: both in Saghalien, zZ only col- 
lected, but in many (Aug. roth, 1915) by Mr. S. Horr ,Hogakusha. 


博士 は var. vorax Brrr. の 雄一 頭 を 獲 6 れ し が , 氏 は 之 を 獲 す じ て 本 
新 比 種 を 獲 6 れ た り 5 人 
var. sachalinensis n. は adippe 中 最大 形 に 局 す る var. vorax Brrr. 
より $ 小 な る は 勿論 、 北 海道 , 本 島 等 に 産 す る var. pallescens Brrr. よ 
b &— eb I. U THEO PART I EFRTBESTEITER NE 
小 な 5. RMR b > CHMORMBREWOBM Is ER 
鱗 を 以 て 和 本 は る , eI By wn FH ic は var. ne Brie. VRE 
ね 備 ふ る 名 き 銀 点 な し ) | 
KEAN KEN, 豊原 KATH 日 完全 (の KE SESE) 。 
13. Erebia sedakovii scoparia Brrr) N=E RF 
tcl 多 敷 を 獲 ら れ た り 5。 
EZ KEN AATIG 不 完全 の も の 多 し 
14. Pararge deidamia Ev. var. sachalinensis Mars. 
ESRD aS ARMEE 
博士 は 多 敷 を 獲 6 れ 氏 は 二 頭 を 獲 .5 れ が 
KIM 豊原 AATZH 
15. Lycaena argus pseudaegon Brik. YE F 
Base Cn TH LIRUS KO eH ONriz 
HEAR SH KEN. AAU AGETAA Pe | 
KIIREBZREVMERKOMBAEAT  KAKIRSTER SOMBI %) EKO 
HRTEM 5S > SACMRHKICH LAER OR ART 


編者 日 o ALO MMAR TE REMC TT CHE LO ETRE UF Yo 
Bel atid 。 
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TWO NEW SPECIES OF THE PENTATOMIDAE 
(HETEROPTERA) FROM JAPAN. 


nt 5 BY TEISO ESAKI, F.E.S. JAP, 
SO PRE R AO mR Mm 
ris Lesert ail 崎 te. = AHARABSFTTR 


" In the course ‘oft my study of the Heteroptera of Japan, I have found 
two new species of the genus Acanthosoma (Pentatomidae). I con- 
sequently publish them with the following descriptions. 

Before proceding,' I must‘ express my thanks to Messrs. W. Naka- 
HARA and M:Suzuki who have assisted me. 


ML Acanthosoma glaucum n.sp. (migg.1 12, 14). 

- Body fair-green, pale yellow on underside. 
| Head yellowish green above with two longitudinal striae. Antennae 
5-jointed, the Ist, and the 3rd, the 2nd andthe 4th respectively sub- 
equal in length, the Sth a little longer than the 3rd; yellowish or some- 
what reddish, brown, the apical, half of the 5th joint somewhat darker. 
Oculli hyaline, scarlet... Eyes dark brown, the posterior half yellow. 
Rostrum 4-jointed,, yellowish brown with a black line beneath. 

Pronotum fair-green with black punctures, excepting the anterior 
area of it which being yellowish green; pronotal projections very short, 
somewhat pinkish; the longitudinal iobe on underside yellow. Scutellum 
yellowish green, the posterior half green; sparsely punctured with black 
dots.: \Hemielytra fair-green, the anterior margin: yellowish, densely 
punctured. Membrane transparent, light: chestnut: brown, somewhat 
exceeding the end of abdomen, . Thorax on the underside yellowish 
green. Legs fine dark yellow, tarsi and claws brownish. 

Abdomen scarlet on the dorsal side, the lateral areas yellowish with 
a-black spot on the-anterior margin of each segment. On the underside 
of it pale yellowish green. Male genital segments with two long processes 
which being scarlet, み \-shaped and polished, with a small black. spot 
near the end of each process. . Female genital segments not so 'remark- 
able as those of male; pink, without blackish area. 


126 Rm BH ER EB AR 


Length of body... 17.mm., 218mm. 
Hab.: Honshiu (Minomo, Kyoto). 
= “Two specimens (2,07), cap” , 
tured by me on Mt. Minomo, 
near Osaka, on May 10, ’14, 
are in my collection. There is 
also a single male specimen 
collected by Mr. M. Suzuxi in 
Kyoto is in the collection of. 
the Hanazono Entomological 

Laboratory in Kyoto, 

Remark : This species is. 
allied to A. distinctum DArr. 
but is easily distinguishable 
from the latter in the follow- 


1. Acanthosoma glaucum n. sp. ing points. 
“ia. male genital) segment, ventral E 7 ; = 
16. 2 female genital segment, Pe 1. The anterior area of scutel 
2. A. kyotoanum n. sp. lum yellowish green and the 
WERK 9 male genital segment, ventral ‚view. : ( 
9. female genital segment, dorsal side of abdomen scarlet. 

| labiduroides Jax, A un 

female genital segment, BE 2. The shape ofthe genital seg-“ 

4. A. distinctum. DALE. Ben r 
female genital segment, 4 ments of both SERES different: e 


(Figg. la, 10, 4.) 

2. Acanthosoma nun nN, Sp. (Figg. 2, 22,2.) 50%: 
Body green, yellowish on underside. : 
Head yellowish green - above. Antennae yellowish green, the Ist, IN 
2nd, 4th and 5th nearly equal in length, the 8rd a little shorter than’ 
another. Oculli transparent, yellow or red... Eyes small, dark brown, 
the posterior half of it pale. -Rostrum pale yaa with a black line : 
beneath. | | >12 
Pronotum ’green,; punctured with small iak dots, excepting the 
anterior atea ‘of it which being pale without punctures; humeral projéc- ; 
tions very low, somewhat pinkish ; the longitudinal lobe on underside 

yellow. . 
っ Scutellum yellow, sparsely punctured. | Hemielytra green, more 
thickly punctured than scutellum.: ‘Membrane hyaline, chestnut brown. ; 
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a Underside of thorax yellowish green. Legs also yellowish green, some- 
what deeper in coloration, in the articular portions. 
Abdomen dark red on dorsal side, the lateral portions of it rather 


pale, in which the anterior margins of each segment being black. Under- ^ 


side of abdomen yellowish green. lwo processes of the male genital 
segment scarlet, A-shaped, very long and slender. Female genital 
segment somewhat pinkish without blackish area. 
Length of body: の 13mm., 2 14 mm. 
_ Hab.: . Honshiu (Kyoto, Minomo, Shinano), 
Several specimens are in my collection. This species appears to be 
common in Kyoto. 
Remark; This species. is ‘elated to A labiduroides JAk., but 
differs from it in the following characters. 
1. Much smaller: in size. る 
2. The anterior area of scutellum-somewhat pinkish. 
3. Pronotal projections of the latter fair red, but. those of this 
species somewhat pinkish. - 


4. The shape of the genital segments of bathe sexes. different. 
(Figg. 2a, 24, 3). 


摘 要 
余 は 日 本 産 異 贅 類 研究 中 Acanthosoma (Pentatomidae) に 属す AROIMM* AR 
見 さり 。 を その 名 稀 容 の 加 し 。 
1. Acanthosoma glaucum n. Sp. (Figg. 1,1212). 
(AZ) ミド リウ ツノ カメ ムシ 
産地 。 AN (Ei Ai) 
2. Acanthosoma kyotoanum n. sp. (Figg. 2, 20, 24), 
ME) ヒメ ハサミ ツノ カメ ムシ 
産地 。 AN (SENT. 京都, 信州 ) 
Ait BRT A ay Rate ~ 65 れ だ る FAI 鈴本 元 次 郎 氏 に 感謝 ざさ る < 
か ら ず 。 | 
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| 本邦 に #572 99% Euchlora cuprea Hope. | freee ss 
CR CRTEAT ONS) LD, PRALREAA PALER 
TEAR EHR O. SCKOT ANITA IIL BES eC HR 


> 


きも の な ら 5 ん 。 wu (高橋 貸 一 ) 
aM 著 ta T 


OHR x A 和 X 


18. 
19. 
20. 
21. 
22, 
23. 
24. 
25. 
20. 
27. 
28. 
29, 
30. 
31. 
32. 
38. 
34. 
39. 
36. 


Cen RENE AXED: 


WERL x AREA MA DY IN Me (EIR ABR) 
SELON F—t FSF ロム シ に 就 て (ME) 
長野 菊 欠 也 一 ギン シヤ チ ホ コ に 就 て - 0A 
ALE RAS eT | BC (His RA ABD 


EHR MAKER od (同上 ) 


ES BRR—-PODASLHRARS OLE (LRALFEAARBAR) 
長野 菊次郎 一 力 キ ルミ ムシ ガ に 就 て (hk EG AR) 
PERS-ZUFTIFINFRRT (同上 ) 

It ERAS A DY THA DBRT A 

ER R-KRoO — ILC 「 遍 上 う 

FE BAS PRE BE OB Ce EPR AG. 


名 和 梅 吉 一 チ ヤ 4 ロ ヒ メ バ パテ の 寄生 性 に 就 て (Mb) 

LEBE ARERR RRC (AD (RAEAENRKAN) 
BF GRR TYN= 2 NO ERR CT RARER CAR) 
PRERTEO-2H (Ak) 

EE BRIR— BOP Het C (ELS REAR) 
Bik MeARILDLAY (同上 ) 


名 和 梅 吉 一 タバ ハシ ント メタ タマ パ バ へ に 就 て ( 5 SALES Au BR) 
ak 交 
UogipA, S., Bird-infesting Mallophaga of Japan L (日 HWS BRAABSROA)- 
Kuwana, I, Some New Seale Insects of Japan. (BE) 3 


て 
Ue 
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Om = 
3 ESE AM ER BOR a IE 

AFh LE 2 MGIB eS) TEL A Me A THEE OD — (LF BE 3. る べし 。 既 に 正 貫 各 
Met (RSIS EZ. LAR CMIO FRA OR ROR SOT ARK, 著者 
の 功 赤 大 な りさ いふ で し 。 PHLSRMARMA UT, AMABWAAORL ESR IH 
EUZLDOTJErHo COBRVEOMMOAM TAIL C, REPFABI B40 Mi 
ACMTABRATABRILM LE LORY PC wW3i Bu Ci Re ZOLL. WA 
SRA AT AR. BERENOEN oat AH RE I= (LSE ORR AP 2. SIR IL 
ABS RES Bis CHG Bb OIL CHGS FEN Do 索引 を 附 す 。 FEM Alo 


Bet ( 江 崎 ) 
Zz . Ban 

1:18 & 
IA Er 八 鍼 利 WE 
島根 騒 入 束 郡 講 式 村 大 学名 分 青 山 政 BE 
東京 市 邊 田 葉 表 猿 業 町 一 木下 方 ku ER 
EIER LAH & 3 ER 
EF LRH = 輸 m HEE 
RED 大 石 H BE 
$5 =F IR pots SY e+ 武 WE 


DALLIER, G., Place Fayolle a Mantes, s. Seine Seine et Oise, 


Zoological Survey of India, Indian Musium, Calcutta, India, 


2. 移 5 

。 。 岡山 交 含 敷 町 大 原 農 業 研究 所 内 NK RM KR 
Rah TARLIRAHN LEHRE FT 8 橋 良 一 氏 
Wy Re ABE AY — BE ER 
東京 市 赤坂 馬 溜 池町 三 丁目 十 二 川 畑 JE -K 


3. ZUÜRZHER (大正 五 年 一 月 一 九 月 )| 
ARIAT SE = ERs FESS 48 BS — DEE BS AE 


HO = Ra ee Be 


HO Gh & 


ALLE 2 
松村 栓 年 氏 


METER 
長野 菊次郎 氏 


ーーー 


Di — TISBSZERAZEr I HE 
$= A= Tee 

PU OS & PRB ABBR BR 

FERRO AES TE 

HBEATREMETZE 
IBERSARER oS NB 


- An La PTFE AR Es — Ge 


W.H. Harrison f& The Vasculum Vol H, No.3. - 
Imperial Bureau of Entomology. The Review of Applied igi 


tomology, Vol, IV, DT: 


LonNerNos NavAs fe Resena cientifica de Historia Natural, 1915. 


— Segmido semestre, 


Smithsonian Institution. Proceeding of the U.S.N.M. ( 十 二 種 ) 
GoRDoN HEwrrr 民 Entomological Bulletin. (FF) _ 


4, ZARD 


Entomological Circular. (SHE) 

Report of Dominion Entomologist. (RE) 

Reprints from the Agriculture Gazette of 
Canada, &c. ( 七 種 ) 


A Review of Applied Entomology in the 
British Empire, 1916. $2 


ZMRZMRBKY CNLSB, TAÄZITEHRRASSOLTN 
> TARIKELSI LAS R HUT N ERKIKÄ TA LEI 
RU PHABEBRePHCBRCEL i >. KU SREREMER 
(BAS O° OKRA TB Ai Roe 


23. 


(江崎 ) 
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正誤 と 御 断 り と 
EBZREINHTEREMAETZEDISJKTDERITELET, 
p- 96 1T&k2 APA fl N 右 生 の 左側 
PD. 28 NE ょ 5 Ba ax eed 
op SE 5 9.8 秒 REN チ 加 ラ 
pe 1 20 oe IHR PR= tet: チ 加 フ 
p. 106 © 91. 下り 7 Reduviidae に い >» に は 
sep lOF il. 1 aplealis ay apicalis : 
» 1 15 ae = ae 


BAER I BEC, ERS: 
RRRAEE D fy FHL ORE BB LIC RO WM TET 
81H Parapsestis albida’ n: sp, PEO =H | 
‚filled in with pale brown form on inner dark band. は 
filled with pale brown atomos, form one inner dark band. に 


82 頁 、 ウス グロ ト ガ り バ の 記載 中 
基部 の 外 廊 三 分 の ら ー は 散 送 し , 三 分 の 一 の 外 方 に 於 て 雑 自 閉 端 紋 よ り 用 る 淡色 線 
に より て 横断 さら 6 る, 3232 - KORREKT EEE. は 
Zab = D -OSMR (LAP ORY, 外交 部 三 分 の 一 は 泡 碧 次 端 紋 よ り 出 る 淡色 線 に 
ょ り て 横断 せら ぁ . NER DSF O—O AMMERITATAERENT. に 


SR 第 三 版 説 明 の 16 
Palimpsestis- albidus は Palimpsestis albida に 


何れ も 訂正 3 。 
Eli: Palimpsestis aibida〈 ウ スジ ロト ガリ パリ は 基 後 高 棟 氏 ば 日 光 に ・ KS. 作柄 
OD Wi (LH IF lis 各 一 頭 宛 を 採集 せ 5 て た る 旨 報 知 さ ちら れい か れ は ばけ 間 に 追 施 す 。 (鈴木 ) 
日 本 産 天 赴 賊 科 の 一 新種 に 就 て 正誤 
NR MB AA EK IRA O—s Mosh Cnethodonta Suzuki MArs. の 次 に 
(asp) を 脱し た れ ば 下記 の 如く 訂正 し て 其 の 疎 滑 を 謝 す o 
Cnethodonta Suzukij Mars. (n.sp.) (HN) 


AHRENS LORUND WL AKT RB L NEE 
L CA eI AEC Cia ZNI II - MI Se DAA PAE 
考 へ , 第 四 戚 に 譲り まし た か ら そ を の 様 に 御 承 知 を 願 ひ ます . 

第 III 版 は 84 ADRCHASZNZEORE 製本 の 際 誤 つて 68 BO 
次 に 挿入 き れ ま し だ か ら 6, 合 本 の 際 SL ROR BML ONAL LK 
ely, | (江崎 ) 


| 
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EXCHANGES. 


Fellows and subscribers are invited to 
make use of this column. 
six lines can be allowed for each. 


@Duplicates— Japanese Rhopalocera ca. 


‚190 sp., Heterocera ca. 500 sp. and Odo- 


nata ca. 50 sp., unset, in envelopes. 
Desiderata—Lepidoptera and Odonata 
of the world. Akio Nehira, Ichijoji, 
Otagi-gun, Kyoto, Japan. 
@I desire specimens of Hemiptera, es- 
pecially Heteroptera, of the world. In 
return I will give Japanese species of 
Hemiptera and of other orders. 
Esaki, No. 1, Shin kawasaki-machi, Kita- 
ku, Osaka, Japan. 
@Puplicates— Japanese and Formosan 
Lepidoptera. Desiderata—Lepidoptera 
of the world. © Iwahiko Sugitani, 3rd 
High School, Kyoto, Japan. 
@ Duplicates—Lepidoptera of Japan. 
Desiderata—Lepidoptera of the world. 
Kichizo Takeuchi, 4-chome, Minami- 
Kyuhoji-machi, Higashi-ku, Osaka, Japan. 
@Puplicates— Japanese and Formosan 
Coleoptera and Lepidoptera. Desiderata 
— European Coleoptera and Lepidoptera. 
Motojiro Suzuki, Taniguchi, Hanazono, 
Kyoto, Japan. 
@WDuplicates—Japanese and Formosan 
Butterflies. Desiderata—Rhopalocera of 
the world. 
Minami-machi, 5- -chome, Tokyo, Japan. 
@PDuplicates—Japanese Lepidoptera and 
Coleoptera. Desiderata—Lepidoptera and 
Coleoptera of the world. Shiujiro Hira- 
yame, No. 687, Shibuya, Tokyo, Japan. 
@Duplicates — Japanese Formicidae. 
Desiderata — Formicidae of the world. 
Cho Teranishi, The Tokyo Nozyo Univ- 
ersity, Tokyo, Japan. 
@i offer in exchange for Myrmeleonidae, 
Chrysopidae, Hemerobiidae, and Mantisp- 
idae determined Odonata, Neuroptera and 
other insects. Esbem Petersen, Silkeborg, 
Denmark. 
@ Duplicates 一 Hymenoptera and other 
insects of Japan. Desiderata—Hymeno- 
ptera- of. all parts of the world. Nobu- 
yoshi Tozawa, No. 367, Kitano-Komatsu- 
bara-cho, Kitaku, Osaka, Japan. 
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SYNOPSIS OF THE ECONOMIC SYRPHIDAE: 
OF JAPAN. (Pr. IL) 


BY PROF. S. MATSUMURA, & JIRO ADACHI. F.E,S.]. 
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Table of genera related to Syrphus F. 


と 。 rr. Thorax on each side with a yellowish) Stripes) ars ta? ea 


a — Thorax on each side without a yellowish stripe... 1... 0. 4 
2. The 3rd antennal joint conical; the 3rd longitudinal vein opens 
Delore the apex...) CU : cde mae RN av meant team 


2 


— The 3rd antennal 0 ha the nA onan det vein opens 
inthe apex ... ... ... …. ...Xanthogramma Scu. 

3. The 3rd antennal joint much nay than the first and 2nd 
taken together; in the male trochanter without a tooth-like 
PROISCHON ek esa eed fei Sane oko” Asartına Maco. 

ーー The 3rd antennal “oun 3 times as long as the first and 2nd 
taken together; in the male trochanter with a tooth-like 
projection 7 トビ Ischiodon Sack, 

4. The 3rd antennal joint round; the cross-vein at about 7/。 of the 

Ä BED Kell near thease nn ee a ER 
— The 3rd antennal joint oval; the cross-vein at He 1% of the 
discoidal cell near the vee bath tee wl eee Re ARE, 7 
B" — The 3rd antennal joint conical; the cross-vein at fear % ‘of 
a the discoidal cel] near the base AN ak ate? Aa 
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5. Vertex in the female broader than the half breadth of the front 
between the antennae). pikes: en owe: here 9 
一 Vertex in the female much narrower than the half breadeh ‘of 
the front between the antennae... ... Episyrphus ng. 
6. The lower part of the face in the male beak-like produced 
oe 2 m .„Stenosyrphus n.g. 
ーー The lower na of the nee in the male not beak-like produced. 
bey aan DE TREE peter . Mesosyrphus n.g. 
の The 3rd antennal joint strongly ed the cross-vein at 
about 4% of the discoidal cell... … ... ... Syrphus F. 
— The ard antennal joint not compressed; the cross-vein at about 
vot tae) discoidal cell -) 22.) 4s.) aa) bes. er De 
8. The arista near the middle of the 3rd and ‘ea on its bake ; 
_ . head and front not very large... ... ...Metasyrphus n.g. 
— The arista near the base; head ni front very large..., ... ・…・ 
DU EN a Late sandy ee el Catabomba Ost. 
Of E o arista near the it the 3rd longitudinal vein straight ... 10 
ーー The arista near the middle; the 3rd longitudinal vein strongly 
curved into the first posterior cell... ... ... Didea Maco. 
10. The 3rd antennal joint compressed ; the arista much longer than 
the antenna itself; the bend of the 4th longitudinal vein with- 
out appendage (only a fold may be seen) ... Dideodes n. g. 
— The 3rd antennal joint not compressed or only on the back 
compressed ; the arista nearly as long as the antenna itself... II 
11. The 3rd antennal joint not compressed, long conical; the bend 
of the 4th vein with appendage... ... ...Betasyrphus n.g. 
'— The 3rd antennal joint on its back compressed, short blunt 
conical; the bend of the 4thsvein without appendage (only a 
fold may be seen)... ... este 2 ys. Dideopsis: me: 


Asarcina Maco. 
MAcouaRT 一 Dipt. Exot. II, pt. I, p. 137, 1840. 
Ancylosyrphus Bicor, 1882. 


Proboscis narrow and long, somewhat longer than the height of the 
head, palpi small; oral opening narrow, in the middle being constricted. 


* FE nee Re a koe ON ie ee as 
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; 4 Face beneath conically produced, the facial tubercle in the middle some- © 
what keel-like elevated. Vertex in the female much narrower than the 
half breadth of the front between the antennae. Antennae small, the 3rd 
joint blunt conical, the arista from near the base, the first joint scarcely 
shorter than the 2nd, with many short bristles, the 3rd as long as the 
_ first and 2nd taken together, the arista near the base, longer than the 
antenna itself, finely pubescented. Compound eyes bare. Thorax on 
the sides yellow striped. Wings broad, the 3rd longitudinal vein opens 
before the apex, in the middle much curved into the first posterior cell; 
the bend of the 4th vein without appendage (only a fold may be seen); 
the cross-vein at about % of the discoidal cell near the base. Abdomen 
on the sides scarcely ridged ; hypopygium on each side with a hook-like 
projection. The larvae of this genus are not yet known, but they are 
- most probably aphidivorous. We have in Japan and Formosa only two 
following species. 
en Wings brownish infuscated, thorax in the disk brownish pubescented. 
| ae fumipennis Sack. 
2. eee gray 2 or en el hyaline, thorax in the disk yellow 
BORBEBEte (6) N: ak po Ly oleae "erh oom Ar ROL MOR OT UNI ake 


1. Asarcina ericetorum F. (Pi. IV, fig. 1, 1.) 
Syrphus ericetcrum F. Ent. Syst. IV, 287, 34 (1794). 


Syrphus Salviae F. Ent. Syst. IV, 306, 105 (1794). 
Didea Macquarti Dot. Nat. Tijds. Ned. Ind. XIV, 408 Pl. 10, 
Pee K1856). 


Syrphus incisuralis Macg. Dipt exot. Supl. 5, p. 94, 56 (1855). 

Ancylosyrphus Salivae Bicor. Bull. ent. Fr. P. LX VIII (1882). 

Syrphus porcinus Cog. Proc..Nat. Mus. U.S.A. p. 322 (1898). 

Asarcina ericetorum var. formosae Bezz, Ann. Nat. Mus. Hung. 
6, p. 495 (1908). 

Yellow. Face whitish yellow, vertex fuscous, on the sides narrowly 
yellow, with black hairs. Antennae yellow, the 3rd joint on its back 
brownish ; the antennal-process yellow, arched above by a short bluish 
bar; cheeks behind blackish. Proboscis black, at the apex yellowish. 
_ Thorax aeneous black, yellowish pubescented; scutellum yellow, fuscous 
pubescented, the hairs on the hind margin being yellowish. Wings 
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' hyaline, somewhat grayish or yellowish gray infuscated, stigma fulvous. 


Halteres yellow. Abdomen yellow, with 5 narrow black bands, respec- 
tively at the hind margin of each segment, the first band being somewhat 
shorter than the scutellum, the 2nd segment in the middle with a narrow 


~ longitudinal stripe; all the bands becoming narrower towards the lateral 


margins. Venter yellow, the hind margins of the 2nd and 3rd segments 
‘narrowly fuscous. Legs fulvous, the hind tarsi at the apices infuscated. 
Length — の 2 13-15 mm. ; | 
Hab. — Hokkaido, Honshu, Shikoku, Kiushu, Formosa; China, 
| | Ceylon, Java, Sumatra, Celebes, Ternate, New-Guinea. 
Very variable in the coloring of the wings and markings ofthe abdom- 
inal segments, and we now hesitate to make any variety of this species. 


| 2. Asarcina fumipennis Sack. 
SACK, ‚Bunt. Mitt. Blur, Nr.1,.pı3’(Ig13). 
We have not seen this insect from Formosa, so we can not say exactly 
whether this species is new or a mere variety of the former species. 
Comparing with the description of Dr. Sack we have found that the disk 
of the mesonotum brownish pubescented, while in the former species 
yellowish, and the otherscharacters may be seen both in the Formosan 
and Japanese species, | 
| Length — 14-15 mm. 
Hab. — Formosa (Yamo, Chip-chip). 


Didea MAco. h 
Macouart—Suit a Buff. 1, 508 (1834). 
Head semicircular, broader than the thorax, Antennae somewhat 
shorter than head, not compressed, much longer than the first and 2nd 
taken together, the 3rd joint conical, the arista nearly from the middle 


of the back, as long as the antenna itself, not pubescented. Face not 
| produced, facial tubercle nearly in a level with the antennal-process. 


Vertex in the female somewhat narrower than the half breadth of the 
front between the antennae. Compound eyes bare. Proboscis short and 
stout, oral opening oval, narrower towards the apex. Thorax on the 
sides without yellowish stripe. Wings moderate, the 3rd longitudinal 
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vein opens near the apex, strongly curved into the first posterior cell, 
the cross-vein at about % ofthe discoidal cell near the base, the bend of 
the 4th vein with appendage. Abdomen broad, the lateral margin of 
each segment distinctly ridged. 

Type — Didea fasciata Maco. 
‘The larvae of this genus are not yet known, but they are most pro- 
bably aphidivorous. 
We have in Japan 3 following species: 
Table of Species. 
1. Abdomen with 3 yellowish bands ... ..。 ... japonica n. Sp. 
— Abdomen with 4 yellowisl@bands... ... .. RI N I ln ve 
2. Thorax bluish, the 2nd band of the a in che female sae 
LN eR BASING 1a GeO mR 4 ... «. gachalinensis n. sp. 
— Thorax aeneous, the a 1 of the abdomen in the female at 
the hind margin emarginated ... ... ... ... fasciata Maco. 


” 。 / 


1. Didea fasciata Maco. 
_ Didea fasciata Macovarr—Suit a Buff. ı. PD. (508. Ply IT, fig. rr 
(1834); CoQuiLLET—Proc. Nat. Mus. U.S.A. XXI, p. 323 (1808). 
Enica Forsteri Mgrio. Syst. Beschr. Vol. VII, p. 140 (1838). 
Aeneous. Face pale yellow, with or without a fuscous facial stripe. 
Cheeks concolorous with the face. Antennae fuscous, the 3rd antennal 
joint beneath yellowish; the antennal-process above with a bluish black 
arch, from the middle of the arch sending a fuscous stripe up to the 
vertex, the latter being bluish black, fuscous pubescented. Mesonotum 
on the sides without yellowish spots, the disk pale yellowish pubescented, 
mesopleura with a broad pale yellowish vertical stripe. Scutellum oliva- 
ceous yellow, fuscous pubescented, on the sides with yellowish hairs. 
Wings hyaline, with a pale fulvous shade, veins and stigma brownish. 
Flaltres yellow, the stems brownish. Abdomen black, with 4 yellowish 
bands, of which the first and 4th bands being interrupted, the 3rd and 
4th at the hind margins triangulary emarginated. Venter with 3 black 
bands, each in the middle anteriorly produced, the 5th segment with a 
fuscous spot. Legs fuscous, the anterior and middle knees, as well as 
tibiae yellow, the hind femur at the extreme apex and the same tibia at 
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the extreme base yellowish. 
Length 一 o7 2 12-13 mm. 
Hab. 一 Hokkaido (Sapporo), Honshu (Kyoto); Europe, Siberia ; 
not rare. 
2. Didea sachalinensis Mars. (n.sp.) (PI. VI, fig. 5,57.) 

Differs from D, fasciata Maco. as follows: 

2 Bluish black, much smaller. Antennae entirely fuscous. Mesonotum 
shining, without any trace of longitudinal stripe, less yellowish pubes- 
cented. Scutellum with a bluish shade. Halteres yellow, with a brown- 
ish spot near the base of the knob. Abdomen black, with 4 yellowish 
bands, of which the first, 3rd and 4th bamds being interrupted, the 2nd 
very deeply emarginated and nearly interrupted. The first black band 
_ of the venter nearly divided into 3 spot. The other characters are those 

of D. fasciata MAco. 
| Length — 2 lo mm. 


‚Hab. — Saghalien (Ohtani); ı 2 specimen collected by Messrs, J. 
nase and S. 1SSHTKT. 


3. Didea japonica Mars. (n.sp.) (PI.IV, fig. 2. 22.) 

Didea fasciata Mats. Thous. Ins. Jap. Vol. Il, p. 95, Pl. XXV, 
fig. 15 (1904);— Journ. Coll. Agric. Vol. IV, Pt. 1. p. 78 (1911). 
Aeneous. Face yellow, pale yellow pubescented. the antennal-process 
‚and facial stripe above the tubercle fuscous, cheeks along the eyes aene* 
ous; vertex black, in the female the front with 2 black stripes, which 
uniting at the vertex, fuscous pubescented. Antennae fuscous, the arista 
yellowish. Thorax on the sides yellowish spotted, with 3 indistinct 
fuscous stripes; in the disk brown and on the margins yellowish pubes- 
cented. Scutellum olivaceous yellow, black pubescented. Wings hyaline, 


. veins, except the base, and stigma fuscous. Halteres brown, the stems 


yellowish. Abdomen wish 3 yellowish bands, the first and 3rd bawds 
being interrupted, the 2nd band in the female entire, in the male at the 
hind margin almost to the middle incised, the 5th and 6th without bands; 
the first ventral segment with 3, black spots, the 2nd and 3rd each with 
_a fuscous band, which being produced triangularly towards the anterior 
margin. Legs black, the apical halves of the first and 2nd femora, as 
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well as the same tibiae yellow, the hind femur at the apex and the same 
tibia at the base dirty yellow. 

Length 一 (p72 14-15 mm. 

Hab. — Saghalien, Honshu; not rare. 


/ 


The following syrphid is not known to us. 


4. Didea eonfrater Wien, 


Syrphus confrater Wiep. Auss. Zweif, 11. p. 120, 5 (1822). 
Didea confrater Sack. Ent. Mitt. II. Nr. 1. p. 2 (1913). 

o 2“ Front in the male short yellowish pubescented ; above the 
antennae with shining aeneous arch; compound eyes touch in a long line, 
aeneous triangle of the vertex short and broad. In the female front 
black, yellowish pruinose, so that in the middle a narrow black stripe 
may be seen; above the antennae with: a black arch. Vertex aeneous, 
with a violet luster. Front black pubescented, not very long. In both 
sexes compound eyes naked. Hairs of the occiput golden yellow, on 、 
the sides pale yellowish. The first antennal joint yellow, longer than _ 
the 2nd, the 2nd and the 3rd (oval in form) brown, the latter at the lower 
= part yellowish. Face yellow, the facial tubercle in the female somewhat 

infuscated ; cheeks somewhat brownish pubescented. Proboscis short 
| and stout, brown. Thorax shining, in the male aeneous, in the female 
ee, dark, with a bluish shade, pleurae and sternum greenish yellow, shining 
golden yellow pubescented, the hairs on the sides being longer and 
denser. Scutellum yellow, with a bluish shade, densely and long fuscous 
pubescented. Legs yellow, the hind femur externally with a brown stripe; 
tarsi, except the metatarsi, brown or black; in the female the brown or | 
black parts being more extended. Wings hyaline, between the anxillary 
and the first longitudinal vein yellow or brownish, the 3rd longitudina] 
vein like that of aegrota F. Abdomen flat, distinctly ridged, black, in 
the middle of the 2nd- 4th segments each with a yellow band, of which 
the first band in the middle anteriorly and posteriorly deep emarginated, 
and on'the sides rounded. In the female the bands narrower than in the 
male; the following other bands also on the sides posteriorly rounded, 
each reaches to the side with its anterior half part. Hairs very short 
and sparse, yellow or fuscous; on the side with dense standing fuscous 
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hairs, those on the first 2 segments very long, nearly to the middle of 
the 2nd segment yellow. Venter yellow, the black bands of the dorsum 
_ being visible through. Hypopygium small and very shining.” 
Length 一 op” 2 13 mm. 
Hab. — Formosa (Taikokan); China, Sumatra, Ternate, eae 
Waigoe. 

The above description was made by Dr. P. Sack in the paper “Entom- 
ologische Mitteilungen” II. Nr. 1. p. 2 (1913). From the description it 
may not be a true Didea, and it may belong probably to my genus 
RRB 


Dideodes Mars. (n. g.) 


‘Differs from Didea Maco. as follows : 
The 3rd antennal joint compressed, as long as the first and 2nd taken 
together, near the base at the back with a long arista, which is much 


. N longer than the antenna itself. Proboscis much longer, nearly 1% of the 


height of the head, oral opening oval, narrower towards the apex. 
. Vertex (2) much narrower than the half breadth of the front between the 
antennae. Compound eyes pubescented. Wings broader and longer, 
„the 3rd longitudinal vein opens before the apex, nearly straight or a 
little curved, the cross-vein at about } of the discoidal cell, the bend of 
the 4th vein without appendage (only a fold may be seen). The lateral 
sides of the abdomen distinctly ridged. 

' Type 一 Syrphus latus Coo. 

We have in Japan and Formosa the following 3 species. 

Table of Species. Ä 

1. Scutellum and abdomen black ... -.. .… ... lautus Coo. 
+ Scutellum’ and abdomen yellow ... ".. u VA rr 
2. Scutellum yellowish pubescented... ... .. ..… latus Coo. 

— Scutellum brownish pubescented... ... ... formosanus Mats. 


1. Dideoides latus Coo. (Pl. VI, fig. 3, 32.) 
Syrphus latus Coo., Proc. Nat. Mus. U.S.A. XXI, p. 322 (1898); 
Mats., Thous. Ins. Jap. Vol. II. p. 87, Pl. XXV, fig. 1 (1904). 
Yellow; mesonotum fuscous,*in the male aeneous, shining. Face 
、 yellow, yellowish pubescented, vertex and upper part of the front black, 
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black pubescented. Proboscis brown. Compound eyes brown and gray- 
SR ish pubescented. Antennae fulvous, the 3rd joint on its black infuscated. 

Mesonotuin on the sides yellow, fulvous pubescented, in the male with 3 

fuscous stripes. Scutellum yellow, with yellowish hairs. Wings hyaline, 

yellowish, veins brown, stigma yellow, the 3rd lorgitudinal vein nearly 

straight. Halteres pale yellow. Abdomen yellow, with 7 black bands, 
except the first, the all being interrupted in the middle, the 2nd segment as 

near the anterior margin with a small diamond- shaped black spot, the 

first, 3rd and 5th bands broader, and each nearer to the hind margin, 
; 4th and 6th narrower and each situated at the base of each segment, 
Ee lateral margins being fuscous. Venter yellow, the 2nd segment with 
D a triangular spot, the 3rd and 4th with bands, being produced in the 
| middle anteriorly, each on the sides sending upwardly -a fuscous 
4 oblique stripe. Sternum aeneous black. Legs yellow, the hind tarsi 
externally brownish. | 

Length — J'2 15-16 mm. 

Hab. — Honshu, Kiushu ; not rare. 


a 2. Dideodes formosanus Mars. 
aa Syrphus formosanus Mars. Die Schäd. u. Nütz. Ins. Zuck. For- 
hs mosas p. 46, Pl. XXIX, fig. 8 2 (1919). | 
。  Didea formosana Mars. —Thous. Ins. Jap., Addit. Vol. II. p. 217, 
1X VL, fig 27 (1916). 
Much resembles to D. latus Coo., but differs from the latter in the 
following characters: 
2 1. Body somewhat longer and narrower. 
2. Front above the antennae more densely black pubescented. 
3. Mesonotum darker, on the sides and at the hind margin with an 
aeneous shade. 
4. Scutellum fuscous pubescented. 
5. Abdominal bands narrower, the 2nd segment with a broad trian- 
gular spot near the base. 
6. Coxae, trochanter and apices of the femora black. 
Length — 2 16 mm. 
Hab. — Formosa (Taihoku, Tainan, Tappan). 


ae 
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3. Dideodes lautus Coo. 


Syrphus lautus Cog. Proc. Nat. Mus. U.S.A. XXI. p. 323 (1898); 
Mars. — Thous. Ins. Jap. 11. p. 87 (1904). 

Black; the front, antennae, face, and cheeks yellow; in the female the 
middle of the front brown, prolonged as a narrow line down to the inser- 
tions of the antennae; hairs of the front, antennae, and upper part of the 
face black; those on remainder of the face, the cheeks and occiput yellow; 
eyes brownish pubescented. Thorax aeneous black, with 3 deep black 
stripes, the spaces between, them anteriorly grayish pruinose and a spot 


on the pleura in front of the wings yellowish-gray pruinose; hairs of the 


thorax mixed black and yellow, those at the humerus chiefly yellow; 


-scutellum polished, bluish, its hairs being black. Abdomen opaque, the 
_ first segment and both ends of the 2nd polished bluish, the 3rd and 4th 


segments each marked on the anterior part with an arcuate yellow fascia, 
the posterior portion of the 4th and the whole of the 5th segment polish- 
ed yellow; hairs of the first 3 segments, the base and sides of the 4th, | 
black, hairs of remainder of the abdomen yellow. Legs yellow, the coxae, 
trochanter, bases of the femora, black. Wings hyaline yellowish, veins 
and stigma fulvous. Halteres yellow, calypteres brown. 

Length — (p79 16-18 mm. 


Hab. 一 Honshu, Kiushu; not common. 


Dideopsis Mats. (n. g.) 
Differs from Dideodes Marts. as follows: 


'. Antennae especially the 3rd joint smaller, the 3rd joint blunt conical, 


somewhat twice as long as the first and 2nd taken together; the arista 
situated near the base on its outerside of the back, somewhat longer than 
the antenna itself. Compound eyes bare, the touched portion in the male 
as long as the vertex, narrow, a little narrower than the half breadth of 
the front between the antennae; ocelli small, the anterior ocellus widely 


_ separated from the posterior. Proboscis somewhat shorter, oral opening 


oblong, in the middle somewhat narrower. Wings ample, the 3rd longi-. 


_ tudinal vein opens near the apex, distinctly curved into the first posterior 


cell, the cross-vein at about % of the discoidal cell near the base, the 
bend of the 4th vein without appendage (only a fold may be seen), 
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Abdomen distinctly ridged on the sides. 
Type 一 Syrphus aegrotus F. 


We have in Formosa only one species. 
1. Dideopsis aegrotus F. (Pl. VI, fig. 4, 4a.) 


Syrphus aegrotus F. Syst. Antl. p. 243, 48 (1789). 
Syrphus faseipennis MAco., Suit. a Buff I. 537, 9. (1834). 
‘ Didea Ellenriederi Dor. Nat. Tijdschr. Ned. Ind. XIV. 407, Pl. 
10, fig. 2 (1856). 
Didea aegrota Sack. Ent, Mitt. 11. Nr. 1, Fig. 1. p. I (1913); | 
Mars. Thous. Ins. Jap. Addit. Vol. 11, p..215. Pl. XVI, fig. 28 
(1916). | 
Black, shining. Front in the male dark blue, black pubescented; face 
pale yellowish, grayish white pubescented, in the middle with a fuscous 
Stripe; oral margin fuscous, in the female vertex and front black, An- 


tennae brown, the 3rd joint beneath and the arista yellowish. Thorax 


long yellowish pubescented, in the disk short fuscous pubescented, before 
the wing-insertion on the pleura with a vertical grayish stripe. Scutellum 
yellow, black pubescented, on the sides with yellowish hairs. Wings | 
hyaline, in the middle with a broad black band, at the base yellowish. 


. Abdomen black, with 3 yellowish bands, the first band being interrupted 


in the middle, black pubescented ; venter yellow, with 3 black bands, the 
Sth being entirely black. Legs black, the anterior 4 legs, except the 


coxae, trochanter and the bases of the femora, yellow. 


Length — J'2 11-13 mm. 
Hab. — Formosa (Horisha, Koshun); China, Java, Sumatra, Phil. 


Betasyrphus Mats. (n.g.) 


Head semispherical, Somewhat broader than the thorax. The facial 
tuberclé somewhat higher than the antennal-process. Antennae large» 
the 3rd joint conical, not compressed, much longer than the Ist and 2nd. 
taken together; the arista nearly as long as the antenna itself, on the 


_ outer side of the back near the base. Compound eyes strongly pubes- 


cented; in the male vertex much elevated and much shorter than the 
touched portion of the compound eyes; in the female vertex as wide as 


- 
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the half breadth of the front between the antennae. Proboscis moderately 


long, not longer than the height of the head, the palpi very small; oral 
opening oblong. Wings moderate, the 3rd longitudinal vein straight, 
opens near the apex, the cross-vein near the base, at about X of the 


_. discoidal cell, the bend of the 4th longitudinal vein with a long appendage. 


Abdomen on the sides scarsely ridged. This genus resembles somewhat 


to Ischyrosyrphus Bıc., but the 3rd antennal joint much differs from 


yellowish), front and vertex dark bluish, in the female the front on the ~ 
sides and in the middle yellowish pruinose. Antennae fuscous, the 3rd » 
_ joint beneath and the base of the arista yellowish. Compound eyes in 


the latter. 
| Type — Syrphus serarius WIED. 
We have in Japan the following only one species. 
Betasyrphus serarius WIED. (PL IV, fig. 6,62) . 


Syrphus serarius Wien. Auss. Zweifl. II. p. 128, 20 (1830); Scan. 

—Dipt. Nov. Reis. p. 352. 37 (1868); Cog. — Proc. Nat. Mus. U.S.A. 

XXI, p. 321 (1898); Marsum.— Thous. Ins. Jap. Vol. I. p. 94, 
Pl. XXV, fig. 14 (1904); Sack -- Ent. Mitt. II, p. 5 (1913). 


‚ Dark brown. Face pale fulvous, with a fuscous stripe, which not 


. reaches to the antennal-insertion, fuscous pubescented; cheeks and oral 


margin grayish fuscous; the antennal-process (except the apex which is 


the male brownish and in the female whitish densely pubescented. Occi- 


| put dark bluish, fulvous pubescented. Thorax brownish or bluish black, | 


with 3 fuscous stripes, pale yellowish long pubescented, on the sides 
yellowish. Scutellum dirty yellow, with some waxy luster, long black 
pubescented, on the sides yellowish. Scutellum dirty yellow, with some 
waxy luster, long black pubescented. Wings hyaline, with a light brown- 


ish tinge, stigma dirty yellow, veins fuscous. Calyteres pale yellowish. — 


Halteres fuscous, at the apices yellowish. Abdomen black, with 3 narrow 


bands, the first band bluish, the 2nd and 3rd dirty yellow, black and 


‘yellowish pubescented. Venter shining grayish, with 2 silvery bands, in 


the female each segment in the middle with a fuscous spot. Legs pale 
brownish, coxae, trochanter and the basal halves of the femora fuscous. 


Length 一 J'2 11-12 mm. 
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Hab. — Hokkaido, Honshu, Shikoku, Kiushu, Riukiu, Formosa, 


Corea; China; in Hokkaido very rare, but common in Honshu 
and Kiushu. / 


| . Catabomba Ost. 
OSTEN SACKEN — Western Dipt. p. 325 (1877). 


Head large, much broader than the thorax, front above the antennae 
broad and vaulted, the facial tubercle somewhat higher than the anten- 
nal-process; in the male the vertex much elevated, somewhat equilater- 
al, only % as long as the touched portion of the compound eyes; in the 
female vertex nearly as wide as the half breadth of the front between 
the antennae. Antennae large, the 3rd joint oval, somewhat compressed, 
more than twice as long as the first and 2nd taken together; the arista 
near the base, at about % of the back, somewhat longer than the antenna 
itself. Compound eyes distinctly pubescented. Wings moderate, the 
3rd longitudinal vein opens before the apex, distinctly curved into the 
first posterior cell, the cross-vein at about 4 of the discoidal cell near 
the base, the bend of the 4th longitudinal vein with a short appendage. 
Abdomen broader than the thorax, on the lateralmargin distinctly ridged, 
with lunular spots and not banded. 


Type 一 Syrphus lunatus Wien. 
We have in Japan the following 2 species. 
Table of Species. 
I. The lunular spots of the abdomen narrow, the first and 2nd spots 
near the middle of the respective segment ... komabensis n. sp. 
— The lunular spots of the abdomen broad, the first spots near the 
hind margin and the 2nd near the anterior margin. Junata Wien. 


1. Catabomba lunatus Wien. 
WIEDEMANN — Auss. Zweifl. II. 121, p. 8 (1830). 

Aeneous black. Face and front yellowish, long, fuscous pubescented, 
in the female face entirely and in the female only on the lower part of 
the face yellowish short pubescented; facial stripe pitchy brown. Anten- 
nae fuscous, the first and 3rd joints beneath pale, the arista yellowish, | 
Proboscis fuscous, robust. Compound eyes densely brownish pubes- 
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cented, the touched portion in the male much longer than the vertex; 
in the female vertex shining bluish black ; the antennal-process fuscous; 


‘A cheeks grayish, with short white hairs. Thorax long brown pubes- 
cented, hairs on the sides yellowish; scutellum dirty yellow, very long, 
black pubescented, hairs on the sides and posterior margin pale yellow- 


ish. Wings hyaline, the 3rd longitudinal vein more curved into the first 
posterior cell, stigma dirty yellow, veins brownish. Halteres yellow, 
calypteres pale yellow. Abdomen black, with 3 interrupted yellowish 
bands, of which the 2nd and 3rd bands at the inner margin being rounded 
and uptured, touching the lateral sides with the uptured apex; the 4th 
and 5th segments each at the hind margin narrowly yellow; yellowish 
pubescented, hairs on the black parts being mostly black. Venter dirty 
yellow, the 2nd, 3rd and 4th segments each in the middle with a fuscous 
spot, the 3rd and 4th each at the hind margin and the 5th entirely, 
fuscous. Legs yellow, coxae, trochanter, femora, except the apices, and 
the middle part of the hind tibia, fuscous, apices of the tarst brownish. 
Length 一 の 2 12-14 mm. 
Hab. — Honshu (Nikko), Kiushu (Kumamoto); 3 (2 の , 12) speci- 
mens collected by Prof. S. Matsumura and Mr. S. KAWAMURA. 


2. Catabomba komabensis Mats. (n.sp.) (Pl, VI, fig. 7,2.) 
9 Bluish aeneous. Face pale yellowish, vertex black, the antennal- 
process and its environs pale brownish, fuscous pubescented; facial 


tubercle fuscous, its sides somewhat pale brownish, fuscous and the lower 


_ part of the face pale yellowish pubescented. Oral margin pale brown, 


cheeks grayish black. Compound eyes whitish pubescented, Thorax 


shining, on the sides dirty yellow, pale yellowish pubescented, on the 


posterior part mingling some fuscous hairs, hairs on the sides being 
denser and paler. Scutellum dirty yellow, with long fuscous hairs, those 
on the margins being pale yellowish. Wings hyaline, at the base yellow- 
ish, veins and stigma brownish. Calypteres whitish. Halteres yellow. 


' Abdomen black, with 3 pairs of yellowish lunular spots, the first spots 


being nearly straight and not reaching to the lateral margin, the 2nd 
and 3rd on their anterior margins strongly concave, on the inner sides 
clavate, with their uptured apices reaching to the lateral margin; the 


> 
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2nd spots near the middle and 3rd near the anterior margin of the 
respective segments, the 5th and 6th segments each on the hind margin 
narrowly yellow; pale yellowish and black pubescented, the hairs on the 
posterior part being mostly black. Venter yellow, each segment with a 
large fuscous spot. Legs yellow, coxae, trochanter, the basal halves of 
the femora (the hind femur except the apex fuscous), and the apices of 
the tarsi, as well as the middle of the}posterior tibia, fuscous. 
Length — 2 13 mm. 


Hab. — Honshü (Komaba in Tokyo); 1@ collected by Mr. 5. 
HIRAYAMA. 


Metasyrphus Mars. (n.g.) 
Head moderately large, broader than the thorax; in the male the 
vertex much elevated, as long as the touched portion of the compound 
eyes, in the female vertex broader than the half breadth of the front 


between the antennae; the facial tubercle somewhat higher than the 


antennal-process in profile. Proboscis long, robust. Antennae large, 
the 3rd joint oval, somewhat compressed on its back, nearly twice as 


_ long as the first and 2nd taken together; the arista near the middle on 


its outer side of the back, nearly as long as the antenna itself. Compound 
eyes not pubescented, in the female the front side in profile nearly 
straight. Wings moderate, 3rd logitudinal vein distinctly curved into the 
first posterior cell, opens before the apex; the cross-vein at about 4% of 
the discoidal cell near" the base, the bend of the 4th longitudinal {vein 
with a long appendage. Abdomen as broad as or broader than the 
thorax, on the lateral margin not distinctly ridged, in the female nearly 
always with lunular spots. We have in Japan the foilowing 6 species. 


Type 一 Syrphus corollae F. 
Table of Species. 


1. Abdominal bands in the male, except the first, sometimes inter- 
Mipredand sometimes not interrupted... © 2. "se. na Mae He 
— “Abdominal bands in the male, all interrupted” ... .. ae 3 


2. Scutellum black and yellow pubesctnted; large species ... ... ' 


N TEE ERR I Sat Se Regen Inssp: 


_ 一 Scutellum yellow pubescented; small species ... ... corollae F. 


Pay Mee PT ER ae 
5 wit? だ ず * 
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3. Abdomen distinctly broader than the thorax...karafutonis n.sp. 

_ 一 Abdomen as broad as the thorax or a little broader than the thorax. 4 
_ 4. Cheeks yellowish brown, thorax in the female much narrower 
than the abdomen ... .. ーー « arcuatus FALL. 
— Cheeks and oral margin BN iste the 2nd abdominal spots 
‘posteriorly black pubescented... ... ... Kawaguchii n. sp. 
— Cheeks grayish black, the oral margin on the upper part fuscous; 


the 2nd abdominal spots Be not black pubescented 
sid Mat mt MA aha, “Hie eid yale ... «. gtenopus n-sp. 


1. Metasyrphus karafutonis Mars. (n.sp.) 


Aeneous black. Face pale yellowish, with short grayish hairs; vertex 
„ aeneous’ black, posteriorly with a bluish shade, fuscous pubescented; 
‚ front pale olivaceous; face with a brownish stripe. Cheeks aeneous, 
white pruinose. Antennae yellowish, on its back fuscous, the arista 
yellowish. Mesonotum pale yellowish pubescented ; scutellum yellowish, 
semiopaque, brownish pubescented, on the margins with yellowish hairs, 
Wings hyaline, veins fuscous, stigma fulvous. Halteres yellow; calyp- 
teres pale yellowish. Abdomen oblong, with 3 pairs of yellowish lunules. 
of which the first pair reaches to the lateral margin with its uptured 
apex, the 2nd and 3rd pairs somewhat comma-shaped, clavate at their 
inner margins, and uptured on both ends, not reaching to the lateral 
margins, the 4th at the hind margin and the 5th entirely yellow, the 
latter in the middle with a short black band. Venter yellow, the 2nd- 


5th segment each with a short fuscous band in the middle. Legs yellow,. 


coxae, trochanter and the basal halves of the femora fuscous, tarsi at the 
apices and the hind tarsi externally brownish. 
Length 一 の 2 12 mm. 
Hab. 一 - Saghalien (Motodomari, Ohtani); 2 (や) specimen col- 
lected by the authors. 


2. Metasyrphus frequens Mars. (n.sp.) (Pl. VI, fig. 8, 0.) 


の 2 Aeneous black. Face pale yellow, with a fuscous stripe, pale 
yellowish pubescented : cheeks grayish black. Antennae fuscous, the 


lower surface paler; the arista pele brown, at the apex fuscous. In the. 


ih; 
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female vertex shining black, front with a brownish A -shaped marking, 
the both short fuscous pubescented. Thorax pale yellowish pubescented, 
on the side dirty-yellow; scutellum fulvous, in the disk fuscous pubes- 
cented, on the margins with longer pale yellowish hairs. Calypteres 
and halteres pale yellowish. Wings hyaline, stigma fulvous, veins 
fuscous, those on the costa being brownish. Abdomen black, in the 
male with a bluish tinge, with 3 pairs of yellow lunules, the 2nd and 3rd 
bands often not being interrupted, not enlarged at the inner margin, 
reaching to the lateral margins; the first pair nearly straight, the 2nd 
somewhat curved at the anterior margin, the 3rd upturned only on the 
outer margin, the both situated nearer to the anterior margins, the 4th 
and 5th segments each on the hind margin narrowly yellow, the 5th on 
each side with a triangular yellow spot, black and yellowish pubescent- 
ed. Venter waxy yellow, each segment with a large quadrate fuscous 
spot. Legs yellowish, coxae* trochanter, the basal halves of the femora . 


(the hind femur largely fuscous except the apex), the middle of the hind 


tibia and the apices of the tarsi, fuscous. 


Length 一 の 2 11-12 mm. 
Hab. — Hokkaido, Honshu (common), Kiushu. 


3. Metasyrphus Kawaguchii Mars. (n. sp.) (Pl. VI, fig. 10,2.) 

& Aeneous black. Face yellow, with an aeneous reflection, black 
stripe reaching to the middle, oral margin and cheeks bluish black ; 
yellowish and brownish pubescented; front olivaceous yellow, black 
pubescented. Antennae brown, beneath paler, the arista brown, in the 
middle paler. Vertex black, occiput yellowish pubescented. Thorax 
yellowish pubescented, on the sides and a lateral tubercle before the 
scutellum dirty yellow. Scutellum waxy dirty yellow, black pubescent- 
ed, hairs on the sides and hind margin being yellowish. Wings hyaline, 
veins fuscous, stigma brown. Calypteres and halteres pale yellowish. 
Abdomen nearly as broad as the thorax, black, with 3 pairs of lunules, 
the first spot being nearly straight, not reaching to the lateral margin, 
the 2nd and 3rd each at the anterior margin distinctly concave, the both 
not reaching to the lateral margin; the 4th and 5th segments each on 
the hind margin narrowly yellow ; yellowish and black pubescented. 
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Venter pale yellow, the 2nd, 3rd and 4th segments each with a chestnut- 
like fuscous spot, the 5th fuscous. Legs fuscous, the apices of the femora, 
the tibiae as tarsi largely yellow, the hind legs largely fuscous, only at 
the extreme apex of the femur and both ends of the tibia yellowish. 
Length — 9 mm. ! 
Hab. 一 Saghalien (Motodomari) only 2 (アグ) specimens collected 
1 by the authors. 
Differs from the allied species M. corollae F., by the black hairs of 
the scutellum. 
4. Metasyrphus arcuatus Fac. 
Syrphus arcuatus Far. Dipt. suect. 42. 11 (1816); — Meig. Syst. 
Beschr. III, 302, 42; Zett. Ins. lapp. 598, 2; ScHin. — Faun. Austr. 
Dipl. Vol. I. p. 305 (1862); Mars. - Cat, Benef. Ins. Jap. p. 49 
(1908). 
of Bluish black. Face pale yellow, with bluish luter, facial tubercle 


and the upper part of the oral margin brownish, cheeks dirty yellow; 


pale yellowish, but on the front black pubescented. Antennae fuscous, 
beneath yellowish, the arista brownish. Vertex black, fuscous pubes- 
_cented. Thorax pale yellowish pubescented, on the sides and a lateral 
tubercle before the scutellum dirty yellow. Scutellum waxy dirty 
yellow, black pubescented, hairs on the sides and hind margin pale 
yellowish. Wings hyaline, veins fuscous, stigma dirty yellow. Calypteres 
yellowish white, the margin and halteres yellow. Abdomen distinctly 
_ broader than the thorax, black, with 3 pairs of lunules, the first spot 
small, oblong, situated somewhat obliquely, being pointed at the inner 
margin, and situated far before the lateral margin, the 2nd and 3rd spots 


each on the anterior margin indistinctly concave, on the inner sides ~ 


somewhat clavate and quite widely separated each other, and situated 
nearer to the anterior margin of the respective segments, not reaching 
to the lateral margin, the 4th and 5th segments each on the hind margin 
narrowly yellowish; yellowish and black pubescented. Venter pale 
yellowish, the 2nd, 3rd and 4th segments each with a brownish spot. 
. Legs yellow, coxae, trochanter and the bases of the femora fuscous, 
the hind femur at the basal 24 being fuscous. 
Length 一 "rr mm. 


% 
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Hab. — Hokkaido (Sapporo); only one の specimen collected by _ 
the authors. | | 


- Compared with the European species, the Japanese one being provid- 


ed with the smaller spots on the 2nd abdominal segment. 


9. Metasyrphus stenopus Mars. (n. sp.) 


Much resembles to M. arcuatus FALL. but differs from the latter as 
follows: 


の Cheeks aeneous black, the facial stripe reaches to the middle of the 


face. Thorax aeneous black. Abdomen narrower, a little broader than 


the thorax, lunules narrower, the first spots nearly straight, somewhat | 
narrower towards the inner margin and truncated, the 2nd spots nearly 
in the middle of the 3rd segment, more concave at the anterior margin; 


venter with 3 large rectangular fuscous spots. 


Length — 11.5 mm. 
Hab. — Hokkaidö (Sapporo); 1 g7 specimen collected by Prof. S. 
MATSUMURA. 


6. Metasyrphus corollae F. 
Syrphus corollae F.-Ent. Syst. IV, p. 306, 106 (1792); Meıc.- 
Syst. Beschr. III, p. 304, 46 (1822); WiEp.- Auss. Zweifl. II, 
p. 121, 7 (1830); Maco.-Suit. a4 Buff. I, p. 539, 18 (1834); 
Coo.-Proc. Nat. Mus. XXI, p. 321 (1896); Mars. —- Thous. 
Ins. Jap. II, p. 90, Pl. XXV, fig. 6 (1904); Sack - Ent. Mitt. 
IT, p. 5 (1913). 

Aeneous black. Face yellow, with a brownish tubercle, pale yellow- 
ish pubescented, vertex black, front with black hairs, in the femaie above 
the antennal-insertions each with a brownish spot (often not distinct); 
cheeks grayish black, in the male oral margin often black; antennae 
yellowish brown or brown, beneath paler, the arista yellowish brown, 
which being situated somewhat nearer to the base than on the other 
species. Thorax acneous black, on the sides and a lateral tubercle 
before the scutellum dirty yellow, yellowish pubescented. Scutellum 
waxy dirty yellow, with pale yellowish hairs. Wings hyaline, with a 
yellowish tinge, veins fuscous, stigma and base dirty yellow. Calypteres 
and halteres pale-yellow. Abdomen in the male somewhat and in the 


i * 
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female distinctly broader than the thorax, with 3 yellowish bands or 3 
pairs of lunules; in the male the first band widely interrupted, nearly 
triangular and reaches to the lateral margin with its upper part, the 2nd 


and 3rd in the middle on both margins more or less emarginated, some- 
times distinctly interrupted, not reaching to the lateral sides, the hind 


margin of the 4th and 5th, except the black spot in the middle, yellow; 
hypopygium small, black, at the hind margin yellow; subhyaline, the 
2nd, 3rd and 4th segments each with a black spot, the 3rd and 4th on 
the hind margins black; short yellowish and black pubescented; in the 


_ female the bands all interrupted, namely with 3 pairs of yellowish lunules, 


- 


the first pair somewhat triangular and oblique, reaches to the lateral 


margin with its entire surface, the 2nd and 3rd pairs each at the inner 


end clavate and on the anterior margin somewhat concave, reaches to 


_ the lateral margin with its upturned apex and to the anterior margin 


with its enlarged part; venter with 4 black spots respectively on the 2nd, 
3rd, 4th and 5th segments; pale yellowish pubescented, mingling a few 
short black hairs. Legs yellow, coxae, trochanter and the bases of the 
femora (in the male extended near to the middle), fuscous. 
Length 一 f' 9.5 mm., 2 ro mm. 
Hab. — Saghalien, Hokkaido, Honshu, Shikoku, Kiushu, Formosa; 
China, Malay, E. India, Europe, Africa. 


(To be continued,) 
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— tis i 2. =F GIO PRIM LL, 第 三 縦 豚 は 基 だ し く (組曲 


ANS > ... «ee  Didea (p. 136) 
VO. EN Baum Et, SUERDH- 
WERK... RENNEN Dideodes (p. 140) 
<i — 550) 2 I EN # ( は 上 に て 少 し く ME b, 
os ma poe … … … Ir 
N 1 BSMANRMRN ST, BASE, STREIK 
oon 豚 を 有 す … eee … 0 Betasyrphus (p. 143) 
DORN COG BIS, ee. > 
Bic . Bike Ae SF N 202 15 … s+ +++ Dideopsis (p. 142) 


Asarcina B (ナガ ヒラ タ 77) 
AHNILETAIOTOIHD), 
I ナカ ヒラタ アプ Asarcina ericetorum F. 
EN —KE5 A, 四 國 , 九州 , Ei, (p. 185; pl, VIL fig. 1) 
2. RYAFHEFYTT A. fumipennis Sack. 


EM Bie, (p. 136) 


種 の Sp 類 表 
1. Mires, WHC BELLA -- … ---fumipennis 
—BURR 胸 背 に 黄色 毛 を 生か ぶ … … …'ericetorum 


Didea 局 (マル ヒラ タダ アブ ) 
、 RACE TS も の 下 の 三 種 あ 5. 
| I. マル ヒラ タ ア ブ プ Didea fasciata Maco. 
産地 一 北海 道 (札幌 ) 本 州 (岐阜 , 京都 )) (p. 187) 
2 カラ フト マル ヒラ タ ア ブ OD. sachalinensis Mars. 
産地 一 樺太 (AR), Cm.188:pl、VE fig. 5) 
3. HRVLESITF D. japonica Mars. 
ERBE AN (東京 , ME AR). - Cp.188 ; pl- VI, fig. 2) 
OL ER Ind D. confrator Wien. (p. 139) ¢ #EF sage も 
Ru Didea 局 に 係る る の な 5 や 不明 な 5. 


_ THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE Vol, 1. 155 


Dideodes 5 (方 未 ヒ ラ タ ア ブ ) 
本 邦 に 産 す る も る の 下 の 三 種 あ 5. 
I. FRESSVTTF Dideodes latus Coa. 


産地 一 本 州 , 九州 。 (p. 140; pl. VL, fig, 3) 

2. タイ ワン * 氷 ヒラ タ ア ブ OD. formosanus Mars. 

Be Hh — SS (p. 141) 

3. ツマ キオ 示 ヒ ラ タ ア ブナ D. lautus Coo. 

産地 一 本 州 , 九州 。 (p. 142) 
種 De RM 表 ( 

A Re ES Gt 

ー 生 状 部 及び 腹部 は 間 色 の … … nee eee ーー ドー ーーー 2 

BEN ger ee bate nee, Tata 

— FEAR HE PAE … … … …  … formosanus 


Dideopsis B (ナカ グロ ヒラ タ ア プ ) 
本 邦 に 産 す る る の 一 種 あ 5。 
2 ナカ グロ ヒラ タ ア ブ Dideopsis aegrotus F.cp. 143: pLVI, fig. 4) 
i th — eet HE ER), 
AED AFUTWERICIEH LESL. 
Betasyrphus 5 (クロ ヒラ タ ア アプ) 
本 邦 に 産 す る る の 下 の 一 種 あり 5. 
1. クロ ヒラ タ ア ブ Betasyrphus serarius Wrsp. | 
ALTE, 本 州 , 四 國 , 九州 , 沖縄 , SE, cp. 144; pl. VI, fig. 6) 
串 一 腹 分 に 鉛 色 帯 ゎ ある を 以 て 容易 に 還 別 し 得 べ し . 
Catabomba B (ムリ ポ シ ヒ ラ タ ア プ ) 
本 著 に 産 す る も の 下 の 二 種 あぁ >, HROPMAKI SENT, 容 
Sai fH! LAS LL, 
1. AURZEFFTTF Catabomba lunata Wien. 


産地 一 本 州 (HIE), 九州 (BER), (p. 145) 
2. コマ パム ツボ ポ シ ヒ ラ タ ア ブ C. komabensis Mars. 
産地 一 本 州 KR), (p. 146; pl- VI, fig. 7) 


} 


ア 


ELBE ( 元 宿 , 大 谷 ) 
。 3. カバ ハク グチ ホン ヒラ タ ア ブ M. Kawaguchii Mars. 


x 


156, Rk Bet AN & FF BK 


種 の 分 x 
IB OBL a BIB = WLU RBS O HR: 近 位 


… ++ komabaensis 
2. pm ORLA, 第 “PBMC, BIA 
BRIEF …. --- + lunata 
en B (ホシ ヒラ タ ア プ ) 


、 本 邦 に 産 す る も の 下 の 六 種 あ り 。 


1. + S 張 シ ヒビ ヒラタ アプ Metasyrphus frequens Mars. 
産地 一 北海 道 , 本 州 , 四 國 , ZUM, (p. 148 ; pl. VI, fig. 8) 
2 カラ フト ホシ ヒラ タ ア ブフ M. karafutonis Mars. 


産地 一 樺太 ( 元 宿 ), (p- 149 ; pl. VL. fig. 10) 
4. 宗 シ レラ タ ア ブ プ M. arcuatus FArr. 
産地 一 北海 道 ALM). (p. 150) 


5. フタ ダシ ヒラ タ ア ブナ M. corollae F. 


産地 一 樺太 , 北海 道 , 本 州 , DO, N Seles. (p. 161) 
6. 張り ホシ ヒラ タダ アブ M. stenopus Mars. 
産地 一 北海 道 (札幌 ). Cp.151) _ 
ta | 種 の 分類 表 
1. ZERO see RBM EMRE 2» 80 CeBIT on 
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-- 腹 部 は 細く , AEDS ANSE CURL CBR Lee ee 


4. Kay wes, 雌 の 胸部 は 腹部 ょ 5 少し く Br bee nes arcuatus 
TRO RS OE, 胸部 の 第 二 紋 は 後継 に て 巣 毛 を 生 ず 


Kawaguchii 
BAUR K, Fie id LER le 胸部 第 二 紋 は BR TH 
を 生 ぜ ず … … … 2 re > 


CLF BR) 


rat] (p. 148) 
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Explanation of Plate VI. 
第 7 hk Rm AA 


. Asarcina ericetorum F. (CFS = a) クチ ナガ ヒラ タ ア ブ 

. Didea japonica Mars. ARVIVEFRIT 

- Dideodes latus Cog. AKEIRIT 

. Dideopsis aegrotus F. ナカ グロ ヒラ タ ア プ ブ 

. Didea sachalinensis Mars. カラ フト マル ヒラ タ ア ブ 

. Betasyrphus serarius Wer. クロ ヒラ タ ア ブ 

. Catabomba komabensis Mars. 37165277 

- Metasyrphus frequens Mars. ナミ ホシ ヒラ タ ア プ 
M.  Hideonis Mars. ヒデ ラ ヒ ラ タ ア プ 

. M. Kawaguchii Mars. カバ ハゲ チ ホシ ヒラ タ ア プ 

.M. jezoensis Mars. ェ ゾ ポン ヒラタ ァ ブ 

. M. Kawamurae Mars. D°LIRDEFSTT 

. Episyrphus fallaciosus Mass. ニニ ホ リヒ ラ タ ア プ ブ 

. Mesosyrphus constrictus Mats. アシ グロ ヒラ タ ア プ 


. Eusyrphus cingulatus Mats. シ ハ ヒラ タタ アプ 
i. Syrphus (Macrosyrphus) okinawae Mars. ヲ キ ナハ ヲ ビ ヒラ タ ア プ 


BROBATTFTLOURRIER 2 2 2) 


(p. 135) 
(p. 138) 
(p. 140) 


(p.143) 
(p.138) . 


(p- 144) 
(p. 146) 
(p. 148) 


(p. 149) 


. 8. (Lasiophthicus) topiarius MEic. ケ ビ ヒラ タタ アプ 
S. (Syrphus) japonicus Mars. ヤマ ト ヒ ラ タ ア プ 
S. (Parasyrphus) aeneostoma Mats. クチ グロ ヒラ タ ア ブ 
8 Shibakawae Mars. シバ パカ ハ ヒラ タ ア ブ 
S. bilineatus Mars. _ フチ ス ヂ ヒラ タ ア プ ブ 
S. mikado Mars. ミ カド ヒラ タ ア ブ 
. Macrosyrphus aino Mars. ァ イ ノ ヒラ タ ア プ 


. Stenosyrphus motodomariensis MIars、 モ トド マリ ヒラ タ ア ブ 


SNCS AE Vor. II, Pr. VI. 


New and Little known Species of the Syrphidae of Japan 
BRERMUROoH 


T. Oxunt, del. 
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ON THE FEMALE OF ZEPHYRUS JEZOENSIS MATS. 


BY S. SATAKE, Aogakushi, F.E.S. JAP. 
ZEJ/ZFYJSZZZOHLMT 
T#t 佐武 正 一 xHABRSE<R 


Prof. S. Matsumura has described about the male of this species 
in this magazine (Vol. I, Pt. II, May, 1915), but not yet about the 
female, while Mr. M. Yokoyama, F.E.S. Jap. had stored a pretty 
many fine specimens of the female by which 1 could describe here 
and ought to be grateful to him. 


Allied to Zephyrus orientalis Morr. 2, but differs in the follow- 


ing points. 


/ 


Zephyrus jezoensis Mais. 2 Upperside. Underside. 


\ 


I. Generally smaller in size. 

2. Upperside: generally lighter, grayish white spots at the end of: 
discal cell in forewing smaller, sometimes of light orange colour; no 
bluish white line along the outer margin and the anal angel as in 


Z. orientalis Murr. 


3. Underside: ground colour, somewhat yellowish suffused, dis- 
coidal bar in both wing quite indistinct, transverse grayish white band 
broader, internally not margined with fuscous; yellowish spots of the 
first and second cell almost always continuous but sometimes being 
interrupted in the cell 12. 

4. Tails much shorter. 


Expanse — 39 mm. 


a 


ih ag | Ra HG 8 MG 第 Hw 


Hab. - Ikao (July 26th, 1907), Shiobara (Aug. 29th, 1912), and Mt. 
Fuji (Aug. ıgth, 1913). 


AFG DHE 2 KIEV AE — BSN Bee bh CBRE ON 
し も の に し て , HIM OPABC OMe Leet om CF 


、. 際 示 ミド リ シ さ ミュ 5 反 つ て 多 敷 に 産 す る が 如 し ) 大 正 五 年 三 月 
_ 本誌 第 二 徐 第 一 跳 に 余 の 記載 せ LM de, 准 に 就 て は 博士 $ 未 だ 
、 其 確 然 な る も の を 獲 ら れず 余 も 産地 不明 の も の 一 頭 を 瀬 〈 所 蔵 格 本 


Pic ee Licjk > ba’, GAB aR ERR i REAPS 
2b 4 VS LA ROPE CK 5 BBs RU He ewe 4B 
得る に 至れ 5。 AEC WMKORPRY RAT, 

大 体 オ ポ ミ ドリ シミ OVS ne FROME Dd. 

1. 一 般 に 策 小 形 な 5。 | 

2. URHORBERE ( (BLIERESBEHNLTÄRIFY 
シ さ ミミ 大 差 な し )。 HERDREIERTONBUILTBELT 


VUEIEG 2s oD >, INES AS BA BOR 


條 な し 。 
3. ABM, KEOW ALTAR © TS, 雨 凌 中 室 末端 の 得 色 環 
ERS, W 字形 の 灰白色 線 の 店 は 廣 《 し て , NAURBELER 


GONE LL, GUI A UES MARA To BSL. 
、 若尾 は 短 ( し て オ 素 ミド リ シ さ ミ の 約 二分 の 一 長 な り . 
| Mob —T=5p, 


時 期 友 産地 BRUTFEATARHER KETEFENAHNH 
HR WCSeNAPH BLEUE, Fn も 横山 氏 探 集 . 
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ie 


ARNITHERFELET 
オバ パコ ヤ カ Agratis Dahli Hey. に 就 て は , HABS ER 
Aa seit GFARM te +o A) に 於 て , 三宅 博士 の 島根 双 際 岐 島 の 
emake BT On し 中 に , MWe BH TBs LE RR 
an, Rik] KOA RAIA © AE IL 1A “ Leecu & PrYER 氏 が 


| 本 邦 に て 得 , Hameson 氏 は 本 邦 各 地 に 産 す る を 記す も , 余 は 一 頭 の 雑 


を 際 財 に 得 た る の み "< 記し あぁ 5. 然るに 余 は 大 正四 年 月 士 日 大 


村 に て 一 頭 を 得 , 大 正 五 年 駐 同 一 の る の 一 頭 を 得 , +ALATRE 


on x AH xX 


BIHIEHLIHARNIPHT AB FAN 5. Ko THB CA LIE 
S7Ltzb, 5 i fe ROE ICA A CAT, ARE) 


a se 紹 Tf (大正 五 年 度 ) 


A 


37, BAER BARA UBB It HC (DD SRE + — BR) 

38. HSER AK-AARRBMOS SM (hy Seesh-+ oA ee) 

39. (ies HE— AR EES 2 (ABET AB LY PEER). 

ABRUIFELERER OBC LC, ERROR HS SS PAO LOL BE 
ず 。 th CEBU SAIC LT, COWNRUBS EE CRKEA# KR Synonym DHÄFZeER 
し 次 に 和 名 及 産 地 た 記し た る ぉ の な り 。 MOMERLIBWNESCM CHS DRAM IT 
FES 2 も VIA S RBI LZR OI UT, 本 目 鱗 諸氏 に 推 賞 す る と に 何等 の 開 係 な 
Lo GR CHEE GUY INS AERC (TY, FEL UAE OIE 2 ra ta LCHL DAR 
(勿論 番 競 に ば a, b, c AML CRNLS 4b) RRER こさ , ABR OMY tORAIC LY 
不 揃 に て 見 難 き 跡 あ る と ょ な り o これ 等 は 兎 AT SRS ELT ZAREK, 
[> EMATSZLORYS 

40. 牧 茂 市 郎 一 4 SE STARE RR RNC IN NLA. 


OS) 
41. 高橋 3%-ARABAPDALD(-Me (REST A BR 
42. SLE E B38 Dav SY aN 4 RRC BRIERE ABD) 


39. 寺 西 15—- PEA BD PY CET (RL) 


MO て 
1 A Nu 


160 I RABSHS BKBSUR 


4. NISEAB—-HITIIIEIJLZICHKT (Rat AM) 
5 RBLMKEPARER—TIIFT PAA LLOEGR RT CATO AR) 
46. BEBKER—-VIALNOBE MRI RC (同上 ) 
A mK xX 
3. Epwarps, F.W., New and little-known Tipulidae chiefly from Formosa (Ann. 
Mag. Nat. Hist., 8 ser., X VIII, 105, 1916). 


4, Nie, K., A Catalogue of the Butterflies of Japan. (G/WBHATA RL ) He) 
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tL Ke 者 
HLS eee ee BERKER 
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大 阪 府 東成 郡 黒江 村 字 長 峡 eA RR RK 
D-11001 794,9: 22983] Kt ZK 

ae 

Pole Tha “2c Dy a SER Ve J Fa SS KA H = K 
( 報 ) = & fa AR 


REGRET + B ER 
3. 本 會 第 二 年 の 回 顧 。 大 正四 年 本 含 を 創立 し て か ら 殆 ざ 二 年 目 に 


な る 。 第 一 年 目 に 於 て 其 の 會 員 敷 略 九 拾 に 達し , RORER( AD 
認識 する 所 と な つた 。 第 二 年 目 に 入 5 二 月 十 一 日 委員 會 を 開き て 本 


SORE? TL. 三 月 廿 一 日 第 二 回 集 信 を 策 上 員 鈴 木 元 次 郎 司 會 に て 
花園 昆 如 研究 所 に 開き , 又 三 月 廿 上 日 に 委 員 に し て 設立 者 の 一 な る 


芝川 文 之 助 氏 の 逝去 せ 5 れ し 和信 四 月 世 三 日 委員 和食 を 開 き , 三 月 三 十 


HMRI B—RE RTL, A RAS RNC UT BAL 


CARA Re, BCTALTAS=ReRTL, BOREKE 


BR seh 
H 7 リリ 
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ASIA 5 TBAT LICR HS 3, Ao OMA ER AD AIR 
TRSSESLTERET 敷 字 的 に も 又 内 容 角 に も 昨年 より は 島 


れ て の る 様 で あぁ る 。 然し 最初 我々 が 期待 し た 遍 の る の ミ 比 較 す れ ば 


何 及 ば ざ る 腐 の 多い の を 遺 城 に 思ふ の で ある 。 又 径 行 期日 の 甚だ 選 
ETZOUZAELTIICHEN BETRIEB LE Ta a Un 
ざ も , これ に 就 て も 相 党 の 理由 が ある の で , 偏 に 會 員 諸氏 の 許容 を 
GhDTHS, ZNUIAFROREELTUER INA INTEL 
ROLE. HARADA SSS RRFRERKMOTZHROEMT 2 
CeSCH4, RURAOBALTANBOBE? AU PORE 
VA BETTIE Tb 6 CMRI RA SNA KO— FSET BIL BADA 
AYELOBECUSALCeCeCHL, @BRHROBAC 15, ACH 
カカ を し た いさ 思ふ の で ある . GE 時 ) 

4 Sr Rae, BARA ET KOA RK te 
RAID Fee 12613 BAC GOS Tb. 然るに 近 
時 同氏 は 日 本 山 征 貸 の 許 勝者 と し て 會 務 に 繁忙 を 極め 6 る ヽ を 以 て 


。 多年 基 大 の 努力 に ょ ) 葛 集 せ 6 て た る 陸 多 の 標本 を 貯 表 箱 ょ 共に 全 


般 余 に 恵 催 せら 5 れ だ 5。 光 に 感謝 措 ( 遂 は ざる 所 に し て 今後 親 學 研 


。 完 上 余 の 受 く る 便 倫 は 測り 知る で べから ざる な ぅ 。 即ち 凌 に 記し て 以 


て 同氏 の 好意 を 謝 す 。 (佐武 正 一 ) 


I. 本 和合 の 本 年 の 計 書 は 近く 委員 會 に て 決議 し , TORTE 
EIZRIR LEdReRG RBS btKEBROZCHS, 
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EXCHANGES. 


Fellows and subscribers are invited to 
make use of this column. Not more than 
six lines can be allowed for each. 


@BWuplicates—Japanese Rhopalocera ca. 
100 sp., Heterocera ca. 500 sp. and Odo- 
nata ca. 50 sp., unset, in envelopes. 

Desiderata—Lepidoptera and Odonata 
of the world. Akio Nohira, Ichijoji, 
 Otagi-gun, Kyoto, Japan. 

WI desire specimens of Hemiptera, es- 
pecially Heteroptera, of the world. In 
return I will give Japanese species. of 
Hemiptera and of other orders. Teiso 
Esaki, No. 1, Shin kawasaki-machi, Kıta- 
ku, Osaka, Japan. 

‘@Duplicates— Japanese and Formosan 

Lepidoptera. Desiderata—Lepidoptera 
of the world. HIwähike Sugitani, 3rd 
High School, Kyoto, Japan. 
®Duplieates—Lepidoptera of Japan. 

Desiderata—Lepidoptera of the world. 

Kichizo Takeuchi, 4-chome, Minami- 
‘Kyuhoji-machi, Higashi-ku, Osaka, Japan. 
' @Duplicates— Japanese and Formosan 
-Coleoptera and Lepidoptera. Desiderata 
— European Coleoptera and Lepidoptera. 

Motojiro Suzuki, Taniguchi, Hanazono, 

Kyoto, Japan. 

@Duplicates— Japanese and Formosan 

Butterflies. Desiderata—Rhopalocera of 
the world. S.Satake, No. 48, Aoyama 

Minami-machi, 5-chome, Tokyo, Japan. 

@ Duplicates—Japanese Lepidoptera and 
’ Coleoptera. Desiderata—Lepidoptera and 
Coleoptera of the world. Shimjire Hira- 
yama, No, 687, Shibuya, Tokyo, Japan. 
@Duplicates — Japanese Formicidae. 

Desiderata — Formicidae of the world. 
Cho Teranishi, ‘he Tokyo Nogyo Univ- 
ersity, Tokyo, Japan. 

@T offer in exchange for Myrmeleonidae, 
_ Chrysopidae, Hemerobiidae, and Mantisp- 
idae determined Odonata, Neuroptera and 
other insects. Esben Petersen, Silkeborg, 
Denmark. 
@Duplicates 一 Hymenoptera and other 
insects of Japan. Desiderata—Hymeno- 
ptera of all parts of the world. Nobu- 
yoshi Tozawa, No. 367, Kitano-Komatsu- 
bara-cho, Kitaku, Osaka, Japan. 
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総 目 銚 に 開 す る 注意 


必 Co mi 


寄稿 者 氏名 は 歌 和 共に Alphabet 順に ょ れ り っ o 
AX Ml A OF LBRO, KXoHIT Alphabet に ょ れ り o 
amae (LAMISIL t ORM ALS> BAILY, AAW BB PAC 


2. KL SMAI LY, 


排列 さり 。 ERMA CK Zt A 2330 Alphabet 順に ょ よれ り 。 
Oo. PERTMZITARONÄI-, EKRIZ Alphabet に ょ よれ り 。 
6. 雑多 は 和 交 の み に し で , BRM SHAT AZ LoL - れ を 書き 分 ち て 後に 集め 


各論 読 さ 大体 同 ど 様 に 排列 さり 。 | 
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ON THE VARIATION IN THE EYE-SPOTS OF A SATYRID, 


YPTHIMA PHILGMERA VAR. ARGUS. 


(with 6 tables and 2 text figures.) 


BY 
TAKU KOMAI, (formerly TAKU FUKUDA.) F.E.S. JAP. 


ESDIFE AVI AOMMDBER IT 


(HER SED) 
By | FF 1 KOKBRRES*R 


INTRODUCTION. 


As is well known, Darwin“ payed a special attention to the vari- 
ability of the eye-like spots upon the surface of the wings of birds and 
butterflies. In “Descent of Man’, he entered into this subject very 
attentively, devoting two complete paragraphs. Thence the same 
problem has often become the subject of investigation of several students 
of variation, whose attention was specially directed to the markings of 
insects, among whom Bateson, Mayer,“ BACHMETJEW ,? Grarp,“? 
and Ksrroce and BELL” are to be mentioned. As to the ethological 
significance of such spots, an ingeneous hypothesis has been proposed 
by Poutron,“*"? However, to get clearer insight of this problem, many 
jaborious works will still be needed. Some of them might be experi- 
mental, but such statistical method as that employed in the present 
report is by no means unnecessary, still more so in getting some precise 
data from the state of nature. 
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MATERIAL. 

Ypthima philomera var. argus is a small butterfly belonging to 
the Subfamily Satyrine. Ihe variableness of the eye-spots of this 
variety appears to have attracted attention of many lepidopterologists, 
for instance, LEECH® and Serrz.‘ The abundance of individuals is 
another advantage for the study of variation of the eye-spots: perhaps, 
no other species of this subfamily are collected with so much easiness as 
this in the mild district of Japan. All the material, upon which this 
report is based, was captured by myself; each lot was collected within 
an area not exceeding two miles in diameter and under tolerably uniform 
local conditions. In the mild districts of Japan, this butterfly begins to 
emerge towards the end of April and continues to be seen during the 
next month. Then it disappears completely until the end of June. Then 
the new generation begins to fly about. During summer months the 
butterfly is very common, especially in the neighbourhoods of low bam- 
boo bushes, where the larvae usually find their feeding places. But 
towards the middle of September, the number gradually diminishes; and 
in the next month, only a few individuals with worn-out wings are some- 
times seen. Accordingly we are quite sure that, Lots I, V and X of 
Table I consist exclusively of the individuals of the spring generation, 
while the others are all made up of those of the subsequent generations, 


THE LOCATIONS OF THE EYE-SPOTS. 


‘The eye-spots, on the wings of this butterfly are all apparently of the 
same nature. Ihe following laws appear to govern their mode of forma” 
tion:— (a) the center, or the pupil, falls always upon the crease which 
passes through the middle line of the interspaces between the longitu- 
dinal nervues: if two pupils, either of one bipupiled spot or of two uni- 
pupiled, are present in one and the same interspace, there are unexcep- 
tionally two creases in that interspace, one pupil lying on each: (b) in 
case the spots occur on both surfaces of the wing, the centers coincide 
with each other: (c) no spots are formed on the upper surface before the 
under surface of the same interspace has come to possess them. The 


above-stated laws seem to be applicable to not only this species but also 
(2) C10) 
other members of this subfamily. The opinions of the previous authors 


ーー 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE, Vol. III. Pt. 1. 9 


are practically in accordance with the above laws, so far as (a) and (b) 
are concerned. This, however, is by no means the case with (c). True 
it is that among the material of the present paper some instances were 
met with, in which the upper surface is furnished with a spot whereas the 
under surface has no trace of such marking in the corresponding inter- 
space. But it appears to me that in such cases as these, some secondary 
cause has hindered the development of the spot on the under surface. 


THE COMPONENTS OF AN EYE-SPOT. 


A typical eye-spot is composed of three components :- a pupil of bluish 
white (which may be double), a space of black scales, and a halo of 
yellow. On the under surface of the wings, they are usually surrounded 
by the dark brown scales, which constitute the striations on the entire 
surface. In addition 


some imperfect ones, 
in which one or two 
components are lack- 
ing. The mark (9) 
in Table II indicates 
the interspaces in 
which a perfect spot 
almost invariably ap- 


pears, and (x) those 


Fig. 1. Diagramatic figure showi th i 2 に 
of the eye-spots on the under (left side) Bra is sometimes provided 


Per (right side) surface of the wings. 2 1 
Sl with an eye-spot 


which are generally imperfect (See also Fig. 1 which represents the 
locations of the eye-spots, under the supposition that all the adventitious 
spots are formed in one and the same individual). Though such adventi- 
tious spots are generally smaller and more irregular in shape than the 
usual ones, yet almost perfect range of gradations is to be traced in their 
developmental stages. In a few cases they may be as large and as 
perfect as the usual spots, while in other cases, their presence may be 
indicated merely by a few scales. 
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THE PROCESS OF DEVELOPMENT OF THE EYE-SPOTS. 


The process of development of an imperfect eye-spot into a perfect one 
varies, but this is fairly constant in the same spot. In the eye-spots on 
the under surface, the succession of three components invariably follows 
in the order of yellow, black and the pupil. The yellow of any new 
spot, which is formed in an interspace adjacent to another normally with 
usual one, is generally connected with the yellow of the latter; however, 
if the formation occurs elsewhere, it is carried out quite independently of 
any other spot. On the upper surface, in the interspaces IV-VI of the 
hind wings, black appears first, which is either surrounded by yellow 
scales or furnished with a pupil; finaily it develops into a perfect spot 
with the complete set of components. But, in the interspace I, two 
groups of yellow scales appear first, correspondingly to the two pupils of 
the spot on the under surface; these yellows are followed by the black 
scales and then by the pupil; thus two spots may be formed in this 


interspace. 
VARIATION IN THE NUMBER OF THE EYE-SPOTS. 


The relative numbers of individuals provided with the a. ~-ntitious 
spots were calculated. Tne data are shown in Tables HI-V. it must 
be noted before entering into detailed statements, that in these tables as 
well as in descriptions so far as the number of spots are concerned, the 
degree of development for convenience’s sake is left out of consideration; 
and that the tables deal solely with the data on the sight wings, as they 
are practically identical on either wing, and any reference to both sides 
would be unnecessary. 

In Table IIT are shown the data concerning the frequencies of the 
individuals provided with the eye-spots in the interspaces V and VI on 
the upper surface of the hind wing. A condition which deserves Our 
special notice here is the distinction between the individuals of the dif- 
ferent generations. In the males, the individuals belonging to Lots I, V 
and X, i.e., those of the spring generation, are more frequently provided 
with the spots than those of other generations. Similar tendency is 
recognizable, although more vaguely, in either sex of Table IV which 
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deals with the data concerning the spots of the interspace I of the hind 
wings as well as in the females of Table III. Thus the spring genera- 
tion has more commonly the adventitious spots on the upper surface of 
the hind wings than the summer generations. The distinction between 
the sexes is no less remarkable: the spots in the interspaces V and VI 
are far more common in the females than in the males. This is also the 
case with the spots of the interspace I. These conditions are readily per- 
ceptible when one compares the sexes of every lot in Tables ITI and IV. 

As to the relative frequencies of the spots other than those of the 
interspaces mentioned above, the data are shown in Table V. We are 
unable to find out any definite relation between the frequencies of such 
spots and sexes or generations. The scantiness of cases may be among 
the causes However. a kind of the “local variation” is met with when 
one compares Lots J, II, V, VI with Lots X, XI, in respect to the spots 
of the interspace II of the fore wing :— the individuals of Tondabayashi 
are more frequently ornamented with the spot in this interspace than 
those of Kawanabe. 

Among the spots shown in Table V, one of the most commonly 
formed is ;,, the interspace IV of the hind wing, the relative frequencies 
amount: 2. to some 5.6 (males) or 65 (females) percent on the under 
surface and 2.8 (males) or 5.7 (females) percent on the upper surface. 
It is to be remarked that presence or absence of this spot on the under 
surface is the criterion by which var. argus is distinguished from the 
original form. As the percentage of presence is thus small, the variety 
might well be called fairly well established. Next, in the order of frequ- 
ency, comes the spot of the interspace II of the fore wing, to which 
mentions have already been made. ‘The spots most rarely met with are 
those of the interspaces I and VI of the fore wing, as well as of the inter- 
space Ib of the hind wing. 

Adventitious spots usually develop symmetrically on both wings; and 
the corresponding spots on both wings are the same both in size and in 
constitution. The number of the individuals with an adventitious spot 
only on a single side hardly amounts to 10 percent of the number of 
those furnished with the same spot on both sides, provided that the total 
number taken into account is fairly large. 


Fig. 2. Diagramatic figures showing the size variation of the eye- 
spots in the interspaces I-III on the under surface of the hind wing. 
In a, the spots are the largest, and all the three are united; in 6, the 
spots are middle-sized, and only the hindmost is isolated ; in c, the 
spots are the smallest, and all the three are isolated. 2, 


THE VARIATION IN THE SIZE OF THE EYE-SPOTS. 


On the under surface of the hind wings, a series of spots is present 
in the interspaces I-III. In some cases in which these spots develop 
well, all the three are united into a chain, the yellows of the adjoining 
two spots touching with each other (Fig. 2. a). But the more the spots 
diminish in size, the looser becomes the connection; so, in the next stage 
the hindmost spot (in the interspace I) becomes independent of the 
others (4); and when the last stage is attained, all the spots on the under 
surface are the least conspicuous and the two spots which have been 
united in the previous stages become separated from each other (c). Thus 
it is very convenient to see the interrelations of these spots, in order to 
determine roughly the degree of development of the spots on the under 
surface. We have thus three kinds of individuals classified according to 
the criterion given above. The relative frequencies of these forms are 
shown in Table VE. It clearly shows that generally the size of these 
spots is more reduced in the spring generation than in the subsequent 
ones, and in the males than in the females. 


SOME CONCLUDING REMARKS. 


As is stated above, all the adventitious spots are usually small and 
incomplete, only rarely they being as large and perfect as the normal 
ones. . The latter, on the contrary, are almost invariably well-formed. 
Thus all the normal spots are very stable in their appearance, the direc- 
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tion of variation in the number of spots tending always to the formation 
of new spot, and never to the contrary. 

Since there would be no species, in which such spots as those of the 
interspace II, or VI of the fore wing, or the interspace I 4, VII (under 
surface) or IV, V, VI (upper surface) of the hind wing are normally 
formed among the genus Ypthima of Japan and of the adjacent terri- 
tories, the appearance of such spots probably has the significance of 
progressive variation not retrogressive. The fact that the size of the 
spots on the under surface of the hind wing is usually reduced in the 
spring generation reminds us of the difference between the wet- and the 
dry-season forms of many tropical species of this subfamily. It has been 
known that these two forms differ distinctly from each other in size and 
definition of the eye-spots on the under surface, the dry forms having 
always smaller or less conspicuous spots than the wet forms. Moreover 
it has been stated that these two forms usually differ from each other in 
several respects besides the definition of the eye-spots, e.g., the expansion 
of the wings, the patterns on the under surface. In the present material 
too, the spring generation has several other characteristics: the ground 
color of the upper surface of the wings is paler; the discal and subterminal 
fascinae on the under surface of the fore wings are less conspicuous ; the 
under surface is more densely straited ; the under surface of the males is 
more deeply suffused with yellow; and the size of the wings is larger 
than the summer generations. Most of these points are practically 
identical with what BinGHam® has mentioned to be the characteristics 
in which the two seasonal forms of the Indian Y, philomera are dis: 
tinguished from each other. It is accordingly quite possible that the 
reductive variation of the eye-spats in the spring generation of the Japa- 
nese variety is due to the same cause, and also has the same ethological 
meaning as in the tropical original species, although it appears to be 
much less marked. The reduction on the under surface by no means 
implies the coincident diminution of the size of the spots on the upper 
surface. In many cases, variation reveals itself quite contrary on the 
opposite surface; as for instance, Mycalesis mineus and M. perseus 
which I have secured from Formosa tend to be provided with the eye- 


spots on the upper surface more numerous and more conspicuous in the 
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dry forms than in the wet forms; and in Melanitis leda, the small spot 
cn the upper surface of the fore wings of the wet forms are represented 
by a large conspicuous marking in the dry forms. It is not improbable 
that these phenomena imply some compensative significance to the reduc- 
tive variation of the under surface spots. The similar tendency found in 
the spring forms of the present species could probably be interpreted in 
the same way. The fact that the females have more numerous and 
more conspicuous eye-spots than the males is certainly of wide occur- 
rence among this subfamily. The same tendency is also recognizable 
in the present species as has already been stated. 


ON THE ETHOLOGICAL SIGNIFICANCE OF THE EYE-SPOTS,. 


Darwin’? has suggested the idea of explaining the ethological 
significance of the eye-spots with his theory of the sexual selection. 
Thence no alternative has been brought forward. BarEson™ maintains 
(p. 294}:- “As to the function of ocellar markings nothing is known, 
and I am not aware that any suggestion has been made which calls for 
serious notice.” However, somewhat earlier than the publication of his 
“Materials,” a new explanation has been proposed by Poutton,“” which 


has been maintained throughout his subsequent works.'*'® 


_ His view is 
well presented in the following passages, taken from “DARWIN and the 
Origin of Species,” p. 232:- ‘‘ Hence the conclusion that the usual value 
of these markings is to divert attention from the vital parts and give the 
insect extra chance of escape. Their disappearance from the dry season 
brocds is interpreted as due to the paramont necessity for concealment 
during that time of special stress.”’ 

However, none of the evidence introduced, as it appears, does not 
give any direct proof to such hypothesis ; most of them merely show that 
such markings as these do sometimes attract the attention of the enemies. 
Should any markings have significance of the above speculations, they 
must be such that would be perfectly concealed during the time of repose 
of the owner, and when exposed, would be so conspicuous as to attract 
attention of the attacking enemies. The undeniable tendency existing 
in the eye-spots of the wet forms of developing mainly on the under 
surface and especially on the hind wings which tend naturally to be 
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exposed best when the owner is in repose, would then be a serious ob- 
jection to such considerations. Also it is very improbable that such 
markings are so much conspicuous as to be useful in such a manner as 
mentioned above, when the butterflies are on the wing. It seems to me 
that the ethological significance of the eye-spots, if any, would be very 
similar to that of the ordinary markings on the upper surface, that is, for 
their own and not for enemies. This seems to be supported by the facts 
that one often meets with a Satyrid, reposing in the sun, and raising and 
lowering its wings as if it displays on purpose the eye-spots on the upper 
surface to other members of the species, and that the diminutive varia- 
tion of the eye-spots in the dry forms seems to be sometimes compens- 


ated with some other markings on the upper surface. 
Zoological Institute, 
Tokyo Imperial University. 
October, 1916. 
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Lot | Males | Females Date Locality 
I 19 11 25 April-30 May, 1909| Kawanabe, Kagoshima-ken. 
II 32 12 27 June—15 June, » の n 
III 73 42 |20 Aug.—5 Sept, » | Jlimeji, Jiyögo-ken. 
IV 47 37 | 11 Sept. 一 17 Oct, » | Kawanabe, Kagoshima-ken. 
V 79 19 |17 April-22 May, » i » 
VI 85 20 26 June— 21 July; „ „ „ 
VII | 160 61 |19 Aug.—22 Aug, » | Tsumago, Nagano-ken. 
V ELT OL 24 |28 Aug.—3 Sept, » | Himeji, H yogo-ken. 
IN 93 |, 59 |17 Sept —23 Oct » | Kawanabé, Kagoshima-ken. 
X 71 19 | 24 April—3! May, 1911| Tundabayashi, Osaka-fu. 
XI} 109 28 27 June 一 21 July, » ” ” 
XII 31 14 6 Sept 一 20 Sept...  » er ns 
Total | 856 | ‘347 | | 


Table I. showing the source of the material. 


Interspace ZA, ID | II | 111 | IV 12 Vo | VII 


F y 4 x x io | 
Upper surface Men | OMA 

Hind wing xx O 〇 x x 2 

Fore wing x x R 
Under surface |. es O Eh: 

Hind wing x O 〇 〇 % | ®) 〇 ア 


Table II. showing the interspaces in which the normal (©) or 
the adventitious (X ) eye-spot is formed. 


Nig EDDt One spot Two spots 
At (In Int V.) In Int. V. VI) 
Lot Males Females Males Females Males | Females 


0 _ 
— MT Te ee I ーーー- ニ 


N | 2.) % | R JON | MG を als | ¢ |N 

I 81500 alt 1 1 8 | 50.0 | 222 2 1 — | sorge 
TI 30 | 93-8 | 38.5 り 2 | 63 | 30.8 4 上 一 |, — | aot 
II | 69 | 90.8 | 45:0 | 18 ga 95 18°) ee ee 
Iv | 38 | 88.4 | 24.2 8 51 11,6. 48803 Mg 10 — Ans 
V BO (64 To DLT 4 22 | 25.2 | 36.8 716 ee 
VI | 73 | 91.3 | 23.8 5 TABS | PBB, 8 — | SReins 
VII | 129 | 915 | 241 | 13 12 | 95-558 1.30 1 = ieee | 20.4 | 11 
VIII} 39 | 907 | 13.0 3 4 | "9:30] 665 (073 1 = 7-22 Soe aay 
IX | 83 | 95.4 | 38.6 | 22 4p Oh BEB ea 
x 99 |.45,1 | 5.9 1 37 | 52.1 | 47.1 8| 21281471| 8 
XI | 97 | 90.7 | 231 6 10:1, 93.99385)| 10 |) =) ar 
XIII 9 | 935 | 46.2 6 2 | 65 | 462 6 1 Se 


Table III. showing the frequencies of the adventitious eye-spots 
in the interspaces V and VI on the upper surface of the hind wings. 
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No spots. | One spot Two spots 


11 


Lot Males Females | Males Females Males Females 


Table IV. showing the frequencies of the adventitious eye-spots 


in the interspace I on the upper surface of the hind wing. 


1 {IL} 111) IV| V IVI| VILIJVALII IX X | XI | XI |Total 
IInterspace I, Und. surface jap 
8 ründe..,, dsi 2 人 0 全 介 USN MR39 
A Fore’ eh Bes. 55 2 3 5 
1 wing! NN Und.” ., 1 り 1 2, LO 
a | Cae WEL, Wipes ;, 1 5 1 7 
< ene NL IE ht Ae i 
Interspace Ib,Und.surface | 1 1 
ejEind| ©... IV, Und. „ 1.853161] 9. le bel B19 3 11.1247 
rece BEN ss 55 gl) Pe I GS 10 2 SS ドド 2 
Be Vile Uindisan yy ur m LE & 2 2 Ui cate. 9 
ar. Par are ie noo 6 |. 72 OS) 278 IRRE 
T : 
Number of individuals examined „1952 „781.47 79 135 “161 51 193 73|-109] -31 |-855 
Lot SEO AV VEIVT | MEET PTE IST ATE Totaly 
Interspace I, Und. surface 1 1 
mb. Und... 1 N IM 12 
ロ Fore うう Th; Upp. „ 3 3 
oe ,, TI, Und. |2 1 1 4 
= oo TLE a ait | 2 1 3 
= Re Unde NM RR we 3 | 
u Interspace Ib, Und.surface 1 1 
上 5 n+ EV Und. warm Lili, | 8| 8 1 1|3 22 
x} wing id seh DI 6| 4 6| 3] 19 
ng | hs plesk | 、、、 = ay bye eh 2 | 
Number of individualsexamined|LO |13 os a 19 120 | 61 | 24 | 59 = i 12 | 334 | 


-14 -348 


Table V. showing the frequencies of the adventitious eye-spots 


in the interspaces other than the preceeding two tables. 


SS 
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Al I-olated | Two United United 


Males Females Males | Fein.les Femules 
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Table VI. showing the variation in the variation in the size of 
the normal eye-spots in the interspaces I-III on the under surface of 
the hind wing. 


摘 = 


材料 の 産地 等 は 第 一 表 に 掲 で る 如 し 。 表 中 第 一 , 第 五 及 第 十 組 は 春 
期 藤生 の 農 に し て 前 年 の 卵 よ り 生 し た る 者 , 其他 の 夏期 店 生 の 者 は 
其 年 内 の 産 な る で さ し 」 有 眼 紋 は 必ず 其 中 心 を 縦 脈 二 本 の 中 間 を 走る 抗 
目 の 上 に 有 す 。 又 次 の 雨 面 同室 に 生 す る 時 は 上 下 の 中 心 一 致す 。 下 
面 に 現 は る \ 以 前 に 上 面 に 生ずる 事 な し 」 一個 の 眼 紋 は 藍 白色 の 中 
必 , 之 を 園 む 黒色 部 , 及 黄色 の 圏 の 三 部 より 成る , 外 に 不 完全 な る 眼 
紋 あ り 。 不 完全 の 度 に 種々 あり 。 第 二 表 に は (O) を 以 て 完全 な ぁ る 眼 紋 
の 常に 見 6 る ゝ 室 を 現 は し , (x) を 以 て , 通常 不 完全 な る 過剰 前 の 眼 
紋 が 現 は れ 得る 室 を 示す 」 不 完全 な ぁ る 眼 紋 が 完全 な る 者 に 盤 達 さる 
順序 は 必ず し ゃ 同じ か ら 6 ざれ ざ も , 同一 眼 終 に て は 可 な 5 に 規則 正 
し 。 即 も 下面 に て は 黄 暴 中 心 の 順序 , LHRMENTERRENT 
は 黒 先 っ 生じ 黄 或 は 中 心 之 に 次 ぎ , 第 一 室 に て は 下面 と 同じ 順序 に 
現 は る 」 税 赴 上 面 第 五 第 六 室 及 第 一 室 の 眼 紋 は 自 期 衣 生 の 者 より も 
春期 の 者 に , 又 雄 ょ り も 雌 に 多 ( 見 ら る 。( 第 三 表 肥 第 四 表 其他 の 室 
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I TERHFENT EN DONAU Bs BED HI AV AHON— 
Es— er + WPS), var. argus OF fi < iy a kKETO ONE 
Bee Bo, SNIUBMA ATOKA Means zReR 
S225, WAC-SORARECERINBORS HE AK ES 

林 の 者 に 多 〈 見 6 る (第 五 表 )、 BPIOIRMIIHEAK SHS (UE 
右 相 稀 的 な 5. 左 太 の 一 方 に あ 5 て 他 の 一 方 に 無き は 左右 基 に 有る 
者 の 十 バ ー モ ント に 浦 ず 」 後 規 下面 弟 一 室 万 至 第 三室 の 眼 絞 が 其 
RER II TEN ERRA TE PB PER EL LT EIER 
DAS CBALMRL72 BLANK EDFHUR NH OH db, 

HEHE LI RER ONE ABS LER), 眼 紋 の 敷 に 於 ける 幾 異 は 
常に 新しき 者 を 生ずる 進歩 的 頒 向 あり 。 下面 の 眼 紋 の 春期 芝 生 の 者 
に 於 て 小 な る 者 多き は 熱帯 産 の 乾期 形 に て 屋 様 の 傾向 有る で 同じ 原 
因 ょ り 超 5 同じ 生 倫 的 意義 ゎ ふる 者 な 5 ぜ . 双 春 期 帝 生 の 者 の 上 面 の 
眼 紋 の 敷 が 臭 期 の 者 より ぉ ぁ 多き 傾向 わる は 下面 の 眼 紋 の 大 さき の 減 を 
る に 翌 し て 補償 和 角 の 意義 ある 者 < 考 へ 6 る 。 雌 の 眼 紋 が 雄 ょ 5 も 多 
(CHAT SEERA OUR Tb) ポール トン 氏 は 有 眼 紋 の 生 能 前 
意義 を 読 明 し て , 瑞 の 注意 を こ ゝ に 引 付 け 究 部 を 其 攻 撃 よ 5 BOL 
る 者 な 5 で 云 へ る も , 氏 は 之 に 翌 し て 一 も 確 護 を 提げ ず 。 面 も 一 
般 に 眼 紋 の 前 超 よ 5 RMI, bl > & PMR BST 4 fy 
ある は 此 説 に 翌 す る 有力 な る 反対 な る で し 。 才 し 眼 紋 に 生態 的 意義 
あり と せ ば , TREMOLBCKRTTH OAS PROMS C WERT 
BT, 各 ら (は 瑞 に 示す を 目前 と する 者 に は あら 5 ぎる べし 」 

(fl, By Buses — +e BOA ATH, MOB A+ oe Be 
られ た し ). 
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SYNOPSIS OF THE ECONOMIC SYRPHIDAE 
OF JAPAN. (Pr. III.) 


BY, PROEZS: MATSUMURA, & JIRO ADACHI. F.E.S.J. 
HAR A AE WF a BLED 47 FB* (第 三 ) 
HEM PAPE AP REABE eR 
BS Bt 足立 二郎 KBAR BOCR 


Stenosyrphus (n.g.) 
Near Syrphus F. but differs from the latter as follows: 

Body narrow, linear. Head somewhat broader than the thorax, vertex 
in the male distinctly elevated, much shorter than the touched portion 
of the compound eyes, in the female the vertex somewhat broader than 
the half breadth of the front between the antennae; the facial tubercle in 
the female nearly in a same level with the antennal-process, in the male 
much higher and somewhat beak-like produced forwardly ; face nearly as 
broad as the shorter diameter of the compound eyes. Antennae small, 
nearly % of the facial length, not reaching to the tubercle, the 3rd joint 
round, compressed, somewhat as long as the first and 2nd taken togethers 
The arista thick, near the base on its back, distinctly longer than the 
antennae itself, nearly up to the tip finely pubescented. Compound eyes 
bare, the front side in profile distinctly arched in both sexes. Wings 
narrow, the 3rd longitudinal vein straight, opens near the apex; the cross- 
vein at about '/, of the discoidal cell near the base, the bend of the 4th 
vein with a long appendage. Abdomen linear, parallel on the sides, 
narrow than the thorax, all the bands being interrupted and on the 
lateral margin not ridged. 

We have in Saghalien only 2 following species. 


Type —Syrphus lasiophthalmus Zerr. 


Table of species. 
I. In the female front and vertex bluish black, face much polished. 
motodomariensis n.sp. 


— In the eter front dirty lo vertex fuscous, and face not 
polished (matt)... ... ... ... …. lasiophthalmus Zerr. 


eB 4 i ey 
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1. Stenosyrphus lasiophthalmus Zerr. (Pl. I. fig. 7 a, 4) 


Syrphus lasiophthalmus Zerr. Dipt. Scand. 11, 35, 37 ( 1843); 
var. saghalinensis, n. 
Scuin. Faun. Austr. Dipt. I. p. 307 £1862). 

Aneous black. Face pale yellow, with a bluish tinge, facial stripe 
aeneous black, reaching nearly up to the antennae ; oval margin and 
cheeks in the male aeneous black, in the female largely yellow; in the 
male fuscous, in the female pale yellowish pubescented. An arch above 
the antennal-insertions and vertex fuscous, in the female front grayish 
yellow pruinose, fuscous pubescented. Antennae fuscous. Compound 
eyes in the male with very few, short whitish hairs. Thorax pale fulvous 
pubescented, shining, pleurae and pectus grayish; scutellum yellow, on 
the sides near the base black, with yellowish haris, mingling some black 
hairs on the hind margin. Wings hyaline, veins fuscous, stigma yellow- 
ish brown. Calypteres whitish, halteres orange yellow. Abdomen linear, 
a little broader in the female, black, with 3 pairs of oblong yellow spots, 
each situated near the anterior margin of the respective segment, and 
not reaching to the lateral margin, the 4th and 5th segments each on its 
hind narrow margin yellowish, the 5th on each side at base with a trian- 
gular yellow spot; pale yellowish pubescented, mingling some short black 
hairs. Venter grayish fuscous, with pale yellowish spots on the sides, 
Legs black, knees yellow, the coloring being much more extended in 
the middle legs. 

Length — ¢” 2 91-0 mm. 


Hab. — Saghalien (Shiska, Motodomari) many specimens collected 
by the authors. 


2. Stenosyrphus motodcmariensis Mars. (n.sp.) 
(Pl. II, fig. 11.) 
Much resembles to §. lasiophthalmus, but differs from the latter 
as follow: 


_ Body much smaller. In the male front entirely aeneous black, vertex 
fuscous, in the female front and vertex bluish black, between the vertex 
and front with 2 grayish yellow pruinose spots. Face strongly polished, 
in both sexes the lower part of the face beak-like produced, cheeks aene- 
ous black, oval margin long and narrow. All the abdominal spots reach 
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to the lateral margin, compared with lasiophthalmus being larger. Vertex 
yellow, with 3 distinct fuscous bands. Legs similar, only the tibiae, except 
brown apices, yellow, 


Length 一 の 2 7-8 mm. 


Hab. 一 Saghalien (Motodomari); 6 (3 の 3 2) specimens collected 
by the authors. 


Episyrphus Mars. (n.g.) 

Near Stenosyrphus Mats., but differs from the latter as follows: 

The lower part of the face in the male not beak-like produced; vertex 
in the female much narrower than the half breadth of the front between | 
the antennae ; the 3rd antennal joint somewhat longer than the first and_ 
2nd taken together, the arists narrower and not pubescented. Wings 
nearly the same with that of Stenosyrphus. 

Type — Syrphus balteatus Dec. 

We have in Japan the following 3 species. 


Table of species. 
1. Abdomen with double bands Lt ya LQTS ES, PIE DE 
— Abdomen with simple band... ... +... .... einctellus Zerr. Ä 
2. Abdomen black, with interrupted mee bands : : 
ee . fallaciosus 1 n. sp. 
ーー NL elle, a not ed bandsıshl ae 
STINE LE 119 し balteatus Dec. 
1. Episyrphus balteatus Dec. 
Musca balteata Dec. Ins. VI, 116,7 (1776). 
Musca canabina Scop. Ent. carn 929 (1763). 
Musca alternata Scurank, Ins. austr. 448, 908 (1781). 


Syrphus nectarens F. Mant. 11, 331, 74 (1787); Panz Faun. 
LXXXII, Io. 

Syrphus balteatus Msre. Syst. Beschr. II, 312, 57 (18235; 
SCHIn. Faun. Aust. Dipt. Vol. I. p. 309 (1862): Cog. Proc, Nat. 
Mus. U.S.A. p. 323 (1898); Mars., Thous. Ins. Jap. Vol. II. 
p.‘89, PI. XXV, fıg. 5 (1904) ; SACK, Ent. Mitt. II, p. 5 (1913). 

"Gold green or aeneous. In the male face yellow, ooncolorous pubes- 
cented, above the antennae on each side with a black spot, sometimes 
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bridged with a fuscous arch above, front olivaceous, with black hairs, 
vertex fuscous. In the female face whitish, concolorous pubescented, 
tubercle yellow, vertex and front olivaceous, vertical triangle fuscous, 
sending a fuscous stripe towards the antennae. Antennae yellow, in the 
3rd joint on its back infuscated. Thorax pale fulvous pubescented, in the 
middle with 4 dark stripes, pleurae grayish, with yellow spots, pectus 
shining black. Scutellum yellow, black pubescented, on the hind margin 
mingling some yellow hairs. Calypteres whitish, halteres pale yellow, 
Wings hyaline, with a yellowish shade, veins brown, stigma fulvous. 
Abdomen orange yellow, the first segment in the middle fuscous, the 
2nd-4th each with a black double band, the anterior band being narrow- 
er, interrupted in the middle and reaches or not reaches to the lateral 
margin, posterior band at the hind margin of the respective segment, in 
the middle anteriorly scarcely emarginated, and reaches to the lateral 
margin; black and yellowish pubescented. Hypopygium small, in the 
middle aeneous black. Venter pale yellow, on the sides fuscous spotted. 
Legs yellow, the hind tarsi at the apices brownish. 

Length 一 2 I1-13 mm. 

Hab. — Saghalien, Hokkaido, Honshu, Shikoku, Kiushu, Formosa, 

Corea; China, Australia, Europe, Africa (common). 


_ Dr. P. Sack (Entomologische Mitteilungen, Berlin, I. Nr. ı p. 5 (1913) 
proposes to make new variety for the Formosan species (var. formosae 
SACK), but variations of the markiugs are not constant; he says “dass 
auf der Stirn des や zwei grosse, glänzende, schwarze Punkte stehen, die 
von einem ebenfalls schwarzglänzenden Bogen überbrückt werden.” 
Some ofthe Formosan male individuals distinctly lack the black arch, 
while in some Japanese male they have the same arch. All the Japanese 
males almost without exception have 2 black dots on the front, but the 
size of them is very variable. Again he says “ Die beiden schwarzen 
Binden auf jedem Hinterleibsring reichen bis zum Seitenrand der 
Ringe.” 

In our specimens also some of them have the bands reaching to the 
margin and some not. Until the constant characters are discovered, we 
hesitate to make any variety. 
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2. Episyrphus fallaciosus Mars. (n.sp.) (PI. I, fig. 8 a, 4.) 
Somewhat resembles to E, balteatus Dec. 

2 Aeneous black. Face whitish, concolorous pubescented; oval margin 
and cheeks aeneous black, grayish pruinose. Antennae pale yellowish 
brown, above the insertions each side with a fuscous dot, being bridged 
by a shining fuscous arch. Front and vertex fuscous, dirty yellowish 
pruinose, vertex and a stripe down to the front not pruinese. Thorax 
aeneous black, with 2 grayish longitudinal stripes, on the sides grayish, 
pale fulvous pubescented. Scutellum dirty yellow, black pubescented, 
on the hind margin mingling some yellowish hairs. Wings hyaline, veins, 
fuscous, stigma fulvous. Calypteres and halteres grayish white, the 
latter with pale yellowish knobs. Abdomen bluish black, with some, 
purple shade, with 7 yellowish bands; the first band only distinct on the 
sides, the 2nd interrupted and not reaches to the lateral margin, the 3rd 
and 5th narrower, being situated at the anterior margin of the 3rd and 
4th segments respectively, not being interrupted, reaching to the lateral 
margin; the 4th and 6th bands each in the middle somewhat emarginated 
posteriorly and not reaching to the lateral margin; the 7th at the base 
of the 5th segments each on the hind margin narrowly yellow, short 
fuscous pubescented, mingling some pale yellowish hairs anteriorly. 
Venter yellowish, in the middle with an indistinct fuscous stripe, on the 
sides fuscous spotted, pale yellowish pubescented. Legs yellow, the hind: 
tarsus, except the metatarsus, fusCous. | 

Length 一 2 10 mm, 
Hab. 一 Honshu, Kiushu; 3 2 specimens collected by Messrs. H.- 
Hırayama (Tokyo) and H. Kawamura (Kumamoto). 


3. Episyrphus cinctellus Zzrr. 


Syrphus cinctellus Zerr., Dipt. Scand. II. 752, 45 (1843): SCHIN. | 
Faun. Austr. Dipt. p. 313 (1862). . 

Golden green. Face yellow, pale yellow pubescented, above the 
antennae with a shining black spot, vertex and front fuscous, the latter 
yellowish pruinose, brownish pubescented. Thorax very shining,’ short’ 
fulvous pubescented, on the sides grayish,-pleurae and pectus grayish, 
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the latter somewhat aeneous. Scutellum yellow, black pubescented, on 
the hind margin with yellowish hairs. Wings hyaline, with a fulvous 
tinge, veins brown and stigma yellowish brown. Calypteres whitish, 
halteres orange-yellow. Abdomen black, with 4 vellow bands, of which 
the first being interrupted in the middle, the others not interrupted, entire 
and reach to the lateral margin, with short stout black hairs, mingling 
. some soft decumbent pale yellowish hairs. Venter pale yellowish, short 
stout brownish pubescented, in some individuals in the middle with a 
short brownish stripe. Legs yellow, the hind legs largely fuscous, only 
the coxa, trochanter and the basal half of the femur being yellowish. 

Length — 2 8-10 mm. 

Hab. — Saghalien (4 2 specimens collected by the authors); Siberia, 

Europe. 
. We have not yet captured this species in Hokkaido, most probably it 

may be found in the north-eastern coast of Hokkaido. 


Mesosyrphus Mars. (n.g.) 
Near Stenosyrphus, but differs from the latter as follows: 

In the female vertex much broader, in the male vertex very small, 
highly elevated, nearly % as long as the touched portion of the compound 
eyes. The 3rd antennal joint roundish oval, distinctly longer than the 
first and 2nd taken together. Facial tubercle in a same level with the 
antennal-process, in the male not beak-like produced. Compound eyes 
pubescented. Abdomen in the female much broader than thorax,in the 
male somewhat in the same breadth. 

Type — Mesosyrphus constrictus n. sp. 

We have in Japan the following one species. 


1. Mesosyrphus constrietus Mars. (n.sp.) (Pl. I. fig. 9 a, 2.) 


Black. Face orange-yellow, with a broad shining black stripe, which 
reaches nearly up to the antennae; oval margin fuscous, cheek with a 
fuscous spot ; sparsely pale yellowish pubescented, mingling a few fuscous 
hairs on the fuscous stripe. Front and vertex bluish black, in the female 
between the front and vertex with a yellowish pruinose fascia, fuscous 
pubescented. Antennae black, the 3rd joint brown, the arista except the 
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extreme base black. Compound eyes in both sexes sparsely whitish 
pubescented. Thorax shining, pale fulvous pubescented, on the sides 
hairs being grayish and longer. Scutellum yellow, at the base bluish 
black, fuscous pubescented, on the hind margin with some yellowish 
hairs. Wings hyaline, with a yellowish tinge, veins fuscous, stigma ful- 
vous. Calypteres whitish, halteres fuscous, the stem being pale yellowish. 
Abdomen as broad as the abdomen in the male, much broader in the 
female, being much narrower at the base; black, with 3 narrow of yellow- 
ish bands, which being widely interrupted in the middle and in the male 
beiug spot-like. In the male all the bands reach to the lateral margin 
but in the female not, the 4th and 5th segments each at the hind margin 
narrowly yellow; yellowish and black pubescented. Venter yellowish, 
each segment at the hind margin with a fuscous band, which becoming 
broader towasds the apex, pale yellowish pubescented. Legs black, the 
knees, and the first 2 tibiae (except the middle spot) yellowish. 
Length 一 の 2 8-10 mm. 
Hab. — Hokkaidö (Sapporo); 2 (1 の , I 2) specimens collected by 
Prof. S. MATSUMURA, 
var. elongatus Mars. (n,) 
Abdomen and wings elongated, the former with larger spots and much 
more elongated 5th segment. 
Length — 2 II mm. 
Hab. — Hokkaidö (Sapporo, Urakawa); 3 9 specimens collected by 
Prof. 5. Matsumura and Mr. M. ISmrpA. 


Eusyrphus Mars. (n. g.) 


Near Mesosyrphus, differs from the latter in the following characters 

の Head much broadsr than the thorax, front and face broad, the lat- 
ter nearly twice as broad as the shorter diameter of the compound eyes, 
The 3rd antennal joint round, subequal to the first and 2nd taken to- 
gether ; the arista not pubescented. Vertex much elevated, ocelli nearly 
situated in an equilateral triangle, somewhat shorter than the touched 
portion of the compound eyes. Proboscis long, robust, nearly as long as 
the height of the head, witha broad sucking surface. Compound eyes | 
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distinctly pubescented. Cheeks below the eyes much broader. Abdomen 
elliptical, along the side margins with many long hairs. 
Type — Eusyrphus cingulatus n. sp. 
We have in Japan only one species. 


1. Eusyrphus cingulatus Mars. (n. sp.) 

_o& Fuscous. Face fulvous, facial stripe, oval-margin and cheeks fuscous, 
concolorous pubescented. Antennae black, the 3rd joint grayish pruinose, 
Compound eyes grayish pubescented. Front fuscous, grayish pruinose, 
long fuscous pubescented. Vertex fuscous. Thorax densely pale fulvous 
pubescented, on the sides hairs being paler. Scutellum dirty yellow, on 
the lateral bases aeneous black, with a bluish shade, pale yellowish pub- 
escented, mingling a few fuscous hairs. Wings hyaline, veins fuscous, 
stigma fulvous. Calypteres whitish, halteres yellow, the knobs somewhat 
infuscated. Abdomen oblong, with 3 grayish bands, all being interrupt- 
ed in the middle, of which the first band being very widely interrupted 
and becomes a mere spot on each side, the 2nd and 3rd transversely 
wrinkled, the both not reaching to the lateral side, and near at the 
anterior margin of the respective segment, the 4th and 5th each on the 
hind margin narrowly grayish yellow; black, yellowish and whitish long 
pubescented, hairs on the sides being much longer. Hypopygium black, 
large, but not globular. Venter fuscous, a middle fascia and lateral spot 
testaceous, grayish pubescented. Legs fuscous, knees and the first 2 
tibiae (except the middle part) largely fulvous. 

Length — 〆 9.5 mm. 

Hab. — Hokkaido (Sapporo); I g” specimen collected at the latter 

part of April by Prof. S. Matsumura. 


Syrphus F. 
FABRICIOS — Syst. ent. p. 278 (1775). 

Head semispherical, broader than the thorax, Face vertical, yellow 
or whitish yellow, with or without black stripe, the facial tubercle lower 
or higher than the level of the antennal-process. Antennae shorter than 
the head, porrect, the 3rd joint oval, compressed, mostly longer than the 
first and 2nd taken together, the arista near the base on its back, much 
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longer than the antenna itself. Proboscis quite long, the sucking surface 
broad, the palpi small, blunt conical, the oral margin oval, Compound 
eyes pubescented or naked, in the male holoptic, vertex shorter or longer 
than the touched portion of the compound eyes, in the female widely 
separated (dichoptic), vertex as wide as the half breadth of the front 
between the antennae. Thorax somewhat vaulted, on the side not 
yellowish striped. Scutellum waxy yellow. Wings broad, hyaline, 
without markings, the 3rd longitudinal vein straight or somewhat curved 
into the first posterior cell, opens in or near the apex, the cross-vein at 
about % of the discoidal cell near the base, the bend of the 4th longitud- 
inal vein with an appendage; the marginal cell open, the discoidal cell 
as long as the first posterior cell, the latter with the apical angle always 
acute. Alulets distinct, calypteres large, roundish. Abdomen broader 
than the thorax, yellowish banded, the first band often interrupted, on 
the lateral sides being indistinctly ridged. Legs slender, the femora not 
thickend, the posterior tibia somewhat curved in the middle. 

We have in Japan the following 20 species and they are classified 
under the following subgenera : 


Table of subgenera. 

I. Vertex in the male as long as or longer than the touched portion 
of the compound eyes; the anterior ocellus much smaller than 
the posterior ones and much separated from the posterior ones. 
PR 

— Vertex shorter an ae eed portion of the compound eyes; 
the anterior ocellus scarcely smaller than the posterior ones and 
not much separated from the posterior ones or nearly in equi- 
lateral ow EB. Le ao REREEE 且 昌明 

2. The upper facets of the compound eyes in the male much larger 
than those of the lower part; 3 ocelli nearly in equilateral 
triangle 2. ee ae) a) SK u Lasiophtiews Rome: 

— The upper facets of the compound eyes in the male not much 
larger than those of the lower part ... … in ue. a Ee 

3. Three ocelli making a longer triangle than equilateral; the 3rd 
longitudinal vein opens before tne apex ... ... Syrphus n. 
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— Three ocelli making nearly equilateral triangle; the 3rd longitud- 
inal vein opens exactly in the apex ... ... parasyrphus n. 


Subg. Macrosyrphus Mars. 


_ Compound eyes bare or pubescented. In the male the upper facets 
being subequal to those of the lower part. Vertex of the male very 
narrow, nearly as long as the touched portion of the compound eyes. 
The anterior ocellus smaller and the distance from the posterior ocelli is 
nearly the double (sometimes less and sometimes more separated) length 
of the posterior ocelli each other separated. The 3rd longitudinal vein 
opens a little before the apex. 
Type 一 Syrphus okinawae Mars. 


Table of species. 


1. Compound eyes pubescented 

MG CEVES bare un vce (ieee! eeeiu eS, ee eee est laws 

2. Abdomen aroadest at the hind margin of the 3rd segment ; anterior 
half of the scutellum yellowish pubescented... Kuroiwae n. sp. 

— Abdomen broadest at the hind margin of the 2nd segment; scu- 
tellum nearly entirely fuscous pubescented ... hakiensis n. sp. 

3. The first abdominal band interrupted ... ... ... aino n. sp. 

=—— he first abdominal band not interrupted ... .... ... .…. ««. 4 


4. Abdomen on the lateral sides entirely fuscous pubescented 
BER pol late Uneke "re GUIDA WAG ie Sp. 


Ban on the lateral 6 yellowish and on pubescented. 5 
5. In the male abdomen distinctly broader than the thorax ; ab- 


dominal bands reaching with their upturned apices to the lateral 
ne Gen” Suet. cee Lote ee OT RB DANUS th sh 


— In the male abdomen not order than ehe thorax; abdominal 
bands reaching to the lateral margin with the whole or two- 
thirds of their surfaces... ... +. …. «..Koannanius n. sp. 

1. Syrphus (Macrosyrphus) okinawae Aa u (n. ;p) 

fig. 11 a, 4.) 
2 Thorax golden green. „Face pale yellow, without facial stripe, paler 
pubescented. Front yellow, fuscous pubescented, vertex fuscous. Anten- 
nae yellowish, the antennal joint on its back and at the apex fuscous 
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brown, the arista yellow, on the apical half fuscous. Thorax with 3 
narrow darker stripes, on the sides yellow; fulvous pubescented. Scutellum 
yellow, fuscous pubescented, the hairs on the margins pale yellowish. 
Calpteres and halteres pale yellow. Wings hyaline, in the middle some- 
what suffused, veins brown, stigma fulvous, only the one fourth of its 
length surpassing the abdominal apex. Abdomen distinctly broader than 
the thorax, fuscous, with 3 broad, not interrupted yellow bands, each 
reaching to the lateral margin with its nearly whole surface, the bands 
yellowish and fuscous pubescented, the fuscous hairs being shorter.’ 
Hypopygium small and yellow. Venter pale yellow, only On the sides 
fuscous spotted, long yellowish and short fuscous pubescented. Legs 
yellow, apices of the tarsi and the middle part of the hind femur brownish. 

Length — 2 13-15 mm. | 

Hab. — Kiushu (Kumamoto), Okinawa (Naha); many 2 specimens 

collected by Messrs, M. KuroıwA and H. Kawamura. 


2. Syrphus (Macrosyrphus) horishanus Mars. (n, sp.) 

の Thorax aeneous. Face and cheeks yellow, without facial stripe, 
with a bluish tinge; pale yellowish pubescented. Front above the anten- 
nae pale yellowish brown, fuscous pubescented; vertex fuscous, in the 
male somewhat longer than the touched portion of the compound eyes. 
Thorax on the sides yellowish; pale fulvous pubescented. - Scutellum 
yellow, with a bluish tinge, fuscous pubescented, hairs on the sides and 
on the hind margin being yellowish. Wings hyaline, very long, about 
the one third surpassing the abdominal apex, stigma fulvous, veins fuscous. 
Calypteres and halteres pale yellowish. Abdomen much broader than 
the thorax, with 3 not interrupted yellowish bands, of which the first 
band being quite deeply emarginated on both margins, not reaching 
entirely to the lateral margin; the 2nd on the hind margin narrowly 
emarginated, the 3rd nearly straight, each reaching to the lateral margin 
with its upturned half surface; the 2nd and 3rd bands mostly yellow 
pubescented, only on each hind margin with short fuscous hairs, the 
black part of the 4th segment with short black, and yellowish decumbent 
hairs; the hind margins of the 4th and the 5th, except a short fuscous 。 
band in the middle, yellow. Venter pale yellow, shining, the 2nd-4th . 


nt 
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segments each in the middle with a small brownish spot, on the sides 
being fuscous spotted. Legs yellow, the femur and tibia in the middle 
somewhat infuscated, 

Length 一 の 12 mm. 


Hab. — Formosa (Horisha); one 〆 specimen collected by Prof. S. 
MATSUMURA. 


8. Syrphus (Macrosyrphus) koannanius Mars. (n. sp ) 


Much resembles to §. horishanus Mars., but differs from the latter 
as follows: 

& Body much broader. Face yellowish pubescented, without bluish 
tinge. Above the antennae with a broad fuscous arch. Thorax fuscous, 
without a bluish tinge. Abdomen scarcely narrower than the thorax, 
each yellowish bands reaching to the margin with its nearly whole sur- 
face; the 3rd band short fnscous pubescented. Venter pale yellow, 
subhyaline, without spots in the middle, only on the sides being fuscous 


spotted and the 4th on the hind margin and the apex being fuscous. 


Wings short, only the one fourth surpassing the abdominal apex. Legs 
nearly the same. 
Length — 13 mm. 
Hab. 一 Formosa (Koannania Kaushirei); one (7 specimen collected 
by Prof. S. MATSUMURA. 


4. Syrphus (Macrosyrphus) Kuroiwae Mars. (n. sp.) 


の thorax aeneous. Face pale testaceous, the tubercle scarcely in- 
fuscated, paler pubescented. Front above the antennae in the middle 
with a small brownish spot, fuscous pubescented. Antennae yellowish, 
the 3rd joint on the back scarcely infuscated. Vertex fuscous, concolor- 
ous pubescented. The distance between the anterior and posterior ocelli 
somewhat less than the double length of the posterior ocelli each other 
separated. Compound eyes pubescented. Thorax on the anterior margin 
with 3 darker stripes, on the sides and a lateral tubercle before the 
scutellum yellowish; fulvous pubescented. Scutellum on the anterior 
half yellowish and on the posterior half fuscous pubescented. Wings 
hyaline, veins fuscous. stigma fulvous. Calypteres whitish, halteres 
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yellow. Abdomen black, with a bluish shade, broadest at the apical part 
of the 3rd segment, with 3 yellow bands, of which the first band being 
anteriorly angularly and posteriorly shallowly emarginated, the 2nd not 
emarginated,the 3rd on the hind margin bow-like shallowly emarginated; 
the first 2 bands each reaching to the lateral margin with its half surface, 
while the 3rd reaching with its two thirds; the hind margin of the 4th 
broadly and the 5th, except the short fuscous band in the middle, yellow; 
yellowish and fuscous pubescented, the 3rd band mingling some short 
fuscous hairs in the middle. Hypopygium yellow, in the middle with a 
aeneous black spot, yellowish and brownish pubescented. Venter yellow, 
each segment in the middle with a small fuscous spot, the 3rd and 4th 
each at the hind margin fuscous, the 2nd on the hind lateral margin 
fuscous spotted; long pale yellowish and short fuscous pubescented. 
Legs yellow, coxae, trochanter, and each middie spot of the hind femur, 
as well as the tibia, fuscous. 
Length — 11.5 mm. 


Hab. 0 (Naha); one specimen collected Mr. M. 
KUROIWA. 


Much resembles to Macrosyrphus hakiensis Mars., but differs from 
the latter by the yellowish hairs ofthe scutellum and the form of abdomen. 


5. Syrphus (Macrosyrphus) hakiensis Mars. (n. sp.) 


の Thorax aeneous black, with a bluish shade. Face and cheeks pale 
yellow, with a bluish tinge, paler pubescented, without facial stripe; 
front olivaceous yellow, black pubescented ; vertex long and narrow. 
Compound eyes quite densely grayish pubescented. Antennae yellowish, 
the 3rd joint on its back somewhat infuscated. Thorax on the sides 
yellowish; pale fulvous pubescented. Scutellum yellow, anteriorly 
yellowish and posteriorly fuscous pubescented, the hairs on the hind 
margin and sides pale fulvous. Wings hyaline, veins fuscous, stigma 
fulvous. Calypteres pale yellowish, halteres yellow. Abdomen much 
broader than the thorax, black, with 3 broad, not interrupted yellow 
bands, of which the first somewhat broader than others and at the hind 
margin scarcely and at the posterior margin deeply emarginated, reach- 
ing to the side with its half surface; the 2nd and 3rd subequal in the 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE, Vol. tlh, Pt. I. . 27 


breadth, being situated near the anterior margin, on the hind margin 
scarcely concave, each reaching to the lateral side with its half surface ; 
the 4th narrowly at the hind margin and the 5th entirely, except a middle 
fuscous spot, yellow; pale yellowish and fuscous pubescented. Venter 
yellowish, the 2nd-4th segments each with a small fuscous spot, the 
2nd and 3rd on the sides fuscous spotted, the 4th on the hind margin 
having a fuscous band; fuscous and yellowish short pubescented. Legs 
yellow, tarsi at the apices, the middle of the hind femur and the apical] 
half of the tibia, brownish. 
Length —  r2 mm. 
Hab. — Kiushu (Haki near Kumamoto); one の specimen collected 
by Prof. S. Matsumura. 


6. Syrphus (Macrosyrphus) aino Mars. (n. sp.) (Pl. I, fig. 2.) 
の Thorax golden yellow. Face and cheeks pale yellow, short whitish 


pubescented ; front pale yellow, brownish pubescented, the antennal- 


process shining yellow, vertex fuscous and very narrow. Antennae 
yellow, the 3rd joint in the middle somewhat infuscated; the arista 
brown. Thorax with 3 narrow darker stripes, on the sides yellowish; 
fulvous pubescented. Scutellum waxy yellow, fuscous pubescented, 
mingling some fulvous hairs on the margins. Wings hyaline, with a 
yellowish tinge, veins being brown and fuscous, stigma fulvous. Calyp- 
teres grayish, halteres testaceous yellow. Abdomen somewhat broader 
than the thorax, with 3 broad yellow bands, of which the first band being 
interrupted, the 2nd and 3rd narrowly emarginated posteriorly; each 
band reaching to the lateral margin with its whole surface; the 4th at 
the hind margin and 5th, except a small spot in the middle, yellow; 
fuscous and yellowish pubescented, yellowish bands mingling very few 
fuscous hairs. Hypopygium yellow, grayish pruinose, in the middle 
aeneous black. Venter pale yellow, subhyaline, the dorsal black bands 
being visible through. Legs yellow, the posterior tibia at the apical 
half and the same tarsus, fuscous. 


Length 一 の rr mm. 


Hab, — Hokkaido (Sapporo); 2 (の ) specimens collected by Prof. 
S. Matsumura and Mr. H. OKAMOTO. 
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Subg. Lasiophticus RonNp. 
Ronp. Dipt. Ital. Prod. I, II. p … (1856). 

Compound eyes pubescented, in the male the upper facets much larger 
than those of the lower part. Vertex short, nearly one half of the touch- 
ed portion of the compound eyes; the anterior ocellus not smaller than 
the posterior ones, and 3 ocellis being placed nearly in an equilateral 
triangle. The 3rd longitudinal vein of the wing opens a little before 
the apex. “ 

We have in Japan only the following one species. 


7. Syrphus (Lasiophticus) topiorius Meiıc. 
Syrphus topiorius MEıc Syst. Beschr. III. p. 305 (1822); ZEIT, 
Dipt. Scand. II. p. 723 (1843); Scan. Faun. Austr. Dipt. I. 
p. 304 (1862). | 

Thorax grayish green, without luster. Face yellow, with a slight 
bluish luster, without fuscous stripe, fuscous pubescented. Front olivace- 
ous, with a fuscous triangle above the antennae, vertex fuscous, the both 
being fuscous pubescented. Antennae brown, the inferior part yellowish, 
the arista yellowish brown. Compound eyes whitish fine pubescented. 
being somewhat less in the female, in the male with much larger facets 
on the upper parts ofthe eyes Thorax long fulvous pubescented, the 
hairs on the sides being denser and longer. Scutellum waxy olivaceous 
yellow, black pubescented, on the hind margin beneath with yellowish 
hairs. Wings hyaline, veins fuscous, stigma pale brown. Calypteres 
grayish, halteres yellow. Abdomen with 3 yellowish bands of subequal 
breadth, the first near the middle of the segment, ewidely interrupted, the 
2nd and 3rd each near the anterior margin, at the hind margin being 
somewhat emarginated, the all reaching to the lateral margin with their 
narrow upturned apices; the 4th and 5th segments each at the hind 
margin narrowly yellow; fuscous and yellowish pubescented. Venter 
pale yellowish, with an interrupted broad fuscous stripe in the middle, 
on the sides also fuscous striped. Legs yellow, coxae, trochanter, the 
bases of femora (much more extended in the hind femur) tarsi and a 

middle spot of the hind tibia, fuscous. | 


Length 一 11-14 mm. 
Hab. — Saghalien, Hokkaido, Honshu; Europe. 
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They are very common in the latter part of June, especially in the 
envirous of Sapporo; they do not differ from the European specimens in 
size, only the upper facets of the male somewhat larger than those of 


the European. 
Subg. Syrphus Mars. 


Compound eyes bare (sometimes microcopically sparsely pubescented) 
or distinctly pubescented; in the male the upper facets subequal to those 
of the lower. Vertex nearly as long as the touched portion of the com- 
pound eyes; the anterior ocellus scarcely smaller than the posterior ones, 
the distance from the latter being distinctly longer than that of the 
posterior ones. The 3rd longitudinal vein opens distinctly before the 
apex. 

We have in Japan the following Io species. 


Table of species. 


1. Compound eyes densely pubescented; face with 2 fuscous stripes. 
tens ehe Del Arkh Weed eo dh fle dao ORLIMEATUS | 2) Sp, 
komppundheyes mot, pubescented .. 1241 vert yj eam ie pees bee 2 

2 wantemmac entirely black... ... cc. u ein alkado:n- sp. 


— Antennae yellow, at most the 3rd joint on the back fuscous. 3 
3. Scuteilum yellowish and fuscous pubescented. ・ 4 
— Scutellum except the margins fuscous pubescented «+» “sn J 
4. Thorax very much polishedess +. see eee cee ne me tee 5 
a feortiony polishicul) {) 50a via das neun (madi Ag 
5. Scutellum with mixed yellowish and fuscous hairs ++ + se 
ee ewe eee der nen wee re ee eee i tidicollis MEIG. 


ー Scutellum yellowish pubescented, only on the hind margin with 
fuscous hairs se» < wee wee eee tee Shibakawae n.sp. 

6. Facial tubercle of the male much higher than the antennal- 
proeess; scutellum yellowish pubescented,-only on the hind mar- 
gin with fuscous hairs ... ... ... …….  akakurensis n.sp. 

— Facial tubercle of the male nearly in the same level with the an- 
tennal-process ; scutellem with mixed yellowish and fuscous hairs, 
ee Sete LR Soe Wa Ja). ERR WERE 1 Sp: 
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7. Face in the middle fuscous pubescented; the hind tibla, except 

the base, and the same tarsus, fuscous ... chujenjianus n. sp. 

— Face in the middle pale yellowish pubescented ; the hind tibia and 
the inner side of the same tarsus, except the apex, yellowish ... 3 
8. The And and 3rd abdominal bands not mixing skort black hairs .. 9 
— The 2nd and 3rd abdominal bands mixing short black hairs ...10 

9. Hind femur at least on the apical half fuscous pubescented... 
. yamahanensis n. sp. 
ー- Hind Ea on te al | hal al yellowish pubescented... 

: te .. vitripennis Meıc. 

10, The er nA In re segments each with a Ti Gl fuscous 
oa dlt 2 er EA Se ie ß Lad a 

— The 6 and 4th ventral ine a with or iti a be 
SOL caus! eke 

. Rate ond len ead Ba ne ade margin BEN Be. a 

hairs; the hind femur nearly to the base densely fuscons pubes- 

eented. 5 Se SUR ET IE ace TE 

— The 2nd abdominal a along the hind margin not or very few 

fuscous pubescented ; the hind femur only to the middle much less 

fusedus pubeseented. .. ww. ws. ul VL ZO Gees, 

12. Abdominal bands reach with their entire surfaces to the lateral 

BideSe) 11, inn edamame rdydameh geen 2k! Ditae 110 ee pon eeaenann 

— Abdominal bands reach with their upturned apices to the lateral 
margin ++: ote tee tee nee wee see nee nee wee ee mel 

13. Abdomen in the female somewhat broader than the thorax; the 

2nd band fuscous pubescented --- --- tsukisappensis n. sp. 

— Abdomen in the female much broader than the thorax; the 2nd 
band only on the hind margin sparsely fuscous pubescented ++-14 

14. Hypopygium yellow, in the middle fuscous, with long fuscous 

hairs; venter with an indistinct fuscous stripe, the hind femur very 

short fuscous pubescented down to the middle moiwanus..n.sp. 

— Hypopygium aeneous, with mixed yellowish and fuscous hairs; 

venter angularly spotted ; the hind femur with much longer fuscous 

hairs beyond the middle «++ +++ ese ーー ドー … yibesii L 
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8. Syrphus (Syrphus) ribesii L. 


Musca ribesii L. Faun. Succ. 1746. 

Syrphus ribesii F. Ent. Syst. IV, p. 304, 100 (1775); Mec. 
Syst. Beschr. III, p. 306 (1822); ScHIN. Faun. Austr. 
Dipt. I, p. 310 (1862). 

Thorax aeneous black, not shining. Face pale yellow, tubercle and 
the oval margin deeper in colour, paler pubescented, Antennae brownish 
yellow, on the back fuscous. Front above the antennae with a fuscous 
zigzag arch, black pubescented; in the female sending a fuscous stripe up 
to the vertex, and on the side grayish pruinose; vertex short and fuscous. 
Antennae yellow, the 3rd joint on the back somewhat infuscated. Thorax 
somewhat yellowish, in the middle with 3 indistinct darker stripes, fulvous 
pubescented. Scutellum fuscous pubescented, mixing some yellowish 
hairs on the margins. Wings hyaline, often with a yellowish tinge. 
Calypteres grayish and halteres pale yellowish, the latter often infuscated 
on the knobs. Abdomen elliptical, with 3 yellow bands, of which the 
first being interrupted, the 2nd and 3rd each on posterior margin in the 
male deeply and in the female scarcely emarginated posteriorly; all the 
bands reaching to the lateral margin with their upturned apices ; the 
hind margins of the 4th and 5th, except a black spot in the middle, 
yellow, the 5th scarcely transversely wrinkled. Hypopygium aeneous 
black, yellowish and fuscous pubescented. Venter pale yellow, with a 
fuscous angular spot in the middle of each segment, on the sides also 
fuscous spotted; very long pale yellowish pubescented, mingling very 
few short fuscous hairs. Legs yellow, coxae, trochanter and the bases 
of femora (in the female more extended) black, the tarsi brownish; the 
hind femur on the apical half short black pubescented, not mixing 
yellowish hairs. 

Length 一 67 2 12-13 mm. 
Hab. — Saghalien, Hokkaidö, Honshü, Kiushu, Formosa; Siberia, 
Europe. 


9. Syrphus japonicus Mars. (n sp.) (Pi. I, fig. 13 a, 4.) 


Much resembles to §, ribesii L., but differs from the latter as follows. 
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Body much larger. The 2nd and 3rd abdominal bands in the female 
scarcely emarginated posteriorly, and each on the posterior one third 
short fuscous pubescented. Each ventral segment with an angular 
fuscous spot, the 3rd and 4th segments each on the hind margin with a 
broad conspicuous fuscous band (in some individual not conspicuous). 
Hypopygium yellow, in the middle with a small fuscous spot, brownish 
pubescented. Venter with long yellowish and short black hairs. Hind 
femora in the male, except the apical one third, fuscous, near to the base 
densely fuscous pubescented. 

Length — 13-14 mm. 
Hab. 一 Hokkaido (Sapporo), Honshu (Nikko); 6 (2 7, 4 2) speci- 
mens collected by Prof. 5. MATSUMURA. 


10. Syrphus (Syrphus) jezoensis Mars. (n.sp.) 


Much resembles to 8. japonicus Mars., but differs from the latter as 
follows: 

2 Body much smaller. Frontal angular spot larger and conspicuous, 
on the sides grayish pruinose, Antennae paler, the 3rd joint on the back 
mostly not infuscated. Halteres fuscous, the stems being whitish. The 
2nd abdominal band on the hind margin not mixing fuscous hairs. 
Ventral spots and bands similar, only with very long pale yellowish 
hairs, the short fuscous hairs being very few. Hind femur much shorter 
and less fuscous pubescented only down to the middle. 

Length — 12 mm. 


Hab. — Hokkaido (Sapporo); 4 2 specimens collected by Prof. S. 
MATSUMURA. 


li. Syrphus (Syrphus) vitripennis Meic. 

Syrphus vitripennis Meıc. Syst. Beschr. Zweif. III. p. 308 (1822). 

Syrphus confinis Zerr. Ins. Lapp. p. 602 (1340). 

Syrphus ribesii var. vitripennis Scuin. Faun. Austr. Dipt. I, 

p. 310 (1862). 

Differs from 8, ribesii L. as follows: 
. Body much smaller. Abdomen much narrower, the 2nd and 3rd 
yellowish bands very finely pale yellowish pubescented, without short 
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fuscous hairs on each hind margin; in the female the 2nd band more 
deeply emarginated and the 5th segment roughly transversely wrinkled. 
Hypopygium aeneous black, pale yellowish pubescented, not mingling 
fuscous hairs. Venter mostly without fuscous spots, not mingling short 
hairs. The hind femur except the apex fuscous, on the apical half vel- 
lowish pubescented, without any fuscous hairs, 

Length 一 の 2 9-10 mm. 


Hab. — Hokkaido (Sapporo); many specimens collected by Prof. 
S. MATSUMURA. 


Many specialists think this species as a variety of §. ribesii L., but 
we have found some constant characters in the Japanese as well as in 
the European specimens. Most conspicuous characters of difference are 
the yellowish hairs of the hind femur and the absence of the black hairs 
on the ventral side of abdomen. 


12. Syrphus (Syrphus) tsukisappensis Mats. (n. sp.) 
Much resembles to $, vitripennis Mgre., but differs from the latter 
as follows: 
Body narrowér. The 2nd and 3rd abdominal band less emarginated 
posteriorly, with many short fuscous hairs, the 5th segment not trans- 
versely wrinkled. Hypopygium yellow, with a large fuscous marking. 


Venter nearly the same. Hind femur at apex mingling some fuscous 
hairs. 


Lensth 一 2 10.5 mm. 


Hab — Hokkaido (Sapporo and Tsukisapp near Sapporo); 4 (の, 
3 2) specimens collected by Prof. S. Matsumura. 


13. Syrphus (Syrphus) moiwanus Mats. (n. sp.) 

Very much resembles also to §, vitripennis Mezıc., but differs from 
the latter as follows: 

Body distinctly larger, but much smaller than §, ribesii L. Abdomen 
much broader at the posterior margin of the 2nd segment, the 2nd and 
3rd bands in the male much less emarginated posteriorly, while in the 
female not emarginated, and the both on the hind margins somewhat 
fuscous pubescented. Venter in the middle with a scarcely interrupted 
fuscous stripe. Hypophygium yellow, with a fuscous spot, with long 
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fuscous hairs, mingling a few short yellowish hairs. Hind femur on the 
apical half very short fuscous pubescented, which being in the female 
fuscous at the extreme base. 

Length — p79 II-11.5 mm 


Hab. 一 Hokkaido (Mt. Moiwa near Sapporo); 2 (I o”, 1 2) speci- 
mens collected on the latter part of July by Prof. S. Matsu- 
MURA. 


Differs from §, ribesii L. in smaller size, narrow fuscous ventral stripe 
and brownish pubescented hypopygium. 


14. Syrphus (Syrphus) yamahanensis Mats. (n.sp.) 

Near S. Moiwanus Mars., but differs from the latter as follows: 

2 Abdomen much narrower, scarcely broader at the 2nd segment. 
The 2nd and 3rd bands scarcely emarginated posteriorly, with very few 
yellowish hairs, not mingling fuscous hairs; the 5th segment scarcely 
transversely wrinkled. Venter much less pubescented, on the 3rd and 
Ath segments mingling some short fuscous hairs. Legs nearly the same, 
but the hind femur beyond the middle fuscous pubescented, mingling 
very few long pale yellowish hairs. 

Length — 2 II mm. 


Hab. — Hokkaido (Yamahama near Sapporo); one 2 specimen col- 
lected by Prof. S. MATsSUMURA. 


15. Syrphus (Syrphus) daiyagawanus Mats. (n. sp.) 

Much resembles to SS. ribesii L., but differs from the latter as follows: 

© Face in the middle mingles some fuscous hairs. Antennae more 
infuscated, each antennal-process above fuscous spotted, without a zig- 
zag arch and a longitudinal stripe on the front; front grayish olivaceous 
pruinose. Scutelium on the anterior half yellowish, and on the posterior 
half fuscous pubescented. Calypteres and halteres pale yellow, the latter 
not being infuscated. Abdomen much constricted at the base, the 2nd 
and 3rd bands narrower and fuscous pubescented, mingling very few 
yellowish hairs, each band anteriorly in the middle with a small angular 
protuberance. Venter pale yellow, the 2nd segment in the middle with 
a small fuscous spot. The hind femora, except the apices, the same 
tibiae, except the bases, and the same tarsi, fuscous, 
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Length — 2 12 mm. 


Hab. 一 Honshu (Chüzenji in Nikkö); one 2 specimen collected by 
Prof. S. MATSUMURA. 


16. Syrphus (Syrphus) akakurensis Mars (n. sp.) 

Much resembles to §. topiarius MEiıc., but differs from the latter as 
follows: 

2 Much smaller. Face pale yellowish pubescented, facial tubercle more 
protruded downwardly, so that it seems somewhat beak-like ; the hairs 
on the front much less. Above the antennae with a broad bluish black 
arch, the fuscous triangle not distinct. Compound eyes much less pub- 
escented. Scutellum on the anterior half yellowish and on the posterior 
half fuscous pubescented, the hind margin beneath with sparse pale 
yellowish hairs. Stigma of the wing paler. Abdomen quite similarly 
banded, but the first interrupted band being nearly straight, touching 
the lateral margin nearly with its half surface, while 2nd and 3rd touch 
nearly with their whole surfaces; the 2nd and 3rd bands fuscous pubes- 
cented. Venter pale yellow, on the sides fuscous spotted, the 2nd only 
with a small fuscous spot in the middle; fuscous and yellowish pubes- 
cented. Apical half of the hind tibia fuscous, the first 2 tarsi at the 
apices being scarcely infuscated. 

Length — 2 II mm. 
Hab — Honshü (Akakura in the Prov. Echigo); one 2 specimen 
collected by the late M. SHIBAKAWA. 


17. Syrphus (Syrphus) chujenjianus Mats, (n. sp.) 

Much nearer to 8. akakurensis Mars., differs from the latter as 
follow: 

2 Facial tubercle not downwardly protruded; front much more fuscous 
pubescented. Compound eyes with very few hairs, being scarsely visible. 
Scutellum on the sides reddish, fuscous pubescented, at the extreme 
anterior margin with yellowish hairs. Wings yellowish suffused. Ab- 
domen somewhat narrower in the middle, the first interrupted band 
reaching to the lateral margin with its upturned apical one third, the 2nd 
and 3rd with their upturned halves, the 2nd and 3rd bands with much 
more and longer fuscous hairs. Venter pale yellow, the And — 5th 
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segments each with a small fuscous spot in the middle of the respective 
segment, on the sides being fuscous striped. 
Length — 212 mm. 
Hab. — Hokkaido (Chitose), Honshü (Chuzenji near Nikko); 2 2 
specimens collected by Prof. S. Marsumura and Mr. 日. 
OKAMOTO. 


18. Syrphus (Syrphus; kotoriensis Mars. (n. sp.) 

2 Much resembles to §, ribesii L., but differs from the latter as 
follows: 

Face in the middle distinctly mingling some short fuscous hairs. All 
the abdominal bands reach tothe lateral margin with their whole surfaces, 
the 2nd and 3rd bands scarcely mingling fuscous hairs, each in the 
middle narrowly notched posteriorly; venter orange-yellow,in the middle, 
except the 4th segment, without fuscous spots, on the sides fuscous 
spotted ; yellow pubescented, not mingling short fuscous hairs. Legs 
yellow, coxae and trochanter fuscous, the hind tarsi somewhat infuscated. 

Length — 2 11 mm. 
Hab. — Saghalien (Kotori); one 2 specimen collected by the authors. 


19. Syrphus (Syrphus) Shibakawae Mars. (n.sp.) 
(Pl. II, fig. 20.) 


の 2 Thorax golden green. Face and cheeks yellow, pale yellowish 
pubescented. Front olivaceous yellow, above the antennae with a fus- 
cous arch, fuscous pubescented. Vertex fuscous. Antennae yellow, the 
3rd joint on its back somewhat fuscous. Thorax yellowish pubescented, 
on the side yellow, pleura and pectus grayish black, the former with a 
grayish vertical stripe; scutellum yellowish pubescented, on the hind 
margin mingling some black hairs. Calypteres and halteres pale testa- 
ceous. Wings hyaline, stigma fulvous, veins brown and fuscous. Abdomen 
somewhat as broad as the thorax, black, with 3 broad orange-yellow 
bands of the subequal breadth, of which the first band being interrupted, 
the 2nd and 3rd each scarcely emarginated at the posterior margin ; each 
band reaching to the lateral margin with its whole surface ; each hind 
broad margin of the 4th and the 5th (except a middle spot) yellow ; 
black and yellow pubescented, the 3rd and 4th、bands each on the posterior 
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part with some black hairs. Hypopygium yellow, with an aeneous spot, 
long black pubescented.・ Vertex pale yellow, without spots, only on the 
sides indistinctly fuscous spotted. Legs yellow, only the hind tarsus 
being fuscous In the female front sending a fuscous stripe up to the 
vertex. 
Length 一 f' 2 12-13 mm. 
Hab. — Hokkaido (Sapporo), Honshu (Minomo near Osaka); 2 
(1 の , 1 2) specimens collected by the late M. SHIBAKAWA 
and Prof. S. Matsumura. 


In the marking of abdomen resembles somewhat to Macrosyrphus 
aino Mars. 


20. Syrphus (Syrphus) nitidicollis Mec. 


Syrphus nitidicollis Mric. Syst. Beschr. Dipt. III, p. 308, 51 
(1822); ScHIN. Faun. Austr. I, p. 310 (1862). 


_ Thorax dark green, very shining Face yellow, with a bluish tinge, 
pale yellowish pubescented, cheeks yellow or with a fuscous spot. Front 
and vertex aeneous black, fuscous pubescented, the hind part of the 
former on the sides being grayish pruinose; the antennal process brown- 
ish yellow. Antennae brownish yellow, the arista brownish. Thorax 
on the sides yellow, fulvous pubescented. Scutellum yellow, with mixed 
yellow and black hairs Wings hyaline, in the middle somewhat 
yellowish suffused, stigma fulvous, veins fuscous. Calypteres grayish, 
halteres testaceous yellow. Abdomen somewhat broader than the 
thorax, black, with 3 broad yellow bands, of which the first being inter- 
rupted narrowly, the 2nd and 3rd each somewhat emarginated at the 
posterior margin; the hind margin of the 4th and the 5th, except a short 
middle black band of the latter, yellow ; all the bands reach to the lateral 
margin with their whole surfaces; the lateral side narrowly yellow. 
Venter pale yellow, subhyaline, without marking. Legs yellow, coxae 
and trochanter fuscous, sometimes the bases of femora also fuscous. 


Length 一 (7 2 11-14 mm. 
Hab. — Hokkaido (Sapporo, not common); Europe (common). 
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21. Syrphus (Syrphus) micado Mars (n.sp.) (Pl. II, fig. 5.) 

o Thorax golden green. Face pale yellow, the tubercle yellow, con- 
colorous pubescented. Front golden yellow above the antennae with a 
black arch, sending a narrow fuscous stripe upwardly ; fuscous pubes- 
cented. Antennae and arista entirely fuscous. Tempora silvery pubes- 
cented. ‘Thorax on the sides and a lateral tubercle before the scutellum 
yellow, In the middle with 3 darker stripes ; golden yellow, concolorous 
pubescented, only on the hind margin fuscous pubescented. Wings 
hyaline, yellowish suffused, veins fuscous, stigma fulvous. Calypteres 
and halteres pale yellowish. Abdomen much broader in the middle, with 
3 broad golden yellow bands, of which the first band being widely inter- 
rupted and ofa triangular form, the 2nd and 3rd in the middle narrowly 
notched posteriorly; yellowish and fuscous pubescented, the hind parts 
of the 2nd and 3rd bands with some fuscous hairs ; all the bands reach 
with their entire surfaces to the lateral margin. Venter yellow, tie 3rd 
and 4th segments each with a broad pale fuscous band at the posterior 
margin and where fuscous pubescented. Hypopygium grayish, fuscous 
pubescented. Legs yellow, coxae, trochanter, the bases of the femora, 
and a middle spot of the hind tibia, fuscous, the hind tarst being some- 
what brownish. 

Length — の 12.5 mm. 
Hab. — Hokkaido (Sapporo); one @” specimen collected by Prof. 
S. MATSUMURA. 


22. Syrphus (Syrphus) bilineatus Mars. (n.sp ) 
yrphus (Syrphus) bilineatus Mar A Biel a 


の Thorax aeneous black. Face yellow, with a bluish luster, in the 
middle with 2 fuscous stripes; cheeks in the middle and oval margin also 
fuscous; yellow pubescented. Front olivaceous, above the antennae 
shining fuscous, fuscous and fulvous pubescented. Vertex fuscous, con- 
colorous pubescented. Compound eyes quite densely grayish pubes- 
cented. Thorax on the sides aud a lateral tubercle before the scutellum 
fulvous; in the middle with 3 darker stripes, which becoming broader 
towards the hind margin. Scutellum fuscous pubescented, mingling 
some yellowish hairs. Wings hyaline, scarcely with a yellow tinge, veins 
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and stigma fuscous. Calypteres pale yellow’ halteres yellow. Abdomen 
black, with 3 yellow bands, of which the first being very widely inter- 
rupted and not reaches to the lateral margin; the 2nd interrupted 
narrowly in the middle, each on the hind margin angularly emarginated, 
reaching to the lateral margin with its half surface; the 3rd in the middle 
posteriorly very deeply emarginated, so that it seems nearly interrupted, 
and on each side posteriorly angularly emarginated as in the 2nd band 
and reaches to the lateral side with its two thirds of the lateral surface ; 
the 4th segment on the hind margin narrowly and a lateral spot of the 
5th yellow; yellowish and fuscous pubescented. Hypopygium black. 
Venter yellow, a spot in the middle of the 3rd, the 4th at the hind margin, 
the 5th and the lateral spots, fuscous. Legs yellow, coxae, trochanter 
and the bases of the femora (in the hind femur the fuscous part being 
extended near up to the apex) and the apex of the hind tarsus, fuscous, 
Length — (7 12 mm. 


Hab. — Hokkaido (Sapporo) ; one ( specimen collected by Prof. 
S. MATSUMURA. 


Sub. Parasyrphus Mars. 

Compound eyes more or less pubescented, in the male the upper facets 
subequal to those of the lower. Vertex nearly in an equilateral triangle, 
somewhat as long as the touched portion of the compound eyes. Ocelli 
nearly in an equilateral triangle, the anterior oné being somewhat smaller. 
The 3rd longitudinal vein opens exactly in the apex. 

We have in Japan the following 2 species. 


Table of species. 
en LU black ; face with a black stripe 
ih id) ..aeneostoma n. 0. 


Hypopygium entirely yellow; ie ren a 8k stripe OF 
une as se MOTOR Ene mesh: 


Syrphus (Parasyrphus) aeneostoma Marts. (n. sp.) 
の Thorax dark aeneous, with 3 indistinct darker stripes. Face pale 
yellow, with a bluish tinge, fuscous pubescented ; oval margin and cheeks 
aeneous black, facial stripe fuscous. Front olivaceous, above the antennae 
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with a black arch, fuscous pubescented. Antennae brown, the basal 2 
joints being fuscous. Thorax fulvous pubescented. Scutellum dirty 
yellow, fuscous pubescented, mixing a few pale yellowish hairs on the 
sides and at the hind margin. Wings hyaline, grayish yellow suffused, 
veins fuscous, stigma fulvous, neary 1% surpassing the abdominal apex. 
Calypteres and halteres pale yellowish. Abdomen somewhat broader 
than the thorax, much narrowed towards the base; with 3 yellowish 
bands, of which the first one being widely separated in the middle and 
reaching to the lateral side with its upturned apex, the 2nd and 3rd bands 
each near the anterior margin of the respective segment, at the anterior 
margin nearly straight, on the hind margin deeply triangularly emargin- 
ated, reaching to the side with its upturned apex; the hind margin of 
the 4th and 5th narrowly, and a triangular spot on each side of the 5th, 
yellow ; yellowish and black pubescented, the 3rd and 4th bands mingi- 
ing some black hairs. Venter pale yellow, the 2nd—4th segments each 
with a small fuscous spot; on the sides fuscous spotted. Hypopygium 
black and concolorous pubescented. Legs fuscous, the anterior 2 femora 
at the apices and the tibiae largely yellowish. 
Length — 9-10 mm. 


Hab. — Honshu (Nikko); 6 " specimens collected by Prof. S. 
MATSUMURA. 


24. Syrphus (Parasyrphus) nigrigena Mars. (n. sp} 


の Thorax aeneous black. Face yellow, without black stripe, in the 
middle short yellowish and on the sides long brownish pubéscented ; 
cheeks and the larger part of the oval margin black, with yellowish hairs. 
Front olivaceous, above the antennae with a black arch; vertex black, 
black pubescented. Antennae pale yellowish brown, the 3rd joint on 
its back somewhat darker; the arista brownish. Thorax with 3 narrow 
darker stripes, on the sides yellow, fulvous pubescented Scutellum 
waxy yellow, fuscous pubescented, mingling some yellowish hairs on 
the margins. Calypteres and halteres testaceous. Wings hyaline, veins. 
fuscous, stigma fulvous. Abdomen black, a little broader than the 
thorax, with 3 yellow bands, of which the first band being broadly inter- 
rupted, each triangular in form, reaching the side with its two thirds of 
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the lateral surface; the 2nd and 3rd bands each broad triangularly 
emarginated posteriorly, reaching to the side with its half surface; the 
4th at the narrow hind margin and the 5th, except the middle short 
black band, yellow; yellowish and black pubescented, the 3rd band 
mingling some black hairs on the posterior half. Venter pale yellow, 
without marking, only on the sides indistinctly fuscous spotted. Hypopy- 
gium yellow, with long fuscous hairs. Legs yellow, coxae, trochanter 
and the basal halves of the femora and the tarsi fuscous. 

Length f' 10.5 mm. 

Hab. — Honshü (Nikko); one 6” specimen collected by Prof. S. 

MATSUMURA. 


if = 
Stenosyrphus B (パラ 款 リヒ ラ タ ア ブ ) 
本 邦 に 産 す る も る の 下 の 二 種 な 5. 
I. ハラ ボリ ヒラ タ ア ブ プ -... Stenosyrphus lasiophthalmus ZErr. 
white, (PIM, digs 70,9.) "(p. 15) 
2. EPFTUNFEN)ESFIFTT ... S. motodomariensis Mats. 
a (Pl. II, fig. 11) (p. 15) 
産地 一 樺太 (cia), | 
種 の 分 類 表 
ーー a し 〈 進 澤 を 有 す ・ 


Muksdomnariene 
ーー Mo は Nav sm は 18, Bi は mr 有 せ ず …1asiophthalmus. 
Episyrphus 5 (ホリ ヒラ タ ア アプ) 
本 邦 に 産 す る も の 下 の 三 種 な 5. 


1 KJEFSTT …… ... Episyrphus balteatus Dec. (». 16) 
産地 一 樺太 , 北海 道 , 本 州 , 四 國 , JUIN, ee er, BOM, 
NE, 
2. 赤 リ ヒラ タ ア プ ... E fallsciosus Mars. (Pl. 1, fig. 8 a, 3.) (p. 18) 


産地 一 本 州 HR), 九州 (RB AR), 
3. カラ フト ホリ ヒラ タ ア プ .: …… E. cinetellus Zerr. (p. 18) 


42 m RBAABHROCHLSRTFEN 


| 種 の 分 類 表 
1 ZBICIC-MOEHDd ... … ZONEN ME 


ー SGI KAO Db … … … | …  Ginetellus. 
2. BR 2, BEREIT O2... .… ・… ・…. fallaciosus. 
ー 腹部 は 黄色 , BRR t On... … Dalteatus. 


Mesosyrphus 8 (アシ グロ ヒラ タ ア プ ブ ) 
= ae: fl Zit — BD 5。 
:. ア シグ ロ ヒ ラダ タダ アプ … --- Mesosyrphus constrictus Mars. 
i HUA SRE (札幌 ) he ae 
see... … M. constrictus var. elongatus Mars. (p.20) 
原種 RP saBiAR(. RUISEMEHER 3. 
産地 一 北海 道 (札幌 ), 


Eusyrphus 属 ( シ ハ ヒラ タ ア プ ) 
本 邦 に 産 す も の 『 の 一 種 あ 5。 
1. シ ハ ヒラ タダ アブ =... ... Eusyrphus cingulatus Marts. (p. 21) 
産地 一 北海 道 (札幌 ) | 


Syrphus 3 (EFITT 
本 邦 産 の Syrphus BY FOWHBERT, 
m 属 分 RR 
1. 雑 の 頭頂 は 複眼 の 接 鯛 部 そ 同 長 若く は 長 し : 前 軍 眼 は 小 , RER 
の 距離 ょ 5 も 造 に 分 離す …・ … … Macrosyrphus Mars. 
— HORA ERD EAM L > も 短 か し: BIHAR RMR Far] 
KRZEHRSBERBKELIUDSL(RIERBLENG.. 2 
2. 雄 の 複眼 の 上 方 に ある 小 眼 は 下方 に ある 60) BKM 
IMA SHAE ET … + … Lasiophticus KOND. 
ー 雄 の 複眼 の 上 方 に ある 小 眼 は 下方 に ある 物 ょ 6 鱗 り 大 な ら ず 。3 
3. 三 旦 上限 は 等 邊 三角 形 ょ > も 少し 〈 衣 〈: 次 の 第 三 縦 脈 は 北 嵐 の 前 
方 に 開 品 す … … … … … … … …Syrphus Mars, 
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er. 開口 す … … 
. Parasyrphus Mars. 


Pe cole tis a (FEESIT TF) 
本 邦 に 産 す る も る の 下 の 五 種 な >, WCRI. tO —-MeR 
Samen ea, 
1 ラキ ナハ ラビ ヒラ タ ア ブ . En okinawae Mars. 
(Pl. I, fig. 11 a, 4.) (px 23) 
産地 一 九州 (熊本 ) 沖縄. 


2, ホリ シヤ ラビ ヒラ タ ア ブ ... ... M. horishanus Mars. (p. 24) 
Ei Em, 

3. カン シラ ヒビ ヒラ タ ア ブ -- ……. M. koannanius Mars. (p. 25) 
ie Sh — ae (Min). 

4 クロ イハ ラビ ヒラ タ ア プ …… …… M. Kuroiwae Mars. (p. 25) 
産地 一 沖 総 . 

5. ハ キ ラ ビ ヒ ラ タ ア プ … …… .. M. hakiensis Mars. (p. 26) 
産地 一 九州 (熊本 葉 木 ), 

6. アイ ノラ ビ ヒ ラダ タ ア プ ブ -.. ... M. aino Mars. (Pl. IL, fig. 2 )(p.27 


産地 一 北海 道 (札幌 ) 
種 の 分 類 表 


MEME Flag, Sch Es Meta) ioe: |) Sain ane ie tase. sae game 
FIRE ( so cee vee 3 
2, Er oo $B RIO WEIR Ae. 
be . Kuroiwae. 
- Rab = tro et: cm La RRR AS. 
. hakiensis. 
3. iano we TREUE CES 2 2 Opa: 
Ro CUBE nr EN Ele et RE 
4. 腹部 の 雨 側 全部 黒毛 を 生 す .… .. …… …. … okinawae, 
ー 腹部 の 雨 側 黄 毛 ょ 黒毛 を 混 生 す .… … ・… 5 


5. EC Ariane FUN a BR Dc 


Er -.» … horishanus. 


44 Bh @ Ht FAa@ FS SR 


— HEI. TS IH Bots EEK SH 若 ( は 三代 の 二 
を 以 て 側 締 に 送 す koannanius. 
Lasiophticus HB ( ケ ヒ ラ タ ア プ ) 
本 邦 に 産 す る も る の 下 の 一 種 な 5。 此 属 に 係る る の は 朋 眼 に 長毛 を 
尊 ひ , 雄 の 複 骨 の 上 方 に ある 小 眼 は HZ AT ZLZUTH ERS. CE 


別 し 得 べし 
ケ ヒ ラ タ ア プ …| - Lasiophticus topiarius Meıc. (p, 27) 
Ei ER 北海 道 , 本 州 : BOM, 


Syrphus IE (49977) 

本 邦 に 産 す る も の 下 の 十 五 種 な 5. 

1. フタ スチ ヒラ タ ア ブ プ … 
産地 一 北海 道 ALM), 

2. ミド ヒラ タ ア フ 
産地 一 北海 道 (札幌 ), 

3. ツヤ ヒラ タ ア プ .… 
産地 一 北海 道 ALM), 

4.・ シ バカ バハ ヒ ラ タ ア ブ プ ... 


.. Syrphus bilineates Mars. 
(Pl. I, fig. 4.) (p. 38) 
S. mikado Mats. (p. 38) 


-..§. nitidicollis MEre. (p. 37) 


S. Shibakawae Mars. (p. 36) 


BE A RE). 


5 FHIAFEFNHTTF... S. akakurensis Mars. (p. 35) 
産地 一 本 州 (信州 赤倉 ), 
6. ダイ ヤ ヒ ラ タ ア プ .. 8. daiyagawanus Mars. (p, 34) 
ie Hi — ARN (BERN), 
7. FLÄSZEFINITT …S. chujejianus Mars. (p. 35) 
産地 一 本 州 ( SPRL). i 
3. ヤマ ハチ ナチ ヒラタ アプ ブナ … …S. yamahanensis Mats. (p. 34) 
産地 一 北海 道 (札幌 山 鼻 ). 
aA J 65977: ---§, vitripennis MEic. (p. 32) 


産地 一 北海 道 (札幌 ), 
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10. PYRFESSTF... ...S. Japonicus Mars. (Pl. I, fig. 13 a, 4.) (p. 31) 


産地 一 北海 道 (札幌 ), AN (HH), 

ri. エゾ ザ げ ヒラタ アプ «0. we vee … …S.jezoensis Mars. (p. 32) 
産地 一 北海 道 (札幌 )、 

12 ウト リヒ ラ タ ア ブフ -- ... .-. S. kotoriensis Mars. (p. 36) 

産地 一 樺 林 (コタ トリ 》). 

13. ツキ サリ ツブ プ ヒラタ アブ ... .. S. tsukisappensis Mars. (p. 33) 
産地 一 北海 道 (札幌 月 寒 )、 1 

14. G4 NE SIITF --- …… « …… S. moiwanus Mars (p. 33) 
産地 一 北海 道 (札幌 藻 岩 )、 

15. オ 赤 フタ ホ ポ シ ヒ ラ タ ア プア … ... …… .. S. ribesii L.( (p. 31) 


産地 一 樺太 , 北海 道 : BERN, 
種 の 分 BR 


1. 複眼 に 長毛 多 し : 顔 に 弟 向 の 二 縦 條 あり … .… bilineatus. 
-BRLELTR .. 2... MR NEE a. の 


2. MERDHIEB .… .… ... «-.mikado. 


ー BAUR B= OT る DELL. N 
3. Pte ER OBE vB TF... al = 
ー ENWERTRSBEBERFET... ay, 
4. WO BIS LIKE EAT: 

6 


— 胸 背 は 光 澤 を 有 せ すず … … ande Ka re rl dade ee i 
5・ 稼 状 部 に NERMEREOWET “+ ee s+ nitidicollis. 
ー BENE WEE AET oe … eee .„Shibakawae, 

6. HED EAD ME 3 FAG HE Ld bi ‘elas RE EU, PRK I= 
SU (WE VIBE TO … -- --- akakurensis. 
Te CERAM © Hs m: Ben: RAROHBEF 
混 生 ず … … daiyagawanus. 
7: rn RE REO ARE CE BR 2) Bec aH 2 
#83 … chujenjianus. 
= Bio hae RCE BOS eT MM >) 

は … 8 


46 Rm Hm @2Aé BMH KH 


8. BO RURSIG BBE EIBACH ee ee の 
ー 第 二 及 び 第 三 腹帯 は 短 黒 毛 を 混 生 す … … … … … 10 
9. NRG. AMOK TRELET- ‚Yamahaneneis 
— BR Gi Aig OA BB IS BEE AE Te … … + vitripennis 
10. B= ROR ONE ATF OMB D be … … eee TT 


Mee ROBERT FMEBT 2 も の = 有 を ぎる LOLS 


- I2. 
AR A ae a al Fr EBB ICE 3 Z 
rei Tan en … +++ japonicus. 
ー BEE NE Bee t= WORE AED PAS も の 
\ br SRG PRERS Caine も RD Be tb LL 


cee eee jezoensis. 
12. Dea EA LAT IE 8 … + ++ kotoriensis. 
— JERS He SB Aig e TRIE eee riE3 
13. ISEB 2 = on ON B-mUumErET 

“ +» tsukisappensis. 


ー ia: Tamm. BERG SATA THRE 
BER ano ne RR ra 
14. Bl) 13.38 , PRB, euere し : 腹面 に は 刊 然 せ ぎ 
AERO RAN: en: 洛中 程 に 

ang er | ut … moiwanus. 
ー GIG, HE RUSE VEE Ls SR RES AIBOR 
BR a : BIE Hk BANE D > CA APE ae ee 

… ribesii. 

Or me (クチ グロ ヒラ タダ アプ ) 
本 邦 に 産 する も の 下 の 二 人 種 な 5。 

1. クチ グロ ヒラ タ ア ブフ Parasyrphus aeneostoma Mars. (p. 39) 


産地 一 本 州 CA 5G), 
2. AkRIFFOELFITT -- …  P. nigrigena Mars. (n 40) 
産地 一 本 州 (36), | (5244) 


ーーー ーーーーーーーーーーーーーー | 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE, Vol, Ul. Pf. I. 47 


VIER NEUE NOCTUIDEN AUS JAPAN (HIERZU TAFEE.) 


von H. HOENE, F.E.S. JAP. 


日 本 産 夜 賊 の 四 新 種 


H. HOENE AHARBES:TR 


1, Perigrapha pfennigschmidti n.sp.¢ . , Figur 1.) 

Spannweite 40 m/m. Vorderfluegel rotbraun ; Vorderrandsteil und 
Saumdrittel heller und grauer. An der Fluegelwurzel zwischen der 
Mediana und Submediana ein kleines mit der Spitze nach innen 
gekehrtes schwarzes Dreieck mit einer davorliegenden schwarzen Linie. 
Innere Linie deutlich, heller gezeichnet, schraeg und nur leicht aus- 
gebuchtet. Aeussere Linie gleichfalls hell, auf der Mediana dem Saum 
zu ausgebogen. Zellmakeln sehr gross, licht braeunlichgrau, gelblich 
umzogen. Wellenlinie verloschen, Saum gewellt. Hinterfluegel braun- 
grau. Unterseite matt roetlichgrau, alle Fluegel mit dunkelen Mittel- 
flecken und deutlicher Bogenlinie. 

Beschrieben nach zwei stark geflogenen Maennchen, welche von mir 
am Asamayama in Japan anfang Juni gekoedert wurden. 

Benannt nach dem Bearbeiter meiner sammlung HERRN W. PFEN- 
NIGSCHMIDT zu Hannover. 


2. Monima nigromaculata n.sp. ( . ‚Figur 2) 

Spannweite 36 m/m. Vorderfluegel hellgrau mit schmitzigbraunen 
Schuppen durchsetzt. Innere Linie mit einem deutlich schwarzen Punkt, 
an der Costa beginnend, sich senkrecht zicksackformig zur Mediana 
ziehend und von dort aus nur duch kleine schwarze Puenktchen undeut- 
Ich angezeigt: Aeussere Linie durch schwarze Punkte auf den Adern 
markiert. Saumlinie besteht aus dunkelbraunen Flecken zwischen den 
Adern. In der Medianfalte von der Wurzel aus ein sammetschwarzer 
kraeftiger pfeilfoermiger Wurzelstrich mit nach oben gekehrtem Wieder- 
haken versehen. Makeln verloschen, doch wird die Stelle der Nieren- 
makel durch eine kraeftige ca. I m/m breite nach dem Apex zu offene 


“Hi Bil 49 Ri: # Y, 
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Linie eingefasst. Hinterfluegel dunkelbraungrau mit ockergelber Saum- 
linie. Franzen heller und gezackt. Unterseite zeigt die Farben der 
Oberseite aber umgekehrt, d. h. die Unterseite der Oberfluegel gleicht 
der Oberseite der Unterfluegel und die Unterseite der Unterfluegel gleicht 
der Oberfluegel. Alle Fluegel mit dunkelen Mittelflecken, deutlicher 
Bogenlinie und Saumlinie* | 

Beschrieben nach 3 Maennchen, welche von mir bei Köbe in Japan im 
Maerz sekoedert wurden. 


3. Xylina japonica n.sp. ( ie? ia Sad ya 


Spannweite 62 m/m. 

Maennchen: Vorderfluegel rostbraun, glaenzend, mit gruenlichen 
Schuppen untermengt, namentlich im Wurzelteil und Vorderrandspartie, 
doch koennen diese Schuppen auch fehlen, jedoch sind stets 3 deutliche 
gruene Punkte im Wurzelteil vorhanden, einer dicht unter der Costa und 
zwei in der Medianfalte nebeneinanderliegend. Innere Linie verloschen, 
aeussere Linie deutlich von erhabenen dunkelen Schuppen gebildet. 
Submarginallinie ockergelb, gerade, doch meist nur im Mittelteil des 
Saumes sichtbar. Ringmakel undeutlich, wenig heller als der Grund 
und dunkler eingefasst. Nierenmakel gross, deutlich, ockergelb und von 
ihr ausgehend ein gleichfarbiger Strahl bis zur Submarginale reichend. 
Saumlinie schwarz, gewellt und ockergelb eingefasst. Hinterfluegel 
_ schwarzgrau, nach dem Ran de dunkler werdend. Franzen ockergelb. 
Unterseite roetlichgrau, stark glaenzend, alle Fluegel mit dunkelen 
Mittelflecken und deutlicher Bogenlinie. 

Weibchen : Aehnlich dem Maennchen, doch sind die Vorderfluegel 
fast schwarz, ueberhaupt ist das Weibchen in allem dunkler als das 
Maennchen. 

Gefangen bei Kobe in Japan am Koeder von November bis Maerz. 


4. Xylina nihonica n. sp. 5 , Figur Poe 


Spannweite 60 m/m. 
Maennchen: Gleicht sehr dem Maennchen von X. japonica doch. 
sind die Vorderfluegel nicht so einfoermig rostbraun sondern mit hell 
braunen und gruenen Zeichnungen und Schuppen stark durchsetzt und. 


ee 
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zwar so angelegt, dass das Wurzel, und Mittelfeld quere, wellenfoemige 
Linien bilden. Die Medianfalte bis zur Mittellinie breit heller, ebenso 
ist der Strahl von der Nierenmakel ausgehend ein breiter Wisch und 
der Apex gruenlichgrau aufgehellt Ringmakel deutlich, graugruen 
mit zwei schwaerzlichen grossen Punkten, die oft miteinander verbunden 
sind. Die Submarginale wird durch schwarze Puenktchen, welche nach 
Aussen hin durch weisse Strichelche auf den Adern begleitet werden, 
angezeigt. 

Weibchen : Gezeichnet wie das Maennchen, doch sind hier die helle- 
ren Zeichnungen noch viel staerker hervortretend und mehr silbergrau- 
gruen. | 

Hinterfluegel und Unterseite bei Maennchen wie Weibchen wie bei 
X. japonica. | 
Fangort wie Flugzeit ebenso wie bei X, japonica. 
Shanghai, 24. Februar 1917. 


ie) = 


1. Perigrapha pfennigschmidti n. sp. (Taf. ‚Fig. 1.) 

開 張 40 mm. RI te. 基部 , SEM TED — EURE, MRIZ 
BEDO-PHSd, ASRTIAL, 外線 OP RRM) BB BMEK T 
外 方 に 突出 す . PTT. PRAHA UT Hei, Be Be, BOK 
線 Chi) DEUS, ARTE, 

ENEALTANIWEEREN LOM SIAM Ib TA 
も る の に て Hannover の W. PFENNIGSCHMIDTI RKOBZLE 5 合名 す 。 

2. Monima nigrimaculata n.sp. (Taf. ‚Fig. 2) 

RRKRELLLTIEN tO AMS REED 5. HUNK to, AT 
三 月 糖 客 探 集 し た る 三 〆 に よぅ 記載 す 。 

(BRA. AMINE EL, RABI b OTA BT D ) 

3. Xylina japonica n.sp. (Taf , Fig. 3ca—o”. 32-2). 


Hip. AS, HLS KROMECBSC( た ヾ 着色 を 異 に す , Mt 


50 Rm AH mt fF Be RB R 


FREU CRIA T te STEAD Re, Be RO 
BAFG OD I AKEE RM) OATR Hy CHER T, や は OFFER 
BEN TEMEADEBAOA, 即 も 一 般 に 〆 Ld BIL (BB, 
FEN 出現 期 共 全く (区 種 だ 同 し 。 
4. Xylina nihonica n.sp. (Taf. ,TEig.42 一 の . 45-2). 

MHENFTEITICHT, 開 張 60mm Sido II TMB MS 
5 , 即 も 前 種 〆『\ 及 び 本 種 \ 共同 様 の 斑紋 を 有 し, AHO HH 
著 な れ ば 之 し に つい て 記載 す 。 

頭 , IE, SOR. aR ie RPS AO BR E REN 
し て 中 央 部 に 褐 毛 を 混 す 。 腹部 褐色 , 末端 節 中 央 の 縦 條 黒色 体 の 下 
TIES. RUE eB, 前 次 褐色 , 基部 , 中 央 部 (上 は 中 豚 . 下 は 第 1b, 
外 方 は 中 央 線 に ょ 5 限ら る ), PREM RODRIG CEL, 
Fa SPS PR IL BS EA II RER RAE RD). BRIS BES, 但 し 
Ha Re D RCE O BRO ARR (CSE ( FUGR T, 基線 , 中 央 前 線 は 通 
Ziel ( AVR, IR II RI FPR BRO A, HN 
Bel > RS CROP. HEIKKI L TREN ee 
し , EPPO RS, FEO WHT BRR e LC AMIR GSN 
Bee D MEIKE IHRE 50. BALERS, 部 織 は 褐色 v 
RBRREE, BARS RRS, BERR, 裏面 前 超 黒 褐色 , 前 
i Th OE BS IRRE BANNER HERE BIRR AS 
RED > 

MA 十 一 月 ょ 5 三 月 GIRS), 

FRE. 3,4 は 全て (同種 な りさ 信 せら る. 京都 に BET). 

本 摘要 は 小生 が 原 廊 , Home 民 和 贈 の 副 基 本 標本 及び 小生 採集 の 
も の に 就き て 記し , 3,4 を 同種 と せ ざ る べから ざる の 信念 あ る 倫 
SERIEN FHATZUIHTFEEROH ER AT EST. (rn) 
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SOME NOTES ON BUTTERFLIES FROM HOKKAIDO. 


BY SATORU KUWAYAMA, F.ES. JAP. 


北海 道産 敷 種 蝶 類 に 就 て 


x 山 Fo KE ARSSS: A 


TE 


1. Parnassius stubbendorfii Men. 


About ten years ago, the yellow variety of this species — citrinarius 
MOoTSCH.— was very common at Sapporo, but now it became very rare, 
As it flies very slowly over the meadow and can easily be captured, it 
became now nearly exterminated and is quite impossible to catch it near 
Sapporo, while the original species of this insect is not rare now in the 
mountain region of Sapporo, which was not common before. In Sagha- 
lien the original species is said to be common from July to August. In 
the neighbourhood of Sapporo it appears from June to July 


2. Aporia crataegi 


Since 1867 Aporia crataegi was known from Japan, when the late 
Baron YosHıo TANAKA has exhibited this butterfly in the Grand Ex- 
hibition of Paris of the same year. On the other hand it is proposed 
that this insect imported from Europe into Japan with the shoot of the 
apple tree, perhaps in the beginning of the Meiji, about fifty years ago. 
Any how this insect was very abundant somewhat ten years before in 
the neighbourhood of Sapporo, flying slowly near the orchard in the 
months of June to July. It became now quite rare owing to the constant 
effort of the orchardists in spraying the kerosene emulsion or other in- 
secticides. It can only be captured now near the mountain regions as 
Hassabu, Hattarebetsu, Ishiyama and Osamunai of the Province Ishi- 
kari, where feeding itself with Crataegus chlorosarca or Malus com- 
munis. It has tendency to exterminate here at Sapporo as in Europe. 
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The food plants of this insect in Europe are Crataegus oxyacantha 
(hawthorn), Prunus spinosa (common sloe), Malus communis (apple), 
Pirus communis (pear), Prunus avium (cherry), etc., but in Hok- 
kaido only Malus communis, Crataegus chlorosaruka are enumer- 
ated as the food plants. 

Our Japanese specimens compared with the European examples are 
much larger, measuring 24 _ 27 mm. in the body-length and 70-76 mm. 
in the wing-expanse. But I have only a single specimen ( ヴ ) from 
Hokkaido having the length 20 mm. and the wing-expanse 48 mm. 


3. Euchloe (Anthocharis) scolymus Butt. 
This is one of the most lovely and weak species of butterflies of Japan, 
coming only once in the year in the early spring. 
This insect was not rare some years before in the neighbourhood of 
Sapporo as Mt. Moiwa, Maruyama, Yamahana, etc., but now it became 
quite rare. 


4. Zephyrus saphirina Sravp. 

According to Prof. Dr. S. Marsumura, Z. saphirina Sraup., 2. 
butreli Fenron, Z. signata Burt. and Z. ibara BurL. were not un- 
common somewhat twenty years ago near Sapporo, but now they are 
very rare and truely I have not captured any of them except saphirina 

In the first part of July we can still capture some specimens of this 
insect near Sapporo, resting on the leaves of Quercus dentata, which 
being the food plant of it. 


5. Zephyrus butleri Fenton. 

There are now only two specimens in the collection of Prof. Dr. S. 
MaTsMURA, one of which being captured near Sapporo in 1I9C9 by Prof. 
Dr. S. Marsumura and the other one being taken by Mr. T. IssHıkı at 
Maruyama near Sapporo in Igı6. It was rare from the former days 
and since 1890 three more specimens were captured by the same profes- 
sor, but they were given off for the exchange. 


6. Zephyrus signata BOTrrER 
There are only two specimens in the collection of Prof. S. MATSUMURA 


en alc 
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which was caught at Maruvama near Sapporo in the first part of July. 


7. Zephyrus ibara BOTLER. 
This species may be identifical with 4. stygiana BUTLER, and appears 
to be very rare. 
Two specimens are arranged in the collection of Prof. S. Marsumura, 
This was not rare before and more than dozen specimens of it were 
taken by the same professor at Sapporo on Ligustrum medium. 


8. Padraona flava Murray. 

This species was not known from any part of Hokkaido, but I caught 
it last year in the 11th. August at Hattarebetsu near Sapporo, about 5 
miles apart from the city. It was resting upon the Sasa paniculata 
Mak. et SHrB., perhaps the food plant of it. The specimen which was 
caught by me was not fresh and somewhat damaged in the wings, per- 
haps it would have emerged at the end of July. It is nearly the same 
as in size and markings compared with the Honshu specimens, measur- 
ing 16 mm. in the body-length and 33 mm. in the wing-expanse. 

In this contribution of mine I have got many useful advices and hints 
from Prof Dr. 5. Marsumuka, to whom my cordial thanks should be 
expressed 


4 En 
ACHE EV, HERD API IH CURL TORY in 
CRdbRrRZEROHH. ZAHLT fauna の 北海 道 に 確定 せる ぁ の あり . 
次 に その 敷 例 を 紹介 せん と す 。 
1. Farnassius stubbendorfii MKN. var. eitrinarius Mors. 
WAN シロ テ フ 
ACH O BALE HA © HEU Hb し 本 種 は 近年 は どん ざ 見 る 
Heh SSI 5。 面 し て アム ー ル 地方 粒 太 等 に 通常 な る 原種 が 近 
SEALIBE HS OUI HHA I HLS ON HA. 
2. Aporia crataegi L. LYoRy7 
IEALRTEBRULETOERE し て 有名 な る 本 種 は , 近年 非 
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常に 減少 せる 傾向 わる は , BARROW ( HB I~ LR dC 
BF ANTRIEBE SES, AN (ZEN ARE) TE OME 
ae BRYA AE TiHteb, 
北海 道産 の も の は , BREECH LA APEABILT, BRA 
JRE 九 分 , BRERA T= PENT AAPA L, Lance Kd RHEIN. 
つき 記載 せる “Expands 1.75 to 2.50in.” に 比 し て 極め て 大 な る を 見 
る ゎ , DIEBE TADTE AG に て は さん ざ ぎ 了 欧洲 産 
の 如き 迷 小 な る も の を 一 頭 有 す 。 春 に 於 て 本 種 の 幼 尋 果樹 に 群 を な 
し て 現 は る vw や 盛 に 貸 食 し て 一 葉 を も 止め ざる 程 の 加 守 を な す も る の 
な り 5 し か, 今や 監 除 の 効 題 著 な る ぁ は , FERRIC Sb TR ER b £ 
詩 ふ で し . A-BAT OIA EL, COSTS TSH, 
は scale PV HA LTR ME ATR YH, TOP RE © SBM 
な 5, CHO Rin O HAH 2 SSP ITHEL b EME ATHE > 

3. Euchloé scolymus Burt. ヴ マ キテ フ 
本 種 $ 以 前 は 可 成り 多 産 の ぉ の な ぁ 5 し が 近年 その 藤 を 減じ た 15. 
昨年 に 於 て 余 の 知れ る 範 園 は 五 月 高 橋 良一 氏 が 札幌 階 代 園 に て アー 
頭 叉 園山 に て 同じ (一頭 を 採集 せ 56 れ , ZI TRICK IP TE - HL 
認め た る に 包 ぎ きず. 

4. Zephyrus saphirina Sır. ウ g ラ シロ シン ジン ミ 
松村 博士 に よれ ば , 以前 は 七 月 殻 半 植 物 葉 上 に 比較 角 普 通 に 見 る 
を 香 し ょ 云 は る \ ヽ も 本 種 は 近年 や \ 減少 の 傾向 ちあ 5. 

5. Zephyrus butleri FENroN. g ス イロ オナ カシ ジミ 
本 邦 に 於 て 北海 道 に の みそ の Fauna を 有する? 本 種 は 極め て 稀 種 
な り 5. | 

6. Zephyrus signata Butt. ウラ スチ シジミ 
本 種 も 前 者 で 同じ 〈 北 海道 特産 に し て , 前 者 で 共に 電 に 目録 に ょ 
5 て は 北海 道 に 普通 な る 如 〈 思 惨 せ 5 る \ 8, BRAT. 
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7. Zephyrus ibara Bur. MF5EILZE 


本 種 は 本 州 の 各地 に 稀 に 探 集 せら る ゎ \w 直 な る が , EBALHTE 
赤 稀 種 な る が 如 し . 
8. Paraona flava Murray, マダ ラ セ ヽ く リ 

本 種 は 北海 道 に 産 す る や 否や 刊 然 せ ざ 5 し が , 余 は 大 正 硬 年 人 月 
札幌 附近 入 垂 別に 於 [ ネ キマ か リタ ケ Sasa paniculata Mar. et Suis, 
の 葉 上 に 静止 せ る も る の を 一 頭 捕獲 せ 5。 是 に 貼り て 之 を 観れ ば 本 種 
は 北海 道 に も その 相 を 有する は 確 賀 な りく 信 ず 。 然し 余 の 採集 せる 
も の は 時 期 少し 遅し し 見 へ 鱗粉 多少 別 肢 し 色彩 $ 策 減退 せる も 
DIAS 吾 人 は 近 き 生来 に 於 て 完全 な る 標本 を 得 ん こと を 期待 し 
つ ゝ ある も の な 5. 

本 種 和 キマ ダラ セ ゃ ぐり は , WHIP. flava Murray 又は P. dara KorrAR 
で し て 記さ れ し が , 松村 博士 が 千 暑 園 解 第 四 節 に 於 て 記載 され し が 
癌 (内 地産 の も る の は 惹 〈 Hava 種 に 属し , dara PRAREOMBZ 
イワ リン キ マ ダラ セミ さ リ ミド 各 す る も の 之 な 5 で 信 ず . 余 の 探 集 せる 本 
BEVEL, BRA Ye 8 す . 


本 稿 を 終る に 際 し , BU ROMREELMR YR 6h, 自由 に 賠 書 及 
標本 の 概 索 を 許さ る ゝ BRR BAS LB. (#2) 
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NOTICE TO THE ZOOLOGICAL PROFESSION OF A POSSIBLE SUSPENSION 
OF THE INTERNATIONAL RULES OF ZOOLOGICAE NOMENCLATURE 
IN THE CASES OF MUSCA Linnaeus, 1758, & CALLIPHORA Desvoidy, 1830. 


In accordance with the Rules of the International Zoological Congress, 
the attention of the zoological profession is invited to the fact that Dr 
L. ©. HowARp, W. Dwicur Pierce, and 21 other professional zoologists 
have requested the International Commission on Zoological Nomencla- 
ture to exercise its Plenary Power in the case of the Linnaean genus 
Musca 1758, and, under suspension of the Rules, to declare M. domes- 
tica as type of this genus, also, under suspension of the Rules, to validate 
Calliphora Desvoidy, 1830, with C. vomitoria as type. 

The request is based on the grounds of practical utility, and an almost 
unbroken history of consistent usage since 1758 in the case of Musea, 
and since 1830 in the case of Calliphora. It is claimed that a strict 
application of the Rules will produce greater confusion than uniformity. 

According to the premises at present before the Commission, if the 
Rules are strictly applied, the generic name of Musea would take either 
Ti. caesar or M. vomitoria as type, and the species M. domestica 
would be cited either in Conostoma ISor [?] (type Ascaris conostoma 
— larva of M domestica) or in Conosoma 1802 (type Ascaris cono- 
soma — larva of M. domestica) or in Promusca ror5 (type M. 
domestica), thus resulting in a very regrettable change in the nomen- 
clature of the species in question as almost universally used in entomo- 
logical, medical, epidemiological, and veterinary literature. 

The Secretary of the Commission invites any person interesied in these 
cases of nomenclature to communicate his opinion on the subject as soon 
as possible, and not later than May 1, 1918, when the subject will be 


submitted to the Commission for vote. 
GC: W. ST 


Secretary to Commission, 


25th. & E. Streets, N.W., Washington, D.C. 
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HEX AIRMB OSPF EP IOME (CEE AR) 

HH RS -BBEnWoReR-—= (Mk) 

BR BRUDEI SILVANO (HERZAÄR) 

北山 吉 太 郎 一 洲 葉 松 の 大 害 呈 力 ラ マツ ウツ ツツミ ノム シ に 就 て (ME) 

A a tk 政 一 蜜 相 潜 葉 盟 の 敵 重 コ フタ 久 モ ン ア シナ ガバ パチ に 就 て CM EOE) 
高橋 3A OIC VAD AAD) CHT (同上 ) 

Hi BB-SBAFRYIAZAD (同上 ) 
WASiR-M—RROKES RUE RT ERS AR) 
EHERT-FTIJHER ER EST (HESAHRIAM) 

向 NS 作 一 ブドウ 多 マ パ ペ (同上 ) 


. 秒 名 伊 之 吉 一 本 邦 産 フク ロカ ヒ お ラム シ に 就 て Ca LISA HD) 


高橋 凌 一 策 の 縦 業 挫 の 玩 名 に 就 て (同上) 


. 松村 RKC (Be — A RD 
14, 


ER Se HE— A AER ke 四 ( 同 上 ) RCO ER) 
Ac F AARP Oo = BA (AL) 
i $A ARE OKO (Cf b= 4 Gt) 


. 木下 WAKA EO MM (HL) 
. Be TEAS —ARARO ATR (SESE Be FR MR OAR) 鮮明 な る 網 


目 版 GORMSHA) AR AMO FH, SE OHRSE EK Yo 


O 受領 書 目 RKERFUA—-AFAH 
名 和 昆 高 研究 所 Rabe -rea ti PI +—es i 
Rinse TIMES I-STASBASTEIR BI+tAeAnat -z 
AEB wWSe Aline MR 
牧 茂 市 郎 氏 
Imperial Bureau of Entomolo£y : The Review of applied Entomology Vol. IV, Pt. 


10 一 Vol. V. Pte 1. 


. Smisthsonian Institution ; Proceeding of the U.S.N.M. No. 2159, 2161. — 1916. 


No. 2156, 2167, 2171, 2178, 2178, 2181, 2189. 
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〇 本 年 度 京 坂 第 一 回 集 會 二 月 四 日 本 々 員 磯 村 純 一 氏 邸 に 開 《, 
@ BIFRL AH RO WMO’ OBIRD ) T RRA KBR EE 
33, oid > (SOM LER~ +, HARARE AMAOMAE 
Lt#he BV esOl Ce RSL BSR FHKE. 會 者 九 名 。 

ORRE WO Re SB, 研究 家 等 績 々 京都 に 遊ば れ 4 た る が , BER 
趣 研 究 所 を 訪問 し 標本 の 充 買 せる に 敬 か れる 下 。 且 吾 人 の 克幸 で 
する 廣 は 今年 に 入り て, 佐々木, ZEHN APSE KBR, A 
EREHRNMZOLORF AB Go 6 れ た ぁ 事 な も . 

〇 本 合 々 員 久 米 政 民 氏 が 昨年 秋 赤 城 に 惨 死 きも た る を 今日 迄 報せ ざ 
bLBET LSA RR TER FAR BUG OHR EI Te 
BERLIN ETEbL 小生 が ZNFHEFESAHLIHETTSILR 
NEDBELLZEOLLTHENRL,. 又 近 〈 PBRERKERRKDER 
去 の 報 に 接 す 。 NRKOZENBEUL b>, 

Of AZ 末尾 に 添 附 せ 5, RS OB BHA LC. 

〇 會 員 山 田 保 治 氏 は 久しく 駒 詳 農 科 大 届 に 研究 PORFSH MBSE 
倒 農 事 試験 場 紫 引 部 手 任 くし て 赴任 せ 5 れ だ 5, 切 に 新 領 土 に お け 
ROMs HAT. 

〇 本 年 度 答 員 は 鈴木 元 炊 郎 , 戸澤 信義 , FTZRAHEOER (MRME 


ee 2238) 各 委 員 共 多 用 に つき 往々 旅行 する 事 あ る 答 め に 會 務 の 選 
is SRE LERS, 一 委員 に 双 信 し て 不 懲 底 の 件 は 他 委 員 に 一 應 
掛合 は れ 度 し. 


OG Hun hil MENG fae AE ( : BACAR ORE RB SOD 
開 和 的 に 云 つ て 見 度 い 事 は 御 互 に 多 か ら 6 ふぐ 思 は れ ま す , 本 欄 を 利用 
し て か \ る ゐる 事 を 通信 し 合 ひ 度 い 考 で す が 御 替 成 で し た 6 AR AR db 
下さ きい . 但 し 紙 敷 の 都合 で 掲載 の 遅 速 , 省 四 の 自由 は 編 博 者 に 附 奥 し 
て 頂き 度 い 次 第 で す 。 caps) 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE, Vol. Il. Pt. 1. 59 


KER BRE (私 立 農業 大 學 報 ) 
1. ZEB PMR LEAKE 
政 氏 四 男 
1. 明 治 四 十 二 年 四 月 私 立 東京 高等 農業 
| BEA IE ES RAS L 


會 員 久米 政 民 氏 は 昨年 秋 | 

赤城 山中 に 職責 に 幣 れ ら 6 

ntzdb. ZSCKONE 
を 憶 む 。 

| KAA Bin @ 
ALI ES EK & TED). 
1. 有明 治 四 十 五 年 三 月 同 校 高等 科 卒 業 、 

1. fale NA A SS ABT ABE. 

1. KETC + — FEAR, | 

1. AEZSFT-FPILNIHRRAEN FT Ker. 

L.KEBERALSHARZESIKHEETLRFERBEIKRSHN 
CERGHA, 

1. EHE A ip & HOT HERE LEER T. 


— — 


KEREMKZE (MERAN) 

L.BAZTAETZAEBTI RER N 
BRR KAT Ac AE 

LEI pe BRL Rs ID EN 
SEK. 

LKE=f#= ARMS RKB EEE RAG RIEOMEY 5. 
1. 同 八 月 よ > See ER ee BUR LG Se A RER FT. 

1. 大 正六 年 二 月 十 五 目 卒 去 。 

氏 は 資 性 温 順 区 業 優秀 に し て 近隣 賞 其 の 釣 に し て 氏 の 「 正 」 字 を で 
。 つて 我 見 に 附 せ 5 れ た る 人 も あり で 去 ぉ , Bl Kiso NE Te 
b UPSET L, 


今 面 立 に 満た ざる 前 途 有 望 の 士 を 二 會 員 に 和 失 ょ , SFAEZCRMO 
合 を 禁ず る 人 通 は ず .。 (ERP RBM) 
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EXCHANGES. 


Fellows and subscribers are invited to 
make use of this column. Not more than 
six lines can be allowed for each. 


GPuplicates— Japanese Rhopalocera ca. 
100 sp., Heterocera ca. 500 sp. and Odo- 
nata ca. 50 sp., unset, in envelopes. 
Desiderata—Lepidoptera and Odonata 
of the world. Akie Nohira, Ichijoji, 
Otagi-gun, Kyoto, Japan. 
@i desire specimens of Hemiptera, es- 
pecially Heteroptera, of the world. In 
return ! will give Japanese species of 
Hemiptera and of other orders. Teiso 
Esaki, No. 1, Shin kawasaki-machi, Kıta- 
ku, Osaka, Japan. 
@Puplicates— Japanese and Formosan 
Lepidoptera. BDesiderata—Lepidoptera 
of the world. Ewahiko Sugitani, 3rd 
High School, Kyoto, Japan. 
@ Duplicates—Lepidoptera of Japan. 
Desiderata—Lepidoptera of the world. 
Kichizo Takeuchi, 4-chome, Minami- 
Kyuhoji-machi, Higashi-ku, Osaka, Japan. 
@ Duplicates— Japanese and Formosan 
Coleoptera and Lepidoptera. Desiderata 
— Exotic Coleoptera and Lepidoptera. 
Motojiro Suzuki, Taniguchi, Hanazono, 
Kyoto, Japan. 
@ Puplicates— Japanese and Formosan 
Butterflies. Desiderata—Rhopalocera of 
the world. 8. Satake, No. 48, Aoyama 
Minami-machi, 5-chome, Tokyo, Japan. 
@ Puplicates—Japanese Lepidoptera and 
Coleoptera, Desiderata—Lepidoptera and 
Coleoptera of the world. Shiujiro Hira- 
yama, No. 687, Shibuya, Tokyo, Japan. 
@ Duplicates — Japanese Formicidae. 
Ebesiderata — Formicidae of the world. 
Cho Teranishi, ‘The Tokyo Noxyo Univ- 
ersity, Tokyo, Japan. 
©: offer in exchange for Myrmeleonidae, 
Chrysopidae, Hemerobiidae, and Mantisp- 
idae determined Odonata, Neuroptera and 
other insects. Esben Petersen, Silkeborg, 
Denmark. 
@ Duplicates — Hymenoptera and other. 
insects of Japan. Desiderata—Hymeno- 
ptera of all parts of the world. Nobu- 
yoshi Tozawa, No. 367, Kitano-Komatsu- 
bara-cho, Kitaku, Osaka, Japan. 
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gr ARE) AM 五行 以内 を 其 自 南 
使用 に 提供 す 。 


Bice A 2 O° Wii BD RRA MAG BF o 
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大 阪 市 北島 新川 崎 町 一 Le = 


鱗 超 類 の 交換 を 希 記 す 
京都 市 棋 木 町 遂 室 町 東入 杉谷 岩 彦 


fm 上 


AM BARA STIER 


蝶 類 の 交換 を 希望 す 。 
(Zephyrus 殊 に オ ボ ミ ド 9 シ ゞ で ミ 。 メ ス ア 
HZFYYVERGET) 
東京 市 赤坂 葬 青 山南 町 五 ク 四 入 
佐武 正 一 
= 
RENZEZSRMN-OLRRE 


OH DE D ARAASTo 


京都 府 花園 付 学 谷口 。 HACKER 
RE ORR AAT o 
A HAE Et BT SA 
戸澤 信義 
EHH Ie UR RA DE RE ST 0 
He rt ASA FLERE 
KEP RORMLBS!ST o 
WE ah ke FN SEA 
a an 


ABFRAEE IRAK 


DALLIER, G. 


DANALDSON, HEnry. 
E 
ul 


= 
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Ba Sk Se 
11 SS eH 
OH Hb al 


St St wal HS 


GALLoIs, E. 


BAH Bz 
4B iy 2 — BB 
HorNg, H. 


RR 一 
有川 日 出 稚 九 
mM 8. 
磯村 純一 
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VOL. III. | NOVEMBER, 1917. [Pr. Le 
EBSHH HBS SKE 
論 fe 


UEBER DIE PTEROPHORIDEN JAPANS 
(II) ALLGEMEINES UND UEBER DIE GATTUNGEN. 


von AKIO NOHIRA, F.E.S. JAP. 


RAE RARE OPE GT 概説 及び 属 の 記載 
BF <BR z EX cf AAR GEE « B 

AIO Mas PROTEC LIEN AAS Hee NKZ O14 
BORN, AHBELTI- A - HET ins BRLIZS 
LD sel, HOTMAAMI RAK S Field DEAIBELE 
SNHALHO, CAVABALCHEV ites CHROMMC HOTS 
SPOS SLCOBOLFUpe APCS, MERBICSROW 
MRO EBV ACT. Bi Bl in ilHNo—-BRaE 
BEGROMEE RS OMOND DC, EEX LU FOHERFA 
Fe onli, -BEROPAKtNSOBAL HER 5 れん 事 を 
SAT MAAR OMe BHU CNABLMS. HT FE 
FALURLTIT CBM 4 pRALE~ SEN EI EI RRC 
Hi) LARA IK AES 12 AIAN THB OD EM TARIFE DO 
標本 を 得 さ し, 勿論 餌 育 し て 得る に 越し た る 事 な か る べ で し. 研究 に は 
紙 包 標本 を する も よけれ ざ 研 究 の 節 破 壊し る べき も の さ の 眉 司 が 
必要 な り 5。 送付 する に は 紙 包 の 方 便利 な る も 展 次 せる 標本 に て も 用 
Ai), BARE + MHI Be i bE bas 
如 〈 飛べ る を 見 る 。 RAM e Mic RA AHR 
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ZZOTI.BATMIERAEN A. KK—7 MCR RRBULBATS 
BRENIG, REKIC BE ) RAR SNARE MBI 
ITAL TE DS GU UT HT ORAS L. RRR LAH 
RKTHFRT2AELERT OR AREAL." 

BAL >) MotTBARMO RMR dn し は Burrer 氏 が 1881 に Trans. 
Entom. Soc. Lond. に Pselnophorus vilis マタ ダラ トリ バ VBR L 
ZMBETNL ALHBETAÄKDAFL OW TSC 51S weit 
を なす 者 な 〈, IRKRR eee AM LCASIKR TAR SZ 
5 — ES BRT U PALA 2 ML, OS B0O TRAM 
て は 巳 に 1700 ERI RP T AE Oxyptylus heterodactylus 
は 知 6 れ 居 た り 5。 面 し て 分 類 を 最も 精細 に な し Pterophoridae な る 
科 の 定義 を 確立 せ し は MEyRrck 氏 に し て 1886 年 の Trans. Ent. Soc. 
Lond. t#BRt), KOMYH BI ERBMMCKA (ONZE 
OBR ACK L > HPBELOMEL RET ACRORAPLRER 
L&. DEEFOFH II an LELOELT HAN MEET 
CHERLSL. AR OW TA EMO ( Meyrick 氏 の 研究 せる 
BREIT ZKE RT RO RR FR H ST AZAR L. UPS 
さして 氏 の 著 に 従 ふ 。 

BAMEO FR 

DARD IE PRES eAL, BIRGER PRIA 
ABI DAES T, BL (BEL, PABAIRILT SOR 
(SHE VAT. BID 1b PRVFMIIEHPCART, ViAIV ERB, 
VII は VIII € ABest 42 Wid VIII £ 5 Wo, VII, IX は 柄 を 有 す 
る か , B-TSDWRHC APS, X, XTC IX 3 bs, ZUR, 
BBA BIAS, BML, BURZEIUIFT. BRATHIR 
Ob ik k & bai L124 KOM FRIBRE AT. Vit IV ERR 
* (0D KSPR RIAL BM). BR 
† ABLES LAURA OT COAT. 


t 小形 に UC ABARL SE RRoOFBOMSLRB<? 8) KORAMATBMO 
MRELTEIRFNSTZSIUBR HE IHRE AV. 
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I. Pterophorus sp. oYi (AH) 
12- え IT LAB. MRMV は 存 す れ 
共 基 だ し (退化 し, I 

IX 脈 は 全く 之 れ を 認め ゅ ず . BM UIT AR 
く . RAU, TV MR ED BMG (1 —FRO 
Lis We To) 


和 VIRVIIbAN BA HAL HPI Lt VUES, SMe 
通 三 分 す 。 

本 科 の 最も 固定 的 な る 標 敬 は 後 超 の 下面 に 存する 束 状 DHFR 
ZEN) MORMD AB). 面 し て 他 の 近似 科 に 於 て も 之 れ に 類似 
OMB LEBS, 

= D BERL L CUES ES BRIG HSE LT BROW ( bE OP 
wee SMOKES IAL. 中 室 下 側 の も の は Il SER S b EPR 
CHET RENE A UBOSREC MAS Oe ES, IV 豚 上 の 


Eh POL OC AHCEERERC LAMBA BMT De 


< す 。 但 し この 雨 群 肉 に ける 鱗 の 形状 は ほ ゞ 一 定 せ る 部 し . 
ZERMATT BERATEN I ORPT CORRE RADAR 
ら ず 。 其 形状 , 敷 を 以 て 種 を 属 別 し 得る が 如 し ( 宛 も 後 逃す る 後 次 上 
HOBREROFEDU. FETT ARTERB EST し て 且 相 
20 6 DHL. 但し 僅少 の 標本 の 内 之 等 の 部 位 を 観察 する 伺 め に デ プ 
レバ ラー ト に 割 き うる 個体 は 至 つ て 少 敷 な れ ば 今日 迄 何等 ほ き * まれ 
る 結果 を 得 ず 。 追 つて 種 の 記載 の 時 詳 論 す べし 。 但し 本 鱗 は 次 豚 の 
U 系 統 的 の 意義 を 興 ふ る も る の に は あら ざる が 名 し 。 鱗 は 褐色 1 
me C412 2B bE KA LAU, HORM \OMBARROR 
BRERLPRN ATI II MRSS, 更に 放 大 せ ば , 豚 上 に 


_ 別に 管状 の 構造 走り , SRORRO cOLROKIHAL RHO 


Bn (MOB OME RAEI T ARTE LET LTR 
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II. Pterophorus 特殊 鱗 (第 四 脈 ク 鱗 の 一 部 ) CRE) 
ARE, ga 

BMEREOBTNLIEBUIZ> MRE OBRE. 

C RAK | 


種 の 胞子 着 生 の 状 を 思 は する の あ ゎ 5。 そら 〈 LCOPABAC RB 
経 組 維 を 通じ て 鱗 の 基 根 に 達せ し も の な る べく (, 果して 然 6 ば この 
特殊 鱗 別 は 一 種 の 感 赴 器官 な る 事 疑 な き に 近 し 。 多 論 此 硫 測 の 菅 否 
は 新鮮 な る 標本 に 適 党 の 取扱 を な し て 研究 せる 後 決定 せら る で き 性 


DSO LTRS PHROFHI DS ABBA TIGRE 


Ui LAS TSP HHL -ABMAM RAG 6B AL, 他 科 に 見 


出さ れず 。 し か し 常に し か る に あら 5 ず し て Agdistis BUZZ L,- 


但し 本 局 は 日本 に 産 せ ず 。 頭頂 冠 毛 玩 中 に 展 見 ら る ヽ 線 様 の 個々 特 
立 せ る 又 其 鱗 も 赤本 科 に 限 5 る と 云 ふ 、 され ざい づれ の 局 に ET 
る に あら ず 且 種 に よ 5 碁 だ し 〈 交 化 す 。 其 分 又は 僅か な る 事 あ 5 ち 又 
女 跡 的 な る 事 あ 5。 小 鯉 装 の 欠 除 する 事 は 不 幾 に し て 重要 な 5。 本 
Ee HART >) CHER GAN Pyralidina の 諸 群 が 常 に 多少 評 
達せ る 小 鯉 状 を 有する 事 貨 に 習 し て 意味 あり と 支 ふ べし 

系 統 的 考察 及び 分 布 

Meyrick 氏 の 読 に 従 へ ば Pyratidina O-SREILLT Oxy 
chirotidae, Orneodidae, Pyraustidae の 各 科 に 関係 ちり , され ざこ 


れ 等 の いづ れ さ も 審 な る 駐 明 な る 連 錯 前 開 係 ある に あ 6 ず し て , 系 


統 的 箱 近 の 表示 は 軍 に 一 般 筋 な ぁ る の み . 本 科 は 恐 ら 〈 Pyralidina 
の 歴史 的 時 代 の 早期 に 紀元 する も る の な る べ 〈(, SNORE RI 


や C 
と 
FRI 
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明 に 消滅 せり 5。 

本 科 の 諸 属 の 分 布 よ Tr AFORER IR EHER EH 
で 考 ふ る を 委 党 と す 又 食 章 の 開 係 “ ょ 5 一 本 科 幼 遇 の 食 草 は 全 英 極 
度 に 分化 せる 双子 葉 植物 に 限 ぅ 未だ 乏 し を 在 切 る 何等 の 事 質 知 られ 
$—MErRICK KU FHEELTHREDER ZZ HBEROSEH SL OUR 
な る 毅 は ざる べく 牙 g 第 三 紀 始 新 世 以 前 な ら ざ る や も 知れ ず で せり 5 

成 如 の 前 凌 は 甚だ 細長 〈, 先端 に 至る に 従 つて 振 大 す , 脚 は 甚だ 長 
GEBRRIELLTEITEB HME ET ANGE ¢ 
b, tew Agdistis #¢ Fterophorus Onis ¢ tc RT id ( Om 


、 な 6 すず 。 一 般 的 構造 は 基 だ 軽快 を 得る 様 適 應 せる も の ヽ \ 如 〈 筋 肉 の 


PELBOTHHEKL, ZEOBBAI り Meyrick Kid, Bi td 
て 分 布 す る 上 に 甚だ 好都合 な り と し 以 て 今日 本 科 が 全 世 界 に 分 布 繁 
殖 せ る 状 を 説明 せん と せり 5。 但し 之 れ は あま り に 用 測 に すぎ た る が 
aut Bite. Kb 5 5 Cosmopolitan の 種 は 其 幼 時 が 食餌 植物 が 栽培 
用 と LTB SNIZANMOTSHA OBER ) CHRAREB 
OT fsa 3 ONL, 

MRS ABR. 

esis ti, SOBEL RABAT BELUISEHLTZNG 
So. WIE, RER 2, 

Hg id WES ASE, BEL TC BRS Lah HOLE AB Bap. 

分 。 類 

本 科 の 分 類 は 属 の 誠 別 上 の 特徴 は 麹 豚 に 見 る べく 〈, ABO 
仕方 及び 後 契 上 面 織 毛 中 に あぁ る 異 鱗 の 唆 達 の 程度 等 に 見 る で し. 3 


Rid El o> ( PRR ERE SAMOMML RU Sees, 展 


次 標本 の ま ヽ 観察 す る 事 は アル ュー ル , キシ ュー ル ん 等 に て ひ た す も 


本 

^ 本 科 の 多く の 種 は BSG bt ARIZ Lit 双子 葉 植物 HIERHER & 高等 な 
る 菊 科 植物 を 食す る も の 其 十 中 入 九 を 占 む 。 其他 之 し 親近 な る 屋形 科 龍 勝 科 の 植物 を 
食 て o 茅 彰 楽 科 に 局 す る も う せ ん ご けり , BRB zany sry, 科 血 科 に 属す る ぶ ざ 49 Se 
を 食す る も の 本 邦 ょ り 記載 され た り 。 密 も 里子 葉 植物 又 ょ り 原 始 前 る 植物 和 群 を 食す 
る も の な き が 如 し 。 分 化 程度 高き 植物 を 嗜好 する 事 か く の 如 (甚だ し さ 科 は 他 に まれ に 


、 て , SHARAN Re HRA BY SERB ILD, 
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困難 に て 大 な る 豚 は 容易 に 見 得る PR BEE 2A, 例 へ ば VI 
VIII, IX,X,XI OBR, UN, HL, IV の 開 係 の 如き は プレ バラ ー ト に せ 
ざれ ば 充 芳 に 見 難し . DER HMeEBE LORI TzHNeEL EE 
に て た も せろ に 鱗 を 剃 肝 し テオ シン に て 豚 の 菜 色 を な し 型 の 如く 
ルナ サム に て 封 ず る 最も 幼 租 な る 方 法 を どれ 5.。. 相 し 結果 は 至 つ で 良 
REIS) RA OMBLWO RM eI LIPS ACTSL, RGU, 
豚 は 殆 ざ 見 ら 6 る . BRBOTP4( 毛筆 を あつ る 様 に せ ば , Bre 
本 共に 子 誠 特 殊 鱗 の 完全 な る 標本 を 得 べ し . 但し この 特殊 鱗 は 
標本 の 下面 を 見 れ ば 何等 の 取扱 を な さる ず さそ も 有明 に 取調 べ 得 . . テ ォ シ 
VIVRE O ike 8 PN TGA HEL, UL IX, 欠 の 至 つ て 短 が かき 
か , 不 完全 の 時 , V, VI 及び 横 豚 の 見 難 き 時 等 は 染色 に ょ 5: 至 つ で 喜 
ば し き 結 果 VARIA. 

_ 後 超 上 面 織 毛 中 の 凌 鱗 は 殊 に 種 の 識別 に 重大 な 5. 此 鱗粉 配置 の 小 
差異 は 種 相互 に 於 て 基 だ 固定 す 。 (OMAR ょ 5 ARBRE 
知 算 に 開 係 す と の 一 般 般 の 考 ょ ob MT BO BHT Awe > CORE 
鱗 毛 塊 は 一 種 の 感 赴 器 開 と 考 へ 6 る (MEyRick) ZNO BE STERN - 
HEC SR EGC ORME CEL OH Ll 5 一 層 を の 確 き 5 し さる を 増 
THT), 契 豚 は 属 釣 の みな ら ず 種 的 に ぉ 一 定 の 幾 化 あ れ ざ 個 体 的 
北 化 は 僅少 な れ ば , 之 駐 大 に 種 の 識別 上 依る に 足る 点 と す 。』 但 し 部 
何 に 種 的 幾 化 ある そ す る も 属 的 に 一 定 す る も の な れ ば 其 種 前 閣 化 の 
稲 園 は 小 な る を 欧 れ ず 。 故 に 前 記 黒 鱗 の 如 〈 重要 耳 見 易 き に は 及ば 
_ ず 。 Meyrick 氏 に 従 へ ば 属 Platyptilia 及び Stenoptilia は 還 別 に 困 
BE), PHC] > CHE? ABM BORARRKMAT oS 
を 得 べ く 〈, 又 規 者 を 合 一 する 事 EAA SCH, SNC COMB 
WD Ht 6 WOR BOARS LOMBBAEREAL, BRER 
者 を 障 係 せる 特長 を 考察 に 入れ て 猫 充分 三 局 は 認め 符 5 を \ が 故に 
現 稚 に て は 爾 局 と を 翌 立 せ し む る を 可 と こす 。 日 本 産 の 雨 属 は 小生 の 見 


* 色 如 世 界 に 長野 氏 が 紹介 さら 5 れ し 方 法 は 基 だ よろ し き が 如き PS ck 
> ろ み ず 。 試み らし た ヵ 諸 氏 の 示 款 た まつ 。 
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RZABELTREFABIEF LBS DAL. 
BAIELFRA.MOTATAZLORUNAT SAID. MOH 
BAY SA も の が 比較 的 原始 的 な り ょ 考 ふる は 理 な き に あら ず 。 し か 
し 必 ら 5 すず しゃ 適 営 な る 肛 測 と は 云 ひ 難 し . 基 は Agdistis ZA RMV 
ER PABHBO,ORZNKCKRLBRIVRLCAT. KL ID 
規 群 は 現 全 知 6 れ ざぁ 原始 的 型 態 の る ゃ の ょ 5 下行 的 に 進化 せる も の 
ら 考 ふる を 至 営 と す 。 FRAMAO LO\N\BEtLMIP TRE AIR 
表せ 5b) BEA I AAN HEINE I 5 AREA 
型 の も の に 進む , Ht Platyptilia #13 Diacrotricha に , Stenoptilia | 
群 は Alueita に 至 つ て 終る 。 面 し て 一 般 に 前 知 に 於 て は 後 契 上 面 の 
織 毛 中 に 黒 鱗 を 有 し , 頭 部 に 二 叉 鱗 存 在 す 、 然 る に 検 群 に 於 て は 之 等 
ER. ELLI COME HBA OFS. この 雨 群 の 司 別 は 僅少 
不定 な れ 共 非 分 像 次 型 分 像 契 型 と の 必 別 は 充分 亜 科 と し て 翌 立 せ 
し むる 償 値 あり で 信 す る も , し ば ら 6〈 Meyrick 氏 に 従 ふ 。 日 本 に は 
分 裂 契 型 の ぁゃ の \ み 産 す 。 亜 米 利 加 に 於 ける 本 科 の 中 Platyptilia 
Eterophorus HEOHMREUETEL ZNHEMDosHeANd 
TLRHOBENTBELIABONANESD, ERNBENOSHLZL 
SAAD Bh os KEI An SSEROML ( HERE 
上 類 が 充分 局 地 方 に 占 居 せ し に ょ る な る べし . 之 等 の 事 質 y MEyRrck 
KRALTOZZBERHÄELELHRACH THINGS HAT 5 
BERZERIMTELISONSALHBER 5。 
世界 に 産 す る LOLARBRAMCIE(, 日 本 に は 十 一 属 † 十 九 種 
が 巡 知 な 5。 小生 の 手許 に は 其 中 六 局 より な く 〈, 他 に 未 記 銚 の も ぁ の 二 
三 あ 5。 調査 未 了 の も の を 除き 以下 之 等 の 属 に つい て 概説 せ ん 。 
AHREDRLABAUT-UNTARENSANUHTHESORRHT 
L. BIHNEDFLIIIZIILCKI HB OBO BBS SF FF i 
ある 書 に ょ 5 二 十 三 局 の 検索 を 主として MevrickK 氏 に 従 ひ て か \ ¢, 


* 閉 の 分 裂 で の Agdistis +FU—-HAIS ( OPK LMHS LT OPWMMW LO 
UL. Agdistinae, Pterophorinae 之 な り 。 
| RE PHRAIER -RHZ BREI. 
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12. 


13, 


RABHMHROCHSFTRRIFTTNUN 


属 概 R 表 
後 逆 全 し ERDE PIANO ENT AR 
PER SopP TL SEES EINE a EEE 
BU VILL, IX RIL eA Te … … 5 
Bie VILL, IX ERDE T on een Agdistis HUEBNER. 
A, V 豚 は 柄 を 有 す .… ... Atomopteryx Warsincuam. 
後 凌 IT, V 凌 は 分 離す .… .… ...  Ochyrotica WarsincHam. 
Hie DU a) Win ene dee DD, Heptaloba Wa :sincHam. 
Maar End Le ahaa (wh Ae ee 
EBENEN ーー a Oe うつ RGIIRSMRR6 
前 次 二分 す .… eee FR 


RAN ZAO-CHT Us jas Uta... 


. . Hexadactylia FLETcHER. 
WR-ALL—-HO— Lee A» er LULTKRL... 


---Deuterocopus ZELLER. 


) SER ORE Bese, Poa LAN ol al 
Son als Las 4. 3 ii 


BISBULER Fe Can .… Mo AlWAc ude ila 
BUMBLE oo. Oke TREE 
・ RAMBLE AD る 鱗 毛 塊 を 有 す . Titanoptilus Hampson. 


an Eisen . &.. EEE 


beara VL i Fee sa IR TE Co 0 


Hee VERS oo Ge Re " ‘Prichoptilus WALSINGHAM. 


STREET Tae (OE Sk Ri BE eS Alucita Linnaeus. 


BAUEN ee er Diacrotricha ZELLER. 
We X BRI VOLPE VURRL 9 HES... U CORR 
BUM X PKI aPRET … .… ・… …… Pterophorus GEoFFRoY. 
前 凌 X 豚 は VI 豚 ょ り 出 づ .…… Pselnophorus WALLENGREN. 


ot 
4 


RN 


14. 
15, 
16. 
17. 
18. 
19. 
20. 
21. 


22. 
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TER Hk RN ke bP ae essa. Ae TD fal ed pe A 
GBA TW RAR (wee … … ee. Xyroptilia Meyrick. 
BANTUET u sae … ie FSS Ee A 
8 b WR I BARES > ...  Oxyptilus ELLER. 
aia re eG Re Baht 


7A LTR Pee Re AT …  Koremaguia Hampson. 
ST eae Re cal ee … 17 


EINE oe Aa ie 
BMURKET … … … … …  Marasmarcha Meyrick. 
Bi X er VOLKL OHS … … Tetraschalis Meyrick. 
BUSA XR VIL GR Lb REP … … … ee eae 9 
前 超え 上 豚 は VII 豚 ょ り 出 づ … … … Oxyptilus ZELLER. 
Busy X Pid VILE ARES -- … cee eee … … … 20 
前 次 ぶ ,X1 豚 は 柄 を 有する か 又は 合 一 す ee MEYRICK. 
EAN XR a en oe oi 
BBO APB ot し て */s Rid eR b Utica Waren 
BID APBD ( し て 7 又は それ 以上 な り … … … … 22 


後 超 は 普通 上 面 舟 毛 中 に 凌 鱗 を 有 す 

前 頭 に horny cone を 欠 《( … … … Platyptilia Hüsner. 
BA SEP I RB ARS 

BY SA I= (3 horny cone を 有 す ... ... Stenoptilia Hisner. 


A ARE OD BIT RT 
_Sect. 1. HP LARS Ls RMS Ee), RMI LR 


EYP Re RSG Bl ARE 


1. Trichoptilus Watsinenam. 


Trichoptilus Watsincuam, Pteropho. Calif. p. 62 (1880). 


Buckleria Turr, Ent. Record, Vol. 17, p. 37 (1905) (non desk). 


_ Stanglia Turr, Ent. Record, Vol. 20, p. 53 (1908) (non desk). 


BUPA EES LAR IAAP, FRB Lint, Boi we 


70 Rh # BH ww 8 26 BM R 


te AR UP ii t= fa) O, 492 & ungular apical tuft YBBR A (= Bi y> A. 
末 節 は 長短 司 々 , AKI UT HN 44, KR EORAUL TO 
DAT. MAAS. 中 央 前 より 分 る . Ha IV IH HIS6PARAR 
(,UIRt, V,VI は 非常 に 短 
か 〈 VILE < AX AK, XR 
《 か 又は VTL b HA, XI 短 
か 〈 HBr VI ょ 5 出 づ 
る か 又は 全然 分 離す 、 Bair 
三 分 す . 第 三 校 は 普通 多少 
III. Trichoptilus sp- の 次 脈 CRED BER 4 Pee MRE PI 
NAVE MAMAS Re. XU VHT ょ まり 存 す , 但し 展 僅 少な る 事 あ 5。 
の LN VIII $Y HOR BIT (It TI は 室 の 中 央 ょ り Is, IT 欠 
(,V, VI 極め て 短 か し 。 
Oxyptilus ょ 5 進化 し 次 豚 の 減 約 を な せ 5。 BMI Rs eA 
する も 恐 ら 〈 超 源 は イン ド 司 夫 な る べし 。 更 に 原始 的 の 種 の 凌 色 鱗 
BiB LC BEL MKB SAT 5。 
日 本 に 産 す る LOM, USOC EL; -RAMCELZORS, 


2. Sphenarches Meyrick. 
Sphenarches Meyrick, Trans. Ent. Soc. Lond. p. 8 (1886). 
特徴 , 前 頭 に 毛 塊 な し , 軍 眼 を 欠 〈 。 Pea SO eC, 上 向 し 
第 二 節 下面 僅か に 突出 し た る 鱗片 を 有 し , AER ( FAS. ABE IEAR 
RPI TAS 2. BIA L, PRL HS, UI EMPL OB 


IV. Sphenarches? 

sp. Dik CH 園 ) 

後 逆 III を 有する 点 本 属さ 異 る も 同 
な 分 つべ き 性 質 の も の な ら ざ ちん. 
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し , III,IV 柄 を 有 し , V, VI reser (, VIRZATIDHTERL, 
VIIE IX 柄 を 有 し , XY XT は 柄 を 有する か 合 一 す . BMERL BER 
LEHRER FBEHR DD, IN ZORRISHTIT eR, Vi VIE 
ヶ Z 短 が 〈, VT は 第 一 枝 先 端 に 至る . 
世界 に 一 種 産 Oxyptilus CHART, 分 布 至 つ て 廣 し 。 この 外 内 
地 の 各 地 に 學 名 未詳 りゃ も の 一 種 あ 5。 
| 3. Oxyptilus ZeıLer. 
Oxyptilus med Isis, Vol. 10, p. 765 (1841). 
Capperia Turr., Ent. Record, Vol. 17, p. 37 (1905) (non desk). 
Gaina Turr., Brit. Lep. Vol, 5, p. 411 (1906). 
Crombrugghia Turr, ibid, p. 449 (1906). 
ee  BUPAABIE Lit yp Ee EL, 昌 眼 を 欠 〈, Pee Pee 
し , BoE MR ORES AL, Mid sid? BS Angular apical 
| tuft EIER FT. ABI BY 7p 
| 5 長 〈, 多少 夫 る が 鋭 
終る , MAQBOMBK 
= TROBKL る, Bi 
一 = SFP LIRR YS RAE 
Ss, ec Ve Rms 
V. Oxyptilus sp. OMAK (RE) ° DBE LINE IVE He 
a XIo VILL ょ り 出 づる 点 異 な る 有 す , V,VI は 至 つ て 短 か 
(, VII は 中 室 角 の 下さ 
bis, LIX X VII Lb Hs, 又は 1 は 時 と し て VU CE 
な る , XL は 分 離す 。 BAUZEIT SBERR RI EP IC Bie 
し た る 凌 鱗 義 を 有 す , II は 室 の 中 央 よ >HI RSA IGE HO 
mL, V, VI は 極め て 短 か 〈, VIL は 第 一 枝 端 に 至る . 
Platyptilia の 最も 進化 し た る 諸 形 に 類似 し 殆 ゞ 世界 共通 ぶす, 許 
CUTER AE BARI BT, KNRIEKHER LO LISTET 
FHNSZ-ELAINMEERHURCHRLENTS る , 面 し て 恐 
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ら 〈 EVES PRAT DET ONL, 
本 邦 に 産 す る も の 一 種 。 
4. Hexadactylia FLETcHER. 
Teer" FLETcHER, Trans. Ent. Soc. Lond., p. 108 (1910). 
BRUHRRIIEL 腹部 長く LOR, RE SMOBURE 
ye 逆 長 て く し て 緩 細 前 次 は 約 二 分 の 一 OFS, B-REI 
BC 第 二 枝 は 更に 其 れ の 長き の 二分 の 一 以内 IH ART. この 副 枝 
は 線 様 な 5。 後 次第 三 校 は 先端 に 大 な る 鱗 塊 を 有 す 。( 原 記載 に I る ) 
Heptaloba (前 契 四 分 す , Ceylon に 産 する 一 種 が 印 知 な る の み ) € 
Deuterocopus (前 将 三 分 す , 可 な 5 多 敷 の 己 知 種 あ り ) その 中 間 に 位 
すべ きも の に し て iogro 年 FLETCHER 氏 が 属 Deuterocopus に 就 て 詳 
細 な る 研究 を Trans.Ent.Soc.Lond. #8 kt BH LE Deuterocopus 
Bt <2 ABE し て 初め て 記載 し た る 局 に て 。 世界 に 産 す る 
も の 僅か に 一 種 , Eo (iE LB BBS. 
未だ 貨物 を 手 に せ ず , 
5. Deuterocopus ZELLER. 
Deuterocopus ZELLER, Linn. Ent., Vol. VI, p. 402 (1852). 
Leptodeuterocopus FrErcH., Trans. Ent. Soc. Lond., p. 138 (1910). 
ret MHLERTLHBRER(, Pe EAL, 第 二 節 に 
(iat OBS AT, KET FEMS 2. ROERAH RU BE AL 
Rid, 前 逆 三 分 , 中 央 よ 5 同 幅 に 分 れ , PREBOUVY PRI OZ 
i> OC PRAT IH TAT, Wi SeARs >, UL IV Pet OBL, 
V,V1I 基 だ 短 か く , VH は 角 下 ょ 5 出 で 長 (,VVIILIX は 柄 を 有 す 。 え 。, え [ 
は 分 離す . BIER Bann (>, SBE L126 BROS 
て 先端 終る .T は 室 の 中 央 より 5 出 で ,HT eR’, V VIE Re ¢, VI 
は 第 一 枝 端 に 季 る . 
Platyptilia ょ 5 出 で 文 yroptila で 相 併 行 す 、 オ ンド , マ レオ 地方 
に 産 す る も の 多き も, RPWROEKRS も の あぁ >. ABOB ALTES 
る も の 二 , DERBORME Ft Liz tt Lo 
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6. Xyroptila Meyrick. 

Xyroptila Mryr., Trans. Ent. Soc. Lond., p. 479 (1907). 

特徴 DALIBRILEBMER(, PR be, ye 
曲 し , Ble, AGILE Lb RE, BEC RS. 礎 節 嘘 根 は 鱗 を 
以 て 輪状 に 木 ま る 。 前 逆 二 分 し , 四 分 の 三 よ 5 分 る , 1 は 中 室 中 央 ょ 
5,IILIV 同 上 廣 よ 5 路 し ,V,VI は 甚だ 短 か く , VII は VI に 近 ( 出 で 
fe LIX R( VINEXE He AL, X! は 分 離す 。 後半 は 三 分 し, 
第 三枝 上 面 組 毛 中 に 凌 色 の 小 な る 先端 前 鱗 塊 ある 事 わ あり , LARS 
る 事 ぉ も あり ,1I, UI, V, VI 甚だ 短 か く , VH は 北 内 に 至る 。 

Platyptilia IHK ROFMUIBELRTZIONLT. 近似 属 の 各 の 
Pid > TBMD LAME Pt Rear S orem FARK 
fhe Be, 4 YF, F-ALZIT Ro 日 本 に 一 種 を 産 す 。 本 属 も 
at ら ず o | 

7. Platyptilia HOEBNER. 
Platyptilia HogBN., Verz, bek. Schmett., p. 429 (1826). 
(=Platyptilus ZELLER). 

Amblytilia Hveen., ibidem., p. 400 (1826). 
Cnaemidophorus WArr., Skand. Fjäderm. (1859). 
Sochchora WA xxk., Cat. Lep. Het. Br. M. 30, p. 952 (1864). 
Eucnaemidophorus Warr., Ent. Tidssk. 2, p. 96 (1881). 
Gilbertia Waıs., Ent. Mon. Mag. 27, p. 259 (1891). 
Crocydoscelus Wärs., Trans. Ent. Soc. Lond., p. 35 (1897). 
Gillmeria Turr., Ent. Record, 17, p. 37 (1905) (non desk). 
Fredericina Turr., ibid. p. 37 (1905) (non desk), 


sp cam ( 原 賠 ) 
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特徴 前 頭 に 普通 毛 塊 を 有 す , 澤 眼 を 欠 〈, PE, Bic 
HT 第 二 節 多少 粗 に 鱗 を 彼 る , 末 分 は 普通 策 長 〈 組 細 , RGR Id 
時 に 距 根 に 鱗 塊 ゎ b THES, PRGOFR ET KA 4. AIR 
し 三 分 の 二 万 至 四 分 の 三 ょ 5 分 叉 す 。 IT SHEAR I OBL, IT は 
室 角 に 近 (,V,VI 短 か (, VII は 室 角 下 ょ 5 出 で , VOL IX 柄 を 有 す , 
X, 和え 分 離す 。 後 超 三 分 し , 第 三枝 上 面 幽 毛 中 に 黒 鱗 を 有 す , 時 に 僅 
少な る 事 あ 5。 IT は 室 の 中 央 より ,ITT は 角 に 近く ,V.VI 短 めく, VIL, 
VIII は 十 枝 の 分 丸 点 を 超 ら て 後 相 は な る o 
AE LBRO Me AL, Stenoptilia < HE EI NEO 
あれ 共 こ の 雨 局 は 分 も た くさ きも の な る べし る 云 ふる 。 HKOEFADO 
最 重 要 な る は 後 竣 上 面 織 毛 中 の 黒 鱗 の 位置 性 質 な 5, RAI 
SH TUN IOMORERKIEL,. FAL MMA, BI BED do 
Sect. I]. 頭 部 は 二 又 鱗 の 存する 事 稀 : RM EMRE PI 
BTL, 2 OMAR HI TAS 
8. Alucita Linnaeus. 
Alucita Lınnaeus, Syst. Nat. Vol. 1. p. 542 (1758). 
Aciptilia HUEBNER, Verz. bek. Schmett. p. 430 (1826). 
(=Aciptilus ZELLER). 
Merrifieldia Turr, Ent. Record, Vol. 17, p. 37 (1905) col desk). 


Porrittia Torr., en p. 37 (1905) (non desk). 
Wheeleria Toe Ibidem, p. 37 (1905) (non desk). 


ee RUA LLC AR ORRe AT, BIRR, PER 
WH, 多少 上 向 し 締 状 。 第 二 節 時 に 粗 に 鱗 を 彼 る , KR Lo. MH 
BR MIZFLENVPRIIPZ:URTACHE HI AD, IV 
LOWS rR ER: WER, Vi VIB Ei NEE 
KFC, XI は VUE RAVI LY ORTAPRASNER (0 KR 
翔 三 分 し , BHR BHLOME Pt BRE L; II は 室 の 中 央 よぅ 
me, III 欠 き , V VI PV は 背 端 に 至る 。 

Pterophorus よ ょ 5 翔 豚 の 滅 少 し て 導 か れ だ た る 属 に し て , HAAG 
は 地中海 の 浩 岸 地方 な る が 如 ( 二 十 入 種 (世界 に 産 する 種 全体 に て 
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MATHS >) VET. SOME IT, AR HA, 
北米 , マレ ー 和 群島 .= ユ ー ジ ー ラ ンド に 分 布 す , ニテ ュー ジー ラン ド に 
は 四 種 の 固有 種 を 産 す 。 オ ー ス トラ リア に は 固有 種 な し 。 し か し = 
ユー ジー ラン ド よ り 5 二 種 移 殖 せ 5。 南米 よ 5 は 全然 知 5 れ す 。 本 
邦 二 種 , 本 局 も 小生 貨物 見 ず 。 
9. Pselnophorus WALLENGREN. 
Pselnophorus Watt, Ent. Tidsk. Vol. II, p. 96 (1881). 
Gypsochares Meyr., Trans. Ent. Soc. Lond p. 488 (1890). 
Crasimetis Meyr., ibid. p. 489 (1890). 
特徴 MBERNTLEMER TERPHS>LHL BoE 
FAL I= Re BES, AGHA 3 o MB GHEE AR OU BEI THES 0 ALL 
PR Lb SPH, UL, III fale A 
bE LRIAIV 5 HS, III 
IVI 5 HO, V,V よ 其 だ 
知 か ¢ ,VIII は VIE 5 出 つ 
SPRUCE XR 
(X VIL» 5 RI VI 
より 5 出 づ る か 又は 分 離す 。 
後 逆 三 分 第 三村 上面 織 毛 中 
VII. Pseinophorus BET L, IT は 宣 の 中 央 ょ 
vilisCVA DS k リバ ) の 逆 脈 CRI) 5 Ho IR ¢, V, VI 甚だ 
短 か て , VIL は 次 端 に 至る 。 
魅 制 上 Alucita ¢ Pterophorus の 中 剛性 を 表 は す 南米 産 の 一 
種 の 外 全然 衝 北 洲 系 な 5。 本 邦 一 種 を 産 す 。 
10. Pterophorus GEorERoy. 
Pterophorus GEoEFRoy, Hist. Nat. Ins. (1762). 
Oidaematophorus WALL,, Skand. Fjäderm. p. 19 (1859). 
Leioptilus WArr., ibid. p. 21 (1859). 
Cvendenia Turr., Ent. Rec. 17, p. 37 (1905) (non desk). 
Hellinsia Turr., ibid. p. 37 (1905) (non desk). 
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Emmelina Turr., ibid. p. 37 (1905) (non desk). 

特徴 HERRN Lo IRE KR ( PERMA PLR, 多少 上 隔 
し , wi, SRR RS, HER MERAN HOMME 
CUTKE So DAIFLFRIH ART. II は 中 室 の 四 分 の 三 
SoH. III,IV AR HH ET APRAMLAT. VVIEREID 
(,IX BER, XX[ は 分 離す 。 後 交 三 分 し , BER LEHRER 
な し 。 IT は 室 の 中 央 より 5 出 で , TIIK( VV 甚だ 短 か (, Vili Big 
に 至る 。 Alt 633012 BIT) 

本 属 は Stenoptilia よぅ 5 起 5, 北 南米 に 多 し 。 RLK m ROM 
利 加 に も 多 産 す 。 漂 湖 地 方 に は 見 出 され ず 。 HBR 
悪 な る ざし o | 

本 属 の 種 は 日 本 内 地 に 多種 を 産 し 且 普 通 な 5。 今日 迄 記載 に 上 ら 6 
ざり 5 し は 少し 〈 疑 ある 鹿 に し て 他 属 と し て 記載 され , +0 7084 
を 航 用 せる も る の \ 中 本 属 に 入る さき も の ある に 相 達 な LO 前 次 の 分 
丸 は 年 に 着 す る も の な く 〈 大 抵 滞 し , 又 VI( 前 竣 ) は 大抵 は 可 な 5 長 し 。 
され ざ 之 等 一 二 の 相 知 点 は 属 を 司 別 する 必要 な き も の ミ 信 ず 。 

11. Marasmarcha Meyrick. 


Marasmarcha MEyr., Trans. Ent. Soc, Lond. p. 11 (1886). 
Exelastis MEyR., Journ. Bomb. Nat. Hist. Soc. 17, p. 730 (1907). 


week RUHR ie eT, ARK |, TP SP, ER, 末 
節 内 る 。 礎 節 簡 澤 。 MW 
分 し 二分 の 一 方 下 三 分 の 三 
の 部 よ 5 分 る : I は 下 角 に 
Me ¢ UILIVBRREIIRT 
る か 柄 を 有 OL.V,V1 9 TX 
(,‚XaVIU 5 He Xt 
分 離す 。 BAZZL LE 
sp. OR CR) WE pi BRT LUREO 

PRI OH IRS 1V は 


VIII. Marasmarcha 
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_ 重なる か 又は 柄 を 有 し ,V,VI 基 だ 短 か く 又は 飲 く ,VII は 玩 端 に 至る o 

Stenoptilia Do -DRBEPEILLTZUSZ 5 ( Stenoptilia © 
AHNILMBFOTBETROLOLIRER LION GA EN Ru 
Ae L,AFIEIZZRIT Leguminosae HU, ある 種 の 廣 き 分 布 は 其 等 の 嗜 
好 植 物 が 培養 植 物 と し て 人 工 交 に 移植 せ られ し 時 伴 ひ た る に よる が 
如 し 。 日 本 産 一 種 。 

12. Stenoptilia HUEBNER. 

Stenoptilia Hursn., Verz. bek. Schmett. p. 430 (1826). 


Mimaeseoptilus WArr., Skand. Fjaed. p. 18 (1859). 
Adkinia Turr., Ent. Record, Vol. 17, p. 37 (1905) (non desk). 


特徴 BEIERUIEEOBERD I IE ES do 時 に 
ERL#ETZAESd. TERN FILM SDHLNT, 第 二 節 は 粗大 
な る 又は 窓 着 せる 鱗 を 有 す 

Kim. Man AE. AT 

WA FPL, =FPOAL b Fp 


i る , II は 室 の 中 央 を こら て 
we 出 で ,IHI は 下 角 に 近く 出 つ 。 


V,VI 短 か く VIIIIX 柄 を 有 | 
LXXIIETO BIER 
第 三枝 上 面 織 毛 中 は 黒 鱗 な 
し o 11 は 室 の 中 央 よ 5,III は 
IX. Stenoptilia sp. MR CME) 角 に 近 〈,V,VI 基 だ 短 か く 
VII,VHI 分 散 す 。 
本 属 は Platyptilia CH # HO i EH! eB L OMBLE Agdistis に 
開 係 すれ 共 を それ ょ 5 出 で た る に あら ず , 共同 の 未知 型 』 d PHLAZIC 
進化 し 球 り 5 し も の な る で し 。 AMEAMME, hic RM d d, 


BARA ON CREB, 故 芝川 駐 之 助 雨 氏 に 負 ふ 所 多 (. 又 本 篇 に つい て は 。 
AMS BARR ARS S AO MEY HEE AB bY o 狐 鈴木 元 次 邸 護 の 厚意 
RL2EZSLo INIA THRAKT. MRE BRC COLES し て は 種 の 記載 
の 際 一 々 其 厚 情 を 表明 致す べき も また こ ょ ヽ に 深謝 の 意 た を 毒 す 。 
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# 1 _ の 6 is i! Da. Ihr 
gr} 4 * x ee 3 . END a 
/ % \ 4 に 」 x し _ . 
7 \ rd Fu 
ァ 2 ' af の ア 
- f a 
- “ > リ BE. 
| ・ Fur“ 1 
本 し iG 7 rel 
Bean nr i ww. rn ig eae 0QHoTi At 
Pon Wea she nt) ‘ 
Ta ED ge Bry eon S/O aa ee YA Pe cre hile ーー て で AL 


bremsen aa. u 
2 | Be PR i NM er Saree ae a TEN wees cs ; ise! 
RNS Bee KA aie a en 和 LN す SER 
" aes er a Gh Sn RUE en a 
ee OR ee 


R 人 a | a mi が 2 ダメ AV Ar E IHRE h. le 3 の 。 1 Ke A 8 | 
dd NR we : 4 é 2 i" 


Re SS RE et rere uae CRNA. Ai} de u Nannie 99 cara 


かめ 8 IE. PN u bans L orale a na 
: ee 9 es as weet PA: ah 


alte ゆ 


ne BUN da une 
es <i SEE oe 


Yan ae Da Py 
nie: ss a ® 
an {m ra SE mes bts EN te 本 還 
4 et > z ok 
iR 2 ie, N り j R RER = ; 
Pek So SM He 
| 5 ne Ms や 8 Sach ‘he ip 2 i 3 er 
RR aa Re ee wit, Fu 
ea K に Me - j x u; 1 
an ね | 


EN ur 
JE cele Wi 


ET | ie yi, yon ati 
MS ia’ 
ER ER ROTE ott ara 
ME ee $5 
8% Ht ae i x = Rx SER OP Phy ton ne 


x sie eee eS OWN Na ae me 
EL. me 9809 RW TR Las u : Er 
| Ban 


4 


ER 1 REET S MRT Pe 29 na 


‘in RN { ti 
2 ey Y 1 ~ 
AE TOG RN xe RAR ORS Sha る oh AR 
Be At heya! | 
4¥ by y ~ y ; . 
rd ‘ var P / 』 
te BN Ny i 
> な ~ 
"a 7 
‚® * 
ee NP eer F 
bay): A Nyt oe 5 0 - \ 
い + 
Y yan { a 
\W あう で: を \ ry | 
+) 『 I 5 すず < 
BAT BR DL N v “As 


| THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE, Vol. Il, Pt. Il. 79 


MEGARCYS YAMADAE SP. N., DIE DRITTE 
ART DER GATTUNG. 


(Mit 1 Textfigur) 
VON H. OKAMOTO, Nogakushi, F.E.S. JAP. 


MEGARCYS 属 の 第 三種 M-YAMADAE に 就き て Gam-) 
BBt HERE KAKRRBE eR 


In den einigen, von Herrn Yasuji YAMADA mir gütigst geschickt- 
en Plecopteren-Materialen habe ich ein Paar gehört zu der Gattung 
Megarcys gefunden, welches sich als neu erweist und nächst der M. 
‘ochracea Kip. die dritte in der Welt vorkommende Art vorstellt. 

Kopf matt, gelbbraun, beim Männchen etwas dunkler, Zwischenraum 
von den hinteren Punktaugen, Augen und Hinterhauptschwielen, und 
der von den Stirnschwielen, Fühler-Insertion und der M-Linie schwarz 
gefleckt, Punktaugen an der Innenseite schwarz und Clyupes am Vor- 
derrande dunkelbraun schattiert. Beide Taster gelbbraun, das Endglied 
des Maxiilartasters dunkler. Fühler mit zwei schwarzen Basalgliedern 
dunkelbraun, jedes Glied desselben undeutlich hellgelb geringelt. Pro- 
notum mit lichtgelbbraunem Mittelfelde schwarz. Meso- und Meta- 
notum kastanienbraun, die Mitte und Flügelbasis gelb. Die ganze Uuter- 
seite des Kopfes und Thoraxes gelb. Abdomen oben und hinten 
schwarz, an der Basis gelb. Coxen und Trochanter gelb, Schenkel 
schwarz, an der Spitze gelb, Schienen dunkelgelbbraun, an der Spitze 
und Basis schwarz, Tarsen schwarz, das 1. Glied dunkelgelbbraun, 
Flügel braun schwach getrübt, mit dunkelbrauner Nervatur; nur Kosta, 
Subkosta, und Radius an der Basalhälfte lichter, Circi dunkelbraun, 

Kopf nach vorn verlängert, der Vorderrand des Clypeus etwas 
bogenförmig vorgezogen. Augen mässing gross, kugelig gewölbt 
Punktaugen klein und ein Dreieck gestallt; das Verhältniss des Ab- 
standes der hinteren zur Entfernung vom Innenrande der Augen und 
von dem vordern ist beim Männchen wie 46:18:30, beim Weibchen 
74:23:42. Stirnschwielen ziemlich klein, eiformig und den hinteren 
Punktaugen ein wenig näher als dem Innenrande der Augen gestellt. 
Die Mittelpartie der M-Linie deutlich vortretend. Scheitelsutur 
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schwach, Hinterhauptsfurche stark. Pronotum trapezoid, vorn etwa so 
breit wie das Hinterhaupt, nach hinten mässig erweitert, Vorder- und 
Hinterrand bogenförmig, Seiten gerade. Mittelfeld breit, im ersten 
Drittel ein sechstel der ganzen Breite einnehmend, nach hinten schwach 
erweitert. 

Flügel ziemlich breit, mit parabolischer Spitze; beim Männchen 
kurz flügelig, und kürzer als Körperlänge. Im Kostalfeld 3 bis 4 weit 
von einander entfernte Queradern; im Subkostalfeld nur I bis 2 Quer- 
adern. Das Netzwerk in der Flügelspitze sehr unregelmässig und bis 


zum Vorderaste der Media reichend. 


A B C 


(Pion, 1.) 

a. Das oa , Hinterleibsende von oben. f 
2. Das a , Hinterleibsende von der Seite. 

Das 2, Hinterleibsende yon unten. 


Beim Männchen ist der zehnte Abdominalring auf dem Rücken 
gespalten und jeder Abschnitt bildet einen dornartigen Fortsatz, welcher 
nach oben stark aufgerichtet ist. Weibliche Subgenitalplatte breit und 
lang, aber bis an den Hinterrand des neunten Ringes nicht reichend und 
drei Viertel seiner Breite einnehmend; sie hat hinten in der Mitte einen 
fast herzförmigen Ausschnitt, wodurch zwei lange Lobi entstehen. 
| の 〒 
Körperlänge 13 mm. 17 mm. 
Vorderflügellänge II mm. 17 mm. 
Typus in meiner Sammlung, ein Paar, welches ich von Herrn Y. 


と : 
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YAMADA erhalten habe; es trägt die Etiquette: Nikko, vom 21. Juli 1910. 


Diese Art steht unzweifelhaft sehr nahe der Megarcys ochracea 


KLP, ist aber von derselben durch die Form der Subgenitalplatte des 
Weibchens und die Farbe des Körpers verschieden. 


Ich habe die Art nach dem Sammler bennant, 


Bekannt ist diese Gattung bisher in drei Arten, die aus Nord-Ost- 


Asien und West-Nord-America stammen, in Japan kommen zwei Arten 


vor. 


I. 


Die weibliche Subgenitalplatte gross, bis an den Hinterrand des 


"neunten Ringes reichend und drei Viertel seiner Breite einnehmend ; 


sie ist in der Mitte tief geschlitzt, wodurch zwei ellipsoide, einander 
Beer miande berührende Tobi entstehen .......öunuenussnonanaceneurenuee 
PPT で signata Hac. (West-Nord-America) 

Die weibliche Subgenitalplatte breit, aber kurz, bis an der Mitte des 
neunten Ringes nicht reichend und zwei Drittel seiner Breite 
einnehmend; sie hat hinten in der Mitte einen trapezoiden, vorn 
breiteren Ausschnitt, wodurch zwei Lobi entstehen, welche an gegen- 


Er ocrichteten Seiten abgerundet, sind 75... .+.nn000n4-sinnaengaent se 
ーー SD EE ochracea KrE. (Japan-Sachalin, Hokkaido; Sibirien.) 
Die weibliche Subgenitalplatte breit und lang, aber bis an den 


Hinterrand des neunten Ringes nicht reichend und drei Viertel seiner 
Breite einnehmend; sie hat hinten in der Mitte einen fast herz- 
förmigen Ausschnitt, wodurch zwei lange Lobi entstehen ............... 


Me N BEE Yamadae OkA. (Japan-Nikko) 


ia = 
UERRBZOBERSACKEN TIEF IT Megarcys Bırzk 


する 雌雄 一双 の 標本 ゎ り 5, 精 租 の 結果 右 は 新種 に し て 面 も ヒメ アミ 
メカ ワ ゲ ラ 属 の 第 三種 な る こそ を 知 つ が 。 


RR (EUER) ZEIT HR RT OR, RE 
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MAHAME M 線 と の 間 は 黒色 , FHAROARRAH DO mies. 
WZ, 小腸 毅 の 末端 節 は 暗色 . 鯛 角 暗 褐 各 節 に 刊 然 せ ぎる ヵ 淡 黄 
hb), INERBZIRRBO Hkd 5, HR ER, を の 
FPR RIO WS Pe 1S >) MAR COLMREA. MHGRSH 
me, MGHBACOLMAE, 腰 箇 暗 黄 物 を の 両端 黒色 , MRE, 
$E-E BR HEOMIME ELL. MARRIES, BIE 
MRK RERORPREA, MRECHGVEO, HIREIL FE 
二 横 豚 を 有 す , Am ORK HHRIOMAREEL, 中 


RAF te BER Pe RC 


HOWL BMKR CIAL, COSHH ARBRE, 
MED THREES ( LIB LALO RAILS SZ EHOUFO 
 Sehv, MCS CORROPRO ELAS 2. 


に 人 = 
体 長 a —E:.» 
前 数 長 aa ミツ ーー も > 


# . A —AM(HIE) 

彫 版 説明 第 一 園 Olt bi k 5) 
os — [al (側面 よ 5) 
Ble そ 腹 端 (下面 よぅ ) 


ET RE 
? 
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EINE NEUE ART DER KAMEELHALSFLIEGE 
VON JAPAN. 


(Mit 2 Textfiguren) 
VON H. OKAMOTO, Nogakushi, F.E.S. JAP. 


ラク タム シ の 一 新種 に 就き Tan) 
BSB t 岡本 年 治郎 KAKRASOCA 


Raphidia formosana nov. spec. 

Kopf glänzend schwarz, verkehrt-eiförmig, mit sehr stark ver- 
schmälertem Collum; stark runzelt und punktiert. Collum und Hinter- 
TEE 7] haupt mit einer langen und glatt- 

: _ en dunkelrötlichbraunen Mittellinie, 
welche fast zu den Punktaugen 
gereichtet ist. Stirn und Oberlippe 
dunkelrötlichbraun. Oberkiefer hell- 
gelbbraun, an der Spitze und Innen- 
seite rötlichbraun; die Innenseite des 


en 


ig oy er I =) Oberkiefers- hat zwei kleine Zähne, 
= ht emidin formosana. der vordere dicker und länger als der 
hintere. Maxillartaster schwarz-braun. Fühler schwärzlichbraun, 


nach der Spitze zu dunkler, und etwa am Basaldrittel gelbbraun. 

_ Prothorax zylindrisch und lang, gelbbraun, etwas länger als der 
Kopf, die Hinterhälfte erweitert. Pronotum hat in der erweiterten 
Hinterhälfte zwei schwärzlichbraune Längslinien, die Apicalhälfte des 


_ Pronotums ziemlich lang und dicht behaart. Meso- und Metathorax 


schwarz, Prophragma und Scutellum des Mesonotums und Fossa des 
Metanotums gelbbraun. 

Beine gelbbraun, Tarsen mit Ausnahme des ersten Gliedes 
schwarzlichbraun, 

Flügel hyalin, schmal. Ader schwarz, Langsader an der Basis 
und Radius an der Basalhälfte gelbbraun. Pterostigma einfärbig gelb, 
Kostalraum des Vorderflügels mit 7 bis 9 Kostalqueräderchen. Ptero- 
stigma etwa 4 mal länger als breit, der Innenrand des Pterostigmas fast 
rechtwinklig und der Aussenrand sehr schräg. Pterostigma mit einem 
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‚schrägen Aederchen, 

welches ein wenig vor 

der Mitte des Hinter- 

randesentspriesstund @ 
weit hinter der Mitte 
des Vorderrandes 
-beendet ist. Discal- 
zellen vier, die erste 
sieben-eckig. Ia Mar- 
ginalader gegabelt, 2a 
viergegabelt, dessen 
zweites Aederchen 
wieder gegabelt, 3a 
einfach, 42, 52 und 62 
gegabelt. Pterostig- 


ma des Hinterfiügels Fig. 2. 


sehr schmal und lang, a. Vorderfliigel. 
r 6, Hinterflügel. 
etwa 5 mal läuger als c. Pterostigma-gegend des Vorderflügels. 


breit. Ein schräges Aederchen im Pterostigma, welches hinter der 
Mitte des Hinterrandes entspriesst und weit hinter der Mitte des 
Vorderrandes beendet ist. rs Marginalader gegabelt, 2a viergegabelt, 
32 einfach, 4%, 52 und 62 gegabelt. 

Abdomen schwarz, an den Seiten mit je einem gelbbraunen Streifen, 
und drei Basalglieder am Hinterrand gelbbraun und schmal gerandet, 
Ovipositor gelbbraun. 6 


Körperlänge 9 mm. 
Prothoracallänge 2 mm, 
Vorderflügellänge 9 mm. 
Ovipositorlange 3.5 mm, 
Ein Weibchen gesammelt von M. Maki, Mai, 1913, aus Formosa 
( Horisha ). 


Diese Art steht nahe Raphidia xanthostigma SCHUM。 aus 
Europa und Sibirien, ist aber von derselben durch den Fleck des 
Thoraxes und Abdomens und das Netzwerk der Ader verschieden. 


> va = 
Al トン 


FE, 
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| 摘 En 
タイ ワン ラク タダ ムシ 

頭 部 黒色 , 倒 難 卵 形 , HES), ZU EA RRS L. BL 
暗 赤 褐 の 一 縦 條 あり, ARLEETB. KIRKE OF RN 
赤 褐 , 之 に 二 歯 あり て 前 菌 は 太 ( ORL. 人 鯛 角 黒 往 な る も 失 端 に 
OC CRORE ET, 面 て 基 部 約 三 分 の 二 は 黄 補 な 5. 前 胸 長 周 
ME RB REWAK TZ ABO HE FAT. 中 後 両 胸 背 黒色 , 
中 胸 の 前 封 片 及 柱 板 並 に 後 胸 の 中 溝 柱 得 な 5。 脚 黄 褐 , 踊 節 第 一 節 
eR Shi. BEA. KB MRKOLDRERROLRERB. Re 
一 色 , BRE, WAOMREI EHERIEKYAT, BRU ょ 5 My 
BR, 之 に 一 斜 描 豚 あ り , RARROPROEK MACH, 前 
GPROG RAS. PHO, を の 第 一 室 は 七 角形 を 呈す 。 第 
—, BO, 第 五 及 第 六 線 豚 は 叉 状 , 第 二 は 四 分 枝 を 田 す 。 腹部 黒色 , 
両側 に 各 一 臣 褐 條 を 有 し , 第 一 bP=HDBRRB 6 THM RE 
62. 産卵 管 黄 褐 な 5. 


RR Re 
前 次 長 RR 
EINER = Ht; > 


分 布 6S, (HBL) 匠 茂一 郎 氏 探 集 
mie Bal タイ ワン ラク ダム シ 
第 二 賠 a 前 次 
b (ei 
c BU ERB 
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caucasica が Basel (2 GUN124M2), 

TREILHKUBUIKO TI HN TV EN KR HELEN LP OF 
LTMELIHEFRORER FI I AT ZI HED ES N TH 
BEN ZU HINENNOZROSMAT SAMAR ITS HE 
LIA EYL SBOE PHIBOMAL) る 事 は 信用 すべ 2 
ZEDHETRETHR, 

如何 な BAR BIS SA —-MO SMa: I 2 ROBY 
OMB RLAC ZEA VRS SMsBRoRay Ts も OF Aik 
きる ゝ 事 は 度々 を ゎ ある . それ は 温 寒 の 作用 , 陰 陽 の 作用 , 乾 温 の 作用 等 が 
— SIN ROE SHO LK RSBCHS, か 〈 紙 生 が 諸 多 の 外 的 要約 
の 下 に 行 は る ゝ 事 ょ 5 同一 箱 ょ 5 の 耳 同 一 場所 に 於 ける 各個 体 間 に 
多 ( の 差異 を 生ずる 事 が 解明 さる ゝ 。 

事 費 に 営 ら A 新 Form を 不 堂 に 設立 する に 至る 如き 誤認 を さる 〈《 ぁ る 

_ の 唯一 の 方 法 は 出来 る だ け 多 (同一 種 の 標本 を , 出 来る だ け 多 く の 場 
所 及び 諸 種 の 異 り た る 時 に 葛 集 する 事 で , か 〈 し て 初め て 香 人 は 其 
種 に 属す る 諸 形 に つい て 必要 な ぁ る 概念 を 得る 事 が 出来 る . 

氏 は 氏 の 観察 く 氏 の 集め る 材料 さよ DROMLAM Lic, Mb 
春生 の polysperchon ミ 夏生 の argiades と が 規則 正 し 〈 交番 する さ 云 
ASSL © OFFIC ARCH AORET 4 ec RABHO BORE 
すべ が から 5 ざる も の で ある 。, 又 ー 般 に 認容 せ 65 る \ Mever—Dvuer の 
詩 張 な る medon の 春 夏 両 形 及び 高山 , HAWG E 2B E I LG 
る で 玉 ょ 事 も 正常 で は な い 、 又 phlaeas (ベニ シミ ) RC tityrusD 
所 請 入 修 形 に つい て も 同様 で も る 。 移り 行き , 中 間 形 は し ば し ば 存 
4A LBA BER VAIS BAW an 5 BO Tdz, 

且 氏 は tyrus 及 び 其 幾 形 subalpina, 併 びに hippothoe, RU HEHE 
euridice ぐさ は 諸 多 の 中 間 形 に ょ り 存 に 連結 きれ て 居る 事 及 び 雨 種 に 
BTML ST SHIRAI RL RB eA Liz, 

OO KMELTRUROMZSOR FIN O FIN RI RU ob A 
 HOBRTERTACIHLHHNBITETERLATO “ 形 " を 結 
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KRIS BREDA MR ES TE, TI Am ¢ tz Dok 
723,1 IV 間 の 横 豚 の 欠 除 , 特別 な る Y, VI に ょ 5 造ら 6 る ゝ 副 室 さ 
が 原著 者 の 新 科 < 刻 じ た る 主要 中 な 5. 

著者 は 該 昌 半 の 位置 を 決定 する 師 め 今日 知ら ゎぁ \ 最 右 の 鱗 現 系 見 


#41 3 Palaeontina oolitiea Buri (Turassic よ 5 得 ち られ た る も の ) の 記 


載 を 見 だ , 光 も 之 し を Borr 自身 は 蝶 な り で し ,\Vgsrwoop PfhD Bah 
HB iin isla Liz, を し て Cicada 近似 の も の さ 考 へ た ,ScApDgsks 
の 意見 は 不 党 さ され て 居る . 著 者 の 意見 で は それ が 表 epialidae に 属す 
る に 相 異 な い , HBA ICS IMBC, それ の 不 規則 に し て 不 完全 な 
る 中 室 の 上 部 の 構造 は 蝶 類 の 同じ 部 久 の か つも 5 し た それ で は 碁 だ 
し ! 凌 つ て 居る , XX の 柄 を 有する 事 は この 科 の 特長 で ゎ 4, ARE 
が 普通 の 部 位 に 存 す ゐ 6 し い 形 跡 が 本 種 に 見 られる. Tertiary tm 6 


記載 さん た 他 の 種 は 本 営 の 典 で ゎ る . 


構造 上 の 根 隊 か ら 明 示し うる 通 5 Micrpterygina (MEIKE ぉ 同じ 
群 に 局 す る が , Jugatae 移す も る 可 な らん ) ROD Cbs, 
Palaeontina の 性 質 は 全然 之 れ に 合 す る . 

少し (覇道 に 入る が , 早 期 の 鏡 契 占 題 花 捕物 の 未だ 存在 せ ぬ ぬ 従 つ 
て 審 の 存在 し な い 時 代 何 に ょ つて 生き て 行け た か の 解雇 を Gross, 
TirryaRp 等 が 茸 ん で 居る が 著者 は 乏 れ の 解決 は 易い ょ する. BLE 
RAK OG Hie FEUER HD RUHR EB LH, 


FEDTRBRKH CREME GU WORD THA, 


LUMORFAS £ 5 Trryasp の 命名 種 Dunstania pulehra は , も LB 
閉 系 の も る の で せ ば 上 逃 の 諸 件 に 大 分 矛盾 す 6 HM Mil gu ¢ Ay 
終 基 部 の 高まり も る ない 所 ょ 5 ぅ 前 次 に 次 垂 が わ つ た も の 推定 せ ね ば 
non それ は 全 鱗 贅 類 は 之 等 の 構造 の ざれ か を 具 へ て 居る か ら で 
ある , し か し 負 て の 競 垂 鱗 超 類 の 凌 豚 は 前 後 次 同様 で も る, を し て 
少な (と も 十 一 の 豚 を 有する 4 る, LP BI CORA DMI REM DA 
KALK OTELENMLAMOHNDOHERROTUSAN) AVS 
ERFHEHMERELBEOIMERRLTBS, BRIOSMRLMET 
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SRA a, WRI GEOTW A, ZUDZARREN ALOT, No 
上 類 も か ゝ る 痕跡 と る へ 示さ る ない, VLD I AP RBAY BKB Cie 
二 点 に 増し て 著者 が 系 統 上 重大 な りく 思 私 する 点 で ある , | 
. で MsyRrck の 考 に する で , VBA RRLBMROBTH SEL 
C “iy 38 O TICE EE SBA LIED, FAM CNTR 
HOF FeO Re 4 FEHMARN I I MER BSAC Re 
{CHEN UT Ie O RMR REO. BEOSRRAN る 線上 の 一 員 
THE” で 思 は れる で 云 ぉ 読 明 $ ぁ つけ 得 な い 事 は な い が , せ し ろ こ の 
標本 は 偶然 鱗 超 燥 に 似 た も の で 決し て 該 系 統 の も の で な いざ 選 殿 す 
る 方 が 笑 党 て ある , 著 者 は 然 ら ば この も の せ 何 科 に 似 て 居る か その 反 
問 に 確 然 く 答 へ る 事 は 敢 て し な い が , 有史 目 の Homoptera DEE 
系 副 を 有する 者 何等 か の 開 係 は な ぁ か で 思ふ ょ , MORE HE 
(常に 更に 大 で は ある だ) それ か ら 6 起 る 豚 敷 の 近似 , 及 び 豚 に 洛 ふ た 膜 
上 の 人 奇 未 な る 量 帯 等 は この 胸 類 中 の 一 群 そ 下行 する , 面 も この 類 

は 己 に 石 災 期 以 夫 存在 する 事 が 知 5 れ て 居る : 

> TTS FL PRE 

(CoURVOISIER, Zwischenformen bei Lycaeniden, Mitteilungen der 
Schweizerischen Entom. Gesells. Vol. XII. Heft 7,8, S, 326, 1916) 氏 は 
UAE D 3 GUO WAGE AZ THB Eb 1D 6 ROB Me し て “ 種 "を 
BCD Fomiiit, Ze eh ORM MARK ARS 
BARTS ADS LTR > BRC AKT, BIA Parnassius Apollo 
OURAN LUMO Ap LGR, Torr に + b> eV onr3 RRO 
Lycaena coridon DEE Doms 之 し で ある , か ゝ BHI RB, $ し 
ー 種 の 中 の ある 型 の も る の が 一 定 地域 に 飛翔 し て 居 て 且 た ヾ この 一 形 
の みよ ょ り 芝 該 地方 に 居 6 ね 場合 初め て 之 れ を 牙 に 一 の “地方 形 ,\ 去 
ひ う る の で ある , この 事 は ゎ 〈 泌 力説 せ られ ね ば な 65 ん , し か し か 
\ る 証 差 は 充 た され 囚 場 合 が 多い , BARRA UVES (RE, 
食物 等 ) の 下 に 全て (同一 の " 形 ,, が 互 に 基 た し (遠隔 し た る 地方 に お 
SAUNKRPEETSAITHTE Bar い :( 例 へ ば ye. coridon, Form 
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BE SE OD AS AE A A A IN Li Am CH NEO Bk eR It} 

LON M=H—HLT CNS CCR) 
@d 4 tA IOV 

(Meyrıck,E.— Note on soine fossil Insects, Entom. Month. Magaz. 
Bor p.tot., 1010.') 

Queensland 及び New South Wales の Mesozoic 及び Tertiar 
DEMITT 4 HBC dH Queensland Geological Survey の No. 253 © 
LU BR SNi2d,F OBB RJ. TrrryARD が 其 中 一 種 の 完全 な る 
、 標本 を 鱗 次 類 な 5 で 断 じ , そ の 批評 を 著者 に 求め た 。 以下 は MEyRrck 
Koznl 3725705239 EBlo nm EARBOSB 61n4—K 
55: 3N46—HOS UCM,  HARRR ZIET BE U 
Ri Bins PsA CNG PBRACNERHCIRYHELt HAT? 
OE SIE YW BN DRT a. 

fj ED EAL i Queensland の Ipswich Hi fF d? 67 GN, REt2 Upper 
Triassic の も の で ある か ら , DHOMMBARROREOD OTH 
。 る. これ で RL IE TED, b> Re HOS ¢ € 
共に 得 5 し た 。 «=I S SEA TRIM SOK FERC OME 
い 外 前 を 有する , TNT EMMA LOC REL THROM 
、 次 光 の 術語 を 以 て 簡 澤 に 記載 する, 

、 20mm. YURI, UT し , 前 緑 基部 高 ま ら 6 や, 中 室 は 次 の ダ ょ 5 短 か 

(JH は 室 の 基部 に 近 〈 出 で , 其 中央 前 ょ 5 下方 に 弾 ほ 横 豚 を 出す ,( 但 
し 胸 表面 に 於 て ra 一 Ie 欠 て ) IL, IV 間 に 横 豚 を 欠 〈,IV は 次 の 基部 に 走 
5,V は 上 角 よ 5 出 づ , VIVE EOELRS DMO, V VIR BERT 
全 一 し , 長 〈 細 き 第 二 室 を 形成 す ,VII は は ゞ 半 内 に 至 5VIT は 狼 立 す , 
ERI D REG = hb FLA AT, AGC PEOMBILE BLAM ASL, AR 
ROMBRiLE F(T SAVE BCR 6S, HA E— SOR’ HH 
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合 し て 一 つの 全体 と する 事 を 心 に 止め , 以 て 新 Form の 設立 を 凡 て の 
形 の 根本 的 知識 な く 並 びに 相 党 の 文書 の 知識 な し に 呈 出す る 事 を つ 
ゝ し まね ば な ら 6 ぬ 。 

抄 者 皿 は (勿論 Form を 別段 基本 種 と 無 開 係 の 如く RTA も な か 
ら ふ し , 駐 subspecies 7 ARHM ERTEILT BROR 1 ZART IE 
め 且 又 其 半 異 方 向 , 表 示 に 役立つ 者 そし て 命名 する Form さ を 混同 す 
る 事 は な い , し か し 気候 移 , 地 理 的 , 基 他 の 幾 異 の 一 表現 と し て の Form 
が 亜 種 て ある か の 如 ( 取扱 ば れ 得 る 事 は 本 文 を 見 て も 随分 外 國 に も 
多い 様 で て ある, BBR SErrz VR db EHER Form Dr] 
困難 な 書き 方 の 部 分 も ゎ 5, 又 Form さ し て ( 殊 に 日 本 等 か ら SErrZ 
に 記載 さん た も の は 地方 的 な る 意義 の も の と 見 る べき だ ら ょ が ) B 
か れ た 者 で も る 和 吾 々 日 本 人 か ら 見 て 其 特異 点 が 必 ら ず し も 特異 点 で な 
(全て (Form 存置 を 必要 を し な い 場 合 も ある , 多 論 固定 的 な Form € 
し て で も な て 〈 双 隔絶 移 Form で し て で も な く 〈 栓 採集 し た 標本 が 基本 
種 < 幾 分 異 つ た 飼 め Form と し て 名 づけ られ が 者 も 多 て 〈, 駐 それ を 剖 
いと どす る 4 事 も 出 泰 な い 衣 で は ある が , MU ABSORP IOVS 
- から 直り 極端 に な る , Form FRESE BaNT b4B4 OFauna 
を 研究 する 場合 充分 注意 が 入 用 だ で 思ふ ょ 。 

SH DO MABE (Ov T 

(Ris, F.—Ueber Ontogenese der Fluegeladerung bei den Libellen, Mitt 
d. Schweiz. Ent. Gesels., Vol. XII, H. 78,s. 328 Maerz. 1916.) 

ER Dur TO ERBETEN BEL EBRD NEEDHAM, Comsrock 
十 氏 の 研究 に ょ り 5 決定 的 進歩 を 示し た . BEORROLES iA 
BA OP A ds, 靖 玲 仔 虫 は 質 に 申 分 な き 材 料 を 供する . そ は 不 完 
全 畿 態 を な す 政 遇 仔 虫 の 次 の 原 基 は 完成 後 の 成 虫 の 玩 豚 を 予 ORE 
基 及 び , CNOPRE し て 形成 し て 居る 点 に 存 ず る 。 ZI) 
_ 甚だ 早期 の 原 基 に 至る 迄 茹 豚 構造 の 北 化 は 階段 的 運 績 に ょ 5 逆行 し 

て 追 宛 し 得 且 其 の 間 何 等 技術 上 の 困難 を 伴 は な い . Baicb (ba 
ISDA D PRIS ILE LT EDI KD & OTE ( HB KALI る 
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ee ET TE 


‘PSPRAITE RR € Element は 各 の 配列 相互 の 結合 と に 於 て 作用 上 


の 必然 か 6 徹底 人 移 に 行き を ぐ ヾ いて 決定 され て 居る , この 各 有 要素 及び 
結合 の 形 能 上 の 意義 は 従 つて 非常 に こみ 入 5 中 を 々 一目瞭然 な ら ぬ も 
の が あぁ , EAHSHEEFZTNOREORLLSOTAMNSEDFFA 
It 0 12 SRE OAM ve BROMRO RERUTRE し て 和 吾 人 の 前 に 


| 供 せ る 時 に 研究 する 事 に よぅ 明瞭 に その 意義 を 探 5 2 る , 


この 荻生 の 階 列 は ゎぁ 一 定 の 例 に て は 多 て (の 時 期 を 通じ て 述 行 し て 
包め 得 , こ ヽ に は 長 系 統 的 皇位 の 二 三 の 各階 列 中 に た ける 比較 を 示さ る 
3262, Libella fulava に つい て , 

1," R,adius は K ヾ 一個 の R.scktor RAT. AOU (TR. 
+ b 軸 です ぐ Mediana DIKLHSTKRZL WACO. LT 
(hd TH し て 次 の 長 軸 に を ぅ て 走る . この 曲 る 点 は RK. sektor よ 
EZ EHE HAM. + M。 ミ ー つ の 二 表 的 連 癌 形成 胎 ち 間 橋 


_ にょ より 結合 さして 居る . 完成 竣 に 於 て は この 間 橋 が 全 〈 Rs の 初 部 


om! AO ZH HF HER TUE Km A Eh Rs DEM 


- の 閣 係 を 不 均 凌 類 の 全部 に て 証明 し う . FROHSENDA 1.5 m. 


m の 長 さ の 贅 に 於 て も 見 る 事 を 得る . 主 校 以 外 の 気管 は 営 時 猫 認め 
得 な い . ZUR の 交叉 が 個体 盛 生 に 於 て 其 の 甚だ 早 ぎ 時 期 に 湖 る 
も の で ある 事 が 解る 。 

2. 契 基 に 近 〈 存 する 三角 室 の 獲 特 の 構造 は 碁 忠生 を 見 て 説 内 し 5 
3. 爺 も を の 基 方 側 は 肛 方 に 向 ひ 居 曲 せ る CuDHO Cu, Cu, に 分 
が る る 前 の 部 分 に て 形成 され る . 前 絹 側 及び 残り の 側 は 之 れ に 反し 
M—Cu (中 骸 豚 間 ) 横 豚 と し て 示さ れる , 前 後 雨 胡 の 三角 室 の 形 に 


ける 更に 進み た る 分化 は た ゞ 機械 和久 適 應 の 現 旬 に て 形 問 的 に は 差別 . 


を 示し て た ら 69。 

3. Costa は 完成 次 中 最も 大 な る 豚 な れ ざ 他 の いづ れ の 豚 と も 同意 
義 的 構造 を 有 し な い . TNRFRORBH LS 5 BRL FMRI ow 
皮 か ら 6 成る の で ある. Costa DEE AT HOMO 45 O MBH L 
Zee EI RT TTV " 。 。 。  - 
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T Libella flava D{F Iz T RRO HAF) I= A AMR B.S L 
TICOBSHBRA SMI HR Ons. 祭 管 形成 に 開 し て は 之 れ に 反 
し て Costa 13 tt BRIE ARIZ OY ( Subcosta の 小枝 ょ 5 出 づる 連 
通せ る 側枝 に 相 営 する に すぎ な い . 

亜 科 均 次 類 (Calopteryx virgok UIschnura elegans) の 例 に つい 
て 見 る に 上 逃 の 不 均 次 類 の 型 式 は こ \ に は 正 営 に 常 て は ま 5 得 な い 

従 つ て 他 の 説明 を 要する . 従 来 の 考 は NEEDHAM SAP 
- いて な せん る 代表 的 研 究 は 全然 例 晴 申 に つい て 菅 は まる と ども の る Bes 
れ だ た が 著者 の 研究 に ょ も NRORMMOA THR SNF. © >» Mis 
る 如き 異 つ た 型式 の 存在 を 均 玩 上 類 に 認め る 必要 が ある 事 に な つた だ. 

I.Caloptery テ (Calopterighdae の 代表 者 と し て 本 局 を と る ) Ischn- 

ura(Agrionidae の 代表 者 と し て 本 属 を と る ) に 於 て は Rad. は 女 

支 せ ず . 即ち も R.s な し . RECu CORD AHR ( ABM: Tis 
之 れ は M, M。. Rs. M。M, で あぁ ある). BAMCRaSLAPKORRT 
ある この 事 質 は 最 后 及 最 后 前 鞭 ( 齢 ) に 於 て な し か に を そう で ある ゐる, 最 
3 BO. TAEKOBFIRRERAAT ZN I 5 以上 湖 
AENFI/=-Y27DWELIIEFNZNEN SNMOR. 

2 BAM RABDRRORWE BAD SOURTHS. NERS 
其 後 の 大 究 者 が 亜 科 Agrionidae, Lestinae の 仔 是 の 豚 の 構造 』 り R 
s な り と せる 考 は 位置 が 唱 に Rs の あ ゎ ある で き 部 位 に 営 せ る の み に て 略 
は M. の 枝 な 5 り 即 も M; @ 5 Calopteryx に て は 結節 よさ ERICH 
に 近 〈 存じ . Isehnura に て は 結節 の すぐ 近く 〈 に 存する 事 多く の 他 の - 
Agrioninae に ある さ 同 じ . し か る に Lestinae に て は 結 伺 より は る か 
に 先端 方 に あ 5. 和信 め に 其 れ の 独立 性 を 失 ひ M。 の 枝 の 如 《 な つて で 
居る . この 甚だ し て ずつ っ て 大 る Rs の 如 ( 見 @ ぁ 豚 は 長き 間 橋 に ょ 
5 M, M。 さ 結合 し て 居る . この 開 係 が 不 均 凌 類 の Rs 全く 同 係 
に 立て る 和信 ゅ 誤 を 超す 原因 ほぼ な る も ゎ 基 細 に 観察 する で Rs ミ し て の 
主要 な ぁ 要 素 を 欠い て 居る 事 が 解る . 即ち この 豚 の R か ら 起源 する 
か 否 か の 点 さ MiM。 の 交叉 の 状態 が 之 し で ある. この 二 点 は 著者 の 見 
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70M TRA ( BM OR Ra ona. で 新しき 説明 


を 以 て する で さよ (この 点 を 明 に し うる . Ed RARSEHaJE— - 
ふ に あ る . 問題 の Rs (IL ER MOR RRA EAT 
存する (Calopteryx 一 般 に Calopterigidae に て は ) 更に 先端 に 進み 
て 結節 に 近 〈 存する は Agrioninae AgrioinnaeD jA i= fk T HS 
BTS 5.( 本 亜 科 の ある も ぁ る の に て ょ 5 基部 に 近 き もの.) ょ 5 先端 に 近 
きも の あぁ )). 甚だ し 〈 先 端 に 近く (進み て M. OROM<( Fd MM, 
さ 間 橋 に ょ 5 結合 せら 6 る \ に 至る は Lestinae の 多 〈 の 特殊 点 の 一 に 
敷 ふ さき も の で ある .Lestinae に 於 て 見 掛 上 Rs の 如き も の が は る か 
に 甘 趣 源 を 基部 に 近 〈 引 す る は 全く 〈 間 橋 形 成 に より 5 か 〈 見 ゆる に す 
x3. Lestis ¢ CalopteryxO ZNO LRBOMBMV Bt ABEOM IC IE 


£4. PE nist Catop, に て は 結節 前 の 起源 は 本 座 の る の に LTB 


fist >. NM Lestes ぐ 不 均 類 次 と の 類似 赤見 掛 上 の ぉ の に すき 
ず 何 と なれ ば Rs の 如 (Lestis に 見 の ゆる は 全然 Rs に は あら ず . た ゞ 
耳 者 共通 の 点 は 同じ 部 分 に 間 橋 が 存 る 点 に ある . ( 抄 者 曰 〈 不 均 次 
類 の 豚 の 状態 及び 各 豚 の 名 稀 開 係 は 本 誌 第 - BEI NER KO 
附 彫 及び 其 の 説明 を 見 られ 度 し ) 


ne TE is 


@r- 72702 

大 阪 附近 で キン ヤン マ の で 化成 後 問 も な きも の 又は 可 な 5 時間 
の 経過 し て 居る さ 思 は れる も の で 一 見 〆 の 如き 色彩 を ゎ も 6 は す も の 
が あぁ る. 即ち 腹部 第 二 節 の 基 だ し 〈 色 を 早 し 殆 ゞ の で 見 まほ も が へ 
る も の が ある . 俗 に 子供 達 は ら あ (〆 の 事 ) ぺ に (の 事 ) ET OE 
5| MEME | KR ADM ABRs. 之 し が 後に ゃ 個 有 の 腹部 の 色 を 
革 す る か ざ う か は よく わか ら 6 ぬ AA が, これ で の の 「 っ れる BRS KUT 
S を つる 程度 に し か 効力 が な い (大 阪 附 近 で も 私 達 の 小さ か つた 時 
代 は 今日 以上 [トンボ つ 5 | が 流行 し て 居 た , を し て 許 に ギン ヤン マ を 
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つつ た も の で ある , LUDOETRAEUAKFEPZSTZI HR. 


見 うけ た .) XX や の 次 の 褐色 の 度 は 化成 後 時 間 の 経過 ぶ 共 に 増す 事 カ 
ワ ト ン ポア ィ 等 に 見 る ミ 同 様 て , 又 凌 の 色 の 増す で 共に 大 抵 は 腹部 第 
HOM MRAM BAe DOU, MEEIOHDRER, 大 小 
を き 征 比例 する 如 〈, LOR OMAK +S ORDERED BRE RAO 
の を つる に 最も 効果 が 大 で も る か 6 ら で あ る ” この 事 は 考 へ 様 に よぅ 
原因 は いづ れ に ある に せよ OMRVUGMHORIN ABR BA 
に 適合 せる 事 を 小 供 の 遊戯 が 証明 する 形 に な つて いる AU RUN 
坦 カ ゲロ ウ の 交尾 の 仕方 

トン ポポ の 交尾 程 人 の 目 に つく (も の は な い が , カゲ ロウ の 交尾 に つ 
いて 衣 の 事 質 を 見 た , 一 般 に 行 下る 事 資 か が どう か は 疑問 だ が 之 れ か 
一 般 和 釣 ミ する で ゲロ ウ の 〆 の 腹部 附 器 を 調べ さる た に 一 す 考 へ 方 を 
か へ て や ゃ を 同一 種 世 人 る に 可 な り 5 便 視 が ある 様 で ある 。 

カゲ ロウ の あ も る 種 の や が 水際 の 砂地 に 多 雪 に 静止 し て 居 た が , の 
か 又 多 敷 に 飛来 する , そし て 砂 上 を 可 な 5 早 〈 歩 いて に 近づく 〈, を 
- 負 か ら さび つ 〈 様 に し て を さら 6 へ 交尾 する が 交尾 後 プ は ぷ ば ず , さ 
SPS o , の は だ た だ や の 行動 に ま か す し て 次 を 動か る さ ない 交尾 
し 時 の 形 は の は その 下 に 入 5 同 方 向 を 向 ひ 長い 前 肢 は 2 の 後肢 
DN OWE LP の 徐 肢 は 下 度 〆 の 前 肢 の 膝 の 部 に ふき の 有 礎 節 以下 
は 前 方 に の ば す 。 時 ぐし て 中 肢 も 〆 の 前 肢 に の せ て 居る 事 が ある . の 
の 衣 の 後 端 は 届 曲 し て 反 韓 し 丁度 大 腹部 附 器 の 邊 を や OW TAE 
後方 より ゎ て る 。 交尾 は 一 多 商 程 つ づ 〈 事 が ある . 其 間 〆 は 僅か に 
尾 端 を うど ご かしゃ の 腹 端 さ 遠近 する 。 MUTA LCR se 肉 部 で 
ある 問 定 (陰茎 か ょ 思 は れる ) が 侍 つ て 動い て 居 て の が よ 〈 見 ら る ゐる . こ 
の 行動 に よ 5 考 へ る に 精液 射出 が 高等 な 貴 乳 動物 の ReHex に よる の 
を 折 を 一 に し 居る 様 で ある 。 

OLD RDEH ILO T 

BRhODS* +,OSPMLELATAZABAHUBRTASD, EHER 

ar CHOP LI -ELTERU MT Biin4, Forsoom OF 


Ss 7 


/ 
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LCRERRDZKRT II - EDEN KT FOU TREC OD 


* て 超 る 5 の と の 一 般 的 解 租 が の せ て ある . -EIHEHERIT AO 


12 & Schrekbewegung が ある 篇 め , そ と それから の が いれ 出 ら れず す に 光源 に 
達する の だ を ぅ で ちる , 弟 光 性 を と の も の の 解明 は ざ うす べき か は し ば 
ら 〈《 さ し た いて , こ の 事 宮 は 昆虫 に さ 5 茹 何 に も unzweckmaessig 

で ある 一 般 に 考 へ られ る . いつ か の 動物 遇 雑 誌 に 谷津 博士 が この 
目 航 に 適 は な い 性 質 は 一 度 火 に さん で 來 だ も の は 死滅 の 運命 を 荷 ょ ふ 
DVDEKRZDOLDOSRHIHLERTINAETHBAETZR IE UV T UB 
な い 。 で 延 じ て この 性 能 を 制す る に 足 ぁ 獲得 性 を 構成 し 得 ず , Me 
STMERrOFE-KITEENO—FEr IH Zn FERNEN る 
事 が 全然 不可 能 ど か ら 6 この 目前 に 適 は な い 姓 能 は 永久 に 消失 せ ず に 
居る の だ ら ょ で と 云 ぉ 様 な 事 が 書か れ て あつ た 。 其 後 の 東洋 先鞭 雑誌 
に は 更に 同様 の 事 が まそ ど め て か \N れ て あつ だ かさ 思ひ ふ が , LE 
BOWIE & Bt LOTS CMOPLE これ を 殺さ な い 光 源 例 へ 
KERDONMNSUTHEHDO OMBYA RITE 6L O46 DB, 
之 れ 即 も 生 丈 で ゎ る 。 HKOARBZBNKOM THO, DSHM— 
名 稀 不 明 是 吉 何 な ぁ る も の で あつ た か も る ぅ 上 選 れ た が 一 非常 に 多 〈 電 燈 に 
集 つ た 事 の ゎ る 其 の 時 其 中 の の "が 変 尾 し た の を 見 た , 此 一 組 の 其 後 
の 運命 は 知ら な い が , 都合 よ 〈 運 ん だ さ で し たら 6, この 一 組 か ら 多 敷 の 
子 次 が 生れ た で あら ふ 。 LNRRSROPO-MOS EIT 
い が 面 も 之 等 の 子孫 の 敷 は た を 6〈 この 時 来 た 他 の IDO HARRI 
し て も ぁ 充 分 それ を 償 ひ うる で あら ょ ふさ の 用 測 は 出来 る 。 VI ER 
に 来る カカ ガン ポポ 類 の 中 , 三 四 種 が 残 に 盛ん に 交尾 する を 見 る . Mi 
合 の 如き 大 形 の 〆\ が 各 一 匹 つ つ 來 て れ が 変 尾 し た の を 見 た . = 
等 の 基 後 の 運命 は 全 ( 知 ら な い が 交 尾 し た も の が , KL bday 
る 傾向 は た し か に ある , 遠 ざか 65 な い 洛 も 交尾 し た ま ゝ 静 上 する , > 
れ は 勿論 一 般 筋 で も る 。 最近 一 種 の カ ガ ン ボ が 無 敷 に 來 て 殆ど 
Make LICR LOPE Ai, この 例 で は た だ に の 交尾 に 止ま 6 
すず 交尾 し た 一 組 に 更に 一 二 基 だ し き は 三 匹 の ア が 加 は り 球 の 様 に な 
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つて , ItABEELZELR 〆\ の 外 の 〆 は 或 は 腹部 附 器 の 一 
部 を 強 ひ て の 腹 端 に 一 部 ひつ か け て 居る の が あり , LERCH 
せる に すぎ な い の も あつ だ た. それ は 科 朝 まで 静 止 し て 過 年 は 分 離し て 
各自 いざ づれ に か 去 つ て LEI, さそ に か 〈 か ふ ヽ \ る 考 合 超 光 性 が 交尾 
を 導き 又 た そら 〈 AOBH TAU LS2TH ORE BUNS, EF 
に か 〈 同 時 に 引 生 する 同種 の 昆虫 は 多 敷 で ある か ら 6 之 れ が 燈火 に 集 
る 事 は も る し それ に ょ より 5 死 な ず に すめ れ は 甚だ し い 利 益 に な る 考 へ 
得 5 れ る ., で 今後 は 昆虫 に と で 5 最も 不利 益 ( IT ABK EDEN DE 
義 を 持ち うる 機 信 が 多く な る 様 て ある 。 WIA CORERR 
hee LOR, 昆 是 の 超 光 性 は 後 で 現 は れ た も の で ある 以上 , B 
HBOESEFFRRBITBTECKOALIIHA LAIST 
MWKEOA AA BAA bods. LARMKCMAL TD 
る 。 ds LEBOHEHN OF EFT BL EILY LS ATI E 
Est BARI? 6 RRO IEEORM iia e ERI 開 す る 事 が 有明 に さ 
N4TH OA AR OMSNR-CLBHAY OCCA TAHT ISAC 
NR ( SAHA BRS On CRASORKE UO 開 
係 $ な い 事 勿論 で ある 。 

OLSON | 

蝶 酸 を 合 む 事 か ら 6 一 般 に 昆 員 の 有する 刺 毒 は 主として 有機 酸 ぐ 
の み 解 せら れ て 居 た らし い が 。 Raids WER RRESCHAT 
る らし い \ 考 へ ら 5 れる 才 合 も わる . し て 見 る 其 毒 液 は 時 に 酸 そ は 
な くし て 和 蛋白 性 の も る の で な 《 て な ら 6 な い ど 云 ふ 事 に な る , た を ら 〈 重 
自 性 の も る の が わあ る ミ 思 ふ 。 切 に 御 示 薇 を 名 ょ 。 


@H AD EHI 
起 を 記載 する の に 島々 に ょ より 分 つや 5 方 は 簡単 で 便利 な 様 で ある が 
あん まり 事 貨 上 の 効果 は な く 〈 多 て 〈, 無 意義 に 近い 。、 bY LA-—-HRR 
の 産地 を 記す さき で あら 5 ょ ふ が 。 之 は 又 炉 雑 で ゎ ある . も し 便宜 上 大 別 - 
し て 云 は ふ ど すれ ば ざ うし た ら ょ いか. 日 本 の 大 部 偽 は 蒼 北 洲 系 で 一 
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BBP REM AOTHS, HRENZOR BUELL TER 
九 湖南 部 、 WRISERRIIENERIE FH FREI TELTE 
3. TEIHHFWIEHRCH —- TE AREBISANTSIAAO 
BECHS,. EIrBEINATUOTIRERTEER SC RER AHOHR 
が 甚だ し い , (RUC BACK, 千島 , 北海 道 は プラ キス トン 線 に 
It RE DAITOA, が 真司 分 線 は 怪 岸 相互 の 基 だ し い 接 近 
に より 5 可 な 5 混 負 され うる で 思 は れる , 青森 あたり 5 の 昌 赴 を 一 顧 す 
る で 思 年 に すぎ る 、 旦 裏 日 本 に そ ふ て 昆 起 の 分 布 は 南下 し , な お を ら 6 
〈 刷 島 間 迄 も 達し て 居る 様 で ある 。 鳥取 附近 の 蝶 相 が 甚だ し く 興味 
が あつ た の は , こん な 事 賀 に 注意 する 事 に より 更に 深め 5 れる , こ 
の 場合 在 日 本 海岸 を 洗 ょ 寒流 と は 反 翌 方 向 に 分 布 が 撫 が つて 居 る . 地 
質 撮 艇 に ご 最近 に 分 れ た 朝鮮 = 内 地 そ の 開 係 に つい て は 充 代 解 つ 
て 居 な い 様 で 三宅 博士 の 隙 岐 島 の 鱗 閉 類 相 の 研究 は 注意 に 値する が 
。 この 点 に 開 し 何 物 か を 星 す か 否 か に むし ろ 疑 問 で あ る, 市 河 氏 の 洒 州 

島 の 観察 も あん まり 5 朝鮮 に 近 ず きる 急 ゅ 坦 岐 , BROMFIS 35 4 
BS しい 勿論 朝鮮 の 昆 引 相 は ざ うし て も も つ ミ 研究 せ ね ば な らん 4 ん 航 
DARZIITEE? の 東 薬 温泉 に 無 敷 に 居る で 云 ょ 様 な 一 事 質 ぐ 
5 い は 何 に る な ら 6 な い . 奮 北 洲 系 、 日 本 固有 系 . 東洋 洲 系 で も し 
RO PRR OBB EM CNTR ROP, 小熊 旦 士 は タカ 
FF? 77 bORS CHE MIAH RR SN RE BZ 
CHS LR MBL ii ie Dp AWOARe PR ENTF eA € 
、 す ぁ る 考 を 逃 べ 5 れ た 事 が あつ た 様 に 思ふ 。 と に か く 〈 少 〈 も 今後 更に 
充分 注意 さる べき は 分 布 居 城 の 分 界 く それ に 附 奥 すぐ き 名 租 さ で bd 
Ge, GEIST) 
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報 I25 ). 
2o 新島 善 直 外 二名 一 コカ ネム シ の 彼 害 及び 騙 除 に 開 す る 研究 
報告 (B—) HA PAAKSRAKS HAMAR ERE ) 
2r 長野 菊次郎 一 一 チチ ヤミ ノ ガ 生活 史 に 就き T( RELA) 
22 山田 保 治 , 長 野菊 炊 郎 一 サマ ラビ ウ ハ バ に 就き TC AELAA RK) 
23 PM BR — = {Ee ROK HT 4 BATE (AE) 
24 Fe BPA RAS — BEROBETOST(ALE) 
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1 MaTsumurA,S,—A List of the Japanese and Formosan 
Cicadidae, with Description of new Species and Genera 
(Trans. Sapporo Nat. His. Soc. Vol. VI. Pt. 3.) 
2 Okamoto. H,—On the Life History of the Apple Fruit 
Miner, Argyresthia conjugella Zerı(ibdem.) 
3 Taxizawa.M.,—Some new Species of Coccinellidae 


in Japan— I (ibdem. ). 
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100 sp., Heterocera ca. 500 sp. and Odo- 
nata ca. 50 sp., unset, in envelopes. 
Desiderata—Lepidoptera and Odonata 
of the world. Akio Nohira, I[chijoji, 
Otagi-gun, Kyoto, Japan. 
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Trichoptera of the world. Satoru Kuwa. 
yama, Nishi 12 chome, Minami 2 jo, Sap- 
poro, Japan. 
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Lepidoptera. Desiderata—Lepidoptera 
of the world. Iwahiko Sugitani, 3rd 
High School, Kyoto, Japan. 
@Duplicates—Lepidoptera of Japan. 
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Kichizo Takeuchi, 4-chome, Minami- 
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Coleoptera. Desiderata—Lepidoptera and 
Coleoptera of the world. Shiujiro Hira- 
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@Puplicates — Japanese Formicidae. 
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Cho Teranishi, The Tokyo Nögyö Univ- 
ersity, Tokyo, Japan. 
@1 offer in exchange for Myrmeleonidae, 
Chrysopidae, Hemerobiidae, and Mantisp- 
idae determined Odonata, Neuroptera and 
other insects. Esben Petersen, Silkeborg, 
Denmark. 
@Puplicates 一 Hymenoptera and other 
insects of Japan. Desiderata—Hymeno- 
ptera of all parts of the world. Nobu- 
yoshi Tozawa, No. 367, Kitano-Komatsu- 
bara-cho, Kitaku, Osaka, Japan. 
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A HISTOLOGICAL STUDY ON COMPOUND EYES OF. 


DRAGONFLIES.* ansenlar 
BY ASSIST. PROF. K. OGUMA, Wogakushi, F.E.S. 
(Plate II) 
ley ER OA St AY WE FE 
(SIE) 


ReEI 小 BE OH KHARSBEcA 


へ へ へ OO 


fs Sk LRRD Bice TEC ROBE Lie ABU. 左右 
DEIRUAEr BAIR Ic ST THEA L BOSE® fT 12. ED BN aa RS HE 
に 超 ら て 下方 に 延長 し た れ ば 頭 部 の 大 年 は 此 の 複眼 の 占領 する 所 と 
な れ り 5。 后 く の 如 〈( 其 の 息 育 著 し け れ ば 古座 複眼 の 研究 者 に し て 多 
少な が 6 靖 内 に 鯛 し し 者 多き は 誠に 逆 あ りさ 云 ふ 可 し 。 され ぐ ざ 複 眼 
の 題 微 角 角 構 造 を 詳 輝 し た る 者 に 到 り て は 不思議 に HOLE TB 
が X GRENACHER (1879), EXNER (1891), VIGIER ( IoOt ) 及 び ZIMMER- 
MANN (19:4) の 四 氏 を 等 で れ ば 足し 5. GRENACHER は 彼 の 大 著 の 中 
に 共 て 小 網膜 細胞 核 が 一 般 他 の 昌 剖 に 比 し て 小 敷 に 三 府 る を 明 に し , 
EXNER は 同 一 復 限 に 於 て も 上 方 部 を 構成 せる 小 眠 と 下方 部 を 構成 せ 
る 小 眠 と は 形態 に 於 て 閉 し き 相 異 あ る 事 を 愛 見 し , 従 て 雨 者 の 間 生 に 
理 上 の 相 異 の る 可 き 事 を 結論 し 5. VicrsR WMD TH Sa BKB 


へ ヽ へ へ 


。 *Resumé see p. 17. 
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が ら 晴 内 の 複眼 は 他 の 総 の 複眼 に 見 ざる 調節 器官 を 有する 事 を 報せ 
HD. 最後 に ZrvwgkwANN は 最も 廣 注 な る 研究 を な し 能 〈 先 人 の 誤 を 
正 し た る も 不幸 に し て 上 記 VreGrER の 論文 ある を 知 5 ず , Bar 
人 人 が 特に 注意 を 要 す 可 き 調 節 器 官 に 開 し て 一 言 も 及ば ざ 5 RER 
な り b で 支 は ざる 可 が ら 6 ず , 

余 が 見 の ー 符 の 論 娘 は まぐ し て 組織 単 航 の 事項 を 論じ 其 の 生理 論 
に 立ち入る 事 極め て 僅 な 5. ME By b > KH (Somatochlora 


ER viridiaenea) RO 7 +7 HH (Sympetrum frequense) の 二 種 を 用 


O28 て 札幌 附近 に 於 て 探 集 し フラ フォルマ リ サン, アル シュ ネ ホー アル, 氷 酷 酸 
混合 液 に て 固定 し , ペラ フキ ン 及 び も オデ ン 雨 痢 の 基 片 を 作り て 
研究 せり. 又 色 素 を 肌色 せん 有 答 に は 12% の 王 水 を 用 ひ て 姓 結 果 
を 得 た 5。 和 祭 細 針 を 以 て 各 小 眼 を 分 離し た る 標本 も 参考 に 供し た る 
が 此 の 法 は 本 研究 に は 基 だ 有力 な る を 知る に 到 れ 5。 

本 研究 に 開 し 余 が 基 だ 困難 を 威 ぜ し 姿 考 書 類 の 葛 集 に 開 し 内 帥 理 

産 博士 入 田 三郎 先生 , 丼 に 渡瀬 庄三郎 先生 の 御 助 力 に 預り た る 事 了 本 め 
TRIEBE 謝意 を 表せ ん さす . 又 営 時 英 京 に 在 5 LRZES 
博士 武田 久吉 君 は 余 の 請 に ょ 5 THBST ABBR ON BOCA 
研究 の 完成 を と 速 か な らし びる を 得 た 5 深 て 謝意 を 表す .。 
_ 組織 先 的 見 地 ょ 5 昆 時 の 複眼 を 分 類 し て 無 品 型 (Acone type), He 
草 弄 (Pseudocone type) KU IA. fy #9 (Eucone type) の 三 型 き な す 事 は 
GRENACHER(1879) DES TEALHUL LTR -MRBBOHS AM 
35, WMLCHBOERURAHFULBT. Re Rimes 
達し た る 者 に し て 角膜 (Cornea) DIA Ptt BEOAA (Crystalline 
cone) を 有する を 以 て 他 さ 異な 5, 模範 的 の 複眼 と LT HORA 
書 等 に 引用 せ 5 る \ 所 の 者 な I, SHOBEEDAKLERTIXROM 
wa | 

EHR ve He Lt SPARC Omma) は ta tc CRM LEO 
eit. D な る ゐる 、 前 者 に は 最 外 部 に 存する 角膜 レン デ (Corneal lens ) £ 
基 の 下部 に 在 る 品 体 を 算 へ , 唱 体 の 最上 端 に は 四 個 の 品 体 核 (Cone 
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nuclei) 又 は ゼム ペル 氏 核 (Semper's nuclei) 23T. 後者 は 敷 個 の 長 
。 形 細胞 ょ 5 成立 する 小 網膜 (Retinula) に し て 其 の 中 心 部 に 穫 明 性 の 
FEAR (Rhabdome) を 抱け 5。 面 し て 各 小 眼 の 間 障 に は 色素 細胞 
_ (Pigment cells) あ ぅ 5 て 剰余 の 光線 を 吸 履 する の 用 を 和信 せ ?. BTV. 
。 上 の 各部 が 晴 唄 に 於 て は 如何 な る 訳 態 に な し る か を 見 ん に 面白 き 事 
_ せ 同一 の 複眼 に 於 ける 各 小 眼 は 綿 て 一 様 な る 構造 を 有する 者 に 非 ず 
し て 部 分 に 條 5 二 様 の 相 異 ある 事 な 5。 誰 も 知る 如 〈 帳 内 の 複眼 は 
上 部 < 下部 て 色彩 を 異 に し , 上 部 は 一 般 に 鯉 色 な いざ も 下部 は 概して 
瞳 色 を 呈し た 5。 此 の 南部 に 存在 する 小 眼 は 各部 に 於 て 構造 上 の 相 
異 あ ぅ 以 て 所 詩 重 複 旧 (Doppelauge) を な す 。 重 複眼 だ は 一 個 の 複 上 
中 基 れ を 構成 する 小 眼 に 二 様 の 種類 ゎ る 者 の 調 に し て 双 凌 頼 の 雄 , 
時 明 類 の 雑 , 草 に 水棲 生 次 頼 の 如き は 総 て 之 な 5。 面 し て 上 部 に ある 
小 眼 を 頂 眠 (Vertical eyes) 又は 上 眼 (Dorsal eyes) & FU FABLE 
成す る 小 眼 を 側 眼 (LLateral eyes) X (2 P AR( Ventral eyes) さ 名 づく 
DEI L dF hn 赤 一 個 純 然 た る 重複 上限 に し て 上 眼下 
眠 と は 明 に 構造 を 異 に し 且つ 雌雄 共に 同様 な 5。 OBB 
Exner (1891) に 依り て 記 逃 せ られ 上 眼 は 形 大 き 〈 LO RBB 
有明 な る 色素 を 有 し , PIRRZUERLUBBI DS (BOB RB ODE 
素 を 合 有 する 事 一 般 に 知れ 互 る に 到 れ 5. 然 れ ざ も 以上 の 他 に 何 ほ 
雨 者 の 間 に 著 し き 相 異 あ る 事 は 同氏 に 依 ゅ て 知ら れず 又 最 近 の 研究 
者 ZIMMERMANN (1911) SECHS LESER FT. AM 
の 各部 に 就き て 両者 の 異同 を 詳 記 すれ ば 区 の 如 し . 
(1) 角膜 レン 及び 唱 体 (Corneal lens and Crystaline cone). 
Flu vy x (c) は 三 個 の レン ズ の 合成 せる 者 な る 事 上 下 両 眼 共に 
同じ 。 其 の 第 一 は 最 外 部 に ある 薄 き 者 に し て 西 思 レ ンズ な 5。 第 二 
の 痢 は 両 凸 レン ズ に し て 前 者 第 三 者 と の 間 に 拓 ま る 。 第 三 の 者 は 
最 ぁ 太く 凹凸 レン ズ に し て 其 の 後方 の 凸 面 を 以 て 品 体 に 連 る (第 一 
賠 , 二 賠 肥 び 三 賠 座 照 )、 三 者 何れ も 貸 皮 細胞 の 分 泌 物 た る キチ ン 層 
に し て 多 敷 の 薄板 を 積み 重ね だ る が 如き 観 あ 5. 其 の 全体 の 厚 さ は 
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了 エゾ トン ポ に て MEE SPIT Lit LIP 0.109 mm, PARRA 
0,065 mm あ 5. 

晶 体 (k) 2 OA Osa OSA + 6 EIER I WARE RAAB eS 
し 最も 幅 廣 き 部 を 以 て 角膜 レン ズ に 接し 其 の 部 に 四 個 の ぞ ょ ぁ べ ん ル 氏 
核 (kk) を 存 す 。 品 体 の 大 さ は 各部 に 於 て 大 な る 北 化 あり , BIRD 
示 に て 側 定 せる に 区 の 結果 を 得 た 5. 


唱 体 の 長き 3 | EERO Wis 
HE 0.167 mm (4) 0.051 mm, (2) 
下 眠 0.145 mm ( 周 ) 0.038 mm, ( 同 ) 


hat sare Libellulinae に 属す る 各種 は 此 の 両者 の 差異 克 に 著 し 
(一 方 は 他方 に 比 し 二 倍 に 近 き 大 きる を 有 せ り 5. 一 例 さ で し て Exner 
氏 が 側 定 せ し Sympetrum vulgatum の 電 合 を 示さ ん . 

角膜 表面 よ 5 唱 体 の 下端 迄 4 MARHDIE 
EHE 0.216 mm 0.058 mm, 
“PHE 0.133 mm 0.023 mm, 
(2) 小 網 膜 (Retinula ) 

靖 内 の 小 綱 膜 (R) を 形成 せる 胞 は 極め て 細長 に し て 且つ 其 の 全 
長 を 通じ て 殆 ざ 同一 幅員 を 有 し 唯 , 大 形 な る 核 を 合 有 する 部 芳 の み 多 
Sisriz >, WO pMERSRLCRMD Mi t > MIT SBT AM 
ERZAHBSALRESNTERECH TUR ORHLH AUGE 
MMi /Ue AS LEM LASER AEDA GRENACHER FR 
DBRS Gen 5. 然るに 最近 Zimmermann 氏 は 幼虫 5 
成 目 に 畿 ぁ 間 に 於 て 能 ( 小 綱 膜 細胞 を 研究 LO HR DIR 
- は 近 は 入 個 の 胞 ょ り 5 成る 痢 に し て 上 記 Grenacuer 氏 の 結果 は 誤 
> esc Bnd, HLTEFNR OA TATTOO HR I 
5 岳 に 到 る 五 個 は 小 網 膜 の 外 端 に 存 し 第 六 は 少し く 下 5, 第 七 及 び . 
八 の 二 個 は 更に 作 に 下部 に 存在 する 故 全 泌 五 個 読め 信じ た る 人 々 は 

_ 此 の 第 一 よ 5 弄 に 到 る 端 部 の 者 の み を 見 て 他 を 見 逃し た る に 相 凌 な 
ae RS 
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FAK HH ZIERT AH OBE 4 Pe BPA KE VAR 
研究 者 の 討議 に 上 れ 5. 然るに 1901 年 に 到 り Hesse 氏 2H LHW 
全体 を 通じ て 小 網膜 は 八 個 の 絆 胸 + 5 成立 する 者 な る を 主 ひ , 往々 
七 個 の 核 を 見 る 場合 ある は 其 の 内 の 一 個 が 消失 し た る に 過す さ 世 せ 
5 。 次 で KiRcggorEER (1907) (APRIL TAMAR Eo, 
TuHonas (1911) WERE FAT BEpau (1911) は 水 棒 年 凌 類 に 於 て 
同様 な る 結果 を 得 た 5。 Bt BH GEYER (1912) ARMENHFE 
る 研究 を 途 げ 其 の 綿 に 於 て 八 個 説 を 護 明 する に 到 れ 5。 此 の 際 に 営 
5 ZIMMERMANN (IgI4 JR II kb TEU LI YO BOR AFGHAN 
LEHRAUIÜHLLTSRÄNGESLUBBERSML, 

ZRZOHELPRTEANBERLET ZER SI MOHAE I 
OBRTDHLTFEALT dd, MEMHROMARGKBRO LAER 
ISFIEFRSKHOTELK EM FAT, BAURELHGZ 
一 個 は 退化 消 夫 し た る 者 に 相 異 な し 。ZrwwgR (1898) DRFHRRALL T 
七 個 の 核 を 見 た る も 恐らく 同様 に 入 個 の 中 の 一 個 が 消失 し た る 培 合 
な る 可 Ll, BIDAR RT Dierrics (1909) » Ri EMU FOR 
SAG OT TI VE OH LI MT ABR ARLE 
に 現存 せ る 核 の 敷 の み を以て 其 の 成 生 細胞 の 敷 を 断 ず る の 不可 な る 
を 示す 者 に 非 ず やや 。 此 〈 し て 靖 吸 の 小 網膜 は 入 個 の 細胞 ょ り 形 成せ 
65 る ゝ 事 を 信 ず 可 き 理 充分 に あり 5, UWITRARZN FERN ALT, 

包 に 記せ し が 如く 〈 己 に Zimmermann KIEL AUTOR 
め た り 5, され ざ 氏 は 上 眼下 眼 を 司 別 し て 論 ぜ ざり LU RT ZOO HR 
で 比較 する 事 生 や 困難 な る 者 あり , 芋 つ 何 れ に し て も 余 の 境 合 に て 
AZOPEMIEI IA TRE RI LA HRS ABU FIMA BML, 

- EARS — Tal) LAT AMOK HORT AB Sc HE 
262. Sze Re RAR HL THVT BH Rk, は 小 網膜 の 最 
、 外 端 に あ 5 て 形 小さ し 。 第 二 核 Rk。 は 極め て 細く 〈 し て 雨 端 内 5, 前 
者 ょ 5 進 に 下 5 提 状 体 に 鶴 接し て 存 す 。 第 三 核 世 至 第 六 核 Rks_。 の 
四 個 は 殆 ざ 同 大 同形 基 だ 大 8〈 し て 各自 刊 然 せ る 仁 を 有 し 第 二 核 ょ 
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SPU PRCHLSEHT RZ. KERN IF 
FIMMORZERTHL (LE), BERUBADME Rk,_ IE 
Was ( BOBS L MRC LCRA HL TEA GS, 
in UCTHORMB Rk 。 の 更に 下方 な 5. 

下 服 (第 二 賠 ) に 於 て は 第 一 槻 は 前 者 と 同じ 〈 小 網膜 の 外 端 に あれ 
ざ も 少し 〈 前 者 に 比 し て 下 5, 第 二 核 に 相 営 する 者 は 全然 之 れ を 胎 
見 する 事 な し , 第 三 万 至 第 夫 の 四 核 は 前 者 に 於 ける が 加 〈 最大 に し 
て 小 網 膜 の 殖 ざ 申 央 部 に 集 り 5 た 5。 面 し て 第 七 及 び 第 入 の 二 核 は 甚 
だ し 〈 下 5 基底 膜 (Basement membrane) の 直前 に 相 既 し て 並び 其 の 
形 は 策 や 最大 な る 者 に 似 た し れ ざ 少し 〈 小 形 な 5. 

之 れ を 以 て 製 る に 何れ の 場合 に し て も Zimmermann K9°5 DAM 

NE ee ee 
常に 其 の 部 に 存する を 知る . 

余 の 研究 せる 所 に 依 れ ば 第 二 核 は 唯 上 眼 に の み 残り 下 眠 に は 認 ザ 
る 事 な し , 双 第 七 核 を 第 入 核 を は 上 眼 に 於 て 退化 し 下 眠 に 於 て は 未 
だ 退化 せ ず , 面 し て 第 一 核 は 其 の 大 さよ ょ 5 刊 断 し て 雨 眠 基 に 退化 の 
年 途 に ある 者 と 認 む 可 し 。 之 を 以 て 人 ずる に 上 眼 に て は 第 三 万 至 第 
六 の 四 個 が 重要 な る 小 網膜 の 機能 に 参 典 し , 下 眼 に あり て は 更に 之 
- れ に 第 七 第 信 の 二 核 を 加 へ 都合 六 個 の 核 が 重要 な る 部 多 を 作る 事 明 
>, 此 U の 事 換 は 次 に 小 網膜 内 に 浸入 せ る 末 経 を 調査 する に 及び て 
一 大興 味 を 深 ふ る 者 な b り . 

AMBER 3 MIREÄRHE (Nerve fibres) に 開 し て も 吉 奈 読 あ 5 
_ され ざ 一 般 に 信 な せら る \ 所 は 幾 個 か の 宮 経 織 維 は 基底 膜 を 貫き て 小 
_ 網膜 内 に 入り 込め る 事 な 5。 唯 其 の 敷 と 何 の 邊 迄 浸入 せる が かさ 云 ふ 
点 に 就 て は 一 定 す る 所 な し 。 Hesse (1901) HERR PA L 72 2 
PKS ( 小 網膜 の 横断 面 に て ば 放射 状 を 星 す ) FRA ZN HER 
幾 維 (Nerve fibrilles) € #t# 5. ZrmmMEMANN (1914) は $52} Aschna 
cyanea (PTZ MET RCS LDR A 5 込み た る 福 経 
織 維 は 幾多 の 細 き 原 織 維 に 分 た れ 基 の 端 を 以 て 杏 汰 体 に 接 績 する さ 
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BOO, BBITRFOZSIM MEER bd BA THA RU ES 
ANd O Reis BSL Liz (2a, 25 彫 を 見 よ ), SNE KweUTEAL 
HRS BRHE TS > MBE TF SIBLE. ME TNiLKhOR a 
ELFECHTOARRTSNERUM TUR L TA ZB HEN 
ば な り 5。 

然し な が GBevau (rorr) の 如 ( RU DC DRINK RAF FEB 
る 議論 に SAAT ORES, 余 は 明 に 余 の 材料 に 於 て 其 し を 見 た れ ば 
な 5. BR BRE LEBEN TUR, PARI TARY DMA Be 
出す る 事 決し て 難 事 に 非 ず 。 即 も 第 1b ik LER BS—-ED eb の 高 
き に 於 て 切断 せる 者 に し て 四 個 の 織 維 が 白き 間隙 内 に 存する 事 を 明 
瞭 に 認め 得 ベ べし 。 面 し て 此 の 往 経 繊維 は 基底 膜 よ 5 簿 時 上 方 に 追跡 
する を 得 可 きも 第 三 乃至 第 六 核 手前 に て 潤 炊 細 ( PNAORME 
5 紫 れ 等 の 核 を 越 る て 其 の 上 方 に は 決し て 胡 見 せ ず . 巡 に 注意 す 可 
_ き は 此 等 四 本 の 訂 経 織 維 の 存する 位置 が 正 に 第 三 万 至 第 太 核 の 在 る 
場所 と 一 皿 す る 事 な ) (la fal lb fa] ¥ Hwee 1), 

次 に 下 眼 の 横 世 切片 を 作 5 て 捧 す る に 同じ 〈 第 三 万 至 第 六 核 以上 
の 部 に は 玉 経 織 維 存在 の 形跡 無く 其 し ょ 5 下 5 て 始め て 四 本 の 組 維 
を 融 見 し 且つ 其 の 位置 が 正 に 第 三 刀 至 第 六 核 の 位置 き を 一 致 せ る を 見 
る 。 今 下 眼 (第 二 園 ) を a に て 切り て 見 れ ば (2a Hl) BERBAKO 
上 下 に 各 二 本 の 織 維 を 認可 し 。 更に 之 し れ し ょ 5 少し (下方 b 部 に て 
横 秘 面 を 作 し ば (BE) EL SHORESTEIELRENBOE 5 
pit Bit noc eT, 

此 等 の 事 綿 よ MUTA [ EAR T 2 DO MM ds HERR DO 
機能 を 有 し 下 眼 に て は 六 個 の 細胞 が それ を 有 す 」 る 事 を 結論 せん さ 
す 。 之 れ 各 小 網膜 が 所 有する 最大 形 細 胞 村 の 敷 相 並び て 最も 有理 
な が りさ 信 ず . 

成 革 せ る 幼 昌 の 複眼 が 左 太 に 小さ き 鍋 頭 状 突起 を 有する 事 は Zrw- 
MERMANN 氏 が Cordulia (Samatochlora) metrllica KH TAI LG 
ORHMEIERT S-MROA DEO RAL IR T ABR BE 
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する は 基 の 構造 よ 5 見 て 極め て 明 な 5。 APB FORCE 
RORELBAT >). 怒 ち 此 の 小 部 を 構成 する 小 眼 は 第 四 略 に 示 し 
た る が 如 〈 形 こそ を 小さ けれ 根本 の 形 能 に 於 て 何等 成 吊 の 小 眼 8 異な 
る 所 な し . 面 し て 此 の 小 眼 の 小 綱 膜 に 於 て 明瞭 に 入 個 の 核 を 認 む る 
事 は 八 個 読 を 確 む る 有力 な る 誇 た る で し 。 72SHOBSE TRAE 
の 核 の 排列 法 少し ( 成 目 の 場合 と 異な 5 五 個 の 異な り た る 高 さ に 配 
At られ 第 三 及び 第 四 核 と 第 一 及び 第 六 核 と は 可 な 5 半 〈 隔 れる を 
BS, 且つ 何れ の 核 も 皆 殆 ど 同 大 に し て 少し ゃ 退化 縮 ホ の 跡 な し 。 
以上 の 如 〈 小 網膜 細胞 は 元 来 入 個 を 算 ふ る 事 疾 も 疑 ふ の 余地 な し 
た ゞ 人 狼 個 の 核 の 配列 法 は 部 何 な る 場合 に て も Zimmermann DEE 
一 致 せ ざる は 密 ろ 不思議 な 5. 

小 網膜 の 全長 は 上 眼下 眠 に 於 て 異な 5 前 者 に 於 て は 一 般 に 著しく 
EILTEH 084mm EL, 下 眼 に て は 相 均 0.685 mm LER, 
(3) #3 # 体 (Rhabdome ) 

小 綱 膜 の 中 心 部 に 存する 西 湊 体 の 形 汰 は Zimmermann Ken 
_ 彫 柱 形状 な 5 り 。 され ざ 余 の 研究 に 人 て ば 唯 下 眼 に 於 て の み 彫 柱 形 に 
- し て 上 眠 に 於 て は 著 し 〈 異 5 た る 形状 を 有 す 。 試 に 第 地 彫 及び 地 周 
を 見 ょ . 爾 者 基 に 上 眼 の 横断 面 に し て 程 汰 体 は 三叉 汰 を 呈し 且つ 周 
it 4epk 2 4 RKO MI b> THs HEH BORO DOA RE 
7) HBS RE et BRA eS LL, BAe Be Pak Liz Bie 
る D= VK PANE eR LBC BOR MAR=MO V 
= IEAE AK ps ( Rhabdomeres) Ib MIL GS > SPETTAARE 7S 5. 
FEUD =OMIRA BRC も 五 に 同一 の 角度 に て 相 接 す る 事 な 
〈 腕 に 依 5 て 拓 ま れ た る 三 個 の 角 の 内 , 一 個 は 必ず 他 の 二 角 よ ょ 5 大 
Rh, 余 の 測定 に 仮 れ ば 大 な る 角 は 常に 130—140 度 に し て 小 な る 
角 は rro 一 rr5 度 な 5。 此 の 角度 の 相 異 は 可 状 体 構成 に 剛 す る 形態 
員 角 の 理由 と 基 の 生理 作用 ょ 5 見 て 特殊 の 意味 を 具有 する 者 な 5 ん 
$ 余 は 本 秒 に 於 て 後 考 に 鯛 る > BBR TARE T, 唯 前 者 に 開 し 
て 多少 の 説明 を 加 へ 得る に 過ぎ ざる な 5。 巳 に 前 節 に 逃 べ た る が 如 
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(EIR TAT ORES AT ANAL LT HOB A 
ICM BMI Bs, WOM eB UT BS (lap 
WAR ISIE & BLAOSMOBA TE BIER MD Abin © 
WYAFRAOMEK SS, WHLTHB SEAL OBOUMMOM< し 
TOM RHC BELT LAORESADSFKE 2H LENS © 
Smt >, SAK) TH CRAKE RMO MI HT AE 
が 不 等 に し て 一 角 の み 常 に 大 な る 事 は 其 の 角 に 面 し て 二 大 核 を 有 す 
る に 原因 する を 赴 5 得 べし 。 人 然し 年 ら 程 汰 体 の 形状 ょ 5 察し て 夫 れ 
を 分 汐 し た る 細胞 は 三 個 な 5 と 信じ 得 べ き に 係ら ず 近 は 核 の 敷 ょ 5 
IB LT AO ANIA OS RIE ie cB Lie os BOs BRE 
議 な り 。 恐 6〈 大 な る 角度 を 現 は せる V 字 形 程 状 小 体 は 必ず 二 個 の 
ea 5 即 泌 せ 5 れ 他 の 小 な る 角 を 示す 二 個 の VFB DD ARISE 
一 個 の 細胞 ょ り 5 形 成せ られ だ ゎぁ も の な り 5. S$CHOBRKROBEYR 
に する 配 は ざる は 甚だ 遣 候 な 5. 
(4) 色素 及び 色素 細胞 (Pigment and Pigment Ent ) 

- 小 眼 は 互 に 色素 細胞 に よぅ て 隔離 せら る . 此 等 色素 細胞 中 に 合 有 
せら る ヽ \ 色 素 粒 は 上 眼 に て 黄 褐 色 , FAR CB BAU Ott Ax 
の み を 以 て 刊 す る も 上 眼 眠 の 別 は 自ら 明瞭 な り . EMO ER, 
せら る ヽ 人 色素 細胞 次 の 如 し . 

a FBF Principal pigment cells. 
b 副 色 素 細胞 Accessory pigment celis. 
c 網膜 色素 細胞 Retina pigment cells. 

以上 三種 の 中 a 及び b の 二 者 は 小 眼 の 上 端 に 在り て 唱 体 を 包み 所 
情 光 彩 (hs ) を 形成 し c は 小 網膜 の 底部 に 存 し 小 眠 の 基部 を 包 . 

a BAU, 紫 の 細胞 は 各 小 眼 に 就 て 唯 二 個 を 限 5, Bike 
au. HOR (Pzk) 2HAKOR FUN DH AMID ABE MA 
THESBELTTADML, ILO, 擬 唱 眼 及 無 晶 眠 
OMNI SoH CMR BRR GS, AERO TR 
ZB TSB Cd CA we (RI ea Re) 
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COMPS > TERFAAHT SL IMOMMLZRAT. hOK 
角膜 成 生 細胞 (Corneagenous cells ) OZ £ THIEN BK 2 #5 Hesse 
KOEI id THLOMMS +RRMMC は 成 生前 に 相同 の 者 な る 
事 知 ら ゎ ヽ に 到 れ むり. 例 へ ば 氏 に よれ ば 衣 魚 (Lepisma) に て は 此 の 
角膜 成 生 細胞 は 多少 側面 に 偏 し て 存 し 且つ 多少 の 色素 粒 を 合 有 し 年 
ば 主 色素 細胞 の 形態 を 現 は す を 見 る べし 。2Z の wwERwANN 氏 は m 
於 て 詩 色 素 細胞 が 初め 角膜 に 接し て 存 し , BEOBELATERT 
方 に 退き 次 に 成虫 鞭 に 着 す る や 己 記 の 如 〈《 主として 品 体 の 下部 を 包 
U i B) 6 e BL Hesse 以来 の 設 を 確 わ むる に 到 り ぬ 。 此 れ 誠 に 首 育 

し 得 ベ べき 事 に し て 恐 6〈 何 人 も 異議 あ 唱 ふ る の 余地 な か らん 。 in 
ざ 氏 は 更に 進み て 此 の 細胞 の 主要 部 は 品 体 の 最 下 端 に あれ ざ 其 の 一 
端 は 決し て 角膜 を 離れ ず し て ぜ ょ ふ べ ん 氏 核 の 上 測 方 ょ 5 唱 体 と 角膜 
で その間 に 割 5 込み て 残留 す と 記載 せる は 層 に 同意 し 難し 。 旨 片 を 捧 
する に 角膜 レン ズ の 最 下 端 ど ぜ ム ベル ん 氏 楼 その 間 に は 往々 に し て 氏 
が 球 ふ 如き 間隙 を 見 出し 部 何 に も 此 所 に 詩 色 素 細胞 の 一 端 が 割 5 込 
_ み 居る か の 名 ( 思 は る 事 あ わり. され ざ を と は ラフ キン 切片 に 限り て 
EL SJLiMdrSszeui FEHLTEN AU ZR 
むる 事 な 〈, 従 て 主 色素 細胞 の 原形 質 が 割込み 得る 修 地 少し も 存 
する 事 な し 。 思ふ に 氏 は 材料 所 理 の 間 に て 晶 体 収縮 を 來 せ る 標本 を 
ie UT Lito Mie BR La THOR BRB OMA PRR 
LEOR SAL, BMICR TRE BMI AOR PRI R AB 
( UTMREAI MOTH ( 2 Oa htt THROM. HS. HO 
BiKORE CFOB=jAe LER RIS HITHARET bb, 

b 副 色 素 細胞 . WOM A CPC HEBERT 6H 
THBOARBLOBAPAL. HORTEUNETERITUNZET 
_ 個 , FIR TRBHOFRM EBT. HOW (pzk) は 主 色素 細胞 の 
策 や 上 部 に 位 し 一 列 を な し て 菊花 状 に 排列 せら る 。 瀬 胞体 の 形状 は 
願っ る 長 〈 肉 端 は 小 網 膜 の 頸 部 に 達し 外 端 は 角膜 レン ズ に 接し た 5。 

以上 の 有 様 は 一 般 他 の 見 虫 の 塩 合 さ 同様 な り .、 Sno se 


\ 
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ne Sn u SS ene ae 
て は 此 等 副 色素 細胞 > も 更に 上 方 に 在 5 TRETEN 2 De 
す ぁ る 一群 の 細胞 (も ) ぉ て 同じ 〈 唱 体 の 周 園 を 園 せ を 見 る 。 2ne 
EINEN 4 id ZIMMERMANN (1914) な る が 此 の 点 IRTEBR 
ORR L(RESCHADL, Kiknuikomoamile 
aan b OT IBA LTO-ZEC HAT 54> BERN 
ぎる 可 か ら ず 。 RUESMRCKNTLAC MT 6 Bo OMBAR 
は 氏 の 考 ふ る が 如き 色素 細胞 に 非 し て 一 般 皮 膚 の キチ ン 層 下 に 並ぶ 
Kork. 何 さ な いれ ば の 細胞 に は 色素 を 合 有 せ す 区 後 上 
DVS eT UL ORG CAND BME AM AMOS 
縛 吾 て 明か な い ば な り 。 此 の 細胞 は 副 色 素 細 肥 の 加藤 形 な 9, = 
の 前 半 は 角 虹 レ ンズ 相互 の 間 に 挿 入 する 事 第 三 園 < に 示し た る が 狐 

L. HOMPBRBRe ALT Bi Ld THRO BITE T RA 
PORE, RALOMOCM L TRB aes 4d SAE 

す 。 Ei 
、 < Bar. Pk AMEND Be A TARRET 2 A 
LTE Rpzk) WME SET, 成虫 に て は 細胞 体 基 し 〈 細 少 と な 
5 注 々 に し て 見 逃す 事 あ り , 現に ZIMMERMANN 氏 は 之 れ を 記載 せ 
+ きれ ども 幼 是 の 眼 に 於 て は 反 軸 に 極め て 藤 青 著しく 如何 な る 場 
合 に sone BRITS USGL). 

YL=HOMMOM OMAR ASK BERLAT, HULME 
に て は 基 し (微量 , 下 眼 に は 比較 的 多量 な 5. 

5) K ez (Tracheal sacs ) 

ERDE IS LEIBO RICE LTS ROREO CERT. FE 
ORB THREAT SER LTRT ZUBE TIER 
RE BRFELTUNRATBAT ARE. ERNE 2H 
SCHTRREOHNUNES EO VF CEL BUR: ET RE 
延長 し て 唱 体 の 略 年 に 及ぶ . GRRE ORR 6b, ABE (Intima) 
RUPE (Matrix) の 部 を 具有 す 可 き 向 な る が 共に 極端 に 壮 け いれ は 
Be EUS HMR. MMR OREO THT DE 
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PAT Se SARI HM RER A e BAT HL. RAK 
id TAD SABE LS AE C HET OM DBOR(tk) ePBATS 
Bilt > CHOBE M4 AL, 

AOREASH—-OSEV EA TER AM LAT, 面 し て 上 眼 に 

て は 六 個 は 共に 同一 小 眼 に 専属 し , 下 眼 に て は 隣接 の 小 眠 さ 共通 な 
>. 苑 も 言葉 を 換 ふ れ ば 上 最 に て は 相 隣 れる 二 小 眼 の 間 に 二 語 の 気 
美 を 有 し 下 眼 に て は 一 列 を 拓 む 。 又 小 眼 の 下部 に て は 排列 や \ FH 
則 に し て 且つ 一 般 に 敷 を 増 せ 5. 
BCR SIRI RAT SOB RUB Lemic (1864) OBR 
に 係 >OMRS (OBB LOCH ON, KOR RAR AB 
JEC HH OBEO RELIC RTREBNI638DE), LOK 
ZEOBELMLTKOZHFRUT sB-ROBS 4H 5。 

a ROR AL AD TET A tb TR RAMS A 即 も 
色素 細胞 並 に 小 綱 膜 色素 の 作用 を 助 4 事 。 

b RBEELHALEOITHFFRRT ICH LSRO BE EL 
き 増 加 を 生 ぜ ざる 事 。 体 の 多き に 比 し て 複眼 の 大 形 な ZEAUER 
HELO BB HEL. | 

c /)/ IRAN ORM eT. WVIKOoMORFLIFECH 
が れる 一 般 気 管 く 等 し き 作用 を な す . | 

然るに VIGIER (1904) AH EA THM OAR AY ARE 
に は 他 の 特殊 な る 機能 ある 事 を 論じ た 5. 之 い 次節 に 詳 論 せ ん さす 

る 調節 作用 に し て 吾 人 の 最も 注意 を 要する 所 の 者 な 5 さす 。 
| (6) 38 @ 42 78 (Accommodation apparatus) 

Wd CDA (LR —MKO PARI IL ARRER Sone ViGiER 氏 に 
Ld USHA BR > TRA EO REL RE AU NI RSS 
$O—MROM BOIL BL ERT AST bd eR. 氏 に 依 れ ば 
LOR SIMs 5 成る 一 は 弾力 性 且つ 伸張 性 の 部 分 (Farties 
élastique et extensible ), 二 は 収縮 性 の 部 分 (Parties contractile ) な 5 
前 者 は 前 記 小 眼 間 に 分 布 せ る 無 傘 を 以 て 代表 せ 6 NNO Ahm id da 


+ FE 
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EH ET RARE (My ofibriller) it UT HHO EL BS 


し 其 の 一 端 は 下方 に 伸び て 小 眼 の 中 程 に 達し 他 端 は 角膜 の 男 部 に 挿 
入 せ 6 る 。 面 し て 此 の 繊維 は 鐵 明 雑 へ マト キシ VRD TER LE 
度 題 微 組 を 用 ひ て 概 す れ ば 明暗 の 部 分 が 交 五 に 存在 する を 紙上 見 すさ 
云 ふ 。 又 此 の 組 維 か キチ テン 質 成 生 を な す で 云 ょ 事 は 注意 に 償 す . 此 
れ 等 の 構造 の 生理 作用 に 開 し て 氏 の 信ずる 所 に よれ ば 角 肉 原 組 維 の 
収縮 に よ ょ 5 て 角膜 表面 の 曲 度 を 小さ 〈 し , 小 眼 の 長 さ 特に 品 体 の 長 
きる を 縮 少 する 事 を 得 可 〈, 気 裏 壁 の 弾力 性 に し て 伸張 性 な る は 正 に 
ZNERHOUMAL ET, Shick d THAWIRK MHL 6 2A S 
管 な 5. 

以上 の 事柄 は 1904 年 に 忌 表 せら 5 れ 現 に DEEeENER (1913) Kid 
SCHRODER 氏 の 編 す る Handbuch der Entomologie (2 fx ¥ WT BI 
Feed, RAM LBA THB A ZrwwrsRwANN(19I4) が 其 の 論 
廊 に 於 て 革 も 此 の 事 を 参照 せ ず り し は 余 の 解す 可 か 5 ざる 所 な り 5. 
人 は 幸 に し て Vier の 原著 を 得 た だ た れ ば 以下 少し 〈( 此 の 舞 味 深き 問 
題 に 就 て 研究 す 可 し 。 | 
B-LEAERTTEHIRKOF HAMA LRT MPT AH 
BEWEREAUL [+ FvMER BI) CRAB II TREND 
\ ROA TS ABB Ate 5。 RHO bLimishee To TAPP 
Cat EBB L CRBS (Matrix cells) (CJELTRP 
BRT) €B~5S, BC BRIBAR dD OUR LUPO THMOIMR 
vislizd, MUTE RES hb 7S AHMAR EK KOZ AM 
MATHS He BAI SHR SOs. Koh な る 細胞 は 第 四 節 第 
b 項 に 逃 べ た る が 如 〈 KTRRMMCEHNDOEL TAKE AT 2 
BDA RAE ~ DIB OR RE ( 氏 の 所 調 筋 肉 原 組 維 に 附 合 せ 5 
数 に 余 は 氏 の 云 ふ 所 の 者 が 此 の 種 の 細胞 共 し く て は 其 の 成 生物 な る 事 
を 信 せ ん さす . 面 し て 此 れ は Zomermann 氏 が 副 色素 細胞 の 一 な 
りさ 断 ぜ る 所 の 考 な 5。 

果して 余 の 信ずる が 如 〈 ん ば 不幸 に し て VierER 氏 の 見 解 は 訓 な 


114 BH RHtmt 第 BET 参 s 四 R 


b ざ 云 は ざる 可 か ら ず 。 何と な れ ば 如何 に 染色 する も, 部 何 に 隔 大 
する も 余 は 決し て 此 の 細胞 に 明暗 の 條 紋 を 畿 見 せ ず 唯 往々 内容 物 が 
ZWOMER MARIA SG ANDOAR NIT, 之 れ を 以 て 此 の 
絹 胞 を 筋肉 性 の 者 で 思 ず る 事 の 甚だ 不 営 な る を 威 ず , HORB 
ょ 5 考 護 する も 元 来 外 肛 葉 の み ょ より 5 成立 する 複眼 の 内 部 に 筋肉 を 見 
ん 事 の 如何 に 不 合理 な る か は 何人 も 思ひ 営 る 所 な る 可 し . 

世に 記し た る が 名 ( 此 の 細胞 は 複眼 の 周 湯 部 に 於 て 眼 以外 の 皮膚 
下 中 皮 細胞 に 帯 次 移り 行く 者 な 5。 RAO Pn VARESE 
〈 で 同 欄 に 前 者 と 基 の 下端 を 眼下 基底 膜 に 附 着 す 。 之 れ 幼 上 量 の 眼 を 
拓 す し ば 極 め て 上 明瞭 な り (第 四 園 )、 唯 成 目 に 於 て は 小 網 膜 の 僅 天 な 
る 伸張 に 依り て 角膜 基底 膜 さ の 距離 は 幼 是 の 夫 に 此 し て 著しく 〈 工 
大 する が 故に 此 の 距離 の 全長 を 通し て 基底 膜 に 達 する は 困難 な り 5。 
る され ば 恐 ら 6, 基底 膜 を 摩 し 上 げ て 又は 麻 し 破り て 気 坦 が 小 眼 間 に 突 
ATBRLENMED THARARZOHH WELT EAE OG 
KENREA,. RARE BRALOY DS 4BAUCRT HOMER FED 
WSBRl Mat >. Pala E) bOI D 2’ LT RE 
MEM AROMEIRE LED inl ABH き 原形 質 の 著 積 ゎ 5 A 
つ 上 記 細 胞 の 下端 ミ 副 色素 細胞 の 下端 さ は 共に 同一 場所 に 附 着 し を 
る を 見 る 。 第 四 賠 及び 第 亜 園 に 明 な る が 如 ( A SORRMBO Ein 
WP > BBS TRIHEOMERBLN LITAS. KL 
Din ¢ Ut SEE FEN T AHA SE HEIM TREO- Hl 
We LITRE EOD dD, | 

DEWAR 4c (1800) HD ET 2 ARD A 
Bi AL HOMO ROM I ET A HET A BE PEF ZZ 
>. El tN aaa 2 oS — DBRS LCRA RARODBI 
5 an Aik MAORI DiASR 6 MBOMAET AZAD. mt 
し て 順次 に 主 色素 細胞 , BERMe SPOREIBOT FA FOR 
に 一 般 里 是 に 見 る が 如き 複雑 な る 構造 を 吐 す る に 到 る な り 5。 此 の 見 
地 に 立ち て 汎 ( BRO PR? 22 SRE SRE MORE 
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) ABRIE He (= BBS LUGE T FER OT PALA IZ BB ICKRODTER FIR OR 
酒 胞 は 一 UCHR ST OBI L, SLL ABACK TR DE 
の 真皮 細胞 ゎ 5 TRAANBER ARTS ZB RI U, ARM 
Eee | tr 72 Sh 7 HMMA EG ER OPER FAT OK TT A] 

ド 。 

扱 て 次 に 此 の 細胞 が 果して 必 縮 性 を 有する や 和 否 や で 支 ふ は 重要 な 
ABER, され ざ 余 の 観る 所 を 以 て すれ ば 牽 も る 横 紋 な 〈 従 つて 皿 
の 改 縮 性 筋肉 織 維 と 同じ 者 な 5 で 云 ふ 断定 を 下す 能 は ず 。 ARE 
織 維 な り 相 像 せん も 外 腔 葉 性 の 細胞 な れ ば 澤 に 外形 の 類似 ょ 5 相 
同 を 決定 する は 誤り 5 な 5. VK PIR Md hh aR IS OE 
を 構成 す る 事 は 普通 な る 事 略 な れん ば 此 の 塩 合 に も 軍 に 上 星 状 体 と し て 
和 美 を 角膜 に 連結 する も る の に 非 る か 。 面 し て 昆 是 に し て 小 上 服 間 に 気 
ZORHTBIDRLTÖTDS SICH SC FREMDER DA 
REEL TAN ER LEE UT Bros 
Pintle > TREIBER FAT ABFTTICHERD, Zar 
LZOENFÜNA 

Side +A~ 4 dH ( Vıomr ROR AMS AERC RAE 
ます されど 氏 の 考 ふ る 所 と は 別個 の 方 法 に より て 惑 る 程度 の 調 飾 が 行 
は る ヽ 事 を 信 ば せん と する も の な な 5。 即 ち 余 の 見 る 所 に よれ ば 調節 
DEDTIXRZEAI RU 4EMORBDI LIRLTHAMNLOMm 
BRAS. BINKARENDODEHORSELHITEH ER AD, RH 
BEIITCHDERTTEL LTE TNIKOBK AN FHORR LH LE 
つて 小 眼 を 側面 よ SRL IMR COLE AL, ZREICKRER PN 
ば 気 美 は 元 形 に 解り 得 。 事 其 の 弾力 性 より 刊 じ て 明 な り 5. MH LTR 
Helin BAY 6 EAM SION BN SAE LTR 
Ani’ RAO PAGED BAR OLPAOMeRT, ALTZnN 
KDA AMSA SM MEDERNLREADERL, MIRDMiEe 
AIL SAO LU 電 に 小 眼 の 伸縮 を 引き 起 し , 其 の 伸縮 は 基底 
膜 の 上 下 を 引き 起す 可 〈 決 し て 氏 の 云 ふ が 如 〈 角膜 本 曲面 の 継 化 を 
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年 ずる 事 な か る 可 き な り 5)。 

最後 に 若 し 氏 の 云 ふ が 如 〈 筋肉 性 の 織 維 が 主 動 力 な 6 ば 其 の 伸縮 
RT FT SEE PURI ARS AP OF. Mie Kiwz 
nemRateb EY ¢ “Par les orifices de cette membrane limitaute, des 
ramuscules trachéens passent dans l’oeil avec les fibres nerveuses ” 
然し ざ も 不 謗 に し て 余 は 未だ 無 管 共に 基底 膜 を 透 し て 入 5 込め る 
RBS ERS. FLOLOM ( HOMER & REBT nit 
SRE DIZA CME CUT, RENOEDESHLRTIRDIHCA TA 
RO wate SU CSESE ATR GCOS TE, (引用 書 目 は Resume 
OREN bb. 


EB 版 AR 説 

略字 解っ bm 基底 膜 pzk 副 色 素 細 胞 核 
c 角 K R 小 網膜 

bh WR ANH, Rk RAU 
k 晶 体 r FEAR 

kk HAB t AERA 

n RRS SHE tk AP SME 


Pak = 384m HK 

S—i 8 8=—-_ ERR REPRE] C2 bk OAR) 

#-Ba 前 者 た a の 部 に て 横断 せろ 者 

第 一 彫 b 前 者 を b OMI. CHE 2A 

Soil 下 眼 縦断 生 模 型 彫 (エゾ トン ボ ) 

第 二 賠 as 前 者 を a OMir Cebit se 

第 二 財 5 前 者 た b の 部 低 て 横断 さる 者 

第 三 彫 アキ アカ ネ ら の 小 眼 の 上 部 , a ば 正中 線 総 断 , b は 周 違 部 綻 断 .c は 小 眼 き 小 眼 
D vi fal een 

第 四 園 2YP SRS BORA MAM ZR 

Pill WAR ceMMOSPOMR, MN OBMPOPRIUS ZRH 

第 六 画 cCYPSROLMOMKK 


Pt. Il, 
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RESUME. 


In the present paper the author describes the results cf a his- 

tological study on compound eyes of dragonflies. The material of 
the study is composed of two species, Somatochlora viridiaenea 
and Sympetrum frequense, between which being represented noth- 
ing fundamentally different from each other so far as the histological 
structure concerns. Althouth the present results agree in many 
respects with those hitherto recorded by authors, still involve, at the 
Same time, several important findings, adverse or entirely new to our 
knowledge as being abridged in the following lines. 
1. The compound eye of the dragonfly is a kind of so-called 
-*“Doppelauge ” in which the ommatidia consisting the dorsal area of 
the eye (dorsal eyes) are different in structure and in function from 
those composing the ventral area (ventral eyes). Differences be- 
tween these two kinds of ommatidia are as follows: 

(a) Corneal lens, crystalline cone and retinula are thicker and 
longer in the dorsal eye (fig. 1) than in the ventral eye (fig. 2). 

(b) A retinula is composed of eight cells in both kinds. In the 
ventral eye, however, one of them becomes gradually abortive and 
at last its nucleus entirely faded away during metamorphosis. E- 
ventually we can count only seven nuclei in the ventral eye of the 
imago (fig. 2) while eight in the dorsal eye (fig. 1). 

(c) In the dorsal eye, one of these nuclei (Rk,) lies very distal 
in a retinula and rather small in size. The next one (Rk,) is found 
in less distal and extremely small in size. The another four nuclei 
(Rk;_,) occupy the middle portion in the entire length of retinula, 
each lying in different level though in slightest degree, and largest 
in size. The remaining two (Rk;_s) situating in most proximal are 
as small as the second nucleus. 

In the ventral eye, the general scheme of arrangement of the 
nuclei is almost similar to the dorsal eye with a little modification, 
One of the differences is the disappearance of the second nucleus 
and the other is the full development of the last two nuclei which 
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are nearly as large as the central four ones and lie in extremely 
proximal to the bottom of the retinula, 

(d) Sensory nerve fibers entering the retinula can be detected 
four in number in the dorsal eye while six in the ventral eye. All 
can be traced clearly from the bottom of the retinula up to the 
- proximal to the largest nuclei. That is, the dorsal eye four nerve 
fibers occupy the proximal halves of and along the axes of the 
retinular cells (fig. 1b), and in the ventral eye two of the six fibers 
stretch in comparatively small extent, not to be found beyond the 
nuclei Rk,_,, while the other four reach the nearly middle — 
of retinula (e. f. fig. 2a and 2b). 

(e) There is a great difference between the dorsal and the ventral 
eye in respect to the shape and structure of rhabdome. In the dorsal - 
‚eye the rhabdome is a three winged rod or in the other words it 
represents a three rayed star shape in its cross section (fig. la, 1b, r,) 
It is consisted of three rhabdomeres of V-shaped, which closely 
applied together and accompanying a grantlar portion of retinular 
cells (fig. 6). The rhabdome of the ventral eye, however, is simplly 
cylindrical rod-shaped (fig. 2b, r), not separable into rhabdomeres, 
and the adjacent area of the retinular cells represents no granular 
adpearance but another structure. 

(f) Pigment granules scattered in retinular cells are considerablly 
scarce in amount in the dorsal eye, but remarkablly rich in the 
ventral eye. 

(g) Pigment found in the pigment celis is brownish yellow in the 
dorsai eye while dark brown in the ventral eye. 

DR Differences in structure as above mentioned show that the vision 
by the ventral eyes should be more accurate than that by the dorsal 
eyes. Further the dorsal eyes may sometimes yield the superposi- 
tion images owing to their ill development of retinular pigment, as 
being easily recognizable that certain light obliquely entered an 
omma can not be absorbed completely by it but through its retinular 
cells may be received by the neighboring ommatidia. While living 
state, I suppose, the dragonfly seems to watch for enemies, com- 
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paratively large, by use of the dorsal eyes, and to search for victims, 


comparatively small, by use of the ventral eyes. 

3. There are three kinds of pigment cells belonging to each omma ; 
principal accessory and retina pigment cells. The last oncé. are so 
small that may often be overlooked, but are markedly large in the 
nymphal eyes (fig. 4). . 
4. Principal pigment cells grow narrower towards the corneal 
lens, along the wall of the crystalline cone, and their distal. 
extremities are scarcely extended between these two structures as 
Zimmermann regards. I can not find any space left between the 
cornea and the crystalline cone so far as observed in the celloidin 
preparations, in which least heating is applied and on shrinkage of 
structure is produced. The distal surface of the cone contacts with 
the proximal furface of the corneal lens in its entire breadth. On 
the codtrary in paraffin sections I frequently met with such cases 
where a large space remains between the corneal lens and the 
crystalline cone as he figures. 

5. Spaces left between every two crystalline cones are occupied by 
three kinds of cells; both principal and accessory pigment cells and 
hypodermal epithelial cells. The first closely envelope crystalline 
cones, the second enclose the first from outside, and the third fill 
the most distal narrowest portion of the space (fig. 3). ZIMMERMANN 
is the first author who reports the occurrence of accessory pigment 
cells in two layers in dragonflies. One of these layers, however, 
evidently corresponds to the hypodermal epithelial cells, not repre- 
sents pigment cells. Not only we can trace, without interruption, 
these cells up to the hypodermis underneath the chitin of extraocular 
portion but also we can not discover any trace of pigment granules. 
6, These hypodermal epithelial cells are very long spindle-shaped 
(fig. 3, 4, 5, h), much resemble smooth muscle fibers, with a nucleus 
in the middle thickest part. With one end they attach to the 
peripheries of corneal facets, and with the other end to tracheal sacs 
mentioned below. | 
7. Muscle fibers or fibrils with stripes as VIGIER describes are found 
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nowhere in the structure of the eyes. The narrowest prolongation 
of the hypodermal cells above mentioned, I suppose, seems to have 
misled him as to take them as muscle fibrils. 

8. Tracheae under the eyes branch off narrow and long air sacs in 
innumerable number through the basement or fenestrated membrane 
into the eyes. They are in two layers between every two dorsal 
eyes while one between ventral eyes. 

9. VIGIER makes out nerve fibers together with these tracheal sacs 
between ommatidia. But the precent research proves that is not the 
case. None of nerve fibers can be discovered outside the retinular 
cells, 
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Explanation of Plate. 
Abbreviations. 


bm, basement membrane; C, corneal lens; h, hypodermal cells; k, crystal- 
line cone; kk, Semper’s nuclei; m, nerye fibers; Pzk, nuclei of principal 
pigment cells; pzk, nuclei of accessory pigment cells ; R, retinula; Rk, nuclei 
of retinualr cells; r, rhabdome; t, trachea; tk, nuclei of tracheal cells. 

Fig. 1. Semidiagramatic view ofa dorsal eye (Somatochlora Viridiaenea). 


Fig. 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE, Vol. IH. Pt, Ul & IV. 121 


Cross section of the same at the level a in the former figure. Zeiss Apochr, 
2mmX Comp. Oc. 8. 

Cross section of thu same at the level b in the former figure. 
Semidiagramatic view of a ventral eye (same species). 

Cross section of the same at the level a in the former figure. Zeiss Apochr, 
3mm X Comp. Oc, 12. 

Cross section of the same at the level b in the former fiigure. 

Distral parts of ommatidia (Sympetrum frequense); a, median sagit- 
tal section, b, peripheral sagittal section, c, section made through the margin 
of a cornea. Zeiss DX 2. 

Nymphal functional eyes (S. viridiaenea), Zeiss DX 4. 

Nymphal developing eyes consisting the parts other than those shown in 
the former figure, Zeiss DX 4. 

Cross section of a rhabdome in the dersal eye (S. viridiaene a): Zeiss 
Apochr. 3mmXComp, Oc. 12. 
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NEW OR LITTLE-KNOWN CRANE-FLIES FROM 
JAPAN. Part I. 
(Tipulidae, Diptera) 


By Charles P. Alexander, Lawrence, Kansas. U.S.A. 


The new species described in this paper were kindly sent to 
me by Mr. Akro Nostra to whom my thanks are due for this as 
well as other kindnesses in the past. Unless stated otherwise the 
material was collectred by Mr. NogrRA. The specimens are in the 
collection of the author. 


Subfam. .Limnobiine 
Tribe Limnobiini . 

Dicranomyia depauperata, n. sp. 
Male,—Length, 5 mm.; wing, 6.6 mm. 
Female.— Length, 6.2 mm ; wing, 7.8 mm. 

Rostrum and palpi pale yellowish brown. Antennae with the 
scape yellow, the flagellum pale yellowish brown. Head yellow. 

Thorax dull yellow with distinct greenish reflections, especial- 
ly on the dorso-pleural membranes and near the coxae. Halteres 
with the stems greenish, the knobs darker. Legs pale with the 
femera slightly greenish, the terminal tarsal segments brown. Wings 
with the veins and membrane pale, subhyaline ; venation: Se short 
ending before tha origin of the arcuated sector; cell Ist M, closed; 
basal deflection of Cu] at the fork of M. 

Abdomen brownish yellow tinged with greenish, the apices of 
the seginents more yellowish. | 

It is probable that in life the insect is quite greenish through- 
out. 
Habitat: Japan 
Holotype, の , Kioto, April 18, 1914. 
Allotopotype, 2. 


Limnobia avis, n. sp. 


Male.—Length, 125—15 mm.; wing, 13.5—18.5 mm. 
Rostrum and palpi dark brownish black. Antennae pale brow- 
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nish yellow, Head dark brown, the genae paler brown. 

Mesonotal praescutum obscure yellow with three dark brown 
stripes, the median one broadest, indistinctly bisected medially by 
a reddish line; lateral stripes very short, not attaining the suture; 
scutum dull yellow, the lobes .brown; scutellum and postnotum 
largely brown. Pleura dark brown and pale whitish yellow. Hal- 
teres pale. Legs with the coxae brown basally, yellow apically ; 
remaining coxae and the trochanters yellow; femora yellow, the 
tips broadly brown; tibiae brownish yellow, narrowly tipped with 
-brown; tarsi light brown. Wings yellowish, most intense on the 
costal region; veins and cross-veins narrowly seamed with brown, 
especially at the origin of the secter and along the cord; stigma 
largely pale; venation: Rs angulated or sppurred at its origin; 
cross-vein r at the tip of R,; tip of wing obtuse. 

Abdomen with the basal tergites yellow with a broad median 
‚and narrower lateral strips; terminal segments dark brownish ; 
‚sternites similar, the four basal segments yellow, brownish laterally ; 
hypopygium largely yellowish. The dorsal pleural appendage is 
-produced cephalad in a sharp point, the sclerite suggesting the head 
and beak of a bird, 

Habitat: Japan | 

Holotype, の の, Tokuhara, Provincg Shinano, Sept. 4, I915; no. 28. 
Paratopotype, ©. 

-L. avis, var. flavoabdominalis, n. subsp. 

Female.—Length, 13. mm.; wing, 13.4 mm. 

Similar to the typical form, differing as follows: smaller; head 
yellow with two linear brown subparallel marks on the vertex ; 
praescutal stripes represented only by two median black marks at 
the anterior end and four similar marks near the suture; scutal 
lobes black medially; legs yellow, the tips of the femora very nar- 
rowly brown; abdomen clear yellow throughout. Holotype, 2, no. 
32, labelled “III”, no-locality. 


Libnotes nohirai, n. sp. 
Female.—Length, 10.5—13 mm.; wing, 15 一 1Z.4 mm. 
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Rostrum and palpi dark brown. Antennae with the scape 
brown, the flagellum light yellow throughout. Head brownish 
gray, clearer gray along the inner margins of the eyes, 

Pronotum elongate, dark brown above’ IMesonotal praescutum 
light brownish yellow, whitish pollinose, with four brown stripes, 
the median pair extending the length of the sclerite, the lateral 
pair short; scutum brown, the lobes darker; scutellum and post- 
notum dark brown, sparsely gray pruinose. Pleura yellowish, the 
mesopleura slightly gray pruinose, darkest on the mesosternum. 
Halteres elongate, yellow, the knobs a little darker. Legs yellow, 
tips of the femora broadly black; tips of the tibiae narrowly 
darkened ; last three tarsal segments and the tips of the basal two 
‘darkened, Wings with a yellow tinge basally, more grayish out- 
wardly ; veins, especially costa, bright yellow except where travers- 
ine dark marks where they are brown; veins and deflections, the 
radial sector and second anal narrowly seamed with dark brown; 
venation: basal deflection of Cu, short, about as long as the r-m 
- cross-vein. | 

Abdomen yellowish, the tergites more or less distinctly trivit- 
tate with brown. 

Habitat: Japan. 
Holotype, 2, Iwate, June 1916. 
Paratopotype, 2. 

Tribe Eriopterini. 
Erioptera (Hoplolabis) asiatica, n. sp- 
Female.— Length, 5 mm.; wing, 4.4 mm. 

Rostrum and palpi brown. Antennae dull yellow, the apical 
segments a little more brownish; flagellar segments short-oval. 
Head yellowish brown. 

Thorax brownish yellow, if any bloom is normally present, it 
is removed by being in alcohol; the usual brownish stripesh on the 
praescutnm ; pseudosutural foveae distinct, dark brown. Pleura 
dull yellow, the mesopleura more brownish. Halteres yellow. Legs 
with the coxae brown, the posterior coxae darkest ; trochanters dull 
yellow ; femora yellow, brownish at the tips; tibiae yellow, narrowly 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE, Vol. UF Pt. II & IV. 125 


darkened apically ; tarsi brown, Wings subhyaline or whitish with 
a heavy brown pattern, about seven brown blotches along the costal 
margin, the largest of these at the origin of the sector, tip of Se,, 
tip of R,, and the last at the tip of the wing on vein Ry,,; similar 
but smaller brown marks along the cross-veins and deflections of 
veins and at the tips of the longitudinal veins; venation: the spur 
in cell Ist M, completely traverses the cell. 

Abdominal tergites yellowish brown, the lateral margins darker ; 
basal sternites yellow, the apical ones more brownish. 

Habitat: Japan. 

Holotype, 2, Kioto, April-June 1916; no. 25. 
Crypteria japonica, n. sp. 

Female.— Length, 7.3 mm.; wing, 8—8.8 mm.. 

Rostrum, palpi, antennae and head light yellow. Antennae 
with the first two flagellar segments united into a fusion-segment, 
there being twelve segments beyond it. 

Thorax yellow. Halteres yellow. Lege yellow, the tips of 
the femora and tibiae narrowly infuscated; tarsi yellowish brown. 
Wings subhyaline; veins brown, the costal veins more yellowish, 
especially basally ; venation; cross-vein r barely evident ; Rs strong- 
ly arcuated; 2nd anal vein ending about opposite mid-length of the 
sector. 

Abdominal tergites dull yellow, the basal third to half of the 
segments brownish ; Sternites yellow. 

Habitat: Japan 
Holotype, 2, No. 26, without further data, possibly Kioto. 
Paratopotype, 2. 
Tribe Limnophilini 
Limnophila (Prionolabis) submunda, n. sp. 
Male.— Length, 6 一 6.5 mm ; wing, 7.8—8 mm. 
Female.—Length, 7.2 mm.; wing, 8 mm. 

Rostrum, palpi, head and antennae black. 

Thorax black, subshiny. Halteres yellow. Legs with the 
coxae and trochanters blackish ; femora dull brownish yellow basal- 
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ly, the tips broadly darkened, broadest on the fore femora (includ- 
ing the outer two-thirds), narrowest on the hind femora (including 
the outer third); remainder of the legs black. In the female the 
darkened apices are more extensive onall the legs ard the femora 
are short and stout, somewhat clavate. Wings grayish yellow, 
brighter yellow basally and on the costa; stigma distinct, elongate- 
oval, dark brown; cross-veins and deflections of veins seamed with 
paler brown; venation as in L, munda O.S. of the eastern United 
States. 

Abdomen black; valves of the femele ovipositor rusty. 
Habitat: Japan 
Holotype, 67, Kioto, May 4, 1914. 
Allotype, 2, topotypic, May 18, 1914. 
Paratype, /', with the allotype. 


L. (P.) auribasis, n. sp. 

Female.— Length, 11.7 mm.; wing, 11.2 mm. 
Similar to the last but is a much larger and brighter-colored 

species, The legs are much longer and more slender, the femora 

not incrassated as in the same sex of submunda; the basal por- 

tions of the femora are bright yellow; the wings are much bright- 

er-colored, of a deep orange. 

Habitat: Japan 

Holotype, 2, Osaka, April 26, IQI5. 


Tribe Hexatomini 


Eriocera nipponensis, n. sp. 
Male —Length, 12 mm.; wing, 13.3 mm. 

Rostrum dull yellow above, the palpi dark brown. Antennae 
with the scapal segments conspicuous bright brownish orange beneath, 
contrastingly dark brown above; flagellum black. Head with the 
genae dull yellowish; vertex and occiput blackish with a sparse 
brownish gray pruinosity ; frontal tubercle distinct. 

Mesonotal praescutum brownish gray with four distinct shiny 
black stripes, the median pair elongate, narrowed behind, ending 
just before the suture; remainder of the thorax black, sparsely 
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silvery gray pruinose, especially on the pleura. Halteres short, 
light brown, the knobs darker. Legs with the coxae brownish 
gray ; trochanters rusty yellow; femora rusty yellow, the tips black- 
ened, broadest on the fore femora, narrowest on the hind femora; 
remainder of the legs dark brown. Wings slightly infumed, the 
costal cell brownish, stigma small, rounded. indistinct brownish 
seams along the veins"and deflections of veins; an indistinct yel- 
lowish spot before the stigma; venation: Rs elongate; cell M, 
lacking. 

Abdomen black, subshiny. 
Habitat: Japan 
Holotype, の , Kioto, May 28, 1914. 
Paratopotypes, 2 Go”. 
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SYNOPSIS OF THE ECONOMIC SYRPHIDAE 
OF JAPAN (Pr. III). 
BY 
Porf. S. MATSUMURA, F.E.S. JAP. 
and J. ADACHI,F.E.S. JAP. 


Ischiodon Sack. 


Sack—Ent. Mitteil. 11. p.5 (1913). 


Body as that of Syrphus, with a narrow, lineal abdomen. Thorax 
above on the lateral sides with yellow stripes and beneath with 
some yellowish spots. Hind trochrnter of the male with a conical 
projection. Abdomen nearly as that of Episyrphus cinctellus 
ZEIT, 


Genotype—Ischiodon trochanterica Sack. 
1. Ischiodon boninensis Mars. (n. sp.) Pl. I, fig. 1, 0. 


Q Aeneous black, with very short yellowish hairs. Face pale 
yellow, with very short whitish hairs. Vertex black, in the middle 
of the front with a narrow black stripe, which becoming broader 
towards the antennal basis. Antennae orangeyellow, the ıst and 
2nd joints on the backs somewhat infuscated. Proboscis dark 
brown, at the apex yellowish brown. Thorax on each lateral side 
with a pale yellowish logitudinal stripe, which not reaching to the 
scutellum yellow, in the middle with a fuscous spot, yellowish 
pubescent. Wings hyaline, veins brown to fuscous, stigma fulvous. 

Calypteres whitish, halteres yellowish. Meso- and sternopleura 
grayish white, with some silvers. Abdomen with 3 yellowish bands, 
that of the. 2nd joint being narrowly interrupted, the hind margins 
of the 3rd, 4th 5th segments narrowly yellow, the 4th on each side 
with a triangular yellow spot ; venter yellowish, the 2nd, 3rd and 
4th segments each with a-black transverse spot, covered with a 
few short fuscous and yellowish hairs. Legs yellyw, coxae, the 
middle part of the hind tibia and a spot near the tip of the hind 
femur, fuscous. 
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Length— Io mm. 

Hab.—Bonin Islands (Ogasawarajima), one female specimen 
collected by Prof. S. Matsumura at Chichijima (20, VIII, 
1905). 

Nom. Jap.—Toge-hirataabu. 


Hiratana Mats. (n. g.) 


Much resembles Melanostoma Scuin., but differs from it in 
the following points; 

Antennae longer, the 3rd joint broader, twice as long as the 
Ist and 2nd taken together, arists near the base, nearly at one 
third part of the whole-length, naked. The touched portion of the 
compound eyes of the male much longer than the vertex, vertex 
long triangular, the upper ocellus much separated from the lower 
ones, while in Melanestoma being situated in equilateral. Wings 
much longer than the abdomen and brorder, venation more resem- 
bles that of the Syrphus, Ist and 2nd posterior cells being in the 
same level at the margin. Abdomen in both sexes oblong, broader 
than the thorax, very flat. Legs moderate, the hind legs being 
much longer than the intermediate pair. The behabior is the same 
as Melanostoma ScHrN., and it may most probably be aphidivorous. 


Genotype— Hiratana 4-guttula Mars. 


1. Hiratana 4-guttula Mars. (Pl. L. fig. 15 2). 


Journ. Coll. Agr. Sapporo, vol. IV, Syrphus 4-guttulus 
Mats;. p: 79, 1911, 

の Aeneous, with a bluish tinge, Face black, grayish pruinous, 
except the middle tubercle, with pale yellowish hairs, vertical 
triangle shining, above with fuscous hairs; antennae brownish, the 
3rd joint beneath and the lower parts of the following joints, 
yellowish, airsta yellowish, at the apex scarcely infuscated , antennal- 
process at the margin yellowish. Proboscis brownish. Thorax and 
scutellum pale yellowish pubescent. Wings hyaline, scarcely in- 
fuscated, veins fuscous, stigma fulvous. Calypteres grayish, at the 
margin yellowish, halteres pale fulvous, its head being somewhat 
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infuscated. Abdomen black, at the base somewhat grayish pruinous, 
the 2nd segment with a small orange spot on each side, the 3rd 
‚and 4th each with a broad orange band, which being deeply incised 
at the hind margin and touching the lateral margins on its base, 
with yellowish and black hairs. Venter nearly the same as above, 
but more yellowish. Legs yellowish brown, coxae, basal parts of 
the anterior and middlg legs, yellow, the posterior legs, except the 
apices of the femora and the bases of the tibiae, mostly brownish. 
2. Differs from the male as follow: 
Vertex with a bluish tinge, a space between the vertex and front 
grayish prninous, hairs of the face being mostly whitish. Antennae 
more yellowish. Abdomsn dark brown, the 3rd and 4th segments 
each with 2 orange spots at the base, the lower pair being some- 
what smaller. 
Length— f' 2 1o—12 mm. 
Hab. —Saghalien (Galkinowraskoe, Shiska), Hokkaido (Sapporo, 
Chitose), Honshu (Nikko), collected by the authors and 
Mr. S, IssHıkı. 


Nom. Jap. — Yotsuboshi-tsuyahirataabu. 


Melanostoma SCHIN. 
ScCHINER— Wien. Ent. Monat. IV, P. 213 (1860). 


Head hemispherical, as broad as or somewhat broader than the 
thorax. Antennae shorter than the head, porrect, the 3rd joint 
oval, or oblong, as long as or scarcely longer than the Ist and 
2nd taken together; arista very fine pubescent, standing on its 
back. Rostrum somewhat protuded, with a broad sucking surface. 
Palpi wedge-shaped, small. Face quite broad, in the middle with 
a small tubercle, bare, always with a black or black aeneous 
metallic luster, often pale pruinous, but never yellowish. Compound 
eyes bare, in the male holoptic, in the female widely dichoptic. 
Humeral triangle not projected. Thorax quadrate, with rounded 
angles. Humerus and the lateral sides of the thorax never yellowish. 
Scutellum concolorous with the thorax. Abdomen lineal, elongated, 
rarely oblong in the female. Legs simple. Wings quite large, 
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surpassing the tip of the abdomen, at rest placing parallel with the 
body ; the 3rd longitudinal vein straight, first posterior cell with an 
anterior acute angle, Calyptres small, but distinct. Metamorphosis 
of these insects are not yet well known, but they are most probably 
aphidivorous as Syrphus. They are common on some flowers of 
umbelliferous plants, especially in the swampy meadow, and their 
behaviors being nearly the same as Syrphus. 
Genotype— Melanostoma hyalinata Fatt. 


Table of species. 


UPPED: WILE SOLS © sc. ere hope. “8s seat EZ 
— Abdomen without spots ... ... ... inornatum n. sp, 
2. Abdomen with bluish spots ... ... urakawense n. sp. 
—Abdomen with yellowish spots 
3. Antennae black or brown eee lh | ty Dede, feel 
—Antennae yellowish, atmost the 3rd joint on its apex fuscous. 
較 和 EMIEHN 37 paits of spots se 22. Wa, ANERE 
— Abdomen with 4 pairs of spots Sere 
5. The 2nd, and 4th abdominal segments with spots : 
elongatum n. sp. 
_The a 4th a sth MER, segments with spots 
no Eee .. motodomariense n. sp. 
6. ABabintial pen Panne of ae size, all touching the 
MES sides‘. 22.) +0 。 os ‚mellinum E. 
— The first pair of the el ane very small, only the 
last 2 pairs touching the lateral sides ... tenuis n. sp. 
7. Abdominal spots longer than wide <i Re rea et MEET ae oi it 
Seapeominal spots wider han fone WENN Na ee .』E 
8. Abdomen with 3 pairs of spots ... ... teizonis n, sp. 
ome With 4 pairs of Boots un 00.000 «os, pap poe GQ 
9. Abdomen as broad as the thorax ... ochiaianum n. sp. 
— Abdomen distinctly broader than the thorax... . IO 
10, Ihe 2nd and 3rd spots triangular... ... orientale Wied. 
—The 2nd and 3rd spots oblong, at the base being truncated 
. ogasawarae n. sp. 


AwN u W 
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11, Abdomen with 3 pairs of spots... ... 時 n. Sp. 
— Abdomen with 4 pairs of spots ... ... oat ee . 12 
12. Ihe interrupted space between the 2nd ers 3rd spits 
tanculan ree. … « Interruptum n. sp, 
—The interrupted space Cone the 2nd and 3rd spots rec- 
taneulars’ ws. lees NE 


13. All the abdominal 05 toe the rabbit sähe 
Lt ...sachalinense n. sp. 
_All the al poe! (except the. last pair) not touching 
the lateral margin ... ...' ・.. .. ««- OtANIGNBE yee 


1. Melanostoma inornatum Mrsa. (n. sp.) Pl. L, fig. 9, 2. 


2. Aeneous black, with a bluish tinge. Face grayish pruinous, 
with grayish hairs; front and vertex fulvous pubescent. Antennae 
yellowish, the 3rd joint on its back and at the apex fuscous, 
arista brownish. ‘Thorax and scutellum pale fulvous pubescent. 
Wings hyaline, with a light fulvous tinge, veins mostly brown, 
those of the base and costa being yellowish, stigma fulvous. Caly- 
pteres grayish, halteres yellow, at the base somewhat infuscated. 
Abdomen scarcely broader than the thorax, without yellowish spots, 
fulvous short pubescent. Venter fuscous, on the lateral sides yel- 
lowish. Legs yellowish, coxae, except the middle ones, middle 
part of the hind tibia, as well as the apical part of the same tarsus, 
fuscous. | 

Length—6 mm. 

Hab. 一 Hokkaido (sappro); 2 female specimens collected by 

Prof. S. MATSUMURA. 
Nom. Jap.—Mumon-tsuyahirataabu. 


2. Melanostoma urakawense Mars. (n. sp.) Pl. 1, fig. 7,2. 

2. Shining black, with a bluish tinge. Face grayish pruinous, 
with short grayish hairs; front and vertex fuscous pubescent. An- 
tennas brownish, the 3rd joint beneath yellowish. Thorax and 
scutellum pale fulvous pubescent. Wings hyaline, with a fulvous 
tinge, at thh basal third somewhat paler, veins brownish, stigma 
fulvous. Calypteres grayish, halteres yellow. Abdomen nearly as 
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broad as the thorase, on the side nearly parallela with 3 pairs 
of bluish-white spots, those of the 2nd segment smaller, trans- 
verse, nearly in the middle of the segment, those of the 3rd and 
4th segments somewhat rhomboidal, not touching the lateral sides. 
Venter fuscous, the hind margin each segments fulvous. Legs 
brownish yellow, coxae, trochanter, apical halves of the anterior 
and middle tibiae, larger part of the tarsi, as well as the larger 
part of the hind legs, except both ends of the femur and the basal 
of the tibia, fuscous. 

Length 一 8 mm. 

Hab. 一 Hokkaido (Sapporo, Hidaka); one female specimen col- 
lected by Mr. Masato Isnıpa, and another female one 
by Prof. S. Matsumura, 

Nom. Jap.— Ruriboshi-tsuyahirataabu. 


3. Melanostoma elongatum Mars. (n. sp.) Pl. 1, fig. 8, 2. 


2 Aeneous black. Face plumbeous pruinous, with short whitish 
hairs; front and vertex fuscous pubescent. Antennae black, the 
3rd joint and arista brownish. Thorax and scutellum pale fulvous 
pubescent. Wings hyaline, with a fulvous tinge, veins brown, stigma 
fulvous. Calypteres grayish white, halteres orange-yellow. Abdomen 
black, nearly as broad as and 2% times as long as the thorax, 
with 3 pairs of reddish yellow spots, those of the 2nd segment 
being smaller and nearly in the middle, those of the 3rd segment 
nearly of a quadrate form, somewhat longer than wide, those of 
the 4th segment nearly of one half size of the proceeding, broader 
than wide, with the proceeding touching the lateral margins. Venter 
fuscous, with yellowish spots. Legs yellowish, coxae, trochanter, 
the hind femur, except both ends, and a middle spot of the same 
tibia, as well as the larger part of the same metatarsus, fuscous.. 

Length—8 mm. 

Hab.—Saghalien (Toyohara): one female specimen collected 

by Messrs. J. ApAcHI and S. IssHIK1. 

Nom. Jap.—Naga-tsuyahirataabu. 

4. Melanostoma motodomariense Mars. 
(n、 SD ) Pl ty fige ays 


SSE ーー 


~ Black, with an indigo luster. Face grayish pruinous, with whitish 

hairs; vertex and front short black pubescent. Antennae black, 
the 3rd joint and arista brown, ‘Thorax and scutellum pale fulvous 
pubescent. Wings hyaline, with a fulvous tinge, especially in the 
middle, stigma fulvous, veins brown. Calypteres whitish, halteres 
citron-yellow. Abdomen black, scarcely broader than the thorax, 
nearly twice as long as the thora with 3 pairs of yellowish spots, 
those of the 3rd and 4th segments being quadrate, somewhat 
rounded at the inner sides of the 5th smaller and at the lateral 
sides much broader. Venter fuscous, with yellowish spots as above, 
grayish pubescent. Legs yellow, coxae, trochanter, and the hind 
legs (except both ends of the femur and tibia, as well as the middle 
part of the tarsus), fuscous. 

Length—8.5 mm. 

Hab.—Saghalien (Toyohara); one female specimen collected by 

Messrs J. ADACHI and S. ISsHIKI. 
Nom. Jap.—Motodomari-tsuyahirataabu. 


5. Melancstoma mellinum L. Pl. 1, fig. 14, 2. 


Musca mellina L. Fauu. Su c. P. 1821 (1761). 
Syrphus mellarius Merc. Syst. Beschr. vol. III, 
P2258 (1822). 
Syrphus melliturgus Meic. Syst. Beschr. vol. III, 
PO 320 5(1 822). 
Melanostoma mellina ScHrN. Faun. Austr. vol. I. 
P. 292 (1862) , CoQUILLETT. 
Proc, Nat. Mus. U.S.A. vol. XXI, P, 321 (1898); 
MArsuwuRA 一 Thous. Ins. Jap. vol. II, P. or, Pl. 
fig. 9, 2:(1904). 

o. Aeneous black. Face black, not shining, face grayish 
pruinous, with whitish hairs; front with dark brown and vertex 
with yellowish brown hairs. Antennae dark brown, arista some- 
what paler. Proboscis shining black, at the apex yellowish brown. 
Thorax and scutellum with pale fulvous hairs, at the humerus 
somewhat grayish pruinous. Wings hyaline, scarcely infuscated, 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE, Vol. IH. Pt. I & IV. 135 


veins fuscous. Stigma fulvous. Calyfteres pale yellowish. Halteres 
yellowish, at the base of the stalk somewhat infuscated. Abdomen 
nearly as broad as the thorax, with 4 pairs of orange spots, all 
(except the first pair) touching the lateral sides, with pale yellowish 
hairs; venter paler, but marked nearly the same as above. Legs 
yellowish, coxae, trochanter, middle part of the femur and tibia, as 
well as metatarsus of the hind legs, fuscous. 

2. Differs from the male as follows: 

Vertex, front, and facial tubercle shining. Abdominal spots 
much dilated at the lateral margins and the last spots being much 
larger. 

Length—f' 2 8—9 mm. 

_Hab.— Hokkaido (common), Honshu (Gifu, Tokyo). 

Nom. Jap.—Sesuji-tsuyahirataabu. 


6. Melanostomatenuis Mars. - (n. sp.) 


2. Black, with an ce tinge. Face silver gray pruinous, fine 
grayish pubescent ; front and vertex pale yellowish pubescent. An- 
tennae black, the 3rd joint and arista yellowish brown. Proboscis 
brownish, Thorax and scutellum fine pale fulvous pubescent. Wings 
hyaline, with a pale fulvous tinge, veins brown, stigma fulvous. 
Calypteres whitish, halteres pale yellowish. Abdomen black, scarcely 
broader than the thorax, with pairs of yellowish spots, those of the 
2nd segment being very small and situated nearly in the middle, 
those of the 3rd and 4th segments nearly of a quadrate form, some- 
what narrower at the inner sides, those of the 5th being smaller 
and distinct only at the lateral sides, the last 2 pairs only touching 
the lateral sides. Venter black, on thd sides with yellowish spots. 

Legs yellow, coxae, trochanter, the hind legs, except both ends 
of the femur and tibia, as well as the middle part of the tarsus, 
fuscous. , 

Length—6 mm. 

Hab.—Saghalien (Toyohara); one female specimen collected by 

Messrs J. Apachr and S. ISsHIKI 

Nom. Jap.—Hoso-tsuyahirataabu. 
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7. Melanostoma teizonis Mats. (n. sp.) 

2. Shining black, with an aeneous tinge. Face grayish pruinous, 
with whitish, front with brownish hairs. Anetnnae yellow, the 3rd 
joint on its. back infuscated, arista yellowish. Thorax and scutellum 
pale fulvous pubescent. Wings hyaline, with a fulvous tinge, veins 
brown, stigma fulvous. Calypteres pale testaceous, halteres yellowish. 
Abdomen much broader than the thorax, with 3 pairs of yellowish 
spots, those of the 3rd and 4th segments being oblong and situated 
nearly in the middle longitudinally, those of th 5th segment trans- 
verse, broader at the inner sides and touching the lateral sides. 
Venter fuscous, the hind margins and lateral sides yellowish. Legs 
yellow, coxae, the middle part of the hind tibia and the tip of the 
same tarsus, fuscous. 

Length—7 mm. 

Hab.— Honshu (Iwate); one female specimen collected by Mr. 

TErzO OGASAWARA. 
Nom. Jap.—Teizo-tsuyahirataabu. 
8. Melanostoma ochiaianum Mats. | 
(n. Sp.) Pl. DRe a 

Somewhat resembles M. orientale Wıen., but differs from the 
latter in the following points: 

2. Abdomen nearly as broad as the thorax, at the joint of the 
2nd and 3rd segments being the broadest, the first spots oblong, 
the 2nd and 3rd spots conical, not incurved at the outer side, while 
the 3rd spots being somewhat incurved at the inner side, the 4th 
spots semicircular, the spots of the 2nd and 3rd segments not touch- 
ing the lateral sides. Venter fuscous, with yellowish spots, the 4th 
segment yellow, with a fuscous stripe. 

Length—7 mm. 

Hab.—Saghalien (Ochiai); one female specimen collected by 

Messrs J. ApAcHI and S. 1SSHIKI. 

Nom. Jap.—Qchiai-tsuyahirataabu. 


9. Melanostoma orientale Wien. 
Syrphus orientalis Wren. Auss. Zweifl. vol. 11, P, 139, (1 830). 
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の . Aeneous black. Face grayish pruinous, pale yellowish 
pubescent, front with brownish hairs; proboscis fuscous; antennae 
yellow, the 3rd joint on its apex fuscous, the Ist joint brownish, 
arista yellowish, at the apex scarcely infuscated. Thorax and 
scutellum pale fulvous pubescent; wings hyaline, scarcely infuscated, 
veins fuscous, stigma fulvous. Calypteres testaceous, halteres orange- 
yellow. Abdomen black, with 3 pairs of yellowish quadrate spots, 
one pair of which at the 2nd segment being smaller and not 
touching the lateral margins : venter paler, but simillarly marked 
as above, pale yellowish pubescent. Legs yellow, middle part of 
‚the hind tibia, as well as the tip of the hind tarsus, fuscous. 

2 Differs from the male in the following points: 

Vertex and front shining black, with an indigo luster, on the 
sides grayish pruinous. Abdomen somewhat broader than the thorax, 
with 4 pairs of yellowish spots, those of the 2nd segment being 
smaller and generally of an oblong form, those of the 3rd and 4th 
inversed triangular, that of the 5th transverse and at the lateral 
sides somewhat broader; markings of the venter are not constant, 
sometimes with a black longitudinal stripe, sometimes black, with 
yellowish spots, and sometimes entirely fulvous, etc. 

Length— f' 2 6.8—8 mm. 

Hab.—Saghalien, Hokkaido, Honshu, Shikoku, Kiushu, For- 

mosa ; China, Philippines, E. India. 

Nom. Jap.—Tsuya-hirataabu. 

This is very variable species, perhaps mingling some different 
species (but I hesitate to make any new species), and it resembles 
much European M. gracile Meıc. 


10. Melanostoma ogasawarae Mars. (n.sp.) Pl. 1, fig. 5,2. 


2. Black, shining. Face grayish pruinous, with fine whitish 
hairs; vertex and front fuscous pubescent. Antennae yellow, the 
3rd joint on its back and at the tip infuscated. Thorax and scutel- 
lum very fine pubescant. Wings hyaline, with a fulvous tinge, 
veins brown, stigma fulvous. Calypteres whitish, halteres fulvous, 
the head in the middle scarcely infuscated. Abdomen distinctly 
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broader than the thorax, with 4 pairs of yellowish spots, those of 
the 2nd, 3rd and 4th segménts oblong and situated longitudinally, 
those of the 5th transverse, somewhat narrower at the inner sides, 
those of the 2nd and 3rd pairs being widely separated from the 
lateral margins. Venter black, spots-series, the hind margins and 
lateral sides, yellowish. Legs yellowish, coxae, middle part of the 
hind tibia and tip of the seme tarsus, infuscated. 

Length—7.5 mm. 

Hab. — Honshu (Iwate); 2 female specimens collected by Mr. 

TEIZO OGASAWARA. 
Nom. Jap.—Ogasawara-tsuyahirataabu. 


il. Melanostoma flavipenne Mats. (n. sp.) Pl. 1, fig. 2, 2. 
2 Aeneous black, Face pale fulvous pubescent; vertex and, 
front brownish pubescent; antennae yellow, the 3rd joint on its 
back and at the apex scarcely infuscated, arista yellow, on its 
apical half brownish. Thorax and scutellum short fulvous pubescent. 
Wings hyaline, with a fulvous tinge, veins yellowish brown, stigma 
fulvous, Calypteres wihtish, halteres yellowish brown, the stalk 
being yellowish. Abdomen distinctly broader than the thorax, the 
2nd segment on each lateral side with a small yellow spot, which 
touching the lateral margin, the 3rd, 4th and 5th segments each 
with a transverse yellow spot, those of the first 2 segments becom- 
ing broader towards the middle and truncated, while those of the 
last segment becoming narrower towards the middle. Legs yellowish, 
a middle spot of the hind tibia fuscous. 
Length—7.5 mm. 
Hab — Honshu (Kyoto); one female specimen collected by Mr, 
M. SUZUKI. 
Nom. Jap — Kibane-tsuyahirataabu. 


12. Melanostoma interruptum Mars. (n. sp.) Pl., fig.6, 2. 

Head and thorax aeneous black, with a bluish tinge. Face 
only on the sides grayish pruinous, with whitish hairs; vertex and 
front brownish pubescent. Antennae yellowish, the 3rd joint on its 
back and at the tip somewhat in fuscated. Thorax and scutellum 
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fulvous pubescent. Wings hyaline, with a light fulvous tinge. 
Calypteres whitish, halteres citron-yellow. Abdomen scarcely broad- 
er than the thorax, its sides nearly parallel throuhgout, with 4 pairs 
of yellowish spots, those of the 2nd segment smaller, triangular, 
touching the lateral sides, those of the 3rd and 4th segments 
transverse, obliquely truncated at the inner sides and each building 
a triangle in the intermediate space, those of the 5th segment con- 
tiguous or nearly contiguous, being triangularly incised at the middle, 
Venter nearly marked the same as above, but paler, Legs yellow, 
coxae and the middle part of the hind femur, somewhat inguscated. 

Length—7.5 mm. 

Hab.-— Hokkaido (Sapporo), Honshu (Iwate); one female speci- 
men collected by Mr. TEızo OGASAWARA, and another 
female one collected by Prof. S. MATUSMURA. 

Nom. Jap.—Eguri-tsuyahirataabu. 


13. Melanostoma sachalinense Mars. 
Gt? spi 1) ig, Fo, 2. 

2 Aeneous black. Face grayish pruinous, with a few whitish 
hairs; front and vertex fulvous pubescent. Antennae yellow, the 
3rd joint on its back and at the apex scarcely infuscated. Thorax 
-and scutellum pale fulvous pubescent. Wings hyaline, with a fulvous 
tinge, veins brown, stigma fulvous. Calypteres gravish, halteres 
yellowish brown. Abdomen fuscous, in the middle distinctly broad- 
er than the thorax, with 4 pairs of yellowish spots, those of the 
2nd segment triangular, slightly incised at the hind margin, those 
of the 3rd and 4th segments each dilated at the inner side, at the 
hind margin distinctly incurved, those of the 5th segment very 
narrow at the inner sides and nearly contiguous. Venter yellowish, 
with fuscous marking. Legs yellow, coxae, middle part of the hind 
fumur and tibia, somewhat infuscated. 

Length —7.5 mm. 

Hab.— Saghalien (Toyohara) ; one female specimen collected 

by Messrs. J. ADACHI and S. 1ssHıkı. 

Nom. Jap.— Karafuto-tsuyahirataabu. 


E 
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14. Melanostoma otaniense Mars. (n. sp.) Pl. 1, fig. 3, 2, 


2, Aeneous black. Face grayish pruinous, with whitish hairs; 
front and vertex black pubescent; antennae brownish, the 3rd joint, 
except the back, yellow arista yellowish. Thorax and scutellum 
pale fulvous. Wings hyaline, scarcely infuscated, veins brown, spu- 
rious vein and stigma yellowish. Calypteres whitish, halteres yellow. 
Abdomen somewhat broader than the thorax, with 4 pairs of yel- 
lowish spots of the same size, the first 3 pairs being dilated at the 
inner side and somewhat curved downwardly, the last pair narrower 
at the inner side, all, except the first pair, not touching the lateral 
margins, and somewhat grayish pruinous. Venter entirely fulvous, 
In the middle somewhat infuscated. Legs yellowish, the last legs, 
except both ends of the femur and base of the tibia, fuscous. 

Length— 7.5 mm. 

Hab.—Saghalien (Otani); one female specimen collected by 

Messrs J. ADACHI and S. IssHIKI. 

Nom. Jap. 一 Otani-tsuyahirataabu. 


Stenopipiza Mars. (n. g.) 
Somewhat resembles Pipiza FALL. 


9. Body narrow, lineal. Head somewhat broader than the 


thorax; oral margin somewhat beak-like projected; face black, 


concave; proboscis long, sucking-surface broau, palpi filiform; an- 
tennae short, the 3rd joint as long as the Ist and 2nd joints taken 
together, with the arista on its back, at the one third part of the 
whole length near the base; vertex scarcely narrower than the front 
between the antennae, Thorax globular, without yellowish stripes 
or spots; scutellum simple. Wings much longer than the abdomen, 
marginal cell open, first and 2nd posterior cells closed, each lacking 
a stump of vein, anterior close-vein distinctly before the middle of 
the discal cell, rectangular. Abdomen convex lineal, narrawer than 
the thorax, with 5 visible segments, at the apex truncated, the first 
segment as long as the sth, the 2nd the longest, the venter ex- 
cavated. Hind femur much thickened, with numerous small teeth 
beneath. Behabior of this insect is not yet known, but it may be 
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aphidiphagous. 

Genotype—Stenopipiza bipunctata Mars. 

1, Stenopipiza bipunctata Mars. (n. sp.) Pl. 1, fig. 11, 2. 

2. Aeneous black. Face grayish pruinous, front with pale 
fulvous and vertex fulvous hairs. Proboscis brown, sucking surface 
yellowish brown. Antennae brownish, the 3rd joint beneath at the 
base yellowish. Thorax and scutellum fulvous pubescent. Wings 
hyaline, somewhat iridescent, scarcely infuscated, veins fuscous, 
stigma fulvous. Calypteres and halteres whitish. Abdomen fuscous, 
the 3rd joint at the base with a yellowish lateral spot; venter 
strongly excavated, fulvous, on the sides with a plumbeous luster. 
Legs yellowish coxae, trochanter and the middle parts of the femora 
and tibiae, fuscous, the hind femur, except both ends, aeneous black, 
the same tibiae in the middle and both ends of the same _ tarsus, 
fuscous. 

Length—5.2 mm. 

Hab — Hokkaido (Sapporo); one female specimen collected by 

Prof. S. Marsumura. (16. V, 1904). 


ia & 
Gen, Tschiodon Sack. トゲ ヒラ タ ア プ pl1. fig. 1,2. 
1. 電 カ ガサ ハラ ヒ ラ タ ア プ 
Ischiodon boninensis Mats. 小 堂 原島 
此 属 ノ E> RG = AEB RIAA. 
本 邦 一 種 ア ケル ノミ . 
Gen, Hiratana Mars. (ng.) オ 示 ホリ ヤ ヒ ラ タ ア ブ 局 
1. ヨリ ポン シン ツ リヤ ヒラ タ ア プ 
Hiratana 4-guttula Mars. Fire 
此 属 ノ 特性 ふ 顔 黒色 = シテ 腹部 へ 和信 = 胸部 ヨリ eR 7, We his 
28 ナ ルク ニア リア 。 本 邦 一 種 ア シノ ミ 。 


142 RAM OHR ETFT 3. U M 


Gen. Melanostoma ScHIN. 


JPETITTE 


UL? BFR, Bra, AR PKS ak 


v 路 服 へ ^ 長 三角 形 = 排 置 モ ラル . 
本 邸 = 産 ス え シ モノ 左 ノ 十 三種 7 7, 


1. ム モ ン ツ リヤ ヒラ タ ア プ 


Melanostoma inornatum Mars. 北海 道 


2. 玉 ラ カワ ツヤ ヒラ タ ア ブ プ M. urakawense Mars. 北海道 
3. チ ガ ウリ ヤ ヒラタ アプ M. elongatum Mars. BE AR 
4. £EEVYIVPESI PF M. motodomariense Mars. BER 
5. セス ジリ ヤ ヒ ラ タ ア ブ M. mellinum L. 北海 道 , 本 州 
6. ホリ ツヤ ヒラ タ ア プ M. tenuis Mars. MER 
7. テイ ゾウ ツヤ ヒラ タ ア ブフ Mz. teizonis Mars. 本 州 
8. オチ アイ リヤ ヒラ タ ア ブ プ M. ochiaianum Mars. HE kK 
9 ツヤ ヒラ タ ア ブナ M. orientale Wien». pai 
10. キバ 子 ツ ヤ ヒ ラ タ ア プ Mz. blavipenne Mars. 本 州 
11. エグ リヴ ウ ヤ ヒラ タ ア ブフ M. interruptum Mars. 北海 道 , 本 州 


- - 
w トウ 


1. ER-H7Hrn 2) 


一 腹部 = 紋 ラ 有 セ ザル モノ .… 


2. 腹部 = 藍 色 紋 ラ 有 ス .…… 
一 腹部 = RAIN... 
3. 鯛 角 黒色 若 ク ハム 褐色... 
— fia fA Be 6, " 
4. Br = = ELD Hi a 
一 腹部 = ea 


Dan, = fe e SSDI = EET YD -. 


. D3TIFIPEFYFTT M. sachalinense Mats. fE 
. ARY=')PETFYTT M. otaniense Mars. HE sk 


RRO? 4 BR 


1 
Inornatum 
Urakawense 


ra an RW 


Elongatum 
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一 第 三 , 第 四 及 ぜ 第 五 腹部 = 紋 ア 》..… .… Motodomariense 
6. 腹部 ノ 紋 約 同 大 = Y FAN = ER... …. Mellinum 
一 第 一 腹部 ノ 紋 小 . 終 ノ 二 双 紋 ノ ミ 雨 側 = 達 ス .…Tmenuis 
WW RRs Ha BET 2 nn 8 
Seve yay Ree... .. ..。 ue 1 
EBEN FB... 2s. …. .… Teizonis 
esl TEE LS Ga ay 2a terre 
9. 用 部 ト 胸 部 ト 同 幅 ナ ル モ ノ oo... ... ... Ochiaianum 
一 腹部 へ 胸部 = リ 明 = 鷹 キモ ノ .… .. ... 10 
10. 第 二 及 第 三 腹 分 紋 三角 形 ナ ル モ ェ ノ =... Orientale 
一 第 二 及 ば 第 三 用 分 紋 随 彫 形 , 基部 ニテ 蔽 断 も ラル 
2 be Ogasawarae 
See TY .。 ..、 .。 .。 .… Tlavipenne 
一 腹部 = 四 双 紋 ア 7 2... … … 12 
12. 第 二 及 第 三 紋 間 三角 形 ラ 星 ス .… .… Interruptum 
一 第 二 及 ど 第 三 紋 間 下 角 形 ラ 星 ス ... .. 13 
13. WRC =z a... .… .… 2... Sachainense 


一 総 ノ 腹 紋 (最後 紋 ラ 除 ク ) 雨 側 = 達 を ダ .… Otaniense 
Gen. Stenopipiza Mars. (n. g.) 

Mr _06rb 35-2 vILAME, 顔 黒色 , 胸 側 = PER 

CRMIKZ, 腹部 へ 胸部 ョ = 7 モ 細 ク , Bir > Tan 


Ba 7 = 
1 ハラ ボ ポリ ヒラ タ ア ブ Stenopipiza bipunctata Mars I Mpa 


本 邦 = 一種 アル ノミ . 
追 加 


As IL 
9. Metasyrphus Hideonis Mars. 
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11. M Jezoensis Mars. 
12. M. Kawamurae Mars. 
以上 三種 へ M. Corollae F.v @fi=/B2zxx 47 = v7 EB 


+ A Te 7 he X, AA 7 AERA IT TE BE 
アル ノ 目 ラ 待 ツ 。 


終 


Explanation of plate II SEK HH 


1. Ischiodon boninensis n. sp. 2 (128) 
2. Melanostoma flavipennie n. sp. 2 (138) 
3. M. otaniense n. SD・ 2. (140) 
4. M. motudomariense n. sp. 2 (133) 
5. M. Ogasawarae n. sp. まで (は 3 
6. M. interruptum n. sp. 2. (138) 
7. M. urakawense n. sp. 2: (132) 
8. M. elongatum n. sp. 2 (133) 
9. M. inornatum n. sp. 2° (132) 
10. M. sachalinense n. sp. 2 (189) - 
11. Stenopipiza bipunctata n. sp. 2 (141) 
12. Melanostoma ochiaianum n. sp. 2 (136) 
13: M. orientale WIED 9 (136) 
14. M. mellinum L. 2. (134) 
15. Hiratana 4-guttula Mats. 2. (329) 
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New Species of Syrphidae from Japan, 
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AN UNRECORDED SPECIES OF COCCINELLIDAE 
OF JAPAN. 


By M. TAKIZAWA, F.E.S. JAP. (with 1 Textfigure) 
HA ga HE Se O MH cep 
i 6 COR KEC#DHRUAR MGR 
EC fe ARTE JER AK > HB ST We EAR BRED HE 


RAF BES し て 未 記 銚 の 一 種 あ る こと on ULRIKE HERE 
し 恩師 に 謝意 を 表す 


ブ マ アカ ラ ホ テン トウ PF) 
Cryptolaemus Montrouzieri Mors. 

Fe HG ELIE D B= LC ARE 8D FOE % HE 
生 す , 頭 部 、 前 胸 , 次 輸 の 末端 , ARV (AR Bh, 
HIERBEI, ERLITT 2 il 
(3 Bi PSE (ERB LA AO kA 
oe | SsMWED SOS vw ICE, BAB 
Fig, 上 (Bee ES, BE 3.6—4ı m 
Cryptolaemus Montrouzieri Pte 日 本 (土佐 ) DZ SIE 
Pee et, メキ シュ ハッ イ " 6 


本 種 は 分 布 の 項 に 於 て 示せ る が 如く 熱帯 地方 の 産 に し て 殊 に 甘 産 
鳳 梨 の 害虫 の 英 虫 ミ し て 有名 な る 種 な り "故に 耶 現 在 の 知 議 程 度 に 
N RRROT U MERDEN: bom 
TENRZSEDLLTÄHHERFE IE SAN LE Br 
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SOME BUTTERFLIES NEWLY COLLECTED 
IN FORMOSA. 


By Prof, 5. Matsumura. Rigakuhakushi. ¥. E.S. Jap. 
HEBEL CH St to EN 
MA m 村 松 年 xnkROeeeR 


タカ ムク テ ブ (#5) Betaporia moltrechti OBErTHuEr. 
( 第 四 版 b- ) 

HE, MILNE, 前 郊 に 黄 白 の 二 絞 列 あ り て , 第 一 室 の 内 方 に ある $ 
OWE LCI IES, 第 三室 の 基部 に ある も の は 小 , 第 一, 第 四 
_ 友 び 弟 志 室 に ある SOUR, MSE eR L > Ben 2 — HER 
DIVES SROAR ES, BOM D > CBI DS も の は 大 に 
LTRL FI “Mild >) TR-MERZERFALT-RRE 
な る , APR A. BWR RG SNS SRERIKIEL 
CHAS, 前 燃 の 中 室 に 近 き 一 縦 條 ゎ り , RUMOR RIL 87 
BEL 第 二 万 至 第 五 室 に ある $ ぁ の は 小 な り , Naila. FRAME, 
Bde 2) = Soh 此 は 誤 江 玉里 征 に て 捕獲 せら 6 れ た る ぁ る の に し て 高 
RR ROMS SDS, BAD Hid 2 dM L, 
SpA a CE) 
| Betaporia n. g. 

Very near to Aporia HUEBNER, but differs from the latter as 
follows: . 

In the primaries vein Io equidistant from the upper angle of the 
- discoidal cell and vein 11; lower discocellular neary straight, and 
which is distinctly shorter than the interspace of the median vein 
between vein 3 and 4. In the secondaries discoidal cell more round- 


ed on the outerside, upper discocellular much longer and scarcely 
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sshorter than the middle and lower taken together’ Antennae much 
longer, broadly spatulate at the apices ; 33rd joint of the palpi scarcely 


narrower than the 2nd and subequal in length. 
Gentotype Betaporia moltrechti. Oserrnurr. (Pl. IV, fig. b.) 


ウス キシ ロ テ フ ブフ Catopsilia pomona . 
FELDER var. eattilla CRAMER. ( 第 四 版 ch ) 


KE, MILA, PLS REF. MIARKOETD lies, Bin ke 
Oi aa, GUE IS APOS . Em “CRED — 
BE SS BARE CBY ABR, MR (中 室 の 
TH Wee. BM SE DOMAIN WEED KIB DT FR Aa 
eH 3s, RII WEE OUD DIVE APR OARS, WEIS TIS 
全部 黄色 , WOR ED KR DIRT 6 ATWO HAO —. Bin, 
WRB OREO HILL SPRL RB. BUD HPs TRL AN 
BME. WORM RRR, Mm ROHR ET. 
各 室 に 褐 紋 あ り て , 第 三 刀 至 第 五 室 に ある も の は 直線 を な す , Be 
OPEN BEDI >. EURE. MH: 
色 , BEBO PRIGIE AFRO BRE RAV ROARS, Mi 
SIE CERS. 開 張 二 サー ニ サ ニニ 分 , BRAT SS), 

Au-EE ZH 印度 其他 南洋 語 島 

ゴマ ダラ シロ テ ブ フ Delias belladonna Ferver' 

var. taiwana WILEMAN. (EUR all ) 


Mate, EO RU PEO PRI DOTS AMID 
PEOPRB bARMILE(, 第 一 室 に ある も の 最長 a で 
な る , CWO ARIA, ITH 何 は 第 二 室 の 斑 終 も 少し く 資 
Betis, BMD MPLA Lb, WAI PRS te, da 
(AM > CHA BEOMMEPHEET, AMD ARRUBERIL 
Be. 但し 中 室 の 基 都 , 第 二 刀 至 第 五 室 の 基部 紋 は 白色 に LCE 


AN, BR ROBAE RO Beier, BRL Er 


po ick “WORE EA Late se 
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yore: RARE ME AAN’ Bit Se vee Eek = ES 
_- れ ざ も 身なり 5 

FE SCH, 印度 3 其他 南洋 諸島 。 | 
ME) 32 KES THLE var. taiwana WrrgwAN. aa 


— Pansy ya (Hi) Helcyra hemina Hewitson var. Takamukui. 
MATSUMURA. ( 第 四 版 de ) 


He, mine, 前 次 次 端 の 三 分 の 一 は 黒色 , EAC CMRP 


N 更に 基 上 方 に も 積 々 小形 の 一 半 絞 を 装 ふ , 後 到 の 各 頂 室 に 一 黒 
絞 あ り て 第 一 室 に は 二 個 あり , 亜 外 線 線 は 波状 を 呈す , Fe, 2 
RCA LT Lf BB ORM OREM TEN LES L, 前 
MOB, B= ROME BM e AASB eS, I 


> 第 六 室 に は 生 然 せ ざ る 一 暗色 絞 や , BEA AB ae S 
es BARE (4) (2) ニ ゴ サー ケー 寸 四 分 , J 
- 方 に 産 す れ ざ も 基 だ 稀 な る の みな ら ず 高 飛 す る 倫 め 捕獲 困難 な り , 
A, 支那 , 印度 | 

(HE) SEHFTLETARDOUEMLL CREATE 
ABO ARIA LT, BUOBRERELBSR 
PULA, TES LH ILI SI DD, 
Helcyra hemina Hewirson. var. Takamukui n. var. 
Differs from the typical form in having 2 subequal subapical 
white spots to the primaries, a post discal series of much larger 
spots and a broader sinuous submarginal line. a 


:・ Hab.- 


Formosa ( Horisha ); one male specimen collected by Mr. 


TEIKICRI TAKAMUKU; it seems to be very rare. 
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Photo. by Mr. Y. MArsupA from Mr. I. SueTTANRTs Specimens. 
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$5 VU We ead SAS EER REAR IH SRH RAL ROR Ste 
ak の 7 >, 4 
Explanation of plate IV $e VS ho tel SEA 
_a Delias belladona var. taiwana WILEMAN. コマ ダラ シロ テ フ ブフ 
b Betaporia moltrechti OBERrrusR. 3949777 
c Catopsilia pomona var. cattila Cramer. ウス キシ ロ テ フ 
d Helcyra hemina var. Takamukui Matsumura. シロ タテ ハ 
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ON SOME ABERRANT FORMS OF JAPANESE 
BUTTERFLIES (Supplement) 


By IWAHIKO SUGITANI, F.E.S. JAP. 


AS EE MOR BEC RT an 


BR BF E KHABReE*R 


Since I reported on some examples of aberrant forms of japan- - 


ese butterflies in this magazine (Vol. II, Pt. III, pp. 111-114- PI.V), 
I have obtained several materials with repect to some of the des- 
cribed forms, so I want here to report them and supply the former 
- descriptions. 

1. Papilio sarpedon Lech. (Ibid. p. 111, Fig. 1.) 
This year (May 27th), I captured in Kyotoa fresh and perfect 


male specinen of this sort having a very small green spot near the 


end of the discoidal cell. Mr. S. Kawat, F. E. S. JAP., also preserves 
such a specimen. Accordingly, the fact of developing a green spot 


in the stated place may be considered to be a comnparatively fre- 
quent occurrence, and hence after the first discoverer Mr. T. Esakı, 


I give the name: 
Papilio sarpedon LEEcH ab. Esakii. (n. ab.) 
to those which exhibit this tendency. 
2. Zephyrus attilia Bremer ab. (Ibid. p. 114, Fig. 7.) 
Last year, two female specimens were collected from Iwate-ken, 
and now they are preserved by Messrs. A. Nonira and Y. TAKEUCHI. 
Also Mr. S. Kawat kindly reported me that he had collected a 


simi'ar one in Yamanashi-ken in last summer, I give the following 


- name to this form: 
- Zephyrus attilia Bremer ab neoattilia. (n. ab,) 
3. Melitaea phoebe scotosia BurLer ab. Yagii Nire. 
_ This name was given by Mr. K. Nirg, E. F.s, Jap., (Dobutu- 
gaku Zasshi Vol. XXIX, p. 146, 1917.) to a female specimen which 
resembles very closely to that described by me ibid. p. 112, (3), 


J 


ww 
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Fig. 3. The new specimen was also obtanied form the same locality, 
and I think that both of them are of the same character and in 


the same tendency of development. 


ME ss las, 1-119 I ER) 
異常 形 中 , 其 形 能 が 再三 出現 し 得る も る の は 研究 上 特に 其 償 値 大 な 
る も の で 信 せ ら る \ を 以 て, 余 が 管 て 本 誌 に 於 て 名 表 し な 2M 
常 形 中 其 再現 を 確 め 得 た る ぁ も の に 就き 報告 し 芋 つ 此 種 の 異常 形態 
を 有する も の に 殖 し て 命名 し 置く さ し . 


1. Papilio sarpedon LEEcH ab. Esakii. (n. ab.) 
こ は 前 凌 中 室 端 に 近 〈 線 色 貼 を 有する BOLT (BULA, 第 
1 fal) 余 は 本 年 5 月 27 日 京都 貴 舟 に 於 て 極め て 小 な る 線 色 中 を 有 
する 雄一 頭 を 獲 に 5. SANAR-RIMHKORRTRR 52. 


2 Zephyrus attilia Bremer ab. neoattilia. (n.ab.) 
Bact RT BRAY LOW LCHBAFRI bDCMOWES, RO 
NG Risse Ae tb ba ee oNie 5, 
3. Melitaea phoebe scotosia Buiter ab. Yagii Nike. 
LAB oie Ros bat (3) 1 eT aE Lb DI BUD MERA I- 
ZAs5vsnr2 1 0 HERE EB 146 HA) nes, 要する 
(AOR bbLBe IAL 4 AbD eas. 
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ON ZEPHYRUS FUJISANUS MATSUMURA. 
(with Text figure) 
By Axio NOHIRA, F.ES. JAP. 


フジ ミド リ シ シ ジミ MB) Ms TT 
Gi 園 一 ) 
Bp a RAH AUARAES:ER 


FRE ZephYrus PHLAMAL MLSS 3 LAME. MADRAS BER 
PREC CH CUM, Kr IHR ONT AB KOT ORBRE OTS 
LOLUL. HOMKOMME GFT ELMO PL CH TEAM EC Y o ALM 
- ELTHIEZSARRKOHFIII 小生 が ARA-BRS-SOERE? Z. fujisanus 
な る 種 名 を 時 げた る を 記 臓 せら る ょ な ろ べ で し 。 BAI SC 無 智 に し て BOBS 
Rit SE ERA BH LIS PEBRBK FL I> | HOM > BU2IUL3B5 
WET ARR ABORRERNBLAELIL, 標本 を 採集 せ 5 れる 杉谷 。 7 
AMR AMO OS の 表 素 者 に し て 本 問題 の 短め 小生 に 諸 回 の 通信 を 送ら 5 れ た る A. E 
WILEMAN 兵 ミ に 多謝 す 。 最 后 に 本 種 こ Z. Nohirac さ が  〒 の 千 係 に 立つ べき も 
の な ぁ る でき を 和 猪 岳 し て 小生 に 多大 の 興味 を 喚起 せ られ た る 小熊 學 土 に 向 つ て 深 席 す o 

Zephyrus fujisanus MATUSMURA.T 
Fufi-midori-shiyimi, 

の 2 32—36 mm. 

So WORHUEBEKELRTIHELLTMOSFYSSE 
FAC RM) RALCARSMD YL. 

i. CBRO BLED VW ONOMeE LRADKIC 他 種 に 関し て 相 営 の 知 譜 を 有 で 

ば この 勲 の み に 』 り て も 明 郁 に 識別 し 得 。 

MONTE 5 6, BAO REARO II BD TNO 
ob, 

TZOHKNTERL Z. aino, Z. brillautina |, RZ. taxila regina zw} & 

分 酷似 す 。 

? 北 の 表 面 は 爾 褐 黒 色 に し て 中 室 端 又は 附近 に 淡色 部 又は 暴 色 
部 を 有 せ すず 。 尾 様 突 迎 は 一 般 に の の 方 長 〈\ の 方 短 し , 但し ゃ の 
も の は の 長短 に は 可 な 5 北 化 を 認 む 。 交 形 は A は 他 の ミド リ シ さ ゞ 


* 別項 "本邦 産 Zcphvrus HR” RR, 
† Bibliography は 英文 中 に あり 。 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE. Vol. IH. Pt. II z IV: 153 


ミ に 類する も, SIRE UL ARE, 外 親 上 ドリ シ く ミミ HE 
$ の で 思 は れず 。 BMOVMIS Z. attilia に 酷 島 する 8, eK 
TROD GRAS A 

1. attila (WOR MMA Sindk, 本 種 に て は , 〆 CTR 
10D OER ORB =O ZEN ER, MD IR FRE 
RE, HOIWIFTERFET, SLIM TIMER = 7-0 ZEN 
PR RPE RO BIE — IF} O — EIR £4, TE, 

2. betel —A AL, PRCA PES attilia の 約 年 幅 な 1 
且つ attilia に 於 て 中 央 後 線 で TIROL EEE RD 
る ゝ も る の が 本 種 に 於 て は 明 に 一 つの 横 帯 さぶ し て 認め 得 。 

3. 中 室 斑 と 中 央 後 線 ミ の 間隔 は 中 室 斑 の 幅 せ まき に か ゝ は ら 6 
SARA TIL ADA attilia に だり 5, BEL, 

4 OIG BB (<A PEE EEE D DT ABE IA d, attilia 

(“PATIL © ORE BED BEA KE N. [し て 分 離し て 二 個 さ な り , 一 見 
多大 の 差異 を 現 は す 。 


HL OSE \i_Z. orientalis Z. jezoensis DHL, ENTE IC 重大 な る 
差 穫 に は あら 6 ず 。 し か し altilia SATIRE SER LT 2 個 貴 は あり 3 
る 村 な れ 黄 本 種 に 於 て 逆 に 楼 黄 許 の 分 類する 傾向 を わら は すこ で は 絶 百 に 見 られ ざる 
が 如 し > 


の その 差異 は ミド リ シ さ ミミ ミ 類 の 第 二 項 性 的 差異 の の Era WO 
表面 の 青色 の 存在 の 有無 や 許さ すべ きも , 猫 尾 様 突 息 の ゃ に 於 て 短 
DRMEDSCMTER LEN BRIS = EHER ER DD, 部 
ちゃ OSPR LT Curve せる も 〆 に て は 細く て し て 
Curve FF, 

~ DED’ 82 Z. brillautina の 5 2 DEMERT MYO 開 係 に ある 世 注 意 

に 値 す 。 

srl: (松村 博士 ) 七 月 , 〆。 

大 和 吉 野地 方 : (Wireman: 氏 ) 七 月 , や (竹内 氏 ) AN, 2 (BER) 
八 月 , や 

(ABU: BAR) 六 月 〆, MAR) ER (MR) ER 8, 
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基 他 本 州 中 部 の 他 地 方 に 二 三 得 ら れ た る 由 な れ 共 詳細 を 名 ら ず 。 

本 種 の 〆 は 近 浴 迄 松村 博士 の 自ら 採集 せ られ た る 富士 山 産 の 一 
頭 あ る に すぎ ざり き 。 そ は 可 な 5 多 〈 獲 ら 5 られ た る や に 聞け ざ , Ko 
WI, 裏面 の 斑紋 より attilia で 開 係 深き が 如く 〈 思 は れ , それ の の 
が まり シミ ミ 類 の も の な る 事 は 想像 $ 着 か ず , 吾 人 末 叙 の 誤 に 階 
り し は も よう, AF ER E し て 世界 第 一 を は こ る WILEMAN 
氏 も , また の Y を 所 蔵 せ る 松村 博士 すら も 共に 〆 ゃ の 開 係 を 思ひ 
FS > し 程 なり 。 之 れ 全く (本 種 が き ド リシン ミミ Pe 万 ナ カシ ミ ミ 
群 そ の 中 間 に 立 つべ き 性 質 の も ぁ の な る に ょ る 所 に し て , 誤 に 階 5 し 
が むし ろ 系 統 的 開 係 と その ぉ ぁ の を 表示 ぜ せり ゞ 稀 し 得 べ し 。 本 種 の 〆 キ 
を 初め て 同一 種 の 〆\ な る で し る 気付 きた る は 小熊 胸 士 に し て , 氏 
の Hint あ 得 た る 小生 は この 解決 を 甚だ し 期待 し , 小生 が 稚 て 本 
種 の そ や な る ノ ヒ ラ シ ゞ ミ を 捧 集 し た る 伯 蒼 大山 に て 基 の 〆 の 得 ら 6 
る でき を 思ひ , 昨年 艇 谷 理 届 士 が 同 地 方 に 採集 せ 5 る ゝ に 際 し , 9 
に 氏 の 努力 を まち もち たり 5。 果 然 同 持 十 の 熱心 に より 同 地 より 三 〆 を 
符 る に 成功 せり , し か の みな ら 6 ず 本 年 に 入 5 竹 内 氏 ぁ 赤 同 地方 に 
を 得 ら れ た り 。 日 本 の 本 種 産地 に し て 〆\ 共に 得 65 れ た る は AU 
の み に す ぎ ず , 吉野 地方 及び 他 の 地方 に て は 〆 の み 獲 られ, BE 
山 に て は 一 の が な 得 ち 5 れ て 以 來 一 頭 も 採集 せ られ ず 。 伏 れ 共 本 種 Z* 
OMe し て の EROBEWMTAMOFRE IH LT 従来 の 二 種 は 合 
し て 一 種 と 致 さ る べき も の 信 ず 。 松村 博士 $ 全 然 この 意見 な り 。 
本 種 の そ や に 筐 へ られ た る Nohirae は 其 priority を WirgwAN 氏 の 
Subgrisea (582 (, 面 $ Subgrisea は 其 priority を 松村 博士 
の fujiSanus に 譲る べき は 明 に し て 小生 の ひそ か に 松 快 ミ する 廣 
な り 。 そ に かく 本 種 は 日 本 産 Zephyrus 中 最も 珍品 ど で す べ き ぁ の 
な る 同時 に 甚 位置 が 系 統 上 甚だ 興味 深 し 。 ノ ヒラ シ ゞ ミ な る 和 和 名 
は を の ま ゝ の に 適用 し て 可 な る も 8 Nohirae の 抹殺 せら る で きも 
の な る 以上 は , MBE し て フジ ミド リシン で ヾ ミ の 営 然 な る を 想 は ゞ 
ISTE LO mA} PRD REL TL ALP ASLUES, 
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Zephyrus fujisanus Matsumura. 
Zephyrus fujisanus, MArsumurA-Stuttgart Ent. Zeit., vol. 
EX TIL, 5,287, 1910... 
2. attilia subgrisea, Witeman-Entomologist, 44, p. 55, [911 & 
z. attilia BREMER ab. subgrisea, WiLEMAN--Philip. J: urn. Sc., 
vol Xi) nor 5, seck..)),.p. 2098, pl. 1LI。 he 1,1815, 8% 
2. "Sr en Ent. Mag. Jap, vol. I, pt: 1, p. 1, pl. 
. fig. b, 1915. 2: (described as の ). 

Wings ve in the male, the whole surface, except outer mar- 
eins, light metallic blue with silvery reflection, mottled with some green. 
scales on the basal part of the hind wing;': marginal band broad 
and black; fringes white. In females, 
however, they are blachish throughout, 
without blue or green scales. 

Wings below: in the male whitish; 
the base and the costal two thirds of 
the fore wing, and the basal half of 
the hind wing greenish, mottled with 
blue scales. In the female also whitish; 
but somewhat dirty; the basal two 
thirds of the fore wing and the basal 
half of the hind wing greenish. 

General form of markings found 
on the under surface: of wings allied, 
in some degree, to that of Z. attilia, 
but differs in the following points: 

In the fore wing (1) discal bar is much thinner, (2) post medial 
band lies much nearer to the discal bar, (3) submarginal band). 
consisted of six black spots, of which the lowest two being edged 
outwardly with orange, is not so distinct as in Z. attilia. 

In the hind wing is a large orange patch at the hind margin, 
enclosing two black spots, whilest in Z. attilia it is replac:d by 
two distinctly separated orange ones, each enclosing one black spot. 

Tails are variable in length, but shorter, in most cases, in females 
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than in males. 
The specimens hitherto captured are, as far as I am aware, as 
follows: 
r の : Mt. Fuji; 23 VII 1895; by Prof. Marsumura. 
2 o : Mt. Daisen; 27 VI 1916; by Mr. SuGiTant. 


Bf s,s 6 VII 1917; by Mr. TAkEUcHI. 
1 2 : Yoshino district; VI 1894; by Mr. WirEMAX, 
Be N Me 4 VII 1912; by the author. 
12: Mt. Daisen; 10 VII 1913; by the author. 


‘ 
= 


Qu: Yoshino district; VII 1917; by Mr. TAKEUCHI. 

Expance 32—36 mm. 

In the shape and markings of wings, the female of this species 
SO nach resembles Z. attilia that Mr. Wıreman has described it 
"as a new variety of the latter species. When Prof. MATSUMURA 
described his new species Z. Nohirae in this magazine it was 
also considered by him as one of the closest allies of Z. attilia 
‘though quite new to science. Lately the latter author, came to the 
“conclusion that the Z. Nohirae is by all means the female of'Z. 
/ fujisanus, which was already described by him in one male specimen. 


This conciusion becomes now generally accepted by entomologist in - 


Japan; not only the important characters of specific value in both 
species agree with each other, but also they kee always the same 
region as well as in the same season. 

Z. fujisanus is a very interesting member in the genus Zep- 
hyrus, for it seems to me as an intermediate species which connects 
the two distinct groups of the genus—orientalis—and attilia-group. 
The metallic blue colour of the wing in males represents evidently 


‘the character common to all members included in the orientalis- — 


group, while the the markings found on under surface of the wing 
are aimost parallel to the common patterns of the attilia-group. 

In the female, moreover, the outline of the wing appears much 
roundish as seen in Z. attilia. 


(Resumé by K. Ocowa.) 


ia 


ER 


THE ENTOMOLOGICAL 


MAGAZINE, £2 ah Su 5 


fe 1 Hz O — fil 


三門 第 五 版 Vol. I. Pi. V. 


ーッ 
HERD — Bil 
Ae Ee ii Sire 


#58 ß 55 il 75 3 
2. スチ グロ カバ マダ ラッ ) / 生 MF 


3. ツマ グロ ヘ ウ モ ンマ at ae 
eee 0 RO Wi Bi Ft 
SARWNEIZVILT 
a . 1 EA ae 利 
7. メス ム ラ 

; TALI a ome ae ee 
8. 同 > 6 


類 蝶 亜 科 の 二 種 及び 他 の 三種 の 和 〒 W-OHMRTET 
す (説明 は 本 娘 166 真 一 173 真 を 見 ょ ) 
原著 第 四 岡 版 (原色 版 ) RES. (松田 良 弥 氏 ) 
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. P. hector 


la—6a は 各 1 一 6 OPE. 
標本 は 全部 セイ ロン 島 産 
(説明 は 本 文 173 真 一 187 真 を 見 よ ) 
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DBE PAB POS ase bse 
抄 FR 
EC HABKERE 
EHRE 
REGINALD CRUNDALL PUNNETT,—Mimiery in Butterflies, 1915. 

ORDNER DER も 散見 され る 。 MAHAR DS CLAUS 
EIFBER AR N TARAENZIRLAELNTLESEHRENDNZATFIN 
さ 婦 4 リ ワ ン アサ ギア ゲラ ミ に 就 て 同紙 上 に 論文 た 戴 せ られ た 事 も あり ・TForsoxr Ki 
興 課 書 の 内 田 書 土 携 営 部 分 に も 可 な り 詳 し く 書 か し て ある 。 又 東 洋 學 装 雑 誌 か に 着色 賠 
版 の 美 肛 な の が 出 克 事 1 ある o し か し 蝶 の 擬態 き 云 ふ 問題 に つい て は 那 語 で 書か る べき 
鉄 地 は まだ まだ ある ミ 思 けれ る o DH ISH LET AREA MY URI MER 
面白 いさ 思 つ て < 居 た . < LI-KATEERTRUHÄT NET ORL TMD HR L 
を 事 が ある が ・. =—BHLORRBNM RMB CUCM S NATE ORL. # 
PER TER EK HST BVEIHIELTETH 廃 が 同 博 土 の 新着 に は 本 問題 或 理由 より 
く は し く は 書か し て 居 ら 5 ず BRB LL OMBMAMTOLMOPL I ER Tue B 
ほれ る ・ 故 少し 冗長 に 失 す る の きら い は ある が 可 な り 基 細 に 抄 銚 する 事 に し た 。 著者 は 
近 座 の 遺 超 移 の 見 地 か ら 6 蝶 の 擬態 問題 た 考 へ . そ の 説明 を 自治 光 汰 説 に 求む る 事 に 反 習 
し て 居る 。 を (て 本 書 に 引用 きれ て ある 蝶 の 中 に は 本 属 の 亜熱帯 に も 産 そ る も の あり 今 
日 の 日 本 人 き し て も 直接 の 関 休 ば の る. Chaos 云 ふ 事 は 決し て [ 外 國 に ある 
事 餅 で ・ 外 図 人 に ょ つて 研究 さん れつ ゝ ある 面白 き 韻 題 」] で な い の で る る 。 KEIL HH 


| 十 数 貞 さ 坪 手 頃 の 本 で 見 事 な 三 色 阪 が 十 敷 業 も 入 つ て 居 て 信 格 は 入園 鈴 り で ある か ら 5 


詩 物 さして も 格好 な も の で ぁ る る , 中 の 間 題 に 興味 を 有 せ ら 2 ゝ 未 見 の 方 々 に 御 薦 めす る 
o 但し 栓 書 は 営 て 動物 學 雑 誌 に を の 書名 の 紹介 が あつ た さ う で ある o 


® is rill 

Darwin. が 自然 海 汰 説 を 確立 し て か 6 既に 五 十 年 以上 を 経過 し 
た , 氏 の 進化 論 は 用 不用 . WEAK ROTER LI TER 
る 重大 な る 要素 ぶ し て 居る 。 基 後 炊 第 に 研究 さる ゝ に 従 つ て 自然 渦 
汰 を 生物 進化 の 第 一 位 に 置く べき 要素 だ する 考 は 答 々 重み を 加え て 
来 だ 。 即 ち も 生 物 の 箱 子 間 に 起 る 小 織 異 を 徐々 に 階段 的 連 績 を し て 一 
方 向 へ 進行 し 新しき 形 種 を 現 は す の で , この 小 繊 異 を 同一 方 向 に 進 
め る の は 羅 に この 小 北 異 を 有する 個 誤 の 過多 に 因 す る 生存 競争 に 作 
用 する 自然 汐 汰 の 力 で ある 。 之 等 の 進化 し 得る 小 北 異 (又は 小 北 化 ) 


Abe, Bom 2 MH im fF SEH Bom R 


SPRBAU SR MNOMAG ILC OTM SG FFD SLOT 
な く て は な ら ぬ , 何 そ なれ ば る ICU TEHRARUFÄLET 
いか 65 で ある 。 MI し て , BFE D 64 DBMED HE NOM 
AABN ES OTM ILS SOD ARB LOR AIH ARE 
ELTZILZONRLETA, か く て 一 謀 完 成 さ れ た る 上 は , それ 


-。 HLSMEFATTZMMITOBOLEI AAN ADB, H 


BEZIEHEN EE D BBS S 2D HAAR II THK 
れ , 最も 完全 な る 状態 , MET NIT bE AK eARRT 2 
の で ある 。 
近 座 BArEcoN, de VRIEE&I k DAB ZH Sg, HX MENpEr に 源 を 
BES OG. LOTR BY IC RIL A DE 8 1 (Pane 
BRUT ILNSIHLSENOHNFAIBSHLOERH REEL LACH 
 SLTIERKELIDETTITZEOT 生じ た る 新 形 質 が を れ の 
CHBBELEOTHATGSIZNUBRMUL IO TREU FRE 
、 RENÄCHKONLLOTEKENZE, ARAHUNSEAR 
RIC ATMOMA COS SHEET A TR, RIA PRES Lic 
S6Or FHS, FILHMLI Ae CLC ORC AAMAS (ER 


MiREOCHS, WLM (Oi. CLC HEM DAT ABS 


ERTS BAZ HED TALS SED HP OTB A eB LIE 

COR RAO $521 SES ARKO MBO BET 2. BEI RL 
以 て すれ ば , AWOAT ASHE (QR) は 適度 的 の $ ぁ の で ある 
BCH SM, 符 幾 説 に よれ ば 必 ら ず し ゃ 此 事 を 必須 要件 と し な い 。 
_ 果して 生物 の 全 形 質 は 適度 的 の ぉ ぁ の で 吾 小 交 化 が 自然 海 活 に ふつ 
CRA し た 物 で ある さ し て の み 説 明 し つく され, 何等 他 の 説明 の x 


"3B J 2304 te CDR DSO bvtN Tio DS DaARWINDR Ci wi Mia 原著 者 も 
CORMWKBKOBRA Sv Cis Sos. 従来 の 進化 論 は 誰 し しゃ そら 概念 た も つて 居る ぁ 事 
で ある か が ら ・ 以 上 の 事 を た 申し て お け ば ・ 進 化 論 その も の た 諸 音 の 令 頭 に 喚起 きす 事 は 困 
難 で な いで 信じ る 

% こ の 場合 に も 前 で 同じ あ 記 り を し て あく 必要 が ある o 


ER 
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DREAD SAEPASROCHE IM? 

AW GE AR EOE LOTS OSC ENEN AH 
は な い , 知人 も それ に は 早く か 6 抹 づ いて 居 た , Joun Ray (Lone 
PD Fb Lic, 自然 泡 汰 説 は 賢 に 適 鷹 に 幸 す る 説明 者 ミ し て この 
MD Fy uf て つ だ ぉ 8 の で ある 。 (AU Darwin OR iL MEH CHIH 
蔽 的 部 分 は 基 だ 草 な い 。 と を の 後 の 拓 化 論者 の 業 路 は この 巧 な る DAs- 
VNDORFRETABSLEEMDRBROR MEN € NG SILT OG 
BPMWATZIETDOROTHA, ¢ LTH LARS FE 
IOP emo LP She TAT, 

BAD ARMS I EI TO SS PERS ALHEITZMN 
fe Fe} WO HAP AIT GT, BG EMO HEE BAAR OB 
FAIHBAWARULLIOITOAHHRT OSS, RAEWOAT ALT 
DPE IL t OMAK (Al dD 6 EW BHO Bl FRO TRiIzIXT D0 CH 
る か を 考 へ て 見 ね ば な ら の 。 | 

AED as AL ET BLE O HER Mal EHE I OFFER O AT 
らし めん で する も の で ある 


@ Barss 氏 失態 く Moerrgs 氏 擬態 で 
_ 擬態 問題 の 研究 は 即ち も 適 魔 の 研究 の 特別 な 一 部 で ある 。 擬 能 な る 
語 は 至 つ て 廣 き 意義 を 有 し 生物 ( こ ゝ に て は 上 時 加 ) が を の 周 界 の 自然 
物 に 酷似 す SALT EER DAR BB 
的 類似 (protective resemblance) THOTISISLHNATTBRAEO 
意味 の 保護 的 擬 能 (mimicry) で 屋 別 し て 置か な けれ ば な 6 な い 。 保 「 
護 的 類似 の 例 計 は 無 敷 に ある , CN CEI BOT, 保護 的 


擬態 は 云 ふ 迄 も な く 〈 警 戒 双 を 前 所 だ する も の で ある 。 


擬態 論 に 入る に 先 も この 考 の 起 つ た 由 浴 から 逃 べ や う 。 
表層 紅 の 中 系 HH.W.BArgs は Amazon 地方 DIRT ih (PETS ID We 
wipe Lich’) PMY ORD OFF L SAA Lie. KHOR 


Brit AsmTiete Ichomiinae の 蝶 の 中 に 混 じ て 形態 斑紋 の 
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WS FES E IRE BO MAILE ( OMBD ぉ の で の み 思 は れ て あお 
た が 詳細 に 調べ て 見 る さ 其 解剖 上 の 特徴 が 却 つ て 全く シロ テ フ 笠 
Pieridae (BSCS 4D HSB U2, Ithomiinae FT 
ZERO 、 GE TE 2 Ee AL. FOURS 2 
ホリ リフ (\craeinae に 属す る ) に 類する も る の で ある 。 
a pa 
ぐに か が く 〈 Ithomiinae DIJDTIIEREUO (2, Ithomiinae に 混 じ 
CHEN eis "同じ い 形 能 の シロ テ フ 科 の ぉ の が 同じ 時 に 産 す る 
_ いふ 事 は 注意 に 値する 。Bargs の 言葉 を か り て 云 へ ば , これ ら 6 の シ 
a 571% Ithomiinae DHL HE LT R40 THA, 氏 は この 面 百 
SHELL LEN SM PFBENTRE TE Darwin OBR 
pthc Barss が 自ら 解決 す る に 困 じ て の ゐ た 問題 を 物 の 見 事 に 読 明 し 
得 た の で 氏 が Darwin の 読 を 採用 し た の は 量 理 $ な い 事 で あつ た 。 

これ 等 奇妙 な る シロ テ フ の 一 群 が びそ れ の 近 結 の る も の そ は 著しく 異 
b, AC Pig SHO WLS ML, TE RER E 
7S SRST AED BIL ARIZA ST, DOAFTHARD LOT 
HA8H, CORBY’ LARMKIL ID EI LED EIN, この 
pan wene (LHR TCO POTD OMAN ABO CHER 
Vo HIRT 46 DOF 7 Flak eS ST UT Be 7c S Ithomü 
nae DEI EDS OME LUT FC OWA LH AN ALM T S72 
け の 有利 な る 中 が な 《 く て は な 6 な い , MEEROAORU LIT ¢ 
FAB SRI, その 有利 時 は Ithomiinae OHR AR LIES 
に 相 着 な い 。 Ithomiinae OPEL AAO MP GT AML, 又は 他 
見 間 違 べ られ る こ で の な い 程 語 著 な 斑紋 を 有する 鷺 な ざか ら , 一 

見 外 敢 に 翌 し 基 だ 不利 な る 系 思 は れる 。 に も か ゝ は ら ず 外 瑞 に 攻撃 
。 きる ゝ 事 の 少な いさ い ょ 事 質 を 取調 べた BarEs は これ は 全く Itho- 
miinae の 蝶 の 骨 の 中 の 液 汁 が 恐 ら 〈 是 等 の 蝶 を 食 せ ん さす る 鳥類 
の 如き 外敵 に 凌 し て 甚だ し く 不 味 で ある 砂 其 攻撃 を 見 る ゝ 倫 な 565 ん. 

€ し た 。 旭 も 題 著 な る 斑 は この 蝶 の 不 味 な こさ に 開 聴 し て 有効 に 
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な る の で ある 。 Blt Ithomiinae OQHETEBUERELBTNE 
も の で ある 。 更 に 評 ひ か へ れ ば 外敵 に 習 し 自己 の 不 味 な こさ を 有効 
に 表示 する の で ある 。 一 度 こ れ 等 の 蝶 を 食 つ た こそ の ある 外敵 は を 
Dik D ARK S 6 OBES RIAA LL, HEU is ODEO Bd 
うさ こ ゝ ろ み な いで あら 6 56 | 
Ithomiinae DHAMD BO SPERKLANT ANNO HET} 
る も の 恒 外 敵 に 攻撃 きる ゝ 車 少 な 〈, TRFELIBTISSHTIEN 
ば 天 紋 の 不 題 著 な る も の ミ の 生存 肘 ま の 結果 は 前 者 の 方 が は る か に 
有利 に 相 違 な く , KOTHRWR ABER RENTE HIELT 
ZI A SL u S GEMD HIERBEI S Ithomiinae の 蝶 が 完成 
た の で あら 6 う 。 PMSA? LOK AD KT ARM kB A 
説明 きれ る を し て この 事 が そもそも 擬態 の 超 る 第 一 en 
Do 

炊 に 初め 自 色 な る シロ テ フ 類 の ある も の が 少し で も Ithomiinae 
の $ ぁ の に 酷似 す 4 斑紋 を 得る だ ミ せ ば 理論 上 と それ は 純白 色 の も ぉ の ょ 5 
545% Ithomiinae の も の 見 あや ま ら れる 機 番 を 有 し , 58 
に 外敵 に 暫 し ょ り 5 有利 な る 地位 に 立つ 事 が 出来 や う 。 然 ら ば 自然 光 
汰 説 に よ 5 Ithomiinae の も の に 似 ん だ する 傾向 が 炊 第 に 進め られ 


。 て 塗 に は 季 く 十 者 見 分 け 難 き 程 の 酷似 を 得る に 至る さい ふ こ で は 考 


へ 易 き 岩 で ある 。 

RR SOERE EEE RE! 
見 事 に 説明 きれ た の で ある 。 F HER 6 DAF TORE DR 
第 擬態 者 な 2 Ithomiinae HR ENT HHEVED AD CHS, 

WALLACE IHELMERK LH OR BE TD OR. KEHREND 
BE (2 DU THELRBOR RE BAKED DHE DTA yw AMD Plz 
red, Ws Pi BIED b CHMOD LEN AWA HE FT A Se 
* Ceylon|: /% 4 polyteslS 227912 FB 2 polytesz (L{Form# lh] U7 し な い o WPM AE Hie 
TiS 6 ORL SEO TSE TM TORRDS Y . Form の 名 を 異 に し て 居る ぁ o。 が さ に 
か ( 和 吾 々 区 取り ょ い 様 和 名 を 附 し た 。 
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事 で ある 。 ZDO-FNIZEAR ビア ゲハ Papilio polytes* -MTTCTH 
る 。 く は し (は 後 多 す る が シロ オビ アゲ ハ の に は Ceyloa で は 割 然 
Z=BeRMSNS, 一 つ は すさ 同じ 斑紋 を 有 し , HHO TIBIA 
(UZ HP. hector, P aristolochiae べ ベニ モン アゲ ハ に 擬態 する の で 
ある 。 か 《 LDADKHETZNIEHEUSCHA, これ お を らく 《\ 
ARC UTS より 更に 重き 資 任 だ が ある か ら \ が 和伸 の 外敵 に 著 し 
炎 全 な る 様 に 擬態 する 方 が 8 がき うす る 場 令 より も る 有利 な わけ で あ 
ACH awa, 多 論 この 場 今や は を の 擬態 性 を や の 子孫 に 斉 る が ?$ 


。 の 子 苑 に は 裏 ら ぬ A で 云 ふ 健 定 が 入 つ て 居る 。 


TRIMEN は 同じ 様 な 擬態 の 報告 を 前 操 二 氏 に お くれ て 部 那 利 加 が 
6 # Li, 

WE x HS THERE D AT 2, zZ OIE DS ARMAS: LD TE 
( SEW Si SBP LOTORZEO RAO WRI LO ES 
を 示 し た 。 EMO gs HERE BER ED IL 因 み Bares 氏 擬 態々 去 
Be ( 

。 Ti UT BATEs 以 層 未 解決 で あつ た , いま 一 つの 擬態 の 形 工 が 復 叉 

_ Mogrrgks の 巧 な る 説明 に より 解決 さる ゝ 機運 に 向 つ た 。 乏 れ が 区 に 
gis 4 MUELLER FR HERE CD 4, 

BKC BRAILES 2 Ithomiinae の 蝶 は それ の 不 味 な る こさ に よ 
5 外 散 に 習 し て 株 護 せ られ る で 考 へ ら 5 れる の で ある が 、 WU 6 BK 
(SRLS 4 Heliconinae DEEITHETRERUI IP AL ALTK 
Bch Oo Wis HABE LAH LS MY LCS, COMME 
ひか へ れ ば この 相互 擬態 は 如何 に 説明 すべ きか 。 HEDRRNAI 
ざ に よ ょ より 外敵 に 翌 し て 保護 され うる 一 群 の 蝶 が 何 痢 自ら の 有利 な 弄 
紋 ょ り 半 化 し て 同じ 程度 以上 に は 有効 な ら ぬ 他 の 不 味 種 に 擬態 す を 
Dir? (いづ れ が 擬態 者 で 何れ が 彼 擬 明 者 な る か は シロ 〒 フ の 時 の 
如く 然 か く 明 で は な い )。 | | 
MUEELER (3 4487S AED R ADB EHE AD T LOHR FERN 
re 
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EEN EO SRP BAT 20, CONS ARMS LTC SHOR 
味 、 不 味 を 自ら の 総 験 に より 5 知 得する の で ある で 考 へ られ る 。 それ 
it Heliconinae 4 4 Ithomiinae の ぁ る の る ぁ 各 一 度 は 攻撃 し て 見 
て 初め て 之 等 の 不 味 な こさ を 知り 同時 に を の 斑紋 を 記憶 し , 次 の 時 
ょ 5 を の 斑紋 不 味 な こ で を 隊 想 し て 不 味 竹 あ 食 は な く な る 。 今 一 
地方 に Model ( 息 擬態 者 ) と な る 蝶 類 が 芽 種 存在 し 各 其 等 の 斑 絞 を 異 
に する 時 は それ 等 の 不 呆 な る 事 を 幼鳥 が 農 え を の 斑 絞 障 想 を 起 し 
うる 光 に は さ で に か 各種 が 一 江 り 食 せ られ る に 相違 な い , 例 べ ば 一 
千 の 幼鳥 が 五 種 の 各 異 つた 頑 戒 色 を 有する 不 味 な る 蝶 に つい て 総 駿 
を 開始 する ミ す れ ば 各種 の 一 千 が 幼 島 に 食 は れる 迄 は それ 等 の 蝶 
の 破戒 人 色 は 充分 役立た だ な い , De PAVERS Sw HRI LO 
SER RS ERE Se PHT 64D ES し て で ある 。 | 

全 る し 五 種 の 蝶 が 五 に 酷似 せる 斑紋 を 有 し , Bite HS 4 
で し で する で 鳥 の 経 隊 斬 得 の 篇 め に 犠牲 だ な る 蝶 の 敷 は 千 で すむ 護 
で ある 。 も し 双 五 種 の 内 あぁ る 一種 が 他 の 四 種 に 比 し 遂に 於 て は る か 
に 多き 時 は 他 の 四 種 が を の 一 種 の 有力 する 稀 戒 色 ミ 同様 の 斑 絞 を 現 
は す 事 に ょ 5 多大 の 利益 を うけ , 了 且 食 ひ 殺さ る る ゝ 毅 が 各種 の 敷 の 割 
RB NFRTE SIV} EBAMEG HR 4b WGBLO Fisk BV AI SDS tA 
A, 12 BOOTS OAMAC IL LOERU 4 Figg ROD & Gz He LIE 
Tae © OD | 

& vite (= HE OMT PALO OR A MER ATcHIITE SR 
— 13 6 eR 4 eA AHAB LT ETAGE LS SH TH SO, AMR 
。 あ る 以上 之 等 が だ に か 自然 海 汰 に ょ 5 今日 の 完成 状態 に 迄 進ん だ 
ぁ の ミ 考 へ 得 5 れ る 放 で ある 。 

今日 M 氏 擬態 の 例 は 得 地 に 見 られ 遇 従来 思 に B 氏 擬態 を せ 6 れ て 
居 た も の で M 氏 擬態 に 入る べき も の ミ 考 へ られ る 例 $ 多 く あ る 。 

但し MogrrgR の 読 は 幼鳥 の 性 質 を 肛 測 し て か が くも ある べし さ 考 へ 
た に すぎ な い の で 果して 幼鳥 の 性 換 が か 《 の 加 く ある か ざ う か は 篤 
ら な い , DAR GPBMT om CORA AK LOMAONS 


162 Rit BM i fF Be Hf Bom A 
KOEBTD So 


Ot E の Bl 


KORMTEZSEIRMOoMALT SA FHETDZASHOE 
MRRTOIUISERBEBE FAT CNEL RSITKRBAT 2 
は 最も 不 完備 な 方 法 と 云 は な く て は な ら な い 。 WDISsUzn$rR 
げ 2 ISR D> 6 RI TBE OS Bll e SKOB(C BOTH 
_ 明 し て ある 世界 の 蝶 の 擬態 例 は 全部 割愛 し 、 本 文 に 直接 の 開 係 の あ 
る も の に 限 5 其 都度 和田 な 説明 を 加 へ て 責 ち ふせ ぐ こ と ヽ ゝ する 。 


@WwALLace® Fi fit 


WArrAce は 擬態 の 事 質 を 自然 海 汰 読 に より 完全 に 読 明 し うる 起 め 
に は 容 の 五箇 條 を 滴定 させ な く て は な ら 5 な いさ 読 いた 。 さ に か が 《 歴 
喝 的 に 興味 ある 事 で あり. REMIT SDD 6 DMS 4 8D 
DE 人 io 

1, 擬態 者 は 邊 擬態 者 (Mimic, Model) 同一 地方 に 産 し 、 MOM 
や 才 所 に 飛翔 し て 居 な 《 て は な 6 な い 。 

2 Mimic は Model よ ょ より ち ぁ 常に 外敵 に 習 す る 防御 力 に 於 て 鈴 《 る 
PAPI CIRM GG 

3 Mimic ARE RAC EN Model より る ぁ る 少な い 。 

4 Mimic は それ の 類 織 の ぉ ぁ の ゝ 大 部 分 大 に 差異 が ある 。 

5 其 擬 態 は 如何 に 巧み で も ぁ 外 的 の 中 に 止ま り 内 的 の 性 質 や 又は 
外観 に 開 係 な きも の に は 及ぶ ぁ ぉ の で な い 。 | 
PERE Pte ALTE IRIS RIL ECT OA RT AZO 
は 便利 で ある 。 何 ぶ なれ ば 擬態 的 類似 現象 の 総 て の 場合 に 習 し 等 
の 各 箇 條 は 一 定 に 常 は まる も の で ある ミ さ WaArrAcg PHEW で ある が ら 
で ある 。 但し これ は B 氏 擬態 に 就 て で あつ て , M 氏 擬態 RRL 
TEST | 


1 SRS CL NB CAS SERN EN TIER. BER 


a eee 
’ し 4 = 
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者 * は Model の 分 布屋 域 外 に 産 し な いと いふ こぐ では. agestor カ バシン 


タ ア ゲハ は 其 の Modcl な る D tytia THE LAF OMG TS Woda (A 


_。 し て 存在 し な いこ 等 で 明か で あ る 。 EHTUNNZITFNIR 


も ょ よく タイ ワン アサ ギ マ ダ ラ D. melaneus に 似 て 居る , MACHE 
熊 開 係 の ある ら 6 し き 事 は 長野 菊 治 郎 氏 だ が か つて 星 半 世界 誌上 で 賠 を 
潜 へ て 説明 きれ だ た 。 この Model ze Mimic の 産地 の 同じ さる ZAHL, 


BD THEE OU SICKERT ALON CHS, 8) 05 


BRK MELTS e Mimic’ Model ぐ が 同じ 地方 に 産 す る 
て も 同じ 場所 に 混在 し て 居る と 云 ふ 踏 は 必 ら ず し ゃ 芝 に 痛 邊 され 
ぬ 。 蝶 の 多く 居る 場所 の 一 つ は 其 れ の 仔 明 の 食物 と な る べき 植物 測 
近 で ある 事 は 明 で , 殊 に や に 於 て 然 る の で ある 。 PINIXP. polytes 
シロ オビ アゲ ハバ は 革 生 の 相 橘 類 の 附近 に 多く 居る 。 し か る に それ の 
Model な りさ 牙 せ られ る P. hector, P. aristorochiae S=E27 


ゲハ は 其 れ 等 の 仔 了 虫 の 食 章 な る Aristorochia (ウマ ァ ス ズ グ クサ 局 ) の 


、 積 物 の 附近 に 居る 事 が 多い 。 雨 植物 は 必 ら ず し も 相 接 近 し て 繁茂 し 


て 居 な も る の で ほな い 。 と それ で シロ オル ビア ゲハ の 盛ん に 往来 す る 場所 


に それ の Model の 殆ど 又は 全く 來 A 事 は よく あり 5 うる 。 KARIN 


Model & mimic で は 同じ 地方 に 産 す れ ざ も 必ず WET PCR 
EABDA-BITZAT Argynnis hyperbius マダ グロ へ ウ モ 


DPI D. plexippus ス ヂ グロ カバ マダ タラ と 其 の 飛翔 中 に は 外観 


上 帆 別 が 困難 で ある 。 そ を し て 共に Ceylon に 多 産 す る に か ゝ は 6 ず 居 
る 地方 は 異 つ て 居る 。 後者 は 泡 地 性 で ある の に 前 者 は 敷 千 尺 以 下 の 
所 に て は 見 られ な い , CCL OMMDIEOB SATIS Tw, 
一 方 の 多い 府 に は 他 は 大 ら 6 の 8。 HSS BATH } TENE wnt (LI Ie 
説明 する , 即 も 移動 性 鳥類 が 初め 低地 に 於 て エス ヂ ゲロ カバ マダ ラ の 
不 味 な る 事 を 記 稿 し て 山地 に 来る た とし て 不 味 な る スチ グロ カバ マダ 
ラ ェ 酷似 する ウマ グロ へ ヘ へ ウ モン の は 全 ( 之 れ を 食 は うだ こ ゝ ふろ み 
Gy Se 


* MRE OL TB BINT ~ 2 0 
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Wi MILT AMHR CD Oa CR LUBE EAT SH 
(Boi 6 bo, ZIEL II TER EN SN TSS 
QUO BALM. SRC, DRALBATRET ACH . 
BANSIBOTMENZEIFUINTVO THE IM ZNUGMITS ~ 
ぐし て る で に か く 可 な り の 例外 や 読 明 に 困難 する 部 分 は わる に し て も 
WALLACE の 第 一 條 は それ の 滴 足 さ せら れ て 大 る 場合 の 方 が 多い 。 

2 EECA DAA Sb ORR HMB LAROR EK 
を 具有 し 又 従 つて 不 味 な る 中 で も る 。 か 〈 考 ふる 如何 に ぉ Model 
CAS = MELA Mimic JE UL ORR A TIER CAD & Ai 
し て 居 る 。 FRORAVAAT OU PERM LBROMSFLAUT 
E-BIMSHUEHRE TH, CHE HEL THRE > CHE 


する の で あぁ る 。 HEDROMM(IDP SIGHTS 4AMBPRILGS 


し な いか ら 6 其 蝶 に さ つ て 有利 な の で ある , ERETRTHNZKOROD 
る 又 以 後 不味く 述 べ る の SRAM RS PREECE RABILT SR 
Wo 仙 事 で は ある が 喚 赴 は 味 算 に 大 な る 補助 を 奥 へ る か ら 臭 無 が 味 
感 に 多大 の 隊 害 玉 な る 事 は 勿論 で ある 。 大 抵 不 味 く 推定 きる sid 
例外 も わる けれ ざ も 題 著 な る 色 逐 環 統 を 有 し 同時 に 其 の 飛翔 力 は 肥 
(BLE, HIÄALTERDT SRTORUV BD TOR, ZE 
Model CBBEDABIE SHELA HOHE BW CSE Sn 
て は ある が 中 に 例外 が 多い P clytia キキ ペリ り アゲ ハ は 甚 速 に さぶ が . 
を れ の Model で 見 條 され て 大 る 斑 蝶 科 の 蝶 は 緩 に と さび , Hyp. mis- 
sippuss メス アカ ムラ サキ の そ は 漂 に , 其 Model で 見 な され る D. 
chrisippus Pasv9 SiH. eb, RERDFET FAO の 擬態 形 
は 非 擬態 形 な る 他 の ゃ で 殆 ざ 局 じ い 飛 び 方 を する , FT UTHRYD 
距離 が あつ て も を の Model な る P hector や ベニ モン アゲ ハミ は 刊 
REHM SIS, 飛び 方 の 早い 事 は 一 つの 防 竹 法 で も る か 656 この 路 
で は Model X 5 Mimic の 方 が まさ つて 居る 。 宜 し Model OPHHO 
小 な る 事 は その 警戒 色 を 充分 に 外敵 に 示す 飼 ゆ に は むし ろ 必 要 で あ 
る の は 本 営 だ 考 へ ら 5 れる 。 そ に が 〈 防 携 の また る 臭 仁 の 鷺 に 府 で た 
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Lac Wallace Am TE S NA FAL IO NENT SR 
い 事 は 飛び 方 の 異 る 事 は 擬態 の 効果 に 著しい 差 を 生じ る で 云 ょ ふ 事 で 
_ あ る 。 

3 Model の 方 が 個 骨 敷 の 多い 事 は 一 般 に 営 て は まる 事 定 で , シシ 
ロロ オビ ピア ゲハ の 如き は 一 つの 例外 で 見 る べき で ある 。 この 場合 M 氏 
ee eh OE ER EEE 
$ の が 受入 れ 難 い ぉ の で あぁ る 。 

a Bsc SSRILT OREO LD ra Se REESE 
COI URIS ZSIEROT IH TIER TS AH AI L-B 
一 科 に 及ぶ 事 $ も あら 623。 

シン ロ テ フ を 考 へ だ 鹿 が な る は ざ are に 欧洲 で は それ は 一 般 に 
自 色 の も ので, それ を 見 な れ て ゐる 眼 に は 南米 の Ithomiinae に 似 
te Dismorphia BO PAF TIRE LC DAF TIRED IDOE Le 
(BSI MASEL, AHONLERUIIZAFTUSTL IH 
DPOPSRBI~S(, HOBPHEROKHLLET LI 必 ら ず すし ぁゃ 
Dismorphia BO PAF IOSD AHI HMO LAF IHD ぉ の ミ 
傘 く か け は な れ て 居る で は 広 ひ 難い , RCPORRE CHL Cter 
DA pH} Fs? | nn 

AOR ILS CECE OMRON ABAMZ WO, TMT IL 
Papilio-Danaisi) 4 FF NO FEN LRFZFOHSTIFFTIOH 
Ute FORMS HEN TFT ABEADSBOTDI NS AHH SRE 
(BAÄSASHUISERET HEFT ZLERSHEUIKUHD 


GHLD MCDA, 
5 > ee ee 
ERÄNTHLd SUL ZEA RE AER EA HS HG 


HUA HEE rere ane HED Wi 8 He A a TER, OD 
を 自然 滴 汰 に よ 2k > NSBR >YMERI LT FA ORR PR LICK ERRU 
老人 民 な な いで あら う が 。 

= D A fet D ARS BEI RE BARS ES, WIRACH DD 
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Lo 上 央 容 に 更に 詳細 に 自然 海 汰 読 に よる 読 明 の 鉄路 を 批評 し て 見 度 
(の 


@ist TE Es (Minicry Ring) (apne) 


HERE C FRU GAs Mkd CARI OUT LIAB RE 
し た る が 香 人 は 更に か ゝ る 類似 現象 び 果 し て 自然 滋 汰 の 作用 に ょ 5 
て 今日 の 大 態 に 到達 し た り ミ 説明 する に 足る 充分 の 論 擦 あり や 或 は 
又 他 の 原因 に ょ り て か 〈 成 れる か に 就 て 以下 研究 し て 見 や う 。 

_ 召 人 が も し 擬態 の 読 明 に 自然 海 湊 を 適用 する 時 に 必然 釣 に 香 和 は 

_ 此 等 の 酷似 が 適 鷹 的 の も の な りさ 許容 する 事 と な る 。 何 ど な ら ば 大 

等 酷 久 の 適 益 作 を 許さ すし て は 自然 海 汰 が 其 酷 似 毅 生 の 初頭 叉 は 大 

残存 著 積 に 開 せ し と する 事 能 は ざる が 故 で ある 。 CIP HET 
て の これ ぬれ 等 擬態 的 類似 の 適 應 性 を 許容 する で し て 、 更 に 吾 人 は 自然 

滴 汰 の 作用 に 開 し 二 つ の 場合 を 考 へ うる 。 一 は 此 等 類似 は 自然 油 攻 

の 作用 に ょ 5 其 初 涯 より 合 目 久 性 即ち 適 鷹 釣 に 進み た る 無 敷 の 小 比 

[HO Giat kKOTMOE FAD CT. PBR AEO LT OPER 

SPW pr OEBAABE IA CRA Lice も の 。 Wee RLS 

Bern akt) BRKT vy MICO Baws (2 』 ARWORES 元 

DENE I wMENIS 68D SiS TEA FR Lich OT OH 

AED $8 ABI e MUR LT ORD LO CHS, 信吾 人 の 探 ら ん だ する 
eB est SWEAR A SLA OAR LI RA a nr ARBOR 
RE eR 25 ; 

$ LEAR HAO di & BID Model (2 [JO H Mimic SE LAD 
TCS VILE SSE RET 2 CD 5 5, I Mimic 及び Model O= 
MEN ¢ HRS BER ee AL GRE ZUISRE TA, を 
の 時 其 Mimic CT An SHED /PHRLDS & L Model CT 4 (hd 
AE LTSHOMABKCOTHBD D LUBA CNR BRE 3 
の Ithomiinae の 一 種 Mechanitis saturata ミ シロ テ フ 科 の 一 種 
Dismorphia praxime さ を 一 例 ぶ し て 考 へ る 。 但し 後者 は 多く 《 の 見 — 
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ee AD LS LAVISH MILK G I WATS A D. cretacea の 如く 
自 地 に 黒き 小 部 分 ある 斑紋 を 有 し た の だ ら う で せら 6 れ て ゐる 。 吾 
は 果して D. cretacea の 如き も る の が 僅少 の 褐色 及び 黒色 の 部 分 の 色 
達 に よ つ て Ithomiinae の も の 混同 され 得る だ な し 得 べ きか 否 
か 又 か ゝ る 小 織 化 が 所 有 者 な る D. cretacea の 如き も の に 有利 な 
5 り で 考 へ 得 べ きか 否 か 。 か ゝ る 小 酷似 の 富 例 は 同じ 〈 BK EO 
oleae 属 の シロ テ フ ブフ の に 見 56 れる, ALICIA CR 

o CLT LNB OR BETS 3 sateen eae 

= Ithomiinae の Mechanitis の ぁ る の ミ 混 周 さ れる で い ょ 様 な こ 
CUTE FLAP PAF T PRK ARMS し て 攻撃 する 
SOSH RIT, REL SIF > O- PMV LP ATRZAFTLH 
LT KE RM PAVE.STHEID, LORD RIAD IBERO 
“HEE AY (LAO TARR > ARM ee 6 ART 2 LC D4, 
か く 〈 く の 如 〈( 吾 人 は 完成 せる Model (2 fOTH( Ie SWB AD 
綴 す る 類似 的 小 幾 化 は と て も 擬態 完成 を 説明 LENOVO TR 

- 得 な い 。 
; Bates RF sm UCP YS 4 YA FT DS Ithomiinae に 酷似 す 
EILBORMPMPECA CORPORAL TC LO we hh eb BANAT 
MOS 

Warrace は Ithomiinae も 最初 は 今日 の シロ テ フ 類 に あま り 5 大 な 
る 差異 な き 形 ょ り 多 達 し た の で あら 2 うく 想像 し た 。 を し て か ゝ る 程 
度 の 時 代 に 同 地方 に Ithomiinae で 同時 に 産 す る シロ デフ の 中 の も 

の が 不 味 な る Ithomiinae 215 r BEN XP う BEAT iH ET 
| 6 の で め あら ち IT Sd 

Fx PID BB (CD BB OW TO BERRI Darwin る 気付 いた 上 鹿 で 氏 
we is N TZ, 

擬態 は 決し て 初め より 甚だ し く AW ase HS し た る も の ゝ 間 

に 起 つ た さ で は 考 へ ら 5 れず, BAC BAA Lic 4HMO PAI: HD, 
を の 類似 が も し 有利 な りこ すれ ば 之 等 類似 は 上 人 逃 の 如き 方 法 に て 直 
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も に 非常 な る 酷似 に 迄 紙 展 し うる は 容易 で ある 。 面 し て Model が も 
し 何 か の 原因 に ょ > 勘 後 に 於 て 徐々 に 疑 化 わ や 起 し た り E する を 
Mimic 3SPRACHMLEIET AN DL し て 如 阿 な る 程度 迄 る 幾 化 は 
酷似 の ま ゝ 進む 事 が 測 失 る 、 EM Mimic (2% 12133 EURO EDEN 


- 人 金 〈 異 る 統 理 を 有する に 吾 


RL-OOHHENDAE a * 召 々 は 表 の 如き 想像 あす る 必 
要 が お こる そい ょ 事 で ある 。 OF DE MPRARSORILBT 2h 
先 型 が な を れ 等 が 全日 の 如き 程度 に 分 化 細 避 する 前 に 偶 釣 釣 に 他 の 保 
護 さ れ た る 群 序 も Model で な る で き ぁ の ゝ 弄 先 型 に 或 馬 迄 酷似 し 
篇 め に 幾 分 自己 に 酷似 の 利 符 を う け 居 た さ 云 ょ 事 で ある 。 此 の 事 が 

次 に 来 た る べき 完全 な る 酷似 の 獲 人 に 開 す る 基礎 な る の で ある 。 
Darwin, WArrAcg 共 に 最初 の 酷似 の 読 明 に 困難 を 感 じ 叉 同じ 機 に 

mens: Lito WiFi Model 及び Mimic の 属す 2 SPD 

— fA ROBIE THRE Lb HH LC wore 

$ の な 6 ん で 想像 し て 居る 。 面 し て Mimic (eAFOR mi 
IE ARE 間 人 知 べ 5 れる 程 酷似 し て ゐる も の で あつ た ミ さ 考 へ た 。 
 ARMUHBLONEDADISZRNONENCHAREREOR 
JE eae ic LU ESE aC NS ( Mimic OF EMINLIKEOTEHEL 
TR (LAAT CRAY OOM 9 ALEOROTHEI DIR 
BA f dUiS A OSE BMA YAS LT IRS BED SAN 5 2 
BPE DAHL HES AT DS ROBMAIL GL ANDI A, 

し か し こ ゝ に Darwin 等 の この 読 明 の 適用 き へ ぁ 許 さ ざ る 事 質 が 
_ ある 、 そ れ は 一 つの Modlel HB AHLEN FAT 2, MB 

El ee LEIDORTBIN SRE 
Owe LOS CN4ZKBA CHS, COWS BR AROMA 
ee 
> DTDA, MRRARE 6 LO ZBOEDC ARB Se, IMS 
RBI THIS PHU TARR (mimicry ring) O$ BE CHA, #& 
ERC BB DIL~-WH (2 T—-OD Model ICH L TRAD Erz X A 
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PO THRORE D Hee T 6 UN ALA ea AOC. UL OURO 
Mimic は 不 味 で な い の が 普通 で ある が 不 味 種 の 混 ず する 事 $ あ る 。 

Ceylon に 於 て この 一 例 の 基 だ 題 著 な ぉ ぁ の を 見 る 。 こ の 擬態 表 は 五 
種 の 蝶 ょ り 成 り 、 を の 中 二 種 は 不 味 種 で 、 こ れ は 所 調 M 氏 擬 能 の 好 
例 だ せ 6 れ て 居る 。 Liv LAME AO fi BO GYD BOB LS 
Hb 6 PM EOD EBK CHE LT AO TEENS 4 氏 擬 能 に すぎ 
な いで する 論者 $ あ る 。 AROMDOZHEITT vy CD LDADZIUN. 
加 は 58 は 全く 《 それ 等 各自 の 軍 先 型 又 は それ の 直接 紙 着 し た 型 を 代 
表し 各自 の 税 の 他 の 種類 と 全く 共通 の 性 質 あ も る つて 大 る 。 前 二 種 は 
E16 D plexippus スチ グロ カバ マダ ラミ D chrisippus カバ マ 
タダ ラミ で 前 者 の 殻 は は る か に 後者 の それ ょ り 5 少 な い 。 後 の 三種 は 
Hypolimnus missippus メス アカ ムラ サキ , Argynnis hyperbius 
ワ マ グロ へ ヘ ウ モ ン 及 び Elymnias undularis 本 示 ル リモ ンジ ヤノ メー 
_ で あつ て この 三種 の 第 一 種 の \ は 第 二 種 及び 第 三 の 2 € EC AN 
し て 居る が 第 一 種 の 8 は 全 ( を の や で こと さり なり て なぜ しろ 同属 の 近 
AE Y Ope UA UC A 第 二 種 の $ も その < 甚 だ 
し 《 こと で な り 前 頑 く 端 に 黒色 部 を 欠き 全 〈 他 の へ 葬 名 と 類 と 同じ 色 
稼 を あら は し て ちる 。 第 三種 の も の もぉ も $ は や で こさ なり 5 紫 褐 色 で 近 
JAIL YES yp AD? や の 如き 色彩 を 有する 。 

以上 の 五 種 に より 一 つの 小 擬態 環 が 形成 せ られ て 居る が 。 マ ダラ 
テ フ ブフ の 一 種 は 不 味 種 に 属し 、 メ ス ア カム ラサ キ は 疑 は ある が か 同じく 
不 味 種 に 算入 せ 65 れ て 居る 。 それ で 之 等 三種 は M 氏 擬態 ぶ 考 へ ら 6 
WU 残り 二 種 は 雷 な る は 氏 擬 態 と 考 へ られ る 。 これ 等 の 種 の 石 に 酷 
似せ し 起源 を 探究 する 事 は 擬態 問題 に 非常 の 得 味 が ある 。 

先 づ 例 を 訪 談 ルリ モン ジ ヤ ノ メ よ りこ でる で する 、 こ れ の $1 は 擬態 
で ズ ズ ふぁ 富 か ら 6 考 へ る で 全く を の 利益 に 潤 は ぬ ね も の で 見 條 し 得 5 れ 
る 、 し か る に そそ は マダ ラテ フウ の 二 種 に 酷似 し て 有利 の 地位 に 立つ て 
居る で 想像 せら れる 。 

& し 之 れ が 酷似 を 来 し た 経路 を 自然 海 汰 の 件 用 に 釣 す る < し た な 
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GIL. 6 PILARIND ARC. LO HERE ED ds DBE LIZ § D $45 ~ 10 
UGG. ROUT 6 が 擬態 ae EEE TELSHELTTE ds, Lb 
る 非 擬態 形 ょ り BI (LO JERE IE I EHE LEID EISEN 

HERG away OAS を 本 種 の 原型 に 近 き ぉ ぁ の そし ゃ を 失態 に ょ り 北 化 
し た の 見 位 す 事 に 一 致し て 大 る 。 

召 々 は こ ゝ で この 才 ポ ルリ モン ジ シヤ ノ メ の 将 化 を 自然 滋 汰 論者 の 
BRIN NBYED RARER L ODM BHD 1 AD RMB 4, 
BRE OT RIL ESE VPI APAYPIBDANIAG | Hie 
AMR et TRC ILAY FORANVIFZLFADM( TRTOTH 
HIGHS, THUS LAAT I? MOET ABER LAL TER EL 
RNEKETBÄRNVEILZPIIOHM TARZAN 708 OM. 
き AD NBL ISHERED HA = LICH UC MORK も 立た な いで 考 
ーー へ 65 れる の で ある か ら で あ る 。 Mill OH LRM TAORUTK 
ルリ モン ジ ヤ ノ アメ の 3 に より 代表 せら れる 型 は その 斑 先 型 を 代表 す 
る で 同時 に ス ヂ グロ カバ マダ ラ の 玉 先 型 ん も 表 は す も の 想像 する 。 
- より 外 は な い 。 こ れ は つま り 5 Darwin の 言 つ 刀 鹿 の 説明 の 方 法 で お 
る 。 そ し て ス ヂ ズ タ カ バ マ ダラ は 次 第 に 共 不 味 を 表示 する に 都合 ょ 
2 DEE BET Ls 之 れ に 擬態 せ し も の 思 は る s AL) 
モン ジ ヤ ノ メ の も 乏 れ に 従 つ て 導 化 し た が $ は 擬態 に 開 係 な 〈《 比 
- 寺 的 原型 に 近く 全日 迄 持 績 され て 来 た も の で 考 ふ べき で ある 。 こ の 


EEE ne ene の 


ise S HE TAD で ある 
| ムウ マグ ロ ヘ ウ モ ン を 考 ふ る に に その や は スチ ゲロ カバ マダ ラ に 酷 
似る 、 bo MON ELE LU ARRAS SA. CLOTH 
種 の 祖先 型 は こ 、 で も 3 に 」 つ て 代表 され て 居る 。 然 ら ば 本 種 さ 
Model な る ス ヂ グロ カバ マダ ラミ の 間 の 擬態 も 同 前 の 論法 を 以 て 読 
明 さ れる 。 | 
ME LT ART ALG He ARD AR 
し て 見 る で 之 等 の 結果 は スチ ダグ ロ カバ パ マ ダラ , オォ ホル リモ ンジ ヤ 
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I ウマ グロ ヘ ウ モ ン , メス アカ ムラ サキ , FEL ALD FE 
THIRD L, 時 々 Model な る スチ ヂ グ ゲロ カバ パ マ ダラ の 通 先 型 と 取 
りり も が へ ら 5 れ う で き 程 度 の も の て あつ だ た ミ 坪 ぉ 事 に 外 着 する 。 面 も 
AG D FEB 3 Fr H 8 KC LOT RR GUTH OR AAA OA 
の 著 し き も の で ある こざ を 明示 し て お る 。 MUTI SEARS SC Hy 
に 熱 選 な る 擬 上 態 論者 も この 一 例 の み に ょ つて 台 然 と し て , ょ し 最初 ・ 
の 酷似 を 事 費 さ DIRT Darwin の 読 を 以 て し て も 自然 光 汰 を 説明 の 
申 に 加え ん さす る 時 に は こ ゆ べ か ら ざ る 困難 の 横 は る 事 を 認め る で 
ee | 
LLEIBISHOZIFZFTITEHOEMO Mimic の 中 ある 一 種 の 
SOs? eH MICA THY Lice し て も 猫 更 に 残り 二 種 の その 擬 
ENIZNEMORNTERENK TARGET, Ch LEER FR 
_ 用 する と し た ら ぐ うか 。 BR tO Arte SRDS Model < EM) 3 tv 
う る 程度 に 頻 似 し て 起り たり ミ 考 へ る で 事 は 至 つて 筒 還 に な る , る 
し て も し 残り 二 種 に 急 紙 読 を 許す ぐ し た ら 初 め の 説明 の み を 自然 光 
汰 に よる の は 理 な き 事 で ある 。 又 念 奨 読 を 前 用 する 時 重大 な る こ で 
、 は か く 〈 読 明 す れ ば Mimic の 三種 に 於 て 8 その間 即ち 宮 先 型 < 擬態 型 
だ の 間 に 何等 の 中 間 型 の 挿入 を 要 し な いと いふ こ で ある ゐる 。 この 事 
AHIR T CLK HEN, ZLTI LE Lb FFP Model € 
BM Sn 5 CRE OM LP MorRe Tris, 基 生 じ た る 失態 型 は 生 
存 競 当 上 非 擬態 型 取 も $ < 同 儀 の ゃ を 完全 に 絶滅 せしめ て 自己 の 型 
DAD BE IAIZ LFS CHEF 
He fs LAE D RII Ow TC OLB ERE LT. % LT Model 
& Mimic この 問 の 最初 よ > ORL MA F 2 BLOWN HET L Teo 
BERND © EBRD I SHO RM FNS BEA Lilo 
B Ree os AREAL Lob EMER ER LTEURALOTTCH 
4s Eis PARES LT 6 MUELLER EEE DISK DPIC ET ISS ZH 
集 が あつ た さ 認 る の は 左 程 困難 な 事 で は な い 。 何で な れ ば 到着 せる 
$e HEE RAIL D FIMEC WO LOCH SMG ECAH L > AMD) 
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LRBEBISBDKTHA, M 氏 自身 も 最初 か く 逃 べた こ 。 
こ の 場合 に に 於 て も 遭遇 すべ き 困 難 が あぁ が 西 も MAksnarr は それ に 
OW THB TiS, LIER WLBT HS 5, 

ple — bl Di (ABS AB t= EY LE OR TSB ASB Ty BaD ye > 
る , CSI if HEN AUCH ALHTAHDEL, 
IAB HTC & ESRD Ba5 DIED 2 DL HA — Fe be 2 BE HB 
ENATRETZ, BALA HI Ze BU TED OS 2 DO HF 
Sea es ty Ream (Mtl. LT eH TAO 
Pea Ay 
— SRL 5 食 は る ゝ 損害 の 割合 は BRU AED’ A ILFU AZ 
方 が 少な い , 何と なれ ば 一 千 匹 宛 捕 全 せ 6 る ゝ が 故に A に 於 て は 
1,000/100 000=19, L a> 3 U BIST 121000/5000=20% ‚15 ABO 
SHAT HNL SPUKCH EPG CHS, FBOHO HS OD 


、 化し て Ag 見 誤 ま られ うる 程度 に 達し うべ し ょ せ ば , それ 等 の 申 に 


相 る 損失 は せ 型 を 保つ も の ヽ ゝ 損害 高 20 を ょ り た も ま も A 種 の 損害 高 
1% 又は それ 以下 の 損害 高 に て 止ま る 事 だ な る 故 基 の 部 〈 ZIER 
he も の で ある , HLTRKONKOBS AMID B は BH PRART 
3 BEE LAR BER CHE STS RBC AR IRI LL. SB 
種 の 原型 を 存する も の は 清 滅 し て A 型 の ぁ 5 の ゝ みさ な ぁ る に 至る 課 で 
Di, He に 理論 上 に 於 て は 二 種 2 不 味 種 あ り て 班 紋 を 異 に する 時 は 
A MUMS Me ROA. (RER BE SRD] OS EAE 
es SRBORA BAS, も し A 種 の も の が な B 種 の ぁ 
DIA LAI), GH B 混 同 せ ら る ヽ に 誤る Y Bee TS Blt, 
STROP— Bas BE ASL, 九 高の原 型 の A 種 ミー SATO 
BHOAE B 種 さく に な る さす る さ , A は この 場合 原型 現 の も る の 九 高 は 
Terra, B 型 の も の ゝ 中 ょ 51000x %PE PRL WBOR 
する 4A 種 の 内 原型 の も の は 1/90 を 失 ひ , B 型 の a 12 1000x 2X /10,000 
=0790 を 失 ふ 事 と な 5 基 割 合 は 6 と ぐ な る, 即 も BIBER LAR 
DEE Sma (SEO SHUI EL NBILES 3, それ 政 Ba 
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= LAMIIEHORER SU CHOU AS SRT HS, I 
NILSEHDSKHELEM ST AHEAD 6 NT CBA ERT 
OCHS, 同一 の 考 より 雨 三 互 に 同 敷 を 産 する 時 は 相 五 に 酷似 する 
傾向 は あら は れ な い 。 

ly PUT Murer RGB eM Ae TOMAS ORME A 
ふ 事 は 事 寅 存 在 し 得 ぶ し て 稀 種 が 多 産 種 に 酷似 する 傾向 の み を さる 
事 B 氏 擬態 の 場合 ゞ 同じ < 去る 結論 に 到達 す る 。 

RLTE う で すれ ば MM 氏 擬 態 も 謎 小 幾 化 の 目 茜 滴 汰 に よる 菩 積 さ 
は 考 へ 得 ざ る に 至る の で ある 。 | 


| OvrOAET TAO, (Vomsmam) 


PAH D PILAR BU OU re EMOR BOTH IE S 
和 れ も の は 二 三 に すぎ な い 。 其 中 の 一 つ は Ceylon LAY 2JaArE 
アゲ ハ に 就 いて な され た 研究 で ある 。 | 
PARES FIND 2 は Ceylon TUNÄROMEMLDHENT, 其 
SOp—Oiid MUR, Mio Rie an THIzas War- 
LACE BINFEOLIMEITBSEDOTUCH RUSHEO PLC o 
AETFNOLOOAZB CACHACBSABAYG, ざ う し て も 
この や は ジロ オビ ピア ゲハ の の From KHERU HCI, 近年 の 
。 SPA DFE RZ Ware D¥EOM, CHOIR, LORBBOD 
2 O-DBABCU D 46 WHO BY TI HEV ALO HA BT AP. hee 
tor に 酷似 し , 4s—-oO Zit P. hector Do AT ZH IBD P. 
aristolochiae NEV Fes RV LTE 2. MOB YH wiv 
HME し , RHVAMEMIV 4, ZRAETFNDZ FM MG 
oh, MIRC ILS AE 6 I DOM, 
この \ に 三 型 ある 事 質 を 擬態 だ し て 読 明 し た の は WArrAcE で あつ 
だ 。 
氏 の 考 は 次 の 如 《 で ある 。 


\ 
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PVOAET FVM 2 TRE COTRRCHS. & 
Oss, MAC ED Khe 1 A LU 475 D1 RE a tT 
bo Kind ROZVE WEB IR 6 OMO RA 6a も 
DTWOZMDLUPTOMATMINORLDOTDHA, ZLTZ 
SO) HAN AMD 2 3 A Ie LER T, ALTAR B 
- し 基 だ し く BMS DAAC LN RRORM DL 
つの で ある 。 扱 て これ 等 二 型 の * が 各 酷 似 し て 居る P hecotr kw 
SEL Fan) Lis SE AED Aristolochia を 食し , Mme 


RENTE FF b> OIL LTS, CNOA ROM ED BPO 


OBA. LCi BRO RTS AHL). 彼 等 は 鳥類 如き 外敵 
に 翌 し 不 味 な り で 云 ふ 利器 を 有する も の で 考 へ ら 5 れる 。 方 もち シロ オ 
EF RAD ? の 二 型 は 之 等 の 蝶 を Model & LT AMI LOT 
b 上 げ 5 れ た も の な の で ある 。 | 
此 等 の 間 じ 擬態 の 存する で 云 ふ 読 に 有力 な 支持 も なす もの 8 之 等 . 
が 同一 地方 に 産 す る モミ 云 ふ 事 で ある 。 (WarracE の 五箇 條 参照 ) 
P. hector )3 IE & Cylon CLOAK LHBOVaAFET FAD? 4 
WHMIS OED 4, LRP 4KN SED PT Revs A fils SOI 
a AM AMELIE OT Ed, HYP OSE FFANO CN 
KE LTE SAC an THACHER SCN SES TFS 
NEL BRIA HO LAA ETFS OF BABA CD る ーー。 
然し な が ら 6 詳し (取調 べ て る と で や は 5 例外 が ある 。 HMııHymalay 
as の 低い 斜面 に 産 す る が hector は は る か に 南方 記し か 分 布 し て 
居 な い 。 そ とし て 又 支 閣 及 日 本 の 分 布 の 詳細 な 研究 が 重 妥 に 思 は る 
且 又 小 な る 地方 に 就 て 巻 へ て 見 る で Ceylon で は シ 回 放 ビ アゲ ケ ハ 
は 毅 千 尺 の 高度 の 遍 ま で 普通 に 産 す る が P hector は 其 生 の 高 
さき 迄 し か 分 市 し て 居 な い 。 そ を それ に ちゃ る 隊 は 6 ず 高 地 に は 是 型 は Model 
な る P. hector が 居る 低地 で 同じ 様 に 多 敷 に 大 る 。 ペ ニン アバ 
は P. hector の 居 ら 高地 地方 に 非常 に 僕 多 に 居る が A 型 は 別に 特 
に 高地 の み 多 いさ 詞 ふ 謎 で は な い 。 BRCeylon AHPEUTHNDOE 
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WD wES AH ULAR C Model LU ARE TO A. NL HERB TF 
5 で する 読 の 根本 と な る 踏 に も 可 な り 5 議論 の 外地 の 存する 事 は 明 に 
Te | | 
REERTANTERZAINIEOTSENTAHP I. 標本 と し を の ぺこ 
モン アゲ ハミ シロ 方 ビア ゲハ の A 下 の そそ と を 混同 する 事 は よく 見 る 
事 で 殊 に 標本 の 少し 杏 い 時 に 於 て さき う で ある 。 
し か し 問題 は 生 時 中 に は ざ う で ある か ぐさ 去 ぉ 事 で . 果して 企 想 敵 な 
る 鳥類 が 之 等 を 混同 する か ざ う か 父 3 HOO PB hector や ペニー 
ン アゲ ハミ を 還 別 する の に 困難 し な い だ ら うか を それ は 解ら な い 。 
詞 の 事 は 奉 直 に 区 ふ 々 吾 人 に は 解ら ない が 構造 上 鳥 の 定 カ は を の 色 
彩 の 成 租 が 果して 君 人 同じ か ざ う か は 疑問 だ が さ に か く 〈 く 鋭敏 な る 
事 で を の 喫 覚 の 割合 に 鈍い 事 ぶ は 推測 出来 る 。 

そし て さ に か く 〈 香 人 の 威 四 を 以 て 鳥 の 成 算 を 考 へ て 差 支 な きも の 
CL. RBS い ょ 事 が 本 営 に ある さす れ ば 鳥 の 生活 は 其 祝 力 に 待 
つ 車 が 多 ( な けれ ば な ら 6 ない の で ある 。 を し て 若 し 自然 光 汰 が 蝶 の 
類似 を 作り 上 げ る こさ が 出来 る し た な 65 ば 烏 の 定 カ を も 非常 に 鋭 
WD. 4 Os LFS さ 考 へ ね ば な b vars [ 

STAWESR3SEHTFRN, HWEP. hector で の 必 別 は 少し 昆 
Bite RH AILS DAB CHS, Model (LA RID AME 


AE CH 4B POER EPFL 3S GEOR, RAR - 


TIOTERTERHRTELTET, 一 見 識 引 きれ る , 裏面 に 於 て 
は 此 事 は 更に 一 層 題 音 で あ ゎ る 。 WOW SIAC HS, hectores 
ニセ セン アゲ ケバ パ で は 一 見 似 た で び 方 を する . 緩慢 で 陸 一 直線 を 書い で 
さぶ 。 然るに ロロ 巡 ビ アゲ ハ は ざ の 型 の * 843 LC MROC ORY 
する , それ は 迅速 で わる が 如何 に $ 重 々 し 〈 く 上下 に 渡 形 に さぶ 。 こ 
れ 待 二 つ の で び 方 の 相 邊 よ ょ り 二 三 十 間 は な れ て 居 て も 怖 別 が つ 〈。 

区 に か 〈 乏 く は な れ た 時 は 斑紋 の 如き は 少し ちゃ 議 史 上 役立た な い 。 

で が か が ゝ ふる 明 な る 人 還 別 が つき 又 鳥類 が 自選 の 生活 上 を の 食物 を 議 別 す 
BBL ょ る 事 多 い の に か ゝ は ら 6 ず 果 し て 之 等 を 混同 する で あら 6 
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う か 。 吾 人 を 以 て すれ ば 疑 な き を 得 な い 。 ZELEDAMEZERSE 
ン ア ゲハ ミ を 間 佑 ひ う AED MT Lea litwii 6, それ 等 が 例 . 
へ ば 8 と A 型 で 同列 し う る でも 考 へ られ な い 。 Me な れ ば AMD 
SD Model 4 5 BULA SUR IND す に 似 て 居る 様 に 見 える 
場合 が 多く 〈, 殊 に 少し 距離 が ある で その 孤 班 は 見 えな く な つて , を 
の 自 斑 は $ の 自 帯 ぶさ の み 異 つて 居る 機 に 見 えな いで , MOT Moed- 
el Mimice の 間 の 飛び 方 の 屈 別 の 方 が 判然 と し て 居る ? だ か 6 著 し 

Bose A 型 の キ を を あ ょ よく 了 司 別 し うる で し た だ なら ば その 鳥 は 勿論 
A 型 の \ ミ べべ 己 毛 ン ア ゲハ ミ を 明 に 還 別 する に 相違 な い 。 

HERLEHTZBSLIBEHLLTESEE Mimic で を 了 必 別 し うる 
MES ee 
め る 事 は むし 2 無理 に すぎ て 居る で 思 は れる 。 

Warrace の 箇 條 を 常 て は め て 考 へ 見 て も , 酷 区 と の も の に も BS 
(ABT OAMOMAL SATO ORMD DA, これ が 完成 され た る 
形 に 府 て な は 新 く の 通り で あつ て 見 れ ば 自然 滋 汰 に ょ つて 全 是 の 諾 
まで 持ち も 來 た きれ た さ 云 ふ 事 を 考 へ を の に は 更に 電 大 な 困難 が 伴 は 
ざる を 得 な い 。 然 5 ば その 三 型 は どう し て 起 つ た で 考 ぶ ふぐ で きか 電導 
れ を 解読 する の に 他 の 方 法 は な いで あら う が か が !『 

FRygk の Ceylon に 於 ける 二 年 に 旧 る 飼育 研究 の 結果 は 乏 れ に 著 
し て 可 な 5 明快 な 解答 を 興 へ る の で ある 。 

氏 の 結論 は これ 等 三 型 の 存 寿 は 明 に Mgpsr の 遺 偉 方 草 に よ ょ つて 
説明 が 出来 る ミ 云 ふ 事 で ある 。 | 

MED Bd HH, A 型 の や を M 型 (擬態 型 ) < 名 づけ , MD FE 
同 別 する 。 す る で 野外 で で ら 5 へ た その 三 下 は 炊 の 型 の そ あ 産 お 。 

(a) Sk 

(1) WDR 

2) SMWEMBERICHIT SEA 

(3) MBDA 
(b)  ABUR 
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(1)  $ 型 <M 型 と は ほ ゃ 同じ き 割 合 に 

2) 8 現 ぶ M 型 ぶ を r:3 の 割合 に 

(3) M 型 の み | 

(c) Ama 

(1) $ 型 <M 型 と を は ゞ 同じ き 劉 合 に 

2) $ 型 <M 型 で を r:3 の 割合 に 

3) M 型 の み  . 

$ は すべ で て の 場合 外観 を 同じ うす る , が 其 れ の 形質 遺 便 力 に は 差 
凌 が ある で 考 へ 65 れる 。 余 際 飼育 結果 ょ りす る も その 三 型 に 相 営 す 
る $ の 三 型 が ある で 云 ふ 事 を 示す の で ある ゐる 。 然し $ は 擬態 型 環 絞 を 
遺 博 形質 中 に 有する に も か ゝ は ら ず 常に 一 の 他 の 要素 だ が あつ て を の 
、 要素 が 乏 れ を 外観 に あら は さ し め ず に 潜在 せしめ る の で ある 。 
ST Filmi CHR TT CRO OD ( BIL MMO 2 HBT 2H 
A $ 型 を 産む 事 は ゎ ある が 決し て 1 型 の み を 産む 事 は な 〈 く 。 8 型 を 産 
む 場 合 に は He ML ir 又は r:3 の 割合 に 産む 。 こ の 事 か ら 6 
起ち に 非 擬態 型 に 劣性 で , 擬態 型 が 優性 な る 事 が 知れ る 。 即 も M 弄 
Dt は 3$ 型 の 者 の 有 せ ね ある 一 つの 要素 を も つて 居る の で ある 。 
念 こ の 要素 を X ミ ょ ぶさ, これ が 8 型 の その 肢 質 の 中 に 加 は れ ば M 
型 あ わら は す の で , 十 者 の 差異 は 基 骨 中 に ぶ の ある か な いか に ょ 5) 
起 る も の ミ 考 へ られ る 。 SUC AAOMANC HEH EHO BIA 
を 打 消 し て それ を 潜在 る きす 要 素 が ある か ら も し この x な る 要素 が 
$ 型 の そ に 相 営 する $ に 加え 6 れる です る も 自己 の 外観 に は 失態 型 
多彩 を 現 は す 事 は な い が , BO FH ES SH ST Bhs 
HA See CHS. それ で MENDEL の 法則 に 於 て 用 ひ 6 れ る 様式 に 上 
Owe te HS BLT ERO MS ITS’, 


SM 9 = jixx SÄNGER (1) dixx 
Br, > (2) 1iXX 
又は iiXx ta), Mes 


AL XSERIES, 1 は X の 作用 を 打 消す 要素 で わる 。 
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素 に 習 し て 異質 的 heterozygous で ある , IR 
i その 分 離 が 起 つ て 其 の SEN AN S Hr 
な りす で な る べき 精 誠 中 に は 1 を 欠く 〈 様 に な 


LAR HD SERIE | 
に の み 1 が 存する 様 
る の で ある 。 | 

$(i) は 擬態 型 要 素 を 合 ま ぬか 6 ISMDOFTRZETNIIEDZE 
れる 子 の TUE 8 型 で あ Do 

$(2) AXICHLAZHJ homozygous で ある か ら , KNORRE 
人 金 部 ズ な る 要素 を 合 有 し , 如何 な る 型 の Pe BAT 6b REL FO 
そ は 傘 部 M 型 で ある 。 

$(3) は に 翌 し 異質 的 で ある , MDEEEARDERIXLZE Li 
の 年 敷 を 之 れ を 鈴 い て 居る か ら 9 型 の そ で 交配 る すぐ を その子 は X を 
有する も の る 等 敷 に 生ずる 。 ME POFFO PPR Ss EM, FIM 
HC db Bo 

' も し 3$ (3) BXCHLRAWO 8 (iiXx) < ERT sae tunes 
EM: EEE (EM) ER SI OM ACAT ABH. ; 
EHENLBNOTEZHTDATHRFÄHT. 3 4B BRO 
HATDOACHSPIHTSATZFRHTAE (Mm Fa Xe 
いふ 要素 を 抑 へ る 要素 【 が あつ て 擬態 型 は 現 は れ な い 事 前 記 の 通 5 
Tod | | | 
$ 型 [| EEEDZERTLd Tid, 其 生 和 れる 子 は 全部 擬態 弄 


LTO LIT CBRE 
a 
に 


9) ae : 
(61 xx BRIMTSIET 従 つ て 子 の そ が 擬態 型 を 現 は き 
' 凡 事 は 生ずる 四 つ の 組合 や に 一 つ 8 X を 含ま ぬ 事 か ら 明 で ある 。 
4% Fl xx El xx (M 型 , XX M 型 」 XX 
G)] 。 (3) 4) ) 5) 4 
9 の OX UG: 3. Kx Ber XX ee 
(Malt XX (Miz xX (Mia Xx a) Hiei Xx 
に が 時 ま ん Er: 1 1.8 WE XX See por AS 


(2) 0 TO) まで を 同様 に 考 べ へ る と, (2).(4), (65). (6) 68) は 其 四 つの 組 
合せ は 各 必 6 ずぶ を 含有 する から, ANZ FI 4 BERS BSL 
て 優性 で , 徒 つ て 子 の FAME CHS, : 
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(3),(⑦), は 其 四 つの 組合 せ 中 を 含む も の で . 合 ま ぬ も の 相生 し 
(9) は X え を 含む も の で 合 ま ぬ も で が 331 の 割合 に な る 。 HOT (3) 


(7) の 場合 は 生れ る 子 は 各 其 の 年 敷 が ぶ に 就 て 優性 (9) は 其 四 分 の 
ey as 


CHS BIRO RM LMM LB. TF OBY-LORLM~ 4, 


overt. 従 つて x を 有する 

6 の 中 三 分 の 一 は ズ に 幸 し 同質 的 (homozygons) で , HH 
か 6X を 部 り 他 の 三 分 の 二 は X に 届 し 異質 的 (heterozygons) で , HH 
ARMS XFEUIROTDH A, | 
FLZERXRTZBEHO ID L SMe ZMSTELR CHEN 


FO そ は 全部 M 型 で わる ((2) 表 同じ) 


人 | こせ は 4 RESTE 9) に て 面 も 。 XU 
"xx 異質 的 で わる 。 (3$, そ ) 


_ FRyER の 質 験 の 一 例 を 上 げ て 上 の 理論 護 差 に し や う 。 | 


HET (Ste) net (BT) 
r83 6 1082122 THIS 3 2653 ZU? Sach 26H 2 
sae x 
72s 2 
ia, 
ae sah 
1433 EEE 202 gibt I Heys. 28 13629 


MAEDZTSIHNERELT $ の こぐ も 傘 〈 不 明 な る 二 つ の H 
AID その 錠 育 結 果 の 一 例 で ある 。 
第 一 の FOFIL FEO IM, LPO HW, OF PAA TCHS, る 
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NELZDOMIIRKRNT ABA FAL IST AN HOSLAZELRS 
の で 思 は れ "(生れ た る そ を 等 敷 で 見 る 一 一 第 一 表 中 (7) CHR) 
第 二 の FT OFILEPEO OM, =PAPOH A, OF PRA CHS 
HER 3TH O° SHES OBS IR BAR OL Tix 

TLARBHO AM EBELICADE Blin 4° (第 一 表 (9) HA) 

 ERMOHRO RUTH De TNL, この TOEARZTAID 

SOHASOILXTABKREHOMBL DIU TH) ED TEN 
XX TH32CH2 BIRSM - OF UB O LOAARS 
BID $F LDOZAKOSCOHDOD 44D EE ORAOER D> CFE STE 
Dawes Nie, Hb Ria Lich 5 十 二 匹 の POF UA 日 型 で 
あつ た 。 (第 三 表 説 明 ) こ れ が 以上 の 推測 の 通り で ある さ で したら 6 ば 。- 
この 生れ た る 子 の 〆 そ は に 匠 し 異質 的 で わあ る 千 で も る 。 (BER 
読 明 ) ZO" * を 如何 機 に 変 配 す る ぉ それ ょ り 生 る * に 就 て は 
の 型 , 是 型 を r:3 の 割合 に 合 む 告 で わる (第 二 表 )。 FRYEROERO 
結果 に ょ つて この こ で が 講 明 され た 。 
即ち この 中 より 5 氏 は の s SHVERI OS € >) CHES PBA? 
れ た 子 を 取調 べた 。 — PIL TAPED HBS PLD SMe PAL, 
信 一 つ の 例 に 於 て は 十 匹 の HABE TPO $ 型 ぶ を 生じ た 。 MLR 
Lich ¢ [MO? PAU LORAIN b 31 e BSK CL EP oTee 
割合 の 精密 に 精確 に な ら な い の は 取扱 ふ 敷 の 少な る こと より 止む を 
SCC. この 結果 より 3:0 に 近い 結果 が 出 た さ 見 て 差 支 な い 。 

上 湖 の 例 に て は 欄 茜 其 取 扱 ひ し そ や は すべ て 月 型 で も つた が , ER 
に 於 て は 紫外 に 獲 A 型 が 存する . HHO PIITIAT (8 HHS AMS pe3k 
に 現 は れ た 。 FRyER OHM BILL, この A 型 の 生ずる 事 は ー に ー 遺 
偽 要 素 の 存 住 に より 5 て 説明 きれ る 。 

M 型 の そ キ は XAT SZ, が 日 型 は 更に Y な る 一 要素 を 有する で さ 考 
ふる の で ある 。 Y の 作用 は メ の 存在 に よ つ て 起 つ た 幾 化 を 更に 一 歩 
SYHLITABRDOTHA, そし て VY は X を 北 化 させ る 4D (Modfier) 
で ある が べ な くば Y は 何等 の 作用 $ し な い 。 
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か く 〈 考 へ る Ceylon に 産 す る シロ カビ アゲ ハウ の 有 す 2A 
火 の 如 く 記 き 表 は され る 麻 で ある 。 


aren tek SARIS FT Am 2 Hy 22 
fi, Sex VV it Say YG ar we 
liege Vy INS Y, ーー で 
Ir xxıyy NYX の WW ads Si 
ih Xo VY ーー ed en, 
li Xx Yy ーー - 一 ity Mx Vy 
Ti Xx yy = ii Xx yy kik 
if XX VY ーー ーー il: KOE 
li XXYy = ーー ii XX Vy 
li XXyy ーー ii XX yy wi 


DEDMIBAMIZOO MENDEL SEEN LOHR L bfx 
_ の 飼育 結果 を 読 明 し うる の みな ら 6 ず , その 諸 形 の 間 に 中 間 形 の 存在 
せ 事 質 を も $ 明 に 説明 し うる の で ある 。 

= JacoBseEn は Java に 於 て P. memnon FAWS HRs (= HT FAL 
の す カ サキ アゲ ハ 研 究 を な し た 。 基 他 の 例 $ あ る が 不 充分 で も あ 5 
又 李 例 だ け で 充分 で も る か ら 他 は 省略 する 。 

LORRI T= OD FD ELEFANT AM MIR sh 
型 の 存在 を 見 な か つた 。 AMY, 日 型 共に MID FREIE 
moment er 
OMB L OADTCSCHRL bBo RAT FREIE T 2 
aD SIL, Y な る 要素 1 en ee され る 。 

AP BERET O BS EI ALARM AD TER te TE — 
LN GIVT HAS, WIAIT 2 OBLO BH 7: 2 Pourron FRR AMI 
KUBA Lb RY AE L.A ih BLAM L BRIE L 
'「 だ さい つて ゐる 。 8 LARGIKNM HD SITES NH Germ ミア 型 
を あら は すべ きど 型 Germ その 混合 に より 5 一 連 の 中 間 形 少く さぁ を 

の 若干 を 生か べき 誰 な れ ぐ ざ 額 駿 に 各 て 見 る ミー つ ぁ 中 間 形 の ゎぉ 5 は 


182 Hf 8 雑 中 8 Be HK Bem 残 


WITS EDP CD MRD ER (LD EARLOD MRA He LT EL 
DMRS b> DUPE TFN 2 O=M 552 GC LR Mutation 
Lb > TEURZIOLTERO ROM BAMA kD BD, X 
SSL LVEF. II HEAL UT HA OUM ILE LICD ClhEDSA Ee Bis 
れる 。 

か く 観 じ 夫 る で 自然 海 汰 の 作用 に つき 従来 さ 全 〈 異 4 見 方 を する 
こそ ゝ な る , 即 も 自然 光 汰 は 失態 釣 類 似 の 形成 に は 全然 軸 り し ぁ る の 
に は あら ず まして, Rai oD LA LSWoHRL LOU: 
DEDBANITCHZ, 

も し 新しく 起り LPL EACH IH LOMA d & Lie 
な ら ば , この 新型 は 自然 移 汰 の 作用 に ょ 5 存 績 せ し ゅ 65 れる で 考 ふ 
る 事 は 至 堂 で は ある まい か ? 次 に この 中 を 考 へ て 見 度 に 。 


前 記 の 諸 量 に より て 有明 な る 如 〈 新 し き 型 が 科 激 な る 遺 値 釣 幾 異 ぐ 


LT ESA), 且つ この 北 化 が も し ぉ 一 つの 他 の 不 味 種 に 酷 例 す る 
ee 
We LIS GIS KROGER RAS SMILE LTR ETU RD, BIE 
この 筐 縺 に より 生じ た る 新型 が , 基 の 基本 形 即 も 在 挫 形 ょ 5 外敵 の 
攻撃 に 将 し 秋 全 な る が 故に その 笹 締 し て 生じ た る 擬態 型 は 固定 き 
れ , 遊 に は 其 の 種 中 の 他 型 の ぁ る の に 打 勝 もち て 基 種 の 唯一 の 塞 Form 
。 ぐし て 存在 する 様 に な る ぐい ふ こ で で ある 。 例 へ ば 今 理 人 は シロ オ 
EF FUND 人 A 型 の そま が 管 幾 的 に 生じ た だ する , を し て 偶々 を それ が 不 


味 な り で 信 せ ら る ゝ ぺこ 宅 ン アゲ ハ に 酷似 し て ちな つた 人 篇 め 在 替 双 に 


此 し 作 に 有利 な る 地位 に 立つ て , 笹 激 に 基 個 杉 青 を 増加 し 間 ぉ る なく 
惑 る 地方 に 於 エイ シロ オル ヒア ゲハ 中 の 最も 普通 な る 或 は 唯一 の 型 々 な 
る で あら 2 う で 券 へ る 事 は 決し て 困難 で な い 。 | 
し か し な が な が ら , 和 吾 人 は か 〈《 の 如き 方 法 に ょ つて 擬態 型 が 固定 せら 6 


る ゝ 事 を 論ずる に 先 だ も , 第 一 に , 通常 の MENpgr の 法則 に 徒 つ て 


HUG S10 DEM VIAL T ERDE Sn ART RO BGP 
CATS EBA 514 bS—-MUOMREB TAR UWE ET 


a 


THE ENTOMOLOGICAL MAGAZINE, VoL. Ill. Pt. Wa IV. 18 


Wo r 
AGH TER (Genetic factor) 8 の 存在 に 左右 せら 6 れる 一 つの 性 質 
の 遺 偉 に 就 て 考 へ て 見 る. ZLTRÄMNDM (Xx) は 同質 的 の 弄 


(XX) < 外 者 に 於 て 悦 別 な し て 優 定 する , 即 も X に 左右 せ 6 る ふ ゝ 性 


記 は 完 條 に 優性 で も わる で 考 へ る さ , KETZED DEN INT BS 
要素 に 開 し て 炊 の 三 つ の 型 の ある 一 つ を 現 は す 衣 で ある 。 一 つ は 


_ に 開 し 同質 的 (XX) TXITARBERTEN END CHUR, 一 つ は 


X に 開 し て 異質 的 (Xx) で ぶな る 遺 信 要 素 を 基 片 現 よ ょ り 区 ける , 更 
に も 一 つ は え を 欠 〈 純然 た る 劣性 型 (xx) で ある 。 

— 90 Ak 5 zB HUZEZO ON Hee AT in 2 
WR DFC (2 SAA LUE BORM AO RE 5 SPEABRIET 
あ 4。 RESZLOULSEWDCHEDET 6d SWHCRTH 
FRO WHE O35 (2 ZEHE LC ALO = MISES LC 繁盛 し 之 等 三 型 の 


AERO BIS PRACT 6 OCHS 6M s PIT OCHS 
© OPA BERT G.H.Harpy に ょ 5 研究 せ 65 れ だ た 。 Kun 


三 型 の 混 せ る 蝶 の 個 骨 敷 が 一 定 地域 内 で 各 pXX, 2qXx, rxx ある で 
すれ ば pr=qz な る 方 程 式 の 病 足 せら る MAL DENE 
割合 が 客 全 に 釣 合 を 保つ と 云 ふ こそ を 確 め た 。 

君 々 は $ ぁ し 外交 状態 が 同一 な る 時 は 光 汰 は 優性 型 を 現 は す もの に 
有利 な る 様 に は た 5〈 ADE BALE STS, 

NosroN の 示し た 如 〈 MAAN & CERES CHOTS, HER 
は に 劣性 型 が 結局 全然 消滅 する に 至る 。 COLE ORB GS» 
迄 に 要する 全 時 間 は 二 つ の 條 件 に より 定まる の で あら 2。 

1 滴 汰 が 初 ま る 迄 に 存在 TREE DAR 

2 HIkTIO MH. 

BIN een), SRR PEAY, 劣性 型 , が 44 
の 割合 に 存在 し た 時 か ら 光 汰 が 初 ま つた だ 々 優 定 す る さ 。 こ の 割合 は 
前 逃 の 方 程 式 pr 三 d2 が 浦 足 せら れる 政 , 外力 の 作用 せ ぬ 限り 導 定 
CHEECH OU. 今 外力 の 作用 多 も 泡 汰 だ が この 種 の 上 に 行 は る > 


デ 
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こそ で に な つた か ら 其 優性 型 (同質 的 , 異質 的 共 ) は 劣性 型 に 怪し , ょ 5 
多き 利益 を うけ る 衣 で ある 。 QUA OUI AIA AEM LS LT 
ro922 で する 即 も 更に 理解 し や すく 云 ふ 々 劣性 型 の ぁゃ の の 残存 し て 子 
eS PIS, 殖 存 し な いで 死ぬ $ の の 個 穏 敷 の 割合 は 丁度 
敏 性 型 の 子 際 の を の 割合 に 上 比 し て 十分 の 九 で わる と する 。 を うす る 
CPE MILT Cb WII LL, APEM MAMET 2, EL 
TLOWMRMO RIFF oOMOFWOROAM SOMME ILM CBAC 
Norton DREH L Cas Lich (, BrIOKRAO 5 ae (Ta 
質 的 ) , ee OM な Bo GP SAREE 
ZEW LBOREORMS ETA, RLSREMLABHMEHO Ye 
な り 十 二 代 前 の 4/9 より 基 だ し く 〈 減 少し た 事 が 解る 。 BAAR 
経過 する 4:4:! の 割合 に 達する , Bb SAMO BLA oft 
に 肖 じ , 更に 四 十 代 を 経過 する ミ 丁 度 全体 の !/4o に 減少 する 。 oH 
逆 r % の 滴 汰 利 系 の 含 め 七 十 代 の 間 に 全 衣 の 約 征 敷 を 占め 劣性 型 
D51/40 SER IT 2. 滴 汰 利 系 が 小 に な れ ば 同一 の 大 少 を 挫 す に 長 
NN CILBRCH S. PIAA 0% DF 1% で な 
2%, 同一 結果 に 到着 する に 七 百 代 を 経過 する 要 が ある 。 MOK 
に 於 て 約 十 倍 の 期間 を 要する 。 Td ! そ ミニ 云 ふ 渦 汰 利 奏 は 大 な る を # 
Ot bo Sie So HIER IHRE TO TDG I. ii Ten 69 
MBIT 影 あ ひそ を そめ る に 下る 迄 に 軌 す る 年 代 は 存外 短 か き ぁ の な る 
NOI LAB 熱帯 地方 に 於 て 蝶 が 一 年 敷 氏 を 重ね る こき を 
考 へ る ミ 七 百 代位 は 僅か 二 三 基 紀 に あ ぎ な い 。 
Ceylon の と 回 電 ビ 字 公 の に 上 浴 逃 べ 来 つた こさ を 営め て 考 へ 見 る 。 
信 同 地方 に 生存 し , 同じ 状態 の 下 に 交尾 繁殖 し , AX, Y, な る M 氏 
の 貴博 法則 に 従 ふ 婁 素 の 存否 に 左 太 せ 6 れる 三 型 を 有する 群 が あ 
る (PHORM MA ae 
る さす る ゐる 。 研究 者 の 一 致す る 遍 に ょ る 三 型 の 内 (RR FE 
ee ee RIDEBENO-— DORA TS 
CBP SAM L ILE 6 A, 最近 の 研究 者 な る FsysR の 取調 
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SULLA, FATHELR 5 OMMe AR LTO AMT 40 
M 弄 49 さ を 得 た さ 云 ふ , 其 割 合 は ほ ヾ 4:5 で ある 。 この 上 比 は M 氏 
SHEL SBR DH BI THD REF I AH AUCH ANA HD 
Ch, 

ELIDT FROH II LOS EENZIELLOTFHLR 
て シロ オビ ヒア ゲハ は 8 Ceylon TI-ODOZEIRTIHN ID OB 
が し れる 。 

Opes b MBS TRO TOO 22 OPO—DeBO CHS, 
Nb Pars Pes avi Ceylon CHTHEND FOO leas ET 
AAG PROTA. LOR HE ILIBRO b OA (LO HR & Ae 
b, SOAR 8 AERO BUIKO EST S4E ARO ISH ( TH GI, 
ERABE, 8 OMA S IE COMO MAO MEN 
OBL GH, 面 $ も それ は ある 型 の 消滅 に 向 ひ , 同時 に ある 他 の 
MD BM SSO, 今日 の 導 定 は 草 に 一 時 的 の ぉ ぁゃ の で 個 然 そう . 
い ょ 大 態 に 遭遇 し た に すぎ な いさ ぐ 広 ふ 考 へ で ある 。 

これ に 開 す る 歴史 的 事 宮 は 非常 に 興味 が ある 。 | 

シロ オビ アゲ ハ の 諸 形 の 中 A 型 は 最初 に 記載 る れ た だ た, MI 17584F 
で , Dwi T177( 48 (- HDs Papilio Eques 1rojanus romulus の 名 
を 以 て 記載 に 上 り 型 は 最も お くれ て 記載 きれ た 。 こ の 事 質 か 6 し 
て 見 る で 失態 型 は 〆 型 より ょ 〈 く 知ら れ て 居 つ た の で 決し て 一 世紀 年 
以前 に 〆 現 よ ORI CHOI UENO 

シロ オカ ヒア ゲハ は Ceylont に て は 少く さぁ ぉ 一 年 四 世 代 を 重ね る を 
普通 ご する 。 それ 数 一 世紀 年 百 五 十 年 は 約 六 百 代 に 営 る 。 前 に ぁ 逮 
STEINER MAB IIS bd 122 で あつ て も 七 百 代 に は の 型 ミ 同 
敷 の 割合 より 其 四 十 僅 に な つて し まう 身 で ある 。 ELITE 
な る 篇 ゆめ シロ 方 選 ア ゲハ に て は それ 程 基 だ し く は な いで あら うく 思 
_ は れる が で に か 〈 【% の 滴 汰 利 奏 し か な くさ も 百 五 十 年 間 に は M 型 
る の 型 さ の 割合 の 間 に は 非常 な 差 が 生かす る 箕 で も わる 。 か ら も し シロ 
オル ビア ゲバ に 渦 汰 が 作用 し て 大 つた さ し た 6 ば 一 世紀 年 前 に は M 型 
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MINILELFEFCHTHOIRETCH AN, RLTS 42 SUB 
られ 9 | 

AH 2 OAM Ic MAHL, FA BORA eR IE 
Se TS N Moore ps 188 46 LER TFT A BEL“ WADE の 以前 の 研究 に 
る で 此 等 , 三 つの 蝶 は 非常 に 多い 。 Ri MLSS (AMR AD 
VLA LHS, COMED CIV AH CHS4, よし 五 十 年 間 に し 
て も, AZIUREH 2% に すぎ な か つた に し て も MBE SME 
32551 に な の て 居る 償 き 箸 で ある 。 | 

DEOEHNEFEO—- ME LUTF ABA CeylonD シロ オビ ヒア 

FN ER ASO ik? STEMS, EMDEN OERD wi 
_ 合 は 安定 し て 居 た で 見 る か , Ridwko * Apa CLAATE 
で は 計算 の 上 に あら は れ め 程 小 さい ミ 和 想像 し か な けれ ば な ら 6 な い 。 

し か が し まこ で に 僅か な る 程度 に し て ぉ ぁ 光 汰 が 作用 し た で し た ら 去 
ネ 迄 も な く あ る 型 の も の は 結局 消滅 する 。 も し 滴 汰 利 牽 が ooor22 
さ ぐ し て 見 る 優性 弄 5: 劣性 型 4 が 4on! に な る の に 1,400,000 PET 
bo つま り 5 各 代 に 優性 型 十 萬 死す る に 凌 し 劣性 型 十 高 一 匹 死 する 割 
_ 合 で あぁ る 。 多 論 之 れ は 擬態 型 が 固定 され て 後 の 話 で , , も LZNHTE 
RKRDOMBDZAMG 初め は 甚 擬 態 程度 小 に て Model & He 2 GH 9 
る 少な い 者 で すれ ば M 型 の うく る 利益 は 更に 上 苑 よ り も 少な いと 
で な る 。 擬態 型 が 固定 きれ て 後に 百 四 十 高 代 に 光 汰 力 が 造る 個 咽 表 
の 割合 の 比 化 が 所 主 粗 な る 類似 より 初 ま つて 徐々 に Model に 近づか 
ね ば な ら 5 な いで すれ ば を その 場 合 よ り 衝 か に 多大 の 年 敷 を 要する 事 に 


_ な る 。 CRROR CMS ST 4 CAO BIKAR DZ MBO SEM 


Uc i= wae SER PBT SHIR SD MARHORY e る 場合 は , M 
汰 の 度合 は 僅少 で も, HEOHAOKMELIHERENBOT, 擬態 に 
つい て 直接 之 れ を 應 明 す る 事 は 出来 な い が , 他 に 於 て 座 控 ぐさ な る 事 


BMD, それ は 英國 に 産 す る 一 種 賊 の 暗 化 形 の 研究 に より 確 め 得 . 


SirtcHH ET Amphidasvs betularia が その 暗 化 形 な る double- 
 dayaria に より 僅か の 年 代 で 殆 ざ 叶 換 され た 例 で ある 。 FH oO 
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化 形 は Manchester DIE TISOE BH Sie, CL RAUL し て 
JLEAAR OW FE Oo Teo PINAY Huddersfield で は 五 十 年 
前 besularia の み 存 せ し に 今日 で は 全く 〈 doubledayaria の み し か 
居 5 ぬ 。 又 Lancashire, Cneshire で は 信昌 原型 は 基 だ 稀 で ある 。 大 
陸 に 於 て る 同じ 様 な 現象 が 報告 され て 居る 即 も 最初 r888 年 Prussia の 
Rhine 地方 に 現 は れ だ た 。 如何 な る 有利 是 が この 剛 化 形 に 存在 し た か 
は 不明 で あ も る が , で に か くく 原型 に 比 し 有利 の 地位 に あつ た れ ば こる を 
全日 の 沢 態 に 達し た の で ある 。 

この 場合 二 つ の 事 伯 が 召 人 に 興味 を 感じ きゃ せる, 即 も この 幾 化 が 
HOMO AA PRU ST SRE SC, 之 等 雨 型 が M 氏 遺 偉 の 法則 
に 従 ふ る の で , 購 化 型 は 優性 で あり 原型 が 劣性 で ある 果 を で ある 。 
且 雨 型 は 野生 の ま ゝ で 自由 に 朗 配 し て 居る 踊 々 で ある 。 
_ で この 速度 の 速やか で ある 事 は 殊 に 本 間 題 の 場合 興味 ある 貼 で 

_ 此 等 か らむ し て , BHM AOM ( BLOB MAL ¢ AE eB 
楽に 重ね る 地方 で は , 新しき 型 が 准 型 に か は る に 要する 時 間 の 僅少 
で 属 り る で あら うど いふ は 寮 す る に 上 難 か ら ぬ 。 た ゃ 不幸 全日 まで こ 
れ 等 を 直接 に 確 し むる 研究 の 存在 し な い の で ある 。 

MENDELISM の 研究 の 進歩 より 粗雑 な が ら る も 今日 達し うる 最上 法 さ 
し て 自然 滋 汰 の 存在 の 試験 とく , それ の 速度 の 測定 さ が 出 来る 。 

IARRETINCHTES, も る つ ミ 精細 に 耳 大 仕掛 け に 色々 の 皿 が 
WIE IVT, 少く で も る 自然 光 汰 の 作用 が 全日 は た らき つ ゝ ある か 
ざ う か 。 又 果 し て を それ が 作用 し つ ゝ あり と せ ば 其 速 度 は 如何 等 の 囲 
が し ら 6 で られ な く て は 本 統 の 意味 で の 結論 は 興 え られ な い 。 


Q B'. dA ¢ = 4 な AE AY. 
183 EL ih = HE Re 第 Ae HH Bem # 


e# の it 


ERE SEO MILT 4 F512 RERIL HO HA LEDIET HA , M5 2 
OD iMCvS HE 2e DOMES BPE DRS 4 RINT eR LTS ( Tih GB 
い o WEIS HERE HEHE TFA LEHRT I TRE GRY 
面 $ 不 味 種 な る medel ゞ 擬態 型 さ を 充分 に 混同 し な く て は な 6 な い 
同時 に 彼 等 は 所 主 不 味 種 を 胡 ひ 美味 竹 を 嗜好 する に 足る 充 分 の 味 引 
を 具有 し て を ら ね ば な ら 6 ない 。 知人 の 要求 を 潤し うる か が か ゝ ちる 敵 が 蝶 
に 羊 し て 果して 存在 し 得る で あら うか 。 

中 の 英 の 主 な る &S Ome eee, NUHROBMT LENZ. 狂 
pike EE LOUHA CHAD, その 食す る 量 は 前 記 三 者 の それ に 
上 比 し て 極め て 少な い 程度 の る の で ある 。 

Ode mk Poulton 散 授 は これ 等 の 中 カマ キリ 類 , トン ポ 類 及び 舞 
WA} Emplidae 及び 食 赴 蛇 科 Asilidae OR MMAR 2 $ の で 
ある さい ょ 事 及 と の 多 ( の 例 を 示し た 綿 括 し て 云 ふ ミ 筑 験 に ょ れ ば 
所 主 不 味 種 $ 美 味 種 $ 同 様 に 食 は れる 又 ょ LIFE AH LER FR 
示す る さして も ぁ る そ れ は を の 不 味 種 を 殖 ざ 死に 至ら し め 子 務 を 残し 得 
SVHLELTROHETITKMON BEREIT ON HHOBSL - 
MEOoHNFINANDEIZFOTBERVEREFMORVTZS N 
OS ZNAICHERCHTNEOFZRLFENTSNHUTDHL, 
OA KIOWA RS ICA それ 等 が 蝶 類 を 捕食 する 
例 は か な り 5 多い 、 色 々 の 冥 験 の 結果 か ら の 結論 は 之 等 の 稀 中 上 類 が る 
の 食 餌 と だ する 蝶 を 選 近 する 傾向 な き 為 め 彼 等 が 蝶 の 敵 と で し て 重き を 
な する も の た る に か ゝ はら 6 ら 6 ず 、 PSG TS SBIR IMT SORE 
を 演ずる 事 が だ な いと いふ こ で で ある 。 

OBM 之 れ は 全 帳 で し て 蝶 を 捕食 する の みな ら 6 すず, ある 種 の 烏 は 
EL LU CHER AS 4 SUE 4 MOORE SEN CH2. で 諸事 者 に は 
b Burs (2 Bo HES ORR DRED 5 れ て 居る 。 少く さも 擬態 の 形成 
が ある 議 別 力 あ る 外敵 を 前 提 と する 際 鳥 が を の 外敵 の 主 な る る の で 
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な けれ ば な ら 5 な いで い ょ 事 は 明 で ある 。 

擬態 読 を 研究 する の に 熱帯 産 鳥類 の 胃 の 内 容 を 詳細 に 取調 で ヾ る 研 
RAGE CHAD, 示 だ 研究 きん れ て の な い 。 故に 吾 人 は 鳥 さ 蝶々 の 
同 和 の 野外 に 於 ける 研究 や 禄 駿 釣 研究 に よら な けれ ば な ら 6 な い 。 
亜 政 利 加 や 印度 , Ceylon CHUZMZELLZAIBHORH ET 
圭 な る 蝶 は シ 理 テ ブフ 科 に 属す る も, 擬態 読 よ さり し て 最も 不 味 な りさ 
せら る ゝ model に 局 す る Acraea 悦 の 蝶 占 の 捕食 せ 6 れる 例 ぉ 決し て 
2 な いっ 7 

BincHaM が Burma (27ST L724 BEI A vik Melittophagus Swin- 
hoei は 決し て modcl さ 誤 定 せら る SEE PEE , を れ 等 の 混同 し 


. 多 産 す る に か ゝ は ら ず 他 の 蝶 を の み 捕 食す る 由 で ある 。 


然るに 諸 多 の 観察 者 が Merops viridis®Büchanuga atra 等 が 
所 語 model を 捕食 する の を 見 だ 事 は 二 三 度 に 止まら な い 。 

南北 米 に 於 ける 弟 察 の 敷 は 基 だ 少な い が , Tun BR 
ネ る 事 貨 は 否定 る され な い 。 し か し 人 金 二 ミ し て 従来 の 研究 ょ も 未だ 何 
等 まさ ぐま つた 結論 を 出す 域 に は 達し な い 。 今日 吾 人 の 言 ひ 得 る の は 
火 の 範 園 に 止ま る 。 抑 も 鳥類 の 或 種類 は 蝶 を 攻撃 する . そし て を の 
ある も る の は 圭 ぶ し て 蝶 を 捕食 する 。 鳥 の 多 敷 の $ の が 攻撃 する の は 
| 蝶 | で あつ て , ARMS BA CHARMS , 美味 種 と 考 へ られ る も る の 
ざ 同様 に 食 は れる 。 た だ た ゃ 僅少 の 例 に 於 て 鳥 が 其 食 館 た る 蝶 を 捕食 す 
る の に ある 識別 力 を あら は す な ら ん さ ぐ 想 像 し うる まで で , それ 以上 
進ん で 考 へ る こと は 今 の 虎 危 険 で わる 。 

烏 の 胃 の 内 容 を PArgs が 取調 べた る 結果 一 つの 蝶 も る 店 見 し 得 ず すさ 
し た が , 乏 れ は 最近 に 至り 捕食 され た 蝶 が 胃 中 に 座 て は 他 の ぁ ぉ の さ 
全く 《 必 別 せ られ ず すさ 云 ょ 事 綿 に ょ り 論 難 せ られ た 。 APES し て 見 


- BESS MORE PMO MH PP BO PEMD Ic Bt GA, 


ACAI TAO BORD IRAS GID db 2 DMED BH OF 
AEX LIST STP LP SIMO EK AMO Bie - 
TLR HYD 8096 HIME Lb MOSHE HED TPIS So 
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Ee Kee Bi CHAS IL model ¥ mimic で を 興 へ た る に , ある 場 
合 に は 鳥 が 擬態 に より あざ むか れ た る 例 あ り と で 云 ふ 。 を し て 概して 
云 へ ば 擬態 読 は この 方 面 に 開 す る 部 分 で は 承認 を うく る が , 決し て 
_ 不 味 種 が 絶 絆 に 外敵 た る 鳥 の 攻撃 を 免れ うる で は 限ら 5 な い 。 MRD 
状態 に ある 鳥 否 が 不 味 種 を 食 ふ 例 も あり , 時 に 不 味 種 に 怪し て 何等 
ARG し き 表 情 を 現 は る すし て 捕食 する 事 も ある 。 oc 
果 も 野外 に 於 ける 盾 窪 そ 同様 特 に 擬態 説 に 役立つ 如き も る の は 修 り 毅 
多く 《 ない 。 

— HO McArrs の 示し た 如く 質 験 に 供 せ られ る 鳥類 が 自然 汰 態 の も 
の で 同じ 結果 を 典 へ る も の と は 考 へ 難く , 全日 の 方 法 を 改め な い 限 

ROHR CUS る 場合 に は それ に 充分 の 考 度 を 加 へ な く て は 
Wg G Tie 

然 し 鳥類 の 色彩 に 翌 す る 感 算 は こ ゝ に 重大 な 開 係 が お ある , それ は 
Hess DERORKTME, 必 ら ず すし ゃ 人 類 の それ さ 同一 の ぁ の で は 
な いら 6 しい 。 -MREIBE, 米粒 を 並べ 之 れ に スペ クタ トル に ょ 5 
分 解せ る 色 光 を 営 て , PRB BCBS kL CMSA 
上 骨 あ わな らし た る 上 を こ へ 取出 し て を の 米 を 食 せ し ゅ た の に , Hh 
HEIL DIRS HS RAORKMAE SG Korb. IR ROE 
色 光 に een は な か つた 。 ERUZEDKL 
ょ り 5 双 さき れ た る 時 は 之 れ を 見 る 事 が 出来 な か つた の に ょ る も る の で あ 
6 う で 結論 され た 。 又 一 例 に 於 て 若干 の 米 幸 を むき その 一 年 を ょ は 
き 赤 色 光 で 他人 年 を 昌 に つ ょ き 青 色 光 を 以 て 早 ら し て 食 は し て 試験 し 
た る に 徹 色 部 の みろ 食 人 ant に は 入れ な か つた 


OR: ap CIE STK Ra NT 2 AOL bIAR I 
Ce LICSW. Tid, LUSPAHICRanize も の 
DAS He に 照 さ れ た る も の ょ より る 人 難 の 眼 に 明る 〈 く 感じ た る が 


如く 思 は る 。 然し Hgss は 青色 光 に て も 更に 弾く 台 さ れ た る 場合 に 
は 難 が その 色 の 米粒 を 食す る の か ら 6 見 れ ば 特に 青色 を 嫌 ふ ぉ る の で な 
eS つて ゐる 。 
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鳩 に 就 て も る は ほ ゞ 同様 の 結果 が 得 ら れ て 居る 。 

之 れ に より 5 吾 々 の 色 感 で 鳥 の た れ で は 異 つて 居る 事 は 確 賀 で , AR 
に 青色 に 就 て は を そう で ま る 。 面 し て 擬態 を 考 ふ る 場合 に は 充分 この 
事 を も 考 へ な く て は な ら 6 ない, つま り 擬 態 が 青色 に より て 示さ れる 
場合 は 効果 は 基 だ 少な い 謎 で ある 。 ERUIHZEEO Pi (= T (ZR 
似 が 大 抵 , 赤 , 白 、 褐 . 黄 の 何れ か ぐ 暗 多 と の 混合 に より 表 は され 
青色 に ょ り 現 は る れる 事 は 少な い 。 こ の 鷺 は 鳥類 を 優 想 敵 ぐ LTE 
遇 説 を 建て る 時 に 非常 に 支持 そ な る も る の で ある 。 

が 以上 逃 べ 来 つ た 諸 種 の 事 賀 か 6 直ちに 鳥類 が 所 譲 擬態 読 を 構成 
する 上 に 充分 な る 役目 を 演 す る も の と 断定 する 様 な 早計 は 避け な く 
て は な ら な い 。 RPE CUT OMILTEC HA, が 同時 に 最も 多く 
蝶 を 攻撃 する 鳥 が を の 食餌 捕食 に 何等 識別 選 揮 , を 用 ひな い の も 事 
貰 で ある で 信 ぜ ら 5 れる 。 そ し て 攻撃 の 目標 だ な る も の ゝ 中 で 粉 蝶 科 
に 局 す る $ ぁ の が 主 部 分 を 占め て 居る さ 云 ょ 事 費 が ある が 之 れ は た ゞ 
鳥 の 色 感 に 最も 鮮明 な る 印象 を 典 ふ る 自公 が この 科 の 蝶 に 行 厨 つて 
G6 ERBBH CBEST 24 D2EBA O14, 

MPLA READER eH ES BSE LDS, BER DHRERE BED BE 
RS OMIA 5 ALE TR BOM, HH HH LI ATZE 
特長 を 具 へ て 居 な く て は な ら 6 ない 。 猿 が 蝶 を 食 ふ 時 た し か に 不 味 竹 
RO, 明 な る 議 別 力 を 其 食 館 の 上 に 加 へ る が , 猿 が 蝶 を 捕食 する 
は それ の 柚 止 せる 場合 特に 日 出 , 日 浸 の 時 の 近く に 限る , Th 8 RIE 
し て 大 て 擬態 釣 の 類 似 を 示す 飼 め に は 左 面 の 類似 を 要する が 多く の 
所 譲 擬態 例 は 表面 が 酷似 し , Eat LARD ABARBB Ur, TE 
だ 一 二 の 場 合 に 於 て 表面 を 表 は し て 静止 する 蝶 や , 静止 せる 時 特別 
D&O iB % b GILT WR DFID 4? 6 SBME Lb THO 
擬態 成立 が 説明 され る か も し れ な い 。 TlH LOE ARIA 
可 な り 5 小 で も 十分 厳格 に 司 別 きれ る な ら 6 ば 先 に 区 べ た 如く 有利 種 が 
不利 種 を 楽 外 速 に 靖 滅 に 癌 く か ら で あ る 。 

介し 多大 の 失態 例 を 蝶 を 捕食 する 貴 乳 類 に ょ り て 褒 明 し つく さき う 


192 BR ah ME se seen Som wR 


さす る が 如き 無 庶 は 誰 し も る こ ゝ ろ み 得 な い Wa TOS Fo 


ERS 2 異 

BGR IMELO Eee PWIA © UC VEN LT Hehe AFA 
(ID Meee LITE PWT 6 ERO HEE RL, ~BUO BK 1S ZAHN 
ARS BRB TEN 72 

HEHE HED BVT = kb WATS Sdn ( model SHB S IRE LS SKE 
が aimic で な る で きも の に 最初 さ り 起 ら な く て は な ら 妃 場合 の ある 
事 は 明 で ある , mimic お model X 混同 せら れ 得 ぬ 間 は 自然 渦 決 は 作 
Ko 

シロ オビ アゲ ハ の 餌 育 例 の 如き , H model に 習 す る 頻 似 が 信 目 
ENDET て 認め うる 法則 に 従 つ て 趣 つ た 事 を 示し た 。 PS BB 
- 合理 人 は 擬態 の 成立 の 説明 を 自然 泡 汰 に 待つ を 要 し な い 。 か く の 茹 
( UCI RG 2 Bb ERR BSL ARE LOR ALC TOs 
SLA S VI7, PCPS Ze BRK. kD LION OB 
か ん ぐし た 最も る 裁 心 な る Bie る mimic そ な る で き も の が modelS 自然 
状態 に 於 て 混同 せら 5 る ゝ 程 の 類似 を 得る 迄 は 自然 海 汰 は 作用 し 得 な 
いも の な る 事 を 途 に 承認 し た 。 敵 に 全日 し ば し ば 自然 泡 汰 の 力 に 罰 
する 所 は 所 語 粗 な る 類似 を 更に 完全 の 域 に 導き , WES BORE 
全 な る も の を 消滅 な し むる 事 に あり です る に 至 つ た 。 そ し て 丈 の 茹 
(B64, § LARBKC | て 其 の 作用 を 止め ん か , HERR 
_ は 館 に 靖 減 の 悲運 を 葛 る べき 中 間 的 細 種 の 誤 生 に ょ ゅ て 失 は る ゝ に 
玉 まる で あら 6 う 。 一 つの 面白 き 例 を CARpENTER が 呈示 し た 。 / 
Ine} (= JS 4 Pseudacraea eurytus は 中 央 亜 皆 利 加 に 産 す 
_。 る 多 形 種 で も る が , Uganda に て は 環 種 の 全然 こさ な る 型 Form を 
、 産 し 最初 は 之 等 各 型 は 別種 な り で 思 慌 せ 5 れ た 。 こ の 中 三 つ は 夫々 
Acraenae の Planema 局 の 三種 に 酷似 す る 。 
Pseudacraea eurytus Planema 
Form hobleyi | macarista 
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{ 


terra tellus 

obscura paragea 
之 等 は Victoria Nyanza 湖 の 周 園 ミ で , DPORMABC eT 3. M 
Keb oe BAO, Ae Sesse 詳 島 中 の Bügalla a の 間 に 於 
FS LEOMROD veT 6 ORM ARO HIRO BRED LEB b 

AA: Cid Pseudacracals SE: HET 4 25Planematt Mit WM 
倍 人 年 $ 産 し , ALM SSEMO PAILS 6 BOTH IU, Bug- 
alla 島 に て は 全く 之 れ に 反し Planema OMI RE OW ty 4 HDA 
因 だ な つて 比較 前 少な 〈 Pseudacraesalili2r cc DEES, HOw 
れ の 中 間 形 の 敷 は 本 土 に お ける より は る か に 多い 。 こ の 事 質 を CAk- 
PENTER は 次 の 如 〈 説 明 し て 居る 。 

本 土 で は model な る Planema# Sk. HOTHMKOPEADAS 
な る , 故に mimic nn Filan: 2 7 WSC APF US GS UR OEM 
AT 4, し か る に Buealla 島 で は Pseudacraea の 方 多 〈 擬態 の 利 
ea 
ToS OIL DT SARL SES TY mivic CHITFAEL I 20 
自然 海 汰 が 本 ゥ 土 で は か 〈 の 如く 〈 model & 7 4 MED BID EDER. 
革 し 大 な る 役目 を する , し か し , も し moedel の 少な い 時 は 中 間 形 が 
を 衝 に 酷似 する 事 が 少な い の に か ゝ は ら ず 消滅 せ す し て 苑 つ て 擬態 
現象 は 失 は れ て し ま う 。 

し か し Fseudacraea の 各 北 種 は それ 等 相互 に 自由 朗 配 を 営む 一 
の 群落 population を 形成 し て 居る も る の で あわ る こと を こ ゝ に 区 べ て お 
が か ね ば な ら な い 。 CARPENTER DIHBMFZEII ょ る で obscura X bterra > 
を 生じ C irgkensis よ 5 obscura を 生じ 得る と を 質 験 し た 。 但 し 〆 は 
この 場合 共に 如何 な る 型 で も る か 不明 で あ 4, 之 等 話 形 に 開 す る 遺 
樽 的 研究 が な いか ら , 何等 まほ と まつ た 事 は 云 へ な い が , ROMA 
重要 SKS HD HARES BN obseura の 多少 は 中 間 形 の 多少 で 比 
例 す る 。 

艇 ふ に 中 間 形 は 何 か ぁ る 遺 偽 要 素 に つい て 異質 的 で obsucra は 同 
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質 的 で ある で 思 は れる 。 異質 的 な る 中 間 形 か 同質 的 な obscura X b 
多い こそ は, 一 群落 中 に 於 て 自由 交配 の 行 れ る 場合 見 う る 鹿 そ 移 く 
一 致す る 。 Pseudacraea eurytus の 多 形 に つい て は これ 以上 言 ょ 事 
を 得 な い が , SERIES 6 ORE (LOW THI AA an THE 
中 間 形 に 就 て の 知識 が 増進 し た ら 6, お を らく < 擬態 問題 に 開 し , 明確 
に 了 且つ 重要 な る 光明 を 投 で る に 至る べき は 期し て 待つ べき で ある 
信 せ られ る 。 © UC RHR HIER AS EG LS Am BE し て 
BRAS NIAMS RO TER CTE LAAT ARH LTE 
め ら れ う る か も し れ な い 。 

近 時 の 寅 験 釣餌 育 研究 の 結果 と し て 二 定 型 的 幾 種 韻 に 中 間 形 の 生 
ずる の は , 片親 た る 一 幾 種 は ある 遺 椅 要 素 に 開 し 同質 的 で , 片親 た 
A (iO eM ZN FE ML BOI COMBA LUTHAME 24 
ょ り 5 趣 る こさ が 明 に され た 。 Mii tTOPRB OO eB 
各 基 の 雨 親 は より 部 けた る か , 又は 全く いづれ より も うけ な か つが 訂 
の もぉ の を 一 方 の 親 か ら 5 の みう ける こ で ゝ な る 。 し か し を の 生殖 細胞 
[LOO DEY ASSES kD TAR ICS も の で 同様 な る 遺 偉 要素 を 有 
する の で , この 中 間 形 は 決し て 一 幾 種 か 6 他 の 新種 に 進化 する 階 眉 
は 見 候 し 得 な い 。 

擬態 の 上 の 如き 例 に 於 て 中 間 形 の 存在 は model の 存立 の 影響 に ょ 
つて 一 つの 斑紋 が 他 の も の に 進化 する 一 階段 を 示す る の で ある で 詞 
ょ 結論 に 達し 得 な い 。 む し ろ 新 し き 擬 態 交 斑 紋 が 時 形 = し て 突破 し 
之 れ が 従来 存在 する ぉ ぁ の で 交 尾 す る こと にょ よ つ て 中 間 形 が あら 6 は れ 
た で 考 る が 至 党 で も わる 。 し か し な が ら 征 型 , BARU ZS OPES 
の 諸 種 の 型 の 間 の 遺 介 的 定 則 を 研 ゆ る こと なく 《 し て だ た ヾ さい だ づら に 
憶測 を 眉 ふ する は 比較 的 全 値 の な いこ で で ある 。 

CD = 2 BG LT BARE D BBAED {LO JRA. つい て 一 顧 を 提 つ て 
SL So TRO RES She IR O I LEC TS PAK ER D BALE 
BURCBC’AOCH 6 — MERAH = hE ER ATS 
も の 多く それ 等 の 晩夏 の 卵 は 冬 を 幼 量 又は 昇 の 状態 で 越し , AAA 
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化す る の で ある 。 その 卵 は 再び 夏期 に 狗 化す る , PSA2Y ARH 
世代 の も の ゝ 外 折 は 異 る こ ミ が 普通 で 其 閉 し いも ゃ の は " 無 候 的 二 形 
称せ 5 れる 。 

Araschnia 1evana ア カマ ダ タラ,Araschnia burejana 情 カチ テ フ 
は 共に その 適 例 で ある 。 春 形 1levana 及 び burejana i ) 夏 形 prcrsa 及 
fallax を 生じ ,prorsa. RU fallax® FE AM L > AIL D 1evana 
RÜbvrejana# EI. ZA IE D fa BE_ED FER (LETC ITS A 
も の あ 5。 然 し 欧洲 産 1evena lk b levana を 生じ prorsa より prorsa 
PAEW USI CUBE ABR One sB ct. CERIO REY 
i Fy (LSE 5 APT CHS, 又 野 外 の 自然 状態 の 下 に 於 て も ぁ 往々 
見 られ る 中 間 形 な る porima HERDER LTE 
的 に 生 せ し ゅ 得 た 。 日 本 産 の 号 カ ハチ チ テ フ に 就 て か ゝ る 写 験 は 行 は 
_ れ て 居 な い が , を ら 6〈 同 様 で も ら う で 思ふ 。 敵 に この 場合 色 斑 は 
了 アカ マダ ラ が 未だ 外 的 装 態 に 翌 し 甚だ 鋭敏 な る 幼 中 晩期 万 至 期 間 
に 共 て 昌 規 せら 5 る ゝ 気温 和 汰 態 に 支配 せら る ゝ の で ある る < 考 へ 得る 。 

了 カ マタ ラ に 於 ける ミ 同 様 の 事 賞 は 他 に も 多く ある 。 間 温 二 期 の 
ある 熱 薄 地 方 に て は 幾 化 の 原因 は 温度 の 多少 で あつ て 無 温 で は な い 
ARIE AVIND Precis 局 の タテ ハ テ ブ の 間 温 二 期 の 北 化 形 は アカ マダ 
ラ に 見 る ょ 5 甚だ し い 。 CEL YD Mh, 過 期 に 於 て 蝶 が 如何 に 外界 
の 状態 の 半 化 に 翌 し 鋭敏 で も る か ゞ 解 4。 面 も 之 等 の 繊 化 は 決 _ て 
HBTS IOC AR, 故に この 幾 化 が 進化 前 織 化 に 異 る こさ は な い 
進化 に 開 係 の な い 疑 化 が か く の 如 〈 く 存在 する こそ を 知る 以上 如何 な 
る 凝 化 ミ 難 も る それ が 擬態 的 類似 の 進化 の 階段 に ある ミ 云 ふ こ ミ を 示 
す 前 に 其 北 化 は 確か に 上 区 の 如き 性 質 の も の で は な くし て 全く 移行 
的 な も る ので, AUR PIED HARE & EER OVEAD &OCHSC 
2PM LT UNITE GR, 

BLP OU THA, AHO REO MEDS SHB LD BEE 
有する 事 貨 び が わる 。 カ バ パ マ ダラ の 如き も を の 一 例 で India に 於 て は 
前 次 の 凌 失 凝 の 下 に 一 小 白 踏 を 有 し. 支那 産 の ぁ る の は この 自 班 が 大 


Be 第 Bom Kk 


et 


196 Ra HE 


に な ぅ 融合 し て L 形 の 自 班 に な つて 居る , Africa DED BER 
れ を 鈴 い て 居る 。 此 の 様 な 地方 形 の 存在 は 小 北 化 が 遺 侯 的 移行 を な 
し て 進む $ の な り で の 意見 を 助 て くる に 用 ひら た れる も の で ある が , 
この 場合 は 自 跡 の 大 きる が を それ で ある 。 で も し か ゝ る 事 費 が 四 に あ 
be LICGDBMLOR SBR L > ERE DAL RE ABIT 
FLITELKHRVERLI AT LN. LPL HEL SI 
36D BALERS BRBCIEC T CO PAMOK Sy ARD, Ai 
TAB, 混 度 等 で 闘 係 の な いこ で を 明 に せな けれ ば な ら な い , Re 
温度 の 外食 物 ぉ 赦 夫 の 色素 の 形成 に 大 に 開 係 する $ の で ある 。 BN 
マダ ラ の 幼 剖 は 種々 の Asclepiad を 食す る が , 色素 形成 徒 つて 次 の 色 
斑 形 成 の 細か き 叶 が 基 の 食す る 本 物 の 種類 に 開 係 す る $ ぁ の さ 考 へ 6 
れる 。 方 パ マ ダラ の 如 〈 廣 く 分布 する 蝶 の 食 草 た る 桶 物 が 一 般 に 地 
方 の 異 る ミ 共 に 異 る の は 堂 然 で , KOTHLREIRUHER DIE 
の 要素 な 6 ば 分 布 の 雨 極 に 於 て こと な る 食 草 を 食 ふ 放 パ マダ ラ に 明 
ら か な 還 別 の 起 る の dS WPRRCH 4, 勿論 食 草 の み で カ パ マ ダラ の 
_ 自 是 を 論ずる こそ は 出来 な い に し ろ 闘 係 あ ちり と 考 ぶ ふる 理由 は ある 。 
し か し 信昌 地方 形 な る SORTS OMB MONTHS A, 


ZNYULFZAITNIHRET U BARE LIT Bt LOTTE: 


OHELBTIEL TORO FEAT IM REM ENT AR 
FEDER TU Gro 他 地 方 より 居 し た る 種類 が 異な る 状態 の ぉ 
CURT RT RL EHS T, それ が 果して 遺 情 的 の $ ぁ の か , SLA 
b LVL S DEO MAAS AM TE AEHLIBT AD Bam SZ 
BULL ET A EMBL T SOD LRT る 事 は 必要 で 
Deo COLCA BR LO TAN 5 4DOaCTH SG 
APS 12 Ha BEE AB A OP TS ABEL OW TD も の を 取 つ た が , 
面 も 地方 的 織 化 の 中 に は まだ まだ 題 著 な $ の が あぁ る 。 今日 別種 見 


- 人 大 きむ て 居る も の ゝ 中 に ぉ , た ゃ ゞ 地方 の 異 る 飼 め に 幾 化し た 同一 種 


の 異形 が 多い に 相 菩 な い , 南米 の 蝶 み 如き 殊 に 然 り で Baress FET 


多く の 種 の 中 に は 量 臣 ある 他 の も の ゝ 北 化 形 に すぎ な いも の が 少な 
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(な いさ 思 は れ た 場合 だ が 多 か つ た が , ELTRSHEU HA E し て 


MNENKTEZOTER, 
今日 南米 で は 各地 方 々 ん 々 に ょ り 色 彩 の 型 が な ちあ つて その 地方 で は 其 


_ 型 が 語 多 の 基 だ 異な る 科 や 局 に 属す る 蝶 に 共通 LL CIT OT) I 


“が 知 65 れ て 來 た 。 | 

PPK C LEE DEE ES TEN IRAE LL OL eR eG LOB 
Mn EO BM THE FB DO THE Zu. 若干 の Helico- 
ninae & Ithomiinae, シロ テ フ 科 Dismorphia, Perchybris 30 i 
き ぁ の タテ パテ ブフ 科 Eresia, Protogonius BD BO READ 4 OS 


_ は これ に 悦 す る 。 


東 Brazil |. CIRM we AL, 黄 仏 は 白 の 前 現 端 斑 呈 を 有 す 
る ぁ も の で . 前 と 同じ 様 な 語 科 の 蝶 が 諾 し て 居る が , た \Perchybris 属 


Baer 


Amazon FELL C SEE NER CMD? 4 OT ERE L TE 2 


。 Prisia, Perchybris 外 の 前 記 の & OD. DBNBS 20 


Ecu dvr, Peru Bolivia HHP IL ES SEIT Z PE BE 
を も つて 居る , シロ テ フ 及 び マ ダラ テ フ を 除く 上 記 の ぉ の 及び アゲ 
N, 款 リ テ フ 及び 二 種 の Pedaiodes の ジ ヤ ノ FATTO LORE 
この 型 に は まる 


ある 避 者 は 従来 の 擬態 読 は 覧 に 上 記 の 如き 特別 の 地方 的 色彩 の 蝶 * 


の 群 の 読 明 に の み 用 を な す ミ 読 く が , 以上 各 の 場合 に 於 て 敷 の 最も 
多い 者 が 他 か ら 6 擬 せ られ る の で Ithomjinae の 凍 eHinaea 局 が model で 
あつ て , 他 は 之 し の Barrs 又 は MosrrsR 氏 擬態 で も る で 考 へ る 。 シ ロ テ 


フ 科 の Dismorphia. タ テハ 科 の Protogonius は B. 氏 擬態 で も る 。 何 さ 


RUIZ A COMME PASSPRERABMeEA LOLS 
~ 6114? 6. Heliconinae で Ithomiinae の 如き は M HET BN 
52, それ は 相方 共 不 味 種 で わる か ら 5。 を し て 全 群 は 大 な る 擬態 環 を 
な し , Ithomiinae の 表 が 最 ぉ 多く 〈 之 れ が modcl で され る の で ある 。 
し か る に これ を 失態 読 で 読 明 する の に は 大 な る 疑 が ある 。 ULM 
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EEO (6,92 EERE LAC CTI BAER LT. MR TT 
く て は な 65 な い 。 し か る に ざれ か ある も の は 最も る 原始 的 な $ の で あ 
。 る ミ 考 ふ べ き 理 由 が ある 。 す る で さ 先 づ 趣 る 疑問 は 如何 な る 理由 に ょ 
_ つて 不 味 な る 悦 が 少し も 利益 程度 の 導 ら ね 他 の 色 斑 に うつ つた か 。 
ぁ 5 し 新 し 〈 幾 じ た ぉ の が あつ て 之 れ が 有利 な ら 5 ば , JER CA 
SL, 蒼 型 は 清 滅 し な く て は な ら 5 な い , し か る に 皆 が 共存 し うる 
DU に 有利 な $ も の で し な く て は な ら な い 。 し か ら ば 若 し あ る を の 
が 他 の も の ょ り 5 生ま る 徐 に ある 北 化 が 起 る な 65 ば その 時 に 其 導 化 が 
有利 で ある こと にょ つて 行 は る ゝ 箸 の 自然 海 汰 の 作用 を 適用 する 根 
擦 が な 《 く な る 。 何で な れ ば 自然 滋 汰 は 其 所 有 者 に 有利 な る 北 化 を の 
、 み も ち 溢 な する の で ある か ら 。 それ 麗 吾 人 は 優勢 な る mcdel の 色彩 
の 北 化 を 自然 光 汰 以外 の 他 の 原因 に 外さ き な く て は な ら 6 な い 。 に 
その 説明 で し て 補 の 如く 考 ふ る こさ は 無理 な ら ね こさ で ある 。 M | 


LIOHEHLIMNEBOHLHFFALTAZIHEN OO) LH 

し , © OPRAH A ABRIL DRO TAIZ BD CHS_ し か ら 6 

(S APRIL BO BO IME LIC BO CH, 其 色 彩 の 下 に ひる 

ie ASO AEM E cB LAE Lig BDL BASS CHS, HR 

25 < ED Pil b SMI LO Oe Lieto. ACA 
ERENTO TOLL SAREE LT, Beten | 
ARR 080 CHER 5 BALERS BN no 

73 BEAD Ithomiinae ieee PSS CALC EEOMARSO 


他 の 色彩 に うつ る ミ で を 説明 し 得 な い 嗜 に 忠 す る 。 故に 上 記 
7) 55 Be BA (> 1G apis る 事 は 不 必要 で ある 。 
但し こ ヽ に 一 言 す べき は 南米 の 蝶 に 就 て 擬態 説 を 用 ふる の 父 地 は 


ある 。 も し Ithomiinae の 新しき 色彩 が 生理 的 状態 の 縺 化 に 原因 し 
THOTZE L, 他 の 美味 種 に ぁ る 同様 の 色彩 の 北 化 が 起 つ た さす る ミ 
耳 こ の 時 を こ に 自然 光 汰 力 が 作用 し うべ き 原 因 と に な る 外敵 が あつ た | 
さす れ ば , CORMIER TEHELKHTER ER OHR eC 
あら う 。 (ALC OWA BRBIKO 3 BARR € MD Te 2 BBULO 
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保存 に ある 。 AALBMEFL 6 2 OB VFR 3 XT 6 SoM BAS 
( ) UP © DRE 2 op BALD BAHR L ARID 75D (2 HOT 
Se Bx gir 6 QM Eww, 


@ ii rity 

HEE SLO EI 2 HERA 

Bu Bee (las Lick < ABCA THe oR AILHOM DALES S 
FRA) UC hs SEE 2 HAT 4D i LARA 6 ete 4 dn SHE 
以 て し て は 不 充分 な る 事 は 明か で ある 。 Mb ROBE T AD 
bo, 自然 光 汰 の 作用 者 ミ て の 食 赴 性 外 英 の 全 條 件 に 合致 せる も 
eee oa に 都合 よく 存 せ ざる 事 及 び 小 
BALD fal gt 1S Se ge FTAHTENDFHA 
REE ae pel oer 
$s Bh ETH SIL, TORO HERE SER HK ABEL DT 
DERZED ODER SC Lizo BAM Rit L CATO , ED 
鳥 の み が 蝶 を 捕食 する ぉ $ ぁ の な る と 明か で , 面 ぁ 之 等 食 蝶 性 鳥類 の 主 
部 分 が 必ず し ぁゃ ぁ 蝶 の 所 諸 美 味 , 不 味 を 還 別 する 能力 が ある で 思 へ な 
Vo よし 蝶 を 食す る 鳥 が 充分 ある さ en 
を し な (て は 何 の 役 に BITTER. を の 識別 カミ に も 二 の 意味 
を 要 す る 。 第 一 , 外敵 た 5 得る 鳥類 は MT 2A en "€ ER CPE 
aa u 0ー 
の 利益 を 受け し め ね ば な ら な い , こ 6 ee tr 
KRRITHKINTTIWENRSGTO, CTE CURE conan 
DRED FRI CD 6。 第 二 , ZEB model ee に 非常 に 酷似 し た 
る 擬態 者 で を 混同 する 他方 その 擬 態 者 で 僅か ょ り 5 擬態 程 度 の 低 か ら 6 
所 $ の を ょ く 議 別して 之 等 を 捕食 し な 《 て で ならない, この 場合 は 非 
Ms (BEI ANETTE TUN SEN, TROCKEN O 
完成 は 成立 し 得 な い 。 同じ 鳥類 に 習 し 二 事 を 期す る こそ で は 不可 能 で 
ある 故に 香 人 が BOT HET 成 に 役立つ 海 汰 者 で 人 恨 定 し 且つ 
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ある も る の は 料 な る 類似 を , 他 は 中 等 度 の を それ を , 駐 他 は 精 る な 類似 
を 造る に 役立つ ぁ の で 考 へ な く て は な ら 5 ない 。 た し か に か ゝ る 。 事 は 
- あり 得る が , 質 際 で ある こそ で を 確 む る に は 明確 に か ゝ る 事 質 を 典 げ 
fe EE Ee a Oe 
< ど で 説明 きれ る こそ は 前 に 3 示し た )。 
irn ある 。 ALEBDLIEDBHbET 
る ぉ 更に 大 な る 生理 各 上 の 困難 が 吾 人 全日 の 知識 上 ょ 5 起り 拉 る 。 
こ は 前 敷 剖 に Ba Tens, 若 し 小 北 化 の 著 積 に より 完成 せ し 擬 態 な 
re ee 進化 の 階 
BOD ABUL D GIS Zr, 即ち 小 北 化 の 菩 積 に ょ る 北 化 型 の 
era weer ned ee 上 中 間 
_ 性 の 諸 多 の 中 間 型 を 再現 せ ざ る か 。 貨 際 吾 人 が 北 化 の 階 稀 を 知 つ て 
居る 種々 の 質 例 に 於 て は その 総 過 せ し 諸 多 の 中 間 型 を 再現 する の を 
見 る の で あぁ So WALD sweet-pea は 野生 の 紫色 の も の ょ ぅ 一 定 の 階 
段 を 経て な り し じ ぁ の 数 , に 雨 者 を 交配 きす ミ 其 種 が 進化 せ LFI 
PORBENELT 6. HHEORRE PED KEDLDE RRM. 
Liar, &, HEE, ORES FUN © HEME Aa RE ; 
5 趣 り し 進化 経過 中 の 各色 を あら は す 。 u 
ARO ORT AAPA FET ZNO? DEUTET Oe 
DIDIYSEMELTEURBORZAZIEUKMÄNZD, を の も る の で を 
れ の 原始 型 の 色彩 を 有する の で が 交尾 す る ぁ 中 間 形 を 現 は き な い q 
然 ゎ シロ オビ アゲ ハバ の 擬態 型 は 原型 』 5 SMRELR A SON ZH 
ee ne 
| に 作用 せ 5 れ て 著 積 し た る も の で は な い 。 2 
ots す る 説 。 
_ 程 人 は 従来 の 擬態 説 が 全 事 綿 を 包容 せ ず で する dh Zn 
で きも る の な き 限 全日 之 を 以 て 消 足 すべ し ゃ する , 乏 れ $ る さよ りう 取 . 
IEG WU 又 或 人 は 蝶 の 酷似 を 全て, 土地 . 気候 其他 の 外 的 條 


件 が 同一 な る こぐ の み に 外 さ う さす る 。 あ る 色彩 及び 正 絞 型式 は 如 
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MIBSZOHBELK CAR SS DH ZAERO BHC BAGS 
Bebd, LHLOYARRBKD HERI 28D“ Be 
AILIPAERUPMTIEN SA LEFEN GENE. RLZNOA 
(2 Cis rae D IT N TERN LATCH LABORS Ak 
DRMERENTVOMANIZATETFNOLOENDBELE TFT AD 
上 上 記 ヶ 説 を 以 て すれ ば 三 型 共 其 の 存する 外 的 状態 に 全く 等 し 〈 適 
應 せる も の で 見 な 人 て は な ら め A。 ZWORPBORBEIETHFET. 
この 読 に 従 つて 三 型 共 が 其 外 前 條 件 に 圭 し 全く 同様 の 立場 に ある さ 
考 へ る の は 困難 で ある 。 且つ 吾 人 は 蝶 に 見 る 多 敷 の 酷似 例 を 浅 に 気 
候 等 の 外 的 條 件 の 同一 に 外 す に は あま り に 基 例 の 多く 《 又 其 の 著 し き 
も の ある を 見 る 。 それ 雪 更 に 同一 状態 云 ふ 以上 に 何等 か それ 等 の 
間 に 開 係 あり で 思 は な く 《 て は すま な い 。 それ 等 の 開 係 を 結ば し せる 
$ の は 議 別 力 あ る 外敵 と く 云 ふ 形 に 於 て 作用 する 自然 光 汰 で わる で 導 
ふる は 無理 は な い , 但し この 場合 の 自然 滋 汰 は 蒼 擬 態 読 に 用 ひ 秦 つ 
(eg Oe AX LST AUR REEL US 

_ 。 & UA DSIRE DIE % PID JBM (TL > EI ED BAL 
不 味 に より , 保護 さる SACHA LCR AS LORI an 5 A 
如き 場合 わり と すれ ば 外 英 は , Zire dU BB BER IL & Fee 
型 が 大 種 の 定型 < し て 保存 き る ゝ に 計る で 考 へ る な ら ば それ は 適 営 


で か ヽ ゝ る 和 多 寿 は 基本 型 この 交配 に ょ 中間 型 を 生 ぬ 且 駐 そ の 所 


MBO FG DCTS る 人 条 速 に 基本 形 に か は つて し ま は な 
けれ ば な ら 6 ぬ 。 この 吾 人 の 主 張 せん だす る 見 解 に ょ れ ば 自然 滴 汰 が 
次 擬態 説 と は 全く 〈 異 る 意味 に 於 て 非常 に 役立つ 。 即 も 類似 の 創成 者 
に あら すず し て 類似 の 保存 者 で ある 。 何故 ある 種 が 他 の 種 に 酷似 し , 
HOA MSE SPRATT 26 CHAP IIAC WAC BT. 

が この こも 蝶 の 色 班 が 一 定 敷 の 遺 値 要素 に ょ つて 決定 され る 遺 
樽 形 質 で わる で 云 ふ で 説明 し 得る 様 で ゎ る 。 事 質 を 一 見 し て も 明 
DT AM, 擬態 の 諸々 の 場合 は Series に な つて 大 る , BELDA— 
FOR LICHT, 2 mimic HELD 一群 の 類 織 上 近 箱 な る model に 


22 Boa ME we Ow 


Di 


HEH LTE BA. Asiali TI, —FEDCosmodesmusm DD FA IND? 
—- HOTIFFTICHE し Papilio 剖 局 の アゲ バハ は 一般 に Pharmaeo 
phgum iD FFIR HERE UCR A. KElymniakBODYVI 277 
フ の 一 群 が , マダ ラテ フ の 一 群 の 物 に 擬態 する 。 亜 那 利 加 , 中 南米 
KRTIZNICHT AHA ONS MEL TRAE IDB 
32° SSeries( BT A, 任意 の 一 例 あ と つて 見 る ぉ 大 抵 基 model の 
SEHRD FLD BA (= HERE 2 mimic OO db 2 PRAM BLT ZEN 
多い 。 か 〈 考 へ て 見 る で ある 蝶 群 の いく つか ヾ あつ て そ ぬ 等 各 群 は 
、 夫々 半 な る 人 色 更 を 有する と に な る 。 を し て 又 之 等 各々 の 蝶 の 群 に は 
AHS 2 REPO DED b BITE A. BOA ORO MALS C 
DBD WLOL DBS OLED HO I SAWS 2 EUNZEMA 
— BRP AOMEROBN (LT ORC O OU TREAT SR 
KOM Ss BAD SV4—5 DNS (eH HED — FEC ALO FRE 
APO. CpPORSBRD dDOTT NP -LOCMORE IH 
る の で ある 。 を し て を の 群 中 各種 に 於 て 色 斑 の 異な る の は それ 等 の 
BRD b SWORN LD TIHRS, OX OUPROSME CEE BR 
定 要 素 の 種々 の 順列 及び 組合 せ に より 生ずる 各 和 群 に は 之 等 要素 の 一 
定 敷 が 含ま きれ て 居り ある 他 の 洛 に は 基 ょ り 多 の 要素 を 含み 又 他 の 
群 に は 基 ょ り 少 な き 敷 の 要素 が 含ま れ て ある で 考 へ られ る 。 LPL 
若干 敷 の 之 等 色彩 決定 遺 信 要 素 は 毅 格 に 共通 し て 居る で し 之 等 共通 
の 要素 を 有する 別々 の 蝶 群 内 に 於 て 共通 要素 の 組合 せ の 酷似 の 生 す ず 
る 場合 が あり 5 従 つ て あら は れる 色 斑 上 に 基 だ し い 酷 似 の 來 る 事 が 考 
へ ら 6 れる 。 例 へ て 見 る で a 千 に は A か ら 6 旭 迄 の 私 つ の 要素 だ が あ る) で 
大群 内 の 色 斑 の 織 化 は A-H の 婦 素 の 組合 せ か ら 起 る で 考 へ られ る 。, 
BEUERLAHTRNTADEHFNEMELHTATBENZC HH 
PEGH は ab 辞 共に 共通 で ある 。 Cilia PPP OR BE CERF 


、 日 所 で 決定 され る 物 は b 群 中 の 蝶 の 色 斑 で 要素 ドー 迄 で 決定 きれ 


る ぁ の で 酷似 し 得る 事 の ある は , 同一 の 組合 せ の 生じ 得る と か ら 6 考 _ 
へ ら 6 れる 。 同様 に 考 へ る で b に 見 5 れる ある 一 群 の 色 斑 が sa の それ 
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ee ALi A LLIIO HD — FED EHER FI DHBINKCOTNFEH 
に 酷似 し 合 ふ と が 考 へ られ る 。 ZZ FARE SHOR Ola TE x FEN 
な る 酷似 の 見 られ る の は . か ゝ る 見 解 に ょ れ ば 蝶 の 色 更 を 決定 する 
遺 偽 要 素 が ある 一 定 表 に 限定 せ られ て 居る 人 胞 め で 従 つて 構造 上 全く 
別 科 に な か る で き 種 の 間 に 著 し い 酷 似 が 諾 々 見 られ 得る の で ある 。 

和 召 々 は 最近 の 羅 的 研究 か 6 丁度 似 た 様 な 事 岳 を 述べ る こと が 出 
BEA, それ は ある 種 の 色彩 が 家 兎 , + AR, KAR HM NT 2 ED 
一 群 を な し て 居る こ で で ある 。 を し て 家 兎 二 十 日 最 天 穫 厄 の 各 型 が 
各 特 有 の 色 斑 を 有する ミ 同 時に. FR RHR ARAL 
通 の 色 を 有 し , 又 家 兎 二 十 旦 最 に 共通 で 天 答 過 に だ けし か な い 色 あ 
5) 又 家 兎 。 天 閥 展 に 共通 で 二 十 昌 厄 に 鈴 け て 居る 色 も る ある 。 

OA EL EN し 得る だ は 云 は な い が , 同様 の 説明 
が 求め ゆら れ な いざ 去 ふ 理由 は な い 。 

か 《 考 へ る さ 蝶 の 間 に 見 る 諸 種 の 色 斑 は わあ まり 多 毅 に 凸 ら な い 一 - 
定 の 遺 伸 要 素 に ょ り 決 定 さ きれ る で 思 は れる 。 之 等 の 要素 の 多く が あぁ 
る 異な る 群 の $ ぁ の に 共通 し . 同じ 様 な 要素 の 同じ 様 な 組合 せ に ょ 5 
同じ 様 な 色 斑 が あら は れる の で ある で 思 は れる 。 

_。 し か し 酷似 の 基 だ し ( 容 接 で ある 事 は ある 程度 迄 は 鱗片 の 大 き 多 

少 及び 其他 の 構造 に 原因 する 様 で ある 。 色 斑 が 全く 〈《 軌 を 一 に し て 大 
5 な が ら 6 一 見 其 問 の 必 別 の 公然 せる 蝶 の 如き は 全く 鱗片 の 差異 に 基 
DOT 同じ 斑 絞 同じ 印刷 給 具 に て 異な る 質 の も の に 印刷 し て 見 
て 其 威 じ の 差異 の 題 著 に 公然 する の ミ 同 世 で ある ゞ 信 ぜ せら れる 。 

以上 の 姓 へ か 6 する で 擬態 釣 酷似 の 畿 現 する の は 色 斑 が 一 定 の 中 
偽 要 素 に ょ 5 り 決定 する で ょ 事 綿 が ある に ょ る の で , HoHzo 
は 決し て 巨 多 で は な い 。 諸 種 の 蝶 の 群 に 共通 な 要素 は 多 敷 ある か ら 
— ELBE S EHEDO DS も の が 他 和 群 に あら は れる 人 多 斑 の ある も の ゞ 同 
RCM ADISBRCH 4, それ 数 類似 が 話 辞 問 に 相 行 する 事 質 も 考 
へ ら 5 れる 。 即ち その 群 で 群 そ の 間 の 共通 な 要素 が 他 の 群 に 於 ける よさ 
5 多 敷 で わる で 考 へ れ ば ょ よろ し い 。 


7 nw 
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ini を な す 種 の ゃ や の 間 に 多 形 が ある 場合 それ 等 の mcdel は 時 に 外 
製 基 だ し 〈 異 る ぁ 通例 類 結 の 基 だ 近 き も の で ある で 坪 ょ 事 質 $ こ の 
考 ぐ よく 合致 する 。 一種 の 蝶 の f に ょ りあ ら は され る 多 形 が 互 に 甚 
だ 著 明 の 相知 ある も 一 つが マダ ラテ ブフ に 似 , 他 が アゲ ハ に 酷似 する 
ご 云 ふ 如き 例 は 殆 ん で "ROOT LOBEBVIFF INO doa 
の か に VW. 又 他 の 場合 に は 同機 に Pharmacophagus HE ァ アゲハ 
種 種 が に 似る で 云 ふ が 如き 例 が 見 られ る の で ある 。 

ee ale ee 
現象 を あら は ぬ も の に 充分 の 注意 を 搬 ふ こぐ も ゎ 赤 必要 で ある 。 H 
に 僅か ! aes eee eee 
Pech oc 
0 HEKRED DOF THOM ER BRIL BOTH Fi 
SEE FEHLT ( BUS $ の は シロ テ フ 科 の ぉ の で あ 

Bo 故に も し 鳥 頼 が 海 汰 者 こなつ て 擬態 が 造り あげ ら 5 れ た さだ し た ら 
何故 に 准 大 陸 の シロ テ フ 科 に 擬態 例 が 殖 ざ な いか 問 は ね ば な ら 6 ぬ 
こ で に な る 。 何 そ な ら ば シロ テ フ 科 の 蝶 は 他 科 の 種 の 如 《 著 し い 種 


_ 的 幾 化 に 富む 。 そ れ 逆 も し, 鳥 頻 の 光 汰 と . こ の 北 化 性 だ ある 以上 . 


、 この 地方 に $ つ さ 多 て の 本 科 の 擬態 例 が 出 秦 な で て は な ら な い 。 こ 
DBRT Ch CAD 1 EHER IT 2 HER VD SQ 

非 擬態 型 の も の ょ 5) 擬態 型 の 成立 を 推測 する 場合 に ぉ mutation 
therory が より 5 有力 る ある 。 

シロ テ フ に 見 る 白色 , HE. 又は 赤色 色素 は 他 の 蝶 の それ 等 の 色 . 
BEI > RBM eM ID - 化 合 物 か 6 成 つ て ちる, 
之 等 は 一 般 に 鱗 を な す Collin の 二 層 間 に 存する が 。 RAZR 
_ の Chitin に 儲 つ た も ゃ の で ふる 。 失態 的 類似 の 形成 の 主 な 青 素 を な す 
— も の は 他 の 色素 に 習 す る 凌 色 々 素 の 分 布 如何 と 云 ふ 庄 に 存する 。 と 
ロ テ フ の 汗 色 以外 の 色素 は 他 の 蝶 の それ 等 の 色素 と 化 聖 上 は 差異 は 
ある が , 混色 の 分 布 を 支配 する 同じ 遺 偽 要 素 は 他 の こそ な る 群 の ぁ 
の ぐ 共 通 で な いさ 考 へ る 理由 は な い 。 FEREHO 分 布 の mimic, 
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model fi] (2 FU 2 & TAREE 8 © bs mimic OPK C 擬態 せ ぬ ね も の に も 見 
られ る 。 - MEN Se Dismorphia astynome は Ithomiinae 
の Mechanitis lysimnia に 擬態 する , ZC A ERO Rad 
BA 8 OTH S ぉ の に Dismorphia avonia で 云 ふ 種 が わあ る が 本 
種 は 擬態 例 で 見 る 黄色 者 及び 褐色 部 が 自 色 を 呈し て 居る , LIE 
的 の ある 幾 化 が 本 種 に 起 つ て 自 色 部 を 黄色 及び 褐色 に 織 C じ たら 6 正 し 
(Als M lysimnia の mimic に な る 。 他 の 好例 は 同じ く シ ロ テ 
フ 科 の Perrhybris demopbile で P. lorena で ある 。 前 者 は 黒色 
自公 く ょ り 成 後者 は その 白色 の か は 5 に 黄色 ミ 褐 色 く から 6 成 つ て 
kid, そし て Ithomiinae の 蝶 の 一 般 的 外観 を 示し て 居る 。 こ ゝ で 
僅少 な 色素 の 化 聖 的 幾 化 に ょ > P. demophile が 完全 な 2 擬 擬 型 
に な りう る 。 WD ABMEDAR, 456 BH BH LIAL LUBA 
Ar D BARB |-D SNE CRA WES TCH 20 

果して し か りす る ざ 不 味 種 に か 〈《 し て 酷似 し た ぉ $ ぁ の も の が 非常 
な 利 符 を う る で 基 ふ る 事 は 困難 で な い 。 曽 し て を の 利益 が 僅少 で あ 
OT ぁ 管 て 苑 べ だ 様 に 新 幾 形 は 速 か に 其 れ の 艇 現し た 蒼 型 ぶ お きか 
は 5 うる 。 自然 汐 汰 の 持 績 し て 作用 する こ で にょ ぅ 新 形 が 全く EM 
PBT ALE BA 6 れる が , AHA HAW TIL 及ぼ す も の 
が , か が ゝ る 結果 に 立 到 る 前 に な く な る こと も あり うる 。 か が ふ ヽ る 場合 
CHEND 間 に 座 衡 の 保 た れる こる 丁度 Ceylon の シロ オ ピ ア 
ゲハ の 如く で ある 。 そ の 類 態 は 他 の 滴 汰 作用 の あら は れる 紀 持 績 す 
Do 

DBT S © BRANCHE BS 4 SRO BESET HSS OEM 
© FEES AFD BD) 2 AERA T 4 IL DS 

AREBOANW, ~ 

MAO iE 北 異 に 開 す る 研究 の 結果 は ひさ LT EHRE 
方 に 乏 れ で 同じ い 制 限 を 加え , 従来 の 如く 〈 小 継 化 を 菩 積 し て 新しき 
現 を 造り あげ る も の で さ の 従来 の 見 解 や 非 だ する 。 
徒 共 の 進化 読 の 示す 自然 滋 汰 の 読 明 は 質 に 見 事 で 純 宮 に 條 理 井伏 
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た る も る の が あつ て 少な か ら ず す 其 読 に 重き を な さる しめ し た が , Les 
HPI LARS So VOSA LED HA ET. Fe 
者 に 示す 事 が 吾 人 の 目前 だ LIDECH 4, HERFHFET ZEN 
。 に 之 れ に 代 る で き 新 し き 説 明 を も 乏 れ に 附 加 した, た ぃ ゝ 今日 この 新 
し き 方 面 の 研究 は 中 途 に あっ て , 更に 多く の 研究 を 待た な く て は 不 _ 
充分 で ある が , -KUIEFSNREKRO HA AFRIUIELT SEC H 
DES Ser DU まし フ Dig! sao 

PRA, 本 書 に 数 co られ る 前 に 著者 が こ ゝ で カカ 読 せん さす る 進化 の 経過 中 に 自然 混 活 
に ょ つて 演じ られ る 2 役 且 に 就 て 理 人 が 蒼 系 の 考 を す て な く て は な 6 な いで 云 る 踏 は 数 6 
れ て 居り ます こさ は 御 同様 で ちり ます が , TSHLZDE VE KIELER 
- し て 逃 べら れ た 本 書 が 吾 々 の 詩 物 さして よろ こ ば し いも の で ある で さ 云 る 四 で 長い 抄 銚 を 致 
し まし か た 。 著者 が 新しい 読 明 を す る 上 に 如何 に 苦心 を し て 居る に し て も 召 々 が 全く 《 著 者 の 
意見 に 従 ひ 得る 迄 に は 著者 も 云 ふ 通り 多 表 の 宴 有 駄 や 研究 に 基 い た 記述 を 要する こ で は 営 然 


_。 で あり ます 。 本 書 中 著者 が 遺 偉 , 奨 異 の 講義 を する 人 で ある こさ から 健 む 訂 で は あり ませ 


ん が , や ・ 自説 を 説明 する 上 に 夫 2 難 貴 に 寅 で あつ て 旦 書物 の 小 な る こぐ か ら 6 止む を 得 な 
いこ で で は あり ます が , た ゞ 本 書 だ け で 充分 納得 出來 難い 貴 も $ あわ あります, まし て 近 語 誠に 
で せ す に 讃 通 する ま ゝ を 筆 に し まし た か 6 著者 の 意 を 意外 に 表現 し 誠 つ て 居る か も じ れ ま せ 
ん 。 純 何等 の 断り な く 抄 銭 才 の 意見 や 日 本 の 例 を 挿入 し た 庭 が 御座 いま す が 主 通 の 際 気 付 
か れる こさ ぃ ゝ 信じ ます , この 鷺 は 著者 及び 計 者 諸君 に 御 族 し REROT BAHL 
BED OL AWA TS 抄 銚 中 に 用 ひ た 用 語 の 不 統一 不 充分 も 切 に 御 容 起 を を ひ 
ます o MELO TREEMIILIET BATE も の で ある 事 申 す 迄 も ありません, 参考 書 も 多々 
あり まし ょ うぅ が 不 取 敢 , 三宅 WMO Folsom RRABMOMA HME AK SOLES 
も の で さ 考 へ ます 。 更に 本 抄録 さ 御 併 護 下 き 6 ば 喜 稼 れ に すぎ ませ ん 。 BRERORERE 
(LO SMA D AF CAPER LEIBA? 5 TUS SAK 説明 者 は 他 に も 
多 明 大 られ ます が 。 HMO ME ORO Sef FUP, (CEES ae BN 
LIB SHIH ON BAECS T. PGR CAM ROBAMM LATO 

EGE I< APDEED ER OD UWE D BES 7 DC LACM SEL TE CEL 
CESS LTS BOOB n RB OAMABCE LIS LIL SAM L AT, H 
SCHE th RES |< TAT Ee DUT TEBE DS dH Y HUE) ALO PIM AEA AAT CY RF Hee 
| て 感謝 し ます o Ma ae BS HE) 
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Zephyrus & ff 


Cpe ae 
HA Zephyrus 表面 


左側 上 より 

WZ, abara, & Ale (AEE EE) 
2. Z. taxila, 1 追分 産 同上 

3. Z. taxila。 2 同 同上 

4. Z. brillantina, $ 上 諏訪 産 同上 

5. Z. brillantina, 2 京都 産 (ERFIRK) 
中 央 上 より 

1. Z. aino, 北海 道産 Cag a9) 
2, Z. aino, 2 同上 同上 
3. Z. taxila regina, 2 同上 同上 
4, Z. taxila regina, 3 同上 同上 
5. Z. saphirina, & 同上 同上 
6. Z. saphirina, 2 同上 同上 
ATONE KY 

1. Z. signata, & 大 山 産 (AZ EEL ek) 
2. Z. orientalis, O° 北海 道産 (UEP FRE) 
3, Z. orientalis, 2 ALE (AZAIE i) 
4, Z. jezoensis, 0 信州 産 Cae aria) 
5. Z. jezoensis, 2 北海 道産 同上 


(FAFA BBL KR Hei? ) 


N 


日 本 産 2ephyrus ZH 


| 左側 上 より 
1. Z. taxila regina, 台北 海道 産 
2. Z. sp. ni 同上 


Z 

Z. sp. co} AWE 

Z, saphirina, § 

Z. orsedice, 5 (ZH) 大 山 産 
Z. orsedice, 2 同上 


. Z. jezoensis, 2 北海 道産 
. Z. taxila, 9 SAR 

. Z. brillantina, & 信濃 産 
. Z, aino, 北海 道産 
ALE & Y 

Z. enthea, 北海 道産 

. Butleri, (表面 ) 大 山 産 
: Butleri. 1 同上 

. attilia, 2 表面 

。 attilia, 2 


中 
1, Z. orientalis, 2 大 山 産 
2 
3 


Gt 中 
N 


Ge 
NONZENZNS 


(AH BELKIN 


. attilia neoattilia, ? 岩手 産 . 


(BRE) 
Ak 
(ERR) 
同上 
同上 

57) 


MERK 
(ER) 
kb 
(AZ ERK 
(EFF FRR) 


同上 
同上 
(BER) 
同上 
同上 
(BFE) 
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FE SR 


AFFE Zephyrus HERE urn 

小形 の 蝶 に て Zephyrus 程 興味 ある も ぉ の は 少な 〈, TART 
は 二 三 新竹 を , BRETU— Br, ANARUD 4D BPE, 
BARN EBR GNI, 今後 $ 本 悦 は 興味 の 一 中 心 た る べく 《, 小 
熊 看 士 は 具 全 本 局 に 就き て 非常 に ふか 研究 る れつ ゝ ある 如く 基 幸 
Wee G PREG SS Dino PERE TR] の 採集 者 と し 
て 今日 迄 質 見 し た 各種 の 外観 > 其 等 相互 の 開 係 に 就 て 以下 少し く 
Sagen? UC HLA, 日 本 の Fauna に 算入 せら る ゝ 本 悦 の 種 に 
て 肉 地産 の ぁ の は 次 の 如 し 。 


1 2 み .jezoensis Matsumura _ Jezo_midori-shijimi. 
2, Z. orientalis Murrey Oh-midori-shijimi. 
2, Z. orientalis suffusa Leecu (の F.) 
3 4 jozanus Marsumura Johzan_midori-shijimi. 
4, 2. taxila japonica Murrey Midori-shijimi. 
4, GZ. taxila japonica fasciata JANson 
4. Z. taxila regina Burrer 
5 Z. saphirina STAUDINGER Urajiro-shijimi. 
6 Z. aino MATSUMURA Aino-midori-shijimi. 
7 2. brillantina STAUDINGER Mesuaka-midori-shijimi. 
8 Z fujisanus Marsumura Fuji-midori-shijimi. 
9. 2. attilia Bremer Midzuiro- wonaga-shijimi. 
10 Z. Butleri Fenton Usuiro-wonaga-shizimi. 
11 Z. enthea Janson Wonaga-shijimi. 
12, Z. ibara BurLer Urakin-shijimi. 
12, Z. ibara stygiana DOTLER (Nikko-shijimi.). 
13 Z. orsedice Burrsk Urakuro-sijimi. 
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14 Z signata BurLer Urasudi-shijimi. 

15 Z saepestriata Hewirson Uranami-aka-shijimi. 
16 Z. lutea HEwrrsoN ・ Aka-shijimi. 

17 Z. Jonasi JANSON Be 


BLY OBS PRET ARENPIWEULTEWO た TERED も 

を の ま ゝ 用 ゐ た の で , ZHOMILE ee 
つ さ し て , 種 の 配列 は 自分 勝手 の で は ある が か く 〈《 配 列 す る に は 相 管 
の 私 見 が ある , 之 等 は 本 文 に 記述 す る 積 り で ある 。 上 記 の 各種 は 一 
般 に よく 〈 知 5 れ て 大 る か ら 主 と し て 賠 を 掲げ て 読 明 に か へ だ 。 Tv 
T= OM 7 FHM LES T ts 6 0 

2. orientalis (第 七 版 有 側 2 〆 ぅ 3 seh 1, 2 3) | 
fi DP Ba HR CEOS BL CBT 4 I — 
NRE FY DS ETE eG eB ESE IC 
し 間 葉 樹林 に 普通 に 見 られ る 。 REBEKOHNTZELLMER 
oC mike, 時 々 kokettierend KO TITELN fe BS Cie Fra 
し た 5 又は 贅 を 開 開 す る 。 又 時 々 葉 を は な れ て 疾風 の 加 《 基 近傍 の 
一種 の 軌道 Y を 一 周 し て 元 の 葉 又 は 其 際 近 の 葉 に 復 師 する 。 AGP 
' き ふ なく な る さす ずん すん , を の 直射 せる 葉 上 に 移る 。 上 且 の か げ つ た 
時 は 活動 し な い 。 日 中 も か な り 活 動 し な い 時 で , 重 に 午前 十 一 時 前 


_ 後 迄 < 夕方 三 四 時 以後 さ に 記 ん に 眼 に つ 〈。 業 を は な れ て … 匹 が で | 


、 び 立つ を 基 〆 そ た る に 論 な く , WIL ORC IBS EDT, FAT 
- 誠 る も る の を 有 目 掛け て 飛来 する . そし て 二 匹 は 暫時 世 忠 に な つて 高く 
低く も つれ 合 ふ が , Ren vA Te A CHA HOME SH 
こん が 5 が か が つ てこ ゝ に や ゝ こし いき ドリ シミ ミ 類 の 一 圏 が 容 申 に 測 
来 上 る 。。 こ の 一 園 中 に 異 種類 の 含ま れる 事 は 度 見 る 席 で 必 ら ず すし ゃ 
同一 種々 は か ぎら な い 様 で ある 。 Ad od, Zoe 
cael る 。 が 来 だ こん な 方 法 に 』 つて 交尾 し た の を 見 た 事 が な 
っ 交尾 する 必要 か ら な され て 居る に 相 佑 な いで あら 6 う が 世 俗 に 去 


one mens me ae 
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S DABBLE OAD HMMOWAL PRR Orr, Mei? 
DALAL S GH LDS CHET 4 IC OMS CAMEO Pea eB 
事 は ぐさ て も 和 吾 々 に 出來 難い 。 然 〈 艶 豚 で あり 優美 で も わる 。 で に か が 
この 著しい 轟 性 の 読 明 を 欲す る 。 川合 君 も 事 縮 を 示さ れ た が 説明 は 
な か つた 。 BEOBSOER ABB TH oT. 日 中 は 川合 知 も 坪 
INZEIREOBSLELELZOTEGI, 閣 葉 樹林 は 至 つ て 
CHA > 

orientalis HEN DOFKHLL EA, 形態 の 大 小 , BRO RLS し 
(, ある 4 Old jezoensis 8 Mi L. 又 あ る も の は jozZanus € 9] 
WRHCHS,. KEAAKE ) 内 地 の 各 虎 に 普通 で ある 。 

sufusı (iP DMRO REED 基 だ 微 田 な \ に 近い 色 を 有する も 
の で か ゝ る の は 一 般 に きり シミ ミ 和 群 に 見 られ る 様 で わる が 不 壮 目 


RUE SLi 


jozanus Do" 6 LUO WBARENNK CH Sirtzo が 前 記 の 名 く 
- orientalis の ある a ABV UR AAPL IS AR AY BE COD 7h HE SE 
の 研究 を 待つ 事 に 只今 は 松村 博士 に 従 つ て ぉ く 《。 興味 の 深い 種 
で ある が 自分 等 に er. か ら 研 究 に は 不便 で ある 。 原 記 載 は そ に 
LOTHRANICEYD, 和 名 の 語尾 は ヲ サ ナカ シミ ミ に な つて 大 る が "o 
の 獲 ら 6 られ た 以上 又 他 種 く の 開 係 か 6 BRE FUSE THOR 
い , 情 王 も 今夏 この 幾 更 に は 堆 し て 居 ら 5 れ た が 。 Me aA ER 
更 を 加え た 事 の 理由 が 筑 即 で 徹 回 すべ きも の で ある な ら ば 私 は 全 回 
限 め る で の ジョ ウザ ン ラ ナカ ガ シ ジ ミ の 和 名 を 用 ゐ や う 。 

jezosnsis (第 七 版 右側 も 0755, 2 SEHR 2, 2, Poe 
士 の 努力 で 2 DAR TAT ARNE OAM TE 2 BADS PRR IC IMA. Gy 
る 事 に な つた 。 

北海 道 定 山 送 近 修 で は 上 記 の 三種 が 七 八 月 に 混在 する, が jozanus 
ME CHILLS (Tv jezoensis (AIO HE CREST HAS 
Dit dO AHOTHAR TCHS, 

2. taxila (第 七 版 , FM 2,075 3,9, FP 38,25 4,07, BARA 
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1,2 327, ye 3, 2 Si) 

AA OBL LC, 各 型 が 果して 一 種 内 に 包容 る る べき も の 
な る か 否や ぁ 今 後 の 研 究 に 待つ べき る の で あら ふぐ 云 ぉ 。 本 州 に 産 
する 大 形 の ぁ の が japonica に て ゃ の 前 次 表面 は 地 色 の ま ゝ の も の 
素 色 班 の 題 著 に 現れ た る $ ぁ の, BRBHOHUNNKASO, ROR 
ee ee 
ENAIDOLTd) REND LTIMMRH OK EI = -Y 
MV PREORMF PIES 4 i. kb = HEHZ2RLINT, BE 
D 65 & HEAP IRA TSC 内 地産 の japonica -ELFRULTIIF 
(Pe ESM PHA 4, Y の 前 次 表面 に は 紫色 斑 固 定 し 。 地 
_ 色 の ま ゝ の も の は 見 ず 。 WHR ILL 5 る 事 japonica Cl. B 
生 期 も 他 の きり シジミ 類 と 同じ 。 但し 北海 道 に て は Zephyrus © 
ZHENDELTTI, 最 普通 種 也 。 

Z. saphirina ' 第 七 版 , 中 央 5 75 6,2, 第 入 版 左側 14 PUR) 
AGE Cited > PS ET 本州 に て は 信濃 MER) AR 
BT) 鳥取 (箕浦 氏 ) PBS (ARR) の 各地 に 産 す 。 Met 
DMA. 

2. aino BER PR 1 7.22, Bull PR Eh 

本 年 か な 5 BBO BEA ACTS WR EGG VT 本 州 に て は 
ain ORGS. NARI LORE Siri. brillantina (Ai 
Ws, 確 に 特 立 の 種 な 5。 LAND FE KUDPEME RE 
To (219 Bie) 

Z brillantina (第 七 版 諾 側 dk 52, S/R PIR 4 SEE) 
本 州 中 部 以 北 に は か な り 普 遂に 産 し , 北海 道 に は 多 し , 〆 の 前 
ee car een 
$ の ょ り 六 か に 大 な り 。 HILF FBMEH LIKE RR 
する 一 短 縦 條 に より 他 種 の 全 別 姿 易 な り 。 LAND 

2. fujisanus (154a 頁 の 賠 を 見 よ ) 
OEE Sy & DER LTS Lo KRINKAIONd. wm 
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gear fABSKWI OARS re (ER Po 大 和 等 に て 獲 ら 
NT REANACEBEIET (152 HB) N 
2. attilia (48 /\ 71 41 2, 5 2 BST. 6 HAT CHR) 

BASS LCR CUAL OANA BK. OB 
BRB ED BI (LS —OD Form & し て 命名 する 償 値 ある ぉ の ミ 信 すず 
この 導 形 は 其 後 岩手 取 等 に て 獲 ら れ た り 5( 小 税 原 貞 蔵 氏 採集 ) 

Z. Butleri (第 八 版 右側 2?,3 ゃ 裏面 ) 

BAGS SUS thea SASS CET EIN A dB 
BIE BE D>. HRT. a BE し て 松村 博士 は 一 奇形 標本 を 」 
保存 せ 6 る 。 興味 あれ ざぁ ぉ 一 奇形 に すぎ ざる べ で し 。 或 は 多 表 せら る 
ゝ や る 知れ す 。 

Z. enthea (第 八 版 右側 1 裏面 ) 
。 ク ルミ の 和樹 に 多 〈 く 見 る , な を 6〈 之 を 食す る な る べし (松村 
WEINE FT SCENES 4, 七 狼 月 に 出現 す 。 か な 0? 集合 
し て 産 す 。 一 般 に Zephyrus は 集合 し て 産 す る も の に し て , HEE 
Spradical に 産 す る も の だ せら れ た る も の も , 注意 すれ ば か な り 5 同 
一 府 に 多 産 す る も の に て , 全日 は 殆 例外 を 見 ず 。 fujisanus, sig- 
nata, Butleri 等 が 比較 的 稀 な る の み , 面 ぉ 大 抵 は 同時 に 同 過 に 二 
SSRIS ILS SIN, 之 等 ぁ 全 後 注意 せ ば , 相 営 個 敷 の 集合 せ 
る を 見 る べし , HERBS 2 ONL ibara PAB GPR PA EI 
5 れ た る が 如き 基 一 例 に て 。 Zephyrus が 樹 栓 高く 棲息 し , Rite 
人 人 の 近づく 〈 事 難 き 山腹 の 樹林 に 産 す る が 如き 事 縮 $ 考 へ な く て は な 
ら 9。 
2. ibara (第 七 版 左側 1 〆) 

今夏 伯 者 大 山 に て 百 修 頭 ? 得 5 4。 定 山 湊 に て も AA TE E hy 
名 に て 十 暖 頭 を 得 た 。 未 綴 表 の 産地 は 岩手 軟 な り ( 小 税 原 頁 蔵 氏 採 
集 )。 多 敷 の 標本 中 その 次 表 に 赤 褐 産 の 豊 宮 に 現 は れ た る も の は 珍 
ら 5 しく 。 本 誌 の 着色 岡 に 出し た る 小生 採集 の 越後 赤倉 送 の ぁ の ヽ ゝ 外 
BW LICa#iL, EAA 
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2. stygiana は 原 記 載 を 見 れ ば 必ず すし ぉ iDbara で 同一 さま すべ か 


_- 5 ざる も 仁科 氏 の 読 に 原 彫 に ょ れ ば 傘 く 同一 物 < 思 は る さ 。 ち そら 


っ 1. MOM NET) RAN IE Re a ey ons TRY 5 


〈 iDara の 一 形 な る べし , 但し 差 細 は 小生 之 れ を 知ら ず 。 
2. orsedice (第 八 版 , 左側 ら 2〆, 6 f' EM) 
De RL PAU BN AAD BUS AE TARE CT ETSI IS EE 
ざる らし く , 本 州 の 各地 に 七 月 獲 ら る 。 | 
- Z. signata (SEHEN I No) 
北海 道 (札幌 近傍 , RO AON ER BE ME Ko EA 
月 。 BMD BERK BHED do 
Z lutea 
本 州 に 普通 な れ ざ 北海 道 に は むし 2Z 珍 種 な 5。 
‚2. saepestriata 
殖 ざ 前 種 で 同一 虎 に 同時 に 産 す 。 
4 Jonasi 7 
本 州 に て は 主 に 信濃 以 北 に 産 し , 北海 道 に は 普通 な り 。 前 三種 
EI b ERD Be TEN SHE ぉ ぁ 七 人 月 に し て 前 二 種 そ ほ は ゞ 同じ 
きる 北海道 に て は 前 二 種 より 少し く おくれ て 底 生 す 。 
Zephyrus は 東亜 細 亜 に 繁盛 せる 一 群 に て 包容 する 種 多 く , 基 
れ 等 の 間 に 外 堆 上 の 差異 の み に ょ つて も 畑 群 に 分 た る べき 性 質 の 北 


ーー 


、 化 を 現 は せり 。 丈 記 の 表 は 自 外 の 勝手 に て 本 邦 産 本 司 の 検索 に 便 な 


5 で 信ずる 様 作製 せり 。 但し 各 群 間 の 系 統 的 開 係 を 可 及 的 あら は きる 
ん 事 を 期し な り 。 


1, POF BS 
2。 SOMRM 殊 に 前 次 ) は 織 色 系 金属 光 を 放 た すず 
3。 の 前 次 表面 に は 基 色 の 上 に 更に 他 の 色彩 を 有 す 


4。 BU BLD F252 は 紫色 が b ht wid ce nue, Weka a che signata 


4, WO) BEI 銀 A 4, な が 5 SNS Ah siete .orsedice 
3。 oS DMM RM LIED STE 5 
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4, WEI, 尾 様 突 起 短 か し …………… ibara 
4, RMA, 尾 様 突 起 長 し ……………… ブナ カシ ン ミ 洋 
2。 5 OMIM PW) (SEARS BIC RKOT FUDYE I 


He EES EH (= BS 2 

アカ シジミ 群 は 特 立 し . 明 な る 一 群 を な す 事 は 明瞭 な れ 共 , Ab 
州 産 の 他 の 種 を 見 る 時 は , 本 群 も 従来 の 悦 Dispas 4 > Zephyrus 
に 選 す べき 理由 充分 あり , 即ち も 自 樺 を 食す る 種 butulae は 甚だ し く 
款 本 部 を 増加 せり 。 BLM OS L BRR Lb THON SEO 
$ る の な ら ぬ や 明 に て , 他 の 形態 ょ 5 し て Zephyrus 中 に 入れ て 差 支 
本 しょ 

殊 に 尾 様 突 息 を 考 ふ る 時 は 再 ヲ キン シン ジン ミ の 方 は る か に 本 群 ょ 5 
~% Zephyrus proper に 遠き を 見 る 事 が 出来 る 。 
。 ミド リ シ ジ ミ 洋 も 赤 基 だ 割 然 た る 一 群 あ な し , 旦 本 産 種 の み ょ り 5 
すれ ば ぼ 負 然 他 と 刷 立 せ しわ る 償 値 わる 如き も 基 細 に 見 れ ば saphir-i 
na が quercus( 了 欧 産 ) に 類似 し . quereus の 或 Form > HMIE, BER A 
5 ibara LER HE LI ATRHOHERFHN LT BRUNO 
fujisanus WFFHZZ/EHELZHOHRU THRFÄAT AD MS 
HKEIERKADENNTLETT, AUTDOLDAL SE MELE BR 
RMB OWS) LEN, HXIZNDOSIRETZIDDE FUL 
BERD ぁ の な らん さ は 考 へ られ ざり LEN, 一 般 の ミド リ シ ジ ミ 
妊 の そく 異 な 5。 誰 し も ゃ も チカ ガ シ レン ミ 群 の も る の な り ミ 考 へ し な ざ も を 
思ひ 合 は せ ば , ミド リ シ ジミ 妖 ミ ラナ ガ シ ジ ミ 辞 そ の 間 に も 自ら 連 
絡 ある に 気づく 。 

ibara 及び ヲ ナ カシ ジミ 群 は 上 逃 の 如く ミド リ シ ジ ミ 群 に 開 係 す 
VE, ibara 及び ヲ ナ カン ジミ 洋間 に は 直接 の 連鎖 は 考 へ られ すず , 
ミド リン シジミ 洛 を 介し て 河 〈 基 系 統 的 表示 を 見 う る に 過ぎ な い 。 
signata, orsedice の 他 で の 開 係 は 少し 説明 に 苦し む 席 に て , 前 
AD WROD 色 で BO, KH HR CBU, Bi 州 産 の 他 の 一 形 
quarcivora で 共に 他 で 全く 隔絶 せる Zephyrus な る が , お ぼろ げ 
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UBGPALYEHOSASDOEE FULYEHDDS, bDEOR. 


長 を 題 閉 な ら ざ る 程度 に 具有 する も の ミ ゎ も 考 へ ら る , HA Zephy- 
rus 角 達 の 早期 に 異 り た る 方 向 に 同 ひ た る も る の な る べき か が 。 

orsedice LEO TISOHBOBETZU, KBOMEEZUAB 
HED (LO RES PI ORMB % 4 EL LHS DMS 6, 2? OMReMWIIA 


 BBOETLTMSIENTFTFTNZFIHT A MGR SDE 


ずる 程 に も あら 6 ず , HIELHS LFI ラナ ガ シ ジ ミ 群 , 
gnata orsedice, の 三 は 互 に 基 だ し く ! 酷 似 し 一 群 に 編入 する BE 
支 な き に あら ず や そ で さ へ 思 は る ゝ 許 な り 。 Hors dice で Butleri & 
D SET PERC (SB ARKO AFT 4 あれ ば , 一 見 其 位 置 の 決定 に 普 
し む orsedice, signata も る ミドリ シ ジミ 洋 に アカ シジミ 群 と の 中 間 
こ に ぢ さめ 得る 如 し 。 _ 

以上 を 概 言 すれ ば 本 邦 の Zephyrus に て ミド リ シ ジ ミ METAL 
シミ 群 に は 雨 極 に 将 立 し , signata, orsedice, ibara, ラナ カシ ジミ 


群 は 其 中 間 に 入 る べく 〈, dre signata は 他 の 三 つ に 比 し 最 8 ア カシ 


ジミ に 近く (置か る べく , signata で 隣接 し て お も お くべ で き orsediee は アア 


。 カシ ジミ で は 直接 に 開 係 ょ な くむ し ろ ヲ ナガ シジミ 側 に 配 さ ら る べき 


も の で 思 は る, ナカ ガ カシ ジン ミ 閣 と iDara だ は き ミドリ シジミ に 近く 且 
十 者 は ミド リ シ ジ ミ 閣 に 翌 す る 近 朋 の 度合 に 於 て は ゞ 等 し 見 5 
べく ラナ チカ ガ シ ジ ミ 群 は fujisanus FEH I LT, ibara は 間接 な 
ee FEHELTIFISZZSZIHUTHRT, iDara IE 


上 記 の 開 係 に 止ま る も ラナ す ガ シジミ Hi AiO Au ( Butleri 25 


fe orsedice に 粗 な る 類 締 あめ つなぐ で を うべ see 
YEW MBL k O THR LTE ARE IR IAT, ARENDT 
外面 に も 現れ Ae Bes Ex し た の で 4964 人 00 に 


あら は る ゝ 嗜 に ぁゃ 無 敷 の 見 方 を な し 得る 事 で , 更に eingreifend に 


LS As VY | ee 系 統 的 開 係 を さ 
り よ く 現 は す 路 を 捕 へ る で 均 ょ 事 も 必要 で あり 。 更に 基 生 活 昌 や 基 
{LO Bh Ae ME LWT ORAL CDA, IK BRAC BROS 


\ i 
ee ee ee ee ee a ee 


eee ee ee ee | 


Z . / 
p> * a EP 
a a oe ae 
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( PRR LIC v EE EUR DZ AK LR ee O TU GIO 
に な る で 思ふ 。 MHLYULÄNREAL OU TH BE BINSE 
- 様 突 趣 の 長短 の 如き ) や , 鱗 の 配列 で 甚 性 質 ぐ に ょ つて 興 へ られ る 
金属 光 澤 の 差異 や , は 楽 外 其 性 質 的 獲 化 を 指示 する 事 が 少な い が ち 
LAN SHAS ABI ROD HT, 之 等 を 論 控 に する 迄 に 
は 猫 統計 的 研究 の 修 地 あぁ る 事 を 思 は な く て は な ら ぬ 。 
TNIIIIE FEISS 2 HORLMORMNLAS T 2 BR L 
Ro SDAA FAA ELD FOES (LEIS DAN] ART DO AR 
 IIETHRANZAKEINTU. Te E FYVZZEHRNOHOHEH 
係 は 包容 する 種 が 多い だ け 粗 じ あ る 。 初め の 目録 中 saphirina は 列 
外 に 出し て 面 $ taxila に 近く お くべ べく, fujisanus $ 同 様 列 外 に 出 
し て 曽 も brillantina に 最 ぉ 近く 《 お 〈《 べ で べく, 他 は 一 列 中 に 配 し , ! 一 
3 は 一 装 に 合 し , それ ぐも 6.7, で は 各 互 に 相 営 の 間隔 を お なき て 配列 
すれ ば , 之 等 の 系 統 的 開 係 を あら は し た る に 近 き 結果 を うべ し く 礎 
測 す 。 ZERO PANS ZN eS ST (BPE aE) 


+i. アカ Y vi FiOS, ibara signata 前 面 は 普通 寛 邊 に は よく され ませ ん が ら 掲 載 
し ませ ん で し たかた, 標本 撮影 に つき 杉谷 移 士 は 参 滅 の 標本 を 自由 に 使用 き し て 下さ いま り し 
た し 。 FM KL ORARKO CK Sk URW DE bien LS To BIKE 
2,3 は orientalis で jesoensis FOND} Os CLSEOMBE LIL HBSS Le 
> 思ひ ます , FROME Cla 72 tH LX Lito 


BH (= AC PARE RENIN © TSCAE (ES て 

Se ah SUE Sie SS es SS WE (SL SOE REL ME (= OS LOR & OR 
RERANCH, HES SROAL SME Ic TUR 6 SR 
DW THER oS AAP So ACEO REAR LTR D A PULA 
RRO BCH 8 Ae AIRS Th GALS, それ は で に か 
札幌 近郊 に 於 て 近 夫 種類 , IE (= AO fH S BF LS Hab ne St 
A bt CNERr obs, 貨 際 採 集 す べく 予期 し な が ら 小 生 の 如き 
同 地 際 近 に て は 殖 ざ 幻滅 に 貧し た り 。 し か し 北海 道 の 地 は 廣 く 了 且つ 
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全く 採集 網 の 及ば ざる 地方 も 6 少なから ざる 事 な れ ば 同好 諸氏 の 肪 め 


に は 猫 多 大 の 希望 を 繋ぐ で べき 債 値 充分 に 思ふ , 北海 道 の 蝶 の 一 三 を 
記述 する 前 に 小生 は 全 夏 札幌 で 革 け た る , 松村 博士 , 小熊 學 士 , 岡 

AAT RU EMO LEAN KB O HEE 2 BAT 
Z'/zn5F>7 Aporia Crataegi 

AVIS SE AG = LUISE Bi — PED D Hie SE (ES LA, MEER 


地 に 僅か に 見 られ , 本 年 に 入り て は 昨年 より は 又 幾 分 多き 傾向 あ 5. 


で 。 RIBAS ゝ 其 勢 力 を 回 復 し つ ゝ ある に あら ざる か , Ki 
上 指 心 の 至り な 5。 FEEWERUEC HALT IHREM AT 4 HB 
1 ee Wit Fi 
座 せ 6 れ 居 た り , それ 程 往時 は 下地 に に 山地 に 稀 な り LAUT 
HEROES SPECI ne Gent Re 
れ し 小形 の デ の 標本 は 網走 方 面 に DRE A, この 小形 の ぁ の は 
大 形 の ぁ の の 中 混在 する も 大 形 の も の さ の 間 に 何 等 中 間 大 の 形 の 
$ の 見 6 れず 。 Ii し て 小形 の ぁ の は 至 つ て 少な Ls 

BF VES IJOMILE A. melanic Form of Leptidia amurensis 
fi ARO APES IL Lo 72 6 BEATS TERE LI BAL 
F712 vy SHED AE DDS bMS TIN ぉ の に て , 探 集 の 時 ょ 
ba (DOAN. Bd LEH HED Variation に 就 て は 別に 研究 せる 人 あ 
れ ば , 或 は 詳し 〈 近 き 湾 來 に 店 表 せら 5 る ゝ ふか も 知れ な い 。 
AcOUZU*s Sasakia charonda | 

札幌 附近 に 産 す る 本 種 は 明 に 一 つの 地方 形 に て 内 地産 の る の さ 比 
連 す る に 

1. 〆\ 共 基 だ 小形 な る 事 。 

2. 内 地産 に 比 し 黄 織 色 一 般 に 濃く , HORBEMI-MIIRS 


黄色 に て 一 流 斑 の 外 他 色 を 混 せ ず , 但し 表面 の 班 紋 は I Ar 


の | 
3. KURS (LA TILA ERO AA, 2 iT IRA 
af, Ld? 4 (2 ADE (BUR HE) I STEM RO RELA AIC T 


i 


f 


さ 
4 
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た ゞ 最 外 方 斑紋 列 の み 僅 か に 黄 味 むべ る の み 。 MAL Sgrrz の 賠 は 
内 地産 で 思 は る ゝ に 斑紋 の 色 は 北海 道産 の ぁ の に 近く 書か れ あ り 。 
_ 班 絞 は 北海 道産 の ぁ る の は る か に 大 な れ わざ Coreana (朝鮮 産 の 一 形 ) で 
CE TS RATE ISO RR D GILS Fo 

ポポ リバ へ ヘ へ ウ モ ン Argynnis thore hyperampra 

ASA) FES DAE IL TD CE, 日 本 産 に 加え られ た る 種 に 
て , 北海 道 よ り は 基 存 在 を 綴 表 され 居 ら 6 す 。 今夏 北海 道 網 走 方 面 に 
て 狼 月 上 旬 非 常に 鱗粉 の 北 肌 し た る 毅 匹 の 標本 を 得 た 。 飛び 方 に ょ 
5 香 人 の 常に 目撃 する へ ウ 宅 シン と 全く 〈 異 る 事 は ょ (解る 。 日 本 に 産 
する も ぁ る の は 多分 アム ュー ル に ぉ 居る hyperampa で 同じ と 思 は れる © 
公 も 黒色 部 の 基 だ し く 〈 く 減退 し た Form で ある 。 但し 万 表 の 基部 殊 に 
後 夷 に 於 て は 黒色 が 強く 一 見 他 の へ ウ モ モン と 異 る , 又 異 面 の 斑紋 は 
本 邦 産 の ざれ も 近似 し な い 。 RIUIBEEONIEITTER 
ヾ 同じ いく は し く は 一 度 博物 の 友 誌 上 に 小熊 欧 士 が 記さ れ た 。 

カラ フト ヘ へ ヘ ウ モ ン Argynnis sachalineusis 六 七 月 の 交 産 し , 
網走 に て は 可 な り 普 通 な る 様 な り 。 一 度 本 道中 部 の 山 遊 に て 採集 せ 
65 れ た る 事 あ 5 ぐ , 小生 が 八 月 行き し 時 は 一 頭 $ 見 ず 。 

小熊 欧 士 に 従 ふ ミ 北 海道 時 是 の 分 布 は オ ホ ッ ク 海 斜面 で 日 本 海 
余 面 で は 各々 樺太 の 同様 の 斜面 で 其 び し (酷似 し て 大 て 面 も この 雨 
斜面 相互 は か な り の 差異 が わる 。 上 記 二 様 の へ ウ モ セン が ォ ネ ホッ ク 海 
BD HAE HF LOL 4D EL ORMBRO—-ME Wit So Fi 
Ki TEFAL BRIG, BORE UG Ae BOHR 
ILL OME GS SASHO PGR i D> Beate = RE BAe AGL, LOBE 
DARD 6 eve HARA 4 AVES ESA = LT AREER SHC HSS 

リン ゴ シ ジ ミ Thecla pruni | 

本 種 は Prver が 北海 道 に 基 一 そま を 捕え て , 賠 を 以 て 氏 の 大 著 
Rh palocera japonica 上 上 に 基 存 在 を 世界 に 紹介 し, 其 後 宮島 理 移 士 ( 全 
の 交 抽 博 士 ) の 日 本 蝶 類 彫 読 に る 賠 友 び 解 読 が の せら 5 れ だ が その 剛 
は PRyrR DM $8 OM 6M SNT?AGL, ASL 6 Mare 6 LT 


2i8 務 部 2 雑 誌 fF Be H 参 * 四 RK 


た 乃 め 一般 の 採集 者 ( 例 へ ば 和 吾 々 の 如く 該 書 の み に ょ り 日 本 の 蝶 を 
Sta Lae) は 或 時 期 浸 同種 が 貨 際 に 於 て も 征 ア カシ ジミ Zephy- 


rus lutea に 燥 する 様 考 ふる の は 止む を 得 な い 席 で も あつ た 。 Sgirz の 


著 を 知る に 及 ん で 初め て Thea KKO AE EL, 同時 に 是 本 の 
ミ ヤマ カラ スシ ジミ Thecla mera に 近似 する も の な る を 知る 事 が 
_ 出来 た 。Ssirz は 何等 か の 理由 ょ り PRyEs の pruni だ せ し ゃ る の を お 
= & $ mera か prunoides の 誤 な る べし る 記載 し て 大 る 。 pruni は 
BON HEL, Bhb L MGN RAM CT HO, 日 本 に て は 
Prver 後 質物 を 得 た る も ぁ の な き 様 な 5。 信 憂 ARE AAL 
角 十 勝 に て 一 雌 の 一 見 mera で 異 る 種 が 名 叶 の 維 に か ゝ れる を 搭 得 
し た る が , BvR LOPE. det Pre の 剛 に 符合 し 且 
、 つ 殖 ざ ちち を ら 〈 pruni な る で し と 云 ぉ 事 に 決定 し た 。 (girz の 
pruni その 賠 は 表面 に 棒 黄 色 部 を 鉄 く だ が お を らく 〈 誤 5 りな る べし )。 Zz 
に て pruni が 今日 も 北海 道 に 確か に 産 す る を た し か ゅ 得 た 。 BR 
- は 不 完全 な る 一 雌 な る が 明 に その 特徴 を 知り うぅ 。 形状 , 色彩 は mera 
_ ミヤ マカ ラス シジミ に 酷似 す 。 前 麹 表面 外 締 に 近く それ に 溢 ひ て 一 
_ 村 柚 多 帯 あり 外 方 は 側 然 基 色 な る 購 褐 色 部 で 割 さ きれ あれ ざ , TO 
_ AAR CHE BATT BAI AMO RE bP - 
—& ¢ Bie Db Bs mera に 比 し , は る か に 黄 味 や おび , MARS, 
外 織 に 潤 え る 時 環 列 は 前 後期 共 ょ く 杉 達し 一 見 mera 議 別 し 得 。 
樽 黄色 部 の 性 質 が 欧洲 の pruni © 45% PrverO fal dA Th 同様 
な る が , PRYER 及び 小生 の 採集 し た る 種 は 少く で も pruni の 地方 形 
- か も し 然 ら すん ば 新 に 避 名 を 興 ふ べき も の な る や ぁ し れず 。 DER 
得 の 標本 は 松村 博士 に 呈し 具 全 札幌 の 散 室 に 保存 され あり 。 Ama 
北海 道 の あ る 部 分 に は 多 産 す る や に 推す べき 理由 あり 。 SIRE 
新しき も の が 多 敷 に 採集 せら 5 る ゝ 事 な ら 6 ん A。 

_ 今 是 迄 北海 道 特産 に て 吾 人 京阪 の 採集 者 に 興味 深き 種 に 

ロブ ラビ ヒ メ ヒ カ ゲ Coenonympha hero perseis 


シン 
コシ ン ミ | Lycaena cleobis 


Be" 


| 
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カバ イロ シジミ Lycaena lycormus 
ZPREIHFZLZZ:E Lycaena orion 
あり 。 PAFELE SAEAFLEWEACT $ 得 5 れる が 網走 方 面 に 
は 七 月 上 旬 項 多 産 す る 。 

コシ ジジ シ は 同様 六 七 月 の 交 に 産 し 必 ら ず し も ゃ 多 産 せ ざ る 如 殊 に 
WARIS ORE CHS, 且 其 産地 る 局 限 せ る 毅 個 所 に 止ま る 如 
し 。 | 
カバ イロ シジミ 1 同時 こ 産 し 全 道 下 る 所 に 普 
_。 きも 少し 〈 く 時期 を 失 し た る 人 答 め 小生 は を の 片 影 あ る 認め な か つた 。 
er ee 

SROOPFS SY EAI TIER EM I ABSOS- OU TAH 
ZEWIEHEDIILTEEIENRAEN Lo BERD? > BE LB 
な AEWA INSEL CER SD, FURL DA CB RO RB 
出所 に 近く 一 が 散見 せ られ た り 5。 SNIKELA=F—-Hi TH 
可 移 士 之 れ を 採集 せ 5 れ 同 移 士 の 厚意 に ょ り ぅ 特に 松村 博士 ょ 5 小生 
(Bt Oni, 一 見 し た る 観 じ は 理 面 は 内 地 の ゴ イシ ジミ に 類 し 
Weel. ZO Lycaena HOME DS), RKEURAZE LATE 
BRALDUEITRERDdo 

アイ ノシ ジミ Zephyrus aino 

FE ak SE SE FE — De Re ON LATEIN DIDI SL 
採集 せ られ た 。 明 に 既知 の 如何 な る 種 と も る 異 5, 博士 の 原 記 載 に も 
ある 如 〈 西 支 の Seinthelans (Ait, BPEL{hO Zephyrus 
で 等 し き ぁ 静止 の 際 農 面 を 望 見 せ ば 自ら 一 種 他 で 異 れ る 色調 を 感 せ 
Li, 但し 遇 見 を 以 て すれ ば 其 異 面 斑紋 は 全く hecale に 一 致す た 
Vv SAD HREM? hecale に 於 て は 基 年 の 小 部 分 に 止ま 5, Ark 
に 多大 の 填 線 を 残す も aino LTUIKEMDOBEHEII AMPK TA 
PRO FRRRIS AD SLO DIA" AE Zephyrus it" AR) LA 
DERUISAEETL AM PAIL Ao (Brite) 


—— [00200 


ek 集 = 報 

1 DI VFIRMO 5, ERBEN KHHHUF PIR & AER 
場 の 雑木 株 に て 獲 5 れ た る 由 , AER Lea SSNS L EPP) 

2、 玉 ラス チ シ で ヾ ミ . ER ( 八 月 一 日 ) 會 員 高 田 千 高 喜 氏 に ょ 5 ぅ 大 阪 

笑 面 公園 に 於 て 捕え ら 6 れ た り 。 本 種 は 日 本 産 蝶 吾 中 の 珍品 に て 徒 

FALE ARPT L OOM Ss) LICH 全般 の 新 産地 紙 見 は 

京阪 御 の 採集 家 に さり て 一 大 弓 埋 た る べし 。 (BR) 

3, (= Zephyrus の 産地 に 就き て 。 | 

1. 2. brillantina 余 は 1917 年 7 月 9 日 京都 市 の 北方 花 背 峠 に て 1* 

を 獲 , 又 1917 年 7 月 上 旬 鳥 取 聴 大 山 に て 15 を 獲 。 以 て 本 種 が 本 
州 中 進 か 西方 まで も 分布 せ る こと を 知 5 た 5。 ( 

Z. aino 本 貸 々 員 川 合 綱 一 氏 は 巡 に 雨 三 年 前 本 種 の 4 2 を 信 
州 徳本 貴 に て 獲 ら 6 られ , 余 も 赤 昨 年 8 月 上 旬 1 ? を 捕え た 5 り 。 こ 
は Z. brillantina SOREM CEU IG 2 BO SAL. 

3. Z. saphirina [ik 鳥取 上 聴 に 産 す る は 既知 の こ だ な る BA 
MR EDP AEE Reid 1914 年 月 中 旬 大 阪 府下 妙見 山 附近 に て 
lo を 獲 6 れ , 又 川 合 氏 は 本 年 7 月 下旬 AINA 1g PIE 
られ 余 に 恵 幅 せら 5 れ た り 。 余 ぅ 赦 基 飛 六 せ る を 認め た れ 共 自ら 6 
捧 集 する こさ を 得 ざ りき 。 親 浅間 山麓 に 産 す る こさ は 余 の 初 
め て 知り た る こさ な り D。 J 

4, Z. fujisanus 191646 余 は 大 山 に て 破れ た る 23 ぉ を 獲 た 5 し 
が 昨年 . AE A BPA RK $ 完 全 な る 1 を 獲 ら れ た る 直 。* 

。 の み 知 5 れ た る BZ. ohirae (2266 ( AO o な る で し 。 

5. Z. signata 余 は 昨年 7 月 上 旬 大 山 に て 1 』 を 獲 た 5。 

6. 2. ibara 大 山 に 産 す 。 (BR) 

AÄRZETURARI GROW. は 共に 京阪 地方 に 稀 な る も の 


Jae 
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_ な る が 昨 春 大 阪 笑 面 色 園 に ( 採集 せ られ た ) (戸澤 . 筒井 ) 
5. ヒメ ハル ゼミ 。 依 員 竹 内 吾 蔵 氏 が 昨年 夫 月 奈良 に 探 集 の 三 , 鳴 
医 の 従来 上 既知 の も の 全然 異な る 交 が 多 表 存在 する に 気付 き 熱 心 
に 授 案 せ 5 れ た る 結果 』 そ を 得 ら 5 れ た 5。 形 骨 基 だ し てく ハル セミ に 
FAS, COC EAMLME な る べし で 。 ERO WAAL 7 Bl 
味 深き $ の さそ な れ り ) (PR) 
@ea WH) it | 
1. 松村 博士 は 昨夏 , Abbett Ze Pk UT Bh 北海 道 各地 を 採集 せら 6 
れ , 殊 に 釧路 ょ 5 網走 迄 敷 十里 を 突破 し て 多 敷 の 珍品 を 意 ら され 
た 5, Me bE BAS, 小 館 移 士 は 久しく 採集 に 出 ら 6 られ ざ ぅ 5 し と 
ba, 昨夏 久 方 振 に て 定 山 輝 に 出 遊 せ 5 れ た 5。 最短 の 柄 の ALG 
み に 使 ひ こなし て 同行 敷 人 に 邊 を 開か せら れ し こ と きす が 採集 上 
FORT ~L. 若手 の 一 色 , 桑山 , 瀧澤 君 等 の 活動 は さる こそ な 
が ら , 岡本 晃 士 が 豚 事 目 間 集 に 夜間 採集 や もこ ゝ っ ろ み 65 れ た る は G 仙 
eee ge 
ZH LVER IRRE HER し , BREA SE Maar eh Y 
務め られ し は 多 と すべ て く , RPMS LAL ¢ ERE Poet T 
— 7 RACE AN FEMEREL EHRE 日 光 に 採集 せ 6 られ 
o>, ROLE RNIXOLRML CBS YS AMBORS~SS 2 
の あり 5 し は 勿論 な 5。 佐々 木 博士 は 大 島 ? に 出張 し 諸 多 の 標本 を 
ERE 5 れ た り 5。 BRUNO 4 の に 珍品 あり た る 由 Ho T= 
は 東京 に て 寿 見 し た 5。 WBS eid BRED BH HET Lb 5 
AC HER RAEI 出張 採集 せ られ た り 5。 も 専門 に 採集 する ぐ な れ 
ば 色々 の 人 笑 具 を 要する こと は, 親 し 札幌 の 旗 宿 に て 氏 の RAR 
Sie AIT, まこ で \ 排 魔 の 七 ッ 道具 に も 比 す べし 。 
川合 綱 一 氏 見 弟 が 同じ く 昨 夏 壇 原 , 信州 に 手 分 し て 採集 せ 65 れ 
た る 由 , ウラ ジロ シン ドミ の 如き 内 地 に て の 珍品 を も 獲 6 和 れれ たり)。 
京阪 地方 の 信 員 中 , BASE TAR, Br BE, 其他 の 
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諸氏 が 信 夏 も 例年 の 如く 活動 せ られ た 5。 柳谷 陸士 ゲー 日 中 に 殆 
eBiyD Cephyrus 類 の 全部 を 大 山 に 網 維 さ る れ し 如 き 採 集 に 興 味 
DOtD°EL RAT OAR). RHR DERE Re EL, 
AL—4E fe att し て 探 集 其他 に 努力 せしめ られ つ ゝ ある 如き 規模 の 
AURTROERACHIZE OT DA<L, Klik. Ei, 
25, 其他 の 地方 の 會 員 の 活動 の 報 お べき ぁ の 多 か る で き ぉ 一 A 
之 れ を 詳 に せ ず 。 各地 諸君 の 報 導 を 希望 す 。 ( 野 卒 ) 
#3 Seek 素 木 得 一 氏 は 全 回 4 ウ テ ン オメ イガ に 
開 す る 論文 を 提出 し 農 移 博士 の 了 欧 位 を 授 興 せ られ た り .。 KOBE 
NBEIDAÄHRRBFTNOZRTEZENL 氏 が 抜群 の 成績 に て 
KEVERS LOBEL TE, SEN HAMMAR 
SU HES, Wt ROB (WL vB HEY TERN BO LEOR 
TILT ZL OK CALL RMS AOE), (BPA) 
oT REN ii — KD PED EAE IL SESED ION HDS, ERDE 


mS?) 


(Uti (AP ARI ORI O. SERED MARRS Bt GS q 


和 れ て 影 を 止め ざる 由 , FACS, (BE) 
el Ba 
er 2 は 毎月 行 は れ 大 抵 二 十 人 以上 の 出席 者 ある 由 , さす が は 東京 


u; に 知名 の 士 の 講演 等 ある 由 な れ ば , HHENZICEHTZERE 
BrRORUKRUENd,. MLTERH FREI BOHREN LOT 


© FRG Oke Te V TRORTSNRABACRN ZU EBA aT 


も LCHARO WCAC PRARA At. を 得 ず 。 現 に 原 
ec G 8 2 tee ae 
PALL OMAPRRT ASOD, (EPA) 


On # est 


O 論 x A fa x 
28 APA 8 OM cA SC (SAREE 
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。 同 上 及び 山国 保 治 一 サマ オビ アツ リバ に 就き て (EASA) 

- MIN BAE-ZITEBDOIKUCHT 2 Are (同上 ) 

・ 長 野菊 治郎 一 オビ ピカ レ ハ 幼 強 の 斬 性 に 就き て (同上 ) 

・ 岡田 皿 男 一 テ シ ノ ヒメ シン ク ヒ に 就 て (EEA) 

・ 長 野菊 治郎 一 日 本 産 枯葉 蝶 科 に 就 て (同上 ) 

・ Sa AS ETA CET A ERAN AE) 

. WFP EKR AREA BARRIOS TEN RRAZE WEA 


Av) 


. Fe EPA GER—A EAS BS TORR (同上 ) 

- Ie) L— HAE EE ES CC (同上 九 月 呪 ) 

- BAA- R-HHORER. BSH ET (同上 ) 

. MEERE -IRDFHOZENKST (EAA GE) 

. ett HERE し て の アシ プ ト ガ に 就き て (同上 ) 

2. 長野 菊 治郎 一 高橋 氏 の 疑 を 解き て アシ フト ガ DOEAURS ( 同 


Sy 


・ fe abe eS RCE (RE) 
MR — ED FE BAIL ELT (同上 ) 

・ PVF DK Da DRED BEI ET (同上 ) 

KABA Z AS ee ek ET T_T A) 

- RA ANB BAER RT (同上 ) 

・ 青山 哲 四 郎 一 朝鮮 に て 獲 た る Parn. smintheus ご タダ カバ アゲ 


2 に 就き て (同上 ) 


- 名 和 梅 吉 - 一 柿 綿 起 賊 に 開 す る 新 事 質 く 其他 (同上 及 十 二 月 有 台 ) 
・ 末田 成 和 一 水 蜂 Agriotypus sp. を 箱根 鷹 の 湖 に MET ME 


+=A%#) 


MEER — A AE Hippodamia に 就き て (同上 ) 


BPA GK 7 - 7 GeO — in (同上 ) 


Fre — BARE ek (BUN N) 
- EAS ERO — PE ROR IES BET (Tea Awe) 


Re Rukh Oe @ 第 SG 第 Bom wR 

DEI PET JT BLAM RT (同上 及 十 A) 

・ 太田 成 和 一 本 邦 産 水 蜂 に 就 て (MEAN) 

・ 内 田 清 之 助 一 本 邦 の 家 含 に HET 6 ARR ANKER A 


Mm X. 大 正六 年 十 月 ) 


FER AREREB—Y INT A FMD KE (同上 ) 
- INME-FI2E72F77: (同上 ) 


Va AN — Bb — FF BR CT DAR SRE ET LIED BEAL 
# (同上 ) 


NBE—- HRERBOFERSSEM (同上 ) 
52. FN IE ME — 7 ies OT ne i SR (同上 ) 
Wi = — HRERRO — ARLE ROR RG O SE BHCH 


= 90) Cal 2E) 


. BEKELE wo GERI OST (同上 ) 

・ HP JAF EB— aa FRE Sao ERROR ALE) 

56. faye bi— Be Se aa Lc AR D 2 IBD FEB (同上 ) 
RER — Er (A) 

» REPRE EAN RER OB ERI i te 


(同上 ) 


. [laa -ASEN RAKES YRBOK4A (BMS T (同上 ) 


WEEE IRS B Ave 1 /\ SR eG EST (同上 ) 


. KRE-ANEMO RIG (同上 ) 
. [ASP RREB— HAR ERS SERRE CH ST AM (同上 ) 

>, RP ARE RR (RE) 

ARSTER Rh FERED PALS HN ARE 其 原稿 (同上 ) 


A BR x 


1. Matsumura, S.—A List 0° the Japanese and Formosan Cicadidae, 


with Description of new Species and Genera (Trans. Sapp. Nat. 
Hist. Soci, Vol. VI, Pt. 3.,pp. 186—212, 1917) 
ASS EM LPO BSR UC PARR, 十 四 新種 あり 。 和 
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Ri eS, 


2. ——: —A List of the Aphididae of Japan, with Description of 


new Species and Genera (Jour. Coll. Agric. Tohoku. Imp. 
University, Sapp., Vol. VII. Pt. 6, pp. 351—414, Pl. XVI-XVII. 
July. 1917.) 

ヘル ー ゼ 液 を 使用 する こと に ょ りり Aphis の 保存 で 研究 くに 多 
大 の 便宜 を 得 た る こ ゞ が 博士 の 本 著 衣 表 を 速め た る 主因 な り で 
きく 〈。 本 著 に 於 て 博士 は 炊 の 表 語 を 説明 せり .。 Anterhinarial, 
Postrhinarial, Rhinarium, Sensorium 本 邦 産 信士 一種 の 目 氏 を 
掲げ 十 二 新 悦 , 五 十 三 新種 を 記載 す 。 


3. NiRE, K.—A Catalogue of the Butterflies of Japan. (Dobutsu-gaku 


on 


Zasshi, Vol. XXIX, pp. attenda IE 3, April & May, 1917.) 
・ — Description of a new Species and some aberrant Forms 


of Japanese Rhapalocera (ibidem. pp. 145— 148, May, 19 7) 


. OsHimA, M.— Three new Species of Termites from Caroline Islands. 


(Annotationes Zoologicae Japonenses, Vol. IX. Pt. III, pp. 195— 
200, July 1917) 


. Ucuips, S.—Bird-infecting Mallophaga of Japan (III) Genus 


Lepeurus (ibidem. pp. 201—219) 


. ——: —Mallophaga from Birds of Formosa. (Jour. Coll. Agric. 


Imp. Univ. Tokio, Vol. III. No. IV, pp. 171—'88 Pl. X. May 


' 1917) 


PS FBS 5 ie ei Es ZN BE I ERE LIZZ も の 
ZBETZHOR i > ET ALTO LTE. 一 
NEE FL, 


. SHIRAKI, T. —Paddy-borer, Schoenobius incertellus WALKER 


(Special Report Agric. Exp. Stat. Govern. Formosa 15, pp. 1— 
259, pl. s. I—XXII March 1917) 


氏 の 博士 論文 に し て 三 百 頁 に 垂 ん だせ る 大 冊 , イツ テン オ ホ メ 


» BAER 読 第 参 eH 参 ゃ 四 R 


4 ガ に 開 す る 事項 の 全部 を 先 全 に 研究 せる も の , RMDBOR . 
害 趣 な る が 欠 め に 本 論文 は 項 用 上 の 偵 値 に 於 て 非常 な る も の 
CISD, 

9. NrrsHrMA, Vine sews Gattung der Börkenkäfer. (Coll. Essays. 
for Y. Nawa. pp. t—4 Pl. VI. Oct. 1917) 

10. Osuma, M-—Two Species of Termites from Foochow, China: 
(ibidem. pp. 5—7) | 

11. Maxı, M.— Three new Species of Trichosiphum in Formosa. 

 (ibidem. pp. 9—22, Pls VII—IX) 

12. Marumo, N.—Notes on some Lepidoptera Heterocera of Japan, 
with Descriptions of 2 new Genera and 4 new Species. (ibidem. 
pp. 23—37) 

13. MATSUMURA, S. —Synopsis of the Pemphigidae of Japan. (ibidem. 
pp. 39—94, Pls X—XII) 


。 1. RES ARSTER 
ANEENDOKIENERSEFRORE RUHR EU LT 
昨年 十 月 七 日 3 其 届 暦 の 賀 鞍 を 岐阜 に 開か れ た る は , BAORB BSE 
EIT UC ROBBER: UT HS Ee EHTAZLTEUNBAOH 
> ABR). MUTHOR SRST ABS HOT TON 
BZLTUNELIKMNOHALLLTBEIOESETT. 本書 載 す る 
. 農 論文 二 十 三 , 外 に 名 和 氏 の 略歴 , 事業 , 論 著 , ROARS DD. 所 
CD a en, 分 類 , BR, Zee, 解剖 , 分 布 , 基 他 麻 用 方 
Wi > RAE), ARAL HARRAH OMCRMBEA 
ふも 過言 に あら ず , HOUT HKRB CIT, AHSROREMTE 
た る を 失 は すず , この 記念 論文 集 を 出す に 就き 多大 の 苦心 で 替 力 ぶ を . 
お し ま ざ ち し 長野 技師 の 誠意 で 努力 ぐに 翌 し 萬 腔 の 謝 鮮 を 捧ぐ で 。 各 
MIWA > RR) 
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_2. REPS AAP eS 後編 
HREBFERT ELS TS CR a led FRA TA DL FEN] 
SL. MM UTAB A EIR FH T OB FL TIER RO ADS 
—1S GAD, KIMBO seh LT. 2, BASH ABU 
— MORCAG SA), SET AAT, RAR 
MPR Ct, Fess 4 ale A Atal P-—Tahh af@, 用 紙 
良質 , gente c BRET LP LiKE AAR, 東京 及び 
KAS WE BET, (BF) 
3. 三宅 恒 方 Fee a | 
RAR T Ait as RO N DB Erg Un TER 
BAR ARIZ JES 9 72418, それ 以上 の も の を 編著 す る も 販路 の 
全く な き が 篇 ゆめ な りき 。 信 日 に 於 て も 同じ 様 な る 状態 に あり で 云 つ 
て 然 る べ し , 此 時 に 営 り 三宅 博士 が 敢 然 だ し て 本 著 を 公表 せら 5 れ た 「 
= 、 る こと は 吾 人 の 最も 多 と する 上 諾 な り 。 さ で に か 〈 程 度 も 高く 徒 つて 徒 
秦 本 邦 昆 暇 書 に 記述 な き 事項 の 読 明 ある は , EIREOHLICHL 
感謝 せ ざ る べから ざる 訂 さ す ' 強制 科目 < し て 昆 副 聖 を 修 ゆ ざる で 
POSS BAY bic eA URS ODO AMMADABALSLD 
SCC b6—-ROLAE PRESS AOC AS, 批評 的 紹介 は 追 て 小 
FREIDSHSANL ABADI. INH. (BE) 
4. KAMM EHRE 
RULTFHIOFWHDO-ERFZITTRAD, 少な く ぐ で も ぁ る そ を は 
AARHFEHRORENGSANDEFTTOSBKOHHTRNYEH 
ARE © OPEKOMF ID FD wih S SIAC RR >. nz 
=TH, 各論 五 百 頁 , SRO C L+rEO MAAR INS, He 
WAI TAA OMBEBRR A DD, MO MUMBAI bd SRA 
、 も の あり 。 FHT 2 O WP WR Sa LAPT dD & 
BEAbtDDdD, PBMAHSAR CAD, Bir HAMICRACALH 
HP HS AE TS AOI EMA AN FOS ETS 
JED WAST SMB D ASDA MASL, Wi PRWKO-- 
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HBENSAZTFHRT, (BNE, Weems. (7) 
5。 長 野菊 治郎 A EL RAT IE Te ES — oe | 
KO BAER FERRARI OX ARE BAS 2 AGE ER TFT. MR 

AOA, KUHN 精巧 な る 着色 石版 五葉 (LBS 

版 ) = ロタ イフ 版 五葉 , 外 に 著者 の 質物 を 得 ざ る 種 等 を 本 廊 中 に 挿 

Ae LUCHA} >. BHC UR, EC Te 

者 は 主 ぶ UT Hah tc AS HERE LTÄMO mr Liz 
db, ABEL TIL AF EO ABO 27 2 7 7 HO DROW 

完 を 別 そ せ 5. 但し 著者 の 知れ る DIR TIEFE LD DAG 
IRA CBO PMD b>, GORA KH S >, BIHOMEO B 
の 分 類 に 就 て 著者 は 非常 に 苦心 努力 し 創 見 を 立て た 5。 Bae 
DREI ¢ AE SEM Lit tH OMMILS eC ITANSDO SSF 

_ 科 で UCD DAI UB BE IEL— BURR: AR BHC EB ~ 
L, (GEA, We Ae TSB, (BR) | 
6. LICE アプ ラム シ の 研究 | & 

HARE ROME ACR AMC PRA OH, AXZHETA 
テン トウ ムシ の 着色 圏 等 を 附 す 。 EKSARAS, 東京 成美 堂 ( 野 
2%) 

7. 岡崎 常 太郎 | Ses EL A Tea BE 

前 編 蝶 の 分 と 全く 同一 , RW SRM, Aes, DERER 
に は 絶好 の 書 な 5。 償 格 七 拾 鐵 東京 松 色 三松 堂 。( 野 牌 ) 


oF At 
TORS: ag Nies 
FEHERH AB Riles FY Bo 
Ove Oe ae 
RIEF EEE AM TE od, SHO MBE TA 
MOREL ARPES >. KU (大 正 七 年 度 休刊 ) ABBR LOD 
BERNIE LDL CHRD MAP eR RENT 
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BALESHLÄEL (Othe GrTeLl, (BR) 
O AENFERZHA 
VAT, 鈴木 元 炊 郎 , 戸澤 信義 , の 三 名 です. 
〇 附 Bk 
AGNES UTA MA BERS, RUE PARI CH 
表 さ れ し 新 種 等 の 一 覧 表 , を 添付 せり 。 KROSOUNELASER 
に 興味 を 有する 外 國 人 に 便利 な る も の な る が , ASA 6 MBC 
あら ずく 確信 す 。 (BR) 
Per to 記 ひび 


昨年 七 月 上 旬 印 刷 所 に 交 和 寺 し た る 第 二 跳 が 新年 に 至り 洒 く 出来 し 。 


同士 月 準備 終了 せる 三 呪 及び 四 有 引 が 更に 全日 に 至り て 始め て 世に 現 
は る ゝ に 至り し 此 間 , 委員 に ぉ と の 有 刊 に つき 相 営 の 医 解 の 角 $ な ` 


いで も あり ませ ん が , 委員 が 訓 者 族 若 に 習 し 申 上 げ 得 る こ で は, E 
は た ぃ 雑誌 の 選 則 は 偽 に 委員 の 怠慢 に ょ る の で 申 が あり ませ ん ミ 
FRIES DSS, WBA HE LBW | BRERA LTT 
きま す 。 WHP [BOM (COV CME Be EOSt. RE) 
ARJEN BETZ L615 LB DRED PILAR LTRON 8 EDE 
な 和 れ り 5 一 言 お 世 り 致し むき ます 。 (FR) 
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Errata & Addenda 


» M&rchH, 
の Is 15% の 間 生 に の ジョニ p- 134, 1. 7. thora » thorax 
» Foot-note p. 17. sy fob. Te 18. BIST, » Pl. II, 
job Woy/G Ih 5 SE » で 一 致 1 Se L I Calyfteres » Calypteres 
» 1, 28. (Samatochlora) », (Somatochlora) Ee Ph FOE 1a 
p. 109, 1. 24. (His) GBD) » 133. PL II, fig, 13, 97M 
p- 110, il. 9. 以来 の 設 を 5 DE TDG: P- 137, 1. 28, Pl I, BE III, 8 
の l. 12. EHD & 5 » ER kd BT: seme. „ same 
の 216: 思 は る 事 あ り » 思 は る ゝ 事 あ の ! = PL I, op dels IA 
pri, 9 複 外 以外 。 BIRD een yh 
PAST. (Myofibrlller) „ (Myofibriller) » 1 30. PL I, badging 
» 124 AOA IT » 同列 の 者 に て De ee eee IA 
joy MIE Bp x 35 LE A welnsz pP: 139, I. 10. inguscated » infuscated 
a er 上 繰 し 論 » 上 繰返し 論 Pe Pi. I, „ Pl. III, 
の 1. 9 相 像 » AUR » l. 21 gravish „ grayish 
fou 300%, I 2 limitaute „ limitante p. 140, 1. 1. Pl. I, yo LI 
» 172 )b 2 » DSS ” I. 35. Behabior » Beyavior 
の 欄外 1. 8. FE » 主 色素 p- 141, 1.3. Pl. 1, 9 MDG 
p. 118, 1. 14. ol ER 6 » E18. フ 炊 = 下記 ラ 加 フ 
の bn の c grantlar „ granular Nom. Jap.-Haraboso-hirata_abu 
» le Simplly „ Simply の 1 20. Pl. I, 5 HA TON, 
i 1227: adpearance » appearance p- 142, [« 21 Inornatum ) inornatum 
ra 1s 23: remarkablly „ remarkably Ze Urakawense „ urakawense 
p ma 16 36 celis cells ” 1. 28. Elongatum elongatum 
DD 1226. dorsai Pe doreal p. 143, 1. 1.-l. 18 472% > PAE >> small letter =H a 
p. 119, 1. 4, retina nl p. 146, 標題 IN FORMOSA DxXI: (Pl. IV) 7717 
» 0 The last onces », Lhe last ones 203: 弟 五 室 » BI 
ln Flees ee Pest lk 4 REAM BST RCE 
a, codtary » contrary P- 151, : 10 (SSL 7 IE) » (Vol. II, Pl. V, fig. I) 
P- 1209,-1. 9 precent „ Present の l. 17. BAER » STEERER 
55 ar I, & Sehergan » Sehorgan Pp. 152, er (with Text figure) (vith 1 Text figure) 
‘5 II. Fieren „ Tieren の 20. Z. briliau tina » Z. brillantina 
3 ; 28 Viridiaenea » Viridiaenea > 6 Rx も の は の » も の ふ ゝ 
p 12, |. 3. Thu „ The p. 153, 1. 20. 第 三 項 性 的 » BORE 
= ils fiigurl „figure の I. 25. COEDS LIS LT MY 
ae putes Distral », Distal p- 154, 1. 18 の » 2 E 
p. 122, 1. 18. tha , Ume の l. 23. Subgrisea „ subgrisea 
Pee or: Cul Cun p- 155, 1. 10. 本 問題 或 理由 » 本 問題 は 或 理由 
(Ss Waa, 1b ast sppurred » Spurred. の 1 18 Mo ぅ 此 の 問題 
a I. 22, provineg » province ” l. 25. NEAR 2 „ BeBe DS 
p..125, 1. 31. stripesh », stripes p- 156, 1. 22 及 24 適 腐 的 ” Such 
Pp, 126, |. 7. se.med „ seemed. P- 159; Eoot-note RAN Ex I6o ニ ウッ スシ 
= ik Kor femele 。 female Pp. 163, Er es に » *7RZ 
. 128, 英文 標題 (ptTTT „ (Pt. IV, Pl. I. 22 @Pootenoter Anite prp2 277727 
5, 128, m I ; 9 -P・ 166, 1. 8. 適用 する 時 に 。 » 適用 する 時 は 
BAA SMO I (B04) Bass Oe ls » ROI I 
BSL: き 。 松 村松 年 KARA 2B rap mu u a 
農 u IE EIER KAARR@E 7S p- 172, 1. 23. Hr 3 ” Shs 
p. 128, l. 5. trochrnter „, trochanter p- 181, |. 17. EN eT ZANT 
Po), pl. I, fig. 1,0 » pl. II, fig. x. p. 182, 1. 8. に ょ より し も » Hd LS 
a ln OS 4th sth » 4th and 5th » 12. We—- D327 32 7 Av 
1 > Foot-note “sfiZir41B li b>” 77 p. 182, 1. 21 TEAK » KEN 
p- 129, 1. 14 Melanestoma „ Melanostoma p- 193, 1. 4. Sesse 詳 島 中 „ Sesse 群島 中 
の l. 19. hehabior » behavior a l. 29. obsucra „ obscura 
piles (Pl. L. fig. 159) „ (Pl. II, fig. 159) P- 203, 1. Io. に だ けし か な い » TOS TEs 
p- 131, 1. 3. Calyptres » Calypteres p- 205, 1. 8. demopbile „ demophile 
Be Ey len sides „ sides 
TTS = L, sy elk, WORE お ぉ お Bib 
Ik ee TSA. Mats. 
en > PL. I, ENOMAHSHLI OT FRBOMAD WT & CENTS 
> 1232 tennas » ternal $3 > BEER LE, 期間 に し て 約 一 年 年 を 経過 し て お りき ます 、 
Pp. 130, |. I, thorase „ thorax HED TARO PAA も 非常 の 多数 に 上 り ま lies REE PAS L 
i 5 parallela > parallel TC —MO ERR YEO 3 Lito RHC AEH 5OERYS) 
” l. 15. PIT 4 GN 着 す る で し ょ うか KREMER る さ 思 ひま す 。 
の 店 Pl. I, „ Pl. Il, (AC WE IC BR > ES El) 
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SEBBLAL INDEX 


ODO NAT A 


Agrionidae 92, 93 
Agrioninae 92, 93 

_ Calopterygidae 92, 93 
Calopteryx 92, 93 
Cordulia 107 


elegans, (Ischnura) 92 

flava. (Libelia) 91 

frequense (Sympetram) 102, 117, 12], 
Ischnura 92 

Lestinae 92, 93 


Lestis 93 
Libella 91 
Libellulinae 104 


metillica (Cordulia) 107, 

Somatochlora 102, 107, 117, 120, 
Sympetrum 102, 104, 117, 121, 

virgo (Calopteryx) 92 

viridiaenea (Somatochlora) 102,117, ae 
vulgatum (Sympetrum) 104 


PLECOPTERA 


Megarcys 79, 81 
‚ochracea (Megarcys) 79, 81 


signata (Megarcys) 81 


Xyamadae (Megarcys) 79, 81 


NEUROPTERA 


Xformosana (Raphidia) 83 
Raphidia 83° 


xanthostigma (Raphidia) 84 


RHYNCHOTA 


Cicada 87 
Dunstania 87 


Homoptera 88 
pulchra (Dunstania) 87 


DIPTERA 


Xaeneostoma (Syrphus Parasyrphus) 39, 46 
Xaino (Syrphus Macrosyrphus, 23, 27, 37, 
43 


Xakakurensis (Syrphus Syrphus) 29, 35, 
37, 44, 45 

alternata (Musca) 16, 

Xasiatica (Erioptera) 124 

Asilidae 188 

Xauribasis (Limnophila) 126 

Xavis (Limnobia\ 122 

balteata (Musca) 16 

balteatus (Syrphus Episyrphus) 16, 18 

41, 42 

Xbilineatus Syrphus Syrphus) 29, 38, 44, 45 

Xbipunctata Stenopipiza) 141, 143 

Xboninensis (Ischiodon) 128, 141 

caesar (Musca) 56 

Calliphora 56 

canabina (Musca) 16 

Xchujenjianus (Syrphus Syrphus) 30, 35 

> 44, 45 


Xelongatus 


cinctellus (Episyrphus) 16, 18, 41, 42, 128 


Xcingulatus (Eusyrphus) 21, 42 


confinis (Syrphus) 32 

conosoma (Ascaris) 56 

conostorna (Ascaris) 56 は 
constrictus (Syrphus Mesosyrphus) 19, 42 
Crypteria 125 


Xdaiyagawanus (Syrphus Syrphus) 29, 34, 


44, 45 


Xdepauperata (Dicranomia) 122 


Dicranomia 122 
Diptera 121 
domestica (Musca) 56 


Xelongatum (Melanostoma) 131, 133, 142 


(Syrphus Mesosyrphus 
constrictus var.) 20, 42 


Empiidae 188 


xEpisyrphus (Syrphus) 16, 18, 41, 128 


Eriocera 126 
Erioptera 124 


を 昆 曲 区 雑誌 第 参 m 附 % 
Eriopterini 124 - XMesosyrphus 19, 20, 42 


XEusyrphus 20, 21, 42 
Xfallaciosus (Episyrphus’ 17, 18, 41, 42 
*flavipenne (Melanostoma)132, 138, 142, 143 
Xflavoabdominalis (Tinmnobia avis var.) 123 
formosae (Episyrphus balteatus var.) 17 
gracile (Melanostoma) 137 
Xhakiensis Syrphus, Macrosyrphus) 23, 24, 
26, 43 
Hexatomini 126 
hideonis (Metasyrphus) 143 
XHiratana 129, 141 
Hoplolabis (Erioptera’ 124 
Xhorishanus (Syrphus, Macrosyrphus) 23 
24, 25, 43 
hyalinata (Melahostoma) 131 
_ Xinornatum (Melanostoma) 13], 132, 142 
Ainterruptum (Melanostoma) 132, 138, 
142, 143 
、 Ischiodon 128, 141 
japonica (Crypteria) 125 
japonicus (Syrphus Syrphus) 30, 31, 32, 
45, 46 
jezoensis (Metasyrphus) 144 
Xjezoensis (Syrphus Syrphus) 30, 32, 45, 46 
kawamurae (Metasyrphus) 144 
Xkoannanius (Syrphus Macrosyrpkus) 23, 
25, 43, 44 
Xkotoriensis (Syrphus Syrphus) 30, 36, 
45, 46 
Xkuroiwae (Syrphus Macrosyrphus) 23, 
25, 43 
lasiophthalmus (Syrphus Stenosyrphus) 
14, 15, 41 
Lasiophticus 22, 28, 42, 44 
Libnotes 123 
Limnobia 122 
Limnobiinae 122 
Limnobiini 122 
Limnophila 125, 126 
Limnophilini 125 
Macrosyrphus (Syrphus) 22, 23, 24, 25, 
26, 27, 37, 42, 43 
Melanostoma 129, 140, 142 
mellarius (Syrphus) 134 
mellina (Musca & Melanostoma) 134 
mellinum (Melanostoma) 131, 134, 142,143 
melliturgus (Syrphus) 134 


Metasyrpkus 143, 144 
メ mikado (Syrphus Syrphus) 29, 38, 44, 
っ 45 
Xmoiwanus (Syrpkus Syrphus) 30, 33, 
34, 45, 46 
Xmotodomariense (Melanostoma) 131, 133, 
142, 143 
Xmotodomariensis (Syrphus Stenosyrphus) 
14, 15, 41 
munda (Limnophila) 126 
Musca 16, 31, 56 
nectarens (Syrphus) 16 
Xnigrigena (Syrphus Parasyrphus) 39, 
40, 44, 45, 46 
Xnipponensis (Eriocera) 126 
nitidicollis (Syrphus Syrphus) 29, 37, 
44, 45 
Xnohirae (Libnotes) 123 
Xochiaianum(Melanostoma)131,136,142,143 
Xogasawarae (Melanostoma) 131, 157, 143 
Xokinawae (Syrphus Macrosyrpkus) 23, 
43 
orientale ‘Melanostoma)131, 136, 142, 143 
Xotaniense (Melanostoma)132, 140, 142, 143 
XParasyrphus 23, 39, 40, 43, 46 
Pipiza 140 
prionolabis (Limuophila) 125 
Promusca 56 
X4-guttula (Hiratana) 129,7 141 
4-guttulus (Syrpkus) 129 
ribesti (Musca) 31 
ribesii (Syrphus Syrphus) 30-34, 36, 
45, 46 
Xsachalinense (Melanostoma) 132, 139, 
142, 143 
Xsaghalinensis (Syrphus lasiophthalmus var.) 
15 
Xshibakawae (Syrphus Syrphus) 29, 30, 
36, 44, 45 
XStenopipiza 140, 141, 143. 
xStenosyrphus 14, 15, 36, 19, 41 
submunda (Limnophila) 125, 126 
Syrphidae 14, 128 
Syrphus 14-17, 21-28,31-42,44,128,°29,131 
XSyıphus (Syrphus) 22, 29-38, 42, 44 
teizonis (Melanostoma) 131, 136, 142, 143 
tenuis (Melanostoma) 131, 185, 142, 143 
Tipulidae 122 
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44, 


topiarius (Syrphus Lasiophticus) 28, 


trochanterica (Ischiodon) 128 

Xtsukisappensis (Syrphus Syrphus) 30, 
33, 45, 46 

Xurakawense (Melanostoma) 131, 132, 142 


SupPlement 


vitripennis (Syrphus Syrphus) 30, 32, 
33, 44, 46 

vomitoria (Callipkora) 56 
|Xyamahanensis (Syrphus Syrphus) 30 34, 
| 44, 46 


LEPIDOPTERA 


Aciptilia 74 
Aciptilus 74 
Acraeinae 158, 189, 192 
Adaina 69 
Adkinia 77 
Agdistis 61, 65, 67, 68, 77 
agestor (Papilio) 163 
aino (Zephyrus) 152, 207, 210, 219, 220 
Alucita 67, 68, 74, 75 
Amblytilia 73 
Amphydasys 186 
amurensis (Leptidia) 215 
Anthocharis 52 
apollo (Pamassius) 88 
Aporia 51, 53 146, 216 
Araschnia 195 
argiades (Everes) 89 
、argus (Ypthima philomera) 1, 2, 5, 13 
Argynnis 163, 169, 217 
aristolochiae (Papilio) 169, 163, 173 
astinome (Dismorphia) 205 
Atomopteryx 68 
attilia (Zephyrus) 150, 151, 153,154,154a, 
| 7 154b, 207, 211 
avonia (Dismorphia) 205 
belladonna (Delas) 147, 149 
XBetaporia 146, 147, 149 
betulae (Zephyrus) 213 
betularia (Amphidasys) 186, 187 
brillantina (Zephyrus) 152, 153, 207, 
210, 215, 220 
Buckleria 69 . 
burejana (Araschnia) 195 
butleri (Zephyrus) 52, 207, 211, 214 
Capperia 71 
catilla (Catopsilia pomona var.) 147, 149 
Catopsilia 147, 149 
_ caucasica (Lycaena coridon) 89 
charonda (Sasakia) 216 
chrysippus (Danais) 164, 169 


ーー 


citrinarius (Parnassius) 51, 53 

cleobis (Lycaena) 218 

clytia (Papilio) 164 

Cnaemidophorus 73 

Coenonympha 218 

coridon (Lycaena) 88 

coreana (Sasakia charonda) 217 

Cosmodesmus 102 

Crasimetis 75 

crataegi (Aporia) 51, 53, 216 

cretacea (Dismorphia) 167 

Crocydoscelus 73 

Crombrugghia 71 

Danais 163, 164, 165, 169 

dara (Padraona) 55 

Delias 147, 149 

demophile (Perrhybris) 205 

Deuterocopus 68, 72 

Diacrotricha 67, 68 

Dipsas 213 

Dismorphia 165, 166, 167, 197, 205 

double-dayaria (Amphidasys betularia ) 
186, 157 - 


Elymnias 169, 202 
Emmelina 76 
enthea (Zephrus) 207, 211 
Epinephele 9 
Fresia 197 

Xesakit (Papilio sarpedon ab.) 150, 151 
Euchloe 52, 54, 


Fucnaemidophorus 73 

euridice (Chrysophanus hippothoe) 89 
eurytus (Pseudacraea) 192, 194 
Exelastis 76 

fallax (Araschnia burejana) 195 

fasciata (Zephyrus taxila japonica) 207 
flava (Padraona) 53, 5) 

Fredericina 73 

fujisanus (Zephyrus) 152, 154, 154a, 
154b, 207, 210, 211, 213, 214, 215, 220 


or 


i HE me BR MY BR 
Gaina 71 memnon (Papilio) 181 : 
Gilbertia 73 mera (Thecla) 218 | 
Gillmeria 73 Merrifieldia 74 | 
Gypsochares 75 Micropterygina 87 
kecale (Zephyrus) 219 Mimaeseoptilus 77 
hector (Papilio) 160, 163, 164, 173,174, 175 | mineus (Mycalesis) 7 


! 


Helcyra 148, 149 
~Heliconinae 160, 161, 197 
Hellinsia 75 

bemina (Helayra) 148, 149 


missipus (Hypolimnus) 164, 169 
moltrechti (Betaporia) 146, 147, 149 
Monima 47, 49 

Mycalesis 7 


Hepialidae 87 
Heptaloba 68。 72 
hero (Coenonympha) 218 


Xneoattilia (Zephyrs attilia ab.) 150, 151 
Xnigromaculata (Monima) 47, 49 
Xniphonica (Xyliua) 48, 50 


heterodactylus (Oxyptilus) 62 
Hexadactilia 72 

Hexadactylia 68, 72 

hippotkoe (Chrysophanus) 89 

、 hobleyi (Pseudacraea) 192 
hyperampra (Argynnis thore) 217 
hyperbius (Argynnis) 163, 169 
Hypolimnus 164, 169 

ibara (Zephyrus (52,53,55,207,211-215,220 
Ithomiinae 157-162, 165-167, 197, 198,205 
Japonica (Xylina) 48, 49 

; japonica (Zephyrus taxila) 207, 210 
jezoensis (Zephyrus) 153, 207, 209, 215 
jonasi (Zephyrus) 208, 212 
jozanus (Zephyrus) 207, 209 
Jugatae 87 : 

jurtina (Epinephele) 9 
Koremaguia 69 

leda, (Mechanitis) 8 

Leioptilus 75 

Leptidia 216 

Leptodeuterocopus 72 

levana (Araschnia) 195 

lorena (Perrhybris) 205 

lutea (Zeplayrus) 208, 212, 218 
Lycaena 88, 218, 219 

lycormus (Lycaena) 219 

Iysimnia (Mechanitis) 205 
macarista (Planema) 192 
Marasmarcha 69, 76 

Mechanitis 166, 167, 205, 

medon (Lycaena) 89 

melaneus (Danais) 163 

Melanitis 8 

Melinaea 197 

Melitaea 150 151 


nohirae (Zephyrus)152,154,154a,154b, 220 

obscura (Pseudacraea eurytus) 195, 194 

Ochyrotica 68 

Oidaematophorus 75 

oolitiea (Palaeontina) 87 

orientalis (Zephyrus) 153, 154b, 207, 208, 
209, 215 

orion (Lycaena) 219 

Orneodidae 64 

orsedice (Zephyrus) 207, 212, 215, 214 

Ovendenia 75 

Oxychirotidae 64 

Oxyptilus 62, 69, 70, 71 

Padraona 53, 55 

Palaeontina 87 | 

Papilio 150, 151, 160, .63-165, 173-175, 
181, 202 


paragea (Planema) 15 
Parnassius 51, 53, 88, 223 
Pedaliodes 197 

Perigrapha 47, 49 

Perrhybris 167, 197, 205 

perseis (Coenonympha hero) 218 
perseus (Mycalesis) 7 


Xpfennigschmidti (Perigrapha) 47, 49 


Pharmacophagus (Papilio) 202, 204 
philomera (Ypthima) 1, 2, 7 
phlaeas (Chrysophanus) 87 

phoebe (Melitaea) 150, 151 
Planema 192, 193 

Platyptilia 66, 67, 69, 71—73, 77 
Platyptilus 73 
plexippus (Danais) 163, 169 
polysperchon (Everes argiades) 89 
polytes (Papilio) 160, 163 
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pomona (Catopsilia) 147, 149 

porima (Araschnia levana) 195 — 

Porrittia 74 

praxime (Dismorphia) 166 

Precis 195 

prorsa (Araschnia levana) 195 

Protogonius 197 

pruni(Thecla) 217, 218 

prunoides (Thecla) 218 

Pselnophous 62, 68, 75 

Pseudacraea 192, 198, 194 

Pterophoridae 62 

Pterophorinae 67 

Pterophorus 63, 64, 65, 67, 68, 74, 75 

Pyralidina 64 

Pyraustidae 64 

_quercivora (Zephyrus) 213 

quercus (Zephyrus) 213 

regina (Zephyrus taxila) 152, 

sachalinensis (Argynnis) 217 

saepestriata (Zephyrus) 208, 212 

saphyrina(Zephyrus)52, 54, 207, 210, 213, 
214, 215, 220 

sarpedon (Papilio) 150, 151 

Sasakia 216 

saturata (Mechanitis) 166 

Satyrinae 9, 15 

scinthelans (Zephyrus) 219 

scolymus (Fuchloe) 52, 54 

scotosia (Melitaea phoebe) 150, 151 

signata (Zephyrus) 52,54,208,211-215,220 


207, 210 


ren} 


Sochchora 73 
Sphenarches 69, 70 
Stanglia 69 
Stenopkorus 69, 74 
Stenoptilia 66, 67, 74, 76, 77 
stubbendorfii (Parnassius) 51, 53 
stygiana (Zephyrus) 53, 207, 212 
subalpina (Chrysophanus tityrus) 89 
subgrisea (Zephyrus attilia) 154, l54a 
suffusa (Zephyrus orientalis) 207, 209 
taiwana" (Delias belladonna) 147, 148, 149 


Xtakamukui (Helcyra hemina) 148, 149 


taxila (Zephyrus) 152, 207, 215 

tellus (Planema) 193 

terra (Pseudacraea eurytus) 195 
Tetrachalis 69 

Thecla 217, 213 

thore (Argynins) 217 

tirkensis (Pseudacraea eurytus) 193 
Titanoptilus 68 

tityrus (Chrysophanus) 89 

Trickoptilus 68, 69, 70 

tytia( Danais) 163 

undularis (Elymnias) 169 

Utuca 69 

vilis (Pselnophorus) 62 

Wheeleria 74 

Xylina 48—50 

Xyroptila 69, 72, 73 

yagi (Melitaea phoebe scotosia ab.) 
150, 151- 
Ypthima 1, 2, 7 
Zephyrus 52,54,55,150-154a, 207-2 14,2 18-220 


COLEOPTERA 


Coccinellidae 145 
Cryptolaemus 145 


1. ARG (LASE SSS LT: BY CH BH SHI ZU DIE 
= WAIL LFS % DRY» 

2, 種 名 亜 種 名 等 は 全部 小文字 を 以 て 始め 依っ - 
・ 括 紀 内 に 記入 さる も の は 括弧 外 の も の ゝ 局 す る 原種 。 部 悦 , 属 
(植物 名 共 ) 筆 の 索引 は 附 す べき 性 質 の も 


附 す ) を 各 目 に 分 ち 更 に A. B.C 


os 


PS 


Fil GU ith % Yk D &- F, 


montrouzieri (Cryptolaemus) 145 


の 前 に X 印 を 


CMSA BIH Se SD WA (= HE, 
まだ を 示す o 
Di VILE EIN 


STEEL ZN り fe) BAS 論 BD GRR ett So 


or 


に 編入 せ ず 。 


+ GESTS BE, 表紙 , RU ARSED GAMUT: SAY (LABE SE ULAR GI 


5 Boh 2 we me BR MT 銚 
Index to new Genera, Species, Subspecies (Varieties) 
and Forms described in the following Publications 
published in Japan in the course of 1917. 


A Collection of Essays for Mr. YAsusrir Nawa, written in com- 
memoration of his sixthieth Birthday. Oct. 1917 published by NAwa 
Entomological Laboratory, Gifu. (C. E. N.) 

Annotationes Zoologicae Japonenses. Vol. LX, Pt. 3. July 1917.(A. Z. J.) 

Bulletin of the Nawa Entomologicol Laboratory. No. 2. Dec. 1917. 
Bullen, 3,21%) 

Journal of the College of Agriculture, Tohoku Imperial University, 
Sapporo, Mol. VIL: ‚Pt.,6, July“ 1917 (€ TIoe 

The Entomological Magazine Vol. III, Pts. I and II. June, Nov. 
191%... M.) 

ache Insect World. XXT. 71917 Cl. W.) 

The Transactions of the Sapporo Natural History Society. Vol. VI, 
pias a hOl 7s Gls.o. Neale S:) 


The Journal of the College of Agriculture, Imperial University of 


Tokyo: Vol. III. No..IV, May 1917 (J: & A. To OD. Tea 
The Zoological Magazine. Vol. XXIX 1917 (Z. M.) 
* denotes Species etc. described in Japanese (language) only. 


| _ THYVSANULA : 
dubia, Folsomia, Kinosuita; Z. M. Vol. XXIX, P. 74. 
hozawai, Cyphoderus, Kinosuira; ibid. P. Ar. 


% 


* 


* japonica, Paronella, Kinosuira; ibid. P. 44. 
* speciosus, Crematocephalus, Krnosnira; ibid. P. 73. 
PLECOPTERA 
yamadae, Megarcys, Oxamoro; E. M. Vol. III. Pt, II, P. 79. 
ISOPTERA 
brevirostris, Eutermes (Grallato‘ermes), Osuima; A. Z. J. Vol. IX, 
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Po 3. PL 108; 

kanehirae, Calotermis, OsHIMA ; ibid. P. 195. 

ponapientis, Arrhinotermis, OsHima , ibid. P. 196. 

MALLOPHAGA 

annuliventris, Lipeurus, Ucnipa; A. Z. J. Vol. LX, Ft. 3, P. 204. 

fommessnus, Lipeurus, Ucnipa); J. Cs A. I. U,»Tokyo,. Vole TLE 
E04. P.-170. 

kurodai, Goniocotes, Ucuipa; ibid. P. 175. 

longipectum, Menopon, Ucuipa; ibid. P. 184. 

major, Lipeurus intermedius var., Ucuipa; ibid. P. 182. 

microcephalus, Goniocotes, Ucnipa ; ibid. P. 177. 

mikadokiji, Menopon, Ucuipa.; ibid. P. 183. 

ovatus, Nirmus, Ucuipa; ibid. P. 174. 

Bei Bipeurus, Ucnipa: AZ. J. Vol: IX. SPt.13,5P.2212- 

urocissae, Menopon, Ucuipa,; J. C. A. I. U. Tokyo, Vol. 3, Pt. 4. 
Pe 186 

RHYNCHOTA ; 

abietinus, Hyalopterus, Mats; J. C. A. Toh.-T. U. Vol. VIL, Pt. 6, 
For: 

abietinus, Nippolachnus, MArs. ; ibid. P. 383. 

abietis, Todolachnus, MArs.: ibid. P. 381. 

abuiaria, Yezocallis, Mars.; ibid. P. 370. 

Abura, Aphididae, Mars. ; ibid. P. 407. 

Acanthocallis, Aph’didae, MArs. ; ibid. P. 367. 

acanthopanaci, Aphis, Mars. ; ibid. P. 384. 

acericola Siphocoryne, Mars. ; ibid. P. 409. 

部 Mi Yezocallis, Mars. ; ibid..P. 370. 

alnicola, Hannabura, Mars. ; ibid. P. 377. 


aomoriensis, Nishiyana, MArs.; C. E. N. P. go, 


10 


Arakawana, Aphididae, MATS. ; J. C. A.-Toh. LU. Vol VI 
O75: | 

araliae, Arimakia, Marts.; ibid. P. 406. 
Arimakia, Aphididae, Mars. ; ibid. P. 405. 
asacola, Phorodon, Mars. ; ibid. P. 405. 
bambusae, Takeeallis, MATts: ; ibid. P. 373. 
celastries Aplis,. Mams, - Abid., D- 385. 
chibensis, Euterpnosia, Mars.: T. S. N. H. S. Vol. VI. Pt. 3. P. 


203. 


glerädendri, ‘Aphis, Mass. ].:C. A. Toh: LU. Vol MI 


D.. 385: 
goloeasiae, Aphis; ‚M Gre: ; 1bid. IR. 386. 


daitoensis, Euterpnosia chibensis var., Mats.; T. S. N. H. 5. Vol. 


NL ARE 3,0503: 
dorecola, Pemphigus, Mars.; C. E..N. P. 8a: Ze; 


Euterpnosia, Cicadidae, Mars. ; T. S. N. H. S. Vol. VI, Pt. 3. P. 


202. 


, filipendulae’ Aphis, Mars. ; J.-C. A. Toh. I. U. Vol. VIL, Pt. 6, 


P. 384. 


formosana, Platypleura Kaempferi var., Marrs:; T: S: N. Dose 


VL #723. P, 187. 

formosanum, Trichosiphum, Maxi; C. E. N: P. 13. 

Fo:mosemia, Cicadidae, Mars.; T. S.N:.IHS: Mole DES 
PS 193, 

fraxinicola, Siphocoryne;; MAts.;‘J. C. Ac Teh. EL. Ur Velie 
Pi 6, P. 497. 

Fushia, Pemphigidae, Mats.; C. E. N. P. 7. 

fusiformis, Tetraneu a, Mars. ; ibid. P. 74. 


gakokizana, Meimuna, Mars. ; T. S. N. H. S. Vol. VI. Pt. 3, P. 
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199. 

migcifies, siphis, MATS. + | し As Toh. I Uo Vol Vilw Pt. 62-8: 
387. 

gobaishia, Pemphigidae, Mats.; C. E. N. P. 75. 

gobonis, Macrosiphum, Mars.; J. C. A. Toh. I. U. Vol. VII, Pt. 
Ba <5. 

et2t Meimüuna, MATSs. 5; T.,S.. N. H. 5. Vol:. VI, EE 
200. 

hagicola, Macrosiphum, MaArs.; J. C. A. Toh. I. V. Vol. VII. 
Pt.'6. P. 396. 

Hannabura, Aphidiae, Mars, ; ibid. P. 377. 

hirayamae, Yamatocallis, Mats. ; ibid. P. 367. 

hoppo, Euterpnosia, Mats.; T. S.N. H. S. Vol. VI. Pt. 3, P.-204. 

ibarae, Macrosiphum, Mars.; J. C. A. Toh. I. U. Vol. VII, Pt. 
6 IS 30/、 : 

ibofushi, Nurudea, Mats.; C. E. N. P. 66. 

intermedia, Schlech‘endalia, Mats. ; ibid. P. 64. 

japonica, Gobaishia, Mats.; ibid. P. 75. 

japonica, Schizoneura, Mats. ; ibid. P. 81. 

japonicus, Fterochlorus, Mars.; J.C. A; Toh. 1: U. Vol. VIE Pt: 
0: 24378 

kabae, Yezocallis, Mats.; ibid. P. 369. 

kashiwae, Myzocallis, Mats. ; ibid. P. 371. 

kogomecola, Aphis, Mats .; ibid. P. 388. 

| kuricola, Macrosiphum, Mars. ; ibid. P. 394. 

kuricola, Nippocallis, Mars. ; ibid. P. 365. 

kuroiwae, Meimuna, Mars. ; T. S.N.H.S. Vol. VI. Pt. 3, P. 199. 

ku oiwae, Platypleura, Mars. ; ibid. P. 187. 


2 


laricicolus, Lachnus, Mars. ; J. C. A. Toh. I. U. Vol. VII, Pt. 6. 


12 
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2.380. 

Leptosemia, Cicadidae, Mats.; T. S. N. H. S. Vol. VI, PLZ, 2: 
196. 

jongipennis, Lachhus; MArs.; J. C. A. “Toh. L Ur Vol) VERE 

Be. Po 376. | 

malvicola, Macrosiphum, Mars. ; ibid. P. 393. 

Mansakia, Pemphigidae, Mars. ; C. E: N. P. 59: 

miyabeı, - Mansakia, MIAGHS E. N. P: 60. 

miyabei, Schlechtendalia, Mars. ;, ibid. P. 62. 

mimifushi, Schlechtendalia, Mars. ; ibid. P. 63. 

miyakona, Pycna, MATSS Fo S.'N.:H.,S.: Vol. VE Perez 

momocola, Abura, Mars. ; J.C. A. Toh. I. U. Vol. VII, Pt. 6, 
187. 

momonis, myzus, Mars. ; ibid. P. 402. 

multivocalis, Cosmopsaltria, Mats. ;, T.-S. N. H.S. Vol Wate 

Ps 107. | 

mumecola, Macrosiphum, Mars. ; J. €. A. “Toh. 1. -Us Vole yaa 
21736, R. 3909: 


nigrifasciatum, Tricosiphum, MAxr.; C. E. N. P. 16. 


nigrum, Trichosiphum, Maxt.; ibid. P. ro. 

niisimae, Pemphigus, MäArs. ; ibid. P. 85. 

ninecola, Gobaishia, MArs. ; ibid. P. 76. 

Nippocallis, Aphididae, Mats:; J: C: Ar Tob.E. U, Vol vias 
6, Ps 365: | | 

Nippolachnus, Aphididae, Mats. ; ibid. P. 382. 

Nipposiphum, Aphididae, Mars. : ibid. Pane: 


 nıshiyae, Watabura, Mams.; C. EN. FN So. 


Nishiyana, Pemphigidae, Mats. ; ibid. P. 90. 
Nurudea, Pemphigidae, Mars. ; ibid. P. 65. 
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Nurudeopsis, Pemphigidae, Mars. ; ibid. P. 67. 

alemconis, Aphis: Mars: : J. Co A> Toh: 1 UMWOI VEL “Pte; 
22380. 

ogasawarae, Pterochlorus, MArs. ; ibid. P. 378. 

oryzae, Yamataphis, Mars. ; ibid. P. 413. 

Palm 2. Miocannia, Manse, T.S. N. HS. Vol VI, Pts ayes 206; 
petasitis, Macrosiphum, Mars.; J. C. A. Toh. I. U. Vol. VII, Pt. 6, 
P. 394. 

piri, Nippolachnus, Mars. ; ibid. P. 382. 

piricola, Toxoptera, Mars. ; ibid. P. ara. 

polygonacea, Aphis, Mars. ; ibid. 389. 

primulana, Macrosiphum, Marts. ; ibid. P. 400. 

quercicola, Acanthocallis, Mats. ; ibid. P. 368. 

rosea, Echte, MArs. ;C. 2..N. PD. 70: 

Zusieesta, Nogannia, Mars: ; T. S..N.)H. Si. Vol. VL, Pt 3,08: 

NO 200: 

saccharivora, Cerataphis, MATS. ; NR 

Seblimensis, Cicadetta, Mars. ; T.S. N. H. S. Vol. VL Pt. 3 BR 
200. 

sakurae, Myzus, Mans. ; ICH Ase Joh. EU: Mol. VUE Pe Se 
493. 

salicicola, Nipposiphum, Mavs. ; ibid. P. 4ro. 

salicicolus, Chaitophorus, Mars. ; ibid. P. 376. 

sasae, Myzocallis, Mars. ; ibid. P. 372. 

Sasae, Yezabura, Mars.; ibid. ‚P. 392. 

sasakii, Myzus, Mars. ; ibid. P. 4o4. 

sasicola, Yezaphis, Mars. ; ibid. P. 412. 

sawashibae, Myzocallis, Mats. ; ibid. P. 374. 

semua, sCicadidae, Mats. ; T.- S..N. H..S. Vol. VI, Ft 3) Pi 705; 
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senecionis, Macrosiphum, Mars. ; J. C. A. Toh. I. U. Vol. VI, 
Pt yoy P. 401. 

shirai', “Nuvu ’eopsis, Mars. CC. E, N. P. 68. 

sojae, Eriococcus, KuwAna.; E. W. Vol. XXI. P. 136. 

sonchicola, Macrosiphum, Mars. ; J. C. A. Toh. I. U. Vol. VII, 
PE£..O,:2..896. 

stigmata, Arakawana, Mars. ; ibid. P. 375. 

stybacı, Asteoopteryx; Mars.s.C. EN pP. 53 

Taiwanosemia, Cicadidae, Mats.; T. S. N. H. S. Vol. VI, Pt. 3, 
B. 194 

takasagona, Platypleura kuroiwae var., Mars. ; T.S N.H.S. Vol. VI, 
Pte an Pa 87: | | 

Takeca'lis, Aphididae, Mars. ; J. C. A. Toh. I. U. Vol, vl, だ た 
Gtk. 38 | 

taranbonis, A-imakia, Mars. ; ibid. P. 407. 

Todolachhus, Aphididae, Mats.; ibid. P. 381. 

vignae, Melanoxanthus, Mats. ; J.C. A Toh. L U.7Vel. VIE Pe 


の 40). 


viridifrons, Euterpnosia, Mats ; T.S. N.H.S. Vol. VI, Pt. 3, P. 204. 

Wstabura, Pemphigi fae) Marsı# GEL NS, 88 ; 

Yamataphis, Aphidi 1ae, Mats. ; J. C. A. Toh. I. U. Vol VIE 
G2. A Te: 

Yamatocallis, Aphididae, MArs.; ibid. P. 366. 

yanagicola, Aphis, Mars. ; ibid. P. 390. 

yanoniella, Nurudeopsis, Mats.; C. E. N. P. 69. 

yanonis, Nipponaphis, Mars. ; ibid. P. 56. 

yayeyamana, -Platypleura, Mats.; T. S. N. H. S. Vol. VI, Pt. 3, 
P. 188. 

Yezabura, Aphididae, Mars. ; J. C. A. Toh. I. U. Vol. VII, Pt. 6, 
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24.392. 

Yezaphis, Aphididae, Mars. ; ibid. P. grr. 

Yezocallis, Aphididae, Mars. ; ibid. P. 369. 

yezoensis, Te’aneura, Mars. ; C. E. N. P. 73. 

yezoterpnosia, Cicadidae,s Mats. = T. SN H. So Vol VEREEP)208 

yomogicola, Macrosiphum, ae „JG... A. Tobi: も まし に RER VIE 
Br... Aor. | 

| NEUROPTERA 

an Raphidia, OkAmoro; E. M.. Vol. ILE, Pt. H,.P. 8% 

LEPIDOPTERA 

asakurae, Apatura, NirEe; Z. M. Vol. XXIX, P. 145. 

c-aureum ab., Polygonia, SaATAKE; C. E. N. P. 141. | 

coifluens, Timelaea mes formosana ab., Nike; Z. M. Vol. 
BEIN, PB. 147. 

Hirayamaia, Pyralidac, MArumo; C. E. N. P. 36. 

horishanus, Pyrameis indica ab., Nrre; Z. M. Vol. XXIX, P. 147. 

iwasakii, Dend.olimus?, NAGAno; Bull. N. E, 1 2 

japonica, Xylina, Horne; E. M. Vol. III, Pt. I, P. 48: 

Konjikia, D.epanidae, NAGANo; Bull. N. E. L. IL, P. 39. 

Kunugia, Lisiocampidae, NAGANO; ibid. P. 24. 

Leucodrepanilla, Drepanidae, NAGANO; ibid. P. 32. 

Margaronia, Pyralidae, MArumo; C. E. N. P. 35. 

mitsuhashi, Bryophila, MArumo; ibid. P. 27. 

rachiensis, Dasychira, MARUMO; ibid’, EL32. 

nigromaculata, Monima, Horne; E. M. Vol. III, Pt. I, P. 47. 

niphona ab., Melitaea athalia, SAmAks: C. E. N. P. 142. 

niphonica, Xyliza, Horne; E. M. Vol. III, Pt. I, P. 48. 

ochroleucus, Dendrolimus, NAGANo; Bull. N. E. L. II, P. 21. 

pallens, Hypolimnas missippus ab., Nire; Z. M. Vol. XXIX, P. 
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14/7. 

pallida, Ixias pyrene insignis ab., NIreE; ibid. P. 146. 

pfennigschmidti, Perigrapha, Hornr; E. M. Vol. IIL, Pt 1, Bs27. 

pullata, Papilio epycides melanoleucus ab., Nrire; Z. M. Vol. 
DX LX, 17.746: | 

Takanea, Lasiocampidae, NAGANO; Bull. N. E. L I, P. ay. 

tocionis, Abrostola, MArumo; C. E. N. P. 29. 

unicolor, Hypobaranthra, MARUMO; ibid. P. 26. 

yagii, Melitaeı phaebe scotosia ab., Nrre; Z. M. Vol. XXIEX, P. 
146. 

yamadal, Kunugia, Nacano; Bull. N. EL. IL, 2.22 

| DIPTERA 

aeneostoma, Syrphus, (Parasyrphus) Mars. ; E. M. Vol. III, Pt. 
1.1.39. 

aino, Syrphus (Macrosyrphus), Mars. ; ibid. P. 27. 

akakuraensis, Syrphus (Syrphus), MArs. ; ibid. P. 35. 

aqu.ieducti, Chironomus, Mars.; Z. M. Vol. XXIX, P. 3. 

bambusa, Rachionotomyia, YAMADA; Z. M. P. 61. 

bilineatus, Syrphus (Syrphus), Mats.; E. M. Vol. Ili, Pe. 1 EB 
38. 

chiujenjianus, Syrphus (Syrphus), Mars. ; E. M. Vol. Ill, Pt. I, 
DB. 35. 

cingulatus, Eusyrphus, Mars. ; ibid. P. 21. 

constrictus, Mesosyrphus, Mats.; ibid. P. 19. 

daiyagawanus, Syrphus (Syrphus), Mats. ; ibid. P. 34. 

elongatus, Mesosyrphus constrictus var. Mats.; E. M. Vol. III, 
KS | 

Episyrphus, Syrphidae, Mars. ; ibid. P. 16. 

Eusyrphus, Syrphidae, Mars. ; ibid. P. 20. 
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* Eptangtarsus, Chironomidae, Mats.; Z. M. Vo'. XXIX, P. 5. 

follaciosus, Episyrphus, Mars. ; E. M. Vol. LEE; P 人 P. 18: 

hakiensis, Syrphus (Macrosyrphus), Mars. ; E. M. Vol. III, Pt. 
ar. 26. 

Mevasnit, Culex, YAMADA; Z. M. Vol. XXIX, Po 67. 

horisanus, Syrphus (Macrosyrphus), Mats.; E.; M. Vol. III, Pt. 
pe. 2A. 2 

japonibius, Eptangtarsus, Mars. ; Z. M. Vol. XXIX, P. 5. 

japonicus, Syrphus (Syrphus), Mars. ; E. M. Vol. LI, Pt. I, P. 
31. | | 

jezoensis, Syrphus (Syrphus), MATs. ; ibid. P. 32. 

kinoshitai, Anopheles, Koizumi; Z. M. Vol. XXIX, P. 133. 

koannanius, Syrphus (Macrosyrphus), MArs.: E. M. Vol. II, 
1 

kotoriensis, Syrphus (Syrphus), Mats.; E. M. Vol. III, Pt. I, P. 
36. 

kuroiwae, Syrphus (Macrosyrphus), Mars. ; ibid. P. 25. 

(Macrosprphus), Syrphidae Syrphus, Mars. ; ibid. P. 23. 

Mesosyrphus, Syrphidae, Mats. ; ibid. P. 19. | 

micado, Syrphus (Syrphus), Mars. ; ibid. P. 38. 

moiwanus, Syrphus (Syrphus), Mars. ; ibid. P. 33. 

motodomariensis, Stenosyrphus, Mars. ; ibid. P. 15. 

nigrigena, Syrphus (Parasyrphus), Mars. ; ibid. P. go. 

okinawae, Syrphus (Macrosyrphus), ‘Mats. ; ibid. P. 23. 

(Parasyrphus), Syrphidae Syrphus, Marts. ; ibid. P. 39. 

sachalinensis, Stenosyrphus, Mars. ; ibid. P. 14. 

shibakawae, Syrphus (Syrphus), Mars. ; ibid. P. 36° 

Stenosyrphus, Syrphidae, Mars. ; ibid. P. 14. 

(Syrphus), Syrphidae Syrphus, Mars. ; ibid. P. 29. 
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* taiwanensis, Anopheles, Koizumi; Z. M. Vol. XXIX, P. 135. 
tsukisappensis, Syrphus (Syrphus), Mars. ; ibid. P. 33. 
yamahaensis, Syryhus (Syrphus), Mars. ; ibid. P. 34. 
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